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はじめにはじめにはじめにはじめに    

このたびは、マイツール フリーウェアバージョンをご利用いただきまして、ありがとうございます。 
マイツールフリーウェアバージョンは、簡単な操作で表計算やグラフ作成を行い、データの加工や分析にお
いてその力を発揮するソフトです。 
人の思考の流れを中断しない、自由度の高い分析ができるので、ビジネスのさまざまな分野であなたの意思
決定を支援します。 
本製品を有効に利用するために、必ずマニュアルをよくお読みになり、正しくお取り扱いください。 
また、お読みになったあとも、必要時すぐに利用できるように大切に保管してください。 
 

 

 

 

 

ご注意 

! 大切な文書やデータは、必ずコピー（複製）をとってください。大切な文書やデータは、必ずコピー（複製）をとってください。大切な文書やデータは、必ずコピー（複製）をとってください。大切な文書やデータは、必ずコピー（複製）をとってください。 
お客様の操作をミスしたり、本製品に異常が発生した場合、文書やデータが消失することがありま 
す。大切な文書やデータは、必ずコピー（複製）をとるようにしてください。 

! お客様が本製品を使用して作成した文書やデータに関し、当社は一切その責任を負えませんのでお客様が本製品を使用して作成した文書やデータに関し、当社は一切その責任を負えませんのでお客様が本製品を使用して作成した文書やデータに関し、当社は一切その責任を負えませんのでお客様が本製品を使用して作成した文書やデータに関し、当社は一切その責任を負えませんので
あらかじめご了承ください。あらかじめご了承ください。あらかじめご了承ください。あらかじめご了承ください。    
! 本製品の故障による損害、文書やデータの損失による損害、そのほか本製品の使用により生じた本製品の故障による損害、文書やデータの損失による損害、そのほか本製品の使用により生じた本製品の故障による損害、文書やデータの損失による損害、そのほか本製品の使用により生じた本製品の故障による損害、文書やデータの損失による損害、そのほか本製品の使用により生じた
損害について、当社は一切その責任を負えませんのであらかじめ損害について、当社は一切その責任を負えませんのであらかじめ損害について、当社は一切その責任を負えませんのであらかじめ損害について、当社は一切その責任を負えませんのであらかじめご了承ください。ご了承ください。ご了承ください。ご了承ください。    

 
 
 
 
 
 
 

おねがいおねがいおねがいおねがい    
! 本書に記載されている内容の無断転載を禁じます。本書に記載されている内容の無断転載を禁じます。本書に記載されている内容の無断転載を禁じます。本書に記載されている内容の無断転載を禁じます。    

    2000200020002000 RICOH CO.,LTD. RICOH CO.,LTD. RICOH CO.,LTD. RICOH CO.,LTD.    

! 製品の改良により、本書の内容の一部を予告なく変更することがあります。製品の改良により、本書の内容の一部を予告なく変更することがあります。製品の改良により、本書の内容の一部を予告なく変更することがあります。製品の改良により、本書の内容の一部を予告なく変更することがあります。    

    
 
Microsoft, Windows, Windows NTは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。 
・Windows® 98の製品名は、Microsoft® Windows® 98 operating systemです。 
・Windows® 95の製品名は、Microsoft® Windows® 95 operating systemです。 
・Windows® 2000 の製品名は以下のとおりです。 

Microsoft® Windows® 2000 Professional 
Microsoft® Windows® 2000 Server 

・Windows NT® の製品名は以下のとおりです。 
Microsoft® Windows NT® Server 4.0 
Microsoft® Windows NT® Workstation 4.0 

その他の社名、製品名はそれぞれの会社の商標または登録商標です。 
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本書の構成本書の構成本書の構成本書の構成    
本書はマイツール フリーウェアバージョン（以下、マイツールと略します）の操作説明書です。 
この『命令辞典』は、以下の２つのＰＡＲＴで構成しています。 
 

PART1 マイツールの命令（アルファベット順） 
マイツールの各命令の操作手順や、操作時における補足事項について説明します。アルファベット順になっ
ていますので、辞書を引くように調べることができます。 

PART2 資 料 
マイツールの操作を誤ったときに表示されるエラーメッセージの原因とその対策、およびマニュアル中にで
てくる用語を解説しています。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キー表記についてキー表記についてキー表記についてキー表記について    
本書では、操作説明のキーについて以下のような決まりをもうけて表記しています。 
 

• “コンパクトキーボード”と“それ以外のキーボード”では、キーボード上の表示が異なります。そこで、本書では

“コンパクトキーボード”のキーに続けて、カッコ（）で囲んで“それ以外のキーボード”の場合のキーを表記して

います。 

 《例》  削除 （ Delete ）キー # “コンパクトキーボード”では 削除 キー 

“それ以外のキーボード”では Delete キー 

• “それ以外キーボード”の Enter （改行）キーと Esc （エスケープ）キーは、“コンパクトキーボード”に合わせて

表記しています。 

 《例》  ￡ キー（コンパクトキーボード） 

 Enter キー（それ以外のキーボード） 

エスケープキー（コンパクトキーボード） 

 Esc キー（それ以外のキーボード） 

• 本文中の文字入力の表記は、入力状態が「英数」のときに押したキーを表わしています。 

 《例》
Ｓ
　と  

Ｅぃ
　い  

Ｔ
　か  # ＳＥＴ と表記 

• 漢字の入力を促す場合は、そのまま表記しています。 

 《例》 売上 ￡  # ”売上”と文字入力して ￡ キーを押す 
• シフトキーを押しながら入力する文字は、シフトキーの表記を省略しています。 

 《例》  シフト キーを押しながら
″
２ふ キーを押す # ″  と表記 

• 一つのキーを押しながら、別のキーを押すような場合は、キーを“＋”でつないで表記しています。 

 《例》  コントロール キーを押しながら 挿入 キーを押す #  コントロール  ＋  挿入  と表記 

# ￡ キーに統一して表記 

# エスケープキーに統一して表記 

}
}
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PART1    マイツールの命令    
 
命令 処理概要 ページ 

ＡＣＭ 累計を求める 16 

ＡＣＭＣ 条件を指定して累計を求める 18 

ＡＤＤ Ｖ型ファイルにペ―ジを追加する 21 

ＡＶ 平均を求める 22 

ＢＣ 列のデ―タだけを空白にする 23 

ＢＥＳＴ ベスト１０、ワ―スト１０などを求める 24 

ＢＦＬ イメージデータなどのファイル一覧を

作成する 

26 

ＢＧＳ ＢＭＰ形式の画像データをグレースケ

ールに変換する 

28 

ＢＬ 行を空白にする 30 

ＢＬＯＧ ロギングエリアの内容を消去する 31 

ＢＭＰＲ ＢＭＰファイルを読み出す 32 

ＢＭＰＷ ＢＭＰファイルを書き込む 33 

ＢＭＳ ＢＭＰ形式の画像データを２値化する 35 

ＢＲ 指定した範囲のセルを空白にする 37 

ＢＴ ペ―ジの内容を空白にする 38 

ＢＴＮ 命令などを登録したボタンを表示する 39 

Ｃ 四則演算・関数計算を行う 42 

ＣＡＬＥ カレンダ―を作成する 60 

ＣＣＯＰＹ クリップボ―ドへデ―タを転送する 63 

ＣＦ 列の桁数を変更する 64 

ＣＦＡ すべての列の桁数を変更する 67 

ＣＦＰ 指定した列の分離・結合を行う 69 

ＣＧＥＴ ＣＳＶ形式のファイルをマイツールデ

ータに変換する 

71 

ＣＨＦ 現在のファイルを変更する 72 

ＣＭＤ 命令を登録する 74 

ＣＭＰ おもて画面と裏画面のデータを比較し

て色をつける 

76 

ＣＮＣ 条件ページの条件と一致した行を計算する 79 

ＣＯＰＹ ページの内容を別のページにコピーする 81 

ＣＰＡＳＴ クリップボ―ドからデ―タを取り込む 83 

ＣＰＣ 列の内容を複写する 85 

ＣＰＤ データフロッピーやファイルをコピーする 86 

ＣＰＬ 行の内容を複写する 88 

ＣＰＰＢ 裏画面の指定したセルの内容を、おも

て画面の表に複写する 

89 

ＣＰＲ 指定した範囲の内容を複写する 91 

 

命令 処理概要 ページ 

ＣＰＲＢ 裏画面の指定した範囲の内容を、おも

て画面の表に複写する 

92 

ＣＰＳ ペ―ジサイズを変更する 94 

ＣＰＳＬ ページサイズを行数で変更する 96 

ＣＰＵＴ マイツールデータをＣＳＶ形式のファ

イルに変換する 

97 

ＣＴ 表題を変更する 98 

ＣＴＰ 文字タイプやページのモードを変更する 99 

Ｄ 画面の先頭を表示する 101 

ＤＡＴＥ 日付を変更する 102 

ＤＡＴＥＭＹ マイツール上での日付を変更する 103 

ＤＣ 列を削除する 104 

ＤＣＭ 数値のカンマを削除する 105 

ＤＦ デザインページを使って、データの検

索や修正を行う 

106 

ＤＦＬ イメージ、音声、動画などのファイルを削

除する 

119 

ＤＩＡ 画面のページ情報を表示する 121 

ＤＩＦ デ―タの変位を求める 122 

ＤＬ 行を削除する 124 

ＤＯＣ おもて画面の下に裏画面を結合する 125 

ＤＯＣＲ おもて画面の上に裏画面を結合する 126 

ＤＯＳ ＤＯＳに移行する 127 

ＤＰ 指定したセル位置から表示する 128 

ＤＲ 小数点以下の桁数や端数処理を設定する 129 

ＤＲＣ 縦ケイ線を引く 131 

ＤＲＬ 横ケイ線を引く 132 

ＤＳ 画面分割の設定を変更する 133 

ＤＳＨ 重複しているデ―タを抜き出す 135 

ＤＷ ワークエリアを表示する 137 

Ｅ 表にデ―タを追加する 138 

ＥＣ 列方向にデータを入力する 139 

ＥＤ ワ―プロとして使う 140 

ＥＦ デザインペ―ジを使って表にデ―タを

入れる 

158 

ＥＬ 行方向にデータを入力する 168 

ＥＮＤ マイツ―ルを終了する 169 

ＥＮＤＷ Ｗｉｎｄｏｗｓを終了する 170 

ＥＰ 指定したセルにデータを入力する 171 

ＥＲ 指定した範囲のセルにデータを入力する 172 
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命令 処理概要 ページ 

Ｆ 新しく表を作る 173

ＦＩＬＥ ファイルの作成や変更を行う 175

ＦＩＬＥＸ ページファイルを作成したり変更する 186

ＦＫＳ ファンクションキ―に登録する 189

ＦＳ 用紙サイズを指定して表を作る 191

Ｇ デ―タをグラフにする 193

ＧＥＤＲ ＤＯＳ版マイツールのＧＥＤ命令で作

成した絵を読み出す 

220

ＨＥＬＰ マイツールヘルプの目次を表示する 221

ＩＣ 表に列を挿入して、データを入力する 226

ＩＣＢ 裏画面の列を指定して、おもて画面に

挿入する 

228

ＩＣＭ 数値の３桁ごとにカンマを挿入する 229

ＩＣＳ 表にスペ―ス列を挿入する 230

ＩＣＷ ワークエリアのデータを、画面の列に

挿入する 

231

ＩＬ 表に行を挿入して、データを入力する 233

ＩＬＢ 裏画面の行を指定して、おもて画面に

挿入する 

234

ＩＬＳ 表にスペ―ス行を挿入する 235

ＩＬＷ ワークエリアのデータを、おもて画面

の行に挿入する 

236

ＩＮＩ デ―タフロッピ―を初期化する 238

ＬＤＣ ＳＶＣ命令で保管してある列を読み出す 241

ＬＤＬ ＳＶＬ命令で保管してある行を読み出す 242

ＬＤＰ ＳＶＰ命令で保管してあるセルを読み出す 243

ＬＯＣＫ 共有ファイルを占有する 244

ＬＰＳＥＴ レ―ザ―プリンタの印刷方法を設定する 250

Ｍ Ｓ命令で並べかえたデ―タどうしを併

合する 

252

ＭＡＴ 表と表を照合して､必要な列で新しい

表を作る 

256

ＭＡＶ 移動平均を求める 258

ＭＣ 列を移動する 259

ＭＬ 行を移動する 260

ＭＯＶＩＥ 動画デ―タを再生する 261

ＭＰＡＳＴ クリップボードからタブ区切り形式の

データを取り込む 

262

ＭＴ ペ―ジを移動する 263

 

 

命令 処理概要 ページ 

ＭＴＥ 複数の表と複数の表を照合して､必要

な列で新しい表を作る 

265 

ＭＴＬ マトリックスデ―タを１行１デ―タにする 268 

ＮＵＭ 列方向・行方向に連番を入力する 270 

ＯＣＲ 文字イメージを表のデータにする 272 

ＯＣＲＳ 文字イメージを文章データにする 274 

ＯＦＦＤＡＴＥ タイトル行に日付を表示しない 276 

ＯＮＤＡＴＥ タイトル行に日付を表示する 277 

Ｐ 画面の内容を印刷する 278 

ＰＡＧＥ・   

ＰＣＡＮ・ ペ―ジ間処理を行う 279 

ＰＲＵＮ   

ＰＢ 裏画面を印刷する 282 

ＰＣ 文字間をつめて印刷する 283 

ＰＤ 複数ペ―ジを印刷する 284 

ＰＥ 印刷範囲などを指定して印刷する 285 

ＰＥＲ 百分率を求める 287 

ＰＦ デザインペ―ジの書式で印刷する 289 

ＰＦＦ 用紙を送る 295 

ＰＦＧ イメ―ジデ―タを使って書式印刷する 296 

ＰＦＧＥ ＰＦＧ命令のデザインペ―ジを作成する 297 

ＰＧ グラフを印刷する 304 

ＰＬ 印刷時のレイアウトを表示する 305 

ＰＬＡＹ ＷＡＶファイルを再生する 307 

ＰＲ 画面の縦・横を入れかえて印刷する 308 

ＰＲＯ オ―トプログラムを登録する 309 

ＰＲＴ ページにプロテクトをかけて保護する 311 

ＰＳＥＴ 印刷方法などを設定する 313 

ＰＴ ページのタイトル一覧を印刷する 322 

ＰＴＦ 用紙の先頭位置を決める 323 

ＰＴＳ サブページのタイトル一覧を印刷する 324 

ＰＵＬ 必要な行のみ抜き出して、それ以外の

行を削除する 

325 

Ｒ 指定したペ―ジを画面に読み出す 326 

ＲＡＮＫ デ―タを集計して順位をつける 328 

ＲＢ 指定したページを裏画面に読み出す 330 

ＲＢＢ 指定したペ―ジを参照画面に読み出す 332 

ＲＣ 複数ページの内容をつないで、１画面

で表示する 

334 

ＲＥＣ ＷＡＶファイルを作成する 336 
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命令 処理概要 ページ 

ＲＦ 表のフォーマットを、指定した表に合

わせる 

337

ＲＦＬ ペ―ジファイルを読み出す 339

ＲＬＯＧ これまで使った命令やデ―タを画面に

読み出す 

340

ＲＯＣ 列のデ―タを縦方向にずらす 341

ＲＯＬ 行のデ―タを横方向にずらす 343

ＲＵＮ オ―トプログラムを実行する 345

ＲＶ １つ前の画面に戻す 346

Ｓ デ―タを並べ替える 347

ＳＣ データをセンタリングする 351

ＳＥＰＡ 列を分離する 352

ＳＥＴ ページの大きさやモードなどを設定す

る 

353

ＳＥＴＣ マウスの移動速度やブザ―音などを調

整する 

357

ＳＥＴＤ キーボードやかな漢などを設定する 361

ＳＥＴＭ プルダウンメニューの内容を変更する 363

ＳＥＴＰ 画面に固定する行や列、またはデータ

につける色を設定する 

364

ＳＥＴＸ フォ―マット行やデ―タ行を変更する 367

ＳＦ スキャナ―で、データをイメージとし

て取り込む 

368

ＳＦＥ スキャナーフォーマットページを作成

する 

370

ＳＧＥＴ 他のファイルをマイツ―ルデ―タに変

換する 

377

ＳＨ デ―タを検索する 381

ＳＨＤ データを検索して、元データから抜き

出す 

388

ＳＨＧ キ―ペ―ジに合わせて検索・整理する 390

ＳＨＴ 表題をグループに分ける 392

ＳＨＵ データを検索して、条件に合うデータ

を書きかえる 

393

ＳＩＭ データを修正してから、計算式にした

がって再計算する 

399

ＳＬ デ―タを左に寄せる 403

ＳＰＵＴ マイツ―ルデ―タを他のファイルに変

換する 

404

 

命令 処理概要 ページ

ＳＲ デ―タを右に寄せる 407 

ＳＴ 条件を指定してページを並べかえる 408 

ＳＴＡＴ デ―タを集計して分析値を求める 410 

ＳＶ 画面の内容を一時的に保管する 412 

ＳＶＣ 列の内容を保管する 413 

ＳＶＬ 行の内容を保管する 414 

ＳＶＰ セルの内容を保管する 415 

Ｔ タイトル一覧を表示する 416 

ＴＡＢ ファンクションタブレットに言葉や命

令を登録する（Ｍｒ.シリーズ） 

417 

ＴＣ 小計・総計を求める 420 

ＴＦ ファイル一覧を表示する 422 

ＴＩＭＥ 時刻の表示や変更を行う 423 

ＴＬ 縦方向・横方向の合計を求める 424 

ＴＭ 縦軸・横軸を指定してマトリックス表

を作る 

425 

ＴＭＴ 縦軸・第２縦軸・横軸を指定して、三

次元マトリックス表を作る 

430 

ＴＰ 複数ページの同位置のセルの数値を計

算する 

432 

ＴＲＰ 行と列を入れかえる 434 

ＴＳ サブページのタイトル一覧を表示する 436 

ＵＮＩＴ 複数の列を結合する 429 

ＵＮＬＯＣＫ 共有ファイルの占有を解除する 437 

ＵＰＤ 表と表を照合して、条件に合うデータ

を書きかえる 

438 

ＵＰＤＳ 複数の表と複数の表を照合して、条件

に合うデータを書きかえる 

439 

ＵＰＭ 表と表と照合して、条件に合うデータ

を集計する 

446 

ＶＯＩＣＥ 文章デ―タを音声で読みあげる 450 

ＶＳＰ 表のデータを音声で読みあげる 453 

ＶＴ デ―タを時系列で集計する 455 

Ｗ 指定したペ―ジに画面の内容を書き込む 456 

ＷＢ 裏画面を指定したページに書き込む 459 

ＷＣ ＲＣ命令でつないだページを、指定し

たページに書き込む 

461 

ＷＦＬ ペ―ジファイルを書き込む 463 

ＷＩＮＥＸＥ アプリケーションを起動する 465 
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Ｘ おもて画面と裏画面を入れかえる 466

ＸＹ 項目行を指定して、表の行と列を入れ

かえる 

467
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機能別命令一覧機能別命令一覧機能別命令一覧機能別命令一覧    
 
 
 
 
●データを読み出す命令●データを読み出す命令●データを読み出す命令●データを読み出す命令                        ページページページページ    

Ｒ…………… 指定したペ―ジを画面に読み出す ３１９

ＲＢ………… 指定したページを裏画面に読み出す ３２３

ＲＢＢ……… 指定したペ―ジを参照画面に読み出す ３２５

ＲＶ………… １つ前の画面に戻す ３３９

ＲＣ………… 複数ページの内容をつないで、１画面で

表示する 

３２７

ＲＬＯＧ…… これまで使った命令やデ―タを画面に

読み出す 

３３３

ＧＥＤＲ…… ＤＯＳ版マイツールのＧＥＤ命令で作

成した絵を読み出す 

２１７

ＲＦＬ……… ペ―ジファイルを読み出す ３３２

 
●データを書き込む命令●データを書き込む命令●データを書き込む命令●データを書き込む命令                        ページページページページ    

Ｗ…………… 指定したペ―ジに画面の内容を書き込

む 

４５０

ＷＣ………… ＲＣ命令でつないだページを、指定し

たページに書き込む 

４５３

ＷＢ………… 裏画面を指定したページに書き込む ４５２

ＷＦＬ……… ペ―ジファイルを書き込む ４５４

 
●画面表示をかえる命令●画面表示をかえる命令●画面表示をかえる命令●画面表示をかえる命令                        ページページページページ    

Ｄ…………… 画面の先頭を表示する ９９

ＤＰ………… 指定したセル位置から表示する １２５

ＤＳ………… 画面分割の設定を変更する １３０

Ｔ…………… タイトル一覧を表示する ４０８

ＴＳ………… サブページのタイトル一覧を表示する ４２８

Ｘ…………… おもて画面と裏画面を入れかえる ４５７

ＰＬ………… 印刷時のレイアウトを表示する ２９７

ＤＷ………… ワークエリアを表示する １３４

 
●新しく表を作る命令●新しく表を作る命令●新しく表を作る命令●新しく表を作る命令                            ページページページページ    

Ｆ…………… 新しく表を作る １７０

ＦＳ………… 用紙サイズを指定して表を作る １８８

ＣＡＬＥ…… カレンダ―を作成する ６０

 
●表にデータを入力する命令●表にデータを入力する命令●表にデータを入力する命令●表にデータを入力する命令                ページページページページ    

Ｅ…………… 表にデ―タを追加する １３５

ＥＣ………… 列方向にデータを入力する １３６

ＥＬ………… 行方向にデータを入力する １６５

ＥＲ………… 指定した範囲のセルにデータを入力す

る 

１６９

ＥＰ………… 指定したセルにデータを入力する １６８

ＥＦ………… デザインペ―ジを使って表にデ―タを

入力する 

１５５

ＮＵＭ……… 列方向・行方向に連番を入力する ２６４

●印刷や印刷の設定をする命令●印刷や印刷の設定をする命令●印刷や印刷の設定をする命令●印刷や印刷の設定をする命令            ページページページページ    

Ｐ…………… 画面の内容を印刷する ２７０

ＰＢ………… 裏画面を印刷する ２７４

ＰＣ………… 文字間をつめて印刷する ２７５

ＰＤ………… 複数ペ―ジを印刷する ２７６

ＰＥ………… 印刷範囲などを指定して印刷する ２７７

ＰＧ………… グラフを印刷する ２９６

ＰＲ………… 画面の縦・横を入れかえて印刷する ３００

ＰＴ………… ページのタイトル一覧を印刷する ３１５

ＰＴＳ……… サブページのタイトル一覧を印刷する ３１７

ＰＦＦ……… 用紙を送る ２８７

ＰＴＦ……… 用紙の先頭位置を決める ３１６

ＰＦ………… デザインペ―ジの書式で印刷する ２８１

ＰＦＧ……… イメ―ジデ―タを使って書式印刷する ２８８

ＰＦＧＥ…… ＰＦＧ命令のデザインペ―ジを作成す

る 

２８９

ＰＬ………… 印刷時のレイアウトを表示する ２９７

ＰＳＥＴ…… 印刷方法などを設定する ３０６

ＬＰＳＥＴ… レ―ザ―プリンタの印刷方法を設定す

る 

２４０

 
●●●●プロテクトの設定・解除をする命令プロテクトの設定・解除をする命令プロテクトの設定・解除をする命令プロテクトの設定・解除をする命令    ページページページページ    

ＰＲＴ……… ページにプロテクトをかけて保護する ３０４

ＦＩＬＥ…… Ｖ型ファイルにプロテクトをかける １７２

ＦＩＬＥＸ… ページファイルにプロテクトをかける １８３

 
●計算●計算●計算●計算や計算時の設定をする命令や計算時の設定をする命令や計算時の設定をする命令や計算時の設定をする命令        ページページページページ    

Ｃ…………… 四則演算・関数計算を行う ４２ 

ＴＣ………… 小計・総計を求める ４１２

ＴＬ………… 縦方向・横方向の合計を求める ４１６

ＴＰ………… 複数ページの同位置のセルの数値を計

算する 

４２４

ＡＶ………… 平均を求める ２２ 

ＭＡＶ……… 移動平均を求める ２５２

ＡＣＭ……… 累計を求める １６ 

ＡＣＭＣ…… 条件を指定して累計を求める １８ 

ＣＮＣ……… 条件ページの条件と一致した行を計算

する 

７８ 

ＳＩＭ……… データを修正してから、計算式にした

がって再計算する 

３９１

ＤＲ………… 小数点以下の桁数や端数処理を設定す

る 

１２６
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●データを集計する命令●データを集計する命令●データを集計する命令●データを集計する命令                        ページページページページ    

ＢＥＳＴ…… ベスト１０、ワ―スト１０などを求め

る 

２４

ＲＡＮＫ…… デ―タを集計して順位をつける ３２１

ＰＥＲ……… 百分率を求める ２７９

ＴＭ………… 縦軸・横軸を指定してマトリックス表

を作る 

４１７

ＴＭＴ……… 縦軸・第２縦軸・横軸を指定して、三

次元マトリックス表を作る 

４２２

ＳＴＡＴ…… デ―タを集計して分析値を求める ４０２

ＤＩＦ……… デ―タの変位を求める １１９

ＶＴ………… デ―タを時系列で集計する ４４７

 
●グラフを作成する命令●グラフを作成する命令●グラフを作成する命令●グラフを作成する命令                        ページページページページ    

Ｇ…………… デ―タをグラフにする １９０

 
●データを分類する命令●データを分類する命令●データを分類する命令●データを分類する命令                        ページページページページ    

Ｓ…………… デ―タを並べかえる ３４０

Ｍ…………… Ｓ命令で並べかえたデ―タどうしを併

合する 

２４６

 
●データを検索する命令●データを検索する命令●データを検索する命令●データを検索する命令                        ページページページページ    

ＳＨ………… デ―タを検索する ３７３

ＳＨＤ……… データを検索して、元データから抜き出

す 

３８０

ＳＨＧ……… キ―ペ―ジに合わせて検索・整理する ３８２

ＳＨＵ……… データを検索して、条件に合うデータ

を書きかえる 

３８５

ＤＦ………… デザインページを使って、データの検

索や修正を行う 

１０３

ＤＳＨ……… 重複しているデ―タを抜き出す １３２

 
●表のデータを照合する命令●表のデータを照合する命令●表のデータを照合する命令●表のデータを照合する命令                ページページページページ    

ＣＭＰ……… おもて画面と裏画面のデータを比較し

て色をつける 

７５ 

ＭＡＴ……… 表と表を照合して､必要な列で新しい表

を作る 

２４８

ＭＴＥ……… 複数の表と複数の表を照合して､必要な

列で新しい表を作る 

２５９

ＵＰＤ……… 表と表を照合して、条件に合うデータを

書きかえる 

４３０

ＵＰＤＳ…… 複数の表と複数の表を照合して、条件に

合うデータを書きかえる 

４３７

ＵＰＭ……… 表と表と照合して、条件に合うデータを

集計する 

４４１

 

●表の行や列を修正する命令●表の行や列を修正する命令●表の行や列を修正する命令●表の行や列を修正する命令                ページページページページ    

ＤＣ………… 列を削除する １０１

ＤＬ………… 行を削除する １２１

ＢＣ………… 列のデ―タだけを空白にする ２３ 

ＢＬ………… 行を空白にする ３０ 

ＢＲ………… 指定した範囲のセルを空白にする ３７ 

ＩＣ………… 表に列を挿入して、データを入力する ２２３

ＩＬ………… 表に行を挿入して、データを入力する ２３０

ＩＣＳ……… 表にスペ―ス列を挿入する ２２７

ＩＬＳ……… 表にスペ―ス行を挿入する ２３２

ＩＣＢ……… 裏画面の列を指定して、おもて画面に

挿入する 

２２５

ＩＬＢ……… 裏画面の行を指定して、おもて画面に

挿入する 

２３１

ＩＣＷ……… ワークエリアのデータを、画面の列に

挿入する 

２２８

ＩＬＷ……… ワークエリアのデータを、おもて画面

の行に挿入する 

２３３

ＭＣ………… 列を移動する ２５４

ＭＬ………… 行を移動する ２５５

ＲＯＣ……… 列のデ―タを縦方向にずらす ３３４

ＲＯＬ……… 行のデ―タを横方向にずらす ３３６

ＣＰＣ……… 列の内容を複写する ８４ 

ＣＰＬ……… 行の内容を複写する ８７ 

ＣＰＲ……… 指定した範囲の内容を複写する ９０ 

ＣＰＲＢ…… 裏画面の指定した範囲の内容を、おも

て画面の表に複写する 

９１ 

ＣＰＰＢ…… 裏画面の指定したセルの内容を、おも

て画面の表に複写する 

８８ 

ＰＵＬ……… 必要な行のみ抜き出して、それ以外の

行を削除する 

３１８

 
●フォーマットを変更する命令●フォーマットを変更する命令●フォーマットを変更する命令●フォーマットを変更する命令            ページページページページ    

ＭＴＬ……… マトリックスデ―タを１行１デ―タに

する 

２６２ 

ＣＦ………… 列の桁数を変更する ６４

ＣＦＡ……… すべての列の桁数を変更する ６７

ＣＦＰ……… 指定した列の分離・結合を行う ６９

ＳＥＰＡ…… 列を分離する ３４５ 

ＵＮＩＴ…… 複数の列を結合する ４２９ 

ＴＲＰ……… 行と列を入れかえる ４２６ 

ＸＹ………… 項目行を指定して、表の行と列を入れか

える 

４５８ 

ＲＦ………… 表のフォーマットを、指定した表に合わ

せる 

３３０ 
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●表や文書を編集する命令●表や文書を編集する命令●表や文書を編集する命令●表や文書を編集する命令                        ページページページページ    

ＥＤ………… ワ―プロとして使う １３７

ＣＴ………… 表題を変更する ９６ 

ＣＴＰ……… 文字タイプやページのモードを変更する ９７ 

ＣＰＳ……… ペ―ジサイズを変更する ９３ 

ＣＰＳＬ…… ページサイズを行数で変更する ９５ 

ＤＲＬ……… 横ケイ線を引く １２９

ＤＲＣ……… 縦ケイ線を引く １２８

ＳＬ………… デ―タを左に寄せる ３９５

ＳＣ………… データをセンタリングする ３４４

ＳＲ………… デ―タを右に寄せる ３９９

ＩＣＭ……… 数値の３桁ごとにカンマを挿入する ２２６

ＤＣＭ……… 数値のカンマを削除する １０２

ＤＯＣ……… おもて画面の下に裏画面を結合する １２２

ＤＯＣＲ…… おもて画面の上に裏画面を結合する １２３

 
●画面やモードの設定をする命令●画面やモードの設定をする命令●画面やモードの設定をする命令●画面やモードの設定をする命令            ページページページページ    

ＳＥＴ……… ページの大きさやモードなどを設定す

る 

３４６

ＳＥＴＣ…… マウスの移動速度やブザ―音などを調

整する 

３５０

ＳＥＴＤ…… キーボードやかな漢などを設定する ３５４

ＳＥＴＭ…… プルダウンメニューやツールバーへの

登録や変更を行う 

３５５

ＳＥＴＰ…… 画面に固定する行や列、またはデータに

つける色を設定する 

３５６

ＳＥＴＸ…… フォ―マット行やデ―タ行を変更する ３５９

 
●●●●データの保管・取り出しをする命令データの保管・取り出しをする命令データの保管・取り出しをする命令データの保管・取り出しをする命令        ページページページページ    

ＳＶ………… 画面の内容を一時的に保管する ４０４

ＳＶＬ……… 行の内容を保管する ４０６

ＳＶＣ……… 列の内容を保管する ４０５

ＳＶＰ……… セルの内容を保管する ４０７

ＬＤＬ……… ＳＶＬ命令で保管してある行を読み出

す 

２３８

ＬＤＣ……… ＳＶＣ命令で保管してある列を読み出

す 

２３７

ＬＤＰ……… ＳＶＰ命令で保管してあるセルを読み

出す 

２３９

 
●●●●セミオートやオートプログラムを扱う命令セミオートやオートプログラムを扱う命令セミオートやオートプログラムを扱う命令セミオートやオートプログラムを扱う命令    ページページページページ    

ＣＭＤ……… 命令を登録する ７３ 

ＦＫＳ……… ファンクションキ―に登録する １８６

ＢＴＮ……… 命令などをボタンへ登録する ３９ 

ＰＲＯ……… オ―トプログラムを登録する ３０１

ＲＵＮ……… オ―トプログラムを実行する ３３８

●ページ間処理を行う命令●ページ間処理を行う命令●ページ間処理を行う命令●ページ間処理を行う命令                        ページページページページ    

ＰＡＧＥ   

ＰＲＵＮ…… ペ―ジ間処理を行う ２７１ 

ＰＣＡＮ   

 
●●●●ページページページページの情報やの情報やの情報やの情報や命令の説明を見る命令命令の説明を見る命令命令の説明を見る命令命令の説明を見る命令        ページページページページ    

ＤＩＡ……… 画面のページ情報を表示する １１８ 

ＨＥＬＰ…… マイツールヘルプの目次を表示する ２１８ 

 
●ファイルを扱う命令●ファイルを扱う命令●ファイルを扱う命令●ファイルを扱う命令                                ページページページページ    

ＦＩＬＥ…… ファイルの作成や変更を行う １７２ 

ＦＩＬＥＸ… ページファイルを作成したり変更する １８３ 

ＴＦ………… ファイル一覧を表示する ４１４ 

ＣＨＦ……… 現在のファイルを変更する ７１

ＡＤＤ……… Ｖ型ファイルにペ―ジを追加する ２１

 
●フロッピーを扱う命令●フロッピーを扱う命令●フロッピーを扱う命令●フロッピーを扱う命令                            ページページページページ    

ＩＮＩ……… デ―タフロッピ―を初期化する ２３５ 

 
●データをコピーする命令●データをコピーする命令●データをコピーする命令●データをコピーする命令                        ページページページページ    

ＣＯＰＹ…… ページの内容を別のページにコピーす

る 

８０

ＣＰＤ……… データフロッピーやファイルをコピーす

る 

８５

 
●●●●時刻や日付を表示・変更する命令時刻や日付を表示・変更する命令時刻や日付を表示・変更する命令時刻や日付を表示・変更する命令        ページページページページ    

ＤＡＴＥ…… 日付を変更する １００ 

ＴＩＭＥ…… 時刻の表示や変更を行う ４１５ 

 
●●●●タイトルを分類したり空白にする命令タイトルを分類したり空白にする命令タイトルを分類したり空白にする命令タイトルを分類したり空白にする命令    ページページページページ    

ＳＨＴ……… 表題をグループに分ける ３８４ 

ＢＴ………… ペ―ジの内容を空白にする ３８

ＭＴ………… ペ―ジを移動する ２５７ 

ＳＴ………… 条件を指定してページを並べかえる ４００ 

 
●システムを扱う命令●システムを扱う命令●システムを扱う命令●システムを扱う命令                                ページページページページ    

ＤＯＳ……… ＤＯＳに移行する １２４ 

ＷＩＮＥＸＥ

… 

アプリケーションを起動する ４５６ 

 
●●●●ロギングエリアの内容を消去する命令ロギングエリアの内容を消去する命令ロギングエリアの内容を消去する命令ロギングエリアの内容を消去する命令    ページページページページ    

ＢＬＯＧ…… ロギングエリアの内容を消去する ３１
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●データのやり取りを扱う命令●データのやり取りを扱う命令●データのやり取りを扱う命令●データのやり取りを扱う命令            ページページページページ    

ＳＧＥＴ…… 他のファイルをマイツ―ルデ―タに変

換する 

３６９

ＳＰＵＴ…… マイツ―ルデ―タを他のファイルに変

換する 

３９６

ＣＣＯＰＹ… クリップボ―ドへデ―タを転送する ６３

ＣＰＡＳＴ… クリップボ―ドからデ―タを取り込む ８２

 
●イメージデータを扱う命令●イメージデータを扱う命令●イメージデータを扱う命令●イメージデータを扱う命令                ページページページページ    

ＢＦＬ……… イメージデータなどのファイル一覧を

作成する 

２６

ＢＭＰＲ…… ＢＭＰファイルを読み出す ３２

ＢＭＰＷ…… ＢＭＰファイルを書き込む ３３

ＢＧＳ……… ＢＭＰ形式の画像データをグレースケ

ールに変換する 

２８

ＢＭＳ……… ＢＭＰ形式の画像データを２値化する ３５

ＤＦＬ……… イメージデータなどのファイルを削除

する 

１１６

ＯＣＲ……… 文字イメージを表のデータにする ２６６

ＯＣＲＳ…… 文字イメージを文章データにする ２６８

 
 
 

●動画データを扱う命令●動画データを扱う命令●動画データを扱う命令●動画データを扱う命令                        ページページページページ    

ＭＯＶＩＥ… 動画デ―タを再生する ２５６

 
●音声データを扱う命令●音声データを扱う命令●音声データを扱う命令●音声データを扱う命令                        ページページページページ    

ＲＥＣ……… ＷＡＶファイルを作成する ３２９

ＰＬＡＹ…… ＷＡＶファイルを再生する ２９９

ＶＯＩＣＥ… 文章デ―タを音声で読みあげる ４４４

ＶＳＰ……… 表のデータを音声で読みあげる ４４６

 
●スキャナーを扱う命令●スキャナーを扱う命令●スキャナーを扱う命令●スキャナーを扱う命令                        ページページページページ    

ＳＦ………… スキャナ―で、データをイメージとし

て取り込む 

３６０

ＳＦＥ……… スキャナーフォーマットページを作成

する 

３６２

 
●マイツールを終了する命令●マイツールを終了する命令●マイツールを終了する命令●マイツールを終了する命令                ページページページページ    

ＥＮＤ……… マイツ―ルを終了する １６６

ＥＮＤＷ…… Ｗｉｎｄｏｗｓを終了する １６７
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メニューバーとプルダウンメニューメニューバーとプルダウンメニューメニューバーとプルダウンメニューメニューバーとプルダウンメニュー    
 
画面の上部には、メニューバーが表示されます。マウスを使ってメニューを選ぶと、下のようなプルダウンメニューが
表示されます。さらに、プルダウンメニューの中からマウスで機能を選んで、マイツールの命令を使います。 
    
    
●「仕事は＝」表示中●「仕事は＝」表示中●「仕事は＝」表示中●「仕事は＝」表示中    
 

  基本 表作成 行 列 変更 
 電 卓 [画面分割] T    タイトル E   入    力 IL   挿    入 IC   挿    入 CF   桁    数 
 テンキー  上下分割画面 TS   ｻﾌﾞﾀｲﾄﾙ EL  行 入 力 ILS  空白挿入 ICS  空白挿入 CFP  分離結合 
 外 字  左右分割画面 R    読    む EC  列 入 力 ILB  裏行挿入 ICB  裏列挿入 SL   左 寄 せ 
 [副画面表示] RV   リカバリ ER  範囲入力 DRL  横    線 DRC  縦    線 SR   右 寄 せ 

 フロントエリア W    書    く EF  書式入力 DL   削    除 DC   削    除 SC   中央寄せ 
 バックエリア D    表    示 DF  簡易書式入力 BL   ﾃﾞ-ﾀ消去 BC   ﾃﾞ-ﾀ消去 BR   ﾃﾞ-ﾀ消去 

  タイトル X    裏 画 面 F   表 作 成 CPL  複    写 CPC  複    写 CPR  複    写 
  ワークエリア ED   ワ―プロ FS  表 選 択 ML   移    動 MC   移    動 CT   表    題 
  ロギングエリア G    グ ラ フ  ROL  横 移 動 ROC  縦 移 動 CTP  型    式 
  ファイル SET  設    定  SVL  保    管 SVC  保    管 CPS  ﾍﾟ-ｼﾞｻｲｽﾞ 
 [列表示] SETC 操作設定  LDL  読み出し LDC  読み出し ICM  ｶﾝﾏ 挿入 
  番  号 SETD 環境設定    DCM  ｶﾝﾏ 削除 
  桁  数 HELP ヘ ル プ     
  累計桁数      
 
 
●Ｃ命令中●Ｃ命令中●Ｃ命令中●Ｃ命令中    
 

  命令 一般関数 特殊関数 その他の関数 
 電 卓 [画面分割] D    画    面 ABS  絶 対 値 ADD  連続加算    CNT  カウント 
 時 計   上下分割画面 DW   ﾜ-ｸ ｴﾘｱ SIN  正    弦 SUB  連続減算    STR  ストリング 
 カレンダー   左右分割画面 DR   小 数 点 COS  余    弦 MLT  連続乗算    SEQ  順    番 
 テンキー [副画面表示] CF   桁    数 TAN  正    接 DVD  連続除算    YMD  日    付 
 外 字   フロントエリア TL   合    計 ATN  逆 正 接 MAX  最 大 値    RAND 乱    数 
   バックエリア AV   平    均 EXP  指    数 MIN  最 小 値    PER  複利計算 
   タイトル ICM  ｶﾝﾏ 挿入 LOG  自然対数 AVE  範囲平均 [時間関数] 
   ワークエリア DCM  ｶﾝﾏ 削除 SQR  平 方 根 SUM  範囲合計    TIM  時    間 
   ロギングエリア ACM  繰り越し SGN  符    号     HRS  １０進変換 
   ファイル RV   リカバリ INT  整 数 化     HMS  ６０進変換 
 [列表示] SV   セ ― ブ   [定    数] 
   番    号       PAI  円 周 率 
   桁    数    [演 算 子] 
   累計桁数       MOD  剰余演算 
        **   累    乗 
 
 
●ＥＤ命令中●ＥＤ命令中●ＥＤ命令中●ＥＤ命令中    
 

  Ｆ１範囲 Ｆ２編集 Ｆ３倍角 Ｆ４行編集 Ｆ５挿入移動 
 電 卓 [画面分割] １：全      面 １：枠 あ け １：横   倍   角 １：右   寄   せ １：行   挿   入 
 時 計   上下分割画面 ２：単      一 ２：レイアウト変更 ２：縦   倍   角 ２：左   寄   せ ２：行   移   動 
 カレンダー   左右分割画面 ３：複      数 ３：半 改 行 ３：４   倍   角 ３：センタリング ３：文   移   動 
 テンキー [副画面表示] ４：列 ４：無 改 行 ４：倍 角 削 除 ４：均等割付け ４：ブロック移動 
 外 字   フロントエリア ５：改行マーク ５：検       索    
   バックエリア  ６：置       換    
   タイトル      
   ワークエリア      
   ロギングエリア      
   ファイル      
 [列表示]      
   番    号      
   桁    数      
   累計桁数      
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計算 分類検索 印刷 マルチメディア 
C    計    算 S    並べかえ P    印    刷 VOICE  読み上げ 
DR   小 数 点 M    併    合 PC   ｺ ﾝ ﾊﾟｸ ﾄ VSP    表読み上げ 
TL   合    計 SH   検    索 PD   複    数 REC    録    音 
AV   平    均 SHD  検索削除 PE   編    集 PLAY   音 再 生 
SIM  再 計 算 SHG  検索整理 PF   書    式 MOVIE  映像再生 
TC   小    計 SHU  検索更新 PFG  ｸﾞﾗﾌｨｯｸ書式 BMPR   BMP 読み込み 
ACM  繰り越し CNC  条件計算 PG   グ ラ フ BMPW   BMP 書き込み 
ACMC 条件繰越 MAT  照合作表 PR   ね か せ BGS    BMP ｸﾞﾚｲｽｹ-ﾙ変換 
MAV  移動平均 UPD  条件更新 PT   表    題 BMS    BMP ﾓﾉｸﾛ変換 
TM   二 次 元 DF   ｶ-ﾄﾞ型検索 PFF  紙 送 り OCR    文字認識 
TP   複数集計  PTF  紙 先 頭 OCRS   文章認識 
  PL   ﾚ ｲ ｱ ｳ ﾄ SF     ｽｷｬﾅ-取り込み 
  PSET 設    定 SFE    SF ﾃﾞｻﾞｲﾝ作成 
  PFGE   PFG ﾃﾞｻﾞｲﾝ作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ６削除 Ｆ７複写 Ｆ８ケイ線・設定 
１：行   削   除 １：行   複   写 １：ケイ線モード 
２：文   削   除 ２：文   複   写 ２：ケイ線描画 
３：ブロック削除 ３：ブロック複写 ３：裏画面読込 
  ４：リ カ バ リ 
  ５：セ   ー   ブ 
  ６：タ        ブ 
  ７：横サイズ変更 
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ページの読み方ページの読み方ページの読み方ページの読み方    
 
ＰＡＲＴ１「マイツールの命令」では、次のような表記で各命令の操作手順を解説しています。 
    
    
    
    
    
    

ACMCACMCACMCACMC    Accumulate with Control（アキュムレート ウィズ コントロール） 
条件を指定して累計を求める条件を指定して累計を求める条件を指定して累計を求める条件を指定して累計を求める    

! 指定したキー列の内容が変わるごとに、繰り越し計算を行います。 

! 複数ページにわたる繰り越し計算ができます。 

! 計算結果が見やすくなるように行間を空けたり、キーが変わるたびにページをかえたりすることも

できます。 

! 複数ページの繰り越し計算を行う場合、結果の書き込み先に複数ページの繰り越し計算を行う場合、結果の書き込み先に複数ページの繰り越し計算を行う場合、結果の書き込み先に複数ページの繰り越し計算を行う場合、結果の書き込み先に計算するページと同じページ計算するページと同じページ計算するページと同じページ計算するページと同じページ

を指定しないでください。元データが失われるおそれがあります。を指定しないでください。元データが失われるおそれがあります。を指定しないでください。元データが失われるおそれがあります。を指定しないでください。元データが失われるおそれがあります。    
 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認 

• あらかじめ、Ｓ命令で、キー列にする列で並べかえておき

ます。 
• 小数点以下の設定は、あらかじめＤＲ命令で設定しておき

ます。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令 
• ＡＣＭ…画面の表の累計を求める。 
 
 

仕事は＝ ①ＡＣＭＣ♪ 

 
計算するページは［画面‥￡］： 

 
 

②繰り越し計算を行うページを指定します。複数ページにわたって計算する

ことも、画面のデータだけを計算することもできます。 

! 画面データの繰り越し計算を行う。               ♪ 

★ 単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
１番目のキー列は［終了‥￡］： 

 
 
 

③１番目のキー列にする列の番号を指定します。 

! １列目をキー列に指定する。                １♪ 

! キー列は指定しない。                     ♪ 

★ 単独、Ｈ・Ｔ、条件式、＠指定が可能です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
●その他の補足説明を、操作説明の後の INFORMATIONで説明しています。合わせてお読みください。 
 
 

重要重要重要重要

命令を実行する際に、特に注意してほしいことがある場合、
重要事項として表記しています。 

命令を実行する前に、確認
してほしい事柄です。 操作時の、主な入力例を“●”の後に表記しています。 

上に書かれている、主な入力例以外の指定方法をまとめ
て表記しています。それぞれの指定方法について詳しく
は、488 ページの「指定方法一覧」をご覧ください。 

入力バーや、画面に表示さ
れるメッセージボックスの
内容です。 



    

 

    

PART1 
マイツールの命令
（アルファベット順） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



●16 

ACMACMACMACM    Accumulate（アキュムレート）    
累計を求める 

! 画面の表を行方向、または列方向で繰り越し計算します。 

! 加算・減算・乗算・除算の繰り越し計算ができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認 
• 小数点以下の設定は、あらかじめＤＲ命令で設定しておきます。 
• ＡＣＭ命令で計算できるのは画面の表だけです。複数ページの

繰り越し計算を行う場合は、ＡＣＭＣ命令を使ってください。 
• 計算結果の桁数が書き込み場所の列に収まらない場合は“＊“で

うめられます。あらかじめ注意してください。 

類似命令類似命令類似命令類似命令 
• ＡＣＭＣ…条件を指定して累計を求める。 
 

 
仕事は＝ ①ＡＣＭ♪ 

 
計算場所は 
（データの場所，書き込み場所）： 

②計算するデータの列（または行）と、計算結果を書き込む列（または行・
ワークエリア）を指定します。指定方法は次のとおりです。 

  行方向の計算… Ｌ  行番号  ，  行番号  

  列方向の計算… Ｃ  列番号  ，  列番号  
          

計算データ行・列

1 24 34  

書き込み場所

124 34  

! ４列目のデータを繰り越し計算して、５列目に書き込む。 Ｃ４，５♪ 
! ６行目のデータを繰り越し計算して、７行目に書き込む。 Ｌ６，７♪ 
! ４列目のデータを繰り越し計算して、ワークエリアの２列目に書き込む。 

Ｃ４，Ｗ２♪ 
! ４列目のデータを繰り越し計算して、４列目に上書きする。 

Ｃ４，４♪ 
★書き込み場所を省略すると、計算結果を最終列（または行）の後ろに追

加します。 

 

計算の種類［＋，－，＊，／］： ③繰り越し計算の種類を指定します。 
! データの先頭から順に加算を繰り返す。     ＋♪（または♪） 
! データの先頭から順に減算を繰り返す。           －♪ 
! データの先頭から順に乗算を繰り返す。           ＊♪ 
! データの先頭から順に除算を繰り返す。           ／♪

 
 

INFORMATION 

# 計算結果の書き込み場所には、ワークエリアも指定できます

（ワークエリアは３列あります）。ワークエリアに書き込ん

だデータは、ＤＷ命令で確認できます。ワークエリアに入れ

た内容は、Ｃ・ＩＬＷ・ＩＣＷ命令などで使うことができま

す。 

# ＳＩＭ命令の計算式中にＡＣＭ命令のセミオートを記述す

れば、ＳＩＭ命令で繰り越し計算を使うことができます。 

# 計算場所の指定で、“計算データ行・列”にケイ線の行や列

を指定した場合は計算されません。“書き込み場所”にケイ

線を指定した場合は、ケイ線上に計算結果が書き込まれます。 
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Ｒ：５￠ 
①ＡＣＭ￠ 
②Ｃ３，４￠……３列目の累計を、新しく４列目を作って書き込む。 
③＋￠……………加算で累計を求める。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 ５ページ「売上集計」の売上比率の累計を求めます。 

A 
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ACMCACMCACMCACMC    Accumulate with Control（アキュムレート ウィズ コントロール）    
条件を指定して累計を求める 

! 指定したキー列の内容が変わるごとに、繰り越し計算を行います。 

! 複数ページにわたる繰り越し計算ができます。 

! 計算結果が見やすくなるように行間を空けたり、キーが変わるたびにページをかえたりすることもでき
ます。 

! 複数ページの繰り越し計算を行う場合、結果の書き込み先に計算するページと同じページを指複数ページの繰り越し計算を行う場合、結果の書き込み先に計算するページと同じページを指複数ページの繰り越し計算を行う場合、結果の書き込み先に計算するページと同じページを指複数ページの繰り越し計算を行う場合、結果の書き込み先に計算するページと同じページを指

定しないでください。元データが失われるおそれがあります。定しないでください。元データが失われるおそれがあります。定しないでください。元データが失われるおそれがあります。定しないでください。元データが失われるおそれがあります。    
 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認 
• あらかじめ、Ｓ命令で、キー列にする列で並べかえておきます。 
• 小数点以下の設定は、あらかじめＤＲ命令で設定しておきます。 
 

類似命令類似命令類似命令類似命令 
• ＡＣＭ…画面の表の累計を求める。 
 

仕事は＝ ①ＡＣＭＣ♪ 

 
計算するページは［画面‥￡］： ②繰り越し計算を行うページを指定します。複数ページにわたって計算す

ることも、画面のデータだけを計算することもできます。 
! 画面データの繰り越し計算を行う。              ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
１番目のキー列は［終了‥￡］： ③１番目のキー列にする列の番号を指定します。 

! １列目をキー列に指定する。                １♪ 
! キー列は指定しない。                    ♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、＠指定が可能です。 

 
２番目のキー列は［終了‥￡］： ④複数のキー列を指定する場合は、次のキー列にする列の番号を指定しま

す。これ以上キー列を指定しないときは、♪キーを押します。 
! ２列目を次のキー列に指定する。              ２♪ 
! キー列の指定を終了する。                  ♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、＠指定が可能です。 

★繰り越し計算のキー列は、５つまで指定することができます。 

 
計算場所は 
（データの場所、書き込み場所）： 

⑤計算するデータの列と、計算結果を書き込む列を指定します。 
指定方法は、 Ｃ  列番号  ，  列番号  の形です。 

             

! ４列目のデータを繰り越し計算し、５列目に書き込む。  Ｃ４，５♪ 
! 繰り越し計算をしない。                   ♪ 
★行方向の計算はできません。 

 
計算の種類は［＋，－，＊，／］： ⑥繰り越し計算の種類を指定します。 

! データの先頭から順に、加算を繰り返す。     ＋♪（または♪） 
! データの先頭から順に、減算を繰り返す。          －♪ 
! データの先頭から順に、乗算を繰り返す。          ＊♪ 
! データの先頭から順に、除算を繰り返す。          ／♪ 
★⑤で♪キーのみを押した場合、このメッセージは表示されません。 

 

重要重要重要重要 

43421
計算データ列

　　　　
321

書き込み場所
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Ｉ‥‥キーごとにスペース行挿入 
Ｌ‥‥キーごとに横ケイ線の挿入 
Ｐ‥‥キーごとに改ページ 
ＫＴ‥計のみ 
￡‥‥計算のみ 
 

計算方法は： 

⑦繰り越し計算の方法を選択します。 
! 指定したキー列の項目が変わるたびに、スペース行を挿入して計算結
果を見やすくする。                    Ｉ♪ 
! 指定したキー列の項目が変わるたびに、横ケイ線を挿入して計算結果
を見やすくする。                     Ｌ♪ 
! １番目に指定したキー列の項目が変わるたびに、ページを変えて書き
込む。                          Ｐ♪ 
! キーごとの総累計だけを書き込む。           ＫＴ♪ 
!累計結果だけを書き込む。                  ♪ 
★⑤で♪キーのみを押した場合、“計のみ”の指定はできません。 

★“計のみ”または“計算のみ”を選ぶと、ただちに計算結果がページ

に書き込まれます。 

 
結果の書き込みページは 
［印刷‥Ｐ，画面‥￡］： 

⑧スペース‥Ｉ、ケイ線‥Ｌ、改ページ‥Ｐを選んだ場合、結果をどうす
るか選択します。複数ページにわたる繰り越し計算の結果、１ページ内
に入りきらないデータは、指定したページを先頭にして順に書き込まれ
ます。 
! 印刷する。                        Ｐ♪ 
! 画面に表示する。                      ♪ 
★⑦で“計のみ”または“計算のみ”を選ぶと、このメッセージは表示

されません。 

 
INFORMATION 

# ＡＣＭ命令とは異なり、行方向の繰り越し計算はできませ

ん。計算結果をワークエリアに書き込むこともできません。 

# “計算方法は：”のメッセージで、“計のみ”または“計

算のみ”を選択すると、ページを指定していればその計算

結果を書き込みます。画面のデータを指定した場合は表示

するだけです。“キーごとに改ページ”を選択すると、１

番目のキーの内容が変わるごとに、ページをかえて計算結

果を出します。この場合、書き込み先にページ番号または

印刷を選択しないと意味がありません。 

  

# “スペース行挿入”または“横ケイ線の挿入”を選択する

と、キーとする項目数が多い場合や複数ページ指定などで

データ数が多い場合に、結果を画面に表示しきれないこと

があります。その場合、最後のデータだけを表示します。 

# 複数ページの処理中、エスケープキーを押すと、一時停止
します。停止中に ￡ キーを押すと再開します。もう一

度エスケープキーを押すと中止します。 

# “計算方法は：”のメッセージで、“計算のみ”を選択し

た場合は、計算するページで書き込み禁止のプロテクトを

かけたＶ型ファイルを指定しても書き込んでしまいます。 
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Ｒ：６￠ 
①ＡＣＭＣ￠ 
②￠………………画面を計算する。 
③３￠……………キー列は３列目を指定。 
④￠………………キー列の指定を終了する。 
⑤Ｃ７，８￠……７列目の累計を８列目に書き込む。 
⑥＋￠……………加算で累計を求める。 
⑦ＫＴ￠…………キーごとの総累計だけを求める。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 ６ページ「売上帳」の得意先ごとの売上金額の累計を求めます。 
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ADDADDADDADD    Adding（アディング）    
Ｖ型ファイルにページを追加する 

! Ｖ型ファイルに、ファイルの全体または一部分を追加します。画面のページも追加できます。 

 ★ファイルについての詳しい解説は、本書のＦＩＬＥ命令をご覧ください。 

 

仕事は＝ ①ＡＤＤ♪
 

どこに追加しますか 
（Ｖ型ファイル名を入れてください）： 

②ハードディスク内のどのＶ型ファイルに追加するか、ファイル名を指定
します。 
! ハードディスク内の“売上“というＶ型ファイルに追加する。 

売上♪
 

ファイル【〇〇】の最終ページは［〇〇］
です  

追加するものは［画面‥￡］： 

③追加するページを指定します。 
! ドライブＡの１ページと２ページを追加する。    Ａ１，２♪ 
! ドライブＡのフロッピーの内容をすべて追加する。 

Ａ１－１００♪ 
! 画面のデータを追加する。                  ♪ 
 

  

INFORMATION 
# Ｆ型ファイルのすべてのページを追加するときは、次のよう

に指定します。フロッピーの場合“１－100”、ハードディ

スクの場合“１－最終ページ”。別のＶ型ファイルのすべて

のページを追加するときは、ファイル名のみを指定します。 
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AVAVAVAV    Average（アベレージ）    
平均を求める 

! 行方向、または列方向の平均を求めます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認 
• 小数点以下の設定は、あらかじめＤＲ命令で設定しておきます。 
• 平均欄を追加する行、または列が入るスペースがないとエラー

になります。 

類似命令類似命令類似命令類似命令 
• ＭＡＶ…移動平均を求めます。 
  

 
仕事は＝ ①ＡＶ♪ 

 

平均を求める範囲は： ②平均を求める行（または列）の範囲を指定します。 
! 行（横）方向の全平均を求める。              Ｃ♪ 
! 列（縦）方向の全平均を求める。              Ｌ♪ 
! ２列目から最終列（Ｔ）までの平均を求める。    Ｃ２－Ｔ♪ 
! ６行目から最終行（Ｔ）までの範囲で、２列目だけの平均を求める。 

Ｌ６－Ｔ，２♪ 
! １列目から最終列（Ｔ）までの範囲で、最終行だけは平均を求めない。 

Ｃ１－Ｔ，ＮＴ♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、条件式、￥、＠指定が可能です。 
 

 

INFORMATION 

# 行または列の平均は、指定された範囲の次の行・列に平均欄

を追加して書き込みます。 

# 縦と横の平均は、同時に求められません。 

# スペースは“０”として計算し、数値データ以外の文字デー

タは無視します。 

# 計算結果（整数部）が書き込み先の桁数を超えた場合、その

セルは“＊”でうめられます。 

# 求めた平均が割り切れない数の場合には、ＤＲ命令で指定し

た小数点以下まで表示されます。

 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：７￠ 
①ＡＶ￠ 
②Ｌ￠………列方向の平均を求める。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 ７ページ「成績集計表」の各教科の平均点を求めます。 
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BCBCBCBC    Blank Column（ブランク カラム）    
列のデータだけを空白にする 

! 指定した列のデータだけ（項目名は空白にできません）を空白にします。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令 
• ＢＬ…行を空白にします。 
• ＢＲ…指定した範囲のセルを空白にします。 
• ＤＣ…列を削除します。 
 

仕事は＝ ①ＢＣ♪ 

 

何列目を空白にしますか： 
 

②空白にする列を指定します。 
★列の指定で♪だけの指定はできません。 

★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
 

INFORMATION 

# ＢＣ命令で空白にすることができるのは、指定列のデータだ

けです。項目名やケイ線は空白にすることができません。 

# 間違って列を空白にしてしまった場合、直後にＲＶ命令を実

行すれば、元に戻すことができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：７￠ 
①ＢＣ￠ 
②２－６￠………２列目から６列目までのデータを空白にする。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

B 

例題例題例題例題 ７ページ「成績集計表」の、成績データのみを削除します。 
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BESTBESTBESTBEST    Best Select（ベスト セレクト）    
ベスト 10、ワースト 10などを求める 

! 指定した列のデータを集計して、順位を大きい順または小さい順で画面に表示します。 

! 複数ページにわたって、順位を集計することができます。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令 
• ＲＡＮＫ…データを集計して順位をつけます。 
• Ｓ……データを並べかえます。 
 

仕事は＝ ①ＢＥＳＴ♪ 

 

集計するページは［画面‥￡］： ②順位を求めるデータのあるページを指定します。 
! 画面のデータから順位を求める。               ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 

集計する列は： ③どの列を集計して順位を求めるか、基準となる列の番号を指定します。 
! 表の１列目を集計する。                  １♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、￥、＠指定が可能で
す。 

 

１‥大きい順 
２‥小さい順 
 

並べ方は（１～２）： 

④順位を大きい順で求めるか、小さい順で求めるかを番号で選択します。 
! 大きい順で順位を求める。           １♪（または♪） 
! 小さい順で順位を求める。                 ２♪ 
 
 

いくつまで集計しますか： ⑤第何位までを求めるのか指定します。 
! 20 位までを求める。                  ２０♪ 
★♪キーのみは、10を指定したことになります。 

 
 

INFORMATION 

# 集計の対象となるのは、数値データだけです。文字データは

無視します。空白（スペース）は“０”とみなします。 

# 結果は画面表示されます。書き込み先の指定はできません。

複数ページを集計しても、元のデータは書きかえられません。 

  

# 複数ページを集計中にエスケープキーを押すと一時停止し
ます。停止中に ￡ キーを押すと再開します。もう一度

エスケープキーを押すと処理を中止します。 

# 同じ順位のデータは、指定した範囲の数を超えていても、す

べて表示します。 
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Ｒ：８￠ 
①ＢＥＳＴ￠ 
②￠………………画面のデータを集計する。 
③10￠……………10列目を基準に集計する。 
④１￠……………大きい順で順位を求める。 
⑤￠………………10位まで集計する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 ８ページ「売上帳」の中から、売上金額のベスト１０を求めます。 
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BFLBFLBFLBFL    Build File List（ビルド ファイル リスト）    
イメージデータなどのファイル一覧を作成する 

! ハードディスク内に保存されている、イメージ（ＢＭＰファイル）、音声（ＷＡＶＥファイル）、動画
（ＡＶＩファイル）のファイル名の一覧表を作成します。 

! それぞれのファイルが、マイツールのどのファイルのページで使われているかを調べることもできます。 
! ＢＦＬ命令で作成した一覧は、ＤＦＬ命令で不要なイメージファイルを削除する時に使用します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• フロッピーファイルのファイル一覧を作成することはできません。 
 
 

 

仕事は＝ ①ＢＦＬ♪ 

 

ファイルのあるディレクトリは 
［標準‥￡］： 

②一覧を作成するデータのあるディレクトリを指定します。 
! 標準（マイツールをインストールしたディレクトリの下にある
“MYBMP”というディレクトリを指定する。           ♪ 
! マイツールをインストールしたドライブにある“ABC”というディレ
クトリを指定する。                ￥ＡＢＣ♪ 
★マイツールをインストールしたディレクトリ以外を指定する場合、デ
ィレクトリ名の前に“￥”を付けて指定します。 

   《例》“GAZOU”というディレクトリの下にある、“CAR”というデ 

      ィレクトリを指定する。  ￥ＧＡＺＯＵ￥ＣＡＲ♪ 
★マイツールをインストールしたドライブ以外にあるディレクトリを
指定する場合は、ドライブ名とディレクトリ名をコロン（：）でつな

ぎ、全体をダブルコーテション（”）で囲みます。 
   《例》Ｄドライブにある、“BMP”というディレクトリを指定する。 

                      ”Ｄ：￥ＢＭＰ”♪ 
 

イメージ・・１ 
音声・・・・２ 
動画・・・・３ 
 

ファイルの種類は： 

③一覧にするファイルの種類を指定します。 
! イメージ（ＢＭＰ形式の画像）ファイルの一覧表を作る。  １♪ 

! 音声（ＷＡＶＥ形式の音声）ファイルの一覧表を作る。   ２♪ 

! 動画（ＡＶＩ形式の動画）ファイルの一覧表を作る。    ３♪ 
! イメージ、音声、動画、すべてのファイルの一覧表を作る。    ♪ 
 

表題を付けてください： ④一覧表に付ける表題（タイトル）を入力します。 
! チェック表と表題を付ける。            チェック表♪ 
★表題は、全角文字で 12字、半角文字で 24字以内で付けてください。 

★表題には、自動的に番号が付けられます（一覧表が複数ページになる
場合には連番となります）。 

★♪キーのみを押すと、自動的に“ファイル使用状況”という表題と連
番が付けられます。 

書き込み先頭ページは 
［印刷‥Ｐ，画面‥￡］ 

⑤作成した一覧表を書き込むページを指定します。 
! 画面に表示する。                      ♪ 
! 印刷する。                        Ｐ♪ 
! 10 ページから書き込む。                １０♪ 
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ＢＦＬ命令で作られる表 

ＢＦＬ命令を実行すると、次のような表が作られます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

INFORMATION 

# 一覧表の作成中、エスケープキーを押すと一時停止します。
停止中に  ￡ キーを押すと再開します。もう一度

エスケープキーを押すと中止します。 

# 作成される表は、Ｓ、Ｍ……というように、ＦＩＬＥ命令

で並んでいるファイルの順番で作成されます。 

# Ａ、Ｂファイル（フロッピードライブ）に対しては処理を

行いません。 

# 指定したディレクトリに、マイツールの表で使われていな

いファイルがあった場合、一覧表の“マイツールファイル

名”“ページ”の内容は空白になります（上図参照）。 

# 表題には、次のような形式で連番が付けられます。 

  入力した表題＋連番６桁（右づめ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

連番がふられます

指定されたディレクトリに保存されている、ＢＭＰ、

ＷＡＶ、ＡＶＩファイルの名前が書き込まれます。 

ＢＭＰファイルであれば、画像が表示されます。 

 [ファイル使用状況     3] 

指定されたディレクトリにあるＢＭＰ、

ＷＡＶ、ＡＶＩファイルが、マイツール

のページに取り込まれていない場合、

“マイツールファイル名”と“ページ”

は空白になります。 

 [ファイル使用状況     2] 

 [ファイル使用状況     1] 

“ファイル名”に書き込まれたＢＭＰ、Ｗ

ＡＶ、ＡＶＩファイルがマイツールのペー

ジに取り込まれている場合、そのページが

あるファイルの名前と、ページ番号が書き

込まれます。 
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BGSBGSBGSBGS    Bitmap Gray Scale（ビットマップ グレイ スケール）    
ＢＭＰ形式の画像データをグレースケールに変換する 

! 表に取り込まれているＢＭＰ形式の画像データを、２５６階調のグレースケールに変換します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• グレースケール化した結果を入れる列の桁数が、ＢＭＰ画像

のファイル名を入れるだけの桁数がない場合、処理は行われ

ません。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＢＭＳ…ＢＭＰ形式の画像データを２値化します 
 

 

仕事は＝ ①ＢＧＳ♪ 

 

グレースケール化する列は： ②グレースケール化するＢＭＰファイル名のある、列番号を指定します。 
! ２列目のＢＭＰファイル名の画像をグレースケールにする。 ２♪ 
★単独指定、条件式指定、＠指定が可能です。 

 

書き込み場所は： ③グレースケール化したＢＭＰファイル名を書き込む、列番号を指定します。 
! グレースケール化した画像のファイル名を、４列目に書き込む。 

４♪ 

★単独指定、条件式指定、＠指定が可能です。 

 
 

INFORMATION 

# ＢＧＳ命令は、フルカラーなど色数の多いＢＭＰ画像のファ

イルサイズを小さくしたい場合などに使うと効果的です。 

ただし、256色カラーの画像をＢＧＳ命令でグレースケー

ル化しても、ファイルサイズは変わりません。ファイルサ

イズを小さくしたい場合は、ＢＭＳ命令で２値化します。

ただし、写真のような画像データは２値化すると判別不可

能なほど画質が低下します。 

 

 

 

 

# ＢＧＳ命令を実行すると、変換前のＢＭＰファイルと同じ

ディレクトリに、グレースケール化されたＢＭＰファイル

が書き込まれます。この際、グレースケール化されたＢＭ

Ｐファイルには、次のような形式でファイル名が付けられ

ます。 

 《例》 
元のファイル名
ＨＡＮＡ．ＢＭＰ → 

グレースケール化したファイル名

ＨＡＮＡＧ．ＢＭＰ  

★ 上記の場合“ＨＡＮＡＧ．ＢＭＰ”というファイルがす

でに存在すると、ファイルは上書きされます。また、元

の主ファイル名が８文字の場合は、最後の文字が“Ｇ”

に変わります。 
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ＢＧＳ命令でのデータの動き 

表に取り込まれているＢＭＰ形式の画像といっても、実際には表のセル内に“$$〇〇〇.BMP”というようにＢＭ
Ｐファイルのファイル名が入力されていて、そのファイルを画面上に表示するようになっているのです。 
また、画像を変換するといっても、元のデータを書き替えてしまうわけではありません。 
ＢＧＳ命令を実行するとＢＭＰファイルのデータは、次の例のように処理されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      $ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

INFORMATION 

# 表のセル内にＢＭＰ画像のファイル名を入力するには、Ｗ

ｉｎｄｏｗｓのエクスプローラからドラッグ＆ドロップ

すると簡単に取り込むことができます。 

 

 

# ＢＦＬ命令で、マイツールの表に取り込まれている画像の

一覧を作成することができます。 

# 不要になったＢＭＰ画像のファイルは、ＤＦＬ命令で削除

することができます。 

  

 

 

 

グレースケール化 

マイツールをインストールしたディレクトリ

の下の“MYBMP”というディレクトリに保存さ

れている“JET.BMP”というＢＭＰファイルの

画像。 

セルの中には“$$JET.BMP”という文字データ

が入力されています。 

Ｃドライブの“ETC”というディレクトリに保

存されている“FUKEI.BMP”というＢＭＰファ

イルの画像。 

セルの中には“$$C:\ETC\ETC\FUKEI.BMP”とい

う文字データが入力されています。 

変換前のファイルのあるディレクトリに、

“JETG.BMP”というファイル名で新しく保存さ

れます。 

セルの中には“$$JETG.BMP”という文字データ

が入力されます。 

変換前のファイルのあるディレクトリに、

“FUKEIG.BMP”というファイル名で新しく保存

されます。 

セルの中には“$$C:\ETC\FUKEIG.BMP”という

文字データが入力されます。 
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BLBLBLBL    Blank Line（ブランク ライン）    
行を空白にする 

! 指定した行を空白にすることができます。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令 
• ＢＣ…列のデータだけを空白にします。 
• ＢＲ…指定した範囲のセルを空白にします。 
• ＤＬ…行を削除します。 
 

仕事は＝ ①ＢＬ♪ 
 

何行目を空白にしますか： ②空白にする行を指定します。 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、￥、指定が可能です。

 
 

INFORMATION 

# ケイ線は空白にすることができません。ただし、フォーマッ

ト行がなければ、ケイ線を空白にできます。 

# 行の指定で ￡ だけの指定はできません。 

# 間違って行を空白にしてしまった場合、直後にＲＶ命令を実

行すれば、元に戻すことができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：７￠ 
①ＢＬ￠ 
②６－17￠………６行目から 17行目までの行を空白にする。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 ７ページ「成績集計表」のフォーマットを残し、データのみを空白にします。 
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BLOGBLOGBLOGBLOG    Blank Loging（ブランク ロギング） 
ロギングエリアの内容を消去する 

! ロギングエリアに保存されている記録を、すべて消去します。 

    

実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認 
• 消去したロギングエリアの内容は、ＲＶ命令などで戻すことは

できませんので注意してください。 

 
 

 

仕事は＝ ①ＢＬＯＧ♪ 

 
 

ロギングエリアをクリアしました 左のメッセージが表示されます。 
 

 
 
 

INFORMATION 

# マイツールを終了すると、ロギングエリアの内容は、自動的

に消去されます。 

# ロギングエリアは、オートプログラムを作成する時などに使

うと便利です。ロギングエリアに保存される手順の記録から

オートプログラムを作成する場合、記録する操作を行う前に

ＢＬＯＧ命令を実行して余分な記録を消去しておきます。 
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BMPRBMPRBMPRBMPR    Bitmap Read（ビットマップ リード） 
ＢＭＰファイルを読み出す 

! ＢＭＰ形式の画像ファイルを、画面上に表示します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＢＭＰＲ命令は、ＢＭＰファイルの画像データを画面上に表

示するだけです。セルへの画像の取り込みなどはできません。 

 
 

 

仕事は＝ ①ＢＭＰＲ♪ 

 

読み込むファイル名は： ②画面上に表示するＢＭＰファイルの、ファイル名を入力します。 
ピリオド（．）以下の拡張子は省略可能です。 
ＢＭＰファイルがマイツールをインストールしたディレクトリの下の
にある“MYBMP”以外のディレクトリにある場合は、ディレクトリ名を
含めて入力します。 
! “FLOWER.BMP”というファイルを読み込む。 

ＦＬＯＷＥＲ♪ 
! “ETC”というディレクトリにある、“ANIMAL.BMP”というファイル
を読み込む。          ￥ＥＴＣ￥ＡＮＩＭＡＬ♪ 
★ディレクトリ名から指定する場合、ディレクトリ名とファイル名の前
に“￥”を付けてください。 
★マイツールをインストールしたドライブ以外のドライブから読み込
む場合は（フロッピードライブなど）、ファイル名の前にドライブ名
とコロン（:）を付けて、ダブルコーテションで囲んでください。 
《例》Ａドライブのフロッピーから“FLOWER.BMP”というファイルを読

み込む。          ”Ａ：￥ＦＬＯＷＥＲ”♪ 
 

 
《ＢＭＰＲ命令でＢＭＰファイルを表示した例》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

INFORMATION 

# ＢＭＰＲ命令で読み込まれたＢＭＰファイルの画像は、画

面上に表示されるだけです。画面のスクロールや、他の命

令を実行したりすると消去されます。 

# 読み込まれたＢＭＰファイルの画像は、画面左上のページ

番号表示部分を基点にして表示されます。 

# お使いのパソコンの“ディスプレイの設定”で設定されて

いる、表示色以上の色数で作られている画像データを表示

すると、色がつぶれるなど正常に見ることができない場合

があります。 
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BMPWBMPWBMPWBMPW    Bitmap Write（ビットマップ ライト） 
ＢＭＰファイルへ書き込む 

! グラフ画面の内容、もしくはおもて画面に表示されている内容を、ＢＭＰ形式のファイルとして書き込
みます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• グラフ画面の内容を書き込む場合、グラフ画面にグラフが無

いとエラーになります。あらかじめグラフを作成しておいて

ください。 

 
 
 

 

仕事は＝ ①ＢＭＰＷ♪ 

 

書き込む画面は 
（１..グラフ画面，２..おもて画面）： 

②ＢＭＰファイルに書き込む内容を、番号で選択します。 
! グラフ画面の内容を書き込む。         １♪（または♪） 
! おもて画面の内容を書き込む。               ２♪ 
 

 
【“１【“１【“１【“１........グラフ画面”を選択したとき、グラフが保管されていなかった場合】グラフ画面”を選択したとき、グラフが保管されていなかった場合】グラフ画面”を選択したとき、グラフが保管されていなかった場合】グラフ画面”を選択したとき、グラフが保管されていなかった場合】    

現在グラフは保管されていません 左のメッセージボックスが表示されます。 
②からの操作をやり直してください。 
 

 
 
 

書き込むファイル名は： ③ＢＭＰファイルに付ける、ファイル名を入力します。 
ピリオド（．）以下の拡張子は省略可能です。 
ＢＭＰファイルをマイツールをインストールしたディレクトリ（通常は
“MTVIEW”）の下の“MYBMP”以外のディレクトリに書き込む場合は、
ディレクトリ名を含めて入力します。 
! “GRAPH.BMP”というファイル名で書き込む。 

ＧＲＡＰＨ♪ 
! “ETC”というディレクトリに、“GAMEN.BMP”というファイル名で書
き込む。              ＥＴＣ￥ＧＡＭＥＮ♪ 
★ディレクトリ名から指定する場合、ディレクトリ名とファイル名の前
に“￥”を付けてください。 
★マイツールをインストールしたドライブ以外のドライブに書き込む
場合は（フロッピードライブなど）、ファイル名の前にドライブ名と
コロン（:）を付けて、ダブルコーテションで囲んでください。 
《例》Ａドライブのフロッピーへ“GRAPH.BMP”というファイル名で書
き込む。             ”Ａ：￥ＧＲＡＰＨ”♪ 

 
 

INFORMATION 

# “書き込むファイル名は：”で、すでにあるＢＭＰファイ

ルと同じファイル名を指定すると、上書きされてしまいま

すので注意してください。ただし、ディレクトリが異なれ

ば同じファイル名を付けても上書きされません。 

# すでにあるファイル名の確認などは、エクスプローラから

行うと便利です。マイツール上からエクスプローラを起動

するには、ＷＩＮＥＸＥ命令で ￡ キーのみを押します。 
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ＢＭＰＷ命令でグラフ画面を書き込んだ場合 

次のようなグラフを作成した後、ＢＭＰＷ命令でＢＭＰファイルにすると。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＢＭＰＷ命令でおもて画面を書き込んだ場合 

次のような画面が表示されているとき、ＢＭＰＷ命令でＢＭＰファイルにすると。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

$

グラフ画面の中の部分が、ＢＭＰファイルとして

保存されます。 

$

おもて画面の中の部分が、ＢＭＰファイルとして

保存されます。 
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BMSBMSBMSBMS    Bitmap Mono Scale（ビットマップ モノ スケール） 
ＢＭＰ形式の画像データを２値化する 

! ２値化とは、カラーや２５６階調のグレースケール画像を、白と黒の単純モノクロ画像に変換すること
です。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ２値化した結果を入れる列の桁数が、元となる列に書き込ま

れている、ＢＭＰ画像のディレクトリ名付きのファイル名を

入れるだけの桁数がない場合、処理は行われません。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＢＧＳ…ＢＭＰ画像をグレースケールに変換します。 
 

 

仕事は＝ ①ＢＭＳ♪ 

 

モノクロにする列は： 
 
 

②２値化するＢＭＰ画像のある、列番号を指定します。 
! ２列目のＢＭＰファイル名の画像を２値化する。       ２♪ 
★単独指定、条件式指定、＠指定が可能です。 

 

書き込み場所は： 

 
 
 

③２値化したＢＭＰ画像を書き込む、列番号を指定します。 
! ２値化したＢＭＰファイル名の画像を４列目に書き込む。   ４♪ 
★単独指定、条件式指定、＠指定が可能です。 
 

基準になる明るさは（０～２５５）： 

 
 
 
 
 

④白と黒に分ける際の基準となる色の明るさ（階調）を、０～255 の範囲
で入力します。 
! 中間の階調を基準にする。        １２８♪（または♪） 
! 100 階調までの色を白にする。             １００♪ 
! 200 階調までの色を白にする。             ２００♪ 
 

 

INFORMATION 

# “基準にする階調”とは、256色を０～255の階調に分け、

白と黒に分ける階調の境目を決めるものです。たとえば、

100と指定すると、99階調までの色をすべて白にし、100

階調以上の色を黒とします。 

# ＢＭＳ命令は、ＯＣＲ命令で文字イメージをデータに変換

すす際の下準備などに使います。ＳＦ命令で取り込んだ文

字イメージの背景に薄い色が付いてしまっていると、ＯＣ

Ｒ命令での読み取り精度が低下します。このような時はＢ

ＭＳ命令で、背景を除去して（基準にする階調の指定で、

大きい数値を指定する）文字だけを残すことができます。 

# ２値化したＢＭＰファイルのサイズは小さくなりますの

で、文字イメージや単純な画像データは２値化して保存し

ておけばディスク容量を節約することができます。ただし

写真のような画像データは、２値化すると判別不可能なほ

ど画質が低下しますので不向きです。 

# 元データが 256色以上の画像の場合、自動的に 256色のデ

ータに変換してから処理を行います。 

# ＢＭＳ命令を実行すると、変換前のＢＭＰファイルと同じ

ディレクトリに、２値化されたＢＭＰファイルが書き込ま

れます。この際、２値化されたＢＭＰファイルには、次の

ような形式でファイル名が付けられます。 

 《例》 
元のファイル名
ＨＡＮＡ．ＢＭＰ → 

２値化したファイル名

ＨＡＮＡＭ．ＢＭＰ 

★ 上記の場合 “ＨＡＮＡＭ．ＢＭＰ”というファイルが

すでに存在すると、ファイルは上書きされます。また、

元の主ファイル名が８文字以上の場合は、最後の文字が

“Ｍ”に変わります。 
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ＢＭＳ命令でのデータの動き 

表に取り込まれているＢＭＰ形式の画像といっても、実際には表のセル内に“$$〇〇〇.BMP”というようにＢＭ
Ｐファイルのファイル名が入力されていて、そのファイルを画面上に表示するようになっているのです。 
また、画像を変換するといっても、元のデータを書き替えてしまうわけではありません。 
ＢＧＳ命令を実行するとＢＭＰファイルのデータは、次の例のように処理されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     $ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

INFORMATION 

# 表のセル内にＢＭＰ画像のファイル名を入力するには、Ｗ

ｉｎｄｏｗｓのエクスプローラからドラッグ＆ドロップ

すると簡単に取り込むことができます。 

 

 

# ＢＦＬ命令で、マイツールの表に取り込まれている画像の

一覧を作成することができます。 

# 不要になったＢＭＰ画像のファイルは、ＤＦＬ命令で削除

することができます。 

  

 
 

 

２値化 

マイツールをインストールしたディレクトリの

下の“MYBMP”のディレクトリに保存されている

“GRAPH01.BMP” “GRAPH02.BMP”というＢＭＰ

ファイルの画像。 

セルの中には“$$GRAPH01.BMP” “$$GRAPH02.BMP”

という文字データが入力されています。 

変換前のファイルのあるディレクトリに、

“GRAPH01M.BMP” “GRAPH02M.BMP”というファ

イル名で新しく保存されます。 

セ ル の 中 に は “ $$GRAPH01M.BMP ”

“$$GRAPH02M.BMP”という文字データが入力さ

れます。 
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BRBRBRBR    Blank Range（ブランク レンジ） 
指定した範囲のセルを空白にする 

! 指定した範囲のセルを空白にすることができます。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令 
• ＢＣ…列のデータだけを空白にします。 
• ＢＬ…行だけを空白にします。 
 

仕事は＝ ①ＢＲ♪ 

 

何行目を空白にしますか： ②空白にする行の範囲を指定します。 
★単独、連続、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、￥指定が可能です。 

★♪だけの指定はできません。
 

何列目を空白にしますか： ③空白にする列の範囲を指定します。 
★単独、連続、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

★♪だけの指定はできません。
 

INFORMATION 

# 間違ってセルを空白にしてしまった場合、直後にＲＶ命令を

実行すれば、元に戻すことができます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：７￠ 
①ＢＲ￠ 
②６－12￠……行の範囲は６行目から 12行目。 
③１￠…………列の範囲は１列目。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 ７ページ「成績集計表」の、指定したセルの範囲を空白にします。 
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BTBTBTBT    Blank Title（ブランク タイトル）    
ページの内容を空白にする 

! 不要なページを、空白ページにします。 

! ファイル内の一部分のページだけや、ファイル全体を空白にすることもできます。 

 
仕事は＝ ①ＢＴ♪ 

 
 

空白にするページは： ②空白にするページを指定します。 
★ファイル名のみを指定すると、そのファイルのタイトル一覧を表示し
ます。続けて、空白にするページ番号を指定してください。 

★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

★ページ番号を指定すると、現在表示中のファイルのページになります。 
 

よければ［￡］キーを押してください： ③指定したページの一覧が表示されます。空白にしてよければ、♪キー
を押します。 

 
 
 

INFORMATION 

# ファイルそのものを削除はしたい場合は、ＦＩＬＥ命令の

“５‥削除”で行ってください。ＢＴ命令はページの内容を

空白になるだけで、ファイルそのものは削除されません。 

# ファイルのページすべてを空白にするのは、ＦＩＬＥ命令の

“４‥クリア”でも行うことができます。 

  

  

  

  

  

  

 

 
 
 ★下の画面は、サンプルデータフロッピーのデータをＭファイルにコピーした場合の画面です。 
  また、この例題を実行するとデータが消えてしまいますので、ご注意ください。 
 
①ＢＴ￠ 
②６－13￠……６ページから 13ページを指定する。 
③￠……………空白にするページを確認して、よければ￠キーを押す。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 不要になった６ページから 13ページを空白ページにします。 
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BTNBTNBTNBTN    BUTTON（ボタン） 
命令などを登録したボタンを表示する 

! ボタンウィンドウに、ＢＭＰファイルの画像をボタンにして表示します。デザインページにセミオート
やオートプログラムを登録しておけば、マウスでボタンを押した（マウスで左クリックした）ときに、

セミオートなどを実行することができます。 

! ボタンが押されたときに、ＷＡＶＥファイルを再生することもできます。 

    

実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認 
• ＢＴＮ命令を実行するには、あらかじめＢＭＰファイルなど

が取り込まれているデザインページを、用意しておく必要が

あります。また、作成したデザインページは書き込んでおきまし

ょう。 

類似命令類似命令類似命令類似命令 
• ＣＭＤ……命令を登録します。 
• ＳＥＴＭ…プルダウンメニューやツールバーへの登録や変更 
      をします。 

 

仕事は＝ ①ＢＴＮ♪ 

 
デザインページは［画面‥￡］： ②デザインページのあるページ番号を指定します。 

! “ＭＥＮＵ”というファイルの１ページを指定する。 
ＭＥＮＵ／１♪ 

! 画面に表示されているデザインページを指定する。       ♪ 
★単独指定、表題指定、ワイルド指定が可能です。 
★Ｖ型ファイルのページは指定できません。 
 

ボタンアイコンのデザイン列は： ③ボタンとして表示するＢＭＰファイルが取り込まれている、列の番号を
指定します。 
! ２列目を指定する。                    ２♪ 
★単独指定、Ｈ・Ｔ指定、条件式指定、＠指定が可能です。 

 

押下ボタンのアイコンデザイン列は： ④ボタンが押されたときに表示するＢＭＰファイルが取り込まれている、
列の番号を指定します。 
! ４列目を指定する。                    ４♪ 
★単独指定、Ｈ・Ｔ指定、条件式指定、＠指定が可能です。 

 

実行セミオートの列は： ⑤ボタンが押されたときに実行する、セミオートなどが書き込まれている
列の番号を指定します。 
! ６列目を指定する。                    ６♪ 
★単独指定、Ｈ・Ｔ指定、条件式指定、＠指定が可能です。 

 

ボタン押下時の音声データ列は 
［なし‥￡］： 

⑥ボタンが押されたときに再生する、ＷＡＶＥファイル名のある列の番号
を指定します。 
! ８列目を指定する。                    ８♪ 
! 音声を使わない。                      ♪ 
★単独指定、Ｈ・Ｔ指定、条件式指定、＠指定が可能です。 

 

ボタンの相対Ｘ座標の列は 
［自動‥￡］： 

⑦ボタンの横方向の表示位置が入力されている、列の番号を指定します。 
! 10 列目を指定する。                  １０♪ 
! 自動的にボタンを配置する。                 ♪ 
★単独指定、Ｈ・Ｔ指定、条件式指定、＠指定が可能です。 

★ここでいう相対Ｘ座標とは、ボタンウィンドウの左上の位置から右方
向へのドット数です。詳しくは、後述の「表示位置の指定」をご覧く

ださい。 
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ボタンの相対Ｙ座標の列は 
［自動‥￡］： 

⑧ボタンの縦方向の表示位置が入力されている、列の番号を指定します。 
! 12 列目を指定する。                  １２♪ 
! 自動的にボタンを配置する。                 ♪ 
★単独指定、Ｈ・Ｔ指定、条件式指定、＠指定が可能です。 

★ここでいう相対Ｙ座標とは、ボタンウィンドウの左上の位置から下方
向へのドット数です。詳しくは、後述の「表示位置の指定」をご覧く

ださい。 
 

ウィンドウのＸ座標は［自動‥￡］： ⑨画面上に表示するボタンウィンドウの横の位置を指定します。 
! 基点から 150 ドット右の位置に表示する。       １５０♪ 

 
 

ウィンドウのＹ座標は［自動‥￡］： ⑩画面上に表示するボタンウィンドウの縦の位置を指定します。 
! 基点から 200 ドット下の位置に表示する。       ２００♪ 

 

ウィンドウの幅は［自動‥￡］： ⑪画面に表示するボタンウィンドウの、横の大きさを指定します。 
! 幅を 200 ドットにする。               ２００♪ 
! 自動的に調整する。                     ♪ 

 

ウィンドウの高さは［自動‥￡］： ⑫画面に表示するボタンウィンドウの、縦の大きさを指定します。 
! 高さを 100 ドットにする。              １００♪ 
! 自動的に調整する。                     ♪ 

 
 

表示位置の指定 

ＢＴＮ命令実行時に指定する、ボタンウィンドウやボタンの位置などは次のようになっています。 
 
    ●ボタンウィンドウの表示位置●ボタンウィンドウの表示位置●ボタンウィンドウの表示位置●ボタンウィンドウの表示位置    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ●ボタンの表示位置●ボタンの表示位置●ボタンの表示位置●ボタンの表示位置    
 

             
 
 
 

 

ウィンドウのＹ座標 

ウィンドウのＸ座標 

基点となる位置 

ボタンウィンドウ 

ボタンの相対Ｘ座標 

ボタンの相対Ｙ座標 

 ウィンドウの幅 

ウィンドウの高さ

★ボタンの相対座標（Ｘ・Ｙ）は、あらかじめデザインページに入力しておきます。 

ボタンウィンドウ 

ボタンアイコン 
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ＢＴＮ命令の実行例 

あらかじめ下のようなデザインページを用意して、画面に表示しておきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①ＢＴＮ￠ 
②￠……………画面のデザインページを指定する。 
③１￠…………表示するボタンのアイコンは１列目を指定する。 
④２￠…………ボタンが押された（マウスで左クリックされた）ときに表示する、ボタンのアイコンは２列目を 
       指定する。 
⑤３￠…………ボタンが押されたときに実行するセミオートは、３列目を指定する。 
⑥４￠…………ボタンが押されたときに再生するＷＡＶＥファイルは、４列目を指定する。 
⑦￠……………ボタンウィンドウ内のボタンの横表示位置は自動にする。 
        ★デザインページの列に位置を入力している場合は、列番号を指定します。 

⑧￠……………ボタンウィンドウ内のボタンの縦表示位置は自動にする。 
        ★デザインページの列に位置を入力している場合は、列番号を指定します。 

⑨100￠………ボタンウィンドウを基点から右方向に 100 ドットの位置に表示する。 
⑩100￠………ボタンウィンドウを基点から下方向に 100 ドットの位置に表示する。 
⑪￠……………ボタンウィンドウの横幅は自動にする。 
⑫￠……………ボタンウィンドウの縦幅は自動にする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

INFORMATION 

# 画面のデザインページを実行する場合、登録してあるセミ

オートの内容により、画面の内容を書きかえてしまいます

ので、デザインページはページに保存しておくようにしま

しょう。 

# サンプルアイコンがＳＹＳファイルの８、９ページに書き

込まれていますので、デザインページを作成するときに利

用してください。 

 

 

各ボタンを押すと、デザインページで指定され

ているＷＡＶＥファイルが再生され、セミオー

トが実行されます。 

⑨⑩で指定した位置です。 

たとえばこのボタンを押すと、“PAFPAF.WAV”

というＷＡＶＥファイルが再生され、“印刷”

という名前で登録されているオートプログラム

が実行されます。
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CCCC    Calculate（カルキュレート） 
四則演算・関数計算を行う 

! 行・列・セル・ワークエリアのデータを計算式を使って計算します。計算式には、四則演算、一般関数、
特殊関数などさまざまな種類があります。 

! Ｃ命令で使う式は、“仕事は＝”の状態でも使うことができます。また、ＥＦ命令の自動計算指定部分
やＳＩＭ命令の計算式などでも使うことができます。 

 

仕事は＝ ①Ｃ♪
 

計算式は： ②計算式を入力して♪キーを押します。 
 

 

計算式は： 
 

③計算を続ける場合は、続けて計算式を入れます。 
★計算を終了する場合は、[エスケープ]キーを押します。 

 
【計算式や関数の種類】【計算式や関数の種類】【計算式や関数の種類】【計算式や関数の種類】    
①行や列の四則演算①行や列の四則演算①行や列の四則演算①行や列の四則演算…………………行や列のデータで行う計算 
②マトリックス計算②マトリックス計算②マトリックス計算②マトリックス計算…………………セルごとのデータで行う計算 
③全セルの計算③全セルの計算③全セルの計算③全セルの計算………………………すべてのセルに対して行う計算 
④累乗・ベキ乗計算・剰余演算④累乗・ベキ乗計算・剰余演算④累乗・ベキ乗計算・剰余演算④累乗・ベキ乗計算・剰余演算……累乗や相乗積、剰余を求める計算 
⑤一般関数⑤一般関数⑤一般関数⑤一般関数……………………………三角関数や対数、一般関数を使った計算 
⑥特殊関数⑥特殊関数⑥特殊関数⑥特殊関数……………………………マイツール独特の関数を使った計算 
⑦カウント関数⑦カウント関数⑦カウント関数⑦カウント関数………………………表の行数や列数を求める関数 
⑧ス⑧ス⑧ス⑧ストリング関数トリング関数トリング関数トリング関数……………………表のデータを文字列として扱います 
⑨時間関数⑨時間関数⑨時間関数⑨時間関数……………………………時間の計算を行う関数 
⑩日付関数⑩日付関数⑩日付関数⑩日付関数……………………………日付の計算を行う関数 
⑪その他の関数など⑪その他の関数など⑪その他の関数など⑪その他の関数など…………………連番付け、乱数の入力や、円周率、百分率などを求める関数 
⑫誘導関数⑫誘導関数⑫誘導関数⑫誘導関数……………………………一般関数の組み合わせで求める三角関数 

 

全体的注意全体的注意全体的注意全体的注意 

# 計算式は半角文字で 300文字、全角文字で 150文字以内で記

述してください。 

# 式の途中には、スペースを入れないでください。 

# Ｃ１＋Ｌ６＝Ｗ１のように、Ｃ（列）とＬ（行）の混ざった

四則演算は行えません。 

# 指定した行や列の計算で、一部だけ計算したい場合は計算場

所指定をしてください（次ページ参照）。 

# 漢字モードの表で行った計算の結果は、全角で表示されます。

混在モードの表で行った計算の結果は、半角で表示されます。 

# 四則演算は 34桁、一般関数は 14桁の計算精度（計算結果が

有効な桁数）です。 

# 計算結果（整数部）が、書き込み場所の桁数より大きすぎた

り、34 桁を超えた場合は、そのセルは“＊”でうめられま

す（“＊”は最大 18個まで表示します）。 

# 計算結果の小数点以下の桁数は、あらかじめＤＲ命令で設定

しておきます。また最高 18桁まで計算することができます。 

# 文字データは、ＳＴＲ（ストリング）関数または“＝［［］］”

を使った場合以外、無視するか“０”の数値データとして扱

います。 

# 結果の書き込み場所を省略した計算式を使うと、結果は自動

的にワークエリアに入ります（“ＭＴＲ”は別）。ワークエ

リアに結果を書き込んだ場合、画面にはワークエリアが表示

されます。元の画面に戻すにはＤ命令を使います。ワークエ

リアをみるにはＤＷ命令を使います。 

# フォーマット文のない表のデータを計算することはできま

せん（“＝［［］］”で文字列を入れることはできます）。 

# Ｃ命令中、計算途中の画面をＳＶ命令で一時保管できます。

ＳＶ命令で保管した内容は、ＲＶ命令で呼び出すことができ

ます。 

# Ｚ変数、Ｖ変数、Ｒ変数が計算式の中で使えます。 

# 計算式は、Ｃ命令を実行せず“仕事は＝”の状態でも使うこ

とができます。Ｃ命令を実行する場合の利点は、マウスを使

って行・列番号やセル番号を入力行に取り込めることにあり

ます。 

クリックする場所 入力行に取り込まれるもの 

行番号表示部 行番号 

列番号表示部 列番号 

セル内 セル番号 
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一般式の見方と行・列番号の指定方法    

一般的な行の計算式一般的な行の計算式一般的な行の計算式一般的な行の計算式     

  Ｌ行番号  演算子  Ｌ行番号  ＝  ／  Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

            《例》Ｌ6＋Ｌ20＝／Ｌ21，4 

      （６～20行目までを加算して、21 行目の４列目だけに表示する） 

一般的な列の計算式一般的な列の計算式一般的な列の計算式一般的な列の計算式     

  Ｃ列番号  演算子  Ｃ列番号  ＝  ／  Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

            《例》Ｃ2＊Ｃ3＝Ｃ4，20 

      （２列目と３列目を乗算して、４列目の 20行目だけに表示する） 

 

  

　　　　Ｃ１またはＣＨ（１列目）

　　　　　　　　　　　　　　Ｃ（Ｈ＋２）またはＣ（Ｔ－１）

　　　　　　Ａ　　　 Ｂ　　　Ｃ　　　 Ｄ

６行目→

７行目→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｌ７（７行目）

８行目→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｍ８，４

９行目→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８行４列目）

　　　　　　↑　　　 ↑　　　↑　　　 ↑
　　　　　１列目　 ２列目　３列目　 ４列目

 

[ﾜｰｸ]------W1------------W2------------W3------

　 1

　 2

　 3　　　　　　　　ＷＭ２，１

　 4　　　　　　　　（ワークエリア２の１行目）

　 5

　 6
　：　　Ｗ１（ワークエリア１）
　：
　：

 
 

 
! 行・列・セルの指定は、行番号・列番号・セル番号の前にそ

れぞれ“Ｃ”、“Ｌ”、“Ｍ”を付けて指定します。また、

行の指定は“￥”マークとその列の項目で指定することもで

きます。 

! 裏画面のデータの場合は“Ｘ”を、参照画面のデータの場合

は“Ｙ”を、“Ｃ”“Ｌ”“Ｍ”の前に付けて指定します。 

 《例》ＸＣ1  （裏画面の１列目） 

    ＹＬ6  （参照画面の６行目） 

    ＸＭ8，4（裏画面の８行４列目） 

! 計算式の中で行や列を指定するとき、Ｈ（データの先頭）や

Ｔ（データの最後）が使えます。また、（Ｈ＋1）や（Ｔ－1）

など先頭や最後から何番目の行、列という使い方もできます。

この場合、カッコ（）で囲って指定してください。 

 《例》Ｌ（Ｈ＋2）  先頭行の２つ下の行 

    Ｃ（Ｔ－1）  最終列の１つ左の列 

    Ｍ（Ｈ＋1，Ｔ）先頭＋１行目の、最終列のセル 

! 結果の書き込み先に参照画面を指定することはできません。 

 《例》Ｃ1＋Ｃ2＝ＹＣ3→不可 

! 計算式の右辺（ ＝  より後）を省略すると、自動的にＷ１

（ワークエリアの１列目）に書き込まれます。 

 ★“Ｃ1＋Ｃ2＝”と“Ｃ1＋Ｃ2＝Ｗ1”は同じです。 

! 計算結果の書き込み先に、表より大きい行、または列を指定

した場合、表の最後に行や列を追加して結果を書き込みます。

ただし、ページの中に行・列を追加する空白がない場合はエ

ラーになります。 

 《例》Ｃ1＋ＣＴ＝／Ｃ（Ｔ＋1） 

 （すべての列の合計結果を、最後に１列追加して書き込む） 
 ★“＝”の後ろの“／”は連続指定です。 

! 行・列・セルの間でデータの代入ができます。 

 《例》Ｃ6＝Ｃ7（６列目のデータを７列目に入れる） 

    Ｃ2＝Ｗ1（２列目のデータをワークエリアの１列目 

         に入れる） 

    1＝Ｃ1  （１列目すべてに１を入れる） 

! 計算場所指定  は、指定した範囲の中で、ある場所だけ計

算したり、その場所を除いて計算する場合に使います。 

 《例》Ｃ1＋Ｃ2＝Ｃ3（１列目と２列目の合計を３列目に 

            出す） 

 【計算する場合】 

  Ｃ1＋Ｃ2＝Ｃ3，6 （６行目だけ計算する） 

  Ｃ1＋Ｃ2＝Ｃ3，6，7（６行目と７行目だけ計算する） 

  Ｃ1＋Ｃ2＝Ｃ3，6－9（６行目から９行目だけ計算する） 

 【計算しない場合】 

  Ｃ1＋Ｃ2＝Ｃ3，Ｎ6 （６行目だけ計算しない） 

  Ｃ1＋Ｃ2＝Ｃ3，Ｎ6，7（６行目と７行目だけ計算しない） 

  Ｃ1＋Ｃ2＝Ｃ3，Ｎ6－9（６行目から９行目だけ計算しない） 

 【条件式を使う場合】 

  Ｃ1＋Ｃ2＝Ｃ3，Ｃ4＝1（４列目が１の行だけ計算する） 

  Ｃ1＋Ｃ2＝Ｃ3，Ｃ4＜1 

         （４列目が１より小さい行だけ計算する） 

  Ｃ1＋Ｃ2＝Ｃ3，Ｃ4＞＝1 

           （４列目が１以上の行だけ計算する） 

 ★行方向の計算式では列番号で、列方向の計算式では行番号 

  で計算場所を指定します。 

 ★計算場所を指定する場合は、必ずその前にカンマ“，”が 

  必要です。計算場所を指定しない場合は、カンマは不必要 

  です。また、カンマで終わっているとエラーになります。

  

計算場所を指定しない場合は省略可能 

計算場所を指定しない場合は省略可能 

    表の行・列番号表の行・列番号表の行・列番号表の行・列番号     ワークエリアワークエリアワークエリアワークエリア 
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１．行や列の四則演算 

指定した行と行、列と列、またはその間を連続して計算します。 

一般式一般式一般式一般式 

● Ｌ行番号  演算子  Ｌ行番号  ＝  ／  Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

● Ｃ列番号  演算子  Ｃ列番号  ＝  ／  Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

● Ｗ列番号  演算子  Ｗ列番号  ＝  Ｗ列番号  ，  計算場所指定  

                   Ｌ行番号  

●              ＝   Ｃ列番号   ，  計算場所指定  

                   Ｗ列番号  

＜説明＞＜説明＞＜説明＞＜説明＞    
★ 演算子は＋、－、＊、／、ＭＯＤ、＊＊です。 

★ “＝”の後ろの“／”は連続指定で省略可能です。 

★ 計算場所指定は省略可能です。 

　例題例題例題例題  
１列目と２列目の合計を３列目に入れる１列目と２列目の合計を３列目に入れる１列目と２列目の合計を３列目に入れる１列目と２列目の合計を３列目に入れる    

 計算式：Ｃ1＋Ｃ2＝Ｃ3  

《使用例》 

●Ｃ1＋Ｃ2＝Ｃ3，6 

 計算場所を指定して６行目だけを計算する。 

●Ｃ1＋Ｃ2＝Ｃ3，Ｎ6 

 計算場所を指定して、６行目を除いて計算する。 

●Ｃ1＋Ｃ2＝ 

 計算結果をワークエリアに入れる。 

 （“Ｃ1＋Ｃ2＝Ｗ1”と同じ） 
 
 

１列目から３列目までの合計を４列目に入れる１列目から３列目までの合計を４列目に入れる１列目から３列目までの合計を４列目に入れる１列目から３列目までの合計を４列目に入れる    

 計算式：Ｃ1＋Ｃ3＝／Ｃ4  

《使用例》 
●Ｃ1＋Ｃ3＋Ｃ5＝Ｃ6 

 １、３、５列目の合計を６列目に入れる 

●ＬＨ＋ＬＴ＝／Ｌ（Ｔ＋1） 

 すべての行の合計を、最終行の下に１行追加して入れる 

●Ｌ6－Ｌ9＝／Ｌ10 

 ６行－７行－８行－９行の結果を 10行目に入れる 

●Ｃ1＊3＝Ｃ1 

 １列目を３倍する 

●Ｃ1＋Ｃ2＝Ｗ1 

 １、２列目の合計をワークエリア１に入れる 

●Ｃ1＋Ｗ1＋10＝Ｃ1 

 １列目の数値に、ワークエリア１の値と 10を加える 

●ＸＣ1＝Ｃ1 

 裏画面の１列目をおもて画面の１列目に入れる 

＜説明＞＜説明＞＜説明＞＜説明＞    
★ “＝”の後ろの“／”は、Ｃ1からＣ3まで連続して計算する記号です。 

★“Ｃ1＋Ｃ3＝／Ｃ4”は、“Ｃ1＋Ｃ2＋Ｃ3＝Ｃ4”と同じです。 

     １列目＋２列目 }
1  

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

    

Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３  

    

      ↑        ↑       ↑ 
  １列目  ２列目  ３列目 

      １列目＋２列目＋３列目 }
1  

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

    

Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３ Ｃ４ 

    

      ↑        ↑       ↑        ↑ 
  １列目  ２列目  ３列目   ４列目 

  数値  演算子  数値

         数値  
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２．マトリックス計算（セルごとの計算） 

指定したセルの間で計算し、その結果を表の中のセルやワークエリアに入れます。 

一般式一般式一般式一般式 

● Ｍ 行番号，列番号  演算子  Ｍ 行番号，列番号  ＝  Ｍ 行番号，列番号  

● ＷＭ列番号，行番号  演算子  ＷＭ列番号，行番号  ＝  ＷＭ列番号，行番号  

                                Ｍ 行番号，列番号  

                                ＷＭ列番号，行番号  

＜説明＞＜説明＞＜説明＞＜説明＞    
★ 演算子は、＋、－、＊、／、ＭＯＤ、＊＊です。 

　例題例題例題例題  
６行１列目のデータと７行２列目のデータの合計を、８行３列目に入れる６行１列目のデータと７行２列目のデータの合計を、８行３列目に入れる６行１列目のデータと７行２列目のデータの合計を、８行３列目に入れる６行１列目のデータと７行２列目のデータの合計を、８行３列目に入れる    

 計算式：Ｍ6，1＋Ｍ7，2＝Ｍ8，3  

《使用例》 
●Ｍ6，1＋Ｍ7，2＝ＷＭ1，2 
 結果をワークエリア１の２行目に入れる 
《その他の使用例》    
●Ｍ6，1＋Ｍ7，2＋Ｍ8，3＝Ｍ9，4 
 ６行１列目、７行２列目、８行３列目のデータの合計を 
 ９行４列目に入れる 
●Ｍ6，1＋ＷＭ2，1＝Ｍ6，1 
 ６行１列目に、ワークエリア２の１行目のデータを加える 
●Ｍ6，2＊3＝Ｍ6，3 
 ６行２列目を３倍した結果を、６行３列目に入れる 
●ＷＭ1，1＋Ｍ6，1＋10＝ＭＴ，Ｔ 
 ワークエリア１の１行目のデータに、６行１列目の値 
 と 10を加えて表の最終行最終列位置に入れる 
●ＸＭ6，6＝Ｍ8，10 
 裏画面の６行６列目をおもて画面の８行 10列目に入れる 

    
１列目のデータを、６行１列目のデータで乗算する（行・列とセルとの計算）１列目のデータを、６行１列目のデータで乗算する（行・列とセルとの計算）１列目のデータを、６行１列目のデータで乗算する（行・列とセルとの計算）１列目のデータを、６行１列目のデータで乗算する（行・列とセルとの計算）    

 計算式：Ｃ1＊Ｍ6，1＝Ｃ1  

《応用例》 

●Ｌ6＊Ｍ6，1＝Ｌ6  

 ６行目のデータを、６行１列目のデータで乗算する 

 

 
 

INFORMATION 
# “／”を使った連続計算や、計算場所指定などはできません。 

# マトリックス指定でＨやＴを使う場合は、Ｍ（Ｈ＋１，Ｔ－１）のように書きます。 

# Ｍ・ＷＭ・数値を混ぜて式を書くこともできます。 

# 表のセルを指定する場合は、Ｍ行番号，列番号 です。ワークエリアのセルを指定する場合は、ＷＭ列番号，行番号

です。表のセルとは番号の指定方法が逆なので、注意してください。 

          ６行１列目＋７行２列目 }
1  

 Ａ Ｂ Ｃ 

６行目→ Ｍ６，１   

７行目→  Ｍ７，２  

８行目→   Ｍ８，３ 

               ↑        ↑       ↑ 
           １列目  ２列目  ３列目 

1
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

６行目→ 10 20 30 40  100 20 30 40

７行目→ 20   $ 200  

８行目→ 30    300  

               ↑       ↑        ↑       ↑     ★６行１列目のデータも書きかわります。 
             １列目   ２列目    ３列目   ４列目 

●       数 値   演算子   数 値        ＝  
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３．全セルの計算 

マトリックス計算がひとつのセルを対象として行う計算なのに対して、全セルの計算はすべてのセルのデータを対
象とし、数値、またはひとつのセルとの計算を行います。 

一般式一般式一般式一般式 

● ＭＴＲ  演算子  数 値  ＝  

● ＭＴＲ  演算子  Ｍ 行番号，列番号  ＝  

● ＭＴＲ  演算子  ＷＭ列番号，行番号  ＝  

＜説明＞＜説明＞＜説明＞＜説明＞    
★ 演算子は＋、－、＊、／、ＭＯＤです。この場合だけ“＝”は省略可能です。 

　例題例題例題例題  
表のすべてのセルを３倍にする表のすべてのセルを３倍にする表のすべてのセルを３倍にする表のすべてのセルを３倍にする    

 計算式：ＭＴＲ＊３  

《使用例》    
●ＭＴＲ＋Ｍ6，1＝ 

 表のすべてのセルに、６行１列目のデータを加える 

●ＭＴＲ＊ＷＭ1，3＝ 

 表のすべてのセルに、ワークエリア１の３行目のデータをかける 

●ＭＴＲ＋ＸＭ6，1＝ 

 表のすべてのセルに、裏画面の６行１列目のデータを加える 

 

INFORMATION 
# 通常は結果の書き込み先を省略すると、自動的にワークエリアに書き込まれますが、この計算だけは結果の書き込み

先を指定しないで使うことができます。 

# “／”を使った連続計算や、計算場所指定などはできません。 

# 裏画面・参照画面・ワークエリアへ計算することはできません。 

 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

10 15 20 25  30 45 60 75 

20 25 30 35 $ 60 75 90 105 

30 35 40 45  90 105 120 135 

40 45 50 55  120 135 150 165 
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４．累乗・ベキ乗計算と剰余演算 

行や列、セル（マトリックス）、数値などに対して累乗やベキ乗の計算を行います。 
“＊＊”は累乗を、“ＭＯＤ”は整数の割り算の余りを求める演算子です。 

一般式一般式一般式一般式 

● Ｌ行番号          Ｌ行番号  ＝  Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

● Ｃ列番号          Ｃ列番号  ＝  Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

● 数 値            数 値    ＝            ，  計算場所指定  

● Ｍ 行番号，列番号          Ｍ 行番号，列番号  ＝  Ｍ行番号，列番号  

● ＷＭ列番号，行番号          ＷＭ列番号，行番号  ＝  ＷＭ列番号，行番号  

● 数 値          数 値  ＝   

                  

＜説明＞＜説明＞＜説明＞＜説明＞    
★ “＊＊”は累乗を求める演算子です。 

たとえば“Ｃ１＊＊３＝Ｃ２”と指定すると、“Ｃ１＊Ｃ１＊Ｃ１＝Ｃ２”と同じ意味になります。 

★ “ＭＯＤ”を使った式で求められるのは、除算の余りです。 

たとえば“10ＭＯＤ３＝書き込み場所”と指定すると、“10÷３＝３”余りは１なので、 

書き込み場所には“１”と書き込まれます。 

★ 計算場所指定は省略可能です。 

★ 数値は、実数（－1、－0.5、0、0.1、2.4なども含む）であれば何でも計算できます。 

　例題例題例題例題     
１列目を３乗した結果を２列目に入れる１列目を３乗した結果を２列目に入れる１列目を３乗した結果を２列目に入れる１列目を３乗した結果を２列目に入れる    

 計算式：Ｃ１＊＊３＝Ｃ２  

《使用例》    
●Ｌ6＊＊（－0.5）＝Ｌ6 

 ６行目のデータを－0.5乗する 

●Ｍ6，1＊＊100＝Ｍ6，1 

 ６行１列目を 100乗する 
 
 
 
 

１列目を３で割った余りを２列目に入れる１列目を３で割った余りを２列目に入れる１列目を３で割った余りを２列目に入れる１列目を３で割った余りを２列目に入れる 
 計算式：Ｃ1ＭＯＤ3＝Ｃ2  

《使用例》 
●10ＭＯＤ3＝Ｍ6，1 

 10を３で割ったときの余りを６行１列目に入れる 

●Ｃ1ＭＯＤ7＝Ｃ2 

 １列目のデータを７で割ったときの余りを、２列目 

 に入れる 
 
 
 
 

     １列目を３乗する }
1  

 Ａ Ｂ Ｃ 

 0 0 

 5 125 

 11 1331 

        ↑        ↑ 
     １列目  ２列目 

     １列目を３で割った余り }
1  

 Ａ Ｂ Ｃ 

 32 2  

 24 0  

 10 1  

        ↑        ↑ 
     １列目  ２列目 

   ＊＊    

  ＭＯＤ   

  Ｌ行番号    

  Ｃ列番号    

  Ｍ 行番号，列番号   

  ＷＭ列番号，行番号   

   ＊＊    

  ＭＯＤ   

   ＊＊    

  ＭＯＤ   

   ＊＊    

  ＭＯＤ   

   ＊＊    

  ＭＯＤ   

   ＊＊    

  ＭＯＤ   
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５．一般関数 

行や列、セル（マトリックス）、数値などのデータで、三角関数や対数など一般関数を使った計算を行います。 

関数名 求めるもの 注意 
ＡＢＳ 絶対値  

ＳＩＮ 正弦 データの単位はラジアンです。 

ＣＯＳ 余弦  

ＴＡＮ 正接  

ＡＴＮ 逆正接  

ＥＸＰ 指数  

ＬＯＧ 自然対数 負の数値の答えはオーバーフローになります。 

ＳＱＲ 平方根  

ＳＧＮ 符号 ０または正の数の答えは１、負の数の答えは－１です。 
ＩＮＴ 整数化  

一般式一般式一般式一般式 

● 関数名  ［  Ｌ行番号  ］  ＝  Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

● 関数名  ［  Ｃ列番号  ］  ＝  Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

             Ｌ行番号  

● 関数名  ［     Ｃ列番号       ］  ＝  Ｗ列番号  ，  計算場所指定  

             Ｗ列番号  

                    Ｌ行番号  

● 関数名  ［  数 値  ］  ＝      Ｃ列番号     ，  計算場所指定  

                    Ｗ列番号  

● 関数名  ［  Ｍ 行番号，列番号  ］  ＝  Ｍ 行番号，列番号  

● 関数名  ［  ＷＭ列番号，行番号  ］  ＝  ＷＭ列番号，行番号  

● 関数名  ［  数 値  ］  ＝  

 

＜説明＞＜説明＞＜説明＞＜説明＞    
★ 計算場所指定は省略可能です。 

★ ［］内では、普通の計算式も使えます。 

《例》ＳＩＮ［Ｃ１＋Ｃ２－6.28］＝Ｃ３ 

　例題例題例題例題  
１列の正弦（ＳＩＮ）の値を２列に入れる１列の正弦（ＳＩＮ）の値を２列に入れる１列の正弦（ＳＩＮ）の値を２列に入れる１列の正弦（ＳＩＮ）の値を２列に入れる    

 計算式：ＳＩＮ［Ｃ1］＝Ｃ2  

《使用例》    
●ＳＱＲ［Ｌ6］＝Ｌ7 

 ６行目の平方根を７行目に入れる 

●ＳＩＮ［Ｃ2］＊2＝Ｃ4 

 ２列目の正弦を２倍にして４列目に入れる 

★三角関数は、すべて“ラジアン（弧度）”の単位で計算し 

 ます。 

 たとえば左の表で１列目のデータが“度”である場合は、 

 あらかじめ“Ｃ1／180＊ＰＡＩ＝Ｃ1”の式で“度”を 

 “ラジアン”に変えておく必要があります。 

 
 
 

        1 列目の正弦（ＳＩＮ） }
1  

 Ａ Ｂ Ｃ 

 0.49 0.47  

 1.99 0.91  

 3.51 -0.36  

          ↑        ↑ 
        １列目  ２列目 

  Ｍ 行番号，列番号    

  ＷＭ列番号，行番号    
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INFORMATION 
# 関数名の後ろは必ず［］です。（）と間違えないようにしてください。 

# ＳＩＮ、ＣＯＳ、ＴＡＮ、ＡＴＮなどの三角関数・正接関数は、“ラジアン（弧度）”で計算されます。計算するデ

ータが“度”になっている場合は、あらかじめ“ラジアン”に変えておかないと正しく計算されません。“度”のデ

ータを“弧度（ラジアン）”のデータに変えるには、次の計算式を利用します。 

   度／180＊ＰＡＩ＝ラジアン 

 ★“ＰＡＩ”は円周率 3.1415…を定数として持つ文字です。 

 

６．特殊関数 

マイツール独特の関数です。 

関数名 機能 
ＡＤＤ 指定された範囲の中の数値を、連続的に足していきます。           Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋…… 

ＳＵＢ 指定された範囲の中の先頭の数値から、残りの数値を連続的に引いていきます。 Ａ－Ｂ－Ｃ－…… 

ＭＬＴ 指定された範囲の中の数値を、連続的に掛けていきます。           Ａ×Ｂ×Ｃ×…… 

ＤＶＤ 指定された範囲の中の先頭の数値を、残りの数値で連続的に割っていきます。  Ａ÷Ｂ÷Ｃ÷…… 

ＭＡＸ 指定された範囲の中のデータで、最大の数値をとり出します。 

ＭＩＮ 指定された範囲の中のデータで、最小の数値をとり出します。 

ＡＶＥ 指定された範囲の中の数値の、平均値を求めます。 

ＳＵＭ 指定された範囲の中の数値を、すべて足した数値を求めます。 

 
一般式一般式一般式一般式    

● 特殊関数名  ［  Ｌ行範囲  ］  ＝  Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

● 特殊関数名  ［  Ｃ列範囲  ］  ＝  Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

● 特殊関数名  ［  Ｗ列範囲  ］  ＝  Ｗ列番号  ，  計算場所指定  

＜説明＞＜説明＞＜説明＞＜説明＞    

★ 行や列の範囲は、 先頭番号  －  最終番号 で指定します。 

★ ＡＤＤ・ＳＵＢ・ＭＬＴ・ＤＶＤ関数では、条件式を使って範囲を指定できます。 

《例》ＡＤＤ［Ｃ１＜10］＝ＬＴ 

 １列目の中で 10より小さい行の数値を、連続的に足して、最終行に入れる 

　例題例題例題例題     
１列から３列までの合計を４列に入れる１列から３列までの合計を４列に入れる１列から３列までの合計を４列に入れる１列から３列までの合計を４列に入れる    

 計算式：ＡＤＤ［Ｃ1－3］＝Ｃ4  

《使用例》 

●ＡＤＤ［Ｃ1－Ｔ］＝Ｃ（Ｔ＋1） 

 すべての列の合計を出して、最終列の右に追加して書 

 き込む 

●ＡＶＥ［ＬＨ－Ｔ］＝Ｌ（Ｔ＋1） 

 すべての行の平均を出して、最終行の下に追加して書 

 き込む 
★ “Ｃ1－3”は、１列目から３列目までという範囲指定です。 

★ ＡＤＤ［Ｃ1－3］＝Ｃ4は、Ｃ1＋Ｃ2＋Ｃ3＝Ｃ4と同じ意味 
になります。 

 
 

    １列目＋２列目＋３列目 

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 10 10 10 30 

 20 20 20 60 

 30 30 30 90 

         ↑       ↑        ↑       ↑ 
       １列目   ２列目    ３列目   ４列目 
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ＳＵＭ関数ＳＵＭ関数ＳＵＭ関数ＳＵＭ関数    

● ＳＵＭ  ［  行範囲  ，  列範囲  ］  ＝  Ｍ行番号，列番号  

＜説明＞＜説明＞＜説明＞＜説明＞    
★ ＳＵＭ関数では、行範囲と列範囲をいっしょに指定します。 

★ 書き込み場所は、マトリックスで指定します。 

★ 行範囲・列範囲は、数値のみで指定してください。 

　例題例題例題例題  
６行から８行までと、２列から３列までの範囲内のデータをすべて足した数値を、８行４列目に入れる６行から８行までと、２列から３列までの範囲内のデータをすべて足した数値を、８行４列目に入れる６行から８行までと、２列から３列までの範囲内のデータをすべて足した数値を、８行４列目に入れる６行から８行までと、２列から３列までの範囲内のデータをすべて足した数値を、８行４列目に入れる    

 計算式：ＳＵＭ［6－8，2－3］＝Ｍ8，4  

《使用例》    
●ＳＵＭ［Ｈ－（Ｔ－1），Ｈ－Ｔ］＝Ｍ（Ｔ，Ｔ） 

 先頭行から最終行のひとつ上の行までと、すべての 

 列の範囲内のデータをすべて加算して、最終行、最 

 終列に書き込む 

●ＳＵＭ［7－10，2－5＝Ｍ11，6］ 

 ７行から 10行までと２列から５列までの範囲内の 

 データをすべて加算して、11行６列目に書き込む 

 

 

７．カウント関数 

表の中にある行や列の数を求める関数です。 

一般式一般式一般式一般式    

                      Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

                      Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

● ＣＮＴ  ［        ］  ＝      Ｗ列番号  ，  計算場所指定  

                      Ｍ 行番号，列番号  

                      ＷＭ列番号，行番号  

＜説明＞＜説明＞＜説明＞＜説明＞    
★ ［］の中は列数を求める場合はＣ、データ行の数を求める場合はＬです。 

★ 計算場所指定は省略可能です。 

　例題例題例題例題     
表の列数を１列目に入れる表の列数を１列目に入れる表の列数を１列目に入れる表の列数を１列目に入れる    

 計算式：ＣＮＴ［Ｃ］＝Ｃ1  

《使用例》 

●ＣＮＴ［Ｃ］＝Ｃ1，6 

 列数を１列目の６行目だけに入れる 

●ＣＮＴ［Ｃ］＝Ｃ1，Ｎ6 

 列数を１列目の６行目以外に入れる 

●ＣＮＴ［Ｌ］＝Ｃ1 

 行数を１列目に入れる 

 
 

 
INFORMATION 

# “ＣＮＴ［Ｌ］＝”で求められるのは、データ行の行数です。フォーマット文のない表では、“０”になります。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

６行目→ 15 10 20  

７行目→ 20 25 40  

８行目→ 30 30 40 165 

          ↑      ↑       ↑ 
         １列目   ２列目  ３列目   

                                     ８行４列目 

                列数は４ 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

4   

4   

4   

     ↑       ↑        ↑       ↑ 
   １列目   ２列目    ３列目   ４列目 

  Ｌ  

    Ｃ  
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８．ストリング関数 

指定した行や列のデータを文字列として扱います。 

一般式一般式一般式一般式    

● ＳＴＲ  ［  Ｌ行番号  ］  ＝  Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

● ＳＴＲ  ［  Ｃ列番号  ］  ＝  Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

● ＳＴＲ  ［  Ｍ 行番号，列番号  ］  ＝  Ｍ 行番号，列番号  

                             Ｌ行番号  

● ＳＴＲ  ［                ］  ＝    Ｃ列番号     ，  計算場所指定  

                             Ｗ列番号  

● ＳＴＲ  ［                ］  ＝   

                Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

● ”  文字列  ”  ＝     Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

                Ｍ 行番号，列番号  

＜説明＞＜説明＞＜説明＞＜説明＞    
★ 文字列を直接入力する場合は、ストリング関数を使わないで文字列をダブルコーテーション（”）で囲んで指定します。 

★ 計算場所指定は省略可能です。 

 

　例題例題例題例題  
１列目にある内容を、文字列として２列目に入れる１列目にある内容を、文字列として２列目に入れる１列目にある内容を、文字列として２列目に入れる１列目にある内容を、文字列として２列目に入れる    

 計算式：ＳＴＲ［Ｃ1］＝Ｃ2  

《使用例》 

●ＳＴＲ［Ｌ6］＝Ｌ7 

 ６行目の内容を、文字列として７行目に入れる 

●“あいう”＝Ｃ1 

 １列目に｢あいう｣という文字を入れる 
★ 文字列を直接入れる場合は、必ず文字列全体をダブルコーテーショ
ン（”）で囲んでください。 

 

 

 

１列目と２列目の内容を、文字列として足して４列目に入れる１列目と２列目の内容を、文字列として足して４列目に入れる１列目と２列目の内容を、文字列として足して４列目に入れる１列目と２列目の内容を、文字列として足して４列目に入れる    

 計算式：ＳＴＲ［Ｃ１＋Ｃ２］＝Ｃ４  

《使用例》 

●“平成”＋Ｃ1＝Ｃ2 

 １列目の数値の前に、｢平成｣という文字を付けて２列目 

 に入れる 

●Ｃ2－“様”＝Ｃ2 

 ２列目から｢様｣という文字だけを削除する 

 

 
 

 
 

１列目の文字列 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

abc abc   

ABC ABC   

あいう あいう   

     ↑       ↑ 
   １列目   ２列目 

１列目の文字列＋２列目の文字列 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

ab cd  abcd 

AB CD  ABCD 

あい うえ  あいうえ 

     ↑       ↑                 ↑ 
   １列目   ２列目             ４列目 

  Ｗ列番号  

  ＷＭ列番号，行番号   

      

Ｍ 行番号，列番号  

  Ｗ列番号  

  ＷＭ列番号，行番号   
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９．時間関数 

時間を求める関数です。ＴＩＭ、ＨＲＳ、ＨＭＳの３つがあります。 

ＴＩＭＴＩＭＴＩＭＴＩＭ    
行や列、また入力した数値とのデータから合計時間を求めます。 
 
一般式一般式一般式一般式    

● ＴＩＭ  ［  Ｌ行番号  ±  Ｌ行番号  ］  ＝  Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

● ＴＩＭ  ［  Ｃ列番号  ±  Ｃ列番号  ］  ＝  Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

● ＴＩＭ  ［  時間  ±  Ｌ行番号  ］  ＝  Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

● ＴＩＭ  ［  時間  ±  Ｃ列番号  ］  ＝  Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

                                          Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

● ＴＩＭ  ［                ±                  ］  ＝  Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

                                          Ｗ列番号  ，  計算場所指定  

● ＴＩＭ  ［                ±                  ］  ＝   

                                     Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

● ＴＩＭ  ［  時 間  ±                 ］  ＝      Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

                                     Ｗ列番号  ，  計算場所指定  

● ＴＩＭ  ［  時 間  ±                 ］  ＝   

＜説明＞＜説明＞＜説明＞＜説明＞    
★ 計算場所指定は省略可能です。 

★ ＴＩＭでは連続指定も使えます。 

★ “［］”内で“？”を指定すると、現在の時刻を求めることができます。 

★ 演算子で使えるのは“＋”と“－”だけです。 

★ 時間と分の間には小数点（．）を入れてください。秒も指定する場合は、分と秒の間には何も入れないでください。 

★ “時間”は、ＤＲ命令の小数点以下の桁数に注意しないと、5.30あるいは 5.3020というふうにきちんと計算できません。 

★ 小数点以下第３位以降は秒を表します。 

 
　例題例題例題例題  
退社時間（２列目）から出社時間（１列目）を引いて、勤務時間（３列目）を求める退社時間（２列目）から出社時間（１列目）を引いて、勤務時間（３列目）を求める退社時間（２列目）から出社時間（１列目）を引いて、勤務時間（３列目）を求める退社時間（２列目）から出社時間（１列目）を引いて、勤務時間（３列目）を求める    

 計算式：ＴＩＭ［Ｃ2－Ｃ1］＝Ｃ3  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

       退社時間ー出社時間 }
1  

 出社時間 退社時間 勤務時間

 9.00 17.30 8.30 

 9.20 17.00 7.40 

    

          ↑         ↑         ↑ 
        １列目     ２列目     ３列目 

 

 Ｗ列番号  

 ＷＭ列番号，行番号   
 Ｗ列番号  

 ＷＭ列番号，行番号  

 Ｗ列番号  

 ＷＭ列番号，行番号   
 Ｗ列番号  

 ＷＭ列番号，行番号  
 Ｗ列番号  

 ＷＭ列番号，行番号  

 Ｗ列番号  

 ＷＭ列番号，行番号  

 Ｗ列番号  

 ＷＭ列番号，行番号  
  Ｍ 行番号，列番号  

  ＷＭ列番号，行番号  
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ＨＲＳＨＲＳＨＲＳＨＲＳ    

時間を数値として表します。 

一般式一般式一般式一般式    

● ＨＲＳ  ［  Ｌ行番号  ］  ＝  Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

● ＨＲＳ  ［  Ｃ列番号  ］  ＝  Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

                             Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

● ＨＲＳ  ［                ］  ＝   Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

                             Ｗ列番号  ，  計算場所指定  

● ＨＲＳ  ［                ］  ＝   

                    Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

● ＨＲＳ  ［  時 間  ］  ＝     Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

                    Ｗ列番号  ，  計算場所指定  

● ＨＲＳ  ［  時 間  ］  ＝   

＜説明＞＜説明＞＜説明＞＜説明＞    
★ 計算場所指定は省略可能です。 

★ ［］内では、普通の計算式が使えます。 

★ 時間と分の間には小数点（．）を入れてください。秒も指定する場合は、分と秒の間には何も入れないでください。 

★ “時間”は、ＤＲ命令の小数点以下の桁数に注意しないと、5.30あるいは 5.3020というふうにきちんと計算できません。 

★ 小数点以下第３位以降は秒を表します。 

 

　例題例題例題例題  
１列目の時間を数値に変換して、２列目に入れる１列目の時間を数値に変換して、２列目に入れる１列目の時間を数値に変換して、２列目に入れる１列目の時間を数値に変換して、２列目に入れる    

 計算式：ＨＲＳ［Ｃ1］＝Ｃ2  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

       １列目 }
1  

 時間 数値 

 10.30 10.50 

 9.50 9.83 

   

          ↑         ↑ 
        １列目     ２列目 

 Ｗ列番号  

 ＷＭ列番号，行番号  

 Ｗ列番号  

 ＷＭ列番号，行番号

  Ｍ 行番号，列番号    

  ＷＭ列番号，行番号    

  Ｍ 行番号，列番号    

  ＷＭ列番号，行番号    
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ＨＭＳＨＭＳＨＭＳＨＭＳ    

数値を時間単位で表します（ＨＲＳの逆を行います）。 

一般式一般式一般式一般式    

● ＨＭＳ  ［  Ｌ行番号  ］  ＝  Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

● ＨＭＳ  ［  Ｃ列番号  ］  ＝  Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

                              Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

● ＨＭＳ  ［                 ］  ＝    Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

                              Ｗ列番号  ，  計算場所指定  

● ＨＭＳ  ［                              ］  ＝   

                    Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

● ＨＭＳ  ［  時 間  ］  ＝     Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

                    Ｗ列番号  ，  計算場所指定  

● ＨＭＳ  ［  時 間  ］  ＝   

＜説明＞＜説明＞＜説明＞＜説明＞    
★ 計算場所指定は省略可能です。 

★ ［］内では、普通の計算式が使えます。 

 
　例題例題例題例題  
２列目の数値を時間単位に変換して、１列目に入れる２列目の数値を時間単位に変換して、１列目に入れる２列目の数値を時間単位に変換して、１列目に入れる２列目の数値を時間単位に変換して、１列目に入れる    

 計算式：ＨＭＳ［Ｃ2］＝Ｃ1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  ２列目 }
1  

 時間 数値 

 10.30 10.50 

 9.50 9.83 

   

          ↑         ↑ 
        １列目     ２列目 

 Ｗ列番号  

 ＷＭ列番号，行番号  

 Ｗ列番号  

 ＷＭ列番号，行番号

  Ｍ 行番号，列番号    

  ＷＭ列番号，行番号    

  Ｍ 行番号，列番号    

  ＷＭ列番号，行番号    
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10．日付関数 

ある日付からある日付までの日数を求めます。 
また、ある日付から数日後、もしくは数日前の日付を求めることもできます。 

【日数を求める場合】【日数を求める場合】【日数を求める場合】【日数を求める場合】    

一般式一般式一般式一般式    

● ＹＭＤ  ［  Ｌ行番号  －  Ｌ行番号  ］  ＝  Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

● ＹＭＤ  ［  Ｃ列番号  －  Ｃ列番号  ］  ＝  Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

● ＹＭＤ  ［  日 付     －  日 付     ］  ＝  Ｍ 行番号，列番号  

＜説明＞＜説明＞＜説明＞＜説明＞    
★ 演算子で使えるのは“－”だけです。 

★ 計算場所指定は省略可能です。 

★ “［］”で、“？”を指定すると、現在の日付を求めることができます。 

★ うるう年も自動的に計算されます。 

　例題例題例題例題  
１列目の日付から２列目の日付までの日数を求めて、３列目に入れる１列目の日付から２列目の日付までの日数を求めて、３列目に入れる１列目の日付から２列目の日付までの日数を求めて、３列目に入れる１列目の日付から２列目の日付までの日数を求めて、３列目に入れる    

 計算式：ＹＭＤ［Ｃ2－Ｃ1］＝Ｃ3  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【日付を求める【日付を求める【日付を求める【日付を求める場合】場合】場合】場合】    

一般式一般式一般式一般式    

● ＹＭＤ  ［  Ｌ行番号  ］  ±  日 数  ＝  Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

● ＹＭＤ  ［  Ｃ列番号  ］  ±  日 数  ＝  Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

● ＹＭＤ  ［  日 付     ］  ±  日 数  ＝  Ｍ 行番号，列番号  

＜説明＞＜説明＞＜説明＞＜説明＞    
★ 計算場所指定は省略可能です。 

★ “［］”内で“？”を指定すると、現在の日付に日数を“＋”または“－”した日付を求めることができます。 

★ うるう年も自動的に計算されます。 

　例題例題例題例題  
１列目の日付から１列目の日付から１列目の日付から１列目の日付から 30303030 日後の日付を求めて、２列目に入れ日後の日付を求めて、２列目に入れ日後の日付を求めて、２列目に入れ日後の日付を求めて、２列目に入れるるるる    

 計算式：ＹＭＤ［Ｃ１］＋30＝Ｃ2  

 
 
 
 
 
 
 
 

 

         ２列目－１列目 }
1  

 日 付 日 付 日 数 

 19950101 19950528 147 

 19950102 19950615 164 

          ↑         ↑         ↑ 
        １列目     ２列目    ３列目 

    １列目＋30日 }
1  

 日 付 日 付 

 19950201 19950303 

 19950205 19950307 

          ↑         ↑ 
        １列目     ２列目 
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年月日の入力形式と文字数について 

#年月日の入力形式と文字数は、下記の要領にしたがってください。 

 年月日で入力する→ 1 9 9 5  0 1  0 1  ８文字   月日は必ず４桁で入力します。 
              年     月   日        1月 1 日は 0101 と入力します。 

 月日で入力する →        0 1  0 1  ４文字 
                    月   日        年は現在の年とみなします 

 日で入力する  →            0 1  ２文字 
                        日        年月は現在の年月とみなします 

#日付は和暦を使って計算することもできます。 

 その場合の入力形式と文字数は、下記の要領にしたがってください。 

 和暦で入力する →  H 0 7  0 1  0 1  ７文字   
              年    月   日 

                  和暦の場合は、２桁の年の前に英字で表わした年号を付けます。 

                  年号はＨ（平成）、Ｓ（昭和）、Ｔ（大正）、Ｍ（明治）とします。 

  

★上記の形式以外で書かれたものは、日付として扱われません。 

★和暦では明治元年以前は指定できません、また、和暦の区切りは次のようになります。 

  明治…1868年 1月  1 日から 

  大正…1912年 6月 30日から 

  昭和…1926年 12月 25日から 

  平成…1989年 1月  8日から 
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11．その他の関数など 

ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱ    

最初の値と増加値を指定することにより、連番付ができます。 

一般式一般式一般式一般式    

                           Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

● ＳＥＱ  ［  初期値  ，  増加値  ］  ＝     Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

                           Ｗ列番号  ，  計算場所指定  

＜説明＞＜説明＞＜説明＞＜説明＞    
★ 計算場所指定は省略可能です。 

　例題例題例題例題     
 計算式：ＳＥＱ［1，1］＝Ｃ1  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ＲＡＮＤＲＡＮＤＲＡＮＤＲＡＮＤ    

乱数を発生させます。 

一般式一般式一般式一般式    

                     Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

● ＲＡＮＤ  ［  最大値  ］  ＝    Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

                     Ｗ列番号  ，  計算場所指定  

＜説明＞＜説明＞＜説明＞＜説明＞    
★ 指定できる最大値の範囲は、１から 32767までです。 

★ 計算場所指定は省略可能です。 

　例題例題例題例題     
乱数を発生させ、１列目に、１から６までの整数を入力する乱数を発生させ、１列目に、１から６までの整数を入力する乱数を発生させ、１列目に、１から６までの整数を入力する乱数を発生させ、１列目に、１から６までの整数を入力する    

 計算式：ＲＡＮＤ［6］＝Ｃ1  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

1

初期値 Ａ Ｂ 

 1  
   増加値 2  

 3  

 4  

                     ↑ 
                  １列目 

1

Ａ Ｂ

 2  

 6  

1

 3  

               ↑ 
             １列目 

+1 

+1 
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ＰＡＩＰＡＩＰＡＩＰＡＩ    

円周率（3.1415……）の代わりに、ＰＡＩという文字を定数として使えます。 

　例題例題例題例題     
１列目のデータをラジアンにする１列目のデータをラジアンにする１列目のデータをラジアンにする１列目のデータをラジアンにする    

 計算式：Ｃ1／180＊ＰＡＩ＝Ｃ2  

ＤＲ命令で小数点以下の処理を指定してください。 
 
 
 
 
 
 
 

ＰＥＲＰＥＲＰＥＲＰＥＲ    

元になる数の百分率を連続計算します。 
保険料の複利計算などをするのに便利です。 

一般式一般式一般式一般式    

                          Ｌ行番号  ，  計算場所指定  

● ＰＥＲ  ［  初期値  ，  利 率  ］  ＝    Ｃ列番号  ，  計算場所指定  

                          Ｗ列番号  ，  計算場所指定  

＜説明＞＜説明＞＜説明＞＜説明＞    
★ 計算場所指定は省略可能です。 

★ 利率には、小数・マイナスの数値も指定できます。 

　例題例題例題例題     
元金元金元金元金 10101010 万円が年率５％では元利合計がいくらになるのか、結果を２列目に入れる万円が年率５％では元利合計がいくらになるのか、結果を２列目に入れる万円が年率５％では元利合計がいくらになるのか、結果を２列目に入れる万円が年率５％では元利合計がいくらになるのか、結果を２列目に入れる    

 計算式：ＰＥＲ［100000，5］＝Ｃ2  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         １列目
1  

 
 度 ラジアン 

 60 1.04 

 30 0.52 

          ↑          ↑ 
        １列目      ２列目 

 年度 元利合計 

 1 100000

 2 105000

 3 110250

 4 115763

 5 121551

 6 127628

 7 134010

 8 140710

 9 147746

 10 155133

                    ↑ 
                 ２列目 
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［［［［［［［［    ］］］］］］］］    

書き込み位置を指定して文字列を入れる場合は、“＝［［  ］］”で指定します。 
また、指定位置の文字列を取り出すこともできます。 

一般式一般式一般式一般式    

●                          ＝ ［ ［ 行番号 ， 先頭桁番号 ， 文字数 ］ ］  

＜説明＞＜説明＞＜説明＞＜説明＞    
★ 先頭桁番号は、画面左端から数えた桁数です。 

★ 文字数は、半角文字で数えた場合の数値です。全角２文字の場合は、“４”と指定します。 

★ 列にまたがった文字列の取り込みや書き込みが指定できます。 

★ 文字列は右詰めで書き込まれます。また、文字数の指定が、書き込む文字列より小さい場合は、はみ出す文字列は左側から削
られます。 

　例題例題例題例題  
“あいうＡＢＣ”を６行目“あいうＡＢＣ”を６行目“あいうＡＢＣ”を６行目“あいうＡＢＣ”を６行目 10101010 桁目から桁目から桁目から桁目から 10101010 文字分の範囲に入れる文字分の範囲に入れる文字分の範囲に入れる文字分の範囲に入れる    

 計算式：”あいうABC”＝［［6，10，10］］  

★ 文字列の長さが半角で９文字分なので、文字列の先頭に１文字

分の半角スペースが付きます。 

 
 
 
 

 
 

12．誘導関数 

Ｃ命令で、関数式が用意されていない三角関数は、一般関数を組み合わせることで、計算結果を求めることができます。 
ただし、誤差の範囲には注意が必要です。 

★ 誘導式中の“＊1.5708”は、“ＰＡＩ／2”に置き換えて計算することもできます。 

★ （記述例）1／ＣＯＳ［Ｃ1］＝Ｃ2 

関数名 関数記号 一般関数を使っての誘導式 
セカント ＳＥＣ（Ｘ） 1/COS[X] 

コセカント ＣＳＣ（Ｘ） 1/SIN[X] 

コタンジェント ＣＯＴ（Ｘ） 1/TAN[X] 

アークサイン ＡＲＣＳＩＮ（Ｘ） ATN[X/SQR[1-X*X]] 

アークコサイン ＡＲＣＣＯＳ（Ｘ） -ATN[X/SQR[1-X*X]]+1.5708 

アークセカント ＡＲＣＳＥＣ（Ｘ） ATN[SQR[X*X-1]]+(SGN[X]-1)*1.5708 

アークコセカント ＡＲＣＣＳＣ（Ｘ） ATN[1/SQR[X*X-1]]+(SGN[X]-1)*1.5708 

アークコタンジェント ＡＲＣＣＯＴ（Ｘ） -ATN[X]+1.5708 

ハイパーボリック・サイン ＳＩＮＨ（Ｘ） (EXP[X]-EXP[-X])/2 

ハイパーボリック・コサイン ＣＯＳＨ（Ｘ） (EXP[X]+EXP[-X])/2 

ハイパーボリック・タンジェント ＴＡＮＨ（Ｘ） -EXP[-X]/(EXP[X]+EXP[-X])*2+1 

ハイパーボリック・セカント ＳＥＣＨ（Ｘ） 2/(EXP[X]+EXP[-X]) 

ハイパーボリック・コセカント ＣＳＣＨ（Ｘ） 2/(EXP[X]-EXP[-X]) 

ハイパーボリック・コタンジェント ＣＯＴＨ（Ｘ） EXP[-X]/(EXP[X]-EXP[-X])*2+1 

ハイパーボリック・アークサイン ＡＲＣＳＩＮＨ（Ｘ） LOG[X+SQR[X*X+1]] 

ハイパーボリック・アークコサイン ＡＲＣＣＯＳＨ（Ｘ） LOG[X+SQR[X*X-1]] 

ハイパーボリック・アークタンジェント ＡＲＣＴＡＮＨ（Ｘ） LOG[(1+X)/(1-X)]/2 

ハイパーボリック・アークセカント ＡＲＣＳＥＣＨ（Ｘ） LOG[(SQR[-X*X+1]+1)/X] 

ハイパーボリック・アークコセカント ＡＲＣＣＳＣＨ（Ｘ） LOG[(SGN[X]*SQR[X*X+1]+1)/X] 

ハイパーボリック・アークコタンジェント ＡＲＣＣＯＴＨ（Ｘ） LOG[(X+1)/(X-1)]/2 

 

 
 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9  

      あ い う A B C  

                           ↑ 
                         10桁目 

        ”  文字列  ”  

  ［ ［ 行番号 ， 先頭桁番号 ， 文字数 ］ ］

３行目→ 
４行目→ 
５行目→ 
６行目→ 
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CALECALECALECALE    Calendar（カレンダー） 
カレンダーを作成する 

! 年間、月間のカレンダーが作成できます。 

! 年間カレンダーは、日にちまたは曜日のどちらかを基準にして作成できます。 

! 予定などを書き込めるように、メモ列もいっしょに作成します。 

 

仕事は＝ ①ＣＡＬＥ♪
 

１‥１ヶ月 
２‥複数月 
 

作成する表は［１ヶ月‥￡］： 

②作成するカレンダーの種類を番号で選択します。 
! １ヶ月のカレンダーを作成する。        １♪（または♪） 
! 複数月のカレンダーを作成する。              ２♪ 
 
 

 

作成するのは何年ですか［200○‥￡］： ③何年のカレンダーを作成するか指定します。 
! 今年のカレンダーを作成する。                ♪ 
! 2001 年のカレンダーを作成する。          ２００１♪ 
★♪キーだけを押したときは現在の日付で設定されている年月のカレ
ンダーを作成します。あらかじめ、ＤＡＴＥ命令で、現在の日付を確

認してください。 

 
【１ヶ月を選んだ場合】【１ヶ月を選んだ場合】【１ヶ月を選んだ場合】【１ヶ月を選んだ場合】    

作成する月は［○○‥￡］： ④何月のカレンダーを作成するか指定します。 
! 今月のカレンダーを作成する。                ♪ 
! １２月のカレンダーを作成する。             １２♪ 
 

 

入力した日から１ヶ月を表示します  

何日から表示しますか（１～○○） 
［１‥￡］： 

⑤表示を開始する日付を指定します。 
指定した日付をもとに、１ヶ月分のカレンダーが作成されます。 
! １日を指定する。               １♪（または♪） 
! 15 日を指定する。                   １５♪ 
 

 

１‥日付だけ 
２‥日付と曜日 
 

内容は： 

⑥カレンダーに曜日を付けるかどうかを、番号で選択します。 
! 日付だけのカレンダーにする。               １♪ 
! 日付と曜日の両方が付いたカレンダーにする。  ２♪（または♪） 
 
 

 

１‥行 
２‥列 
 

日付のセットは： 

⑦日付を行方向（横）に並べるか、列方向（縦）に並べるかを番号で選択
します。 
! 行方向（横）に並べる。                  １♪ 
! 列方向（縦）に並べる。             ２♪（または♪） 
 

 

横の長さは： ⑧作成するカレンダーの横の長さ（ページの桁数）を指定します。 
! ページの横の長さを半角文字で 180 桁にする。     １８０♪ 
! 作成可能な最大の桁数にする。                ♪ 
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今２列設定あと残りは○○○桁です 
 

３列目の桁数は 
（０～100，［終了‥￡］）： 

⑨⑦で日付のセットを列に指定した場合は、カレンダーのメモ列の桁数を
指定します。 
! メモ列を 20桁にする。                 ２０♪ 
! ８桁のメモ列を５列作る。             ８＊５♪♪ 
! 40桁内で４列のメモ列を作る。          ４０／４♪♪ 
★♪キーのみを押すと、作成可能な最大の桁数で７列分のメモ列を作
成します。 

 
 
【複数月を選んだ場合】【複数月を選んだ場合】【複数月を選んだ場合】【複数月を選んだ場合】    

１‥曜日 
２‥日付 
 

何を基準にしますか［曜日‥￡］： 

④カレンダーの基準列（１列目）に、曜日と日にちのどちらを入れるかを
番号で選択します。 
! 曜日を基準にする。              １♪（または♪） 
! 日付を基準にする。                    ２♪ 
 

 

作成する月は： ⑤指定した年の何月のカレンダーを作成するかを指定します。 
! １年分（今月から 12ヶ月分）のカレンダーを作成する。     ♪ 
! 今年の４月から来年の３月までのカレンダーを作成する。４－３♪ 
! 今年の４月と５月のカレンダーを作成する。       ４，５♪ 

 

INFORMATION 

# ページのタイトルには、作成したカレンダーの年月が付け

られます。 

# 作成したカレンダーには、土曜日の欄は水色、日曜日の欄

は赤で、色をつけて表示されます。なお、祝日は色付けさ

れません。 

# ４年ごとにうるう年を自動的に設定します。 

# 複数月を選んだ場合、横の長さはページの最大値をとりま

す。また、メモ列は 16 桁になります。ただし、作成する

月数やページのサイズによっては、メモ列の桁数が 16 桁

以下になることがあります。
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①ＣＡＬＥ￠ 
②１￠……………１ヶ月のカレンダーを作成する。 
③1998￠…………1998 年のカレンダーを作成する。 
④６￠……………６月のカレンダーを作成する。 
⑤５￠……………５日から始まるカレンダーを作成する。 
⑥２￠……………日付と曜日の列を作る。 
⑦２￠……………日付を縦方向に並べる。 
⑧80￠……………横の長さを 80桁にする。 
⑨60￠……………メモ列の桁数を 60桁にする。 
⑩￠………………桁数の指定を終わる。 
 
 １ヶ月カレンダーの作成例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
①ＣＡＬＥ￠ 
②２￠……………１ヶ年分のカレンダーを作成する。 
③1998￠…………1998 年のカレンダーを作成する。 
④１￠……………カレンダーの基準列は曜日にする。 
⑤１－12￠………１月から 12月までの１年間のカレンダーを作成する。 
 
 複数月カレンダーの作成例（部分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例題例題例題例題

例題例題例題例題

1998 年６月のカレンダーを作成します。 

1998 年の年間カレンダーを作成します。 
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CCOPYCCOPYCCOPYCCOPY    Clipboard Copy（クリップボード コピー） 
クリップボードへデータを転送する 

! 指定した範囲のデータを、Ｗｉｎｄｏｗｓのクリップボードへコピーします。 

! ＢＭＰ画像のデータをコピーすることもできます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• あらかじめ、クリップボードへコピーするデータのあるページ

を画面に読み込んでおいてください。 

 
 
 

 

仕事は＝ ①ＣＣＯＰＹ♪ 

 

何行目をコピーしますか： ②クリップボードへコピーするデータのある、行の番号を指定します。 
! ６行目をコピーする。                   ６♪ 
! すべてのデータ行をコピーする。              Ａ♪ 
! すべての行をコピーする。                  ♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ・Ａ指定、条件式指定、￥指定が可
能です。 

 

何桁目をコピーしますか： ③クリップボードへコピーするデータのある、桁数を指定します。 
! １桁目から 80桁目までをコピーする。       １－８０♪ 
! 先頭桁から最終桁までをすべてコピーする。          ♪ 
 

 
 

INFORMATION 

# 指定された範囲内にある文字データは、文字形式のデータと

してクリップボードへコピーされます。 

# 桁数で範囲を指定しますので、表の場合列の情報は無視され

ます。 

# 表の横ケイ線は“￣”、縦ケイ線は“｜”という記号におき

かわります。 

# 指定した範囲内に、“＄＄〇〇〇〇．ＢＭＰ”（表の場合）

“＄＠〇〇〇〇．ＢＭＰ”（文書の場合）というようなＢＭ

Ｐファイル名があった場合、そのＢＭＰファイルの画像デー

タがクリップボードにコピーされます。ただし、範囲内にＢ

ＭＰファイル名と他の文字列がある場合には、すべて文字形

式のデータとしてクリップボードにコピーされます。 
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CFCFCFCF    Change Format（チェンジ フォーマット） 
列の桁数を変更する 

! いったん作成した表の、列の桁数（幅）を変更します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認 
• 桁数を小さくする場合、指定した桁数より入力されているデー

タが長いと、そのデータは左側より削除されますので注意して

ください。特に、左寄せで入力されているデータは必ず削除さ

れてしまいますので、あらかじめＳＲ命令でデータを右寄せに

しておいてください。 

類似命令類似命令類似命令類似命令 
• ＣＦＡ…表のすべての列の桁数を変更します。 
 
 
 

 

仕事は＝ ①ＣＦ♪ 

 

何列目の桁数を変えますか： ②桁数を変更する列を指定します。 
! すべての列の桁数を変える。          Ａ♪（または♪） 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★指定した列すべてが、次で指定する桁数に変わります。 

 

新しい桁数は： ③新しい桁数を指定します。 
! 指定した列の桁数を 10桁に変える。           １０♪ 
! 現在の桁数より２桁増やす。              ＋２♪ 
! 現在の桁数より１桁減らす。              －１♪ 
! データの桁数に合わせる。                 Ｐ♪ 
★Ｐ（ピッタリ）指定を行うと、指定した列それぞれの中で、一番文字
数の多いデータや項目名の桁数に合わせて、列の桁数が変わります。 

★マウスを使って、“＋指定”“－指定”を行うこともできます。詳し
くは、後述の｢マウスで桁数の指定を行うには｣をご覧ください。 

★♪キーのみを押すと、桁数は変更されません。 

 

INFORMATION 

# ＣＦ命令実行中でも、 Ｆ９ （ Ctrl ＋ Ｆ９ ）キーを押

せば、列数・桁数表示部に各列の桁数を表示することができ

ます。 
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Ｒ：７￠ 
①ＣＦ￠ 
②Ａ￠……………すべての列の桁数を変更する。 
③＋２￠…………それぞれの列を２桁増やす。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 ７ページ「成績集計表」のすべての列を、２桁増やします。 
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マウスで桁数の指定を行うには 

ＣＦ命令中に、マウスを使って、桁数を“＋指定”“－指定”することができます。“新しい桁数は：”のメッ
セージで、それぞれ次のようにして指定します。 
ここでは、７ページ｢成績集計表｣の１列目の桁数を変更します。 
★マウスで変更できるのは、１列だけです。複数の列を指定すると、一番左の列だけが変更されます。 

★ＣＦＡ・ＣＦＰ命令でも、同じようにマウスで桁数が指定できます。ＣＦＡ・ＣＦＰ命令では、♪キーを押
すまで、連続して指定できます。 

 
●“＋指定”の場合●“＋指定”の場合●“＋指定”の場合●“＋指定”の場合    
Ｒ：７￠ 

①ＣＦ￠ 

②１￠…………１列目の桁数を変える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③マウスで２列２桁目を指して左ボタンを押すと、
“新しい桁数は：”のメッセージの隣に“＋２”
と表示されます。 

④￠キーを押すと、１列目の桁数が２桁増えて、14
桁になります。 

 
次に、上で増やした桁数を、マウスを使って元の桁数に戻してみましょう。 

 
●“－指定”の場合●“－指定”の場合●“－指定”の場合●“－指定”の場合    
Ｒ：７￠ 

①ＣＦ￠ 

②１￠…………１列目の桁数を変える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③マウスで１列３桁目を指して左ボタンを押すと、
“新しい桁数は：”のメッセージの隣に“－２”
と表示されます。 

④￠キーを押すと、１列目の桁数が２桁減って、12
桁になります。 

 

 

 



67● 

CFACFACFACFA    Change Format All（チェンジ フォーマット オール） 
すべての列の桁数を変更する 

! 表のすべての列の構成を変えることができます。 

 ・複数の列を１つの列にまとめる。 

 ・１つの列を複数の列に分ける。 

! フォーマット行のないページに、新しくフォーマット行を挿入します。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＣＦ……列の桁数を変更します。 
• ＣＦＰ…列の分離・結合を行います。 

• ＳＥＰＡ……列を分離します。 
• ＵＮＩＴ……複数の列を結合します。 

 

仕事は＝ ①ＣＦＡ♪ 

 
【漢字モードの表の場合】【漢字モードの表の場合】【漢字モードの表の場合】【漢字モードの表の場合】    

今０列設定あと残りは 85桁です  

１列目の桁数は（０～50，［終了‥￡］）： 

②新しく構成する列の桁数を、１つずつ指定します。指定が終わったら最
後にもう一度♪キーを押します。 
! ４桁、８桁、８桁の列からなる新しい表を作る。 

４♪８♪８♪♪ 
! 10 桁の列が４列からなる新しい表を作る。      １０＊４♪ 
! 60 桁内で５列からなる新しい表を作る。       ６０／５♪ 
★マウスを使って、桁数を指定することもできます。詳しくは、ＣＦ命
令の｢マウスで桁数の指定を行うには｣をご覧ください。 

【混在モードの表の場合】【混在モードの表の場合】【混在モードの表の場合】【混在モードの表の場合】    

今０列設定あと残りは 170 桁です 
 

１列目の桁数は 
（０～100，［終了‥￡］）： 

②半角文字の桁数を、漢字モードと同様に指定します。 
 

 
 

INFORMATION 

# １回の桁数指定は、漢字モードのときに 150桁以内、混在モ

ードのときに 300桁以内で行います。 

# 桁数指定のとき、Ｆ命令と同様に“＊”と“／”が使えます。 

# 部分的な列の分離や結合を行う場合は、ＣＦＰ命令、もしく

はＳＥＰＡ命令・ＵＮＩＴ命令を使ってください。 

# ＣＦ命令実行中でも、 Ｆ９ （ Ctrl ＋ Ｆ９ ）キーを押

せば、列数・桁数表示部に各列の桁数を表示することができ

ます。 
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Ｒ：72￠ 
①ＣＦＡ￠ 
②25￠……………１列目の桁数を 25桁にする（１、２、３、４列目を１列にする）。 
③31￠……………２列目の桁数を 31桁にする（５、６、７、８列目を２列にする）。 
④￠………………指定を終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

例題例題例題例題 72ページ「売上集計」のフォーマットを変更し、２列の表にします。 
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CFPCFPCFPCFP    Change Format Partial（チェンジ フォーマット パーシャル） 
指定した列の分離・結合を行う 

! 指定した列を複数の列に分離することができます。 

! 連続した複数の列を結合し、１列にすることができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 複数の列を結合する場合、指定する列の合計が漢字モードでは

150桁、混在モードでは 300桁を超えると処理できません。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＣＦＡ…すべての列の桁数を変更します。 

 

仕事は＝ ①ＣＦＰ♪ 

 

列を［分離‥１，結合‥２］： ②列を分離するか、結合するかを番号で選択します。 
! 分離する。                  １♪（または♪） 
! 結合する。                        ２♪ 

 
【分離を選んだ場合】 

何列目を分離しますか： ③分離する列を指定します。 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

★♪キーを押すとすべての列を指定したことになり、１列目から順に
分離することができます。 

 

今０列設定 あと残りは○桁です  

１列目の桁数は 
（０～○○，［終了‥￡］）： 

④色のついた列を分離します。必要な桁数を１つずつ指定します。 
! ８桁の列を５桁と３桁に分離する。 ５♪３♪（または５：３♪） 
! この列はそのままで次の列指定へ移る。            ♪ 
★Ｆ命令と同様に、“＊”や“／”を使った指定もできます。 

★♪キーのみを押すと、分離せずに次の列へ移ります。指定した列の
分離を終了すると、“仕事は＝”に戻ります。 

 
【結合を選んだ場合】 

何列目を結合しますか： ③結合する列を指定します。 
! １列目から３列目を結合する。            １－３♪ 
! 全体を結合する。               ♪（またはＡ♪） 
★単独、連続、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

★連続していない列は結合できません。 
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Ｒ：９￠ 
①ＣＦＰ￠ 
②１￠…………列を分離する。 
③１￠…………１列目を分離する。 
④２￠…………“年”を２桁にする。 
⑤２￠…………“月”を２桁にする。 
⑥２￠…………“日”を２桁にする。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上の操作で分離した列を結合します。 
①ＣＦＰ￠ 
②２￠…………列を結合する。 
③１－３￠……１列目から３列目を結合する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

例題例題例題例題 ９ページ「売上帳」の“年月日”の列を“年”“月”“日”の３列に分離します。 
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CCCCGETGETGETGET    CSV File Get（シーエスブイ ファイル ゲット）    
ＣＳＶ形式のファイルをマイツールデータに変換する 

! ＣＳＶ形式（カンマ区切りのテキストデータ）で作成されたファイルを読み込み、マイツールのデータ
として、指定したページに書き込むことができます。 

 

仕事は＝ ①ＣＧＥＴ♪ 

  

入力するファイル名は： ②変換するファイル名を入力します。 
★ファイル名は、最大半角 255文字の主ファイル名と、ピリオド（．）
と、拡張子の“ＣＳＶ”で指定できます。 

 《例》ＵＲＩＡＧＥ．ＣＳＶ など 
      主ファイル名   拡張子

 

★ドライブ名から指定する場合は、ドライブ名とコロンをつけて、ダブ
ルコーテーションで囲んでください。 
また、ディレクトリも指定する場合は、ディレクトリ名、ファイル名
の前に“￥”を付けます。 

 《例》“Ｄ：ＵＲＩＡＧＥ．ＤＡＴ” 

    “Ｃ：￥ＤＡＴＡ￥ＵＲＩＡＧＥ．ＣＳＶ” など 
★ドライブ名とディレクトリ名を指定しない場合は、マイツールをイン
ストールしたディレクトリの下の“ＴＥＭＰ”ディレクトリを指定し
たとみなします。 
★ピリオドと拡張子の“．ＣＳＶ”は省略することが可能です。 

 
書き込みページは： ③変換したファイルを書き込む先頭ページ番号を指定します。 

! 10ページから書き込む。             １０♪ 

! 画面に表示する。                   ♪ 

 
 

INFORMATION 

# カンマで区切られた１データを１列とします。 

# １行目のデータは項目行にします。 

# １列の最大文字数は全角で150文字、半角で 300文字です。

300文字を超えた場合は、超えた文字が右側から削除され

ます。なお、半角文字の 299文字目から全角文字が始まる

場合は、その全角文字は削除されます。文字が削除された

場合は、処理終了後にメッセージが表示されます。 

# すべての列の最大文字数は全角で 450 文字、半角で 900

文字です。900文字を超えた場合はエラーとなり処理が中

止されます。 

# ＣＳＶのデータに、たとえば「ＡＢ“”Ｃ」というような

データがあった場合、「ＡＢ“Ｃ」のように変換されます。 

 

ピリオド
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CHFCHFCHFCHF    Change File（チェンジ ファイル）    
現在のファイルを変更する 

! 現在のファイルを変更します。 

 
マイツールのファイルには以下のものがあります。 

ファイル名 内容 
Ｍ（マスターファイル） 
Ｓ（サブファイル） 

マイツールをインストールしたドライブに、標準で作られるデータファイルです。 

Ａ 
（Ｂ） 

フロッピーディスクドライブです。 

ドライブが２つある場合は“Ｂ”も表示されます。 

任意の名称 《例》売上 ファイル命令で、任意に作成されたファイルです。 

 

 

仕事は＝ ①ＣＨＦ♪ 

 

現在のファイル名は［Ｍ］です  

新しいファイル名を入れてください： 

②画面にはファイル名一覧が表示されます。現在のファイルに変更するフ
ァイルの名前を入力します。 
! 現在のファイルをＳ（サブファイル）に変更する。      Ｓ♪ 
! 確認のみで、ファイルを変更しない。             ♪ 
★マイツール起動時は“Ｍ”（マスターファイル）になっています。 

★ファイルに関する詳しい説明は、ＦＩＬＥ命令をご覧ください。 

 
 
【ＣＨＦ命令を使った場合と使わない場合】【ＣＨＦ命令を使った場合と使わない場合】【ＣＨＦ命令を使った場合と使わない場合】【ＣＨＦ命令を使った場合と使わない場合】    
例えば“売上”というファイルの１ページを読み出す場合 
! 現在のファイルが“売上”に変更されていれば、Ｒ ￡ １ ￡     と入力するだけですみます。 
! 現在のファイルが“売上”以外になっていると、Ｒ ￡ 売上／１ ￡  と入力しなければなりません。 

特定のファイルのデータを使って作業を続けるような場合は、そのファイルに現在のファイルを設定しておくと、デー
タの読み書きが楽になります。 
 

INFORMATION 

# ページの書き込みやページの内容を書きかえる処理でファ

イルを間違えないように、マイツールを操作する時は、常に

現在のファイルを意識するようにしてください。 

# 変更した現在のファイルの設定は、マイツールを終了すると

きに保存されません。マイツール起動時は、必ず“Ｍ”ファ

イルになっています。 
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オートプログラム中でのＣＨＦ命令の使い方 

ＰＲＯ・ＲＵＮ命令は、ＣＨＦ命令で指定した現在のファイルに対して実行しますので、これらの命令を例に説明し
ます。 
 

《例１》 フロッピー内のオートプログラムでフロッピー内のページを処理する。 

 ＣＨＦ：Ａ：（ドライブＡのファイルに変更する） 
 ＰＲＯ：Ｅ：100：ＥＳＣ： 
 ＲＵＮ：ＡＢＣ： 
 ＳＴＯＰ： 

 

《例２》 《例１》の処理をハードディスク内で行う。 

 ＦＩＬＥ：１：ＡＡ：Ｃ：Ｆ：100：テスト：ＥＳＣ： 
 ＣＰＤ：Ａ：ＡＡ：： 
 ＣＨＦ：ＡＡ：（ＡＡというファイルに変更する） 
 ＰＲＯ：Ｅ：100：ＥＳＣ： 
 ＲＵＮ：ＡＢＣ： 
 ＳＴＯＰ： 

 

《例３》 同一プログラムで、別のファイルを処理するプログラム。 

 ［ＢＢ］ 
 Ｖ１＝“売上１月”： 
 ＲＵＮ：ＵＲＩ－Ａ： 
 ＣＨＦ：Ｍ：（元のファイルに戻す） 
 Ｖ１＝“売上２月”： 
 ＲＵＮ：ＵＲＩ－Ａ： 
 ＣＨＦ：Ｍ：（元のファイルに戻す） 
 ＳＴＯＰ： 
 ［ＵＲＩ－Ａ］ 
 ＣＨＦ：Ｖ１： 
 Ｒ：ＸＸ：（売上１月や売上２月のページを読み出す） 
  ： 
  ：（処理） 
  ： 
 ＳＴＯＰ： 

★“ＵＲＩ－Ａ”というオートプログラムは、ハードディスクのＭファイル内にあらかじめ登録しておきます。 
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CMDCMDCMDCMD    Command Set（コマンド セット）    
命令を登録する 

! マイツールを自分で付けた言葉で動かしてみることができます。 

! すでにある命令に、アルファベット・ひらがな・カタカナ・漢字で別の名前を付けることができます。 
! １つの仕事（オート）に１つの登録名を付けておけば、その登録名で仕事を実行することができます。
登録した命令の一覧表が印刷できます。 

  
! マイツールのすでにある命令と同じ名前で登録してしまうと、その命令は使えなくなってしまう
ので、英文字で名前を登録する場合は注意してください。 

類似命令類似命令類似命令類似命令 
• ＦＫＳ…ファンクションキーに文字列を登録します。 
• ＳＥＴＭ…プルダウンメニューやツールバーへの登録や変更を

行います。 

 
 
 

 
仕事は＝ ①ＣＭＤ♪ 

 
何番目に登録しますか 
（または[＝登録名]，印刷‥Ｐ）： 

②何番目に登録するか、番号を指定します。登録は 50 個まで可能です。
登録名を付けなおす場合は、その番号を指定します。 
! １番目に登録する。                    １♪ 
! 現在登録されているものの次に登録する。           ♪ 
! ＣＭＤ命令で登録した一覧表を印刷する。          Ｐ♪ 

 
登録する名前は： ③登録名をつけます。 

! 画面を分割するオート“ＤＳ：１：10：３：”に、“ＤＳ１”という
登録名を付ける。                  ＤＳ１♪ 

 
内容は： ④登録名をつけた命令、またはオートを入れます。 

! 内容は“ＤＳ：１：10：３：”。 
”ＤＳ：１：１０：３：”♪ 

 
INFORMATION 

# 命令は、50個まで登録できます。 

# 登録名は、全角文字で５文字、半角文字で 10文字以内です。

同じ名前は重複して登録できません。 

# 登録できる仕事（オート等）の文字数は、全角文字で 30文

字、半角文字で 60文字以内です。登録名は、登録を終える

と自動的に“ＡＢＣ、あいうえお”順に１番目から順に並べ

かえられます。 

# 登録する内容は、“：”（コロン）で終了してください。 

# 命令の混乱を避けるため、登録する名前はなるべく半角文字

を使用してください。 

# 英文字で登録名を付けたものは、小文字でも大文字でも実行

できます。ただし、半角で登録したものは半角で、全角で登

録したものは全角で入力しないと実行できません。 

# エスケープは“ＥＳＣ：”で登録できます。 

# 半角文字の“ＣＭＤ”は、登録名として使用できません。 

# 登録するデータ内にコロン（：）がある場合は、データ全体

をダブルコーテーション（”）で囲んでください。また、す

でに登録してあるデータに キーでブロックカー

ソルを移動して バックタブ （ 　 Shift ＋ Tab ）キ

ーを押すと、データに｛｝を付けて入力行に表示されます。

｛｝はダブルコーテーションと同じ意味をもっているので、

再度ダブルコーテーションを付ける必要はありません。 

# 登録済みの名前を削除する場合は、登録名にスペースを入力

してください。 

# ＰＡＧＥ命令など、オートプログラム中で使えない命令は使

えません。 

 
 

重要重要重要重要 
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①ＣＭＤ￠ 
②１￠……………１番目に登録する。 
③グラフ￠………登録するセミオートに“グラフ”という名前を付ける。 
④”Ｇ：１０：：１：３：５：：”￠………画面の表からバランスグラフを作る。 
          ★１番目の項目名の列を１列目、２番目の項目名の列を３列目、３番目の項目名の列を５列目にして作成する。 

⑤エスケープ………ＣＭＤ命令を終了する。 
 
 登録中の画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
登録が終了したら、実際に実行してみます。 
 
 
Ｒ：38￠ 
グラフ￠ 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

例題例題例題例題 バランスグラフを作成するセミオートを、“グラフ”という名前で登録する。 
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CMPCMPCMPCMP    Compare（コンペア）    
おもて画面と裏画面のデータを比較して色をつける 

! おもて画面と裏画面の同じ位置のセルのデータを比較して、条件に合ったデータの文字色や背景色を変
更します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 比較する表をＲＢ命令で裏画面に読み出しておいてください。 
    

    

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＳＨＵ………データを検索して条件に合うデータを書きかえま

す。 
• ＳＥＴＰ……データに付ける色を設定します。 

 

仕事は＝ ①ＣＭＰ♪ 

 

項目行は[指定しない‥￡]： ②比較する項目行を、１行だけ指定します。 
 指定した場合は、内容の一致した列のデータを比較します。 
! 先頭データ行（Ｈ）を指定する。              Ｈ♪ 
! 項目行は指定しない。                    ♪ 
★単独指定が可能です。 

★指定しない場合は、おもて画面・裏画面の同じ列番号の列を比較しま
す。 

 

項目列は[指定しない‥￡]： ③比較する項目列を、１列だけ指定します。 
 指定した場合は、内容の一致した行のデータを比較します。 
! 最終列（Ｔ）を指定する。                 Ｔ♪ 
! 項目列は指定しない。                    ♪ 
★単独指定が可能です。 

★指定しない場合は、おもて画面・裏画面の同じ行番号の行を比較しま
す。 

 

色付けする行は： ④条件が一致したときに、色を付ける行を指定します。 
! すべての計算行を指定する。                 ♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、￥指定が可能です。

 

色付けする列は： ⑤条件が一致したときに、色を付ける列を指定します。 
! すべての列を指定する。                   ♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

 

０‥‥黒 
１‥‥青 
２‥‥緑 
３‥‥水色 
４‥‥赤 
５‥‥紫 
６‥‥黄 
７‥‥白 
 

文字の色は[白‥￡]： 

⑥文字の色を番号で選択します。 
! 赤色の文字にする。                    ４♪ 
! 白色の文字にする。              ７♪（または♪） 
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０‥‥黒 
１‥‥青 
２‥‥緑 
３‥‥水色 
４‥‥赤 
５‥‥紫 
６‥‥黄 
７‥‥白 
 

背景の色は[青‥￡] 

⑦文字の背景色を番号で選択します。 
! 緑色の文字にする。                   ２♪ 
! 青色の文字にする。              １♪（または♪） 
 
 
 
 
 
 
 

 

１‥数値 変化あり 
２‥   変化なし 
３‥   増加 
４‥   減少 
５‥文字 変化あり 
６‥   変化なし 
 

色付けする条件は（１～６）： 

⑧色付けの条件を番号で指定します。 
! 数値が変化したデータに色を付ける。            １♪ 
! 数値が変化していないデータに色を付ける。         ２♪ 
! 数値の増加したデータに色を付ける。            ３♪ 
! 数値の減少したデータに色を付ける。            ４♪ 
! 文字が変化したデータに色を付ける。            ５♪ 
! 文字が変化していないデータに色を付ける。         ６♪ 
★３、４を指定した場合、データに文字が含まれていると、内容が変化
していても色を付けません。 

★５を指定した場合、数値データでも内容が変化していれば色を付けます。 
★６を指定した場合、数値データは内容が変化していても、色を付けま
せん。 

★⑥、⑦で♪キーのみを指定して、条件に“１‥数値変化あり”を指
定した場合、増加したデータの背景色は青、減少したデータの背景色

は赤になります。 

 
 
【“３‥数値増加”または“４‥数値減少”を選んだ場合】 

パーセントの範囲は[指定しない‥￡]： ⑨数値が何パーセント変化したものについて色を付けるか、条件式を使っ
て指定します。 
! 10％以上（10を含む）。      ＞＝１０♪（または１０♪） 
! 10％未満（10を含む）。               ＜１０♪ 
! 10％以上 20％未満。              １０－２０♪ 
! 10％を超えるもの（10は含まない）。         ＞１０♪ 
! 10％以下（10を含む）。              ＜＝１０♪ 
! 範囲は指定しない。                     ♪ 
★範囲を指定しない場合、“数値増加”では増加したものすべてに、“数
値減少”では減少したものすべてに色が付きます。 

★小数点を含む数値も指定できます。 

★変化が１％未満の場合は、色を付けません。 

 

 

INFORMATION 

# 文字の色と背景色を同じ色に指定すると、文字が見えなくな

ってしまいますので注意してください。 
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Ｒ：10￠ 
ＲＢ：11￠ 
①ＣＭＰ￠ 
②￠……………項目行は指定しない。 
③￠……………項目列は指定しない。 
④￠……………すべての計算行に色付けする。 
⑤￠……………すべての列に色付けする。 
⑥￠……………白色の文字にする。 
⑦￠……………青色の背景にする。 
⑧￠……………数値が変化したデータに色を付ける。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 裏画面のデータ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 10ページの「支店別売上表 94年」と 11ページの「支店別売上表 93年」を比較して、数値の変化したも
のに色づけします。 
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CNCCNCCNCCNC    Conditional Calculation（コンディショナル カルキュレーション）    
条件ページの条件と一致した行を計算する 

! データを検索して条件ページの条件と一致した場合、指定された計算式にしたがって行を計算し更新し
ます。 

  
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 条件と、それに対応する計算式は、条件ページにあらかじめ作

成しておいてください。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＳＩＭ…データを修正してから、計算式にしたがって再計算し

ます。 
 

仕事は＝ ①ＣＮＣ♪ 

 
計算するページは[画面‥￡]： ②条件ページと照合して、検索・計算するページ番号を指定します。 

! 画面のデータを検索し、計算する。              ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
条件ページは[裏画面‥￡]： ③条件ページのページ番号を指定します。 

! 10 ページの条件ページを使う。             １０♪ 
! 裏画面の条件ページを使う。                 ♪ 
★単独指定が可能です。 

★複数ページは指定できません。 

 
 
条件ページの作り方 

【条件ページの作成手順】【条件ページの作成手順】【条件ページの作成手順】【条件ページの作成手順】    
条件ページの表は次のようになっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
条件ページは次のように作成してください。 
①Ｆ命令を実行して、条件の数だけ列を指定します。項
目名には、“条件１”“条件２”と条件の番号を入力
してください。 
②条件式と計算式を入力します。条件式には検索の条件
を、計算式には条件式と一致した場合の計算する式を
入力します。入力が終わったら、 エスケープキーを押し
て、Ｆ命令を終了します。 
③ＤＲＬ命令で、条件式と計算式の間に１行ケイ線を引
きます。ケイ線を引かないと、条件式と計算式を区別
できないので、必ず引いてください。 

【条件ページ作成上の注意】【条件ページ作成上の注意】【条件ページ作成上の注意】【条件ページ作成上の注意】    
! 条件式は、ＳＨ命令など検索関係の命令で使うものと
同じです（ただし、列検索とブロック検索はできませ
ん。条件の指定方法について詳しくは、ＳＨ命令をご
覧ください）。 
! 条件式を縦方向に続けて書くと、ＡＮＤ条件になります。 
! 計算式は、Ｃ命令の計算式と同じ形で記述してくださ
い。ただし、行・マトリックス・ワークエリアに関す
る式は使用できません。 
! 計算式は、同列同行に１つだけです。 
! 計算式中に、下記のようなＧＯＴＯ文が使えます。 
 
 
 
 
 
 
 
★上記の場合、“条件１”に合うデータがあったら、Ｃ
３（３列目）の“条件３”へ飛んで照合を行います。 

 

 

 

条件式

 
計算式
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INFORMATION 

# ＣＮＣ命令を実行すると、条件（条件ページ）の左から順に

照合していきます。１番目の条件が合わなければ２番目の条

件、３番目の条件…と順に照合していきます。 

# 条件の種類（条件１・条件２……）は、最大 300個まで指定

できます。 

# 条件は、最大５行です（上の行から順に“ＡＮＤ”条件にな

ります）。 

# 複数の条件で計算を行いたい場合は、計算式の最後にＧＯＴ

Ｏ文を記述しておきます。 

# 計算式は、同行同列に１つですが、個数は無制限です。 

# 条件が何もない場合は、無条件に計算式を実行します。 

# ページを指定した場合、計算結果がページに書き込まれます。

画面のデータを使った場合は表示するだけです。 

# スペースは“０”として計算し、数値データ以外の文字デー

タは無視します。 

# 計算結果（整数部）が書き込み先の桁数を超えた場合、その

項目は“＊”でうめられます（“＊”は最大 18まで表示し

ます）。 

# 計算式に、ＤＲ命令を使うことができます。 

# 条件ページに誤りがあった場合、最初に見つけた誤りの式を

反転して、処理を中止します。 

# 複数ページの処理中、エスケープキーを押すと一時停止しま
す。停止中に ￡ キーを押すと、再開します。もう一度

エスケープキーを押すと中止します。 

 

 
 
 
 

 
 
Ｒ：12￠ 
①ＣＮＣ￠ 
②￠……………画面のデータを検索し、計算する。 
③13￠…………13ページの条件ページを使う。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 使用する条件ページ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

例題例題例題例題 12ページ「和西暦年齢」の和暦誕生日と本日の日付から、年齢を求めます。 



81● 

COPYCOPYCOPYCOPY    Copy（コピー）    
ページの内容を別のページにコピーする 

! ページの内容を別のページへコピーします。複数ページのコピーや異なるファイル間でのコピーも行え
ます。 

 
! ＣＯＰＹ命令を実行すると、書き込み先のページの内容はすべて書きかえられます。実行の際に
は、十分に注意してください。次ページの「ページ指定時のご注意」も、よくお読みください。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＣＰＤ……ファイルまたはフロッピー全体をコピーします。 
 

仕事は＝ ①ＣＯＰＹ♪ 

 
コピーするページは[画面‥￡]： ②コピー元となるページを指定します。 

! １ページから５ページまでコピーする。        １－５♪ 
! ２ページと７ページをコピーする。          ２，７♪ 
! サブファイルの３ページをコピーする。         Ｓ３♪ 
! 表示されている画面のページをコピーする。          ♪ 
! ドライブＡのデータフロッピーの８ページをコピーする。 Ａ８♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
書き込み先頭ページは 
[印刷‥Ｐ，画面‥￡]： 

③何ページから書き込むか、コピー先を指定します。 
! ４ページから書き込む。                  ４♪ 
! ドライブＡのデータフロッピーの９ページから書き込む。 Ａ９♪ 
! 印刷する。                        Ｐ♪ 
★♪キーのみを押すと、画面に表示するだけでページのコピーは行い
ません。 

 
 

INFORMATION 

# 複数ページをコピーすると、コピー終了後、最終ページが画

面に残ります。 

# ファイルまたはフロッピー全体のコピーは、ＣＰＤ命令を使

ってください。 

# マスターファイル以外のデータをコピーする場合、ドライブ

Ａにセットされたデータフロッピー内のページにはＡを、増

設フロッピーディスクを使っていればそのドライブ名を、ペ

ージ番号の前に付けて指定してください。 

# また、ファイル名もドライブと同様に指定することができま

す。その際、ファイル名とページ数の間に“／”（スラッシ

ュ）を付けて指定してください。 

# 複数ページの処理中、エスケープキーを押すと一時停止しま
す。停止中に ￡ キーを押すと再開します。もう一度

エスケープキーを押すと、コピーを中止します。 

# Ｖ型ファイルをコピーする場合はファイル名のみを指定し、

ファイル全体をコピーします。Ｖ型ファイルを書き込み先に

指定した場合は、１ページから順に書き込みます。コピーさ

れたページ数より後ろのページは削除されますので注意し

てください。 

 

重要重要重要重要 
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ページ指定時のご注意 

同じドライブ（たとえば、ドライブＡのフロッピー）またはファイル内でページをコピーする場合は、“コピー
するページ”と“書き込み先頭ページ”の、ページ番号が重ならないようにご注意ください。ページ番号が重な
るような指定をすると、コピーするページを書きかえてしまいます。 
★ドライブが異なる場合は、ページ番号が重なっていても構いません。 

 

●間違った指定の例：同じドライブの場合●間違った指定の例：同じドライブの場合●間違った指定の例：同じドライブの場合●間違った指定の例：同じドライブの場合    
 コピーするページは：Ａ１－５         Ａ／１２３４５ページ 
                             ☆○◇□◎ 
                               ↓ 
 書き込み先頭ページは：Ａ５              Ａ／５６７８９ページ 
                               ☆○◇□☆ 
                           ページのコピーは１ページ単位で行われますので、上のように 

                           コピーすると、５ページをコピーするときにすでに５ページの 

                           内容は書き変わっており、９ページには５ページと同じ内容が 

                           コピーされてしまいます。 

 
●正しい指定の例：同じドライブの場合●正しい指定の例：同じドライブの場合●正しい指定の例：同じドライブの場合●正しい指定の例：同じドライブの場合    
 コピーするページは：Ａ１－５         Ａ／１２３４５ページ 
                           ☆○◇□◎ 
                                
 書き込み先頭ページは：Ａ６               Ａ／６７８９10ページ 
                                ☆○◇□◎ 
                           ページが重なっていないため、６～10ページに１～５ページの内 

                           容がコピーされます。 

 
●正しい指定の例：異なる●正しい指定の例：異なる●正しい指定の例：異なる●正しい指定の例：異なるドライブの場合ドライブの場合ドライブの場合ドライブの場合    
 コピーするページは：Ｍ１－５         Ｍ／１２３４５ページ 
                           ☆○◇□◎ 
        
 書き込み先頭ページは：Ａ１          Ａ／１２３４５ 
                           ☆○◇□◎ 
                           ドライブが異なっているため、ページ番号が重なっていても同じ 

                           内容がコピーされます。 



83● 

CPASTCPASTCPASTCPAST    Clipboard Paste（クリップボード ペースト） 
クリップボードからデータを取り込む 

! Ｗｉｎｄｏｗｓのクリップボードの内容（テキスト形式、ＢＭＰ形式のデータ）を、マイツールに取り
込みます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認

• クリップボードから取り込めるのは、テキスト形式のデータか

ＢＭＰ形式のデータのみです。 
• あらかじめ、データを取り込むページを、画面に読み込んでお

いてください。 
 

仕事は＝ ①ＣＰＡＳＴ♪ 

 

貼りつける先頭の行は： ②クリップボードのデータを貼り付ける、行の番号を指定します。 
! ６行目をコピーする。                   ６♪ 
! すべてのデータ行をコピーする。              Ａ♪ 
! すべての行をコピーする。                  ♪ 
★単独指定、Ｈ・Ｔ指定、条件式指定、￥指定が可能です。 
 

貼りつける先頭の桁は： ③クリップボードのデータを貼り付ける、先頭桁数を指定します。 
! ５桁目から貼り付ける。                  ５♪ 
! １桁目から貼り付ける。            １♪（または♪） 
 

 
【クリップボードの内容がＢＭＰ形【クリップボードの内容がＢＭＰ形【クリップボードの内容がＢＭＰ形【クリップボードの内容がＢＭＰ形式の画像の場合】式の画像の場合】式の画像の場合】式の画像の場合】    

ビットマップファイル名は： 
 

④クリップボードからＢＭＰ形式の画像データを貼り付けると、そのデー
タを“MYBMP”のディレクトリにＢＭＰファイルとして保存します。そ
の際ファイルにつけるファイル名を指定します。 
! “ＨＡＮＡ”というファイル名を付ける。 ＨＡＮＡ．ＢＭＰ♪ 
! ファイル名を自動的に付ける。                ♪ 
★ファイル名を自動的に付けた場合“PASTE01.BMP”というような名前

が付けられ、マイツールをインストールしたディレクトリの下の

“MYBMP”のディレクトリに保存されます。主ファイル名の下２桁の

数字は、自動的にふられる連番となります。 

 

INFORMATION 

# マイツールで、データやＢＭＰ形式の画像をクリップボード

へコピーするにはＣＣＯＰＹ命令を使います。 

# クリップボードは、Ｗｉｎｄｏｗｓのアプリケーションどう

しでデータのやり取りをしたり、データを一時的に保管する

場所として使われます。 

# クリップボードへは、アプリケーションによっていろいろな

形式でデータが貼り付けられます。マイツールでクリップボ

ードとやり取りのできるデータの形式は、テキスト形式のデ

ータとＢＭＰ形式の画像データです。 

# ＢＭＰ形式のデータを表のセルに貼り付けた場合、セルの中

には“$$〇〇〇.BMP”というように、④で付けた名前が入

力されます。データ行でない部分に貼り付けた場合、“$@

〇〇〇.BMP”というような文字が入力されます。 
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ＣＰＡＳＴ命令でのデータの動き 

●クリップボードのデータがテキストデータの場合●クリップボードのデータがテキストデータの場合●クリップボードのデータがテキストデータの場合●クリップボードのデータがテキストデータの場合    

               
 
 
        表に取り込むと            フォーマット文のないページに取り込むと 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 指定した桁数より表に取り込まれます。           表と同様、指定した桁数より文字が取り込まれます。 

 この際、列は一切無視して取り込まれますので、データ 

 として使う場合はＣＦＡ命令などで列の設定を行う必要 

 があります。 

 
●クリップボードのデータがＢＭＰ形式の画像データの場合●クリップボードのデータがＢＭＰ形式の画像データの場合●クリップボードのデータがＢＭＰ形式の画像データの場合●クリップボードのデータがＢＭＰ形式の画像データの場合    

                 
 
 
        表に取り込むと            フォーマット文のないページに取り込むと 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 指定した位置に“＄＄〇〇〇．ＢＭＰ”というようなＢ    指定した位置に“＄＠〇〇〇．ＢＭＰ”というようなＢ 

 ＭＰファイル名が書き込まれ画像が表示されます。      ＭＰファイル名が書き込まれ画像が表示されます。 

 実際のＢＭＰファイルは、“MYBMP”のディレクトリに     実際のＢＭＰファイルは、“MYBMP”のディレクトリに 

 書き込まれます。                     書き込まれます。 
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CPCCPCCPCCPC    Copy Column（コピー カラム）    
列の内容を複写する 

! 表の中で指定した列の内容を別の列へ複写します。 

! １列だけでも、複数の列でも複写することができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 複写先に指定した列のデータは、すべて書きかえられてしまう

ので注意してください。 
• 複写元の列の桁数が複写先の列の桁数より大きいときは、列の

左側からデータを削除して複写します。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＣＰＬ…行の内容を複写します。 
• ＣＰＲ…指定した範囲の内容を複写します。 
 

 
仕事は＝ ①ＣＰＣ♪ 

 

何列目を複写しますか： ②複写元となる列を指定します。 
! すべての列を複写する。            ♪（またはＡ♪） 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

 

複写の先頭は何列目ですか： ③複写先の先頭列番号を指定します。 
! ６列目から複写する。                   ６♪ 
! 最終列の後ろに、複写した列の内容を追加する。        ♪ 
★１列のみを複写する場合は、指定列だけを書きかえます。複数列の複
写の場合は、指定列を先頭にして順番に書きかえられます。 

 
 

INFORMATION 

# 複写した結果、ページの範囲を超えてしまったデータは複写

されません。 

 

 
 
 
 

 
 
Ｒ：５￠ 
①ＣＰＣ￠ 
②２￠…………２列目を複写する。 
③４￠…………４列目の前に複写する。 
       ★このとき３列目までしかありませんが、最終列の後に複写する場合はこのように指定します。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 ５ページ「売上集計」の２列目“売上”を、３列目の後に複写します。 
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CPDCPDCPDCPD    Copy Disk（コピー ディスク）    
データフロッピーやファイルをコピーする 

! データフロッピーの全ページを、ハードディスク内のファイルにコピーします。 

! ファイルの全ページをコピーすることもできます。 

 
! フロッピーからのコピーやフロッピーへのコピーを行っている最中には、データフロッピーをド
ライブから抜かないでください。フロッピーが破損するおそれがあります。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＣＯＰＹ…ページの内容をコピーします。 
 

仕事は＝ ①ＣＰＤ♪ 

 
コピー元のドライブは 
（Ａ～Ｃ，又は名前）： 

②コピーする元の内容が入っているドライブ名、またはファイル名を指定
します。 
! ドライブＡのフロッピーの内容をコピーする。        Ａ♪ 
! ＵＲＩファイルをコピーする。            ＵＲＩ♪ 

 
入力はドライブ【Ａ】です。  

コピー先のドライブは 
（Ａ～Ｃ，又は名前）： 

③コピー先のドライブ名、またはファイル名を指定します。 
! ドライブＣのマスターファイルにコピーする。 Ｃ♪（またはＭ♪） 
! ＧＥＴＵファイルにコピーする。          ＧＥＴＵ♪ 
! ドライブＢのフロッピーにコピーする。           Ｂ♪ 
 

 
ドライブ【Ａ】から 
ドライブ【Ｃ】へコピーします 
 

よければ[￡]キーを押してください 

④コピーを開始してよければ♪キーを押します。 
! コピーを始める。                      ♪ 
! 中止する                     [エスケープ] 
★コピー元にドライブＡ、コピー先にドライブＣを指定すると、マスタ
ーファイルにデータフロッピーの全ページがコピーされます。 

 

 
ただいま処理中ですので少しお待ちく
ださい 
○／100 

⑤コピー中です。 
 しばらくこのままでお待ちください。 
 
 
 

コピー終了 
最終書き込みページ＝100 

⑥コピーが終了しました。 

 
【フロッピーからＶ型ファイルにコピーする場合】【フロッピーからＶ型ファイルにコピーする場合】【フロッピーからＶ型ファイルにコピーする場合】【フロッピーからＶ型ファイルにコピーする場合】    

コピーするページ数を入力してくださ
い（１～○○○）： 

コピーするページ数を指定してください。 
 
 

 
このフロッピーはフォーマットされて
いません！ 
フォーマットするなら[￡]キーを押し
てください 

セットしたフロッピーがフォーマットされていないと、このメッセージが
表示されます。 
♪キーを押すと、フォーマット後、コピーを始めます。 
 
 

 
ドライブのフロッピーが違います。  

フロッピーを交換して[￡]キーを押し
てください 

このメッセージは、入力ドライブ（コピー元のフロッピー）にデータフロ
ッピー以外のものがセットされている場合に表示されます。フロッピーを
確認してください。 
 
 

重要重要重要重要 
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このフロッピーはデータフロッピーで
はありません。 
フロッピーを確認し内容を全て削除し
てよければ[￡]キーを押してください 

このメッセージは、出力ドライブ（コピー先のフロッピー）にシステムフ
ロッピーなどがセットされている場合に表示されます。フロッピーを確認
してください。 
♪キーを押すと、ファイルすべてを消してからコピーを始めます。 

 
１枚終了  

【Ａ】ドライブに次のフロッピーをセッ
トして[￡]キーを押してください 

ハードディスク内のファイルを指定した場合、コピー元が 100 ページ以上
あると、100 ページをコピーした場合、このメッセージが表示されます。 
続けてコピーする場合は、次のフロッピーをドライブＡにセットした後、
♪キーを押してください。 
 
 

 
INFORMATION 

# ＣＰＤ命令で処理中、エスケープキーを押すと一時停止しま
す。停止中に ￡ キーを押すと再開します。もう一度

エスケープキーを押すと中止します。 

# ＰＡＧＥ命令中でＣＰＤ命令を使う場合は、ＰＡＧＥ命令で

指定しているページのドライブ（またはファイル）に対して

ＣＰＤ命令を行うことはできません。 

# ファイルや、フロッピー内の部分的なページをコピーする場

合は、ＣＯＰＹ命令を使ってください。 

# 入力ドライブと出力ドライブに、同じものは指定できません。 

# フロッピーがフォーマットされていなくても、ＣＰＤ命令中

にフォーマットすることができます。また、システムのフォ

ーマット後、ＩＮＩ命令で初期化していないフロッピーにも

コピーできます。 

# コピー元がインデックス型ファイルの場合、コピーしたファ

イルにはインデックスがつけられます。 

 

 

コピー元 コピー先 
コピーされる 
ページ数 

ＰＲＯ命令の 
登録情報 

注意制限 

フロッピー フロッピー 

Ｍファイル 

Ｆ型ファイル

100 

Ｍファイルのページ数 

ファイルのページ数 

○ 
× 
○ 

 

 Ｖ型ファイル 指定したページ数 × コピーするページ数を入力します。 

コピーするページ数がＶ型ファイルのページ

数より小さい場合、コピーしたページ以降は

Ｖ型ファイルより削除されます。 

また、コピーできるページ数は、 

 指定したＶ型ファイルのページ数 

            ＋空きページ数 

までです。ただし、最大 10,000ページまでと

なります。 

Ｍファイル 
Ｆ型ファイル 
Ｖ型ファイル 

フロッピー Ｍファイルのページ数 

入力ページ数 

入力ページ数 

× 
○ 
× 

ページ数が 100 を超える場合、“次のフロッ

ピーをセットしてください”のメッセージが

出ます。 

Ｍファイル Ｆ型ファイル 小さい方のページ数 ×  

 Ｖ型ファイル Ｍファイルのページ数 × コピー元よりコピー先のページ数が大きい場

合、コピーしたページ以降は削除されます。 

Ｆ型ファイル Ｍファイル 

Ｆ型ファイル

小さい方のページ数 

小さい方のページ数 

× 
○ 

 

 Ｖ型ファイル 入力ページ数 × コピー元よりコピー先のページ数が大きい場

合、コピーしたページ以降は削除されます。 

Ｖ型ファイル Ｍファイル 

Ｆ型ファイル

Ｖ型ファイル

入力ページ数 

入力ページ数 

入力ページ数 

× 
× 
× 

入力ページ数が出力ファイルのページ数より

大きい場合、エラーになります。 

★必ず１ページから書き込みます。 

★ＰＲＯはオートプログラムの“登録”です。コピーされないものはＰＲＯ命令で登録し直してください。 
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CPLCPLCPLCPL    Copy Line（コピー ライン）    
行の内容を複写する 

! 表の中の指定した行の内容を別の行へ複写します。 

! １行だけでも、複数の行でも複写することができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 複写先に指定した行のデータは、すべて書きかえられてしまう

ので注意してください。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＣＰＣ…列の内容を複写します。 
• ＣＰＲ…指定した範囲の内容を複写します。 

 
仕事は＝ ①ＣＰＬ♪ 

 
何行目を複写しますか： 
 

②複写元となる行を指定します。 
! すべてのデータ行を複写する。         ♪（またはＡ♪） 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、￥指定が可能です。

 
複写の先頭は何行目ですか： 
 

③複写の先頭行番号を指定します。 
! 10 行目から複写する。                 １０♪ 
! データ行の最後に複写した行を追加する。           ♪ 
★１行のみを複写する場合は、指定行だけを書きかえます。複写行の複
写の場合は、指定行を先頭にして順番に書きかえます。 

 
INFORMATION 

# 複写した結果、ページの範囲を超えてしまったデータは、複写されません。 

 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：９￠ 
①ＣＰＬ￠ 
②10￠…………10行目を複写する。 
③Ｔ￠…………最終データ行に複写する（“Ｔ”はデーた行の最後という意味です）。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

例題例題例題例題 ９ページ「売上帳」の 10行目のデータを、最終データ行に複写します。 
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CPPBCPPBCPPBCPPB    Copy Point of Backarea（コピー ポイント オブ バックエリア） 
裏画面の指定したセルの内容を、おもて画面の表に複写する 

! 裏画面の表の指定したセルの内容を、おもて画面の表の指定したセルに複写します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 複写先に指定したセルの内容は、書きかえられますので注意し

てください。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＣＰＲＢ…裏画面の指定した範囲の内容を、おもて画面の表 
      に複写します。 
 

 

仕事は＝ ①ＣＰＰＢ♪ 

 

裏画面の何行目を複写しますか： ②裏画面から複写するセルの、行番号を指定します。 
! ８行目を指定する。                   ８♪ 
★単独指定、Ｈ・Ｔ指定、条件式指定、￥指定が可能です。 

 

裏画面の何列目を複写しますか： ③裏画面から複写するセルの、列番号を指定します。 
! ４列目を指定する。                   ４♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ指定、条件式指定、＠指定が可能です。 

 

表画面の何行目に複写しますか： ④複写先にするおもて画面のセルの、行番号を指定します。 
! ９行目を指定する。                   ９♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ指定、条件式指定、￥指定が可能です。 

 

表画面の何列目に複写しますか： ⑤複写先にするおもて画面のセルの、列番号を指定します。 
! ６列目を指定する。                   ６♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ指定、条件式指定、＠指定が可能です。 

 
 
 

INFORMATION 

# 複写先にケイ線のある行や列を指定すると、ケイ線上に上書

きされます。 

# 複写元のデータの桁数より、複写先の列の桁数が小さいと、

データは左側から削除されます。 
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Ｒ：７￠ 
ＲＢ：64￠ 
①ＣＰＰＢ￠ 
②６￠……………複写元に裏画面の６行目を指定する。 
③２￠……………さらに裏画面の２列目を指定して、セルを確定する。 
④11￠……………複写先におもて画面の 12行目を指定する。 
⑤１￠……………さらにおもて画面の１列目を指定して、複写先のセルを確定する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 裏画面の「成績表」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 ７ページの「成績集計表」の“氏名”のセルに、裏画面に読み出した 64 ページの「成績表」から“秋田 

智子”のデータを複写します。 
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CPRCPRCPRCPR    Copy Range（コピー レンジ）    
範囲の内容を複写する 

! 表の中の指定した範囲の内容を、別の範囲へ複写します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 複写先に指定した範囲内のデータは、すべて書きかえられてし

まうので注意してください。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＣＰＣ…列の内容を複写します。 
• ＣＰＬ…行の内容を複写します。 

 

仕事は＝ ①ＣＰＲ♪ 

 
何行目を複写しますか： ②複写元となる、行の番号（範囲）を指定します。 

! すべてのデータ行を指定する。         ♪（またはＡ♪） 
★単独、連続、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、￥指定が可能です。 
★連続していない複数行を指定することはできません。 

 
何列目を複写しますか： ③複写元となる、列の番号（範囲）を指定します。 

! すでに指定した行の全列を複写する。      ♪（またはＡ♪） 
★単独、連続、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★連続していない複数列を指定することはできません。 

 
複写の先頭は何行目ですか： ④複写先の先頭行番号を指定します。 

! 20 行目から複写する。                 ２０♪ 
 

複写の先頭は何列目ですか： ⑤複写先の先頭列番号を指定します。 
! １列目から複写する。                   １♪ 

 
INFORMATION 

# 複写元と複写先に指定できるのは、項目行の上のケイ線から最終データ行までと、すべての列です。複写した結果、この範囲を超

えてしまったデータは複写されません。 

 
 

 
 
Ｒ：５￠ 
①ＣＰＲ￠ 
②６－７￠………複写元は６－７行目を指定する。 
③３－４￠………さらに３－４列目を指定して範囲を確定する。 
④17￠……………複写先の先頭行は、17行目を指定する。 
⑤３￠……………複写先の先頭列は、３列目を指定する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

例題例題例題例題 ６ページ「売上帳」の“得意先名”のデータを、範囲を指定して別のセルに複写します。 
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CPRBCPRBCPRBCPRB    Copy Range of Backarea（コピー レンジ オブ バックエリア） 
裏画面の指定した範囲の内容を、おもて画面の表に複写する裏画面の指定した範囲の内容を、おもて画面の表に複写する裏画面の指定した範囲の内容を、おもて画面の表に複写する裏画面の指定した範囲の内容を、おもて画面の表に複写する    

! 裏画面の表の指定した範囲の内容を、おもて画面の表の指定した位置を先頭にして複写します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 複写先に指定した範囲の内容は、書きかえられますので注意し

てください。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＣＰＰＢ…裏画面の指定したセルの内容を、おもて画面の表に

複写します。 
 

 

仕事は＝ ①ＣＰＲＢ♪ 

 

裏画面の何行目を： ②裏画面から複写する、行の番号（範囲）を指定します。 
! ６行目から９行目を指定する。            ６－９♪ 
! すべてのデータ行を指定する。         Ａ♪（または♪） 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ・Ａ指定、条件式指定、￥指定が可
能です。 

 

裏画面の何列目を： ③裏画面から複写する、列の番号（範囲）を指定します。 
! １列目から６列目を指定する。            １－６♪ 
! すべてのデータ列を指定する。         Ａ♪（または♪） 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ・Ａ指定、条件式指定、＠指定が可
能です。 

 

複写の先頭は何行目ですか： ④複写先にするおもて画面の、先頭行番号を指定します。 
! ６行目を指定する。                    ６♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ指定、条件式指定、＠指定が可能です。 

 

複写の先頭は何列目ですか： ⑤複写先にするおもて画面の、先頭列番号を指定します。 
! １列目を指定する。                    １♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ指定、条件式指定、＠指定が可能です。 

 
 

INFORMATION 

# 複写元と複写先に指定できるのは、項目行の上のケイ線から

最終データ行までと、すべての列です。複写した結果、この

範囲を超えてしまったデータは複写されません。 
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Ｒ：６￠ 
ＲＢ：９￠ 
①ＣＰＲＢ￠ 
②12－14￠…………複写元に裏画面の 12－14 行目を指定する。 
③４－６￠…………さらに４－６列目を指定して、範囲を確定する。 
④８￠………………複写先におもて画面の８行目を指定する。 
⑤４￠………………さらにおもて画面の４列目を指定して、複写先の範囲を確定する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 裏画面の「売上帳」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 ６ページの「売上帳」に、裏画面に読み出した９ページ「売上帳」から“品名”“数量”“単価”の範囲

データを複写します。 
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CPSCPSCPSCPS    Change Page Size（チェンジ ページ サイズ）    
ページサイズを変更する 

! 画面にあるページの大きさ（ページの桁数・行数）を変更します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＳＥＴＰ命令やＲＡＮＫ命令などで表に色がつけられている場

合、ＣＰＳ命令を実行すると、色はすべて削除されます。 
• ＣＰＳ命令を実行すると、裏画面の内容は消去されＣＰＳ実行

前の画面と置きかわります。裏画面に必要なデータがないこと

を確認してください。 

• ページサイズを変更した結果、ページの行や列が途中で切れる

場合、その行や列以降は削除されます。 

 

仕事は＝ ①ＣＰＳ♪ 

 
現在のページサイズは 
横○○桁縦○○行です 
 

新しい長さは 
（桁 34～900，行Ｌ10～Ｌ○○）： 

 

②変更する桁数、または行数を指定します。 
! 74 桁のページにする。        Ｃ７４♪（または７４♪） 
! 50 行のページにする。                Ｌ５０♪ 
! 現在使用している桁数のページにする。  ＣＰ♪（またはＰ♪） 
! 現在使用している行数のページにする。         ＬＰ♪ 
! 現在の１行の桁数より２桁多いページにする。 

Ｃ＋２♪（または＋２♪） 
! 現在の行数より２行多いページにする。        Ｌ＋２♪ 
! 現在の１行の桁数より４桁少ないページにする。 

Ｃ－４♪（または－４♪） 
! 現在の行数より２行少ないページにする。       Ｌ－２♪ 
★ここで、“１”から“６”までの数字を指定すると、Ｂ５・Ａ４・Ｂ４
サイズに変更できます。詳しくは、「INFORMATION」をご覧ください。 

! 横サイズは 900 を超えて指定することはできません。 
 

 
＊＊お知らせ 新しいページの枠を超
えた分を削除しました＊＊ 

③ページサイズを変更したためデータが削られるような場合、左のメッセ
ージが表示されます。 
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INFORMATION 

# ＣＰＳ命令実行前のページは、裏画面に保存されます。デー

タが削られてしまったような場合、Ｘ命令で元の画面を表示

させて、変更し直しましょう。また、ＲＶ命令で元に戻すこ

ともできます。 

# マイツールのページサイズは偶数桁にしか設定できません。

例えば、現在 150桁のページサイズを“＋”、“－”で変更

すると以下のようになります。 

  150桁 

   ＋５ → 156桁 

   ＋６ → 156桁 

   －５ → 146桁 

   －４ → 146桁 

# ＦＳ命令で作成したページは、特殊なページサイズ（通常の

１ページの面積より小さい）です。ページサイズを指定しな

いで ￡ キーを押すと、標準のページサイズに戻ります。 

# “新しい長さは”のメッセージのときに、１から６の数字を

入力すると、ページサイズは、それぞれ次の表のように変更

されます。桁数と行数は、ＦＳ命令を行ったときと同じです。 
 

入力 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
サイズ Ｂ５縦 Ａ４縦 Ｂ４縦 Ｂ５横 Ａ４横 Ｂ４横 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：10￠ 
①ＣＰＳ￠ 
②100￠…………１行の長さを 100 桁に変更する。 
 ★行数は自動的に 50行から 78行に変更されます。ただし、ＳＥＴＣ命令の 10番“ページの拡張”でページが拡張 

  されている場合は、拡張された分だけ行数をとることができます。 

 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 10ページ「支店別売上表 94年」のページサイズを 170 桁から 100 桁に変更します。 
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CPSLCPSLCPSLCPSL    Change Page Size Line（チェンジ ページ サイズ ライン） 
ページサイズを行数で変更する 

! 画面にあるページの大きさを、行数を指定して（桁数指定も可）変更します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＣＰＳＬ命令は、拡張モード（ＳＥＴＣ命令 10 番“ページの拡

張”で設定）になっていると実行できません。 
• ＳＥＴＰ命令やＲＡＮＫ命令などで表に色がつけられている場

合、ＣＰＳＬ命令を実行すると、色はすべて削除されます。 
• ＣＰＳＬ命令を実行すると、裏画面の内容は消去されＣＰＳＬ

実行前の画面と置きかわります。裏画面に必要なデータがない

ことを確認してください。 
• ページサイズを変更した結果、ページの行や列が途中で切れる

場合、その行や列以降は削除されます。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＣＰＳ…ページサイズを変更します。 
 

 

仕事は＝ ①ＣＰＳＬ♪ 

 

現在のページサイズは 
横○○桁縦○○行です 
 

新しい長さは 
（桁 34～900，行Ｌ10～Ｌ○○）： 

②変更する行数、または桁数を指定します。 
! 50行のページにする。                Ｌ５０♪ 
! 74桁のページにする。        Ｃ７４♪（または７４♪） 
! 現在使用している行数のページにする。  ＬＰ♪（またはＰ♪） 
! 現在使用している桁数のページにする。         ＣＰ♪ 
! 現在の行数より２行多いページにする。 

Ｌ＋２♪（または＋２♪） 
! 現在の１行の桁数より２桁多いページにする。     Ｃ＋２♪ 
! 現在の１行の桁数より４桁少ないページにする。 

Ｃ－４♪（または－４♪） 
! 現在の行数より２行少ないページにする。       Ｌ－２♪ 
★横サイズは 900を超えて指定することはできません。 

 
【データが削除された場合】【データが削除された場合】【データが削除された場合】【データが削除された場合】    
＊＊お知らせ 新しいページの枠を超
えた分を削除しました＊＊ 

ページサイズを変更したためデータが削られるような場合、左のメッセー
ジが表示されます。 

 
 

 
 

INFORMATION 

# ＣＰＳＬ命令実行前のページは、裏画面に保存されます。デ

ータが削られてしまったような場合、Ｘ命令で元の画面を表

示させて、変更し直しましょう。また、ＲＶ命令で元に戻す

こともできます。 

# ＦＳ命令で作成したページは、特殊なページサイズ（通常の

１ページの面積より小さい）です。ページサイズを指定しな

いで ￡ キーを押すと、標準のページサイズに戻ります。 
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CPUCPUCPUCPUTTTT    CSV File Put（シーエスブイ ファイル プット）    
マイツールデータをＣＳＶ形式のファイルに変換する 

! マイツールのデータを、ＣＳＶ形式（カンマ区切りのテキストデータ）のファイルに変換して保存しま
す。 

 

仕事は＝ ①ＣＰＵＴ♪ 
 

入力するページは： ②変換するデータのページ番号を指定します。 
 ♪のみを押すと、画面のデータを変換します 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 
★ページファイルの指定が可能です。 

  

出力するファイル名は： ③変換後のファイルにつけるファイル名を入力します。 
★ファイル名は、最大半角 255文字の主ファイル名と、ピリオド（．）
と、拡張子の“ＣＳＶ”で指定します。 

 《例》ＵＲＩＡＧＥ．ＣＳＶ など 
      主ファイル名   拡張子

 

★ドライブ名から指定する場合は、ドライブ名とコロンをつけて、ダブ
ルコーテーションで囲んでください。 
また、ディレクトリも指定する場合は、ディレクトリ名、ファイル名
の前に“￥”を付けます。 

 《例》“Ｄ：ＵＲＩＡＧＥ．ＤＡＴ” 

    “Ｃ：￥ＤＡＴＡ￥ＵＲＩＡＧＥ．ＣＳＶ” など 
★ドライブ名とディレクトリ名を指定しない場合は、マイツールをイン
ストールしたディレクトリの下の“ＴＥＭＰ”ディレクトリを指定し
たとみなします。 
★ピリオドと拡張子の“．ＣＳＶ”は省略しても保存するときに自動的
に付けられます。 

 
 

INFORMATION 

# 表の中のケイ線は無視されます。 

# １列ごとのデータをカンマで区切って保存します。 

# カンマの挿入されているデータで数値として認められる

場合は、カンマを削除し半角数字として変換されます。 

≪例≫ １，２３４ → 1234 

    1.234    → 1234 

# ダブルコーテションで囲まれている数値は、文字列として

みなされ、次のように変換されます。 

≪例≫ “１２３” → ”１２３” 

    “123”   → ”123” 

# 文字列は、全角・半角そのままに変換されます。 

≪例≫ ABC    → ABC 

    ＡＢＣ   → ＡＢＣ 

   010-000   → 010-000  

 

 

ピリオド
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CTCTCTCT    Change Title（チェンジ タイトル）    
ページのタイトルを変更する 

! 表示されているページのタイトル（表題）を変更します。 

 

仕事は＝ ①ＣＴ♪ 

 
新しい表題を付けてください： ②新しく付ける表題（タイトル）を入力します。表題は全角文字で 15字、

半角文字で 30字以内で付けてください。 
! “売上”と表題を付け変える。              売上♪ 
! 表題は変えずに、ページの日付のみを現在の日付に変更する。  ♪ 
 

 
 

INFORMATION 

# 新しい表題は、全角文字で 15 文字または、半角文字で 30

文字以内で付けてください。 

#  バックタブ （ 　 Shift ＋ Tab ）キーを押すと、現

在の表題が入力バーに表示されます。 

 、 、 ホーム （ Home ）、 挿入 （ Insert ）、

 削除 （ Delete ）、 後退 （ Back space ）キーなどで、
表題を修正してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：18￠ 
①ＣＴ￠ 
②貸出表￠………表題を「貸出表」に付け変える。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 18ページ「ビデオテープ貸出管理表」の表題を、「貸出表」に変更します。 
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CTPCTPCTPCTP    Change Type（チェンジ タイプ）    
文字タイプやページのモードを変更する 

! 指定した行や列の文字タイプ（全角・半角・大文字・小文字など）を変更することができます。 

! 画面に表示中のページのモード（漢字モード・混在モード）を変更することができます。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＳＥＴ…新しく作る表の、１行の長さやモードを設定します。 

 

仕事は＝ ①ＣＴＰ♪ 

 
変更するのは 
［文字タイプ‥１，モード‥２］： 

②文字のタイプを変えるのか、ページのモードを変えるのかを番号で選択
します。 
! 文字タイプを変える。             １♪（または♪） 
! モードを変える。                     ２♪ 
 

【文字タイプを選んだ場合】【文字タイプを選んだ場合】【文字タイプを選んだ場合】【文字タイプを選んだ場合】    

変更する方向は［行‥１，列‥２］： ③行単位で変えるのか、列単位で変えるのかを番号で選択します。 
! 行を変える。                       １♪ 
! 列を変える。                 ２♪（または♪） 
★フォーマット行のないページの場合、④の行指定のメッセージが出ます。 

【行を選ぶと…】【行を選ぶと…】【行を選ぶと…】【行を選ぶと…】    

何行目を変更しますか： ④変更する行を指定します。 
! ６行目を変える。                     ６♪ 
! ６行目から 20行目までを変える。          ６－２０♪ 
! すべてのデータ行を変える。          ♪（またはＡ♪） 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、￥指定が可能です。 
★フォーマット行のないページの場合、♪（またはＡ♪）を入力する
と、タイトル行以下すべての行が指定されます。 

    
【列を選ぶと‥】【列を選ぶと‥】【列を選ぶと‥】【列を選ぶと‥】    

何列目を変更しますか： ④変更する列を指定します。 
! １列目を変える。                     １♪ 
! ２列目から４列目までを変える。           ２－４♪ 
! すべての列を変える。             ♪（またはＡ♪） 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★列を選んだ場合、タイトル行やフォーマット行、項目行の文字は変更
できません。 

 
１‥半角を全角に 
２‥全角を半角に 
３‥小文字を大文字に 
４‥大文字を小文字に 
５‥かなをカナに 
６‥カナをかなに 
７‥横倍角指定 
８‥縦倍角指定 
９‥四倍角指定 
10‥倍角解除 
 

文字の変更は（１～10）： 

⑤データをどのように変更するか、番号で選択します。 
! 半角文字を全角に変える。                 １♪ 
! 全角文字を半角に変える。                 ２♪ 
! 小文字を大文字に変える。                 ３♪ 
! 大文字を小文字に変える。                 ４♪ 
! ひらがなをカタカナに変える。               ５♪ 
! カタカナをひらがなに変える。               ６♪ 
! 横倍角文字に変える。                   ７♪ 
! 縦倍角文字に変える。                   ８♪ 
! 四倍角文字に変える。                   ９♪ 
! 倍角文字を元に戻す。                 １０♪ 
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【モードを選んだ場合】【モードを選んだ場合】【モードを選んだ場合】【モードを選んだ場合】    

モードの変更は 
［漢字→混在‥１，混在→漢字‥２］： 

③画面に表示中のページのモードをどのように変更するのか、番号で選択
します。 
! 漢字モードから、混在モードに変える。           １♪ 
! 混在モードから、漢字モードに変える。           ２♪ 
! 現在のモードが漢字なら混在へ、混在なら漢字へ変える。    ♪ 
★変更前のページは裏画面に残っています。 

 
INFORMATION 

# データ行すべてを変更する場合は、変更する方向に行・列ど

ちらを選んでもかまいません。 

# 漢字やひらがなには半角文字はありませんので、“全角→半

角”の変更はできません。 

# “半角→全角”の変更を実行して、データが列の桁数より大

きくなると、データの左側から削られます。 

# “全角→半角”および“半角→全角”の変更は、混在モード

のページでしかできません。 

# 漢字モードのページで“全角→半角”の変更をする場合は、

はじめにモードの変更で“漢字→混在”の変更を行ってくだ

さい。 

 
 

モード変更の注意（混在から漢字の場合のみ） 

! ケイ線以外の各列の桁数は、すべて偶数でなければ変更でき

ません。 

! 奇数の列は、ＣＦ命令で偶数の列に変えてから変更してくだ

さい。 

! 文字はすべて全角文字でなければ変更できません。 

! 半角文字はＣＴＰ命令の文字タイプで、あらかじめ“半角→

全角”の変更をしておいてください。 

! ケイ線の途中に文字などがあると変更できません。修正はＥ

Ｄ命令やＤＣ命令で行ってください。 

! 半角スペースは偶数個で連続したものでなければ変更でき

ません。 

 
 
 
 

 
 
Ｒ：14￠ 
①ＣＴＰ￠ 
②１￠…………文字タイプを変更する。 
③２￠…………列方向に変更する。 
④２－Ｔ￠……２列目から最終列までを変更する（“Ｔ”は、ここでは最後の列という意味になります）。 
⑤２￠…………全角文字を半角文字に変更する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

例題例題例題例題 14ページ「住所録」のデータを半角にします。 
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DDDD    Display（ディスプレイ）    
画面の先頭を表示する 

! 大きい表のどこを表示していても、すぐに表の先頭を表示することができます。 

! Ｔ命令やＧ命令等の終了後の各画面を、元の画面に戻します。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＤＰ…指定したセル位置から表示します。 

 

仕事は＝ ①Ｄ♪ 

 
 

INFORMATION 

# 次のようなときに、Ｄ命令で元の画面に戻せます。 

• Ｔ命令、ＴＳ命令でタイトル一覧を表示した後。 

• Ｃ命令中に、ワークエリアを表示した後。 

• Ｇ命令でグラフを作成した後。（円・縦棒・折線・回帰Ⅰ・
Ⅱ・レーダー・積棒・バランス・両軸・ＸＹ） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：８￠ 
 文末 （ Ｆ12 ）キーを押して、最終行を表示しておきます。 
①Ｄ￠………１行目を先頭にして表示します。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 ８ページ「売上帳」の最終行を見た後、先頭行を表示させます。 

D 
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DATEDATEDATEDATE    Date（デート）    
日付を変更する 

! 現在の日付を見たり、変更することができます。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＴＩＭＥ…現在の時刻を見たり、変更することができます。 

 

仕事は＝ ①ＤＡＴＥ♪ 

 
現在２０００年○月○日（月曜日）です  

日付を入れてください 
（年．月．日の順で）： 

②現在の日付が表示されます。 
 変更する場合はその日付を入れてください。 
! 2000 年 10 月 1日に変更する。 

２０００．１０．１♪（またはＨ１２．１０．１♪） 
! 日付を確認するだけで変更しない。              ♪ 
★ピリオド“．”のかわりに、スラッシュ“／”やハイフン“－”を使
うこともできます。 

★西暦で日付を変更する場合は、下２桁の年数だけを入力してください。 
★和暦（平成）で日付を変更する場合は、数字の前に“Ｈ”を付けて指
定します。 

 
 

INFORMATION 

# ここで表示される日付はマイツールを起動した時に入力し

た日付か、ＤＡＴＥ命令で変更した最後の日付です。 

# ＤＡＴＥ命令で日付の変更を行うと、そのあとから作るペー

ジの作成日は、すべて変更後の日付になります。 

# 時刻の変更は、ＴＩＭＥ命令を使ってください。 

# 日付を変更すると、システムの日付も変更されます。 

# 設定可能な日付は、1980年１月１日から 2079年 12月 31 日

までです。 
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DATEDATEDATEDATEMYMYMYMY    Date Mytool（デート マイツール）    
マイツール上での日付を変更する 

! システムの日付を変更せずに、マイツールの日付けを変更したり参照することができます。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• DATA…現在の日付けを見たり、変更することができます。 

 

仕事は＝ ①ＤＡＴＥＭＹ♪ 

 
現在２０００年○月○日（月曜日）です  

日付を入れてください 
（年．月．日の順で）： 

②現在の日付が表示されます。 
 変更する場合はその日付を入れてください。 
! 2000 年 10 月 1日に変更する。 

２０００．１０．１♪（またはＨ１２．１０．１♪） 
! 日付を確認するだけで変更しない。              ♪ 
★ピリオド“．”のかわりに、スラッシュ“／”やハイフン“－”を使
うこともできます。 

★和暦（平成）で日付を変更する場合は、数字の前に“Ｈ”を付けて指
定します。 

 
 

INFORMATION 

# ＤＡＴＥＭＹ命令で設定した日付は、マイツールを終了する

まで有効にです。 

# ＤＡＴＥＭＹ命令で日付の変更を行うと、そのあとから作る

ページの作成日は、すべて変更後の日付になります。 

# ＤＡＴＥＭＹ命令で日付を変更しても、システムの日付は変

更されません。 

# 設定可能な日付は、1980年１月１日から 2079年 12月 31 日

までです。 
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DCDCDCDC    Delete Column（デリート カラム）    
列を削除する 

! 表の中の指定した列を削除します。 

! １列だけでも、複数の列でも削除することができます。 

! 縦ケイ線だけを指定して削除することもできます。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＤＬ…行を削除します。 
• ＢＣ…列のデータを空白にします。 

 

 

仕事は＝ ①ＤＣ♪ 

 
何列目を削除しますか： ②削除する列の番号を指定します。 

! ３列目を削除する。                   ３♪ 
! 表の列をすべて削除する。                Ａ♪ 
! 表の縦ケイ線をすべて削除する。             Ｋ♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

 
 

INFORMATION 

# 切れたケイ線や桁数が１以外のケイ線は“Ｋ指定”では削除

できません。 

# 間違って列を削ってしまった場合、直後にＲＶ命令を実行す

れば、元に戻すことができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：10￠ 
①ＤＣ￠ 
②５￠………５列目を削除する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 10ページ「支店別売上表 94年」の“合計”の列を削除します。 
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DCMDCMDCMDCM    Delete Comma（デリート カンマ）    
数値のカンマを削除する 

! 数値データの３桁ごとにつけられているカンマ（，）だけを削除します。 

 

仕事は＝ ①ＤＭＣ♪ 

 
何列目のカンマをとりますか： ②カンマを取る列を指定します。 

! ２列目の数値のカンマを取る。              ２♪ 
! すべての列のカンマを取る。          ♪（またはＡ♪） 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

 
 

INFORMATION 

# 数値データにカンマを挿入する場合は、ＩＣＭ命令を使います。 # ＤＣＭ命令は、ＳＩＭ命令の計算式中にも使えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：９￠ 
①ＤＣＭ￠ 
②６￠…………６列目のカンマを削除する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 ９ページ「売上帳」の“単価”の列から、カンマを削除します。 
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DFDFDFDF    Display by Format（ディスプレイ バイ フォーマット）    
デザインページを使って、データの検索や変更を行う 

! デザインページの形式にしたがってデータを検索します。また、検索したデータの変更や印刷、追加入
力もできます。 

! コード入力して、複数ページのコード表の中から必要なデータを、表に書き込むこともできます。 

! あらかじめデザインページを用意しなくても、デザインページを自動的に作成できます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＤＦ命令を実行して入力モードにした場合、入力したデータは

指定したデータページの最終ページから追加入力されます。ペ

ージがいっぱいになったときやすでにいっぱいのときは、次の

ページに同じフォーマットの表を作りデータを入力します。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＥＦ…デザインページを使って、表にデータを入力します。 
• ＰＦ…デザインページの書式で印刷します。 

 

 
仕事は＝ ①ＤＦ♪ 

 
データページは： 
 

②データの検索・変更・削除・印刷・入力を行うページを指定します。 
★複数ページを指定した場合、最終ページの後ろからデータを入力して
いきます。 

 
デザインページは： 
 

③デザインページのあるページ番号を指定します。 
! デザインページを自動的に作成する。             ♪ 
★♪キーのみを押した場合は、最終データページのフォーマットに合
わせてデザインページを自動的に作成します。 

 
【ここからの操作は、ＤＦ命令の検索モードの画面になります】【ここからの操作は、ＤＦ命令の検索モードの画面になります】【ここからの操作は、ＤＦ命令の検索モードの画面になります】【ここからの操作は、ＤＦ命令の検索モードの画面になります】    

データは： ④ブロックカーソルの位置に、検索条件を入力してください。また、ファ
ンクションキーを使って、データの削除・変更や入力モードへの切り替
えが行えます。 

 
 

操作は、検索モードと入力モードとでは異なります。次からの説明をご覧ください。 
 

検索モードと入力モード 

ＤＦ命令実行中は、検索モードと入力モードの２つのモードを使い分けることができます。 

検索モード：検索モード：検索モード：検索モード：検索条件を指定して、書き込みページからデータを検索します。検索したデータは、内容を変更・
削除することができます。 

入力モード：入力モード：入力モード：入力モード：ＥＦ命令と同じように、デザインページの形式にしたがって、データ入力が行えます。また、複
数ページのコード表を指定して、コード入力も行えます。 

★列番号表示の右端に、現在のモードが表示されます。 
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検索モード時の操作検索モード時の操作検索モード時の操作検索モード時の操作    

検索モード中は、検索条件を指定して、データを検索したり、検索したデータの変更・削除が行えます。機能の選択は、
ファンクションキーを使って行います。 

 
【検索条件の指定方法】【検索条件の指定方法】【検索条件の指定方法】【検索条件の指定方法】    

ここでは、左の画面のようなデータを使って検索する場合につ
いて、検索方法を説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①ＤＦ命令を実行して、簡易デザインページを指定すると、左
の画面のようなデザインページを自動作成します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②↑↓キーで、検索のキー列にする項目にブロックカーソル
を移動します。 
 ここでは、２列目の“入会日”にブロックカーソルを移動し
ます。 
★ブロックカーソルの移動は、マウスでも行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
データは：＜＝901231 
 

③検索条件を入力します。 
 ここでは、入会日が“901231”以前のデータを検索してみます。 
 ＜＝９０１２３１とキーを押します。 
★ブロックカーソルの項目について検索条件を指定するので、条件式の
左辺には、キー列を記述しません。 

データは： 

 

④♪キーを押すと、検索条件が顧客コードの項目に入力され、ブロック
カーソルは、次の項目に移動します。 
 他にも検索条件を指定する項目があれば、ブロックカーソルを移動して
検索条件を入力します。 
★条件式は半角で 100文字、全角で 50 文字まで指定できます。画面に

は、ブロックカーソルの長さの分しか表示しませんが、条件式は、モ

ードを切り替えるか条件解除を行うまで、保存されています。 
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⑤ Ｆ３ （検索）キーを押すと、指定したデータページのデー
タを検索して、条件に当てはまる行のデータを画面に表示し
ます。 
★繰り返し Ｆ３ （検索）キーを押すと、次々と条件に当て

はまるデータを表示します。 

★条件に当てはまるデータが見つからない場合は、デザイン
画面には“データが見つかりません”のメッセージが表示

されます。 

 

 

 

 

 

★条件式は、ＳＨ命令と同じものが指定できます（ただし、文字検索・最大値・最小値を除く）。条件式について詳しくは、本

書の｢ＳＨ命令｣をご覧ください。 

★検索条件は５つまで指定できます。５つ目の条件を指定するか、データの最終列で条件を指定すると、自動的に検索を開始し

ます。 

★条件に当てはまるデータがない場合は、“データが見つかりません”のメッセージを表示して、条件を解除します。 

★検索条件を変更する場合は、 Ｆ７ キーを押して条件解除を行ってから、検索条件を指定しなおしてください。 

 
【ファンクションキーの使い方】【ファンクションキーの使い方】【ファンクションキーの使い方】【ファンクションキーの使い方】    
検索モード中は、プルダウンメニューに表示されたファンクションキーを押すことで、次のような機能が使用で
きます。 
★マウスでプルダウンメニューをクリックしても、機能を利用できます。 

★“データは：”が表示された状態で、コントロールコードを入力すると、ファンクションキーを押したときと

同じ働きをします。コントロールコードについて詳しくは、後述の｢コントロールコードの使い方｣をご覧くだ

さい。 

 
Ｆ１ 入力 

検索モードから入力モードへ切り替えます。 
★モードを切り替えると、画面に表示されているデータは取り消されて、ブロックカーソルは先頭の項目に移

動します。 

★ Ｆ１ キーを押すたびに、検索モードと入力モードが切り替わります。 

★現在のモードは、列番号表示の右端に表示されます。 

 モード：検索 ←→ モード：入力 

 
Ｆ２ 印刷 

画面に表示中のデータを印刷します。 
★デザイン画面の画面指定部分だけを印刷します。 

《印刷例》 
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Ｆ３ 検索 

キー列にする項目に入力した検索条件にしたがって指定したデータページのデータを検索して、条件に当ては
まる行のデータを画面に表示します。 
繰り返し Ｆ３ キーを押すと、次々と条件に当てはまるデータを検索して画面に表示します。 
条件に当てはまるデータがない場合は“データが見つかりません”のメッセージが表示されます。また、条件
に当てはまるデータをすべて検索した場合は“最終データです”のメッセージが表示されます。 
★別の条件で検索したい場合は、 Ｆ７ キーを押して、検索条件の設定をやり直してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ４ 逆検索 

 Ｆ４ キーを押すと、１つ前に検索した内容を再表示します。 
 Ｆ４ キーを押すたびに、これまで検索したデータをもう一度表示できます。 
★最大 255個前のデータまで再表示することができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ５ 削除 

 Ｆ５ キーを押すと、確認のメッセージが表示されます。 ￡ キーを押すと、表示中のデータを書き込みペー
ジから削除します。 
★削除したデータを元に戻すことはできません。削除を行う前に、消してもいいデータかどうかを確認してく

ださい。確認のメッセージが表示された状態で、エスケープキーを押すと、“データは：”の状態に戻ります。 

★削除後、引き続き検索が行えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 Ｆ３  
 

#

 Ｆ４  
 

#

 Ｆ５  
 

#
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Ｆ６ 変更 

検索したデータの内容を変更する場合は、ブロックカーソルを矢印キーで変更したい項目に移動して、データ
を書きかえてください。変更後、 Ｆ６ キーを押すと、表示中のデータを元のページに書き込みます。 
★変更後、 Ｆ６ キーを押さずに、別のデータを検索すると、データの変更は行われません。 

★変更後、引き続き検索が行えます。 

★ Ｆ６ キーでデータを変更した場合、デザインページに計算式が登録してあれば、再計算を行ってからデータ

を変更します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ７ 条件解除 

検索を中断したい場合や検索条件を変更したい場合は、 Ｆ７ キーを押してください。現在の検索条件を取り消
して、もう一度先頭データから検索をやり直せます。 
★ Ｆ７ キーを押すと、画面に表示されているデータは取り消されて、ブロックカーソルは先頭の項目に移動し

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ８ 追加登録 

データを検索した後でデータを変更し、変更したデータを新しいデータとして追加したい場合は、 Ｆ８ キーを
押してください。 
★ Ｆ８ キーを押すと、画面に表示されているデータが、データページの最終行の後に入力されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 Ｆ６  
 

#

 Ｆ７  
 

#

 Ｆ８  
 

# 
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【コントロールコードの使い方】【コントロールコードの使い方】【コントロールコードの使い方】【コントロールコードの使い方】    
ファンクションキーやマウスで検索モードの機能を使う代わりに、コントロールコードで同じ操作が行えます。 
“データは：”の状態でキーボードからコントロールコードを入力すると、次のような働きをします。 
★オートプログラムでＤＦ命令を使うときは、プログラム中のファンクションキーを押す部分で、コントロール

コードをダブルコーテーションで囲んで記述してください。 

 

コントロール 
コード 

働き 対応する 
ファンクションキー 

？Ｓ 

？Ｉ 

？Ｐ 

？Ｎ 

？Ｂ 

？Ｄ 

？Ｃ 

？Ｅ 

？Ｗ 

検索（検索モードへ切替） 

入力（入力モードへ切替） 

印刷 

検索 

逆検索 

削除 

変更 

条件解除 

追加登録 

 Ｆ１  

 Ｆ１  

 Ｆ２  

 Ｆ３  

 Ｆ４  

 Ｆ５  

 Ｆ６  

 Ｆ７  

 Ｆ８  
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入力モード時の操作入力モード時の操作入力モード時の操作入力モード時の操作    

入力モード中はＥＦ命令と同じように、デザインページのブロックカーソルの位置にデータを入力することができます。
書き込みページの表の桁数を読み取り、ブロックカーソルの幅が桁数に合わせて表示されるので、入力できる文字数が
一目でわかります。また、桁数の範囲内であれば、全角でも半角でも文字を入力することができます。 

 
 

INFORMATION 
$ データは、データぺージの最終行に追加されます。データ入力中に書き込みページの表がいっぱいになったときは、

そのページを書き込み、同じ形式の表を次のページに作って、再びデータ入力をはじめます。次のページに必要なデ

ータがあると、新しくデータページを書き込んでしまうので、ご注意ください。 

$ 入力の途中でエスケープ キーを押すと、データを書き込んでＤＦ命令を終了します。 

$ コードを入力して取り込んだコード表の内容は、変更することができます。ブロックカーソルを

キーで変更したい項目に移動して、新しいデータを入力してください。 

$ コード表は、複数ページ指定できます。また、ファイル指定が行えますので、異なるファイルどうしでも指定できます。 

 

 
 

【ファンクションキーの使い方】【ファンクションキーの使い方】【ファンクションキーの使い方】【ファンクションキーの使い方】    
入力モード中は、プルダウンメニューに表示されたファンクションキーを押すことで、次のような機能が使用できます。 
★マウスでプルダウンメニューをクリックしても、機能を利用できます。 

★“データは：”が表示された状態で、コントロールコードを入力すると、ファンクションキーを押したときと

同じ働きをします。コントロールコードについて詳しくは、後述の｢コントロールコードの使い方｣をご覧くだ

さい。 

 
Ｆ１ 検索 

入力モードから検索モードへ切り替えます。 
★モードを切り替えると、画面に表示されているデータは取り消されて、ブロックカーソルは先頭の項目に移

動します。 

★ Ｆ１ キーを押すたびに、入力モードと検索モードが切り替わります。 

★現在のモードは、列番号表示部分に表示されます。 

  モード：入力 ←→ モード：検索 

 
 

Ｆ２ 印刷 

画面に表示中のデータを印刷します。 
★デザイン画面の画面指定部分だけを印刷します。 
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【コントロールコードの使い方】【コントロールコードの使い方】【コントロールコードの使い方】【コントロールコードの使い方】    
ファンクションキーやマウスで検索モードの機能を使う代わりに、コントロールコードで同じ操作が行えます。 
“データは：”の状態でキーボードからコントロールコードを入力すると、次のような働きをします。 
★オートプログラムでＤＦ命令を使うときは、プログラム中のファンクションキーを押す部分を、コントロール

コードをダブルコーテーションで囲んで記述してください。 

 

コントロール 
コード 

働き 対応する 
ファンクションキー 

？Ｓ 

？Ｉ 

？Ｐ 

検索（検索モードへ切替） 

入力（入力モードへ切替） 

印刷 

 Ｆ１  

 Ｆ１  

 Ｆ２  

 
 
 

【デザインページでＰ（ポーズ）を指定した場合】【デザインページでＰ（ポーズ）を指定した場合】【デザインページでＰ（ポーズ）を指定した場合】【デザインページでＰ（ポーズ）を指定した場合】    

￡キーを押してください 
（処理を続行します）： 

 
 

データを確認して♪キーを押してください。 
★デザインページでＰ（ポーズ）を指定しない場合、１画面分のデータを

入れ終わると、自動的に次の画面が表示され、続けてデータを入れるこ

とができます。 

 
 

ＤＦデザインページの作り方ＤＦデザインページの作り方ＤＦデザインページの作り方ＤＦデザインページの作り方    

デザインページは、ＤＦ命令でデータを検索したり、入力したりするのに必要です。あらかじめ用意しておけば、繰り
返し同じ手順で検索・入力するのに便利です。また、簡易デザインページ機能を使えば、書き込みページのフォーマッ
トに合わせて自動的に作ることができます。ここでは、作業の手順と注意点について説明します。 
 
【繰り返し使用するデザインページの場合】【繰り返し使用するデザインページの場合】【繰り返し使用するデザインページの場合】【繰り返し使用するデザインページの場合】    
Ｆ命令で表題まで入力してから、エスケープキーを押します。デザインページは、ＥＤ命令を使って作ります。 
下記の（１）～（３）の手順で作ります。 
★手順や作り方は、ＥＦ命令のデザインページと同じです。 

 
 

           
 
 
 

（１）コントロール行

（２）画面指定部分 

（３）コード入力指定 
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（１）コントロール行  

データを入力する際、画面指定部分でのカーソルの移動方法や一時停止を指定します。ただし、この行は省略可
能です。省略すると、次々とデザイン画面にデータを入力し、ブロックカーソルは横に移動します。 
 
 
 
 
 
 

指定方法 意味 
＊Ｐ 

（ＰＡＵＳＥ） 
１画面のデータを入力したあと、表に書き込む前に一時停止をします。 

データを確認後、 ￡ キーを押すと、表に書き込み、次のデザイン画面に
進みます。 

＊Ｖ 
（ＶＥＲＴＩＣＡＬ） 

デザイン画面でのブロックカーソルは、通常横に移動しますが、これを指

定すると縦に移動します。 

 
 

INFORMATION 

$ コントロール行は必ず２行目に書きます。 

 

 

$ 指定方法に続けて処理行数を書いておくと、指定した行数を

データページに書き込むと、処理を終了します。たとえば、

“＊Ｐ３”と書いておくと、３行分書き込みを行って終了し

ます。 

 
 
（２）画面指定部分 

   
 

画面指定部分では、書き込みページの１列目に入る項目を“Ｃ１”、２列目を“Ｃ２”といったように記述します。 
入力モードでは、画面指定部分の“Ｃ１”にデータを入れると自動的に書き込みページの表の１列目に入力され
ます。 
★項目は合計 100個まで指定できます。 

 
 
（３）コード入力指定部分（＊Ａ） 

＊Ａ 
ＣＯＤＥ[Ｃ１，１，２]＝Ｃ２／Ｍ／59： 
ＣＯＤＥ[Ｃ１，１，３]＝Ｃ３／Ｍ／59：   コード入力指定部分 
ＣＯＤＥ[Ｃ６，１，２]＝Ｃ７／Ｍ／60： 

入力したデータを計算し、その結果を書き込む場合や、コード入力してコード表から必要なものを書き込む
場合、それぞれの式を指定してください。 
先頭の行には“＊Ａ”をおいてください。 
ここでは、ＤＲ命令で小数点以下の指定が可能です。 
小数点以下２桁までを求め、次の桁を切り捨てる場合は、“ＤＲ：２：２：”と指定します。 
 

[テ―プ貸出  DF ﾃﾞｻﾞｲﾝﾍﾟ-ｼﾞ/DF]            95.04.01    混    L=0050  C=0170     

＊Ｐ                                                                           コントロール行 

１画面入力後、一時停止を指定 

★例えば、この画面指定部分の“Ｃ１”に、会員番号

101062を入れると、書き込みページの１列目に自動

的に書き込まれるわけです。 

画面指定部分 
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一般計算式  

計算式はＣ命令と同じ書き方ですが、行、マトリックス、ワークエリアに関する式は使用できません。 
《例》 １列目２列目の合計を３列目に入れる場合、“Ｃ１＋Ｃ２＝Ｃ３：”と指定します。 
★演算結果を画面に表示する“Ｄ番号”の指定はできません。 

《例》 Ｃ１＋Ｃ２＝Ｄ１： →Ｘ 

 

コード入力式  

                                      コード表が登録してあるファイル 

                                         コード表が登録してあるページ番号 

                                                ＮＲＣ指定 

ＣＯＤＥ［Ｃ列番号，コード列番号，データ列番号］＝       ／ファイル名／ページ番号／ＮＲＣ： 

 

                              データを入れる場所（表または画面） 

                      コード表のページから取り出すデータの列番号 

               コード表のページのコードの列番号 

         作成する表のコードを入れる列番号 

 
作成する表のコードの列番号を指定すると、コード表のページからデータを取り出し、表の中に書き込んだ
り、デザイン画面に表示したりします。 
表の中に書き込むときは“＝”の後ろにＣ列番号を、デザイン画面に表示するだけのときはＤ番号を付けて
ください。また、コード表のページは、複数指定できます。 
 
ＮＲＣ（ノー リード チェイニング）指定とは、ＤＦ命令実行時にコード表を自動的につながないという指定です。 
複数ページをコード表に指定した場合、ＮＲＣ指定を付けないと、コード表は自動的につながれ（ＲＣ命令
でページをつないだ状態）参照画面に読み出されます。 
ＮＲＣ指定を付けておくと、コード表を１ページずつ参照画面に読み出しますので、コード表のページが大
量の場合は、ＤＦ命令を実行してから入力状態になるまでの時間が早くなります。 
 
《記入例》 ＊Ａ 
      ＣＯＤＥ[Ｃ１，１，２]＝Ｃ２／売上１／１－５： 
      ＣＯＤＥ[Ｃ３，１，３]＝Ｃ４／得意先／１－１００／ＮＲＣ： 
 
【コード表のコードが多い場合】【コード表のコードが多い場合】【コード表のコードが多い場合】【コード表のコードが多い場合】    

コード表のコードが多い場合は、“Ｓ指定”を使うと、処理の速度が速くなります。 
あらかじめ、コード表をＳ命令で並べかえておいてから、次のように指定してください。並べかえの種類は、必
ずコード表をＳ命令で並べかえるときに指定した並べかえの種類と同じものを入れてください。 
                                   Ｃ列番号   

                                   Ｄ番号 

★“Ｓ指定”を行うときは、“コード列番号”の桁数を半角 12文字以内にしてください。 

★コード表のページが、インデックス型ファイルの場合は、Ｓ指定が優先されます。 

★ＮＲＣ指定は、場合に応じて指定してください。 

 

INFORMATION 
$ 列を指定する場合、表の中に存在しない列は指定できません。 

$ コード入力指定部分はページのどこにおいてもかまいませんが、必ず、画面指定部分の後でなければなりません。 

$ 指定部分の始まりに書く指定記号は、必ず、行の先頭に大文字で書いてください。 

$ コード入力指定部分の各式の最後には、必ず“：”を付けてください。 

$ 作成したデザインページなどは、必ず、Ｗ命令で書き込んでください。 

$ ＤＦ命令中は、画面上部の１行に“ページＮＯ”（現在データを書き込んでいるページ数）、“現在行ＮＯ”（現在データを書き

込んでいる行数）、モード（入力または検索モードのどちらか）が表示されます。 

$ コード入力式の最大指定数は、次のとおりです。 

 “Ｓ指定”を行わない…最大 100個まで 

 “Ｓ指定”を行う…コード列番数×コードページ数≦100 

             ∥ 

   （同じ列をまとめて１つと数える） 

$ コード表の入っているページを、１つのコードに対して、複数のファイル名で指定することはできません。 

Ｃ列番号 

Ｄ番号
{ } 

ＣＯＤＥ[Ｃ列番号，コード列番号，データ列番号，Ｓソートの種類]＝        ／ファイル名／ページ番号／ＮＲＣ： { } 



●116 

簡易デザインページの場合簡易デザインページの場合簡易デザインページの場合簡易デザインページの場合    

ＤＦ命令では、あらかじめデザインページを用意しておかなくても、“デザインページは：”のメッセージで♪キーを
押すだけで、書き込みページのフォーマットに合わせて簡易デザインページを自動作成します。 
たとえば、下の左のような表を書き込みページに指定して、簡易デザインページを作成すると、右の画面のようになり
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
INFORMATION 

$ 簡易デザインページの、２行目にはコントロールコードの“＊Ｖ”が記入されます。 

$ ３行目から 21 行目には、書き込みページの項目を１列目から順番に表示します。 

$ 項目が 20個以上あると、20個目からは２列に分けて表示します。ただし、表示できる項目は 38個までです。 

$ 簡易デザインページは、ＤＦ命令を終了しても画面に残ります。また、項目名の右側には、項目に対応するＣ列番号が表示されま

す。 

$ 画面に残った簡易デザインページを登録しておけば、次回から同じデザインページが使用できます。また、必要に応じて、コント

ロール行や画面指定部分を書きかえたり、コード入力式を追加して、新しいデザインページを作ることもできます。

 

 

書き込みページの作り方書き込みページの作り方書き込みページの作り方書き込みページの作り方    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ命令で項目行まで入力して[エスケープ]キーを押します。 
また、作成した書き込みページにデータを入力しておく
と、検索モードでデータ検索が行えます。 
★作成した書き込みページは、Ｗ命令で必ず書き込んで

ください。 

★書き込みページには、入力モードで入力したデータを

自動的に書き込みます。データが多くなると、はじめ

に作った書き込みページの後ろに、次々とページを追

加します。書き込みページの後ろには、デザインペー

ジなど必要なデータを入れないようにしてください。 

★書き込み先にＶ型ファイルを指定すると、Ｖ型ファイ

ルの最終ページの後ろからデータを書き込みます。 

 

 
 

# 
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コード表の作り方コード表の作り方コード表の作り方コード表の作り方    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書き込みページと同じように、Ｆ命令で作成してください。 
コード表は、複数ページにわたって書き込んでおくこと
ができます。 
★作成したコード表は、Ｗ命令で必ず書き込んでください。 

★コードを入力するだけで、コード表のデータをデザイ

ンページに表示したり、書き込みページに入力するこ

とができます。 

★コード式でＳ指定を使うときは、コードの列をＳ命令

で並べかえておきます。並べかえの種類は、“１‥文

字正順”“３‥数字小さい順”のみです。 

 
 
 
 
 
 

ＤＦ命令実行中の特別操作キーＤＦ命令実行中の特別操作キーＤＦ命令実行中の特別操作キーＤＦ命令実行中の特別操作キー    

ＤＦ命令を実行中に下記のキーを操作すると、それぞれ特別な処理を行います。データを検索するときや入力す
るときに、下記のキーやデータを入力してください。 

キー操作 役割 

 ￥  前のデザイン画面の同じ位置（表の１行前の同じ項目）にあるデータを

コピーします。 

 ＠  デザイン画面の１つ前の項目にあるデータをコピーします。 

エスケープ 処理を途中でやめます。作成中の表は書き込みません。 

 バックタブ （ 　 Shift ＋ Tab ） デザイン画面のブロックカーソル位置のデータを“データは：”の位置

に呼び戻します。 

または  画面のブロックカーソルを前の項目に移します。 

または  画面のブロックカーソルを後ろの項目に移します。 

 ￡  ￡ キーのみを押すと、項目には空白が入ります。 

 ＡＬＴ ＋ （ Ａｌｔ ＋ Ｆ５ ） 表の１行前の行に戻ります。 

 ＡＬＴ ＋  

（ Ａｌｔ ＋ Ctrl ＋ Ｆ６ ） 

表の次の行に移ります。 
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①ＤＦ￠ 
②18￠………………データページは 18ページ。 
③15￠………………デザイン画面は 15ページ。 
④＞＝105000￠……会員番号に検索条件（＞＝105000）を入力する。 
⑤  Ｆ３  …………データの検索を行う。 
 
 使用するデザインページ（15ページ）          検索実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
検索するデータページ「ビデオテープ貸出管理表」（18ページ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

例題例題例題例題 18ページ「ビデオテープ貸出管理表」のデータを検索します。 
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DFLDFLDFLDFL    Build File List（ビルド ファイル リスト）    
イメージ、動画、音声などのファイルを削除する 

! マイツールの表に取り込まれている、イメージ（ＢＭＰファイル）、音声（ＷＡＶＥファイル）、動画
（ＡＶＩファイル）のファイルを削除します。 

! あらかじめＢＦＬ命令で一覧表を作成しておけば、ハードディスク内に保存されている上記のファイル
を削除できます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• あらかじめ、削除するイメージ、動画、音声などのファイルの

取り込まれている表を画面に読み出しておいてください。ＢＦ

Ｌ命令で簡単に作ることもできます。 

 
 
 

 

仕事は＝ ①ＤＦＬ♪ 

 

削除するファイルの行は： ②削除するファイル名が取り込まれている、行の番号を指定します。 
! ５行目にあるファイルを指定する。             ５♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、￥指定が可能です。 

 

削除するファイルの列は： ③削除するファイル名が取り込まれている、列の番号を指定します。 
! ２行目にあるファイルを指定する。             ２♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、＠指定が可能です。 

 
 

INFORMATION 

# イメージ、動画、音声などのファイルは、内容にもよります

が、他に比べサイズの大きいファイルです。多くの不要なフ

ァイルをそのままにしておくとハードディスクの容量を圧

迫することになります。適度な期間でＤＦＬ命令を実行して、

不要なファイルは削除しておくようにしましょう。 

 

# ＢＦＬ命令と組み合わせて使えば、マイツールのどのページ

にイメージ、動画、音声などのファイルが取り込まれている

かを一覧で確認しながら削除することができます。 

# ＢＦＬ命令で削除したファイルは元に戻すことはできませ

ん。削除する際は十分に注意してください。 
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ＤＦＬ命令の実行例 

まず、ＢＦＬ命令を実行して、イメージ、動画、音声などの一覧を作成しておきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＤＦＬ命令を実行します。 
①ＤＦＬ￠ 
②￠…………すべての行を指定する。 
③２￠………ファイル名が書き込まれている２列目を指定する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ＢＭＰ、ＡＶＩ、ＷＡＶＥなどのファイルそのものは削除さ

れますが、表の中のファイル名は残りますので、削除後に正

しく削除できたかを確認することができます。 
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DIADIADIADIA    Display Information Area（ディスプレイ インフォメーション エリア）    
画面のページ情報を表示する 

! 画面に表示されているページの、ページサイズや、現在使用している行数と列数、データ行数、そして
フォーマット行のある位置などの情報を表示します。 

 
仕事は＝ ①ＤＩＡ♪ 

 
横  幅 ＝○○○ 
行  数 ＝○○ 
モ ー ド ＝○○ 
Ｆ  行 ＝○○ 
列  数 ＝○ 
使用行数 ＝○○ 
データ行  （○～○） 
データ件数＝○件 
 

仕事は＝ 

②ページ情報のメッセージボックスが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

ページ情報の各内容 

横  幅……………………ページに設定された、１行の長さ（半角の桁数）を表示します。 
行  数……………………ページ内で使うことのできる、行数を表示します。 
モ ー ド……………………ページのモードを表示します。 
Ｆ（フォーマット）行……Ｆ命令で表を作ったとき、２行目に“Ｆ＝”で表示される行のことを、フォーマ 
            ット文といいます。その、フォーマット文のある行番号を表示します。 
列  数……………………ページ内の表が使っている列数を表示します。 
使用行数……………………現在使っている行数を表示します。文字やケイ線にかかわらず、使用している行 

            数です。 
データ行（○○～○○）…画面の表の中で、データとして使うことのできる行の範囲を表示します。 
データ件数…………………画面の中で、データとして使うことのできる行の件数を表示します。 
 
 

INFORMATION 

# ＤＩＡ命令を実行すると、いくつかの情報はＺ変数に代入され

ます。代入されるＺ変数と代入される内容は次のとおりです。 

! Ｚ35…横幅 

! Ｚ36…行数 

! Ｚ37…使用行数 

! Ｚ38…Ｆ行 

! Ｚ39…データ行（開始行のみ） 

! Ｚ40…データ件数 
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DIFDIFDIFDIF    Difference（ディファレンス）    
データの変位を求める 

! 同列・同行のデータを比較して、データの変位を求めることができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 計算場所と書き込み場所に、同じ行・列を指定すると指定によ

っては正しく計算されません。 
• 小数点以下の設定は、あらかじめＤＲ命令で設定しておきます。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＣＭＰ……表と表を照合して、一致したデータに色を付けます。 
• ＲＡＮＫ…データを集計して順位をつけます。 

 
仕事は＝ ①ＤＩＦ♪ 

 
計算場所は： ②変位を求める行（または列）を１つだけ指定します。 

! ６行目の変位を求める。                Ｌ６♪ 
! ２列目の変位を求める。                Ｃ２♪ 
★単独指定が可能です。 

★行の場合は行番号の前に“Ｌ”を、列の場合は列番号の前に“Ｃ”を
付けてください。 

 
書き込み場所は： ③計算結果を書き込む場所を指定します。 

! ３列目に書き込む。                   ３♪ 
! 最終行（または列）の後ろに行（または列）を追加して書き込む。 

Ｔ＋１♪ 
★計算場所の指定で、列を指定した場合は列番号、行を指定した場合は
行番号を指定してください。 

 
１‥＋ 
２‥－ 
３‥× 
４‥÷ 
５‥％ 
 

計算方法は（１～５）： 

④変位の計算方法を番号で選択します。 
! データを加算する。                   １♪ 
! データを減算する。              ２♪（または♪） 
! データを乗算する。                    ３♪ 
! データを除算する。                    ４♪ 
! データの百分率を求める。                 ５♪ 
★♪キーのみの入力は、“２‥－”を指定したことになります。 

 
 

１‥前のデータ 
２‥後のデータ 
 

計算するのは（１～２）： 

⑤手前のデータと後ろのデータのどちらと比較して計算するのかを、番号
で選択します。 
! 手前のデータと比較して計算する。            １♪ 
! 後ろのデータと比較して計算する。            ２♪ 
★手前のデータとは、行・列番号の小さい方のデータのことです。 

後ろのデータとは、行・列番号の大きい方のデータのことです。 

 
【“１‥前のデータ”を指定した場合】【“１‥前のデータ”を指定した場合】【“１‥前のデータ”を指定した場合】【“１‥前のデータ”を指定した場合】    

いくつ前ですか： ⑥何列（または行）手前のデータと比べるか、指定します。 
! １列手前のデータを指定する。         １♪（または♪） 
! ３行手前のデータを指定する。              ３♪ 

 
【“２‥後のデータ”を指定した場合】【“２‥後のデータ”を指定した場合】【“２‥後のデータ”を指定した場合】【“２‥後のデータ”を指定した場合】    

いくつ後ですか： ⑥何列（または行）後ろのデータと比べるか、指定します。 
! １列後ろのデータを指定する。         １♪（または♪） 
! ３行後ろのデータを指定する。              ３♪ 
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１‥正順 
２‥逆順 
 

計算する方向は（１～２）： 

⑦比較するデータと基準にするデータの、どちらを先に式に組み込むのか
を、番号で選択します。 

! 元になるデータ  演算子  比較するデータ の形で計算する。１♪ 

! 比較するデータ  演算子  元になるデータ の形で計算する。２♪ 

★元になるデータとは②で指定した行（または列）、演算子とは④で指
定した演算子、比較するデータとは⑥で指定した行（または列）です。 

 

INFORMATION 

# 計算場所と書き込み場所には、複数の行・列を指定できません。 

# 計算場所あるいは書き込み場所に、ケイ線を指定した場合は

無視します。 

# 計算結果が書き込み場所に収まらない場合は、“＊”でうめ

られます。 

 
ＤＩＦ命令での計算について 

年度 経常利益 前年比伸び率 
82 
83 
84 
85 
86 
87 
88 
89 
90 
91 

Ａ 2,300,000 
Ｂ 1,603,200 
Ｃ 2,315,600 
Ｄ 1,622,000 
Ｅ 2,038,000 
Ｆ 6,046,800 
Ｇ 1,046,000 
Ｈ 8,792,000 
Ｉ 9,068,400 
Ｊ 3,358,000 

 
Ｂ÷Ａ 0.7 
Ｃ÷Ｂ 1.4 
Ｄ÷Ｃ 0.7 
Ｅ÷Ｄ 7.4 
Ｆ÷Ｅ 1.3 
Ｇ÷Ｆ 0.7 
Ｈ÷Ｇ 0.8 
Ｉ÷Ｈ 1.0 
Ｊ÷Ｉ 1.5 

      ↑       ↑ 
     元データ   元データをこの式で計算する 

左のような表の経常利益を、前年のデータと比較して、
伸び率を求める場合、次のように指定します。 
         ＤＩＦ♪ 

計算場所は：   Ｃ２♪（２列目“経常利益”） 
書き込み場所は： ３♪（３列目“前年比伸び率”） 
計算方法は：   ４♪（除算“÷”） 
計算するのは：  １♪（前のデータ） 
いくつ前ですか： １♪（１行前） 
計算する方向は： １♪（正順） 

この場合、ＢのデータをＡで割った数値0.7を３列目にいれ、
以下同じようにデータを計算して３列目に入れます。 
★この例は、ＤＲ命令で小数点以下第１位、四捨五入に

設定した場合です。 

 
 

 
 
あらかじめＤＲ命令で、小数点以下の設定を“２”に、計算結果を“切り捨て”に設定しておいてください。 
Ｒ：19￠ 
①ＤＩＦ￠ 
②Ｃ４￠………４列目を計算する。 
③５￠…………５列目に計算結果を書き込む。 
④４￠…………データを除算する。 
⑤１￠…………前のデータと比較する。 
⑥１￠…………一つ前のデータと比較する。 
⑦１￠…………正順で比較する。（元になるデータ ÷ 比較するデータ） 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 19ページ「売上実績表」の前年比伸び率を求めます。 
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DLDLDLDL    Delete Line（デリート ライン）    
行を削除する 

! 表の中の指定した行を削除します。 

! １行だけでも、複数の行でも削除することができます。 

! 横ケイ線だけ指定して削除することもできます。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＤＣ……列を削除します。 
• ＢＬ……行を空白にします。 
• ＰＵＬ…必要な行のみ抜き出して、それ以外の行を削除します。 

 

 

仕事は＝ ①ＤＬ♪ 

 
何行目を削除しますか： ②削除する行を指定します。 

! ６行目を削除する。                   ６♪ 
! 表のデータ行すべてを削る。               Ａ♪ 
! 表の横ケイ線を削る。                  Ｋ♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、￥指定が可能です。 

 
INFORMATION 

# 不必要なデータのある行や、横ケイ線を削除するときに使い

ます。ただし、途中で切れているケイ線は“Ｋ指定”では削

除できません。 

# 間違って行を削ってしまった場合、直後にＲＶ命令を実行す

れば、元に戻すことができます。 

# Ｋ指定で削除できる横ケイ線は、データ行にあるケイ線のみ

です。 

# Ａ指定で削除できるのは、表のデータ行のみです。項目行や

データ行でない行は残ります。表のフォーマットを流用して、

新しくデータを入力する場合に便利です。 

    

 

 

 

 

 
 

 
 
Ｒ：７￠ 
①ＤＬ￠ 
②10－12￠……10行目から 12行目までを削除する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 ７ページ「成績集計表」の、10行目から 12行目までを削除します。 
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DOCDOCDOCDOC    Docking（ドッキング）    
おもて画面の下に裏画面を結合する 

! おもて画面のデータの下の空白に、裏画面のデータを結合します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 結合するデータは、あらかじめＲＢ命令で裏画面に読み出して

おきます。 
• おもて画面の下に、データを挿入する空白がないと実行できま

せん。 
• おもて画面が漢字モードで、裏画面が混在モードの場合はＤＯ

Ｃ命令は使えません。ＣＴＰ命令でモードを変更してください。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＤＯＣＲ…おもて画面の上に裏画面を結合します。 
 

 

仕事は＝ ①ＤＯＣ♪ 

 
 

INFORMATION 

# 裏画面の表題やフォーマット行もいっしょにつなぎます。 

# おもて画面の下の空白に入りきらない行は削除されます。ま

た、ＤＯＣ命令を実行してもページサイズは変更されません

ので、裏画面の１行の長さの方が大きい場合、はみ出す部分

は右側から削除されます。 

# 画面の下につながれた内容は、そのままではデータとして扱

えません。計算などはできないので注意しましょう。ＭＬ命

令で上の表の中に移したり、ＳＥＴＸ命令で計算終了行を変

更すると、計算などを行うことができるようになります。 

# 表とグラフ（帯・点・散布図・工程管理）を１つにまとめる

ときに便利な命令です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：20￠ 
ＲＢ：21￠ 
①ＤＯＣ￠……おもて画面のデータの下に裏画面のデータを結合する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 20ページ「キャンペーン通知」と 21ページ「キャンペーン日程」のデータを結合します。 
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DOCRDOCRDOCRDOCR    Docking Reverse（ドッキング リバース）    
おもて画面の上に裏画面を結合する 

! おもて画面のデータ上に裏画面のデータを結合します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 結合するデータは、あらかじめＲＢ命令で裏画面に読み出して

おきます。 
• おもて画面の下に空白がないと実行できません。 
• おもて画面が漢字モードで、裏画面が混在モードの場合は、Ｃ

ＯＣＲ命令は使えません。ＣＴＰ命令でモードを変更してくだ

さい。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＤＯＣ…おもて画面の下に裏画面を結合します。 
 

 

仕事は＝ ①ＤＯＣＲ♪ 

 
 
 

INFORMATION 

# 裏画面の表題や、フォーマット行もいっしょにつなぎます。 

# おもて画面の下にある空白の行数で入りきらないデータは

削除されます。また、ＤＯＣＲ命令を実行してもページサイ

ズは変更されませんので、裏画面の１行の長さの方が大きい

場合、はみ出す部分は右側から削除されます。 

# 画面の上につながれた内容は、そのままではデータとして扱

えません。計算などはできないので注意しましょう。ＭＬ命

令で下の表の中に移したり、ＳＥＴＸ命令で計算開始行を変

更すると、計算などを行うことができるようになります。 

# 表とグラフ（帯・点・散布図・工程管理）を１つにまとめる

ときに便利な命令です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：21￠ 
ＲＢ：20￠ 
①ＤＯＣＲ￠……おもて画面のデータの上に裏画面のデータを結合する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 21ページ「キャンペーン日程」と 20ページ「キャンペーン通知」のデータを結合します。 
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DOSDOSDOSDOS    Disk Operating System（ディスク オペレーティング システム）    
ＤＯＳに移行する 

! マイツール上から、ＤＯＳのコマンドを実行したり、ＭＳ-ＤＯＳプロンプトを起動します。 

! ＤＯＳを終了してマイツールに戻るときは、ＥＸＩＴ♪と入力します。 

 

仕事は＝ ①ＤＯＳ♪ 

 
コマンドは： ②ＤＯＳのコマンドを入力します。 

! ＤＯＳのコマンドを１回だけ実行する。       コマンド名♪ 
! ＤＯＳシステムのコマンドを複数回実行する。        ♪♪ 
★１回だけの場合、コマンド実行後、マイツールの“仕事は＝”の状態
に戻ります。 

複数回実行する場合は、ＤＯＳの画面に移行し、連続してシステムの

コマンドを実行することができます。 

★１回だけ実行する場合は半角文字で入力してください。全角ではエラ
ーになります。 

 また：（コロン）を使用するときは、コマンド全体をダブルコーテー

ションで囲んでください。（例）”ＤＩＲ Ａ：” 

★複数回実行したとき、ＤＯＳの状態から抜けるには、画面に
“C:\MTFREE>”というような表示が出ている状態でＥＸＩＴ♪と
入力してください。マイツールの“仕事は＝”の状態に戻ります。 

 
 

【ＭＳ【ＭＳ【ＭＳ【ＭＳ----ＤＯＳプロンプトからマイツールに戻る場合】ＤＯＳプロンプトからマイツールに戻る場合】ＤＯＳプロンプトからマイツールに戻る場合】ＤＯＳプロンプトからマイツールに戻る場合】    

C:¥MTFREE> 

 

システムの状態を終わり、“仕事は＝”の状態に戻す。 ＥＸＩＴ♪ 
 

 
 

INFORMATION 

# ＤＯＳ命令を実行してＤＯＳの状態になっているときに、パ

ソコンの電源を切ったり、リセットすることは決してしない

でください。データやハードディスクを破損する場合があり

ます。 
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DPDPDPDP    Display from Point（ディスプレイ フロム ポイント）    
指定したセル位置から表示する 

! キーやマウスを使わないで、表の見たい位置を表示させることができます。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• Ｄ…画面の先頭を表示します。 

 

仕事は＝ ①ＤＰ♪ 

 
何行目から表示しますか： ②画面の先頭（左上）に合わせる行を指定します。 

! 10 行目を先頭に合わせる。               １０♪ 
! 行はそのまま（列の表示位置のみを変える）。          ♪ 
★単独、Ｈ・Ａ、条件式、￥指定が可能です。 

 
何列目から表示しますか： ③画面の先頭（左上）に合わせる列を指定します。 

! ２列目を先頭に合わせる。                 ２♪ 
! 列はそのまま（行の表示位置のみを変える）。          ♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、＠指定が可能です。 

 
 

INFORMATION 

# Ｄ命令は画面の先頭部分しか見ることができないのに比べ

て、ＤＰ命令は表のどこからでも見ることができます。仕事

に合わせて使い分けてください。 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：８￠ 
①ＤＰ￠ 
②16￠………16行目を指定します。 
③４￠………４列目を指定して、先頭位置に表示するセルを確定します。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 ８ページ「売上帳」を、16行４列目を先頭にして表示します。 
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DRDRDRDR    Decimal Rounded（デジマル ラウンデッド）    
小数点以下の桁数や端数処理を設定する 

! 計算結果の小数点以下の桁数や、四捨五入、切り捨て、切り上げなどの端数処理を設定します。計算す
る前に実行してください。 

! 整数部の四捨五入、切り捨て、切り上げの指定もできます。 

 

仕事は＝ ①ＤＲ♪ 

 
現在の桁数は０です  

小数点以下の桁数は 
（指定‥－18～18，[変更なし‥￡]）： 

②計算結果で、小数点以下を何桁まで求めるかを指定します。 
! 小数点以下を３桁までに設定する。             ３♪ 
! 現在設定されている桁数を変更しない。            ♪ 
! 100 の位までの整数部を０にする。            －３♪ 
★整数部を０に指定する場合は、“－”をつけます。 

★小数点以下の桁数は 18桁まで指定できます。 

 
現在の計算結果は切り上げです 
１．四捨五入 
２．切り捨て 
３．切り上げ 
 

計算結果は[変更なし‥￡]： 

③画面に表示される数値の最終桁は、次の桁を四捨五入するか、切り上げ
るか、切り捨てるかによって変わってきます。１、２、３、の中から選
んでください。 
! 四捨五入する。                      １♪ 
! 切り捨てる。                       ２♪ 
! 切り上げる。                       ３♪ 
! 現在の指定を変更しない。                  ♪ 

 
 

INFORMATION 

# ＤＲ命令は、ＳＩＭ命令やＣＮＣ命令で使う計算式の中でも

指定できます。 

# 桁数の指定に－（マイナス）をつけると、指定した桁数まで

の整数部を０にします。 

 《整数部３桁まで四捨五入のときの例》 
  １２３４５６７→１２３５０００ 
  ７６５４３２１→７６５４０００ 

# －３とした場合は、100の位までの数値を四捨五入します。 

# 整数部の桁数を指定すると、計算結果に小数点以下の数値は

つきません。 

# ＤＲ命令で小数点以下の桁数を設定しても、計算結果を書き

込む列の桁数により、すべての桁を表示しきれない場合があ

ります。 

# ＤＲ命令の設定は、次回ＤＲ命令で設定を変更するまで有効

です。 

# ＤＲ命令の指定と列の桁数との関係は以下のとおりです。 

 《小数点以下３桁まで四捨五入のときの例》 
          123.456789 という計算結果は 

              $ 7 

          1 2 3 . 4 5 6 7 

          ↓  ↓ 

列の桁数 ★７桁以上 

 のとき 

★３～６桁 

 のとき 

★２桁のとき 

計算結果 １２３．４５７

すべての桁数が

収まります 

１２３．４ 

整数部が優先的

に収まります。

＊＊ 

整数部が収まら

ないと＊になり

ます。 
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Ｒ：22￠ 
①ＤＲ￠ 
②３￠…………………………小数点以下を３桁に設定する。 
③２￠…………………………最終桁以下は切り捨てる。 
 
ＭＴＲ／ＭＴ，Ｔ＝￠………計算式を使って、表全体を総合計で割る。 
 
①ＤＲ￠ 
②１￠…………………………小数点以下を１桁に設定する。 
③２￠…………………………最終桁以下は切り捨てる。 
 
ＭＴＲ＊100＝￠ ……………計算式を使って、表全体に 100 を掛けてデータをパーセント（％）に直す。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
Ｒ：23￠ 
①ＤＲ￠ 
②－３￠……………整数部の下３桁を指定する。 
③１￠………………指定部分を四捨五入する。 
 
ＭＴＲ＊１＝￠……計算式を使って、表全体に１を掛ける。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題

例題例題例題例題

22ページ「支店別売上表 94年」のデータを３ヶ月の全体合計比率（パーセント）に直します。 

23 ページ「支店別売上表 94年」のデータの、1000 の桁を四捨五入します。 
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DRCDRCDRCDRC    Draw Column（ドロー カラム）    
縦ケイ線を引く 

! 縦ケイ線を引いて表を見やすくします。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 縦ケイ線１本は１列として扱われます。 
• ページ内に指定した縦ケイ線を引くのに十分な桁数がない場合、

引けるだけの縦ケイ線を引いて終了します。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＤＲＬ…横ケイ線を引きます。 
 

 

仕事は＝ ①ＤＲＣ♪ 

 
何列目の前に引きますか： ②縦ケイ線を引く列を指定します。 

! すべての列の前（左側）に縦ケイ線を引く。    ♪（またはＡ♪） 
! １列目の前と最終列の後に縦ケイ線を引く。    Ｈ，Ｔ＋１♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

 
 

INFORMATION 

# 縦ケイ線を引いた数だけ、フォーマット行に１列分の表示が

加えられます。 

# 一度にすべての縦ケイ線を削除する場合は、ＤＣ命令の“Ｋ

指定”を使うと便利です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：７￠ 
①ＤＲＣ￠ 
②￠……………すべての列の前に縦ケイ線を引く。 
★最終列の後にもケイ線が引かれます。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 ７ページ「成績集計表」に縦ケイ線を引きます。 
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DRLDRLDRLDRL    Draw Line（ドロー ライン）    
横ケイ線を引く 

! 横ケイ線を引いて表を見やすくします。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 横ケイ線１本は１行として扱われます。 
• ページ内に指定した横ケイ線を引くのに十分な行数がない場合、

引けるだけの横ケイ線を引いて終了します。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＤＲＣ…縦ケイ線を引きます。 
 

 

仕事は＝ ①ＤＲＬ♪ 

 
何行目の前に引きますか： ②横ケイ線を引く行を指定します。 

! 先頭データ行の後ろから最終データ行の前まで、横ケイ線を引く。 
♪（またはＡ♪） 

★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、￥指定が可能です。 
 
 

INFORMATION 

# 一度にデータ行の横ケイ線を削除する場合は、ＤＬ命令の

“Ｋ指定”を使うと便利です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：１０￠ 
①ＤＲＬ￠ 
②９￠……………９行目の前に横ケイ線を引く。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

例題例題例題例題 10ページ「支店別売上表 94年」の“合計”の行の前に、横ケイ線を引きます。 
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DSDSDSDS    Divide Screen（ディバイド スクリーン）    
画面分割の設定を変更する 

! 画面を２つに分割し、その片方の画面（副画面）に表示する内容を指定します。 

! 画面分割の方向や操作画面の大きさを変更することもできます。 

 
副画面に表示できるもの 

フロントエリア（おもて画面）…通常使っている表示画面の内容です。 
バックエリア（裏画面）…………裏画面の内容です。 
タイトル……………………………Ｔ命令で表示するタイトル一覧と同じです。 
ワークエリア………………………ＤＷ命令で表示するワークエリアと同じです。 
ロギングエリア……………………ＲＬＯＧ命令で表示するロギングの画面です。 
               ★今までキーボードから入れたデータや命令を、保存しておく領域です。 

ファイル……………………………ＦＩＬＥ命令やＴＦ命令で表示する、ファイル一覧と同じです。 
 

仕事は＝ ①ＤＳ♪ 

 
分割方法は 
［上下‥１，左右‥２，分割しない‥３］： 

②画面を分割する方法を番号で選択します。 
! 上下に分割する。                     １♪ 
! 左右に分割する。                     ２♪ 
! 分割されている画面を１画面にもどす。           ３♪ 
! 現在の設定を変更しない。                  ♪ 

 
【上下分割を選んだ場合】【上下分割を選んだ場合】【上下分割を選んだ場合】【上下分割を選んだ場合】    

操作画面の大きさは（４～〇〇行）： ③上下に画面分割したとき、操作画面を何行にするか指定します。 
! 操作画面を 10行にする。                １０♪ 
! 現在の設定を変更しない。                  ♪ 
★上下分割の場合、上部が副画面、下部が操作画面になります。 

 
【左右分割を選んだ場合】【左右分割を選んだ場合】【左右分割を選んだ場合】【左右分割を選んだ場合】    

操作画面の大きさは（10～〇〇桁）： ③左右に画面分割したとき、操作画面を何桁（半角文字で数えた文字数）
にするか指定します。 
! 操作画面を 50桁にする。                ５０♪ 
! 現在の設定を変更しない。                  ♪ 
★左右分割の場合、左が操作画面、右が副画面になります。 

 
１‥フロントエリア 
２‥バックエリア 
３‥タイトル 
４‥ワークエリア 
５‥ロギングエリア 
６‥ファイル 
￡‥変更なし 
 

副画面に表示するものは： 

④副画面に表示するものを番号で選択します。 
! 操作画面と同じ内容を表示する。              １♪ 
! 裏画面の内容を表示する。                 ２♪ 
! タイトル一覧を表示する。                 ３♪ 
! ワークエリアの内容を表示する。              ４♪ 
! ロギングエリアの画面を表示する。             ５♪ 
! ファイル一覧を表示する。                 ６♪ 
! 現在の設定を変更しない。                  ♪ 
 
 

 
INFORMATION 

# ＤＳ命令での設定は、マイツールを終了したときに保存され

ませんので、マイツールを起動したときには標準値になって

います。標準値は、分割方法は上下分割、副画面に表示する

のはバックエリア（裏画面）になっています。 

# 操作画面を、画面上から見えなくすることはできません。最

低４行または 14バイト（14桁）が残ります。また設定でき

る最大行数・桁数は、表示しているマイツールウィンドウの

サイズにより異なります。
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画面分割について 

ＤＳ命令で“おもて画面”と“副画面”で画面分割を行う場合、上下分割と左右分割はそれぞれ次のように表示
されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：５￠ 
ＲＢ：19￠ 
①ＤＳ￠ 
②２￠…………左右に分割する。 
③40￠…………操作画面の大きさを 40桁にする。 
④２￠…………副画面にバックエリア（裏画面）を表示する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 画面を左右に分割して、裏画面の内容を表示します。 

副画面 

副画面 

上下分割 

左右分割 

おもて画面 

おもて画面 

おもて画面 
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DSHDSHDSHDSH    Dobule Data Search（ダブル データ サーチ）    
重複しているデータを抜き出す 

! 指定したページの中で、キー列のデータが重複しているものを抜き出し、元データから削除します。 

! 重複しているものすべてを探し出すだけでなく、最初のもの・最後のもの・指定した順番のものだけを
抜き出すこともできます。 

! 名簿や住所録の中で、重複するものを探し出すのに便利です。 

  
! ページを指定してＤＳＨ命令を実行すると、抜き出されたデータはただちにページから削除され
ます。実行する際は十分に注意してください。 

実行実行実行実行前の確認前の確認前の確認前の確認    

• キー列は、あらかじめＳ命令で文字正順に並べかえておいてく

ださい。 
• 複数ページからデータを抜き出す場合、表のフォーマットは先

頭ページの桁数に合わせるので、桁数からはみ出すデータがあ

ると削除されます。 
• 先頭ページが混在モードの場合は、抜き出し中に漢字モードの

ページがあっても結果はすべて混在モードになります。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＳＨ……データを検索します。 
• ＳＨＤ…条件に合った行を検索し、元データから削除します。 

 

 

仕事は＝ ①ＤＳＨ♪ 

 
抜き出すページは[画面‥￡]： ②データを抜き出すページを指定します。 

! 画面のデータから抜き出す。                 ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

★ここで指定したページには、抜き出しの指定に当てはまらなかったデ
ータが書き込まれます。 

 
１番目のキー列は[終了‥￡]： ③どの列をキー列にしてデータを抜き出すのか、基準となる列の番号を指

定してください。 
! 表の１列目をキー列にする。                １♪ 
! キー列を指定しない。                    ♪ 
★単独指定が可能です。 

★キー列を指定しない場合、１つ前の行とデータの内容がすべて同じも
のだけを抜き出します。 

 
２番目のキー列は[終了‥￡]： ④さらにキー列を指定する場合は、次に基準となる列の番号を指定してく

ださい。 
! 次のキー列に２列目を指定する。              ２♪ 
! キー列の指定を終了する。                  ♪ 
★単独指定が可能です。 

★抜き出しのキー列は５つまで指定することができます。 

 
Ｄ ‥重複するデータを抜く 
数字‥指定されたデータ 
Ｈ ‥最初のデータ 
Ｔ ‥最後のデータ 
Ａ ‥重複するデータすべて 
 

抜き出しの種類は： 

⑤抜き出しの種類を指定します。 
! 重複しているデータの２番目から最後までを抜き出す。    Ｄ♪ 
! 重複しているデータの５番目のデータを抜き出す。      ５♪ 
! 重複している最初のデータを抜き出す。           Ｈ♪ 
! 重複している最後のデータを抜き出す。           Ｔ♪ 
! 重複しているデータすべてを抜き出す。           Ａ♪ 
 
 

 

重要重要重要重要 
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結果の書き込み先頭ページは 
[印刷‥Ｐ，画面‥￡]： 

⑥抜き出したデータをどうするのか、指定します。 
! 10 ページから書き込む。                １０♪ 
! 印刷する。                        Ｐ♪ 
! 画面に表示する。                      ♪ 
 

 
INFORMATION 

# 抜き出したデータは、おもて画面に表示されます。 

# 抜き出しの指定に当てはまらない残りのデータは、裏画面に

も表示されます。ただし、複数ページを指定した場合は、最

終ページが裏画面に表示されます。 

# 複数ページの抜き出し中にエスケープキーを押すと一時停
止します。停止中に ￡ キーを押すと再開します。もう一
度エスケープキーを押すと処理を中止します。 

 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：24￠ 
Ｓ￠￠３￠１￠６￠１￠２￠３￠￠￠￠……あらかじめＳ命令で、“会社名”を文字正順で並べかえておきます。 
①ＤＳＨ￠ 
②￠……………画面のデータから抜き出す。 
③６￠…………氏名は６列目。 
④￠……………キー列指定を終了する。 
⑤Ｈ￠…………重複する氏名の最初のデータを抜き出す。 
⑥￠……………結果を画面に書き込む。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 裏画面に残るデータ（抜き出されたデータ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

例題例題例題例題 24ページ「得意先名簿」の重複しているデータを抜き出します。 
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DWDWDWDW    Display Work（ディスプレイ ワーク）    
ワークエリアを表示する 

! ワークエリアに入っているデータを表示します。 

! ワークエリアとは、データや計算結果を一時的に保管しておく場所です。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＤＳ…画面分割して副画面にワークエリアなどを表示します。 

 

仕事は＝ ①ＤＷ♪ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ワークエリアの内容が表示されます。 
! 下方向へスクロールする。            ↓ 
! 上方向へスクロールする。            ↑ 
! ワークエリアの表示を終了する。     [エスケープ] 
★ワークエリアに計算結果やデータを書き込んでいない場
合には、左のように数字は表示されません。 
 
 
 
 

 
 
 

INFORMATION 

# ＩＬＷ命令・ＩＣＷ命令を行う前には、ＤＷ命令でワークエ

リアの内容を確認しましょう。 

# Ｃ命令中でも、ＤＷ命令でワークエリアの内容を見ることが

できます。 

# 数値はワークエリアに半角文字で保存されますが、文字はそ

のままのかたちで保存されます。Ｃ命令やＩＣＷ命令、ＩＬ

Ｗ命令で読み出して使うときに、その画面が漢字モードであ

れば全角文字にして表示されます。 

 

# ワークエリアには、Ｗ１・Ｗ２・Ｗ３の３つのエリアがあり

ます。１つのエリアに保存できるのは、18桁のデータを 180

個までです。 

# ワークエリアに結果を入れることのできる命令 

Ｃ・ＡＣＭ・ＭＡＶ 

# ワークエリアに入っているデータを読み出して使う命令 

Ｃ・ＩＣＷ・ＩＬＷ 

# マイツールを終了すると、ワークエリアの内容はすべて消去

されます。 
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EEEE    Entry（エントリー）    
表にデータを追加する 

! 表に新しく行を追加し、データを入力します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 画面にフォーマット文のある表がないと、Ｅ命令を実行するこ

とはできません。 
    

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＥＣ…列方向にデータを入力します。 
• ＥＬ…行方向にデータを入力します。 
• ＥＲ…指定した範囲のセルにデータを入力します。

 

仕事は＝ ①Ｅ♪ 

 

データは： ②データを入力します。[エスケープ]キーを押すと、データ入力を終了し
ます。 

 
INFORMATION 

# ケイ線を無視して、次々とデータを入れることができます。 

# 入力するデータ内にコロン（：）、エスケープ（ＥＳＣ）が

ある場合は、データ全体をダブルコーテーション（”）で囲

んでください。 

# データを入力できるのは、指定可能行数内だけです。 

# データは、 ￡ キーを押すと、右づめで入力されます。
 タブ （ Tab ）キーを押すと、左づめで入力されます。 

#  ＠ キーや ￥ キーを使うと、前の列または前の行と同

じデータを入力することができます。 

# すでに入力したデータの修正は、 キ

ーでブロックカーソルを移動させて行います。 

# 表の左端にブロックカーソルがある状態で キーを押す

と、ブロックカーソルは前の行の行末に移動します。また、

表の右端にブロックカーソルがある状態で キーを押す

と、ブロックカーソルは次の行の行頭に移動します。 

# データの一部分だけを修正する場合は、  バックタブ
（ 　 Shift ＋ Tab ）キーを押した後、 、 、

 ホーム（ Home ）， 挿入（ Insert ）， 削除（ Delete ），
 後退 （ Back space ）キーで行ってください。 

#  コントロール ＋ Ｘ （ Ctrl ＋ Ｘ ）キーを押すと、ブ

ロックカーソルのある列の桁数が１桁ずつ広がります。 

#  コントロール ＋ Ａ （ Ctrl ＋ Ａ ）キーを押すと、空

白行が１行挿入されます。 

 

 
 

 
 
Ｒ：７￠ 
①Ｅ￠ 
②鈴木 太郎￠78￠69￠82￠80￠72￠……データを入力します。 
③エスケープ……………１行分データを入れ終わったら入力を終了します。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 ７ページ「成績集計表」に、新しくデータを１行追加します。 
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ECECECEC    Entry Column（エントリー カラム）    
列方向にデータを入力する 

! 表の指定した列に、列方向でデータを入力します。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• Ｅ……表にデータを追加します。 
• ＥＬ…行方向にデータを入力します。 
• ＥＲ…指定した範囲のセルにデータを入力します。 

 

 

仕事は＝ ①ＥＣ♪ 

 
何列目から入れますか： ②データを入力する列の番号を指定します。 

! ２列目にデータを入れる。                 ２♪ 
! １列目にデータを入れる。           １♪（または♪） 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、＠指定が可能です。 

 
何行目から入れますか： ③指定列の何行目からデータを入れ始めるか、行の番号を指定します。 

! 指定した列の 10行目からデータを入れる。        １０♪ 
! 項目行に項目名を入れる。                  ♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、￥指定が可能です。 

★♪キーを押した場合、データ入力の前に項目名を入れます。 

 
データは： ④データを入力します。データを入力し終わったら、[エスケープ]キーを

押します。 
 
 

INFORMATION 

# ケイ線を無視して、次々とデータを入れることができます。 

# 入力するデータ内にコロン（：）、エスケープ（ＥＳＣ）が

ある場合は、データ全体をダブルコーテーション（”）で囲

んでください。 

# データを入力できるのは、指定可能行数内だけです。 

# データは、 ￡ キーを押すと、右づめで入力されます。
 タブ （ Tab ）キーを押すと、左づめで入力されます。 

#  ＠ キーや ￥ キーを使うと、前の列または前の行と同

じデータを入力することができます。 

# すでに入力したデータの修正は、 キ

ーでブロックカーソルを移動させて行います。 

 

# 表の左端にブロックカーソルがある状態で キーを押す

と、ブロックカーソルは前の行の行末に移動します。また、

表の右端にブロックカーソルがある状態で キーを押す

と、ブロックカーソルは次の行の行頭に移動します。 

# データの一部分だけを修正する場合は、  バックタブ
（ 　 Shift ＋ Tab ）キーを押した後、 、 、

 ホーム（ Home ）、 挿入（ Insert ）、 削除（ Delete ）、
 後退 （ Back space ）キーで行ってください。 

#  コントロール ＋ Ｘ （ Ctrl ＋ Ｘ ）キーを押すと、ブ

ロックカーソルのある列の桁数が１桁ずつ広がります。 

#  コントロール ＋ Ａ （ Ctrl ＋ Ａ ）キーを押すと、空

白行が１行挿入されます。 

 

E 
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EDEDEDED    Edit（エディット）    
ワープロとして使う 

! 日本語ワードプロセッサとしての機能になります。 

! 表の修正も行うことができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 既存の表や文書を編集する場合は、あらかじめＲ命令で編集

するページを画面に読み出しておいてください。 
• 新しく文書を作成する場合は、Ｆ命令実行後、エスケープキ

ーを押して空白のページを作成してください（ＥＤ命令の機

能で文章を削除することもできます）。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＦＳ…用紙サイズに合わせて表を作ります。 
 
 
 

 
仕事は＝ ①ＥＤ♪ 

 
 

    ＥＤ命令ＥＤ命令ＥＤ命令ＥＤ命令の画面の画面の画面の画面        

ＥＤ命令を実行すると、画面は下のように変わります。 
 
 
 
 
 
 

★ＥＤ命令を実行すると、画面上には文字入力位置
を示すカーソル（■）と、１行の最後を示す改行マ
ーク（ ）が表示されます。 
また、プルダウンメニューや画面最下行などの表示
がＥＤ命令用に変更されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

    画面の説明画面の説明画面の説明画面の説明        

①メニューバー…………“仕事は＝”と表示されているときのメニューバーとは異なり、ＥＤ命令専用のメニュー
バーに変更されます。ＥＤ命令時のメニューバーおよびプルダウンメニューは、マウスだ

けでなく、キーボードを使って操作することができます。 
②改行マーク……………ＥＤ命令を実行すると、Ｅ行のＥＥＥのＥＥに、ＥマーＥが表示されます。 
③カーソル………………ＥＤ命令実行中は“■”あるいは“■”の形のカーソルが表示されます。入力行はなくなり、

打ったＥＥが画面上のカーソル位置に表示されます。 
④モード表示……………ここには、［訂正］、［挿入］のどちらかが表示されます。訂正モードでは、カーソルの

あるところからＥＥを上書きし、挿入モードでは、カーソルのあるところにＥＥが挿入さ

れます。 
⑤カーソル移動方向……ＥＥを打ったＥ、通常は右方向にカーソルが移動しますが、ＥＤ命令中では、上下左右の

いずれかにカーソルの移動方向を指定することができます。 

①

②

③

④ ⑤ 

訂正 
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    基本操作基本操作基本操作基本操作        

表のデータを変更する場合は、ＥＤ命令実行前に、変更したいページを画面に表示させておきます。新しく文書を
作る場合は、画面上のデータは消しておきます。 
★Ｆ命令、ＦＳ命令を行うか、あるいはＥＤ命令中の削除などで消すことができます。 

! 訂正モードと挿入モード訂正モードと挿入モード訂正モードと挿入モード訂正モードと挿入モード    
ＥＤ命令中に文字入力を行うと、画面上のカーソル位置に文字が入力されます。文字の入力時には訂正モードと
挿入モードがあり、それぞれ次の機能があります。 
★漢Ｅモードのページには、半角ＥＥは入力できません。 

モード 機能 
訂正モード 表示されているＥＥに重ねてＥＥを打つと、それまであったＥＥが消えて新しく打

ったＥＥが残ります。つまり、重ねて打ったＥＥに上書きする状態のことです。 

挿入モード 表示されているＥＥに重ねてＥＥを打つと、それまであったＥＥは入力したＥＥ数

分右側に移動します。 

ただし、入力したＥＥがページの桁数を超えると、ＥＥは右側から削除されるので

注意が必要です。 

★現在のモードは画面左下のモード表示部分に表示されます。訂正モードなら緑色で［訂正］、挿入モードなら
水色で［挿入］と表示され、カーソルの色も同じ色に変わります。 

★挿入モードで ￡ キーを押すと、カーソルがあった位置にはマーＥが表示され、カーソル位置およびカーソ
ル以降のＥＥＥは次の行に送られます。カーソルは次の行の先頭に移動します。 

＜訂正モードと挿入モードの切り替え＞＜訂正モードと挿入モードの切り替え＞＜訂正モードと挿入モードの切り替え＞＜訂正モードと挿入モードの切り替え＞ 

キーボードで切り替える場合…… 挿入 キーを押すたびに、訂正モードと挿入モードが交互に切り替わります。 
マウスで切り替える場合…………モード表示部分にカーソルを合わせて左ＥリッＥするたびに、訂正モード

と挿入モードが切り替わります。 

 
! カーソルの移動カーソルの移動カーソルの移動カーソルの移動    
ＥＤ命令中に文字入力を行うと、文字はカーソルの位置に入力されます。 
文字の入力位置を移動する場合は、カーソルの位置を移動します。 

＜文字入力位置へのカーソルの移動＞＜文字入力位置へのカーソルの移動＞＜文字入力位置へのカーソルの移動＞＜文字入力位置へのカーソルの移動＞    

キーボードで移動する場合………カーソルキーを押して、キーの矢印方向に１ＥＥあるいは１行ずつカーソ
ルを移動させることができます。 

マウスで移動する場合……………入力する位置にマウスカーソルを合わせ、左ＥリッＥすると、その位置に
カーソルが移動します。 

 
! 文字入力後のカーソルの移動方向文字入力後のカーソルの移動方向文字入力後のカーソルの移動方向文字入力後のカーソルの移動方向    
通常は、文字入力後カーソルは右に移動しますが、左方向および上下方向に移動方向を指定することができます。
画面左下に表示されているカーソル移動方向の表示が、現在の移動方向を示しています。表示が［→］の場合は、
右方向への移動です。 

＜カーソルの移動方向の指定＞＜カーソルの移動方向の指定＞＜カーソルの移動方向の指定＞＜カーソルの移動方向の指定＞    

キーボードで指定する場合……… ＡＬＴ キーを押しながら （ Ｆ５  Ｆ６  Ｆ７  Ｆ８ ）

キーを押します。 

★ 下方向にする場合は、 ＡＬＴ ＋ Ctrl キーを押しながら Ｆ６ キーを押

します。 

マウスで指定する場合……………［→］が表示されている位置にマウスカーソルを合わせ左ＥリッＥすると、
［↓］の表示に変わります。続けて左ＥリッＥするたびに［←］［↑］［→］

の順に矢印の向きが変わります。 
 

! スクロールスクロールスクロールスクロール    
キーボードで行う場合…………… （ Ctrl ＋ ）キーを押すと、１画面

ずつスＥロールします。また、カーソルが表示領域を超えたとき、スＥロ

ールが行われます。 

マウスで行う場合…………………他の命令と同じように、右ドラッギングでスＥロールさせます。 
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! 文字の消去文字の消去文字の消去文字の消去    
文字の消去はキーボードから行います。 後退（ Backspace ）キーでカーソルの左どなりの文字、 削除（ Delete ）
キーでカーソル上の文字を消すことができます。 コントロール ＋ クリア（ Ctrl ＋ End ）もしくは コントロール
＋ Ｚ （ Ctrl ＋ Ｚ ）で、その行のカーソル位置以降の文字を消すことができます。 
ただし、複数の行や文章を消去するような場合は、プルダウンメニューの［削除］から行います。 

 
 

    プルダプルダプルダプルダウンメニューと各機能の選択ウンメニューと各機能の選択ウンメニューと各機能の選択ウンメニューと各機能の選択        

ＥＤ命令を実行すると、専用のメニューバーとプルダウンメニューに変わります。メニューバーおよびプルダウ
ンメニューの選択は、キーボードのファンクションキーとマウスのどちらでも行えます。 
 
F1 範囲 F2編集 F3倍角 F4行編集 F5挿入移動 F6削除 F7複写 F8ケイ線Ｅ設定 

1:全面 

2:単一 

3:複数 

4:Ｅ 

5:改行マーＥ 

1:枠あけ 

2:ﾚｲｱｳﾄ変更 

3:半改行 

4:無改行 

5:検索 

6:置換 

1:横倍角 

2:縦倍角 

3:４倍角 

4:倍角削除 

1:右寄せ 

2:左寄せ 

3:ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞ 

4:均等割付け 

1:行挿入 

2:行移動 

3:Ｅ移動 

4:ﾌﾞﾛｯｸ移動 

1:行削除 

2:Ｅ削除 

3:ﾌﾞﾛｯｸ削除

1:行複写 

2:Ｅ複写 

3:ﾌﾞﾛｯｸ複写 

1:ｹｲ線ﾓｰﾄﾞ 

2:ｹｲ線描画 

3:裏画面読込

4:ﾘｶﾊﾞﾘ 

5:ｾｰﾌﾞ 

6:ﾀﾌﾞ 

7:横ｻｲｽﾞ変更

上図は、メニューバーで各メニューを選んだときに表示されるプルダウンメニューの内容を示したものです。 
キーボードのファンクションキーを使って、機能を選択する場合は、次のように操作します。 
①メニューバーのメニューに対応するファンクションキーを押します。 
《例》 ［倍角］を選択する。 →  Ｆ３ キーを押す。 

②プルダウンメニューが表示されたら、使用したい機能の番号を、数字キーで選択します。 
《例》 ［横倍角］を選択する。 → 数字キーの １ を押す。 

★エスケープキーを押すと、取り消されます。 

 
 

プルダウンメニューの各機能解説プルダウンメニューの各機能解説プルダウンメニューの各機能解説プルダウンメニューの各機能解説    

Ｆ１ 範囲 

編集可能な範囲を設定します。 
範囲を設定すると、範囲以外への文字入力や編集を行うことができなくなります。 
文書全体のレイアウトを変えずに、部分的な修正をする場合や、文字を書き込む範囲をあらかじめ決めておく場
合に使用します。 
★範囲設定中は、ＥＥ入力を行うと、その行の範囲を超えたＥＥやカーソルは、自動的に次の行へ移動します。 
★範囲設定を解除するときは、エスケープキーを押します。 

 
（１）全面  

ページの最終行数・最終桁数の位置まで、範囲を設定します。 
「全面」を選択すると、ただちに範囲が設定されます。 
★ 範囲指定が行われても、画面に大きな変化はありません。ただし、実行されると、範囲の四隅に赤いマーＥが表示さ

れ、範囲の限界を示します。マーＥはカーソルと重なって表示されることがあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

四隅に赤いマークが表示されます。 

その内側が設定されている範囲です。 
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（２）単一  

１ヶ所だけ範囲を設定します。範囲は四角形で指定し、対角となる２点の位置をカーソルで指定します。 
★ 複数の範囲を設定する場合は“（３）複数”で行います。 

★ 位置の指定は、キーボードとマウスのどちらでも可能です。 

★ 始点と終点の指定について詳しくは、下の「始点と終点の指定」をご覧ください。 

 
範囲の始点を指定してください 

 
 
 
 
 
 
①カーソルを範囲の始点（たとえば左上）に移動させ、 
 ￡ キーを押します。

範囲の終点を指定してください 
 
②カーソルを範囲の終点に移動させ、 ￡ キーを押します。
以上の操作で範囲が設定されます。 
★途中で中止したい場合は、エスケープキーを押します。以

降の機能についても同じです。 

 
 
 
 
 
 
 

! 始点と終点の指定始点と終点の指定始点と終点の指定始点と終点の指定    
［範囲］での指定に限らず、ブロック（四角形の範囲）の始
点と終点を指定して使う機能は他にもあります。その場合、
次のように操作してください。 
右図のＡＢＣＤの四隅のうち、対角となる２点で始点と終点
を指定します。どの位置を始点にしてもかまいませんが、終
点は必ず対角の位置になります。 
たとえば、Ａの位置を始点にするとＤの位置が終点になり、
Ｃが始点ならばＢが終点になります。 
★１行内の範囲指定や１桁の範囲指定もできます。 

 

＜図のＡとＤの位置で指定＜図のＡとＤの位置で指定＜図のＡとＤの位置で指定＜図のＡとＤの位置で指定する＞する＞する＞する＞    

キーボードで指定する場合……Ａの位置にカーソルを移動させ、 ￡ キーを押します。 
続いてＤの位置にカーソルを移動させ、 ￡ キーを押します。 

マウスで指定する場合…………Ａの位置にマウスカーソルを合わせ、左ＥリッＥを押します。 
続いてＤの位置にマウスカーソルを合わせ、左ＥリッＥを押します。 

 

① 

② 

カーソルが１行１桁目にあると、赤いマークは緑の

カーソルで隠れています。カーソルを動かすと赤い

マークが見えるようになります。 

赤いマーク

この部分に範囲を設定する。 

指定する範囲 

ＡＡＡＡ ＣＣＣＣ 

ＢＢＢＢ ＤＤＤＤ 
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（３）複数  

範囲を４ヶ所まで指定することができます。 
指定の方法は“（２）単一”の操作と同じです。 
１ヶ所の範囲指定を終えると、ふたたび同じメッセージが表示されるので、繰り返し同じように指定します。 
４ヶ所未満の範囲指定を行うときは、必要な数を設定し終えた後エスケープキーを押して、指定の操作を終え
ます。 

《複数の範囲を指定した例》 
 

★ すでに設定されている範囲に重ねて、別の範囲を設定するこ

とはできません（ブザーが鳴ります）。 

★ 範囲内にカーソルがある場合、四隅を示すマーＥが赤で表示

されます。カーソルのない範囲の四隅は紫で表示されます。 

★ 範囲間のカーソルの移動はマウスを使って行います。 

 
 
 
 

（４）列  

表の列内を範囲指定します。いったん設定しておけば、他の列にも列指定を移動させることができます。 
ただし、画面に列のある表がないと、実行することはできません。 
 
 

対象の列を指定してください 

 
①範囲指定する列の中にカーソルを移動させ、 ￡ キーを
押します。 
★マウスの場合は、Ｅ内にカーソルを合わせ左ＥリッＥし

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

★ フォーマット行より上の行を指定することはできません。 

★ データ行内で指定すると、データの先頭行からデータのＥ終行までが範囲となります。 

★ フォーマット行以降からデータ先頭行より上の間で指定を行うと、その行からデータのＥ終行までが範囲となります。 

! 範囲の対象列の変更範囲の対象列の変更範囲の対象列の変更範囲の対象列の変更    

キーボードで行う場合…………… シフト ＋ 改行 （ ＡＬＴ ＋ ＊ ）キーを押すと、右隣のＥに範囲が移動

します（右端のＥにカーソルがある場合は、左端のＥに範囲が移動します）。 
マウスで行う場合…………………新しく範囲に設定するＥをマウスで左ＥリッＥします。 

★ この操作は何回でも行うことができます。 

★ コンパＥトキーボード以外のキーボードでは、テンキー上の ＊ キーを使わないと、この操作は行えません。 

 

６
７
８
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

赤いマークが表示され、カーソルのある

列内が範囲指定されます。 
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（５）改行マーク  

「改行マーク」は、設定した範囲の中に、それぞれ改行マークを表示するかしないかの設定を行います。 
プルダウンメニューから選択するごとに、表示しない、表示するを切り替えます。 
★ ＥＤ命令実行直Ｅは、Ｅ範囲に改行マーＥを表示する状態になっています。 

★ 画面Ｅ下行に表示される［改行マーＥ］（もしくは［改行  ］）をマウスで左ＥリッＥして、切り替えることもできます。 

★ 範囲以外の部分の改行マーＥは、ここでの設定に関係なく常に表示されます。 

! “表示する”“表示しない”の違い“表示する”“表示しない”の違い“表示する”“表示しない”の違い“表示する”“表示しない”の違い    

     《表示する》              《表示しない》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

画面最下行の表示      ［改行マーク］               ［改行  ］  

 
 

Ｆ２ 編集 

主に、文書作成後の編集を行います。 
 
（１）枠あけ  

ブロック（範囲）を指定して、空白を空けます。ブロック内の文字はブロック外へ移動します。 
 

ブロックの始点を指定してください 

 

ブロックの終点を指定してください 

 

《始点と終点の指定》の操作を、空白にしたい領域に対し
て行います。 
 
 
 

 
   《実行前》              《実行後》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）レイアウト変更  

ブロック（範囲）を指定して、ブロック内にある文字を、新しく指定するブロック内に並べかえます。 
★ 始点の位置は変更できません。 

 

ブロックの始点を指定してください 
 
ブロックの終点を指定してください 

①《始点と終点の指定》の操作を、レイアウト変更をする領
域に対して行います。 
次の図の①の位置が始点（左上）にあたります。 

  
 あいうえお  
 かきく  
 けこ      さし  
 すせそ     たちつ  
 てと       
 なにぬねの  
  

  
 あいうえお  
 かきく  
 けこ      さし  
 すせそ     たちつ  
 てと  
 なにぬねの  
  

枠あけとは、ブロック 
を指定した範囲を空白 
にして、ブロック内に 
あった文字を、ブロッ 
クの外に移動する機能 
です。 

枠あけとは、ブロック 
を指定した範囲を空白 
にして     、ブロック内に 
あった     文字を、ブロッ 
クの外     に移動する機能 
です。 この部分を指定 

#
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整形後のブロック右下を指定してくだ
さい 

 

②新しくレイアウトする範囲の、右下の位置（終点）のみを
指定します。 
 下図の③の位置が終点（右下）にあたります。 

★ ③の位置は、①と②で指定したブロッＥ内にあるＥＥ数分と等しいか、それより大きいブロッＥにしないと指定できません。 

★ 整形ＥのブロッＥ位置に、整形前のブロッＥ以外のＥＥがあると消えてしまいます。 

★ 繰り返し指定できますので、終わるときはエスケープキーを押してください。 

   《実行前》              《実行後》 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（３）半改行  

印刷時に半改行する行を設定します。印刷すると、行の半分の位置から次の行が重なって印刷されます。 
ケイ線を利用して、文字の下にアンダーラインを引くときなどに利用できます。 
 
半改行の行を指定してください 

 

①半改行する行の右側にカーソルを移動させ、 ￡ キーを押
します。カーソル位置に半改行マーク（ ）が挿入されます。 

★ ＥＥＥの途中で指定すると、半改行マーＥの分、ＥＥＥが右に移動してしまいますので注意してください。 

★ 繰り返し指定できますので、終わるときはエスケープキーを押してください。 

★ 半改行の指定を取り消すには、半改行マーＥを削除します。 

    《実行前》            《実行後》           《印刷すると》 
 
 
 
 
 
 

（４）無改行  

印刷時に無改行する行を設定します。印刷すると、次の行に重なって文字が印刷されます。 
文字にアミをかけるときなどに利用できます。 
 
無改行の行を指定してください 

 

①無改行する行の右側にカーソルを移動させ、 ￡ キーを押
します。カーソル位置に無改行マーク（ ）が挿入されます。 

★ ＥＥＥの中でこの操作を行うと、無改行マーＥの分、ＥＥＥが右に移動してしまいます。 

★ 繰り返し指定できますので、終わるときはエスケープキーを押してください。 

★ 無改行の指定を取り消すには、無改行マーＥを削除します。 

    《実行前》            《実行後》           《印刷すると》 
 
 
 
 
 

レイアウト変更とは、文章のレ 
イアウトを変更します。 

レイアウト変更 
とは、文章のレ 
イアウトを変更 
します。 

 

① 

#② 

③ 
ＥＥＥが上から順に詰めら

れ、残りの部分は空白になりま}

半改行する 
      

無改行する 
      

半改行する  
      

無改行する  
      

半改行する      
 

無改行する 
      

#

#

#

#
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（５）検索  

指定した文字列を、カーソルの位置から下方向へ探します。 
 
検索する文字列は： ①検索文字列を入力し、 ￡ キーを押します。 

★ ￡ キーのみを押すと、前回の［検索］や［置換］で検

索したＥＥＥを指定したことになります。 

 
次をさがしますか 
（さがす‥￡，終了‥エスケープ） 

②はじめにあった指定文字列が青く反転します。次の指定文
字列をさがす場合は、 ￡ キーを押します。 

 

★ “次をさがしますか：”のメッセージ表示中は、ＥＥの訂正Ｅ挿入を行うことができます。 

★ 繰り返し ￡ キーを押すと、次々とＥＥＥを検索します。該当するＥＥＥをすべて探し終わると、“ＥＥＥがみつか
りません”を表示し、［検索］を終了します。途中で検索を終わるときは、エスケープキーを押します。 

★ 検索するＥＥＥで、指定するデータ内にコロン（：）やエスケープ（ＥＳＣ）がある場合は、データ全体をダブルコー

テーション（”）で囲んでください。 

 
 

（６）置換  

指定した文字列をカーソル位置以降から検索し、他の文字列に置き換えます。 
 
検索する文字列は： ①検索する文字列を入力し、 ￡ キーを押します。 

★ ￡ キーを押すと、前回検索や置換で入力したＥＥＥを指

定したことになります。 

 
置き換えは一度に行いますか［一度に
‥Ｙ／確認あり‥Ｎ］： 

②一度に置き換えるのか、ひとつずつ順にチェックしながら
置き換えるのか、指定します。 
★ ￡ キーのみを押すと、“Ｎ”を指定したことになります。 

 
置き換える文字列は： ③置き換える文字列を入力し、 ￡ キーを押します。 

★ ￡ キーのみを押すと、検索したＥＥＥを削除します。 

 

★ ②で“一度に‥Ｙ”を選んでいれば、ＥＥＥを一度にすべて置き換えます。“確認あり‥Ｎ”を選んでいれば、該当す

るＥＥＥの先頭から順に青く反転し、“置き換えますか［Ｙ／Ｎ］：”の確認のメッセージが表示されます。ここで、

“Ｙ”を選ぶと、指定ＥＥＥに置き換え、次のＥＥＥへ移ります。“Ｎ”を選ぶと、置き換えを行わずに、次のＥＥＥ

へ移ります。 

★ 検索するＥＥＥや置き換えるＥＥＥで、指定するデータ内にコロン（：）やエスケープ（ＥＳＣ）がある場合は、デー

タ全体をダブルコーテーション（”）で囲んでください。 

 
 

Ｆ３ 倍角 

文字を大きく印刷できます。 
ただし、印字フォントをもたない外字は、倍角の操作を行うことはできません。 
 
（１）横倍角  

画面の文字を横方向に２倍の大きさで印刷できます。 
 
横倍角にする文の先頭を指定してくだ
さい 

①横倍角にする文字列の先頭の文字にカーソルを合わせ、

￡ キーを押します。 
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横倍角にする文の終わりを指定してく
ださい 

②同じく、文字列の終わりの文字にカーソルを合わせ、 ￡ 
キーを押します。 
! 横倍角に指定した文字列中には、各文字の右側に横倍角マ
ーク（$）が表示されます。この横倍角マークが付いた
文字だけ横倍角付加で印刷され、マークは印刷されませ
ん。 

★ ２行にまたがったＥＥＥの指定はできません。 

★ 繰り返し指定できますので、終わるときには、エスケープキーを押してください。 

    《実行前》        《実行後》              《印刷すると》 
 
 
 
 
 
 

（２）縦倍角  

画面の文字を縦方向に２倍の大きさで印刷できます。 
 
縦倍角にする文の先頭を指定してくだ
さい 

①縦倍角にする文字列の先頭の文字にカーソルを合わせ、

￡ キーを押します。 

 
縦倍角にする文の終わりを指定してく
ださい 

②同じく、文字列の終わりの文字にカーソルを合わせ、 ￡ 
キーを押します。 
! 縦倍角に指定した文字列中には、各文字の右側に縦倍角マ
ーク（%）が表示されます。この縦倍角マークが付いた文
字だけ縦倍角付加で印刷され、マークは印刷されません。 

★ ２行にまたがったＥＥＥの指定はできません。 

★ 繰り返し指定できますので、終わるときは、エスケープキーを押してください。 

    《実行前》        《実行後》              《印刷すると》 
 
 
 
 
 
 

（３）４倍角  

画面の文字を４倍角（縦横２倍）の大きさで印刷できます。 
 
４倍角にする文の先頭を指定してくだ
さい 

①４倍角にする文字列の先頭の文字にカーソルを合わせ、

￡ キーを押します。 
 

 
４倍角にする文の終わりを指定してく
ださい 

②同じく、文字列の終わりの文字にカーソルを合わせ、 ￡ 
キーを押します。 
! ４倍角に指定した文字列中には、各文字の右側に４倍角マ
ーク（〃）が表示されます。この４倍角マークが付いた
文字だけが４倍角付加で印刷され、マークは印刷されま
せん。 

★ ２行にまたがったＥＥＥの指定はできません。 

★ 繰り返し指定できますので、終わるときは、エスケープキーを押してください。 

 
 

 

横倍角する 
ＡＢＣＤ  

縦倍角する 
ＡＢＣＤ  

横$倍$角$す$る$ 
ＡＢＣＤ  

縦%倍%角%す%る% 
ＡＢＣＤ  

 
ＡＢＣＤ      

 
ＡＢＣＤ      

#

#

#

#
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右寄せは、指定した 
行の文字列を右詰め 
にします。 

右寄せした行

    《実行前》        《実行後》              《印刷すると》 
 
 
 
 

 

 

（４）倍角削除  

倍角指定を削除します。 
 
倍角削除する文の先頭を指定してくだ
さい 

①倍角削除する文字列の先頭の文字にカーソルを合わせ、

￡ キーを押します。 

 
倍角削除する文の終わりを指定してく
ださい 

 

②同じく、文字列の終わりの文字にカーソルを合わせ、 ￡ 
キーを押します。 
! 倍角削除に指定した文字列の倍角マークが消去されます。 

★ ２行にまたがったＥＥＥの指定はできません。 

★ 繰り返し指定できますので、終わるときは、エスケープキーを押してください。 

 
 
 

Ｆ４ 行編集 

文字列の右寄せ、左寄せ、センタリング、均等割付けを行います。いずれも、範囲指定中はその範囲内で行います。 
 

（１）右寄せ  

指定した行の文字列を、右端に移動します。 
 
右寄せする行を指定してください 

 

①右寄せする行にカーソルを合わせ、 ￡ キーを押します。 
! この操作で、指定された範囲の右端まで文字列が移動しま
す。 

★ 繰り返し指定できますので、終わるときはエスケープキーを押してください。 

   《実行前》              《実行後》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）左寄せ  

指定した行の文字列を、左端に移動します。 
 
左寄せする行を指定してください 

 

①左寄せする行にカーソルを合わせ、 ￡ キーを押します。 
! この操作で、指定された範囲の左端まで文字列が移動しま
す。 

★ 繰り返し指定できますので、終わるときはエスケープキーを押してください。 

右寄せは、指定した 
行の文字列を右詰め 
にします。 

範囲指定

#

４倍角する 
ＡＢＣＤ  

４〃倍〃角〃す〃る〃 
ＡＢＣＤ〃  

ＡＢＣＤ      
# #
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左寄せは、指定した 
行の文字列を左詰め 
にします。 

センタリングは、指 
定した行の文字列を 
中央に詰めます。 

左寄せした行 

センタリングした

 均 等 割 付 

   《実行前》              《実行後》 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（３）センタリング  

指定した行の文字列を、中央に移動します。 
 
センタリングする行を指定してくださ
い 

 

①センタリングする行にカーソルを合わせ、 ￡ キーを押し
ます。この操作で、指定された範囲の中央に文字列が移動
します。 

★ 繰り返し指定できますので、終わるときはエスケープキーを押してください。 

   《実行前》              《実行後》 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（４）均等割付け  

指定した範囲に、ほぼ均等に文字を配置します。 
列内の文字を均等に割り付けるときなどに便利です。 
 
均等割付けする文の先頭を指定してく
ださい 

①割り付け範囲の先頭の位置にカーソルを合わせ、 ￡ キ
ーを押します。 

 
均等割付けする文の終わりを指定して
ください 

②同じく、範囲の終わりにカーソルを合わせ、 ￡ キーを
押します。 

 
★ ２行にまたがった範囲の指定はできません。 

★ 繰り返し指定できますので、終わるときはエスケープキーを押してください。 

★ 指定した範囲に、｛割り付けするＥＥ数－１｝個以上の半角スペースが含まれていないと、均等割付けは行われません。 

   《実行前》            《実行後》 
 
 
 
 
 
 
 

左寄せは、指定した 
行の文字列を左詰め 
にします。 

センタリングは、指 
定した行の文字列を 
中央に詰めます。 

 均等割付 

範囲指定

範囲指定

範囲指定

#

#

#
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Ｆ５ 挿入移動 

行の間に新しく行を挿入したり、行やブロックの移動を行います。 
 

（１）行挿入  

指定した位置に新しく１行を挿入します。挿入した行には文字を入力できます。 
 
挿入する行を指定してください 

 

①新しい行を挿入する位置にカーソルを合わせ、 ￡ キーを
押します。挿入先にすでにある行以降は改行されます。 
! 新しい行の挿入によって最下行が消えてしまう場合は、次
のようなメッセージが表示されます。 

 
最下行が消えてしまいます 
（実行‥￡，終了‥エスケープ）： 

②挿入するときは、 ￡ キーを押します。 
 
 

★ 中止するときは、エスケープキーを押します。 

★ 範囲指定中は、範囲内のみで操作可能です。 

★ 繰り返し指定できますので、終わるときはエスケープキーを押してください。 

★ カーソル位置に行を挿入するときは、 コントロール ＋ 挿入 （ Ａｌｔ ＋ Insert ）キーでもできます。 

   《実行前》          《実行後》 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）行移動  

任意の１行を他の行へ移動します。 
 
移動する行を指定してください ①移動する行にカーソルを合わせ、 ￡ キーを押します。 

 
移動先の行を指定してください 

 

②移動先の位置にカーソルを合わせ、￡ キーを押します。 

★範囲指定中では、範囲内のみで操作可能です。 

★繰り返し指定できますので、終わるときはエスケープキーを押してください。 

   《実行前》          《実行後》 
 
 
 
 
 
 
 

（３）文移動  

指定した位置に文字列を移動します。複数行に渡って指定できます。 
 
移動する文の先頭を指定してください 

 

①移動する文字列の先頭の文字にカーソルを合わせ、 ￡ 
キーを押します。 

あいうえお 
かきくけこ 
さしすせそ 

あいうえお 
かきくけこ 
さしすせそ 

挿入位置 

移動する行 

#

#

あいうえお 
 
かきくけこ 
さしすせそ 

あいうえお 
さしすせそ 
かきくけこ 
 

移動先 
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拝啓、ますますご清栄のこ 
ととお慶び申し上げます。 
さて、久しぶりにクラス会 
を開催しますので、ご出席 
ください。 

 
移動する文の終わりを 
指定してください 

②同じく、文字列の最後の文字にカーソルを合わせ、 ￡ キ
ーを押します。 

 
移動先を指定してください 

 

③移動する位置にカーソルを合わせ、￡ キーを押します。 
! ③で指定した位置を、文の先頭として移動します。ただし、
移動する文の範囲内に移動先を指定することはできません。 

★ 繰り返し指定できますので、終わるときはエスケープキーを押してください。 

   《実行前》             《実行後》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）ブロック移動  

指定した位置にブロックを移動します。また、文字列を縦・横方向に自由に移動します。 
 
移動するブロックの始点を指定してく
ださい 

①移動するブロックの始点にカーソルを合わせ、 ￡ キー
を押します。 

 
 
移動するブロックの終点を指定してく
ださい 

②同じく、ブロックの終点にカーソルを合わせ、 ￡ キー
を押します。 

 
 
移動先を指定してください 

 

③移動する位置にカーソルを合わせ、￡ キーを押します。 
! ③で指定した位置を、ブロックの先頭として移動します。 

★ 移動先にすでにあるものは、削除されてしまいます。 

★ ブロッＥ移動では、ＥＥやケイ線などのブロッＥ内にあるものすべてを、そのままの形で移動できます。他の範囲内で

もブロッＥの移動先に指定することができます。 

移動元はブロッＥ移動した分だけ空白になります。 

★ 繰り返し指定できますので、終わるときはエスケープキーを押してください。 

   《実行前》             《実行後》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

拝啓、ますますご清栄のこ 
ととお慶び申し上げます。 
さて、久しぶりにクラス会 
を開催しますので、ご出席 
ください。 

移動するＥの先頭 

移動するブロッＥの始点 

#

#

拝啓、 
さて、久しぶりにクラス会 
を開催しますので、ご出席 
ください。 
ますますご清栄のこ 
ととお慶び申し上げます。 

    すますご清栄のこ 
    び申し上げます。 
    しぶりにクラス会 
を開催しますので、ご出席 
ください。拝啓、ま 
     ととお慶 
     さて、久 

移動先 

移動先 

移動するＥの終わり

移動するブロッＥの終点
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拝啓、ますますご清栄のこ 
ととお慶び申し上げます。 
さて、久しぶりにクラス会 
を開催しますので、ご出席 
ください。 

拝啓、ますますご清栄のこ 
ととお慶び申し上げます。 
さて、久しぶりにクラス会 
を開催しますので、ご出席 
ください。 

Ｆ６ 削除 

不要な行や文などを削除します。 
 

（１）行削除  

指定した１行すべてを削除します。 
 
削除する行を指定してください 

 

①削除する行にカーソルを合わせ、 ￡ キーを押します。 

★ 削除した行より下にあった行は、削除した行数分、上に詰められます。 

★ 繰り返し指定できますので、終わるときはエスケープキーを押してください。 

★ カーソル位置の行を削除するのは、 コントロール ＋ 削除 （ Ａｌｔ ＋ Delete ）キーでもできます。 

   《実行前》             《実行後》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（２）文削除  

指定した文を削除します。複数行に渡って指定できます。 

削除する文の先頭を指定してください ①削除する文字列の先頭の文字にカーソルを合わせ、 ￡ 
キーを押します。 

 
削除する文の終わりを指定してくださ
い 

 

②同じく、文字列の終わりの文字にカーソルを合わせ、 ￡ 
キーを押します。 

★ 削除された部分は詰められます。 

★ 繰り返し指定できますので、終わるときはエスケープキーを押してください。 

   《実行前》             《実行後》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）ブロック削除  

指定したブロックを削除します。 
 
削除するブロックの始点を指定してく
ださい 

①削除するブロックの始点にカーソルを合わせ、 ￡ キー
を押します。 

 

削除するＥの先頭

#

#

拝啓、ますますご清栄のこ 
さて、久しぶりにクラス会 
を開催しますので、ご出席 
ください。 

拝啓、 
さて、久しぶりにクラス会 
を開催しますので、ご出席 
ください。 

削除する行

削除するＥの終わり
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拝啓、ますますご清栄のこ 
ととお慶び申し上げます。 
さて、久しぶりにクラス会 
を開催しますので、ご出席 
ください。 

拝啓、ますますご清栄のこ 
ととお慶び申し上げます。 
さて、久しぶりにクラス会 
を開催しますので、ご出席 
ください。 

削除するブロックの終点を指定してく
ださい 

②同じく、ブロックの終点にカーソルを合わせ、 ￡ キー
を押します。 

 

★ 削除された部分は空白となって残ります。 

★ 繰り返し指定できますので、終わるときはエスケープキーを押してください。 

★ ケイ線の消去などに使うこともできます。 

   《実行前》             《実行後》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ７ 複写 

行、文、ブロックを複写します。 
 

（１）行複写  

指定した行を指定した位置に複写します。元の行はそのまま残ります。 
 
複写する行を指定してください 

 

①複写したい行にカーソルを合わせ、￡ キーを押します。 

 
複写先の行を指定してください 

 

②複写する位置にカーソルを合わせ、￡ キーを押します。 
! 複写先にすでにある行は、下に送られます。 

★繰り返し指定できますので、終わるときはエスケープキーを押してください。 

! 行複写によって最下行が消えてしまう場合は、次のようなメッセージが表示されます。 
 
最下行が消えてしまいます ③複写するときは、 ￡ キーを押します。 

 

   《実行前》             《実行後》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

複写先の行

削除するブロッＥの始点

#

#

拝啓、ますます    こ 
ととお慶び申し    。 
さて、久しぶり    会 
を開催しますの    席 
ください。 

拝啓、ますますご清栄のこ 
ととお慶び申し上げます。 
さて、久しぶりにクラス会 
を開催しますので、ご出席 
ください。 
 
ととお慶び申し上げます。 

削除するブロッＥの終点 

複写する行
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拝啓、ますますご清栄のこ 
ととお慶び申し上げます。 
さて、久しぶりにクラス会 
を開催しますので、ご出席 
ください。 

複写先 

（２）文複写  

指定した位置に文を複写します。元の文はそのまま残ります。 
 
複写する文の先頭を指定してください 

 
 

①複写する文の先頭の文字にカーソルを合わせ、 ￡ キーを
押します。 
★範囲指定中、操作できるのは範囲内のみです。 

 
複写する文の終わりを指定してくださ
い 

②同じく、文の終わりの文字にカーソルを合わせ、 ￡ キー
を押します。 

 
複写先を指定してください 

 
 
 

③複写する位置にカーソルを合わせ、 ￡ キーを押します。 
! 複写先にすでにある文は、下に送られます。 
! ③で指定した位置を、文の先頭として複写します。 
! 文複写によってページからデータがはみ出してしまう場合
は、はみ出したデータは消えてしまいます。 

 

★ 繰り返し指定できますので、終わるときはエスケープキーを押してください。 

   《実行前》             《実行後》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）ブロック複写  

指定した位置にブロックを複写します。元のブロックはそのまま残ります。複写先のブロック内の文字など
は消えてしまいます。 
 
複写するブロックの始点を指定してく
ださい 

①複写するブロックの始点にカーソルを合わせ、 ￡ キー
を押します。 

 
複写するブロックの終点を指定してく
ださい 

②同じく、ブロックの終点にカーソルを合わせ、 ￡ キー
を押します。 

 
複写先を指定してください 

 

③複写する位置にカーソルを合わせ、￡ キーを押します。 
複写先にすでにある文字は、複写するブロックの文字に置
き換えられます。 
! ③で指定した位置を、ブロックの始点として複写します。 

 

★ 繰り返し指定できますので、終わるときはエスケープキーを押してください。 

★ ブロッＥ複写では、ＥＥやケイ線などのブロッＥ内にあるものすべてを、そのままの形で複写できます。 

★ 他の範囲内にも、複写先を指定することができます。 

 

複写するＥの先頭

#

拝啓、ますますご清栄のこ 
ととお慶び申し上げます。 
さて、久しぶりにクラス会 
を開催しますので、ご出席 
ください。 
 
ますますご清栄のこ 
ととお慶び申し上げます。 

複写するＥの終わり
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拝啓、ますますご清栄のこ 
ととお慶び申し上げます。 
さて、久しぶりにクラス会 
を開催しますので、ご出席 
ください。 

   《実行前》             《実行後》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ８ ケイ線・設定 

ケイ線を引いたり、裏画面にページを読み込むことができます。 
 

（１）ケイ線モード  

キーボードのキーを使ってケイ線が引けます。１文字ずつのケイ線が引けます。 
! ケイ線モードでは、画面最下行に［ケイ線モード］と表示されます。 
 
 

        ［訂正］［→］［ケイ線モード］  

! 前もって、カーソルの移動方向を指定しておきます。 
! ケイ線を引く位置にカーソルを移動し、次のキーを使って１文字ずつケイ線を引いていきます。 

•  － キーを押すと、横ケイ線が引けます。 
•  ＋ キーを押すと、縦ケイ線が引けます。 
•  ＊ キーを押すと、交点とカドが引けます。 
横線は、カーソル移動方向が［←］または［→］の状態で、 － キーで引きます。 
縦線は、カーソル移動方向が［↓］または［↑］の状態で、 ＋ キーで引きます。 
★ケイ線モードを終えるときは、もう一度プルダウンメニューの“ケイ線モード”を指定するか、マウス

で［ケイ線モード］にマウスカーソルを合わせ左ＥリッＥします。 

★一度引いたケイ線を削除するときは、ブロッＥ削除でケイ線上を指定するか、 （スペース）キー

を押して消します。 

 
（２）ケイ線描画  

引こうとするケイ線の両端をカーソルで指定すれば、その間をケイ線で結びます。また、始点・終点を対角
位置で指定すると、四角形のケイ線が引けます。マウスおよびキーボードの両方で行えます。 
 
ケイ線の始点を指定してください ①ケイ線を引く始点にカーソルを合わせ、 ￡ キーを押し

ます。 
 
ケイ線の終点を指定してください 

 

②ケイ線を引く終点にカーソルを合わせ、 ￡ キーを押し
ます。 

★繰り返し指定できますので、終わるときはエスケープキーを押してください。 

 
 

複写するブロッＥの始点

#

拝啓、ますますご清栄のこ 
ととお慶び申し上げます。 
さて、久しぶりにクラス会 
をご清栄のすので、ご出席 
く上げます。 
 にクラス 
 で、ご出 

複写するブロッＥの終点 

複写先 

ケイ線モードの表示 
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（３）裏画面読込  

指定したデータを、裏画面に読み込むことができます。 
 
何ページを読み出しますか： ①読み出すページを指定してください（Ｒ命令のページ指

定と同じです）。 
 
 

（４）リカバリ  

“リカバリ”を選ぶと、“セーブ”で保管したデータを画面に表示し、今まで画面表示中のデータを一時保
管します。もう一度、“リカバリ”を行うと、元に戻ります。 
 
 

（５）セーブ  

“セーブ”を選ぶと、画面表示中のデータを一時的に保管することができます。 
★範囲を指定している場合は、その範囲を解除して一時保管します。 

 
 

（６）タブ  

 タブ （ Tab ）キーを押したときの、カーソルの移動幅を指定できます。 
 
タブキーでスキップする桁数は： 

 

①移動幅（スキップ）の桁数を指定してください。はじめは
次のように設定されています。 
! 混在モードでは８桁（半角８文字分） 
! 漢字モードでは４桁（全角４文字分） 

 
（７）横サイズ変更  

ページのサイズを変更できます。 
 
新しい長さは： ①変更する桁数を指定してください。 

 

★ 34桁から 900桁までです。 

★ ページサイズの表示は変更されません。 
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EFEFEFEF    Entry by Format（エントリー バイ フォーマット）    
デザインページを使って、表にデータを入力する 

! デザインページの形式にしたがってデータを入力します。 

! 自動的にそのデータをチェック・計算し、表に書き込みます。 

! コードを入力して、コード表の中から必要なデータを、表に書き込むこともできます。 

 
! ＥＦ命令は正しい手順で終了してください（後述の「ＥＦ命令の終了方法」をご覧ください）。

エスケープキーを押して中止すると、入力したデータは書き込まれません。 

実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• あらかじめデザインページと書き込み先のページを用意して

おきます。また、コード入力を行う場合は、コード表の用意

も必要です。 
• デザインページ、またはコード表のページが混在モードで、

書き込みページが漢字モードの場合、ＥＦ命令は実行できま

せん。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＤＦ…デザインページを使ってデータの検索や変更を行いま

す。 
  
  
  

 

仕事は＝ ①ＥＦ♪ 

 
書き込み先頭ページは： 
 
 
 
 

②データを書き込む表の、先頭ページ番号を指定します。 
! 10 ページの表に書き込む。               １０♪ 
★単独指定が可能です。 

★指定する書き込みページは、あらかじめ作成して書き込んでおいてく
ださい（後述の「書き込みページの作り方」をご覧ください）。 

デザインページは： 

 
 
 
 

③デザインページのある、ページ番号を指定します。 
! 50 ページのデザインページを指定する。         ５０♪ 
★単独指定が可能です。 

★指定するデザインページは、あらかじめ作成して書き込んでおいてく
ださい（後述の「ＥＦデザインページの作り方」をご覧ください）。 

 
【デザインページでコード入力を指定している場合】【デザインページでコード入力を指定している場合】【デザインページでコード入力を指定している場合】【デザインページでコード入力を指定している場合】    

コード表のページは： 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④デザインページにコード入力式が書かれている場合、そのコード表のあ
るページ番号を指定します。 
! ３ページにあるコード表を使う。             ３♪ 
! ３ページから５ページにあるコード表を使う。     ３－５♪ 
! ３ページから 10 ページにあるコード表を使い、ＮＲＣ指定（コード
表を自動的につながない）をする。    ３－１０，ＮＲＣ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

★指定するコード表は、あらかじめ作成して書き込んでおいてください、 
★ＮＲＣ指定については、後述の「コード表使用時のＮＲＣ指定につい
て」をご覧ください。 

★デザインページにコード入力式が書かれていない場合、このメッセー
ジは表示されません。 

 

データは： 

 
 
 
 
 
 

⑤ブロックカーソルの位置に、データを入力します。 
★ここで入力したデータは、デザインページの各指定にしたがってチェ
ックされ、条件に合わない場合はブザーが鳴り、ふたたび入力を求め

てきます。 

★デザインページでＰ（ポーズ）を指定していない場合、１画面分のデ
ータを入力し終わると自動的に次の画面が表示され、続けてデータを

入力することができます。 

 

重要重要重要重要 
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【デザインページでＰ（ポーズ）を指定している場合】【デザインページでＰ（ポーズ）を指定している場合】【デザインページでＰ（ポーズ）を指定している場合】【デザインページでＰ（ポーズ）を指定している場合】    

［￡］キーを押してください 
（処理を続行します）： 

 
 
 

⑥デザインページのコントロール行にＰ（ポーズ）が指定されている場合、
１画面分（書き込む表の１行分）のデータを入力するごとに左のメッセ
ージが表示されます。データを確認して♪キーを押してください。デ
ータ入力を続けられます。 

【ＥＦ命令の終了方法】【ＥＦ命令の終了方法】【ＥＦ命令の終了方法】【ＥＦ命令の終了方法】    
データ入力を終了して書き込む場合は、デザインページの最初の入力位置で？Ｅ♪とキーを押します。 
★途中でエスケープキーを押すと、入力したデータはページに書き込まれずに、画面に表示されるだけです。ただし、データ
入力中に書き込み用ページの表がいっぱいになったときは、そのページを書き込み、同じフォーマットの表を次のページに

作って、ふたたびデータ入力をはじめます。 

INFORMATION 
# 書き込み先のページに、データが入っていた場合は、そのあとから追加入力されます。 

# 入力するデータ内にコロン（：）やエスケープ（ＥＳＣ）がある場合、データ全体をダブルコーテーション（”）で

囲んでください。 

# ＥＦ命令終了後は、裏画面にデザインページが残ります。 

# ＥＦ命令でデータを入力する際、画面をデザイン画面から書き込み用の表に切り替えたり、前項目のデータや前のデ

ザイン画面の同一位置のデータをコピーしたり、また、入力済みのデータを修正することもできます（後述「ＥＦ命

令実行中の特別操作キー」をご覧ください）。 

 
 

ＥＦデザインページの作り方ＥＦデザインページの作り方ＥＦデザインページの作り方ＥＦデザインページの作り方    

Ｆ命令でタイトルまで入力してから、エスケープキーを押します。次にＥＤ命令を使って下の例のように必要な部分
を書き込んでいきます。下記の（１）～（５）の順番で作ってください。 
★データフロッピーの 79ページに“売上伝票ＥＦデザインページ”が入っています。これを元に、デザインページの作り方を説

明します。ここで説明するのは、ほんの１つの例です。あとはこれを参考にして、自分の“デザインページ”“書き込みペー

ジ”“コード表”を作って、ＥＦ命令を活用してください。 

 

         

           

 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
行  

画
面
指
定
部
分 

 

指
定
記
号 

 

 

形
式
指
定
部
分 

 

条
件
指
定
部
分 

 

自
動
計
算
指
定
部
分 

 ……………１列目には数字４文字まで
   ………２列目にはどの文字でも６文字まで 
………………３列目には数字３文字まで 
  …………４列目にはコード入力して５文字まで 
  …………５列目には数字５文字まで 
  …………６列目にはコード入力して５文字まで 
     …７列目には自動計算をして８文字まで 
     …コード入力をして８文字まで表示 

………………５列目の数字は、１から最大値まで 
………………６列目の数字は、１から最大値まで 

…コード表のコードと一致したデータを４列目に書く 
…コード表のコードと一致したデータを６列目に書く 
…コード表のコードと一致したデータを“Ｄ１”部分に表示する。

…………………５列目と６列目の値をかけた結果を７列目に書く 

（２） 

（１） 

（４） 

（５） 

（６） 

★デザインページの横の

桁数は、74桁以上必要に

なります。 
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（１）コントロール行（１）コントロール行（１）コントロール行（１）コントロール行 

データを入力する際、画面指定部分でのカーソルの移動方法や一時停止を指定します。ただし、この行は省略
可能です。省略すると、次々とデザイン画面にデータを入力し、ブロックカーソルは横に移動します。 

 
 
 
 
 
 

指定方法 意味 
Ｐ 

（ＰＡＵＳＥ） 
１画面のデータを入力したあと、表に書き込む前に一時停止をします。データ

を確認後、 ￡ キーを押すと、表に書き込み、次のデザイン画面に進みます。 

ＰＰ 複数件入力で、表の１行分のデータを入力したあと、表に書き込む前に一時停

止をします。複数件入力以外では、Ｐ指定と同様になります。 

Ｖ 
（ＶＥＲＴＩＣＡＬ） 

デザイン画面でのブロックカーソルは、通常横に移動しますが、これを指定す

ると縦に移動します。 

 
 

INFORMATION 
# コントロール行は必ず２行目に書いてください。 

# コントロール行にはコメントを記述しないでください。 

# 指定方法に続けて処理行数を書いておくと、指定した行数分のデータを書き込みページに書き込むと、処理を終了し

ます。たとえば、“＊Ｐ３”と書いておくと、３行分書き込みを行って終了します。 

 
 
 
 
（２）画面指定部分（２）画面指定部分（２）画面指定部分（２）画面指定部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★たとえば、この画面指定部分の“Ｃ１”

に、販売日 0629（６月 29日）を入力す

ると、書き込みページ（本書 165ページ

参照）の１列目に自動的に書き込まれる

わけです。 

 

画面指定部分では、書き込みページの１列目に入る項目を“Ｃ１”、２列目を“Ｃ２”といったように記述します。 
つまり、画面指定部分の“Ｃ１”にデータを入力すると自動的に書き込みページの表の１列目に入力されます。 
 
 

INFORMATION 
# “Ｃ”は列の意味です。“Ｃ１”は１列目を表します。コード入力した結果を、画面に表示するだけの場合は、表示

したい場所に、“Ｄ１”、“Ｄ２”のように“Ｄ番号”で指定してください。Ｄはディスプレイ（表示）の略です。 

# “Ｃ”と“Ｄ”は、合計 100個まで指定できます。 

 

コントロール行 

１画面入力後一時停止を指定

コード表から取り出したデータを

画面に表示する位置 

画
面
指
定
部
分
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画面指定部分では、左の例のように、同じ
列を複数回指定することができます。ただ
し、複数行表示の場合、タテ計（合計）は
とれません。 
★複数件入力の場合、途中で  文頭
（ Ｆ11 ）キーを押すと、次の入力画面
に進むことができます。データ入力中の

１行は削除されません。 

 
 

 ▲複数件入力のデザインページ 
 
 
（３）（３）（３）（３）形式指定部分（＊Ｆ）形式指定部分（＊Ｆ）形式指定部分（＊Ｆ）形式指定部分（＊Ｆ） 

画面指定部分で指定したデータの形式を、ここで決めます。必ず形式指定部分の先頭に“＊Ｆ”をおいてくだ
さい。 

 
＊Ｆ 
Ｃ１＝ＮＮＮＮ： 
Ｃ２＝ＸＸＸＸＸＸ： 
Ｃ３＝ＮＮＮ： 
Ｃ４＝ＰＰＰＰＰ：         形式指定部分 
Ｃ５＝ＮＮＮＮＮ： 
Ｃ６＝ＰＰＰＰＰ： 
Ｃ７＝ＰＰＰＰＰＰＰＰ： 
Ｄ１＝ＰＰＰＰＰＰＰＰ： 

 
     種別記号 

 
一般形式一般形式一般形式一般形式    

      Ｃ列番号  ＝ 種別記号のならび  制御記号  ： 

 
INFORMATION 

# 列番号は、画面指定部分で指定した列番号と対応させてください。 

# 制御記号は省略してもかまいません。 

 
種別記号種別記号種別記号種別記号 
入力できるデータの種類を指定するのが、種別記号です（下表参照）。Ｘ（またはＹ）、Ａ（またはＢ）、Ｎ（ま
たはＭ）、Ｐで、文字数分並べて指定してください。 

種別記号 データの指定 
Ｘ（またはＹ） キーボードから入力するすべての文字が入力できます。 

Ａ（またはＢ） 英字と空白のみが入力できます。 

Ｎ（またはＭ） 数値を表す文字（０～９、＋、－、．、，）が入力できます。 

Ｐ “自動計算指定部分”で書き込み先・表示先に指定した個所は、すべて“Ｐ”で指

定しなければなりません。“Ｐ”の部分に自動的に書き込み・表示を行います。 

★全角の“Ｘ”を指定すると全角文字だけ、半角の“Ｘ”を指定すると半角文字だけしか入力できません。ここ

で“Ｘ”のかわりに“Ｙ”を指定すると、全角・半角にかかわらずその長さ分の文字を入力できます。“Ａ”

と“Ｂ”、“Ｎ”と“Ｍ”も同様です。 

★“Ｘ”、“Ａ”、“Ｎ”は、混ぜて指定できますが、“Ｐ”や“Ｙ”、“Ｂ”、“Ｍ”は混ぜて指定できません。 

 《例》Ｃ１＝ＡＮＮＮ：→○ 

    Ｃ２＝ＹＹＹＹ：→○ 

    Ｃ１＝ＢＭＭＭ：→× 

    Ｃ２＝ＸＸＹＹ：→× 

★たとえば、“Ｃ１＝ＮＮＮＮ：”は、“Ｃ１”

に４文字の数字（ＮＮＮＮ）を入れてくださ

い、という指定です。 
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制御記号制御記号制御記号制御記号 
データを入力した後の処理や、コードの手入力を指定する記号です。 

制御記号 処理指定 
指定しない  ￡ キーを押すと、次のデータの入力に移ります。 

／Ｆ すべての桁数を入力しなければ、 ￡ キーを押しても、次のデータ入力へ移ることができま

せん。 

／Ｔ  ￡ キーを押さなくても、すべての桁数が入力されると、次のデータ入力へ移ります。 

／Ｍ コード表にないコードを指定した場合、手入力できます。 

 

 

／ＫＣＯＮ 

［記号］ 

キーボードからの入力方式が選べます。 

《例》Ｃ１＝ＮＮＮＮ／ＫＣＯＮ［Ｅ］：      ←英数入力 

   Ｃ２＝ＸＸＸＸＸＸ／Ｆ／ＫＣＯＮ［ＺＲＨ］：←全角・ローマ字・ひらがな入力 

   Ｃ３＝ＮＮＮ／ＫＣＯＮ［Ｅ］：       ←英数入力 

※ＫＣＯＮの記号は、カッコ［］で囲みます。 

★“／Ｆ”と“／Ｔ”は、種別記号“Ｐ”の後ろへは付けられません。また、“／Ｍ”は、種別記号“Ｐ”の後
ろへしか付けられません。 

★“／Ｍ”を指定してコード表にないコードを入力すると、“コード表に登録されていません（↓または→‥デ
ータを手入力、・‥処理を続行）”のメッセージが表示されます。 キーまたは キーで、コードに対

応した各項目に手入力でデータを入れることができます。コード表が一致した場合は、コード表のデータが書

き込まれます。 ￡ キーを押すと、新しいコード番号だけを入力して、次の処理へ進みます。 

★“／ＫＣＯＮ”の制御記号は、Windowsの日本語入力システムに「日本語自動変換システム」もしくは「連文

節変換プログラム」をお使いの場合のみ指定することができます。 

★“／ＫＣＯＮ［記号］”の記号（設定記号）は、下の表のようになります。（）内は「連文節変換プログラム」
の場合です。なお、記号は複数指定することができますが、各グループからはひとつしか指定できません。 

グループ 記号 内容 
１ Ｓ 

Ａ 
Ｚ 

標準入力モード 

半角入力モード（漢字モード・半角） 

漢字入力モード（漢字モード・全角） 

２ Ｒ 
Ｄ 

ローマ字入力 

直接入力（かな入力） 

３ Ｅ 
Ｋ 
Ｈ 

英数モード（英数） 

カタカナモード（カタカナ） 

ひらがなモード（ひらがな） 
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（４）条件指定部分（＊Ｃ）（４）条件指定部分（＊Ｃ）（４）条件指定部分（＊Ｃ）（４）条件指定部分（＊Ｃ） 

条件指定部分では、各所に入力できるデータの範囲を指定します。この条件にしたがって、入力データはチェ
ックされ、条件に合わないものは除外されます。必ず先頭の行に“＊Ｃ”をおいてください。 

 
＊Ｃ 
Ｃ５＃１－Ｌ：    条件指定部分 
Ｃ６＃１－Ｌ： 

 
指定方法 例 

列挙指定 指定したデータを選ぶ 

 Ｃ列番号＝データ 

 Ｃ列番号＝データ，データ，データ 

★データは 20個まで指定できます。 

 

Ｃ１＝15（１列目に入力できるデータは 15だけです） 

Ｃ１＝0,10,20 

（１列目に入力できるデータは０と 10と 20だけです） 

範囲指定 指定した範囲内のデータを選ぶ 

 Ｃ列番号＃下限－上限 

 Ｃ列番号＃下限－上限，下限－上限 

★範囲は 10組まで指定できます。 

★最小値をＳ、最大値をＬで表します。 

 

Ｃ２＃１－99 

（２列目に入力できるデータは１以上 99以下のものです） 

Ｃ３＃１－10､100ｰ200 

（３列目に入力できるデータは１以上 10以下、または 100

以上 200以下のものです） 

Ｃ４＃Ｓ－50 

（４列目に入力できるデータは 50以下のものです） 

大小指定 指定したデータの大小を比較して選ぶ 

 Ｃ列番号  比較演算子  データ  

 

★比較演算子 
  ＞ より大きい ＜ より小さい 

  ＞＝以上 ＜＝以下 

 

Ｃ３＞100 

（３列目には 100を超える数値しか入力できません） 

Ｃ４＜＝1000 

（４列目には 1000以下の数値しか入力できません） 

 

ＮＯＴ指定 指定したデータ以外のものを選ぶ 

 Ｃ列番号＜＞データ 

 

Ｃ４＜＞０（４列目には０は入力できません） 

 
 
 

（５）自動計算指定部分（＊Ａ）（５）自動計算指定部分（＊Ａ）（５）自動計算指定部分（＊Ａ）（５）自動計算指定部分（＊Ａ） 

入力したデータを計算し、その結果を書き込む場合や、コード入力してコード表から必要なものを書き込む場
合、それぞれの式を指定してください。形式指定部分で自動挿入の列を指定（Ｐ）した場合は、必ずここで式
を指定しなければなりません。先頭の行には“＊Ａ”をおいてください。 

 
＊Ａ 
ＣＯＤＥ［Ｃ３，１，２］＝Ｃ４： 
ＣＯＤＥ［Ｃ３，１，３］＝Ｃ６：    自動計算指定部分 
ＣＯＤＥ［Ｃ３，１，４］＝Ｄ１： 
Ｃ５＊Ｃ６＝Ｃ７： 

 
★ここでは、ＤＲ命令で小数点以下の指定が可能です。小数点以下２桁までを求め、次の桁を切り捨てる場合は、
“ＤＲ：２：２：”と指定します。 

 
一般計算式一般計算式一般計算式一般計算式 

計算式はＣ命令と同じ書き方ですが、行、マトリックス、ワークエリアに関する式は使用できません。 
《例》１列目２列目の合計を３列目に入れる場合、形式指定部分で“Ｃ３＝ＰＰＰＰＰ：”と指定し、自動計算

指定部分で“Ｃ１＋Ｃ２＝Ｃ３：”と指定します。 
 

★これは、“Ｃ５”と“Ｃ６”に“０”と“マイナス”の

データが入らないようにしたものです。 
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コード入力式コード入力式コード入力式コード入力式 

一般式一般式一般式一般式    

        ＣＯＤＥ［Ｃ列番号，コード列番ＣＯＤＥ［Ｃ列番号，コード列番ＣＯＤＥ［Ｃ列番号，コード列番ＣＯＤＥ［Ｃ列番号，コード列番号，データ列番号］＝号，データ列番号］＝号，データ列番号］＝号，データ列番号］＝                                ：：：：    

 

                                       データを入れる場所（表または画面） 

                           コード表のページから取り出すデータの列番号 

                  コード表のページのコードの列番号 

            作成する表のコードを入れる列番号 

作成する表のコードの列番号を指定すると、コード表のページからデータを取り出し、表の中に書き込んだり、
デザイン画面に表示したりします。表の中に書き込むときは“＝”の後ろにＣ列番号を、デザイン画面に表示す
るだけのときはＤ番号を付けてください。 
★自動計算指定部分で演算結果を画面に表示する“Ｄ番号”の指定はできません。 

 《例》Ｃ１＋Ｃ２＝Ｄ１： →× 

 
 
【コード表のコードが多い場合】【コード表のコードが多い場合】【コード表のコードが多い場合】【コード表のコードが多い場合】    

コード表のコードが多い場合は、“Ｓ指定”を使うと、処理の速度が速くなります。あらかじめ、コード表を
Ｓ命令で並べかえておいてから、次のように指定してください。ソートの種類は、必ずコード表をＳ命令で並
べかえるときに指定したソートの種類と同じものを入れてください。 
 
            ＣＯＤＥ［Ｃ列番号，コード列番号，データ列番号，Ｓソートの種類］＝ＣＯＤＥ［Ｃ列番号，コード列番号，データ列番号，Ｓソートの種類］＝ＣＯＤＥ［Ｃ列番号，コード列番号，データ列番号，Ｓソートの種類］＝ＣＯＤＥ［Ｃ列番号，コード列番号，データ列番号，Ｓソートの種類］＝                            ：：：：    

 
 
 
 ★“Ｓ指定”を行うときは、“コード列番号”の桁数を半角 12文字以内にしてください。 

 ★コード表のページが、インデックス型ファイルの場合は、Ｓ指定を優先します。 

 
 
【コード表使用時のＮＲＣ指定について】【コード表使用時のＮＲＣ指定について】【コード表使用時のＮＲＣ指定について】【コード表使用時のＮＲＣ指定について】    
ＮＲＣ（ノー リード チェイニング）指定とは、ＤＦ命令実行時にコード表を自動的につながないという指定で
す。 
複数ページをコード表に指定した場合、ＮＲＣ指定を付けないと、コード表は自動的につながれ（ＲＣ命令でペ
ージをつないだ状態）参照画面に読み出されます。 
ＮＲＣ指定を付けておくと、コード表を１ページずつ参照画面に読み出しますので、コード表のページが大量の
場合は、ＥＦ命令を実行してから入力状態になるまでの時間が早くなります。 
ＥＦ命令でＮＲＣ指定するには、コード表のページ番号を指定するときに表示される“コード表のページは：”
のメッセージで、次のように入力します。 

   ５－10，ＮＲＣ￠（５ページから 10ページまでをコード表とする場合） 
 
 
 

Ｃ列番号Ｃ列番号Ｃ列番号Ｃ列番号    

Ｄ番号Ｄ番号Ｄ番号Ｄ番号    

} 

“１”か“３”を選択
 １…文字正順 
 ３…数字の小さい順

{ Ｃ列番号Ｃ列番号Ｃ列番号Ｃ列番号  

Ｄ番号Ｄ番号Ｄ番号Ｄ番号    

{ } 
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INFORMATION 
# 列を指定する場合、表の中に存在しない列は指定できません。 

# 形式指定部分や条件指定部分、自動計算指定部分はページのどこにおいてもかまいませんが、必ず、画面指定部分の

後でなければなりません。 

# 指定部分の始まりに書く指定記号は、必ず、行の先頭に書いてください。また、大文字１文字でも、単語をそのまま

書いてもかまいません。 

＊Ｆ を ＊ＦＯＲＭＡＴ 

＊Ｃ を ＊ＣＯＮＤＩＴＩＯＮ 

＊Ａ を ＊ＡＵＴＯ 

# 形式指定部分や条件指定部分、自動計算指定部分の各式の最後には、必ず“：”を付けてください。 

# 作成したデザインページなどは、必ず、Ｗ命令で書き込んでください。 

# デザインページはコントロール行、画面指定部分、形式指定部分、条件指定部分、自動計算指定部分の５つに分けら

れますが、コントロール行と条件指定部分、自動計算指定部分はなくてもＥＦ命令を行えます。 

# データ入力中は、画面上部の１行に“書込ページ”（現在データを書き込んでいるページ数）、“最大書込行”（ペ

ージ内に書き込むことのできる行数）、“現在書込行”（現在データを書き込んでいる行数）が表示されます。 

# 自動計算指定部分のコード入力式の最大指定数は、次のとおりです。 

“Ｓ指定”を行わない…最大 100個まで 

“Ｓ指定”を行う………コード列番数×コードページ数≦100 

             ∥ 

       （同じ列をまとめて１つと数える） 

 
 
 
 
 

書き込みページの作り方書き込みページの作り方書き込みページの作り方書き込みページの作り方    

Ｆ命令で表を作り、項目行まで入力してエスケープキーを押します。 
★作成した書き込みページは、Ｗ命令で必ず書き込んでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

★書き込みページには、デザインページで入力されたデ
ータや、コード入力されたデータ、計算されたデータ

を自動的に書き込みます。データが多くなると、はじ

めに作った書き込みページの後ろに、次々とページを

増やします。書き込みページの後ろには、デザインペ

ージなど、必要なデータは入れないようにしてくださ

い。 

★書き込み先にＶ型ファイルを指定すると、Ｖ型ファイ

ルの最終ページの後ろからデータを書き込みます。 
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コード表の作り方コード表の作り方コード表の作り方コード表の作り方    

Ｆ命令で作成します。 
★作成したコード表は、Ｗ命令で必ず書き込んでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ＥＦ命令実行中の特別操作キーＥＦ命令実行中の特別操作キーＥＦ命令実行中の特別操作キーＥＦ命令実行中の特別操作キー    

ＥＦ命令を実行中に下記のキーを操作すると、それぞれ特別な処理を行います。データ入力するときや修正する
ときに、下記のキーやデータを入力してください。 

キー操作 役割 

 ￥  前のデザイン画面の同じ位置（１行前の同じ項目）にあるデータをコピーします。 

 ＠  デザイン画面の１つ前の項目にあるデータをコピーします。 

？Ｎ デザイン画面の最初の入力位置で入れると、今まで入力したデータをいったん

書き込み、あらためて書き込み用の次のページに入力を始めることができます。 

？Ｅ デザイン画面の最初の入力位置で入れると、今作成中の表を書き込み、ＥＦ命

令を終了します。 

エスケープ 処理を途中でやめます。作成中の表は書き込みません。 

 ＡＬＴ ＋ ホーム  

（ Ａｌｔ ＋ Home ） 

画面の表示をデザインページから、書き込み用の表の画面に切り替えます。 

 文頭 （ Ｆ11 ） 複数件入力のとき、次の画面の入力位置に進みます。 

 バックタブ  

（ 　 Shift ＋ Tab ） 

デザイン画面のブロックカーソル位置のデータを“データは：”の位置に呼び

戻します。 

または  画面のブロックカーソルを前の項目に移します。 

または  画面のブロックカーソルを後ろの項目に移します。ただし、まだ入力していな

い所には進めません。 

 ￡   ￡ キーのみを押すと、数値項目には０が、文字の項目には空白が入ります。 

 ＡＬＴ ＋  

（ Ａｌｔ ＋ Ｆ５ ） 

表の１行前の行に戻ります。このキーを押すと、画面最上行に“修正行：”と

表示され、現在表示中の表の行番号を表示します。 

 ＡＬＴ ＋  

（ Ａｌｔ ＋ Ctrl ）＋ Ｆ６ ） 

表の次の行に移ります。ただし、まだ入力されていない行には進めません。 

 ＡＬＴ ＋  

（ Ａｌｔ ＋ Ｆ７ ） 

複数件入力時に、１つ前のデザイン画面に戻ります。 

 ＡＬＴ ＋  

（ Ａｌｔ ＋ Ｆ８ ） 

複数件入力時に、次のデザイン画面に移ります。ただし、まだ入力されていな

い行には進めません。 

 

★データフロッピーの 80ページに“コード表”が入って

います。Ｒ命令で読み出すことができます。 

★コードを入力するだけでコード表のデータをデザイン
ページに表示したり、書き込みページに入力すること

ができます。 

★コード式でＳ指定を使うときは、コードの列をＳ命令
で並べかえておきます。並べかえの種類は、“１‥文

字正順”“３‥数字小さい順”のみです。 
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①ＥＦ￠ 
②28￠…………………………28ページのデータページから書き込む。 
③25￠…………………………25ページのデザインページを指定する。 
④26，27￠……………………26，27 ページのコード表を指定する。 
⑤950403￠……………………年月日（950403）を入力する。 
⑥10001￠ ……………………伝票ＮＯを入力する。 
⑦107￠ ………………………得意先ＮＯを入力する（得意先名がコード入力されます）。 
⑧1001￠………………………商品コードを入力する（品名、ＧＲ（グループ）、単価、原価がコード入力されます）。 
⑨20￠…………………………数量を入力する（金額、粗利益が自動計算されて入力されます）。 
⑩1005：20￠…………………同様にもう一つの商品データを入力する。 
⑪？Ｅ￠………………………ＥＦ入力を終了する。 
 
 ＥＦ命令実行中の画面                     実行後の 28ページ（書き込みページ) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 デザインページとする「売上帳入力ﾃﾞｻﾞｲﾝﾍﾟｰｼﾞ」（25ページ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 コード表とする「得意先台帳」（26ページ）       コード表とする「商品台帳」（27ページ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例題例題例題例題  
28 ページ「売上帳」を書き込みページ、25ページ「売上帳入力デザインページ」をデザインページ、 
26 ページ「得意先台帳」、27ページ「商品台帳」をコード表とし、ＥＦ命令でデータを入力します。 
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ELELELEL    Entry Line（エントリー ライン）    
行方向にデータを入力する 

! 表の指定した行に、行方向でデータを入力します。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• Ｅ……表にデータを追加します。 
• ＥＣ…列方向にデータを入力します。 
• ＥＲ…指定した範囲のセルにデータを入力します。 

 

 

仕事は＝ ①ＥＬ♪ 

 
何行目から入れますか： ②データ入力を始める、行の番号を指定します。 

! 10 行目から入れる。                  １０♪ 
! データ行の先頭からデータを入れる。             ♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、￥指定が可能です。 
 

データは： ③データを入力します。データを入力し終わったら、[エスケープ]キーを
押します。 

 
 

INFORMATION 

# ケイ線を無視して、次々とデータを入れることができます。 

# データは、 ￡ キーを押すと、右づめで入力されます。
 タブ （ Tab ）キーを押すと、左づめで入力されます。 

#  ＠ キーや ￥ キーを使うと、前の列または前の行と同

じデータを入力することができます。 

# データを入力できるのは、指定可能行数内だけです。 

# すでに入力したデータの修正は、 キ

ーでブロックカーソルを移動させて行います。 

# 表の左端にブロックカーソルがある状態で キーを押す

と、ブロックカーソルは前の行の行末に移動します。また、

表の右端にブロックカーソルがある状態で キーを押す

と、ブロックカーソルは次の行の行頭に移動します。 

# データの一部だけを修正する場合は、  バックタブ
（  　 Shift ＋ Tab ）を押した後、 、 、

 ホーム（ Home ）、 挿入（ Insert ）、 削除（ Delete ）、
 後退 （ Back space ）キーで行ってください。 

# 入力するデータ内にコロン（：）、エスケープ（ＥＳＣ）が

ある場合は、データ全体をダブルコーテーション（”）で囲

んでください。 

#  コントロール ＋ Ｘ （ Ctrl ＋ Ｘ ）キーを押すと、ブ

ロックカーソルのある列の桁数が１桁ずつ広がります。 

#  コントロール ＋ Ａ （ Ctrl ＋ Ａ ）キー押すと、空白

行が１行挿入されます。 
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ENDENDENDEND    End（エンド）    
マイツールを終了する 

! マイツールを終了します。 

! マイツールを終了しても画面の内容は消去されず、次回起動時に表示されます。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＥＮＤＷ…Ｗｉｎｄｏｗｓを終了します。  

 

仕事は＝ ①ＥＮＤ♪ 

 
 

INFORMATION 

# マイツールを終了すると、保存されるものと消されてしまうものがあるので気をつけてください。 

 保存されるもの 

• 画面、裏画面、参照画面、 

• ＳＥＴ・ＰＳＥＴ・ＴＳＥＴ・ＳＥＴＣ・ＤＲ命令で変

更した内容。 

• ＣＭＤ・ＦＫＳ・ＰＲＴ・ＰＲＯ・ＳＨＴ命令で登録し

た内容。 

• ＬＰＳＥＴ命令で変更した１～４番の内容 

 消されるもの 

• グラフ画面、ロギング、ワークエリアの内容。 

• ＳＶＬ・ＳＶＣ・ＳＶＰ命令で保存した内容。 

• ＳＥＴＭ命令で指定した内容。 

• ＬＰＳＥＴ命令で変更した６～８番の内容。 
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ENDWENDWENDWENDW    End Windows（エンド ウィンドウズ） 
Ｗｉｎｄｏｗｓを終了する 

! マイツールを終了させた後、続けてＷｉｎｄｏｗｓを終了させます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• Windows2000では実行しても処理されません。 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＥＮＤ…マイツールを終了します。 
 

仕事は＝ ①ＥＮＤＷ♪ 

 
 
 マイツールを終了すると同時に Windows も終了します。 

 
 

 
 
【マイツール以外のアプリケーションが起動している場合】【マイツール以外のアプリケーションが起動している場合】【マイツール以外のアプリケーションが起動している場合】【マイツール以外のアプリケーションが起動している場合】    
他のアプリケーションで作成中のデータがある場合、マイツールを終了する前にそのアプリケーション側のダイアロ
グボックスが表示され、確認のメッセージが表示される場合があります。 
それぞれのアプリケーションの操作にしたがってください。 

 
 

INFORMATION 

# マイツールを終了すると、保存されるものと消されてしまうものがあるので気をつけてください。 

 保存されるもの 

• 画面、裏画面、参照画面、 

• ＳＥＴ・ＰＳＥＴ・ＴＳＥＴ・ＳＥＴＣ・ＤＲ命令で変

更した内容。 

• ＣＭＤ・ＦＫＳ・ＰＲＴ・ＰＲＯ・ＳＨＴ命令で登録し

た内容。 

• ＬＰＳＥＴ命令で変更した１～４番の内容 

 消されるもの 

• グラフ画面、ロギング、ワークエリアの内容。 

• ＳＶＬ・ＳＶＣ・ＳＶＰ命令で保存した内容。 

• ＳＥＴＭ命令で指定した内容。 

• ＬＰＳＥＴ命令で変更した６～８番の内容。 
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EPEPEPEP    Entry Point（エントリー ポイント） 
指定したセルにデータを入力する 

! 表の中のひとつのセルを指定して、データを入力します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＥＰ命令は、指定したひとつのセルにデータを入力するのみで

終了します。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＥＲ…指定した範囲のセルにデータを入力する。 
 

 

仕事は＝ ①ＥＰ♪ 

 

何行目に入れますか： ②データを入力するセルの、行番号を指定します。 
! ６行目を指定する。                    ６♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ指定、条件式指定、￥指定が可能です。 

 

何列目に入れますか： ③データを入力するセルの、列番号を指定します。 
! ４列目を指定する。                    ４♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ指定、条件式指定、＠指定が可能です。 

 

データは： ④データを入力します。 

 
 

INFORMATION 

# 指定セル内にデータを入れ終わると、“仕事は＝”の状態に

戻ります。入力を途中で中止するときは、エスケープキーを
押してください。 

# データは、 ￡ キーを押すと、右づめで入力されます。
 タブ （ Tab ）キーを押すと、左づめで入力されます。 

#  ＠ キーや ￥ キーを使うと、前の列または前の行と同

じデータを入力することができます。 

# すでに入力したデータの修正は、 キ

ーでブロックカーソルを移動させて行います。 

# 入力するデータ内にコロン（：）、エスケープ（ＥＳＣ）が

ある場合は、データ全体をダブルコーテーション（”）で囲

んでください。 

# データの一部分だけを修正する場合は、  バックタブ
（  　 Shift ＋ Tab ）を押した後、 、 、

 ホーム（ Home ）、 挿入（ Insert ）、 削除（ Delete ）、
 後退 （ Back space ）キーで行ってください。 

#  コントロール ＋ Ｘ （ Ctrl ＋ Ｘ ）キーを押すと、ブ

ロックカーソルのある列の桁数が１桁ずつ広がります。 

#  コントロール ＋ Ａ （ Ctrl ＋ Ａ ）キーを押すと、空

白行が１行挿入されます。ただし、指定した範囲の最下行の

データが消えてしまったり、横ケイ線がずれることがありま

すので、ご注意ください。 
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ERERERER    Entry with Range（エントリー ウィズ レンジ）    
指定した範囲のセルにデータを入れる 

! 表の行と列の範囲を指定して、その範囲内のセルにデータを入力します。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• Ｅ……表にデータを追加します。 
• ＥＬ…行方向にデータを入力します。 

• ＥＣ…列方向にデータを入力します。 

 

仕事は＝ ①ＥＲ♪ 

 
何行目に入れますか： ②データを入力する行の範囲を指定します。 

! 10 行目から 18行目までにデータを入れる。    １０－１８♪ 
! データ行すべて。               ♪（またはＡ♪） 
★単独、連続、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、￥指定が可能です。 

★行の範囲は“－”を使って指定してください。“，”は使えません。 
 
 
何列目に入れますか： ③データを入力する列の範囲を指定します。 

! すでに指定した行の中で、２列目と３列目だけにデータを入れる。 
２－３♪ 

! 列すべてにデータを入れる。          ♪（またはＡ♪） 
★単独、連続、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

★列の範囲は“－”を使って指定してください。“，”は使えません。 
 
 

データは： ④データを入力します。すでに入力されているデータを変更しない場合は、
♪キーを押してください。 

 
INFORMATION 

# 指定した範囲内にだけ、ケイ線を無視して、次々とデータ

を入れることができます。 

# 指定範囲内にデータを入れ終わると、“仕事は＝”の状態

に戻ります。入力を途中で中止するときは、エスケープキ
ーを押してください。 

# 複数の行列指定は、ハイフン（－）使って連続指定で行っ

てください。カンマ（，）を使った複数指定は行えません。 

# データは、 ￡ キーを押すと、右づめで入力されます。
 タブ （ Tab ）キーを押すと、左づめで入力されま

す。 

#  ＠ キーや ￥ キーを使うと、前の列または前の行と同

じデータを入力することができます。 

# すでに入力したデータの修正は、

キーでブロックカーソルを移動させて行います。 

# 入力するデータ内にコロン（：）、エスケープ（ＥＳＣ）

がある場合は、データ全体をダブルコーテーション（”）

で囲んでください。 

# 指定範囲の左端にブロックカーソルがある状態で キ

ーを押すと、ブロックカーソルは指定範囲の前の行の右端

に移動します。また、指定範囲の右端にブロックカーソル

がある状態で キーを押すと、ブロックカーソルは指

定範囲の次行の左端に移動します。 

# データの一部分だけを修正する場合は、 バックタブ
（ 　 Shift ＋ Tab ）を押した後、 、 、

 ホーム （  Home ）、  挿入 （  Insert ）、  削除
（ Delete ）、 後退 （ Back space ）キーで行ってく
ださい。 

#  コントロール ＋ Ｘ （ Ctrl ＋ Ｘ ）キーを押すと、

ブロックカーソルのある列の桁数が１桁ずつ広がります。 

#  コントロール ＋ Ａ （ Ctrl ＋ Ａ ）キーを押すと、

空白行が１行挿入されます。ただし、指定した範囲の最下

行のデータが消えてしまったり、横ケイ線がずれることが

ありますので、ご注意ください。 
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F 

FFFF    Make Format（メイク フォーマット）    
新しく表を作る 

! 新しく表を作成します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• Ｆ命令を実行すると、画面に表示されている内容は消去されます。 
• 作成されるページのモードやページサイズは、ＳＥＴ命令での

設定値になります。 
• 漢字モードで作成した表では、半角文字の入力はできません。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＦＳ…用紙サイズに合わせて表を作ります。 
 
 

 

仕事は＝ ①Ｆ♪ 

 
表題を付けてください： ②新しく作る表にタイトル（表題）を付けます。表題は全角文字で 15字、

半角文字では 30字以内で入れてください。 
! “売上”とタイトルをつける               売上♪ 
! とりあえず“※”とタイトルをつける             ♪ 

 
今０列設定 あと残りは 170 桁です  

１列目の桁数は 
（０～100，[終了‥￡]）： 

③この画面は混在モードの場合です。新しい表に必要な列の桁数を、繰り
返し指定します。指定が終わったら、♪キーを押します。１回の桁数
指定は、漢字モードでは150桁、混在モードでは300桁以内で行います。 
! ４桁、８桁、８桁の列で新しい表を作る。 

４♪８♪８♪♪（または、４：８：８：♪） 
! ８桁の列を５列作る。               ８＊５♪♪ 
! 20 桁内で５列作る。              ２０／５♪♪ 
★このとき、桁数を指定せずに♪キーを押すと、自動的に下記のよう
な桁数の表を作ります。 

★Ｆ命令で作る表のモードは、ＳＥＴ命令の１番の設定によって変わり
ます。 

★マウスの左のボタンで桁数指定を行うことができます。 

 

♪のみの指定で作られる表 
 ●設定が漢字モードの状態で♪キーを押すと、全角文字で 10桁、８桁、８桁、８桁の表を自動的に作ります。 
 ●設定が混在モードの状態で♪キーを押すと、半角文字で 14桁、12桁、12桁、12桁、12桁、12桁の表を自
動的に作ります。 

 ★自動的に表を作るとき、ＳＥＴ命令で指定した１行の長さが 74桁未満（漢字モードの場合は、68桁未満）

の場合、その長さに合わせて列数を調整します。 

 
 

項目名は： ④順番に各列の項目名を入れてください。 
! １列目に“Ａ”、２列目に“Ｂ”、３列目に“Ｃ”と、項目名を入れる。 

Ａ♪Ｂ♪Ｃ♪ 
★項目名を入れ終わると、続けてデータを入れることができます。 

 
データは： ⑤データを入力します。データを入力し終わったら、[エスケープ]キーを

押します。 
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INFORMATION 

# 桁数の指定中は、現在の列数と残りの桁数が表示されます。

最大 300列まで作ることができます。 

# ページの１行の長さを超えたフォーマット行は、作ることが

できません。 

# ＠ キーや ￥ キーを使うと、前の列または前の行と同

じデータを続けて入力することができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ここでは混在モードで表を作ります。漢字モードになっている場合は、はじめにＳＥＴ￠１￠１￠エスケープで新しく作
る表を混在モードに設定します。 
①Ｆ￠ 
②住所録￠……………………………表題を「住所録」と付ける。 
③12￠６￠40￠14￠￠………………表の列を 12桁、６桁、40桁、14桁にする。 
④氏名￠〒￠住所￠電話番号￠……それぞれの列に項目名を入れる。 
⑤奥田 憲二￠………………………データを入力する。 
⑥エスケープ……………………………データ入力が終わったらエスケープ。 
 
 Ｆ命令実行後に作られる表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 新しく「住所録」を作成します。 
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FILEFILEFILEFILE    File Manager（ファイル マネージャー）    
ファイルの作成や変更などを行う 

! 主にハードディスク内のマイツールデータファイルの作成や変更など、マイツールデータファイル全体
を管理します。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＦＩＬＥＸ…ページファイルを作成したり変更します。 
• ＴＦ…………ファイル一覧を画面に表示します。 

 

仕事は＝ ①ＦＩＬＥ♪ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②ファイル一覧とメッセージボックスが表示されます。メッセー
ジボックスの中から、どの処理を行うのか番号で選択します。 
 ＦＩＬＥ命令を終了するときは[エスケープ]キーを押します。 
★新しくファイルを作成する場合、空きエリアがないときは、

他のファイルのページ数を“２‥ページ数変更”などで小さ

くし、必要なエリアを確保してください。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

１１１１    ファイル作成ファイル作成ファイル作成ファイル作成       １♪ 

 

新しく作るファイルの名前は： ③データファイルにつける名前を入力します。 
! “ＧＥＴＵＪＩ”という名前をつける。      ＥＴＵＪＩ♪ 
! “山田”という名前をつける。              山田♪ 
★ファイル名は、２文字以上、10 文字以内の全角文字でつけてくださ
い。先頭の２文字は、英字・ひらがな・漢字（３文字目以降には数字

も可）でつけます。特殊文字は入力できません。 

 
ドライブ ディレクトリ 
 Ｃ   Ｃ：ＭＹＦＩＬＥ 
 

ドライブは： 

④現在登録してあるドライブとディレクトリ名が表示されます。ファイル 
をどのドライブに作るか、指定します。 
! ハードディスク（ドライブＣ）に作る。           Ｃ♪ 
 
 

 
型は[固定‥Ｆ，可変‥Ｖ]： ⑤ファイルの長さを固定するか可変にするかを指定します。 

! 固定ファイルを作る。                   Ｆ♪ 
! 可変ファイルを作る。                   Ｖ♪ 
★固定ファイルは、作成時に指定した一定のページ数しか入らないよう
にします。可変ファイルは、作成時にページ数を指定せず、データ作

成時に自動的にページが増えたり減ったりします。 
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【固定を選んだ場合】【固定を選んだ場合】【固定を選んだ場合】【固定を選んだ場合】    

指定可能ページ数は○○○です 
 

ページ数は： 

⑥必要なページ数を入力します。 
! 100 ページのファイルを作る。            １００♪ 
★指定可能ページが画面に表示されます。指定可能ページを超える指定
はできません。 

★ページ数が不足しているときは、不要なデータファイルを消すか、他
のファイルのページ数を少なくしてください。 

★“可変‥Ｖ”を選ぶとこのメッセージは表示されません。 

 
備考があれば入れてください： ⑦備考をつけたい場合、備考を入力します。 

! “月次集計ファイル”と備考を入れる。    月次集計ファイル♪ 
! 備考を入れない。                      ♪ 
★半角 20文字以内、または全角 10文字以内でつけます。 

 
INFORMATION 

# 可変（Ｖ型）ファイルの場合、作成時のページは０ページと表示されます。 

# ファイルの作成数の上限は 100個程度にしてください。101 個以上作られた場合、動作は保証されません。 

 

 

 

２２２２    ページ数変更ページ数変更ページ数変更ページ数変更       ２♪ 

ハードディスク内に一度設定した、ファイルのページ数の変更はここで行います。 
ハードディスク内のＭファイルは１ページ以上、Ｓファイルは 25ページ以上必要です。それ未満の指定はできません。 

 
ページ数を変更する 
ファイルの名前は： 

③ページ数を変更するファイルのファイル名を指定してください。 
! マイツールのＭファイル（マスターファイル）のデータページを指定
する。                          Ｍ♪ 
! “売上１”というデータファイルを指定する。      売上１♪ 
★ファイルのページ数を変更できるのは、ハードディスクのＦ型（固
定）ファイルのみです。 

 

指定可能ページ数は○○○です 
 

新しいページ数は： 

④何ページのファイルに変更するのか、ページ数を指定します。 
! 500 ページに変更する。               ５００♪ 
★前のページ数より変更後のページ数が少なくなる場合には、必要なデー
タ部分が削られないことを確認してください。なお、削られるページに

ＰＲＴ命令でプロテクトがかけられている場合は、変更できません。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
たとえば、800ページのファイルを 500ページに変更する場合、501～800ページの間に入っているデータ（図

の指定部分）は、削られてしまいます。 

このように、ページの最後から削除、あるいはページの最後に追加してページ数の変更を行います。データ

のバックアップを必ず確認してから、行ってください。 

 

１ページ 500 ページ 800 ページ 

     

    この部分が削除されます。 

１ページ 500 ページ   
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３３３３    変更変更変更変更           ３♪ 

 
変更するファイルの名前は： ③名前を変更するファイルのファイル名を指定します。 

! “売上１”というファイルを指定する。         売上１♪ 
★Ｍファイル・Ｓファイルの名前は変更できません。また、フロッピー
ファイル（ドライブＡ～Ｅ）は、ファイル名とドライブ名を変更でき

ます。 

ファイル名を変更する場合は入れてく
ださい： 

④新しいファイル名を指定します。 
! “売上２”に変更する。                売上２♪ 
! 変更しない。                        ♪ 

 
【フロッピーファイルの名前を変更した場合】【フロッピーファイルの名前を変更した場合】【フロッピーファイルの名前を変更した場合】【フロッピーファイルの名前を変更した場合】    

ドライブを変更する場合は入れてくだ
さい（Ａ～Ｅ）： 

⑤ドライブ名を変更する場合は、ドライブを指定してください。 
! ドライブ名を“Ｄ”に変更する。             Ｄ♪ 
★すでに登録してあるドライブ名は指定できません。 

★ファイル名とドライブ名は、同じものを指定してください。 

 
【ハードディスクファイルの名前を変更した場合】【ハードディスクファイルの名前を変更した場合】【ハードディスクファイルの名前を変更した場合】【ハードディスクファイルの名前を変更した場合】    

備考を変更する場合は入れてください： ⑤備考を変更する場合は、備考を入力してください。 
! “新しい備考”に変更する。            新しい備考♪ 
! 変更しない。                        ♪ 

 
 

４４４４    クリアクリアクリアクリア          ４♪ 

 

内容を空白にするファイルの名前は： ③内容を空白にするファイルのファイル名を指定します。 
! “売上１”を指定する。                売上１♪ 
★この操作を行うと、データが消えてしまいます。注意してください。 
★ハードディスクのファイルのみ指定できます。ただし、Ｍファイル・
Ｓファイルは指定できません。実行後は、Ｆ型は空白ページ、Ｖ型は

０ページになります。 

★Ｆ型の場合、ファイル内に１ページでもＰＲＴ命令でプロテクトがか
けられていると、そのファイルは処理できません。 

 
 
 

５５５５    削削削削除除除除           ５♪ 

 
削除するファイルの名前は： ③削除するファイルのファイル名を指定します。 

! “売上１”を指定する。                売上１♪ 
★ハードディスクのファイルのみ指定できます。ただし、Ｍファイル・
Ｓファイルは指定できません。 

★ＣＨＦ命令で現在のファイルに設定されているファイルは、消すこと
ができません。 

★Ｆ型の場合、ファイル内に１ページでもＰＲＴ命令でプロテクトがか
けられていると、そのファイルは処理できません。 

★この操作を行うと、データが消えてしまいます。注意してください。 
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６ プロテクト        ６♪ 

 

プロテクトするファイルの名前は 
（Ｖ型のみ）： 

③プロテクトをかけるファイルのファイル名を指定します。 
! “売上１”を指定する。                売上１♪ 
★Ｖ型ファイルのみプロテクトの指定ができます。 

★指定したファイルにすでにプロテクトがかけられていると、“旧キー
ワードは”のメッセージが表示されます。旧キーワードを入力してく

ださい。 

 

書き込み禁止‥１， 
読み書き禁止‥２， 
 

プロテクトの種類は： 

④プロテクトの種類を指定します。 
! 書き込み禁止だけのプロテクトをかける。         １♪ 
! 読み出し・書き込み禁止のプロテクトをかける。      ２♪ 
★“１”を指定すると＠マーク、“２”を指定すると＃マークがキーワ
ード欄に表示されます。 

★“１”を指定すると、読み出すときにキーワードはいりません。 

 

 
キーワードは： ⑤キーワードを指定します。 

! “ＡＢＣ”とつける。                 ＡＢＣ
♪ 

 
 

INFORMATION 
# キーワードは全角４文字、半角８文字以内でスペース以外のどの文字でも使えます。 

# キーワードを忘れると、そのファイルを操作することができなくなります。キーワードは控えをとっておきましょう。キ

ーワードの文字列内にコロン（：）やエスケープ（ＥＳＣ）がある場合は、キーワード全体をダブルコーテーション（”）

で囲んでください。 

# プロテクトをはずしたい場合 プロテクトをはずしたいファイル名を指定し、旧キーワードを入力します。“キーワード

は：”に対して ￡ キーを押すと、プロテクトは解除されます。 

 
 
 

７７７７    プリントプリントプリントプリント                                    ７♪    

“７‥プリント”を選択すると、画面に表示されているファイル一覧が印刷されます。 
 
 
 

８８８８    ドライブ登録等ドライブ登録等ドライブ登録等ドライブ登録等                        ８♪    

 

１‥ドライブ登録 
２‥登録内容変更 
３‥ドライブ削除 
 

処理は（１～３）： 

③ドライブに対して行う処理を、番号で選択します。 
! ドライブを登録する。                  １♪ 
! 登録されている内容を変更する。             ２♪ 
! ドライブを削除する。                  ３♪ 
★１～３の番号を選ぶと、現在登録されているドライブが表示されます。 

 
【ドライブ登録を選択した場合】【ドライブ登録を選択した場合】【ドライブ登録を選択した場合】【ドライブ登録を選択した場合】    

登録するドライブ名は： ④新しく登録するドライブ（Ｄ～Ｚ）を指定します。 
! “Ｈ”を指定する。                   Ｈ♪ 

ディレクトリ名は： ⑤ディレクトリ名を指定します。 
! ディレクトリ名を指定する。          ディレクトリ名♪ 
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INFORMATION 
# ディレクトリ名の指定では、マイツールデータのファイルのあるディレクトリを指定します。ご自分で作成したディレク

トリ名も指定することができます。 

# ディレクトリ名を指定するときは、システムの制限に準拠して行います。 

# 実際のディレクトリは作成しません。システムの状態で作成してください。 

 
 

【登録内容変更を選択した場合】【登録内容変更を選択した場合】【登録内容変更を選択した場合】【登録内容変更を選択した場合】    

変更するドライブ名は： ④変更するドライブのドライブ名を指定します。 
! “Ｈ”を指定する。                   Ｈ♪ 

使用区分は[未使用‥０，使用‥１，共
有使用‥２]： 

⑤未使用にするか、使用するかを指定し番号で選択します。 
! 未使用にする。                     ０♪ 
! 使用にする。                      １♪ 
★“使用‥１”と“共有使用‥２”は同じ機能をします。 

 

INFORMATION 
# 一時的に外部ディスクをはずす場合や、使用を中断する場合は、使用区分を未使用に変更します。 

# ドライブの使用区分を“０”に変更してもファイルは元のまま残っています。“１”になおすと再度使用することができ

ます。 

 
 

【ドライブ削除を選択した場合】【ドライブ削除を選択した場合】【ドライブ削除を選択した場合】【ドライブ削除を選択した場合】    

削除するドライブ名は： ④削除するドライブのドライブ名を指定します。 
! “Ｈ”を指定する。                    Ｈ♪ 
★ドライブＣは削除しないでください。 

★ファイルが登録されているドライブを指定すると、エラーになります。 
 
 

９９９９    インデックスインデックスインデックスインデックス       ９♪ 

 

インデックス型ファイルは、キー列のデータの最大・最小を、インデックスとしてタイトル一覧に表示するファイルで
す。インデックスがついているため、ＳＨ・ＳＨＤ命令などの検索関係の命令を実行すると、通常のファイルよりも検
索処理の速度が速いのが特長です。 
★インデックス型ファイルについて詳しくは、後述の｢インデックス型ファイルについて｣をご覧ください。 

 
１‥インデックス設定 
２‥インデックス解除 
 

処理は（１～２） 

③インデックス型ファイルの設定を行うのか、解除を行うのか番号で選択
します。 
! インデックス型ファイルの設定をする。          １♪ 
! インデックス型ファイルを解除する。           ２♪ 
 

    
    
【インデックス設定を選択した場合】【インデックス設定を選択した場合】【インデックス設定を選択した場合】【インデックス設定を選択した場合】    

設定するファイルの名前は： ④インデックス型ファイルに設定するファイルの、ファイル名を指定しま
す。 
! “売上１”を指定する。                売上１♪ 
! ドライブＡのデータフロッピーを指定する。        Ａ♪ 
★Ｓ・ＳＹＳ・ＨＥＬＰファイルは、指定できません。 

★グループ分けは取り消されます。 

 

指定するキー列は： ⑤インデックスのキー列にする列を指定します。 
! ２列目をキー列にする。                 ２♪ 
★♪キーのみでは、指定できません。 
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キーの種類は[文字‥１，数字‥２]： ⑥キー列のデータの種類を指定します。 
! キー列のデータは文字データ。         １♪（または♪） 
! キー列のデータは数字データ。              ２♪ 
★データの種類を指定すると、画面に“ただいま処理中です”のメッセ
ージが表示され、インデックス型ファイルの設定が行われます。 

★インデックス型ファイルの設定を行うと、キー列が文字データの場合
は“Ｉ”が、数値データの場合は“ｉ”が、ファイル一覧に表示され

ます。 

★設定中は、作業を中断できません。 

 
【インデックス解除を選択した場合】【インデックス解除を選択した場合】【インデックス解除を選択した場合】【インデックス解除を選択した場合】    

解除するファイルの名前は： ③インデックス型ファイルを解除するファイルの、ファイル名を指定しま
す。 
! “売上１”を指定する。                売上１♪ 
★ファイル名を指定すると、画面に“ただいま処理中です”のメッセー
ジが表示され、インデックス型ファイルの解除が行われます。 

★解除中は、作業を中断できません。 
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ファイルの解説ファイルの解説ファイルの解説ファイルの解説    

一般的なファイルの意味と同じように、マイツールでいうファイルも、データをあるまとまりごとにファイル化して、
分かりやすくしまっておくことができます。ファイルは、元から用意されているものもありますし、新しく作ったり、
中身（データ）を入れ替えたり、処分（削除）したりすることができます。たとえば、ファイル用の棚にいろいろな種
類のファイルの箱が並んでいるところを想像してみてください。各ファイルの中には、マイツールのノートが入ってお
り、指定ページを読み書きしたり、各命令を実行して作業することができます。マイツールでは、主にハードディスク
内がこの棚に相当します。 

 
ファイル関係の命令 

ＦＩＬＥ命令……ファイルの箱を作ったり、ファイルの名前を書いたり、不要なファイルを処分したりして、フ
ァイルの棚を管理します。 

ＴＦ命令…………ファイルの箱につけられた名前の一覧を表示します。 
ＣＨＦ命令………棚からファイルの箱を１つだけ取り出して、作業机の上に持ってきます。 

 

 
ファイル一覧の見方 

ＦＩＬＥ命令かＴＦ命令を実行すると、ファイルのタイトル一覧が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①名前…………ファイルの名前が表示されます。詳しくは、下記をご覧ください。 
②作成日………そのファイルを作成した日付が表示されます。 
③型……………そのファイルの型が表示されます。詳しくは、次ページの「ファイルのタイプ」をご覧ください。 
④頁数…………そのファイルが使用できるページ数（Ｆ型ファイルの場合）か、現在のページ数（Ｖ型ファイル

の場合）が表示されます。 
⑤ドライブ……ファイル作成時に指定したドライブが表示されます。 
⑥ｲﾝﾃﾞｯｸｽ型…インデックス型ファイルの設定の有無が表示されます。設定されている場合は“Ｉ”または“ｉ”

が表示されます。 
⑦キーワード…プロテクトの有無が表示されます。書き込み禁止なら＠、読み書き禁止なら＃が表示されます（Ｖ

型ファイルのみ）。 
⑧備考…………備考が表示されます（半角 20文字、全角 10文字以内）。 
⑨空きページ…空きページが表示されます。 
 
ファイル一覧に表示される以下の４つのファイルは、最初から用意されているファイルです。この他、ＦＩＬＥ
命令で作られたファイルがあれば表示されます。 

 Ｓ……………サブページが入っているファイルです。最高 200ページまで作成できます。 
 Ｍ……………マイツールのハードディスク内にある、通常使うデータページのファイルです。ドライブＣ内 

       にあります。 
 Ａ……………ドライブＡのデータページのファイルです。ドライブＡのデータページから読み込むときは、 

       “Ａ／ページ番号”で指定するか、ＣＨＦ命令で“Ａ”に指定しておきます。 
 ＳＹＳ………“仕事は＝”や命令中、Ｃ命令のプルダウンメニューとなるデータが入っています。それぞれ、 
       “ＳＹＳ／１”、“ＳＹＳ／２”、“ＳＹＳ／３”で指定します。 
★Ｓ・Ｍ・Ａについては、／（スラッシュ）は省略可能です。 

 

① ② ③ ④ ⑤⑥ ⑦ 

⑨ 

⑧
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ファイルのタイプ 

ファイルのタイプには、Ｆ型ファイルとＶ型ファイルの２種類があり、ファイル作成時にどちらのファイルにす
るか指定します。 

Ｆ型ファイルＦ型ファイルＦ型ファイルＦ型ファイル     

固定ファイルのことです。ファイルのページ数は、ファイルを作るときに指定します。100 ページ分のファ
イルを作っておけば、１～100 ページまでの好きなページにデータを入れることができます。データの入っ
ていないページは、空白ページとして確保されています。 
★ ＦＩＬＥ命令でページ数を変更することができます。 

★ Ｓ・Ｍファイルは、クリア・削除の指定はできません。 

★ ファイル全体にプロテクトはかけられません。ただし、ページ単位では、ＰＲＴ命令でかけることが可能です。 

Ｖ型ファイルＶ型ファイルＶ型ファイルＶ型ファイル     

可変ファイルのことです。データを１ページから順に入れていくと、自動的にページ数が増えていき、ハー
ドディスク内の空きエリアいっぱいまでページ数を増やすことが可能です。通常はファイル名のみで指定し
ます。データを追加したい場合は、ＡＤＤ命令かＷ命令で行います。ファイルのページ数を指定することは
できません。データが入っていないと０ページになります。 
★ ページ数の変更は指定できません。 

★ Ｗ命令で、Ｂ（ブランク）指定はできません。 

★ グループ指定、ワイルド指定はできません。 

★ ＥＦ命令で書き込み先にＶ型ファイルを指定すると、Ｖ型ファイルの最終ページの次からデータを書き込みます。 

 
《Ｖ型ファイルの内容を見たりデータを修正する場合》《Ｖ型ファイルの内容を見たりデータを修正する場合》《Ｖ型ファイルの内容を見たりデータを修正する場合》《Ｖ型ファイルの内容を見たりデータを修正する場合》    
Ｖ型ファイルの読み出し・書き込みは次のように指定します。 
《例》１ページから５ページまでのデータの入っている“集計”というＶ型ファイルがあるとします。 

! 部分読み出し→部分読み出し→部分読み出し→部分読み出し→Ｒ：集計／１￠～Ｒ：集計／５￠    
! 部分書き込み→部分書き込み→部分書き込み→部分書き込み→Ｗ：集計／１￠～Ｗ：集計／６￠    
★書き込みページ指定では、最終ページ＋１ページまでの指定ができます。 

! Ｓ・ＳＨなどのページ指定→Ｓ・ＳＨなどのページ指定→Ｓ・ＳＨなどのページ指定→Ｓ・ＳＨなどのページ指定→集集・    

★処理するページは１ページから最終ページまでになります。書き込みページで指定すると１ページ目から書き込みます。 

★すでにデータが書き込まれているＶ型ファイルに書き込みの指定を行うと、すべて新しいデータと置き換わってしま

います。 

 
ファイルの指定方法 

読み書きするファイルとそのページを指定するには、２つの方法があります。 

! ＣＨＦ命令で現在のファイルを変更すＣＨＦ命令で現在のファイルを変更すＣＨＦ命令で現在のファイルを変更すＣＨＦ命令で現在のファイルを変更する。る。る。る。    
ＣＨＦ命令を実行して“現在のファイル”を指定すれば、そのまま、書き込み・読み出しなどを、ファイ
ル名の指定なしに現在のファイル中のページに対して行うことができます。 
★マイツール起動時の“現在のファイル”はＭです。 

! 直接ファイル名やページを指定する。直接ファイル名やページを指定する。直接ファイル名やページを指定する。直接ファイル名やページを指定する。    
書き込みや読み出しのとき、ファイル名やページ番号を指定すると、現在のファイル以外のファイルを読
み書きすることができます。次のように指定します。 

１．ファイル全体の指定（Ｖ型のみ）  ファイル名￠ 
  《例》“売上”というファイルの指定……売上￠ 
２．ファイル内のページ指定（Ｆ型、Ｖ型） ファイル名／ページ番号￠ 
  《例》“売上”というファイルの３ページ目の指定……売上／３￠ 
★ファイル名とページの区切りは“／”を使います。ただし、Ｓ・Ｍ・Ａファイルは“／”を省略することもできます。 

３．ブランク指定、グループ指定、ワイルド指定（Ｆ型のみ） 
  《例》ブランク指定 ファイル名／Ｂ￠ 

     グループ指定 ファイル名／Ｇ１￠ 

     ワイルド指定 ファイル名／＝売上？？￠ 

★ブランク指定は、書き込みを行うときに使うことができます。指定したファイルの一番最初にある空白ページに、

自動的に書き込みを行います。ページ拡張時には、そのページ分が空いている最初のページから書き込みます。 

★インデックス型ファイルは、グループ指定はできません。 
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《ファイルの指定列》《ファイルの指定列》《ファイルの指定列》《ファイルの指定列》    
ファイルを使用した場合の指定は、次のようになります。 
現在のファイルは、ハードディスクのＭ（マスター）ファイルであるとします。 

• Ｒ：１￠（＝Ｒ：Ｍ１￠）…………マスターファイルの１ページの読み出し。 
• Ｒ：Ｓ１￠……………………………サブファイルの１ページの読み出し。 
• Ｒ：Ａ８￠……………………………ドライブＡのデータフロッピーの８ページの読み出し。 
• Ｒ：ＫＡＩ／１￠（＝ＣＨＦ：ＫＡＩ：Ｒ：１￠）……ＫＡＩファイルの１ページの読み出し。 
• Ｒ：表Ｂ／３￠………………………表Ｂというファイルの３ページの読み出し。 
• Ｗ：15：￠（＝Ｗ：Ｍ15：￠）……マスターファイルの 15ページの書き込み。 
• Ｗ：Ｂ￠（＝Ｗ：Ｍ／Ｂ￠）………マスターファイルのブランクページへの書き込み。 
• Ｗ：ＫＡＩ／５：￠（ＣＨＦ：ＫＡＩ：Ｗ：５：￠） 
                 ……ＫＡＩというファイルの５ページへの書き込み。 

• Ｗ：ＫＡＩ／Ｂ￠（＝ＣＨＦ：ＫＡＩ：Ｗ：Ｂ￠） 
                 ……ＫＡＩというファイルのブランクページへの書き込み。 
★いったんＣＨＦ命令で現在のファイルを変更すると、次にＣＨＦ命令で変更するまで、そのファイルが現在のファイルと

なります。 

 
《オートプログラム中でのファイルの使用例》《オートプログラム中でのファイルの使用例》《オートプログラム中でのファイルの使用例》《オートプログラム中でのファイルの使用例》    
オートのプログラム中でのファイルの使用例は、次のようになります。 

＜ページ番号で指定した例＞ ファイルを使用しない 
ＳＨ：１－20：Ｃ２＞2000：：51： 
Ｓ：51－Ｚ０：１：１：２：３：：71： 
ＴＣ：71－Ｚ０：１：：Ｉ：51： 
ＰＤ：51－Ｚ０： 
ＳＴＯＰ： 

＜ファイルを使用した例＞ Ｖ型ファイルを使用 
ファイルの登録（一度のみで可） 
★オートプログラムを実行する前に、あらかじめ作業用ファイルと集集表ファイルを作成しておきます。 

ＦＩＬＥ： 
１：作業用：Ｃ：Ｖ：： 
１：集計表：Ｃ：Ｖ：７月分：ＥＳＣ： 
ＳＴＯＰ： 
 
ＳＨ：１－20：Ｃ２＞2000：：集計表： 
Ｓ：集計表：１：１：２：３：：作業用： 
ＴＣ：作業用：１：：Ｉ：集計表： 
ＰＤ：集計表： 
ＳＴＯＰ： 
 

★例はオートプログラムですが、ひとつずつ手入力してもかまいません。 

 
 

１～20ページまでサーチした結果を、集計表ファイルに書き込みます。 

その集計表ファイルのデータをソートし、作業用ファイルに書き込みます。 

作業用ファイルの小計を求めて集計表ファイルに書き込みます。結
果は集計表ファイルの１ページ目から書き込まれますので、書き込
まれたページの元のデータは消えてしまいます。 

集計表のファイルを印刷します。 
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ファイル関連機能ファイル関連機能ファイル関連機能ファイル関連機能    

ファイルを利用する命令には、ＣＯＰＹ・ＣＰＤ・ＬＡＳＴＰ（オート命令）・Ｍ命令などがあります。ここでは、こ
れらの命令の使用例を紹介します。 

 

ハードディスク内に新しく“売上”というファイルを作成し、ＣＯＰＹ命令・ＣＰＤ命令を使ってドライブＡか
ら“売上”ファイルに必要なデータをコピーする。 
★“売上”ファイルを作る手順は次のとおりです（Ｖ型の場合）。 

 ＦＩＬＥ￠１￠売上￠Ｃ￠Ｖ￠￠エスケープ  

 
①ＣＯＰＹ命令……ファイルの一部をコピーする。 
ドライブＡのデータフロッピーの３、５、９ページを、ハードディスク内の“売上”というファイルにコピーし
ます。 
Ｖ型ファイルの場合Ｖ型ファイルの場合Ｖ型ファイルの場合Ｖ型ファイルの場合 ＣＯＰＹ：Ａ／３，５，９：売上￠ 
★売上ファイルは３ページになります。 

Ｆ型ファイルの場合Ｆ型ファイルの場合Ｆ型ファイルの場合Ｆ型ファイルの場合 ＣＯＰＹ：Ａ／３，５，９：売上／１￠ 
★売上ファイルの１～３ページにコピーされます。 

②ＣＰＤ命令…………ファイル全体を別のファイルにコピーする。 
ドライブＡのデータフロッピーの１ページから、ハードディスク内の“売上”というファイルにコピーします。 
Ｖ型ファイルの場合Ｖ型ファイルの場合Ｖ型ファイルの場合Ｖ型ファイルの場合 ＣＰＤ：Ａ：売上：20￠ 
★コピーするページ数を指定します。売上ファイルは 20ページになります。 

Ｆ型ファイルの場合Ｆ型ファイルの場合Ｆ型ファイルの場合Ｆ型ファイルの場合 ＣＰＤ：Ａ：売上￠ 
★売上ファイルのページ数分だけコピーします。 

③ＬＡＳＴＰ命令……オートプログラム中に、ファイルの最終ページ番号をＺ０に入れる。 
オートプログラム中で、“～：ＬＡＳＴＰ：ファイル名：～”と指定すると、ファイルの最終ページ番号がＺ０
に代入されます。 

④Ｍ命令………………ドライブや型が違うファイルを併合し、１つのファイルにする。 
! ドライブＡドライブＡドライブＡドライブＡ    
｢売上管理｣というタイトルの付いたデータが、１ページから 10ページまで入っています。 

! ドライブＣドライブＣドライブＣドライブＣ    
｢売上管理１｣という５ページのＦ型ファイルが入っています。 
｢売上管理２｣という８ページのＶ型ファイルが入っています。 
３つのファイルを１つのファイルにまとめます。 

＜操作方法＞＜操作方法＞＜操作方法＞＜操作方法＞    
１．それぞれのファイルを、たとえば品名という項目の列をキー列としてソートしておきます。 
２．ハードディスク内に“売上管理まとめ”というＶ型ファイルを作成します。 

ＦＩＬＥ：１：売上管理まとめ：Ｃ：Ｖ：： エスケープ 
Ｍ：Ａ１－10：売上管理１／１－５：売上管理２：＠品名：１：：売上管理まとめ 
★データ件数と最終書き込みページが表示されます。 

 

インデックス型ファイルについてインデックス型ファイルについてインデックス型ファイルについてインデックス型ファイルについて    

同じフォーマットのページ（売上台帳など）を何ページにもわたって登録しておき、必要に応じてＳＨ命令でデータを
検索するような場合、ファイル全体をインデックス型にしておくと、検索速度が速くなります。 

 
《インデックス型ファイルの特長》《インデックス型ファイルの特長》《インデックス型ファイルの特長》《インデックス型ファイルの特長》    
! タイトル一覧にキー列のデータの最大値と最小値をインデックスとして表示します。 
! ＳＨ・ＳＨＤなどの検索関係の命令を実行すると、通常のファイルでは１ページずつ読み取って検索を行いま
すが、インデックス型ファイルでは、先にインデックスを読み取り、検索条件と一致したページだけを検索す
るので、検索処理の速度が通常のファイルよりも速くなります。 
! インデックス型ファイルの設定は、Ｆ型・Ｖ型どちらのファイルでも設定可能です。また、データフロッピー
にも、設定が行えます。 
! 設定は、ファイル全体に行われます。部分的な設定は行えません。 
! インデックス型ファイルの設定を行うと、ＳＨＴ命令で行ったグループ分けの指定は解除されます。 



185● 

《インデックスの見方》《インデックスの見方》《インデックスの見方》《インデックスの見方》    
インデックス型ファイルのタイトル一覧をＴ命令で表示すると、通常のファイルでグループ名が表示される欄に、
インデックスが表示されます。 
 
〈インデックス型ファイルのタイトル一覧〉〈インデックス型ファイルのタイトル一覧〉〈インデックス型ファイルのタイトル一覧〉〈インデックス型ファイルのタイトル一覧〉    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
! キー列のデータの最小値を“<Ｓｔａｒｔ>”、最大値を“<Ｅｎｄ>”に表示します。 
! インデックスは、キー列のデータを左端から全角文字で４文字、半角文字で８文字まで、左詰めで表示します。
キー列の桁数やデータの長さが、表示できる文字数を超えていても、インデックス処理には影響ありません。 
! キー列のデータは、文字データとして扱われます。 
! キー列のデータは、ＪＩＳ区点コードの順（文字正順）に最大値・最小値を読み取って、インデックスに表示
します。 
! キー列がケイ線行の場合は、インデックスは空白になります。 
! インデックス型ファイルの空白ページにデータを書き込むと、キー列のデータを自動的に読み取って、インデ
ックスに表示します。また、キー列のデータを書きかえた場合も、インデックスは新しいものにかわります。 
! インデックス型ファイルの設定を行うと、ファイル一覧のドライブの欄に“Ｉ”（または“ｉ”）が表示され
ます。 
 

《インデックス型ファ《インデックス型ファ《インデックス型ファ《インデックス型ファイル使用上の注意》イル使用上の注意》イル使用上の注意》イル使用上の注意》    
! インデックス型ファイルのキー列以外の列を検索する場合は、通常の検索と同様に１ページずつ読み込んで検
索します。 
! ＥＦ命令では、コード式入力にＳ指定がある場合は、Ｓ指定が優先されます。 
! コピー先がインデックス型ファイルの場合、インデックス型ファイルに設定され、グループ指定は解除されます。ま
た、インデックス型ファイルを通常のファイルへコピーした場合、インデックス型の設定は解除されます。 
! キー列を変更した場合は、もう一度ＦＩＬＥ命令で“インデックス設定”を行って、キー列の指定をやり直し
てください。 
! インデックス型ファイルの設定を解除すると、通常のファイルに戻ります。解除されたファイルは、グループ
分けされていない状態になっています。 
! Ｓ・ＳＹＳ・ＨＥＬＰファイルはインデックス型ファイルにできません。 

 
《インデックス型ファイルの検索条件の指定方法》《インデックス型ファイルの検索条件の指定方法》《インデックス型ファイルの検索条件の指定方法》《インデックス型ファイルの検索条件の指定方法》    
指定されたキー列は文字データになります。検索条件式を入力する場合は、次のように指定してください。 
《例》 Ｃ１＝“1000” 
    Ｃ１＞“1000” 

★数値データの場合、必ずダブルコーテーション（”）で囲んでください。 

! 大小指定などは、文字コードで比較します。１から 1000 までのデータをキー列としている場合、1000 よりも
２の方が大きいとみなされてしまいます。数値データの場合は桁数をそろえるために頭に０をつけて入力して
おいてください。 
! 全角の数値データと半角の数値データでは、値は同じでも別々のデータとして扱います。ＣＴＰ命令で全角あ
るいは半角のどちらかに統一しておいてください。 
 

《キー列のデータの種類について》《キー列のデータの種類について》《キー列のデータの種類について》《キー列のデータの種類について》    
! インデックス型ファイルの設定を行う際に、キー列のデータの種類（文字または数字）を指定します。キー列
の種類を“数字”に指定した場合は、次の点がここまでの解説と異なります。 
! キー列のデータが全角の場合は、半角に変更して右詰めでインデックスに表示します。 
! データは、数字の小さい順に最大値・最小値を読み取って、右詰めでインデックスに表示します。 
! キー列のデータが８桁以上の場合は、８桁目に“＊”を付けます。 
! キー列のデータが文字データの場合は、インデックスに“Ｓ”を表示します。 

 

インデックス 
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FILEXFILEXFILEXFILEX File X（ファイル エックス） 
ページファイルの一覧を見る 

! ページファイルのファイル名一覧を表示します。ファイル名一覧からは、ファイル名の変更やページフ
ァイルの削除などを行うことができます。 

 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ページファイルとは、ＦＩＬＥ命令で作成するファイルとは

異なります。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＦＩＬＥ…ファイルの作成や変更を行う。 
 

 

仕事は＝ ①ＦＩＬＥＸ♪ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②ページファイル一覧とメッセージボックスが表示されます。
メッセージボックスの中から、どの処理を行うのか番号で選
択します。ＦＩＬＥＸ命令を終了するときは[エスケープ]キ
ーを押します。 
★使い始めにはページファイルはありませんので、一覧にはサ
ンプルデータのページファイルのみが表示されます。 

 ＦＩＬＥＸ命令でファイル作成や、ＷＦＬ命令で保存を行う

ことで、左のようにページファイルが表示されるようになり

ます。 

 

 

 

 

 

ページファイル一覧の見方 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ファイル名……ページファイルに付けられている名前が表示されます。ファイル名の右側に表示される“MYX”はＸ

型ページファイル、“MYP”はＰ型ページファイルを表わします。ファイル名が全角で 15文字（半角

で 30文字）以上の場合は、14文字目（半角の場合は 28文字目）以降が“�”で表示されます。 

②作成日…………ページファイルを作成した日付が表示されます。 
③型………………ページファイルの型が表示されます。“Ｘ”はＸ型でパックされていないページファイル、“Ｐ”は

Ｐ型でパックされているページファイルを表わします。 
④行数……………ページの最終使用行数が表示されます。 
⑤桁数……………ページの１行の桁数が表示されます。 
⑥表題……………ページの表題が表示されます。ファイル名とは異なり、ＲＦＬ命令で読み出したときにタイトル行に

付けられている表題です。 
⑦空きページ……空きページが表示されます。 
 

 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

⑦ 
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１ ファイル作成       １♪ 

 

新しく作るファイルの名前は： ③ページファイルに付ける名前を入力します。 
! “GETUJI”という名前を付ける。       ＧＥＴＵＪＩ♪ 
! “売上”という名前を付ける。              売上♪ 
 

 

 
INFORMATION 

# ページファイルの名前に使用できる文字には制限があります。以下にあげる文字を半角で使用することはできません

のでご注意ください（全角文字の場合は使用できます）。 

 

 

# 英文字を半角で入力した場合、大文字と小文字は区別されません。全角の場合は区別されます。 

# ページファイルには、ファイルの名前とは別に表題を付けることができます。表題に付けられる文字数は、通常のデ

ータページと同じです。 

# “１‥ファイル作成”で作られるページファイルは、表題のない空白ページになり、ページファイル一覧で見ると行

数が“０”になります。 

# ページファイルは、ＷＦＬ命令で書き込む時にディレクトリを指定しない限り、マイツールをインストールしたディ

レクトリ（標準で“WTVIEW”）の下の“MYFILEX”に保存されます。 

# ページファイルには“Ｘ型”と“Ｐ型”の２種類のタイプがあります。“Ｐ型”は表に取り込まれているＢＭＰ、Ｗ

ＡＶＥ、ＡＶＩファイル名のデータをファイル内に圧縮して保存します。“Ｘ型”はこの圧縮を行わず通常の形式で

保存します。“１‥ファイル作成”でページファイルを作成すると“Ｘ型”になります。 

 
 

２ 変更           ２♪ 

 

変更するファイルの名前は： ③名前を変更するページファイルの名前を入力します。 
! “GETUJI”というページファイルの名前を変更する。 

ＧＥＴＵＪＩ♪ 
 

新しいファイル名を入れてください： ④新しいページファイル名を入力します。 
! “URIAGE”というページファイルの名前を変更する。 

ＵＲＩＡＧＥ♪ 
 

 

 
INFORMATION 

# ページファイルの名前に使用できる文字には制限があります。“１ ファイル作成”の「INFORMATION」をご覧くだ

さい。 

# 英文字を半角で入力した場合、大文字と小文字は区別されません。全角の場合は区別されます。 

# ここで変更できるのは、ページファイルのファイル名です。ページに付けられている表題を変更するには、ＲＦＬ命

令でページファイルを読み込んで、ＣＴ命令で表題を変更します。表題に付けられる文字数は、通常のデータページ

と同じです。 

 
 
 

３ 削除           ３♪ 

 

削除するファイルの名前は： ③削除するページファイルの名前を入力します。 
! “GETUJI”というページファイルを削除する。  ＧＥＴＵＪＩ♪ 

 

 

， ／ ＊ “ ： ； ＜ ＞ ｜ ￥ ？
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INFORMATION 
# この操作を行うとデータは消えてしまします。ＲＶ命令で元に戻すことはできませんので、削除の際は十分にご注意

ください。 

 
 
 

４ プリント         ４♪ 
 
“４‥プリント”を選択すると、画面に表示されている拡張ファイル一覧が印刷されます。 
 
 

５ オートプログラム登録   ５♪ 

 

プログラムを［登録‥Ｅ，削除‥Ｄ］： ③オートプログラムを登録する場合はＥ♪と、登録してあるオートプロ
グラムを削除する場合はＤ♪とキーを押します。 
 
 

【登録を選択した場合】【登録を選択した場合】【登録を選択した場合】【登録を選択した場合】    

登録するファイル名は： ④登録するオートプログラムのあるページファイル名を指定します。 
! “URIAGE”というページファイルを登録する。 ＵＲＩＡＧＥ♪ 
 
 

【削除を選択した場合】【削除を選択した場合】【削除を選択した場合】【削除を選択した場合】    

削除するファイル名は： ④オートプログラムの登録を削除するページファイル名を指定します。 
! “URIAGE”というページファイルの登録を削除する。 

ＵＲＩＡＧＥ♪ 
 
 

 

６ プロテクト        ６♪ 

 

プロテクトするファイルの名前は： ③プロテクトをかけるページファイルの名前を入力します。 
! “GETUJI”というページファイルにプロテクトを登録する。 

ＧＥＴＵＪＩ♪ 
 
 

書き込み禁止‥１，読み書き禁止‥２： 
 

プロテクトの種類は： 

④プロテクトの種類を番号で選択します。 
! 書き込み禁止だけのプロテクトをかける。         １♪ 
! 読み出し・書き込み禁止のプロテクトをかける。      ２♪ 

 
 

キーワードは： ⑤ページファイルに付けるキーワードを入力します。 
 キーワードは全角４文字、半角８文字以内で付けることができます。 
!“ABCD”というキーワードを付ける。       ＡＢＣＤ♪ 
★ すでにキーワードが付けられている場合、“旧キーワードは：”とい
うメッセージが表示されます。旧キーワードを入力すると、新しくキ
ーワードを付けることができます。プロテクトをはずしたい場合は
“キーワードは：”のメッセージに対して♪キーのみを押します。 
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FKSFKSFKSFKS    Function Key Set（ファンクション キー セット）    
ファンクションキーに登録する 

!  Ｆ１ から Ｆ８ までの各ファンクションキーに、文字列や計算式、セミオートなどを登録し、ファン
クションキーが押されたときに入力バーに呼び出すことができます。 

! ファンクションキーを押したときに、すぐ実行することもできます。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＢＴＮ……命令などを登録したボタンを表示します。 
• ＣＭＤ……命令を登録します。 
• ＳＥＴＭ…プルダウンメニューやツールバーへの登録や変更 
      をします。 

 

 

仕事は＝ ①ＦＫＳ♪ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ファンクションキー登録内容が表示されます。 
すでに登録されているものがあれば、その内容が表示されます。 
 

 
何番目に登録しますか（１～８）： ②どのファンクションキーに登録するのか指定します。 

!  Ｆ１ キーに登録する。                 １♪ 
★すでに登録済みの番号を指定すると、以前の内容を消去して新しく登
録し直すことができます。 

 
内容は： ③登録する内容を入力します。 

! “ＰＳＥＴ：２：２：ＥＳＣ：”というセミオートを登録する。 
”ＰＳＥＴ：２：２：ＥＳＣ：”♪ 

! 登録した内容を消去する。           ￣（スペース）♪ 
★内容は全角文字で 20 字、半角文字で 40 字までの文字列を登録す

ることができます。 

★ファンクションキーを押したときに、登録内容をすぐ実行したい
場合は、最後の“：”を“＆”にかえて登録します。 

 
何番目に登録しますか（１～８）： ④次に登録するファンクションキーの番号を指定します。これ以上登録し

なければ、エスケープキーを押します。あとはファンクションキーを押す
だけで、登録した内容を表示します。 
! 続いて、 Ｆ２ キーに登録する。              ２♪ 
★内容も③と同様に指定してください。 

! ＦＫＳ命令を終了する。               エスケープ] 
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INFORMATION 

# 登録できるファンクションキーは、 Ｆ１ から Ｆ８ まで

です。 

# 頻繁に使うデータや、セミオートなどを登録しておくと便利

です。 

# データの最後に“＆”をつけておくと、 ￡ キーを押した

ことになり、ファンクションキーを押したときにすぐ実行し

ます。“＆”をつけないと入力行に表示されるだけです。ま

たエスケープは“ＥＳＣ：”で登録することができます。 

 

# データは、通常のデータ入力と同様に などで修

正できます。 

# 登録するデータ内にコロン（：）やエスケープ（ＥＳＣ）が

ある場合は、データ全体をダブルコーテーション（”）で囲

んでください。また、すでに登録してあるデータを

 バックタブ （ 　 Shift ＋ Tab ）キーで入力行に持

ってくると、｛｝がついて表示されます。｛｝はダブルコー

テーションと同じ意味をもっているので、再度ダブルコーテ

ーションをつける必要はありません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
この例題を実行すると、すでに Ｆ１ に登録している内容は消去されてしまいます。 
すでに登録されている場合は、 Ｆ１ 以外の空いているファンクションキーに登録してください。 
 
①ＦＫＳ￠ 
②１￠…………ファンクションキーの１番目（ Ｆ１ ）に登録する。 
③"SC::SVL:4:SR::LDL:4&"￠ 
④エスケープ……登録を終了します。 
 
登録が終わったら実行してみましょう。 
 
Ｒ：11￠ 
 Ｆ１  
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例題例題例題例題  Ｆ１ キーに、項目行のデータだけを中央に寄せるセミオートを登録します。 
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FSFSFSFS    Format Selection（フォーマット セレクション）    
用紙サイズを指定して表を作る 

! 規定の用紙サイズ（Ｂ５、Ａ４、Ｂ４）に合わせて、新しく表や文書を作ります。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＦＳ命令を実行すると、画面に表示されている内容は消去さ

れます。 
• 漢字モードで作成した表では、半角文字の入力はできません。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• Ｆ………新しく表を作ります。 
 
 

 

仕事は＝ ①ＦＳ♪ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表作成情報が表示されます。画面の右端には、現在の設定値が
表示されています。 
１番の内容から順番に、番号で選んで設定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１‥Ｂ５ 
２‥Ａ４ 
３‥Ｂ４ 
 

用紙サイズは 
（１～３，［変更なし‥￡］）： 

②用紙のサイズをＢ５、Ａ４、Ｂ４のどれかを番号で選択します。♪キ
ーを押すと、現在の設定はそのままで次に移ります。 
! Ｂ５サイズを選ぶ。                    １♪ 
! Ａ４サイズを選ぶ。                    ２♪ 
! Ｂ４サイズを選ぶ。                    ３♪ 
! 現在の設定のまま。                     ♪ 
 

 
１‥縦表 
２‥横表 
 

用紙方向は（１～２，［変更なし‥￡］）： 

③指定した用紙サイズの縦・横を番号で選択します。♪キーを押すと、
現在の設定はそのままで次に移ります。 
! 縦を選ぶ。                        １♪ 
! 横を選ぶ。                        ２♪ 
! 現在の設定のまま。                     ♪ 

 
１‥混在 
２‥漢字 
 

モードは（１～２，［変更なし‥￡］）： 

④作成するページのモードを番号で選択します。♪キーを押すと、現在
の設定はそのままで次に移ります。 
! 混在モードにする。                    １♪ 
! 漢字モードにする。                    ２♪ 
! 現在の設定のまま。                     ♪ 

 
１‥既製 
２‥手作り 
３‥文章用 
 

形式は（１～３，［変更なし‥￡］）： 

⑤どのような表を作るか番号で選択します。“既製”を選ぶと、縦ケイ線
の有無と列数を指定するだけで表が自動的にできます。“手作り”を選
ぶと、Ｆ命令と同様に表が作れます。表ではなく、ＥＤ命令で文章を書
く場合は、“文章用”を選びます。 
! “既製”を選ぶ。                     １♪ 
! “手作り”を選ぶ。                    ２♪ 
! “文章用”を選ぶ。                    ３♪ 
! 現在の設定のまま。                     ♪ 
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【既製を選んだ場合】【既製を選んだ場合】【既製を選んだ場合】【既製を選んだ場合】    

１‥引く 
２‥引かない 
 

縦ケイ線は（１～２，［変更なし‥￡］）： 

⑥表に縦ケイ線を引くか、引かないかを番号で選択します。♪キーを押
すと、現在の設定はそのままで次に移ります。 
 
 

 
必要な列数を入れてください 
（１～５）： 

⑦表を何列に分けるか、指定します。用紙サイズ内を均等に分けます。
♪キーを押すと、表を作ります。 
★分割する列数の表示値は、モードや縦ケイ線の指定により異なります。 

 
表題を付けてください ⑧ページにつけるタイトルを指定します。以降は、ＥＬ命令と同じ手順で

データを入れてください。 
 
 

【手作りを選んだ場合】【手作りを選んだ場合】【手作りを選んだ場合】【手作りを選んだ場合】    
タイトルをつけてから、Ｆ命令と同じ手順でデータを入力してください。 
 
 

【文章用を選んだ場合】【文章用を選んだ場合】【文章用を選んだ場合】【文章用を選んだ場合】    
タイトルをつけてから、ＥＤ命令と同じ手順でデータを入力してください。 
 
 

 各設定によるページサイズ 
用紙サイズ 方向 モード １行の長さ 行数 
Ｂ５ 縦 

 

横 

漢字 

混在 

漢字 

混在 

74 

56 

112 

84 

53 

53 

35 

35 

Ａ４ 縦 

 

横 

漢字 

混在 

漢字 

混在 

92 

70 

132 

100 

63 

63 

42 

42 

Ｂ４ 縦 

 

横 

漢字 

混在 

漢字 

混在 

112 

84 

170 

122 

71 

71 

50 

52 

 
 

INFORMATION 

# キーを使って、変更項目を移動することができ

ます。 

# ＦＳ命令で作成されるページは、指定した用紙のサイズに

なっています。通常の画面上にあるページサイズ（Ｌ＝○

○ Ｃ＝○○）のかわりに、用紙サイズと縦・横が表示さ

れます。 

# ＦＳ命令で作成したページでは、ＳＥＴＣ命令の 10番“ペ

ージの拡張”は使えません。 

# 指定した用紙サイズを、標準のページサイズに変えるとき

は、ＣＰＳ命令を使います。 

#  ＠ キーや ￥ キーを使うと、前の列または前の行と同

じデータを続けて入力することができます。 
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GGGG    Graph（グラフ）    
データをグラフにする 

! 帯グラフ、点グラフ、散布図、円グラフ、比較縦棒グラフ、折れ線グラフ、回帰分析グラフ、レーダー
チャートグラフ、積み重ね棒グラフ、バランスグラフ、両軸グラフ、ＸＹグラフ、工程管理グラフを描

くことができます。また、立体や切りだし表示もできます。 

 

仕事は＝ ①Ｇ♪ 

 
１‥帯  ６‥折線   11‥回帰Ⅱ 
２‥点  ７‥回帰Ⅰ  12‥両軸 
３‥散布 ８‥レーダー 13‥ＸＹ 
４‥円  ９‥積棒   21‥工程 
５‥縦棒 10‥バランス 
 

グラフは： 

②作成するグラフを番号で選択します。 
★♪キーのみを押すと、“４‥円”を選択したことになります。 
 
 
 
 
 
 

 

グラフの表題は： ③グラフにつける表題（タイトル）を指定します。♪キーのみを押すと、
元となるページの表題と同じになります。ここまでは各グラフとも同じ
手順です。表題をつけた後の手順や注意は、グラフ別に説明してあるの
で、各項目をご覧ください。グラフの元になる各データは、データフロ
ッピーにあります。 

 
 

グラフの種類グラフの種類グラフの種類グラフの種類    
 

１．帯グラフ     ２．点グラフ     ３．散布図        ４．円グラフ・二重円グラフ 

         

 

 

５．比較縦棒グラフ   ６．折れ線グラフ   ７．回帰分析グラフⅠ ８．ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄｸﾞﾗﾌ  ９．積み重ね棒グラ

フ 

          

 

 

10．バランスグラフ  11．回帰分析グラフⅡ 12．両軸グラフ    13．ＸＹグラフ     21．工程管理グラフ 

         

 
 
 

G 
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全体的注意全体的注意全体的注意全体的注意    

! 帯・点・散布図・工程管理の４つのグラフと、その他のグラフとではグラフにした後の扱いが異なります。 

帯・点・散布図・工程管理 円・縦棒・折線・回帰Ⅰ・回帰Ⅱ 
レーダー・積棒・バランス・両軸・ＸＹ 

Ｗ命令でグラフを保管する ＢＭＰＷ命令でグラフをＢＭＰファイルに保管する 

Ｘ命令で元の表を表示する Ｄ命令で元の表を表示する 

ＰＧ命令で印刷する
 

 

手順の最後で、印刷するサイズや表示変更などの設定

を、プルダウンメニューからマウスで指定できる 

グラフの拡大・縮小はできない マウスでグラフの拡大・縮小ができる 

ＥＤ命令で、グラフの修正・文字の追加が可能 グラフの修正は、マイツールでは不可 

! 立体表示できるグラフは、円・縦棒・積棒・両軸グラフです。 
! 最大値、最小値の指定 

・♪キー 
 バランスのよいグラフになるように自動的に最大値、最小値をとります。分割数は４、または６になりま
す。 
 ★帯・工程管理のグラフの最小値は“０”をとります。 

・Ｐ♪キー 
 データの中から、最大値、最小値をとります。 

! データにする行や列の指定で、♪キーを押した場合、ケイ線やデータのない行・列は無視して、自動的にグラフ
を作ります。 

 
 
 
 
【印刷・スケール変更・表示変更の指定方法】【印刷・スケール変更・表示変更の指定方法】【印刷・スケール変更・表示変更の指定方法】【印刷・スケール変更・表示変更の指定方法】    
グラフの種類は、14種類あります。その内 10種類の場合のみ（円・縦棒・折線・回帰Ⅰ・Ⅱ・レーダー・積棒・バ
ランス・両軸・ＸＹ）、印刷・スケール値変更・拡張機能の指定方法をプルダウンメニューからマウスで選ぶこと
ができます。 
★指定できるプルダウンメニューの種類は５つで、グラフによって異なります。 

 
①円グラフ 

印刷 表示変更 

０   特大 
１   大 
２   小 
ＰＦＦ 改頁 

Ｄ   通常表示 
３Ｄ  立体表示 
Ｃ   切りだし 
Ｖ   値表示 
Ｐ   ％表示 
ＰＡＴ パターン 

 

 
②縦棒・積棒・両軸グラフ 

印刷 スケール変更 表示変更 

０   特大 
１   大 
２   小 
ＰＦＦ 改頁 

Ｒ 最大／最小設定 
Ｓ 本数設定 

Ｄ   通常表示
３Ｄ  立体表示
Ｖ   値表示 
ＰＡＴ パターン

 
③折れ線・ＸＹグラフ 

印刷 スケール変更 表示変更 

０   特大 
１   大 
２   小 
ＰＦＦ 改頁 

Ｒ 最大／最小設定 
Ｓ 本数設定 

Ｄ  通常表示
Ｖ  値表示 

 

★“Ｖ 値表示”と“Ｐ ％表示”は、二重円グラフの場合の

み表示されます。 

★二重円グラフの場合“Ｃ 切りだし”は表示されません。

★ＸＹグラフでは、“Ｖ 項目表示”と表示さ

れます。 
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④回帰Ⅰ・Ⅱグラフ 
印刷 スケール変更 

０   特大 
１   大 
２   小 
ＰＦＦ 改頁 

Ｒ 最大／最小設定 
Ｓ 本数設定 

 
⑤レーダーチャート 

印刷 

０   特大 
１   大 
２   小 
ＰＦＦ 改頁 

 
⑥バランスグラフ 

印刷 表示変更 

０   特大 
１   大 
２   小 
ＰＦＦ 改頁 

ＰＡＴ パターン 

 
! 印刷・スケール変更・表示変更の指定 

メニューバー 指定項目 内容 
印刷 ０   特大 

１   大 
２   小 
ＰＦＦ 改頁 

! 指定したサイズで印刷、または改ページします。 

スケール変更 Ｒ 最大／最小設定 
 

! 最大値・最小値の指定の入力に戻ります。 

! ♪キーのみを押した場合は、最初に指定した値をとります。分割数は４に

なります。 

 Ｓ   本数指定 ! “最小値は：”“増分値は：”“分割数は：”の順でメッセージが表示さ
れます。 

! 最小値を“０”、増分値を“100”、分割数を“５”と指定すると、最小値
が“０”、最小値が“500”で、“100”ごとに目盛りのついたグラフが作

成されます。 

! 分割数の最大は 15です。 

表示変更 Ｄ   通常表示 ! グラフ作成時の表示に戻ります。 

 ３Ｄ  立体表示 
 
 
 
 
 
 
Ｃ   切りだし 
 
 
 
 
 
Ｖ   値表示 
 
 
 
 
 
Ｐ   ％表示 

! 比較縦棒・積み重ね棒・両軸グラフでは、立体表示できるグラフの本数は、
次のとおりです。 

比較縦棒……44本以下 
積み重ね棒…44本以下 
両軸…………34本以下 

 上記の本数を超えると、立体表示できません。 

! 立体表示後、もう一度立体表示を指定すると、通常表示に戻ります。 

! “何番目を切りだしますか：”と表示されます。切りだす項目の番号を指
定してください。 

! 複数個の指定はできません。 

! 二重円グラフでは、指定できません。 

! １％以下、99％以上の項目は切りだしできません。 

! 立体表示中に切りだしを指定すると、通常表示に戻して切りだします。 

! 値表示できるデータ数は、グラフ化できるデータ数の最大値と同じです。 

! 二重円以外のグラフでは、値表示後、もう一度値表示を指定すると、通常
表示に戻ります。 

! 積み重ね棒グラフでは、合計の数値だけを値表示します。 

! ＸＹグラフでは、値表示できるデータの個数は 300 個以下です。また、グ

ラフ１本については 50個以下となります。 

! ％表示後、もう一度％表示を指定すると、値表示に戻ります。 

 ＰＡＴ パターン ! 通常グラフを作成すると、グラフの各要素を線や点の模様で表示します
が、パターンを指定すると、各要素を単色で塗りつぶします。 
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【立体表示・切りだし・値表示の例】【立体表示・切りだし・値表示の例】【立体表示・切りだし・値表示の例】【立体表示・切りだし・値表示の例】    
円・比較・両軸・積棒グラフは、表示変更のプルダウンメニューで“立体表示”や“切りだし”、“値表示”をマ
ウスで選ぶと、立体化・切り出し・値表示することができます。また、比較・両軸・積棒グラフは、“値表示”の
状態でも立体化することができます。立体化・切りだし・値表示したグラフは、表示変更のプルダウンメニューで
“通常表示”をマウスで選ぶと、元の状態に戻ります。 

 
! 円グラフ 
［通常表示］                        ［立体表示］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
マウスで“切りだし”を選択して、“２”を入力  
 
 
［切りだし］ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
! 積み重ね棒グラフ 
［通常表示］                        ［立体表示］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
   マウスで“値表示”を選択 
 
 
［値表示］                        ［値表示＋立体表示］ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マウスで“立体表示”を
選択 

マウスで“立体表示”を
選択 

★“切りだし”の状態で、“立体表示”を選択すると、“切

りだし”は解除されます。 

マウスで“立体表示”を
選択 
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１１１１    帯グラフ帯グラフ帯グラフ帯グラフ         １♪ 

データの指定は［行‥１，列‥２］： ①縦軸に項目名をとる場合は、１またはＬを、１列目の内容をとる場合
は２またはＣを指定します。♪キーを押すと、列を指定したことにな
ります。 

 
【行を選んだ場合】【行を選んだ場合】【行を選んだ場合】【行を選んだ場合】    

何行目をグラフにしますか： ②帯グラフにするデータの行番号を指定します。 
 ♪キーを押すと、先頭データ行から最大５行をグラフにします。 
 

【列を選んだ場合】【列を選んだ場合】【列を選んだ場合】【列を選んだ場合】    

何列目をグラフにしますか： ②帯グラフにするデータの列番号を指定します。 
 ♪キーを押すと、２列目から最大５列をグラフにします。 

 
最大値はいくつにしますか： ③横軸にとる最大値を指定します。 

 ♪キーを押すと、各行または各列の合計の中から最大値をとります。 
 

最小値はいくつにしますか： ④横軸にとる最小値を指定します。♪キーを押すと、“０”をとります。 
 

 
やりなおしますか［Ｙ／Ｎ］： ⑤グラフが表示されます。最大・最小値の指定をやりなおす場合はＹを、

終了する場合はＮ（または♪キー）を指定します。 
★４♪を入力すると横方向に縮小します。６♪と入力すると拡大しま
す。 

 
 

INFORMATION 
# 帯グラフの保存は、Ｇ命令終了後にＷ命令で行います。 

# 縦軸の見出しは、１列目または項目名の内容です。 

# 負のデータは“０”として扱います。 

# 帯は、５種類まで描けます。データの行や列を指定するときに、“－”や“，”を使って複数指定してください。 
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Ｒ：29￠ 
①Ｇ￠ 
②１￠…………帯グラフを指定する。 
③￠……………グラフの表題には、表のタイトルをそのまま使う。 
④２￠…………データは列を指定する。 
⑤２－４￠……２列目から４列目までをグラフにする。 
⑥￠……………最大値には、グラフにするデータの中から最大値をとる。 
⑦￠……………最小値には“０”をとる。 
⑧￠……………終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
２２２２    点グラフ点グラフ点グラフ点グラフ         ２♪ 

データの指定は［行‥１，列‥２］： ①縦軸に項目名をとる場合は１（またはＬ）を、１列目の内容をとる場
合は２（またはＣ）を指定します。♪キーを押すと、列を指定したこ
とになります。 

 
【行を選んだ場合】【行を選んだ場合】【行を選んだ場合】【行を選んだ場合】    

何行目をグラフにしますか： ②点グラフにするデータの行番号を指定します。 
 ♪キーを押すと、先頭データ行から最大５行をグラフにします。 

【列を選【列を選【列を選【列を選んだ場合】んだ場合】んだ場合】んだ場合】    

何列目をグラフにしますか： 

 

②点グラフにするデータの列番号を指定します。 
 ♪キーを押すと、２列目から最大５列をグラフにします。 

 
最大値はいくつにしますか： ③縦軸にとる最大値を指定します。 

 ♪キーを押すと、全データの中から最大値をとります。 
 

最小値はいくつにしますか： ④横軸にとる最小値を指定します。 
 ♪キーを押すと、全データの中から最小値をとります。 

 

例題例題例題例題 29ページ「商品別売上推移」のデータを帯グラフにします。 
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やりなおしますか［Ｙ／Ｎ］： ⑤グラフが表示されます。最大・最小値の指定をやりなおす場合はＹを、

終了する場合はＮ（または♪キー）を指定します。 
★４♪と入力すると横方向に縮小します。６♪と入力すると拡大しま
す。 

 
INFORMATION 

# 点グラフの保存は、Ｇ命令終了後にＷ命令で行います。 

# 縦軸の見出しは、１列目または項目名の内容です。 

# 点は５種類まで描けます。データの行や列を指定するときに、“－”や“，”を使って複数指定してください。 

 
 
 
 

 
 
Ｒ：30￠ 
①Ｇ￠ 
②２￠…………点グラフを指定する。 
③￠……………グラフの表題には、表のタイトルをそのまま使う。 
④２￠…………データは列を指定する。 
⑤２－４￠……２列目から４列目までをグラフにする。 
⑥￠……………最大値には“60000”を指定する。 
⑦￠……………最小値には“10000”を指定する。 
⑧Ｎ￠…………終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 30ページ「商品別地区別売上高」のデータを点グラフにします。 
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３３３３    散布図散布図散布図散布図          ３♪ 

データの指定は［行‥１，列‥２］： ①行方向のデータを使う場合１（またはＬ）を、列方向のデータを使う
場合は２（またはＣ）を指定します。♪キーを押すと、列を指定した
ことになります。 

 
【行【行【行【行を選んだ場合】を選んだ場合】を選んだ場合】を選んだ場合】    

縦軸は何行目にしますか： ②グラフの縦軸にとる行番号を指定します。 
 ♪キーを押すと、先頭データ行をとります。 
 

横軸は何行目にしますか： ③グラフの横軸にとる行番号を指定します。♪キーを押すと、（先頭デ
ータ行＋１）行目から５行をグラフにします。 

 
【列を選んだ場合】【列を選んだ場合】【列を選んだ場合】【列を選んだ場合】    

縦軸は何列目にしますか： ②グラフの縦軸にとる列番号を指定します。 
 ♪キーを押すと、１列目をとります。 
 

横軸は何列目にしますか： ③グラフの横軸にとる列番号を指定します。 
 ♪キーを押すと、２列目から５列をグラフにします。 
 

縦軸の最大値はいくつにしますか： ④縦軸にとる最大値を指定します。 
 ♪キーを押すと、縦軸にとったデータの中から最大値をとります。 
 

縦軸の最小値はいくつにしますか： ⑤縦軸にとる最小値を指定します。 
 ♪キーを押すと、縦軸にとったデータの中から最小値をとります。 
 

横軸の最大値はいくつにしますか： ⑥横軸にとる最大値を指定します。 
 ♪キーを押すと、横軸にとったデータの中から最大値をとります。 
 

横軸の最小値はいくつにしますか： ⑦横軸にとる最小値を指定します。 
 ♪キーを押すと、横軸にとったデータの中から最小値をとります。 
 

やりなおしますか［Ｙ／Ｎ］： ⑧グラフが表示されます。最大・最小値の指定からやりなおす場合はＹを、
終了する場合はＮ（または♪キー）を指定します。 
４♪と入力すると横方向に縮小します。６♪と入力すると拡大します。

 
 

INFORMATION 
# 散布図の保存は、Ｇ命令終了後にＷ命令で行います。 

# 散布は５種類まで描けます。横軸のデータを指定するときに、“－”や“，”を使って複数指定してください。 
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Ｒ：31￠ 
①Ｇ￠ 
②３￠……………散布図を指定する。 
③￠………………グラフの表題には、表のタイトルをそのまま使う。 
④２￠……………データは列を指定する。 
⑤２￠……………縦軸には２列目を指定する。 
⑥３－７￠………横軸には３列目から７列目までを指定する。 
⑦￠………………縦軸の最大値は、グラフにするデータの中から最大値をとる。 
⑧￠………………縦軸の最小値は、グラフにするデータの中から最小値をとる。 
⑨￠………………横軸の最大値は、グラフにするデータの中から最大値をとる。 
⑩￠………………横軸の最小値は、グラフにするデータの中から最小値をとる。 
⑪￠………………終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 31ページ「対売上広告費用効果」のデータを散布図にします。 
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４ 円グラフ（立体表示ができます）  ４♪ 

データの指定は［行‥１，列‥２］： ①塗り分けの見出しに項目名をとる場合は、１（またはＬ）を、１列目
の内容を使う場合は２（またはＣ）を指定します。♪キーを押すと、
列を指定したことになります。 

 
【行を選んだ場合】【行を選んだ場合】【行を選んだ場合】【行を選んだ場合】    

何行目をグラフにしますか： ②円グラフにするデータの行番号を指定します。 
 ♪キーを押すと、先頭データ行のデータをグラフにします。 
★二重円グラフを作成するときは、カンマ“，”やハイフン“－”で区
切って２行を指定します。 

 
【列を選んだ場合】【列を選んだ場合】【列を選んだ場合】【列を選んだ場合】    

何列目をグラフにしますか： ③円グラフにするデータの列番号を指定します。 
 ♪キーを押すと、２列目のデータをグラフにします。 
★二重円グラフを作成するときは、カンマ“，”やハイフン“－”で区
切って２列を指定します。 

印刷は［特大・０，大・１，小・２，改
頁・ＰＦＦ］，表示変更： 

④グラフが表示されます。印刷サイズ・表示変更をプルダウンメニューか
らマウスで選択します。終了する場合は♪キーを押します。 

 
 

INFORMATION 
# データが 13個以上の場合、12個目以降のデータを足して“その他”の項目にまとめます。 

# 負のデータは無視します。 

# データ数の最大は 600個です。 

 

 

 
 

 
 
Ｒ：32￠ 
①Ｇ￠ 
②４￠………円グラフを指定する。 
③￠…………グラフの表題には、表のタイトルをそのまま使う。 
④２￠………データは列を指定する。 
⑤２￠………２列目をグラフにする。 
⑥３Ｄ￠……グラフを立体表示にする。 
⑦￠…………終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 32ページ「商品別売上高」のデータを立体円グラフにします。 
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Ｒ：32￠ 
①Ｇ￠ 
②４￠………円グラフを指定する。 
③￠…………グラフの表題には、表のタイトルをそのまま使う。 
④２￠………データは列を指定する。 
⑤２￠………２列目をグラフにする。 
⑥Ｃ￠………グラフを切り出し表示にする。 
⑦１￠………１番目の項目を切り出す。 
⑧￠…………終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
Ｒ：32￠ 
①Ｇ￠ 
②４￠…………円グラフを指定する。 
③￠……………グラフの表題には、表のタイトルをそのまま使う。 
④２￠…………データは列を指定する。 
⑤２－３￠……２列目と３列目をグラフにする。 
⑥￠……………終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題

例題例題例題例題

32ページ「商品別売上高」のデータを切り出し円グラフにします。 

32 ページ「商品別売上高」のデータを二重円グラフにします。 
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５５５５    比較縦棒グラフ比較縦棒グラフ比較縦棒グラフ比較縦棒グラフ（立体表示ができます）５♪ 

データの指定は［行‥１，列‥２］： ①横軸に項目名をとる場合は１（またはＬ）を、１列目の内容をとる場
合は２（またはＣ）を指定します。 
 ♪キーを押すと、列を指定したことになります。 

 
【行を選んだ場合】【行を選んだ場合】【行を選んだ場合】【行を選んだ場合】    

何行目をグラフにしますか： ②棒グラフにするデータの行番号を指定します。 
 ♪キーを押すと、先頭データ行から最大６行をグラフにします。 
 

【列を選んだ場合】【列を選んだ場合】【列を選んだ場合】【列を選んだ場合】    

何列目をグラフにしますか： ②棒グラフにするデータの列番号を指定します。 
 ♪キーを押すと、２列目から最大６列をグラフにします。 
 

最大値はいくつにしますか： ③縦軸にとる最大値を指定します。 
 ♪キーを押すと、グラフにする全データの中から最大値をとります。 

最小値はいくつにしますか： ④縦軸にとる最小値を指定します。♪キーを押すと、グラフにする全デ
ータの中から最小値をとります。 

印刷は［特大・０，大・１，小・２，改
頁・ＰＦＦ］，スケール変更，表示変更： 

 

⑤グラフが表示されます。印刷サイズ・スケール変更・表示変更をプルダ
ウンメニューからマウスで選択します。終了する場合は♪キーを押し
ます。 

 
 

INFORMATION 
# 横軸の見出しは、項目名または１列目の内容です。 

# 横軸のデータ数は最大 520個までです。521 個目以降は無視します。 

# 最大値と最小値の指定で、 ￡ キーのみを押すと、自動的にバランス良く縦軸の目盛りがつきます。 

# 棒は最大６種類まで描けます。データの行や列を指定するときに、“－”や“，”を使って複数指定してください。 

# データ数の最大は 520個です。 

 
 

 
 
Ｒ：33￠ 
①Ｇ￠ 
②５￠…………比較縦棒グラフを指定する。 
③￠……………グラフの表題には、表のタイトルをそのまま使う。 
④２￠…………データは列を指定する。 
⑤２－５￠……２列目から５列目をグラフにする。 
⑥￠……………最大値は、グラフにするデータの中から最大値をとる。 
⑦０￠…………最小値は“０”にする。 
⑧￠……………終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 33ページ「営業所別月別売上比較」のデータを比較縦棒グラフにします。 
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６ 折れ線グラフ       ６♪ 

データの指定は［行‥１，列‥２］： ①横軸に項目名をとる場合は１（またはＬ）を、１列目の内容をとる場
合は２（またはＣ）を指定します。 
 ♪キーを押すと、列を指定したことになります。 

 
【行を選んだ場合】【行を選んだ場合】【行を選んだ場合】【行を選んだ場合】    

何行目をグラフにしますか： ②折れ線グラフにするデータの行番号を指定します。 
 ♪キーを押すと、先頭データ行から最大６行をグラフにします。 

 
【列を選んだ場合】【列を選んだ場合】【列を選んだ場合】【列を選んだ場合】    

何列目をグラフにしますか： ②折れ線グラフにするデータの列番号を指定します。 
 ♪キーを押すと、２列目から最大６列をグラフにします。 

最大値はいくつにしますか： ③縦軸にとる最大値を指定します。 
 ♪キーを押すと、グラフにする全データの中から最大値をとります。 

最小値はいくつにしますか： ④縦軸にとる最小値を指定します。 
 ♪キーを押すと、グラフにする全データの中から最小値をとります。 

印刷は［特大・０，大・１，小・２，改
頁・ＰＦＦ］，スケール変更，表示変更： 

 

⑤グラフが表示されます。印刷サイズ・スケール変更・表示変更をプルダ
ウンメニューからマウスで選択します。終了する場合は♪キーを押し
ます。 

 
INFORMATION 

# 横軸の見出しは、項目名または１列目の内容です。 

# 折れ線は最大６種類まで描けます。データの行や列を指定するときに、“－”や“，”を使って複数指定してください。 

# 横軸のデータ数は最大 520個までです。521 個目以降は無視します。 

# 最大値＜最小値の指定を行うと、最小値が上で最大値が下のグラフになります。 

# 最大値と最小値の指定で、 ￡ キーのみを押すと、自動的にバランス良く縦軸の目盛りがつきます。 

# データ数の最大は 520個です。 

 
 

 
 
Ｒ：34￠ 
①Ｇ￠ 
②６￠………折れ線グラフを指定する。 
③￠…………グラフの表題には、表のタイトルをそのまま使う。 
④２￠………データは列を指定する。 
⑤２－６￠…２列目から６列目をグラフにする。 
⑥￠…………最大値は、グラフにするデータの中から最大値をとる。 
⑦￠…………最小値は、グラフにするデータの中から最小値をとる。 
⑧￠…………終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 34ページ「商品別売上高推移」のデータを折れ線グラフにします。 
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７７７７    回帰分析グラフⅠ回帰分析グラフⅠ回帰分析グラフⅠ回帰分析グラフⅠ     ７♪ 

データの指定は［行‥１，列‥２］： ①行方向のデータを使う場合は１（またはＬ）を、列方向のデータを使
う場合は２（またはＣ）を指定します。 
 ♪キーを押すと、列を指定したことになります。 

縦軸は何列（行）目にしますか： ②グラフの縦軸にとる列、または行番号を指定します。１行または１列の
み指定できます。♪キーを押すと、２列目または先頭データ行をとりま
す。 
 

横軸は何列（行）目にしますか： ③グラフの横軸にとる列、または行番号を指定します。１行または１列の
み指定できます。 
 ♪キーを押すと、３列目または（先頭データ行＋１）行目をとります。 
 

重みは何列（行）目ですか： ④グラフの点にもたせる重みの列または、行番号を指定します。１行また
は１列のみ指定できます。♪キーを押すと、重みをつけません。 

縦軸の最大値はいくつにしますか： ⑤縦軸にとる最大値を指定します。 
 ♪キーを押すと、縦軸にとったデータの中から最大値をとります。 
 

縦軸の最小値はいくつにしますか： ⑥縦軸にとる最小値を指定します。 
 ♪キーを押すと、縦軸にとったデータの中から最小値をとります。 
 

横軸の最大値はいくつにしますか： ⑦横軸にとる最大値を指定します。 
 ♪キーを押すと、横軸にとったデータの中から最大値をとります。 
 

横軸の最小値はいくつにしますか： ⑧横軸にとる最小値を指定します。 
 ♪キーを押すと、横軸にとったデータの中から最小値をとります。 
 

印刷は［特大・０，大・１，小・２，改
頁・ＰＦＦ］，スケール変更： 

⑨グラフが表示されます。印刷サイズ・スケール変更をプルダウンメニュ
ーからマウスで選択します。終了するときは♪キーを押します。 

 
INFORMATION 

# 重みの列が“０”や負の値の場合、赤色で表示します。 

# グラフの下の“Ｙ＝□□＊×＋□□”は、直線回帰式です。また、“е”は指数を意味します。 

# データ数の最大は、2000個です。 

 
 

直線回帰式とは直線回帰式とは直線回帰式とは直線回帰式とは    
回帰分析グラフⅠで表示される直線のことを、直線回帰線といい、各データとの距離が最小となる角度と位
置で引かれています。直線回帰式は、直線回帰線を表すための式です。回帰分析グラフⅠではグラフの下に、
指数ｅを使って表現されています。グラフに表示される式を通常の表現に変えると、次のようになります。 
   Ｙ＝（1.3147833ｅ＋000）＊Ｘ＋（5.2644435ｅ＋001） 

               ↓ 

   Ｙ＝（1.3147833×10º）＊Ｘ＋（5.2644435×10¹） 

               ↓ 

   ｙ＝1.3147833ｘ＋52.644435 

また、画面右下に表示される相関係数は、－１～１の範囲の値になります。相関係数が１に近いほど、縦軸
のデータの正相関が高いことになります。逆に、－１に近いほど、逆相関が高いことになります。 
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Ｒ：35￠ 
①Ｇ￠ 
②７￠………回帰分析グラフⅠを指定する。 
③￠…………グラフの表題には、表のタイトルをそのまま使う。 
④２￠………データは列を指定する。 
⑤２￠………縦軸には２列目を指定する。 
⑥３￠………横軸には３列目を指定する。 
⑦４￠………重みには４列目を指定する。 
⑧￠…………縦軸の最大値は、グラフにするデータの中から最大値をとる。 
⑨￠…………縦軸の最小値は、グラフにするデータの中から最小値をとる。 
⑩￠…………横軸の最大値は、グラフにするデータの中から最大値をとる。 
⑪￠…………横軸の最小値は、グラフにするデータの中から最小値をとる。 
⑫￠…………終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 35ページ「対売上広告費用効果」のデータを回帰分析グラフⅠにします。 
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８８８８    レーダーチャートグラフレーダーチャートグラフレーダーチャートグラフレーダーチャートグラフ  ８♪ 

データの指定は［行‥１，列‥２］： ①まわりの見出しに項目名をとる場合は１（またはＬ）を、１列目の内
容を使う場合は２（またはＣ）を指定します。 
 ♪キーを押すと、列を指定したことになります。 
 

基準にする列（行）は： ②各チャートの上限値にあたるデータの列番号、または行番号を指定しま
す。♪キーを押すと、各データの最大値をとります。 
 

何列（行）目をグラフにしますか： ③レーダーチャートにするデータの列番号、または行番号を指定します。
♪キーを押すと、２列目または先頭データ行から最大６列または６行
をグラフにします。 
 

印刷は［特大・０，大・１，小・２，改
頁・ＰＦＦ］： 

④グラフが表示されます。印刷サイズをプルダウンメニューからマウスで
選択します。終了する場合は、♪キーを押します。 

 
INFORMATION 

# まわりの見出しは、項目名または１列目の内容です。レーダー線の数は最大６つです。データの行や列を指定するときに

“－”や“，”を使って複数指定してください。 

# データ数は 12個までで、13個目以降は無視します。 

# 基準にする行（列）で指定したデータは、チャートの上限値（円周にあたる部分）です。 

# 負のデータは“０”として扱います。 

# レーダーチャートは平均（標準）状態を基準に、分析するデータとの比率を比べ、全体の傾向をみるものです。 

 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：36￠ 
①Ｇ￠ 
②８￠…………レーダーチャートグラフを指定する。 
③￠……………グラフの表題には、表のタイトルをそのまま使う。 
④１￠…………データは行を指定する。 
⑤13￠…………13行目（基準値）を基準にする。 
⑥６－９￠……６行目から９行目をグラフにする。 
⑦￠……………終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

例題例題例題例題 36ページ「人事考課表」のデータをレーダーチャートグラフにします。 
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９ 積み重ね棒グラフ（立体表示ができます）９♪ 

データの指定は［行‥１，列‥２］： ①横軸に項目名をとる場合は１（またはＬ）を、１列目をとる場合は２
（またはＣ）を指定します。♪キーを押すと、列を指定したことにな
ります。 

【行を選んだ場合】【行を選んだ場合】【行を選んだ場合】【行を選んだ場合】    

何行目をグラフにしますか： ②棒グラフにするデータの行番号を指定します。 
 ♪キーを押すと、先頭データ行から最大 12行をグラフにします。 

 
【列を選んだ場合】【列を選んだ場合】【列を選んだ場合】【列を選んだ場合】    

何列目をグラフにしますか： ②棒グラフにするデータの列番号を指定します。 
 ♪キーを押すと、２列目から最大 12列をグラフにします。 

 
最大値はいくつにしますか： 
 

③縦軸にとる最大値を指定します。 
 ♪キーを押すと、行または列の合計の中から最大値をとります。 
 

最小値はいくつにしますか： ④縦軸にとる最小値を指定します。 
 ♪キーを押すと、最小値をとります。 
 

印刷は［特大・０，大・１，小・２，改
頁・ＰＦＦ］，スケール変更、表示変更： 

⑤グラフが表示されます。印刷サイズ・スケール変更・表示変更をプルダ
ウンメニューからマウスで選択します。終了する場合は♪キーを押し
ます。 
 

INFORMATION 
# 横軸の見出しは、表の項目名または１列目の内容です。 

# 横軸のデータ数は最大 520個までです。521 個目以降は無視します。 

# データの種類（１つの棒に積める数）は 12個までです。 

# 最大値と最小値の指定で ￡ キーのみを押すと、自動的にバランス良く縦軸の目盛りがつきます。 

# データ数の最大は 520個です。 

 
 

 
 
Ｒ：37￠ 
①Ｇ￠ 
②９￠…………積み重ね棒グラフを指定する。 
③￠……………グラフの表題には、表のタイトルをそのまま使う。 
④２￠…………データは列を指定する。 
⑤２－７￠……２列目から７列目までをグラフにする。 
⑥￠……………最大値は、グラフにするデータの中から最大値をとる。 
⑦￠……………最小値は、グラフにするデータの中から最小値をとる。 
⑧￠……………終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 37ページ「営業所別上半期売上比較」のデータを積み重ね棒グラフにします。 
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１０１０１０１０    バランスグラフバランスグラフバランスグラフバランスグラフ    １０♪ 

１番目の項目名の列は［終了‥］： ①グラフにするデータの項目名が入っている列番号を指定します。列を指
定しないで♪キーを押すと、１列目を指定したことになります。 
 

２～５番目の項目名の列は 
［終了‥］： 

②①と同様に、分析するデータの項目名が入っている列番号を指定します。
全部の指定を終えたら♪キーを押します。 
 
 

印刷は［特大・０，大・１，小・２，改
頁・ＰＦＦ］： 

③グラフが表示されます。印刷サイズをプルダウンメニューからマウスで
選択します。終了する場合は、♪キーを押します。 
 

 
INFORMATION 

# 縦軸の目盛りは、０から 100まで 10ずつ分割した数値です。 

# バランスグラフにする表は、他のグラフと異なり、分析する項目とデータの値は対にしてください。（項目列、データ列、

項目列、データ列…の順です） 

# 必ず、各データ列の合計は一致させてください。 

# 項目を書く場所に“＠＠”を入れると、すぐ左の項目・数値と同じデータという意味になります。 

# 負の値は最下行のみ可能です。 

# データ数は、１つの項目について最大 10個までです。11 個目以降のデータは無視します。 

# 項目名や数値データは通常グラフの中に入れますが、入りきらない場合は、“利益 150”のようにグラフの右側に表示さ

れます。 

# 項目列とデータ列の間には、ケイ線を引かないようにしてください。 

# データ数の最大は 600個です。 

 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：38￠ 
①Ｇ￠ 
②10￠………バランスグラフを指定する。 
③￠…………グラフの表題には、表のタイトルをそのまま使う。 
④１￠………１番目の項目名の列は、１列目を指定する。 
⑤３￠………２番目の項目名の列は、３列目を指定する。 
⑥５￠………３番目の項目名の列は、５列目を指定する。 
⑦￠…………４番目の項目名の列は、指定しない。 
⑧￠…………終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 38ページ「損益計算書」のデータをバランスグラフにします。 
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１１１１１１１１    回帰分析グラフⅡ回帰分析グラフⅡ回帰分析グラフⅡ回帰分析グラフⅡ   １１♪ 

データの指定は［行‥１，列‥２］： ①行方向のデータを使う場合は１（またはＬ）を、列方向のデータを使
う場合は２（またはＣ）を指定します。 
 ♪キーを押すと、列を指定したことになります。 

縦軸は何列（行）目にしますか： ②グラフの縦軸にとる列、または行番号を指定します。 
 ♪キーを押すと、２列目または先頭データ行をとります。 
 

横軸は何列（行）目にしますか： ③グラフの横軸にとる列、または行番号を指定します。 
 ♪キーを押すと、３列目または（先頭データ行＋１）行目をとります。 
 

重みは何列（行）目ですか： ④グラフの点にもたせる重みの列、または行番号を指定します。 
 ♪キーを押すと、重みをつけません。 
 

グラフのパターンは 
［‥１，‥２，‥３］： 

⑤グラフに表示するデータの相対的な位置を見るための分割線を、番号で
選択します。 
 

 
【パターン“２”または“３”を選んだ場合】【パターン“２”または“３”を選んだ場合】【パターン“２”または“３”を選んだ場合】【パターン“２”または“３”を選んだ場合】    

グラフの左半分につける名称は： ⑥グラフの左半分（または）につける名称を指定します。 
 ♪キーを押すと、何もつけません。 
 

グラフの右半分につける名称は： ⑦グラフの右半分（または）につける名称を指定します。 
 ♪キーを押すと、何もつけません。 
 

縦軸の上の値はいくつにしますか： ⑧縦軸の上の値を指定します。♪キーを押すと、データの中から最大値
をとります。 
 

縦軸の下の値はいくつにしますか： ⑨縦軸の下の値を指定します。♪キーを押すと、データの中から最小値
をとります。 
 

横軸の右の値はいくつにしますか： ⑩横軸の右の値を指定します。♪キーを押すと、データの中から最大値
をとります。 
 

横軸の左の値はいくつにしますか： ⑪横軸の左の値を指定します。♪キーを押すと、データの中から最小値
をとります。 
 

印刷は［特大・０，大・１，小・２、改
頁・ＰＦＦ］，スケール変更： 

⑫グラフが表示されます。印刷サイズ・スケール変更をプルダウンメニュ
ーからマウスで選択します。終了する場合は♪キーを押します。 

 
INFORMATION 

# 縦軸、横軸が数値以外の場合は描かれません。 

# 重みの列が“０”や負の値の場合、赤色で表示し、数値以外は無視します。 

# グラフ内の各点の名称には、項目名または１列目の内容を使い、全角５文字、半角 10文字まで表示できます。 

# データの最大は、2000個です。 

# 最大値と最小値の指定で、 ￡ キーのみを押すと、自動的にバランス良く縦軸・横軸の目盛りがつきます。 
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Ｒ：39￠ 
①Ｇ￠ 
②11￠………回帰分析グラフⅡを指定する。 
③￠…………グラフの表題には、表のタイトルをそのまま使う。 
④２￠………データには列を指定する。 
⑤６￠………縦軸には６列目を指定する。 
⑥４￠………横軸には４列目を指定する。 
⑦３￠………重みには３列目を指定する。 
⑧１￠………グラフのパターンには１を指定する。 
⑨13￠………縦軸の上の値は“13”にする。 
⑩０￠………縦軸の下の値は“０”にする。 
⑪57￠………横軸の右の値は“57”にする。 
⑫０￠………横軸の左の値は“０”にする。 
⑬￠…………終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

１２１２１２１２    両軸グラフ両軸グラフ両軸グラフ両軸グラフ（立体表示ができます）（立体表示ができます）（立体表示ができます）（立体表示ができます） １２♪ 

棒グラフと折れ線グラフを一つのグラフで表示したもので、左縦軸は棒グラフ、右縦軸は折れ線グラフの目
盛りです。 

 
データの指定は［行‥１，列‥２］： ①横軸に項目行をとる場合は１（またはＬ）を、１列目の内容をとる場

合は２（またはＣ）を指定します。 
 ♪キーを押すと、列を指定したことになります。 

 
棒グラフの縦軸は何列（行）目にします
か： 

②棒グラフの縦軸にとるデータの列、または行番号を指定します。 
 ♪キーを押すと、２列目または先頭データ行をとります。 

 
折れ線グラフの縦軸は何列（行）目にし
ますか： 

③折れ線グラフの縦軸にとるデータの列、または行番号を指定します。 
 ♪キーを押すと、３列目または（先頭データ行＋１）行目をとります。 

 

 

例題例題例題例題 39ページ「商品別ポートフォリオ分析」のデータを回帰分析グラフⅡにします。 
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棒グラフの最大値はいくつにしますか： ④棒グラフの縦軸にとる最大値を指定します。 
 ♪キーを押すと、全データの中から最大値をとります。 

 
棒グラフの最小値はいくつにしますか： ⑤棒グラフの縦軸にとる最小値を指定します。 

 ♪キーを押すと、全データの中から最小値をとります。 
 

折れ線グラフの最大値はいくつにしま
すか： 

⑥折れ線グラフの縦軸にとる最大値を指定します。 
 ♪キーを押すと、全データの中から最大値をとります。 

 
折れ線グラフの最小値はいくつにしま
すか： 

⑦折れ線グラフの縦軸にとる最小値を指定します。 
 ♪キーを押すと、全データの中から最小値をとります。 

 
印刷は［特大・０，大・１，小・２，改
頁・ＰＦＦ］，スケール変更，表示変更： 

⑧グラフが表示されます。印刷サイズ・スケール変更・表示変更をプルダ
ウンメニューからマウスで選択します。終了するときは♪キーを押し
ます。 
 

INFORMATION 
# 左の縦軸の目盛りは棒グラフの目盛りです。右の縦軸の目盛りは折れ線グラフの目盛りです。 

# ⑥⑦で最大値＜最小値の指定を行うと、最小値が上で最大値が下のグラフになります。 

# 最大値と最小値の指定で、 ￡ キーのみを押すと、自動的にバランス良く縦軸の目盛りがつきます。 

# 横軸の見出しは、項目名または１列目の内容です。 

# データ数は最大 52個です。 

# 棒グラフ、折れ線グラフとも最大６種類まで描けます。 

 

 
 

 
 
Ｒ：40￠ 
①Ｇ￠ 
②12￠………両軸グラフを指定する。 
③￠…………グラフの表題には、表のタイトルをそのまま使う。 
④２￠………データには列を指定する。 
⑤２￠………棒グラフの縦軸には２列目を指定する。 
⑥３￠………折れ線グラフの縦軸には３列目を指定する。 
⑦2500￠……棒グラフの最大値は“2500”にする。 
⑧０￠………棒グラフの最小値は“０”にする。 
⑨100￠ ……折れ線グラフの最大値は“100”にする。 
⑩０￠………折れ線グラフの最小値は“０”にする。 
⑪￠…………終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 40ページ「商品別売上高」のデータを両軸グラフにします。 
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１３１３１３１３    ＸＹグラフＸＹグラフＸＹグラフＸＹグラフ      １３♪ 

データの指定は［行‥１，列‥２］： ①行方向のデータを使う場合は１（またはＬ）を、列方向のデータを使
う場合は２（またはＣ）を指定します。 
 ♪キーを押すと、列を指定したことになります。 

 
縦軸は何列（行）目にしますか： ②グラフの縦軸にとる列、または行番号を指定します。最大６列（行）ま

で指定できます。 
 ♪キーを押すと、２列目または先頭データ行をとります。 

横軸は何列（行）目にしますか： ③グラフの横軸にとる列、または行番号を指定します。最大６列（行）ま
で指定できます。 
 ♪キーを押すと、３列目または（先頭データ行＋１）行目をとります。 

 
縦軸の最大値はいくつにしますか： ④縦軸にとる最大値を指定します。 

 ♪キーを押すと、縦軸にとったデータの中から最大値をとります。 
 

縦軸の最小値はいくつにしますか： ⑤縦軸にとる最小値を指定します。 
 ♪キーを押すと、縦軸にとったデータの中から最小値をとります。 

 
横軸の最大値はいくつにしますか： ⑥横軸にとる最大値を指定します。 

 ♪キーを押すと、横軸にとったデータの中から最大値をとります。 
 

横軸の最小値はいくつにしますか： ⑦横軸にとる最小値を指定します。 
 ♪キーを押すと、横軸にとったデータの中から最小値をとります。 

 
印刷は［特大・０，大・１，小・２，改
頁・ＰＦＦ］，スケール変更，表示変更： 

⑧グラフが表示されます。印刷サイズ・スケール変更・表示変更をプルダ
ウンメニューからマウスで選択します。 
 終了する場合は♪キーを押します。 

 
 
 

INFORMATION 
# 最大６つまで描けます。データの行や列を指定するときに“－”“，”を使って複数指定してください。 

# 項目名は、先頭項目行または１列目の縦軸指定のデータをとります。 

# 縦軸の名称は、最終項目行または２列目の縦軸指定のデータをとります。 

# 横軸の名称は、最終項目行または２列目の横軸指定のデータをとります。 

# データの最大は、１本につき 100個、全部で 2000個です。 

# 最大値と最小値の指定で ￡ キーのみを押すと、自動的にバランス良く縦軸・横軸の目盛りがつきます。 
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Ｒ：41￠ 
①Ｇ￠ 
②13￠……………………ＸＹグラフを指定する。 
③￠………………………グラフの表題には、表のタイトルをそのまま使う。 
④２￠……………………データには列を指定する。 
⑤２，４，６，８￠……縦軸には２、４、６、８列目を指定する。 
⑥３，５，７，９￠……横軸には３、５、７、９列目を指定する。 
⑦￠………………………縦軸の最大値は、グラフにするデータの中から最大値をとる。 
⑧￠………………………縦軸の最小値は、グラフにするデータの中から最小値をとる。 
⑨￠………………………横軸の最大値は、グラフにするデータの中から最大値をとる。 
⑩￠………………………横軸の最小値は、グラフにするデータの中から最小値をとる。 
⑪￠………………………終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

２１２１２１２１    工程管理グラフ工程管理グラフ工程管理グラフ工程管理グラフ    ２１♪ 

タイプは［Ⅰ‥１，Ⅱ‥２，Ⅲ‥３］： ①タイプを指定してください。 
 

 
 

【タイプ【タイプ【タイプ【タイプⅠⅠⅠⅠのグラフを選んだ場合】のグラフを選んだ場合】のグラフを選んだ場合】のグラフを選んだ場合】    

データの指定は［行‥１，列‥２］： ②行方向のデータを使う場合は１またはＬ、列方向のデータを使う場合
は２またはＣを指定します。♪キーを押すと、列を指定したことにな
ります。 
 

作業名は何列（行）目ですか： ③作業名の列または行を指定します。♪キーを押すと、作業名はつけま
せん。 
 

開始時刻は何列（行）目ですか： ④開始の時刻や日付・年数などの列（行）を指定します。 
 ♪キーを押すと、２列目または先頭データ行をとります。 
 

終了時刻は何列（行）目ですか： ⑤終了の時刻や日付・年数などの列（行）を指定します。 
 ♪キーを押すと、３列目または（先頭データ行＋１）行目をとります。 

 

例題例題例題例題 41ページ「商品別売上高粗利率推移」のデータをＸＹグラフにします。 
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最大時刻はいくつにしますか： ⑥横軸にとる最大時刻を指定します。 
 ♪キーを押すと、データの最大時刻をとります。 
 

最小時刻はいくつにしますか： ⑦横軸にとる最小時刻を指定します。♪キーを押すと、０をとります。 
 

いくつずつ目盛りをふりますか： ⑧指定した最小時刻から最大時刻までを、いくつずつで区切って目盛りを
ふるか指定します。 
 ♪キーを押すと、自動的にバランス良く目盛りをふります。 
 

やりなおしますか［Ｙ／Ｎ］： ⑨グラフが表示されます。最大・最小時刻の指定をやりなおす場合はＹ
♪を、終了する場合はＮ♪（または♪）キーを指定します。 
★４♪と入力すると横方向に縮小します。６♪と入力すると拡大しま
す。 

★１列目または４行目に同じデータがいくつもあるような場合は、８
♪でひとまとめにできます。２♪で元に戻ります。 

 

 

 
 

 
 
Ｒ：42￠ 
①Ｇ￠ 
②21￠………工程管理グラフを指定する。 
③￠…………グラフの表題には、表のタイトルをそのまま使う。 
④１￠………タイプⅠを指定する。 
⑤２￠………データには列を指定する。 
⑥２￠………作業名には２列目を指定する。 
⑦３￠………開始時刻には３列目を指定する。 
⑧４￠………終了時刻は４列目を指定する。 
⑨22￠………最大時刻は“22”にする。 
⑩８￠………最小時刻は“８”にする。 
⑪２￠………“２”で区切って目盛りをふる。 
⑫￠…………終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
    
【タイプⅡのグラフを選んだ場合】【タイプⅡのグラフを選んだ場合】【タイプⅡのグラフを選んだ場合】【タイプⅡのグラフを選んだ場合】    

データの指定は［行‥１，列‥２］： ②行方向のデータを使う場合は１（またはＬ）、列方向のデータを使う
場合は２（またはＣ）を指定します。♪キーを押すと、列を指定した
ことになります。 

 

例題例題例題例題 42ページ「会議室予約状況」のデータを工程管理グラフ（タイプⅠ）にします。 
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作業名は何列（行）目ですか： ③作業名の列または行を指定します。♪キーを押すと、作業名はつけま
せん。 
 

前工程名は何列（行）目ですか： ④前工程の列または行を指定します。 
 ♪キーを押すと、２列目または先頭データ行をとります。 
 

所要時間は何列（行）目ですか： ⑤所要の時間や日数・年数などの列（行）を指定します。 
 ♪キーを押すと、３列目または（先頭データ行＋１）行目をとります。 
 

最大時刻はいくつにしますか： ⑥横軸にとる最大時刻を指定します。 
 ♪キーを押すと、データの最大時刻をとります。 
 

最小時刻はいくつにしますか： ⑦横軸をとる最小時刻を指定します。♪キーを押すと、０をとります。 
 
 

いくつずつで目盛りをふりますか： ⑧指定した最小時刻から最大時刻までを、いくつずつで区切って目盛りを
ふるか、指定します。♪キーを押すと、自動的にバランス良く目盛り
をふります。 
 

やりなおしますか［Ｙ／Ｎ］： ⑨グラフが表示されます。最大・最小時刻の指定をやりなおす場合はＹ
♪を、終了する場合はＮ♪（または♪）キーを押します。 
★４♪と入力すると横方向に縮小します。６♪と入力すると拡大します。 
★１列目または４行目に同じデータがいくつもあるような場合は、８
♪でひとまとめにできます。２♪で元に戻ります。 

 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：43￠ 
①Ｇ￠ 
②21￠………工程管理グラフを指定する。 
③￠…………グラフの表題には、表のタイトルをそのまま使う。 
④２￠………タイプⅡを指定する。 
⑤２￠………データには列を指定する。 
⑥３￠………作業名には３列目を指定する。 
⑦２￠………前工程名には２列目を指定する。 
⑧５￠………所要時間には５列目を指定する。 
⑨34￠………最大時刻は“34”にする。 
⑩０￠………最小時刻は“０”にする。 
⑪５￠………“５”で区切って目盛りをふる。 
⑫￠…………終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 43ページ「工程管理」のデータを工程管理グラフ（タイプⅡ）にします。 
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【タイプⅢのグラフを選んだ場合】【タイプⅢのグラフを選んだ場合】【タイプⅢのグラフを選んだ場合】【タイプⅢのグラフを選んだ場合】    

データの指定は［行‥１，列‥２］： ②行方向のデータを使う場合は１（またはＬ）、列方向のデータを使う
場合は２（またはＣ）を指定します。 
 ♪キーを押すと、列を指定したことになります。 
 

作業名は何列（行）目ですか： ③作業名の列、または行番号を指定します。 
 ♪キーを押すと、作業名はつけません。 
 

前工程名は何列（行）目ですか： ④前工程名の列、または行番号を指定します。 
 ♪キーを押すと、２列目または先頭データ行をとります。 
 

開始時刻は何列（行）目ですか： ⑤開始の時刻や日付・年数などの列（行）を指定します。 
 ♪キーを押すと、３列目または（先頭データ行＋１）行目をとります。 
★前工程で指定された工程の終了時刻と比較して、遅い方の時刻を開始
時刻にします。 
 

所要時間は何列（行）目にしますか： 

 

⑥所要の時間や日数・年数などの列（行）を指定します。 
 ♪キーを押すと、４列目または（先頭データ行＋２）行目をとります。 
 

最大時刻はいくつにしますか： ⑦横軸にとる最大時刻を指定します。 
 ♪キーを押すと、データの最大値をとります。 

最小時刻はいくつにしますか： ⑧横軸にとる最小時刻を指定します。♪キーを押すと、０をとります。 
 

いくつずつで目盛りをふりますか： ⑨指定した最小時刻から最大時刻までを、いくつずつで区切って目盛りを
ふるか指定します。 
 ♪キーを押すと、自動的にバランス良く目盛りをふります。 
 

やりなおしますか［Ｙ／Ｎ］： ⑩グラフが表示されます。最大・最小時刻の指定をやりなおす場合はＹ
♪を、終了する場合はＮ♪（または♪）キーを指定します。 
★４♪と入力すると横方向に縮小します。６♪と入力すると拡大しま
す。 

★１列目または４行目に同じデータがいくつもあるような場合は、８
♪でひとまとめにできます。２♪で元に戻ります。 
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Ｒ：43￠ 
①Ｇ￠ 
②21￠………工程管理グラフを指定する。 
③￠…………グラフの表題には、表のタイトルをそのまま使う。 
④３￠………タイプⅢを指定する。 
⑤２￠………データには列を指定する。 
⑥３￠………作業名には３列目を指定する。 
⑦２￠………前工程名には２列目を指定する。 
⑧４￠………開始時刻には４列目を指定する。 
⑨５￠………所要時間には５列目を指定する。 
⑩41￠………最大時刻は“41”にする。 
⑪０￠………最小時刻は“０”にする。 
⑫３￠………“３”で区切って目盛りをふる。 
⑬￠…………終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

INFORMATION 
# 工程管理グラフの保存は、Ｇ命令終了後にＷ命令で行います。 

# 縦軸の見出しは、１列目または項目名の内容です。 

# 負のデータは“０”として扱います。 

# 工程管理グラフにする表は、工程名を１列目にしてください。 

# “やりなおしますか［Ｙ／Ｎ］：”で ８ を指定すると、重なったデータに“！”が付きます。 

# データの最大数は 1000個です。 

 

 

例題例題例題例題 43ページ「工程管理」のデータを工程管理グラフ（タイプⅢ）にします。 
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GEDRGEDRGEDRGEDR    Graphic Editor Read（グラフィック エディター リード） 
ＤＯＳ版マイツールのＧＥＤ命令で作成した絵を読み出す 

! ＤＯＳ版マイツールのＧＥＤ命令で作成した、絵のデータを画面上に表示します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＧＥＤＲ命令で画面に読み出された絵は、表示されているだ

けです。編集などの操作を行うことはできません。 

 
 
 

 

仕事は＝ ①ＧＥＤＲ♪ 

 

読み出し先頭ページは： ②読み出す絵が書き込まれている、先頭ページ番号を指定します。 
! Ａドライブのフロッピーの１ページから読み出す。    Ａ１♪ 
★単独指定、表題指定、ワイルド指定が可能です。 
 
 

【ＧＥＤ命令で作成した絵を表示した例】【ＧＥＤ命令で作成した絵を表示した例】【ＧＥＤ命令で作成した絵を表示した例】【ＧＥＤ命令で作成した絵を表示した例】    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

INFORMATION 

# ＧＥＤＲ命令で読み出せるのは、ＤＯＳ版マイツールのＧ

ＥＤ命令で作成した絵のデータのみです。 

# ＤＯＳ版マイツールのＧＥＤ命令で作成した絵を、修正し

たり新しく保存したりすることはできません。 

 絵などのイメージデータを新しく作成したい場合は、

Windows のペイントなどのグラフィックソフトを利用し

てください。 

# また、ペイントで作成したイメージデータは、ＢＭＰ形式

のファイルとして保存すればマイツールに取り込むこと

ができます。 
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HELP Help（ヘルプ） 
オンラインヘルプの目次を表示する 

! 命令の操作手順を知りたいとき、指定の仕方がわからないときなどに便利なオンラインヘルプの目次を
表示します。 

! マイツールヘルプは階層構造になっており、関連した項目を次々と探していくことができます。 

 
仕事は＝ ①ＨＥＬＰ♪ 

 
 

②左のようなマイツールヘルプの「トピックの検索」が表示 
されます。 

※前回、「キーワード」に切り替えてからマイツールヘルプ 

を終了している場合には、「キーワード」の画面が最初に 

表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ヘルプは、「目次」と「キーワード」に大きく分かれます。 
「目次」と「キーワード」は、上部のタブをマウスでクリックして切り替えます。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「目次」からは、文字通り本の目次を引くように、目的の項目を探せます。 
「キーワード」からは、キーワードとなる単語から関連する項目を探せます。 
 

 
 
 
 
 
 

上部のタブをクリックして切り替えます。 

H 
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目次の使い方 

 
 
 
 
 
 

「目次」には次のようなアイコンが表示されます。 
（トピック）…最終的なヘルプの項目です。選択して［表示］

ボタンをクリックするか、ダブルクリックする
と、解説が表示されます。 

（本）…………関連するトピックの一覧がテーマごとに分類さ
れています。選択して［表示］ボタンをクリッ
クするか、ダブルクリックすると、トピックの
一覧が表示されます。さらに“本”が表示され
る場合もあります。 

 
 
 
 
 

 
●基本編の検索の例●基本編の検索の例●基本編の検索の例●基本編の検索の例    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トピックをダブルクリックすると、解説が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
メニューバーの下に表示されている各ボタンの機能は、次のようになります。 
［トピック］……「トピックの検索」のウィンドウを表示します。 
［戻る］…………ひとつ前に表示していた画面に戻ります。 
［印刷］…………表示されている解説を印刷します。 
［用語］…………マイツールで使われる用語の解説を表示します。 
［終了］…………マイツールヘルプを終了します。 
※［用語］ボタンは、選択しているトピックにより表示されない場合もあります。 

 

このボタンをクリックすると、さらに解説を表示し
ます。 

本を開いている（トピックの一覧が表
示されている）時は、アイコンの形状
が に変わります。 
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●機能編の検索の例●機能編の検索の例●機能編の検索の例●機能編の検索の例    
 

機能編は次の４つに分かれています。 
 
機能別命令一覧…………マイツールで実行できる機能が、

種類別に分類されて表示されます。
機能から目的の解説を引くことが
できます。 

ＡＢＣ順命令一覧………コマンド名のＡＢＣ順で解説を引
くことができる目次を表示します。 

オート命令一覧…………オートプログラムの命令の一覧を
表示します。 

エラーメッセージ………誤った操作を行ったときに表示さ
れる、エラーメッセージの一覧を
表示します。 

 
 
 
機能別命令一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

命令実行時に表示されるメッセージごと
に解説を表示できます。 

類似する命令がある場合は、そのコマンド
名が表示されます。クリックすると該当す
るヘルプを表示します。 
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ＡＢＣ順命令一覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※最終的に表示されるコマンドの解説は、「機能別命令一覧」で表示されるものと同じです。 
 
 
オート命令一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
エラーメッセージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ボタンをマウスで左クリックすると、その
言葉を先頭にして表示します。 

コマンド名やコマンドの説明を左クリッ
クすると、コマンドの解説を表示します。 

表示したい項目のボタンをクリックします。 

意味を知りたいエラーメッセージの番号、
もしくはメッセージをクリックします。 
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キーワードの使い方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           # 
 

検索されたキーワードが表示されたら、キーワードをダ
ブルクリックすることで、解説を表示します。 
ただし、入力した言葉に対して、関連する複数のトピッ
クがある場合、下のようなウィンドウが表示されます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

INFORMATION 

$ マイツールヘルプを表示中、マイツールを終了させてもマイ

ツールヘルプはそのまま残ります。マイツール側でマイツー

ルヘルプを終了させることはできません。 

 

 

 
 

検索する言葉の、最初の数文字を入力します。
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ICICICIC    Insert Column（インサート カラム）    
表に列を挿入して、データを入力する表に列を挿入して、データを入力する表に列を挿入して、データを入力する表に列を挿入して、データを入力する    

! 表に新しい１列を挿入し、次々とデータを入力します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 挿入できる列の桁数は、漢字モードの場合 50 桁まで、混在モ
ードの場合は 100桁までです。 

• ただし、ページの桁数を超えてしまう場合は挿入できません。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＩＬ…表に行を挿入して、データを入力します。 
• ＥＣ…列方向にデータを入力します。 

 

仕事は＝ ①ＩＣ♪ 

 
何列目の前に挿入しますか： ②何列目の前に列を挿入するか、列番号を指定します。 

! ２列目の前に挿入する。                  ２♪ 
! 最終列の後ろに追加する。                  ♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、＠指定が可能です。 

 
桁数は： ③挿入する列の桁数を指定します。 

! 10 桁の列を挿入する。                 １０♪ 
! とりあえず 14桁の列を挿入する。              ♪ 
★♪キーのみを押すと 14桁の列を挿入します。ただし、14桁の列を挿
入するだけの桁数があまっていない場合、残りの桁数で列を挿入しま

す。 

 

項目名は： ④挿入された列の項目名を入力します。 
! 項目名は“住所”にする。                住所♪ 

 
データは： ⑤データを入力します。[エスケープ]キーを押すと終了します。 

 
 
 
 

INFORMATION 

# エスケープキーを押すまで、挿入した列に、次々とデータを
入れ続けることができます。 
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Ｒ：17￠ 
①ＩＣ￠ 
②￠…………………最終列の右に挿入する。 
③20￠………………20桁の列を挿入する。 
④備考￠……………項目名“備考”を入力する。 
⑤エスケープ   ………データの入力を終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 I 

例題例題例題例題 17ページ「作品コード表」に、備考欄を挿入します。 
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ICBICBICBICB    Insert Column of Backarea（インサート カラム オブ バックエリア）    
裏画面の列を指定して、おもて画面に挿入する 

! 裏画面の指定した列を、おもて画面の表に挿入します。 

! １列だけでも、複数の列でも挿入することができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 挿入するデータのある表を、あらかじめＲＢ命令で裏画面に読

み出しておきます。 
• おもて画面が漢字モード、裏画面が混在モードの場合、裏画面

の半角文字は全角に変わって挿入されます。 
• 裏画面のデータの行数がおもて画面の行数より多い場合、はみ

出した行は削られます。 
• 列を挿入した結果、おもて画面のページサイズを超えるときは、

その列は挿入できません。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＩＬＢ…裏画面の行を指定して、おもて画面に挿入します。 
  

 

仕事は＝ ①ＩＣＢ♪ 

 
裏画面の何列目を： ②おもて画面に挿入する、裏画面の列の番号を指定します。 

! 裏画面のすべての列を、おもて画面の表に挿入する。 
♪（またはＡ♪） 

★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
 

何列目の前に挿入しますか： ③おもて画面の挿入先になる、列の番号を指定します。 
! 最終列の後ろに、裏画面の列を追加する。           ♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、＠指定が可能です。 
 

INFORMATION 

# 項目名も含めた列すべてを、おもて画面の表に挿入します。 # 縦ケイ線も、列と同様に挿入できます。 

 
 
 

 
 
Ｒ：76￠ 
ＲＢ：77￠ 
①ＩＣＢ￠ 
②２￠…………裏画面の２列目を指定する。 
③Ｔ＋１￠……おもて画面の最終列の右に挿入する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 76ページ「Ａ支店」の最終列の後に、77ページ「Ｂ支店」の２列目を挿入します。 
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ICMICMICMICM    Insert Comma（インサート カンマ）    
数値の３桁ごとにカンマを挿入する 

! 数値データの３桁ごとにカンマ（，）を入れて、画面の数値を読みやすくします。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 漢字モードのページにある数値には、全角文字でカンマを入れ

ます。また、混在モードのページにある数値には、半角文字で

カンマを入れます。 

• カンマを入れた結果、項目内に収まらないような数値には、カ

ンマは入りません。 
 

 

仕事は＝ ①ＩＣＭ♪ 

 
何列目にカンマを入れますか： ②カンマを入れる、列の番号を指定します。 

! ３列目の数値データにカンマを入れる。          ３♪ 
! すべての列にカンマを入れる。         ♪（またはＡ♪） 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

 
 

INFORMATION 

# 文字データや数値と文字の混じったデータには、カンマを入

れることはできません。 

# 小数点以下には、カンマは入れられません。 

# ＩＣＭ命令は、ＳＩＭ命令の計算式中にも使えます。 

# 数値データのカンマを削除する場合は、ＤＣＭ命令を使いま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：27￠ 
①ＩＣＭ￠ 
②７￠…………７列目の数値データにカンマを挿入する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 27ページ「商品台帳」の“在庫金額”の数値データに、カンマを挿入します。 
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ICSICSICSICS    Insert Column Space（インサート カラム スペース）    
表にスペース列を挿入する 

! 表に、スペース（空白）列を挿入します。 

! 指定を終了するまで、複数のスペース列を続けて挿入することができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ページの桁数を超えて列を挿入することはできません。 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＩＬＳ…表に空白の行を挿入します。 

 

仕事は＝ ①ＩＣＳ♪ 

 
何列目の前にスペースを入れますか： ②列を挿入する位置の、列の番号を指定します。 

! 最終列の後ろに追加する。                  ♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、＠指定が可能です。 
 

今○列設定あと残りは○桁です 
 

スペースの桁数は 
（０～○，［終了‥￡］）： 

③現在設定されている列数と、残りの桁数が表示されます。スペース列の
桁数を指定します。 
! ５桁のスペース列を挿入する。               ５♪ 
! ８桁のスペース列を５列作る。            ８＊５♪ 
! 20 桁内に５つのスペース列を作る。         ２０／５♪ 

 

今○列設定あと残りは○桁です  

スペースの桁数は 
（０～○，［終了‥￡］）： 

④続いて、次のスペース列の桁数を指定できます。 
 ♪キーを押すと、終了します。 
! 次のスペース列は７桁にする。               ７♪ 
! スペース列の指定を終了する。                ♪ 
 

 
INFORMATION 

# 桁数指定のとき、Ｆ命令と同様に“＊”と“／”が使えます。 

 
 
 

 
 
Ｒ：33￠ 
①ＩＣＳ￠ 
②￠……………最終列の右に挿入する。 
③10＊２￠……10桁の列を２列挿入する。 
④￠……………列の挿入を終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 33ページ「営業所別月別売上比較」の表に空白列を挿入して、データを追加できるようにします。 
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ICWICWICWICW    Insert Column of Workarea（インサート カラム オブ ワークエリア）    
ワークエリアのデータを画面の列に挿入する 

! ワークエリアに保管しておいたデータを、おもて画面の指定した列の前に挿入します。 

! 挿入後の列の桁数と、項目名を指定することができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ワークエリアのデータが指定した行の項目の桁数より大きい

場合、データは左側から削られます。新しく挿入する列の桁

数は、数値がきちんと列内に収まるように指定してください。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＩＬＷ…ワークエリアのデータを画面の行に挿入します。 
• ＩＣＢ…裏画面の列を指定して、おもて画面に挿入します。 

 

仕事は＝ ①ＩＣＷ♪ 

 
ワークエリアの何列目を挿入しますか
（１～３）： 

②ワークエリアの何列目の内容を挿入するか、列の番号を指定します。 
! ワークエリアの１列目のデータを、画面の表に挿入する。 

１♪（または♪） 
! ワークエリアの３列目のデータを、画面の表に挿入する。  ３♪ 
★単独指定が可能です。 

★１度に複数の列を指定することはできません。 

 

何列目の前に挿入しますか： ③ワークエリアのデータを挿入する、画面の表の列番号を指定します。 
! ５列目の前に挿入する。                  ５♪ 
! 最終列の後ろに、ワークエリアのデータを追加する。      ♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、＠指定が可能です。 
 

桁数は： ④挿入する列に必要な列の桁数を指定します。このとき桁数を指定しない
で♪キーを押すと、自動的に適切な桁数を設定します。 
! 10 桁の列を挿入する。                 １０♪ 
! 自動的に桁数を設定する。                  ♪ 

項目名は： ⑤新しく挿入する列の項目名を入力します。 
! “８月売上”と項目名を入れる。           ８月売上♪ 
! 項目名を入れない。                      ♪ 

 
 
 

INFORMATION 

# ワークエリアにデータを入れることのできる命令は、ＡＣ

Ｍ命令、Ｃ命令、ＭＡＶ命令などです。 

# 半角文字で保存されたデータは、Ｃ命令やＩＣＷ命令、Ｉ

ＬＷ命令で使う画面が漢字モードだと全角文字に変わっ

て表示されます。 
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Ｒ：６￠： 
まずワークエリアにデータを入れます。 
①ＡＣＭ￠ 
②Ｃ７、Ｗ１￠……７列目の累計をワークエリアの１列目に入れる。 
③＋￠………………計算方法は「加算」を指定する。 
 
続けてワークエリアのデータを画面の表に挿入します。 
①ＩＣＷ￠ 
②１￠………………ワークエリアの１列目を指定する。 
③８￠………………画面の表の８列目の前に挿入する。 
④12￠………………挿入する列の桁数は 12桁にする。 
⑤全体累計￠………項目名は“全体累計”にする。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 ６ページ「売上帳」の表に、ワークエリアのデータを挿入します。 
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ILILILIL    Insert Line（インサート ライン）    
表に行を挿入する 

! 表に新しい行を挿入しながら、次々とデータを入力します。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＩＣ…表に列を挿入して、データを入力します。 
• ＥＬ…行方向にデータを入力します。 

 

 

仕事は＝ ①ＩＬ♪ 

 
何行目の前に挿入しますか： ②行を挿入する位置の、行番号を指定します。 

! ５行目の前に挿入する。                  ５♪ 
! 最終データ行の後ろに追加する。               ♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、￥指定が可能です。 

データは： ③データを入力します。[エスケープ]キーを押すと終了します。 

 
 
 

INFORMATION 

# エスケープキーを押すまで、横方向に次々とデータを入れ
続けることができます。 

# １行分のデータを入れ終わると、さらにその下に新しい行

が作られるので、使用可能行数内ならば何行でも挿入でき

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：10￠ 
①ＩＬ￠ 
②９￠……………………９行目に挿入する。 
③Ｄ支店￠50,000￠40,000￠50,000￠………データを入力する。 
④エスケープ………………入力を終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例題例題例題例題 10ページ「支店別売上表 94年」の“合計”の前に、“Ｄ支店”のデータを追加します。 
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ILBILBILBILB    Insert Line of Backarea（インサート ライン オブ バックエリア）    
裏画面の行を指定して、おもて画面に挿入する 

! 裏画面の指定した行を、おもて画面の表に挿入します。 

! １行だけでも、複数の行でも挿入することができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 挿入するデータのある表を、あらかじめＲＢ命令で裏画面に読

み出しておきます。 
• 裏画面のデータの列数がおもて画面の列数より多い場合、はみ

出した列は削られます。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＩＣＢ…裏画面の列を指定して、おもて画面に挿入します。 
• ＩＬＷ…ワークエリアのデータを画面の行に挿入します。 
  

 

仕事は＝ ①ＩＬＢ♪ 

 
裏画面の何行目を： ②おもて画面に挿入する、裏画面の行の番号を指定します。 

! 裏画面のすべてのデータ行を、おもて画面の表に挿入する。 
♪（またはＡ♪） 

★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、￥指定が可能です。 
 

何行目の前に挿入しますか： ③おもて画面の挿入先になる、行の番号を指定します。 
! ４行目の前に、裏画面の行を追加する。           ４♪ 
! 最終データ行の後ろに、裏画面の行を追加する。        ♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、￥指定が可能です。 

 
INFORMATION 

# おもて画面が漢字モード、裏画面が混在モードの場合、裏画

面の半角文字は全角に変わって挿入されます。 

 

 

# 横ケイ線も、行と同様に挿入できます。 

# １行だけでなく、一度に複数の行を挿入できます。 

 
 

 
 
Ｒ：45￠ 
ＲＢ：44￠ 
①ＩＬＢ￠ 
②￠……………裏画面のすべてのデータ行を指定する。 
③Ｈ￠…………おもて画面の先頭データ行の前に挿入する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 45 ページ「得意先名簿４月」のデータに、44 ページ「得意先名簿３月」のデータを裏画面から挿入しま
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ILSILSILSILS    Insert Line Space（インサート ライン スペース）    
表にスペース行を挿入する 

! 表に、スペース（空白）行を挿入します。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＩＣＳ…表にスペース列を挿入します。 

 

仕事は＝ ①ＩＬＳ♪ 

 
何行目の前にスペースを入れますか： ②行を挿入する位置の、行の番号を指定します。 

! 最終データ行の後ろに、スペース行を追加する。         ♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、￥指定が可能です。 

 
スペースの行数は： ③スペースを何行挿入するか、行数を指定します。 

! ２行のスペース行を挿入する。               ２♪ 
! ページ内でとれるだけのスペース行を挿入する。        ♪ 

 
 

INFORMATION 

# スペース行は、ページに収まる範囲で何行でも挿入すること

ができます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：７￠ 
①ＩＬＳ￠ 
②Ｈ￠…………先頭データ行の前に挿入する。 
③５￠…………空白行を５行挿入する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 ７ページ「成績集計表」のデータに、空白行を挿入します。 
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ILWILWILWILW    Insert Line of Workarea（インサート ライン オブ ワークエリア）    
ワークエリアのデータを画面の行に挿入する 

! ワークエリアに保管しておいたデータを、画面の指定した行の前に挿入します。 

! 列方向で入力されているワークエリアのデータを、画面の表へ行方向で挿入します。 

! 行の先頭列に項目名を入力することができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ワークエリアのデータが指定した行の項目の桁数より大きい場

合、データは左側から削られます。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＩＣＷ…ワークエリアを画面の列に挿入します。 
• ＩＬＢ…裏画面の行を指定して、おもて画面に挿入します。 

 

仕事は＝ ①ＩＬＷ♪ 

 
ワークエリアの何列目を挿入しますか
（１～３）： 

②ワークエリアの何列目の内容を挿入するか、列の番号を指定します。 
! ワークエリアの１列目のデータを、画面の表に挿入する。 

１♪（または♪） 
! ワークエリアの３列目のデータを、画面の表に挿入する。   ３♪ 
★単独指定が可能です。 

★一度に複数の列を指定することはできません。 

 
何行目の前に挿入しますか： ③ワークエリアのデータを挿入する、画面の表の行番号を指定します。 

! 10 行目の前に挿入する。                １０♪ 
! 最終データ行の後ろに、ワークエリアの数値を追加する。    ♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、￥指定が可能です。 

 
 

項目名は： ④行の先頭から数値を挿入する場合は、♪キーを押します。行の先頭に
項目名を入れてから続けて数値を挿入する場合は、まず項目名を入力し
ます。 
! 項目名はつけず、行の先頭から数値を挿入する。        ♪ 
! “原価”と項目名をつける。               原価♪ 
★項目名を入れた場合、ワークエリアの先頭のデータは挿入されません。 

 
 

INFORMATION 

# 半角文字で保存されたデータは、Ｃ命令やＩＣＷ命令、ＩＬ

Ｗ命令で使う画面が漢字モードだと、全角文字に変わって表

示されます。 
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Ｒ：23￠ 
まず縦方向の合計を出します。 
①ＴＬ￠ 
②Ｌ￠………………縦方向の合計を求める。 
 
次に累計を計算して、ワークエリアにデータを入れます。 
①ＡＣＭ￠ 
②ＬＴ，Ｗ１￠……最終行（合計行）の累計をワークエリアの１列目に入れる。 
③＋￠………………計算方法は「加算」を指定する。 
 
ワークエリアのデータを画面の表に挿入します。 
①ＩＬＷ￠ 
②１￠………………ワークエリアの１列目を指定する。 
③10￠………………画面の表の 10行目の前に挿入する。 
④累計￠……………項目名は「累計」にする。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 23ページ「支店別売上表 94年」の表に、ワークエリアのデータを挿入します。 
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INIINIINIINI    Initialize Disk（イニシャライズ ディスク）    
データフロッピーを初期化する 

! 新しいフロッピーは、そのままではマイツールのデータフロッピーとして使うことができません。まず、
ＩＮＩ命令で《初期化》します。 

! 今まで使っていたデータフロッピーの内容を、すべて消したいときにも使います。 

 
! ＩＮＩ命令を行うと、そのフロッピー内にある内容は、たとえページがプロテクトされていても
すべて消えてしまいます。命令を実行する前に、必ずそのフロッピーが初期化してもよいものか、

確認しましょう。 

 

仕事は＝ ①ＩＮＩ♪ 

 
初期化するフロッピーのドライブは 
（Ａ，Ｂ）： 

②初期化するフロッピーの入っているドライブを、指定します。通常“Ａ”
を指定します。 
! ドライブＡのフロッピーを初期化する。          Ａ♪ 

 
初期化するデータフロッピーをドライ
ブ【Ａ】にセットして［￡］キーを押し
てください  

［エスケープ］キーを押すと中止します 

③画面に表示される、メッセージにしたがって操作します（左のメッセー
ジはドライブＡを指定した場合です）。 

 
 
 
 

 
ただいま処理中ですので少しお待ちく
ださい ０／100 

④初期化がはじまると、左のメッセージが表示されます。 
 
 

 
初期化終了 
 
 

⑤初期化が終わりました。 
 
 

 
【フロッピーがフォーマットされていない場合】【フロッピーがフォーマットされていない場合】【フロッピーがフォーマットされていない場合】【フロッピーがフォーマットされていない場合】    

このフロッピーはフォーマットされて
いません 
フォーマットするなら［￡］キーを押し
てください 
［エスケープ］キーを押せば中止します 

左のメッセージが表示されます。♪キーを押すと、フォーマット後、初
期化を行います。 
! 初期化する。                        ♪ 
! 中止する。                     エスケープ] 
 
 

 
このフロッピーはデータフロッピーで
はありません 
フロッピーを確認し内容を全て削除し
てよければ［￡］を押してください 
［エスケープ］キーを押せば中止します 

 

フロッピーがマイツールのデータフロッピーでなかったり、余分なファイ
ルが入っている場合は、このメッセージが表示されます。♪キーを押す
と、削除後、初期化を行います。 
! そのまま削除して、初期化する。               ♪ 
! 中止する。                     エスケープ  
 
 

 

重要重要重要重要 
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INFORMATION 

# データエラーの発生したフロッピーは、必ずシステムでフォ

ーマットをしてからＩＮＩ命令を行ってください。そのまま

ＩＮＩ命令を行うとエラーになります。また、このフロッピ

ーには重要なデータは入れずに練習用、編集用などにお使い

ください。 

# システムでフォーマットを行う場合は、“／Ｓ”の指定をし

ないでください。 

# はじめて使うフロッピーは、普通、このＩＮＩ命令を行って

からでないと使用できませんが、買ってきたばかりのフロッ

ピーに、データフロッピーの内容をコピーして使う場合、Ｉ

ＮＩ命令は必要ありません。そのままＣＰＤ命令を行ってく

ださい。 

 

 
 
 
 

【フロッピーにキズがある場合】【フロッピーにキズがある場合】【フロッピーにキズがある場合】【フロッピーにキズがある場合】    
 フロッピーにキズがある場合、“領域が足りないので初期化できません”というエラーメッセージが表
示されます。このエラーメッセージが表示されたフロッピーは、このままでは初期化できません。シス
テムでフォーマットの操作を行ってください。 
 その際に、不良セクターの表示が出なかったら、もう一度ＩＮＩ命令を行って、正常に初期化することがで
きます。不良セクターが表示された場合は、マイツールのデータフロッピーとしては使用できません。 

 
 
【フォーマット後のフロッピーの容量に【フォーマット後のフロッピーの容量に【フォーマット後のフロッピーの容量に【フォーマット後のフロッピーの容量について】ついて】ついて】ついて】    
 システムのフォーマットが行われていないフロッピーをＩＮＩ命令で初期化した場合、フロッピーの容
量は 1.4ＭＢになります。ただし、システムでフォーマット済のフロッピーの場合は、システムで行わ
れた容量のまま、初期化が行われます。 
 たとえば、1.2ＭＢでフォーマットされたフロッピーでＩＮＩ命令を行うと、フロッピーの容量は 1.2
ＭＢのままで初期化が行われます。 

 ★お使いの機種によっては、1.2ＭＢのフロッピーに読み書きが行えないことがあります。 
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LDCLDCLDCLDC    Load Column（ロード カラム）    
ＳＶＣ命令で保管してある列を読み出す 

! ＳＶＣ命令であらかじめ保管しておいた列の内容を、画面の指定した列に読み出します。 

! 保管した列が１列であれば、同じ内容を複数の列に読み出すことができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＳＶＣ命令で混在モードのページの列を保管していた場合、そ

の列は漢字モードのページに読み出すことはできません。 
• ＳＶＣ命令で保管した列の行数より、読み出す列の行数のほう

が小さいと、はみ出した部分は削られます。また、大きい場合

は、スペースになります。 
• 読み出したときに、列の桁数よりデータの桁数のほうが大きい

場合、はみ出した部分は左側から削られます。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＬＤＬ…ＳＶＬ命令で保管してある行を読み出します。 
• ＬＤＰ…ＳＶＰ命令で保管してあるセルを読み出します。 

 

 

仕事は＝ ①ＬＤＣ♪ 

 
何列目に読み出しますか： ②保管してある列を、画面の何列目に読み出すか、列の番号を指定します。 

! １列目に読み出す。                    １♪ 
! １列目から３列目までに同じデータを読み出す。    １－３♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★ＳＶＣ命令で複数の列を保管している場合、指定した列を先頭にして、
すべて読み出されます。ただし、この場合は複数の列を指定できません。 

 
INFORMATION 

# ＳＶＣ命令の後に、ＳＶＬ命令やＳＶＰ命令などを行うと、

保管した内容は書きかわってしまいます。 

# 画面の表の中ならば、どの列にでも読み出すことができます。 

 
 
 

 
 
まずＳＶＣ命令で、64ページの２列目を保存します。 
Ｒ：64￠ ＳＶＣ￠２￠ 
 
次に、７ページ「成績集計表」のデータをすべて削除し、ページいっぱいの空白行を挿入します。 
Ｒ：７￠ ＤＬ￠Ａ￠ ＩＬＳ￠￠￠ 
 
保存した列をＬＤＣ命令で画面に読み出します。 
①ＬＤＣ￠ 
②１￠………………１列目に読み出す。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 64ページ「成績表」の保存した列を、７ページ「成績集計表」の表に、読み出します。 
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LDLLDLLDLLDL    Load Line（ロード ライン）    
ＳＶＬ命令で保管してある行を読み出す 

! ＳＶＬ命令であらかじめ保管しておいた行の内容を、画面の指定した行に読み出します。 

! 保管した行が１行であれば、同じ内容を複数の行に読み出すことができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＳＶＬ命令で保管した行より、読み出す行のほうが小さいと、

はみ出した部分は削られます。また、大きい場合はスペース

になります。 
• ＳＶＬ命令で混在モードのページの行を保管していた場合、

その行は漢字モードのページに読み出すことはできません。 
• 読み出したときに、列の桁数よりデータの桁数のほうが大き

い場合、はみ出した部分は削られます。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＬＤＣ…ＳＶＣ命令で保管してある列を読み出します。 
• ＬＤＰ…ＳＶＰ命令で保管してあるセルを読み出します。 
  

 

仕事は＝ ①ＬＤＬ♪ 

 
何行目に読み出しますか： ②保管してある行を、画面の何行目に読み出すか、行の番号を指定します。 

! 10 行目に読み出す。                  １０♪ 
! 10 行目から 15行目までに同じデータを読み出す。 １０－１５♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、￥指定が可能です。 
★ＳＶＬ命令で複数の行を保管している場合、指定した行を先頭にして、
すべて読み出されます。ただし、この場合は複数の行を指定できません。 

 
 

INFORMATION 

# ＳＶＬ命令の後に、ＳＶＣ命令やＳＶＰ命令などを行うと、

保管した内容は書きかわってしまいます。 

# 画面の中ならば、どの行にでも読み出すことができます。 

 
 
 

 
 
Ｒ：10： 
すべての列のデータを中央寄せにして、ＳＶＬ命令で項目行を保存した後、すべての列を右寄せに戻します。 
ＳＣ￠￠ ＳＶＬ￠４￠ ＳＲ￠￠ 
 
保存した項目行をＬＤＬ命令を使って画面に読み出します。 
①ＬＤＬ￠ 
②４￠…………４行目に読み出す。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

例題例題例題例題 10ページ「支店別売上表 94年」の項目行だけを中央寄せにします。 

L 
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LDPLDPLDPLDP    Load Point（ロード ポイント）    
ＳＶＰ命令で保管してあるセルを読み出す 

! ＳＶＰ命令であらかじめ保管しておいたセルを、画面の指定した位置に読み出します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＳＶＰ命令で、混在モードのページのセルを保管していた場合、

そのデータを漢字モードのページに読み出すと、半角文字は全

角に変わります。 
• 読み出したときに、セルの桁数よりデータの桁数のほうが大き

い場合、はみ出した部分は削られます。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＬＤＣ…ＳＶＣ命令で保管してある列を読み出します。 
• ＬＤＬ…ＳＶＬ命令で保管してある行を読み出します。 
  
  

 

仕事は＝ ①ＬＤＰ♪ 

 
何行目に読み出しますか： 
 

②保管してあるセルを、画面の何行目に読み出すか、行の番号を指定します。 
! 10 行目に読み出す。                  １０♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、￥指定が可能です。 

 
何列目に読み出しますか： ③その行の何列目に読み出すか、指定します。 

! すでに指定した 10行目の、１列目に読み出す。       １♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、＠指定が可能です。 

 
 

INFORMATION 

# ＳＶＰ命令の後に、ＳＶＣ命令やＳＶＬ命令などを行うと、

保管した内容は書きかわってしまいます。 

# 画面の表の中ならば、どのセルにでも読み出すことができます。 

 
 
 

 
 
まずＳＶＰ命令で、64ページの「成績表」の 13行２列目のセルのデータを保存します。 
Ｒ：64：￠ ＳＶＰ￠13￠２￠ 
 
Ｒ：７￠ 
保存したセルをＬＤＰ命令で画面に読み出します。 
①ＬＤＰ￠ 
②６￠…………６行目を指定する。 
③１￠…………さらに１列目を指定して、読み出すセルを確定する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 64ページ「成績表」のデータを使って、７ページ「成績集計表」を変更します。 
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LLLLOCKOCKOCKOCK    LOCK（ロック）    
共有ファイルを占有する 

! 指定した共有ファイルを、他のクライアントから読み書きができないように設定します。 

! 共有ファイルに書き込んだデータを、他のクライアントに読み書きされたくないときに使用します。 

! 占有（ＬＯＣＫ）の解除は、ＵＮＬＯＣＫ命令で行います。 

 

仕事は＝ ①ＬＯＣＫ♪ 

 
②共有ファイル一覧が表示されます。 
 占有するファイルの、ファイル名を指定します。 
! ＥＩＧＹＯＵファイルを占有する。  ＥＩＧＹＯＵ♪ 
★他のクライアントがすでにそのファイルを占有している場合は、ファイル一覧の“ＬＯＣＫ”欄に占有しているス
テーション（クライアント）名が表示されます。 

★他のクライアントが占有しているファイルを指定した場合は、待ち状態になります。待ち状態は、占有しているク
ライアントが解除するか[エスケープ]キーを押すまで続きます。 

 
仕事は＝ ③占有が行われると、“仕事は＝”の状態に戻ります。 

 

 

【他のクライアントが占有しているファイルを読み書きした場合】【他のクライアントが占有しているファイルを読み書きした場合】【他のクライアントが占有しているファイルを読み書きした場合】【他のクライアントが占有しているファイルを読み書きした場合】
ただいま「〇〇〇〇」は 
「＊＊＊＊」ステーションで「LOCK」中
のため 
書き込みできません 
そのまま待つか、［エスケープ］キーを
押してください  
何ページに書き込みますか：〇〇〇〇〇
〇／〇 

他のクライアントが占有している共有ファイルを読み書きしようとする
と、左のようなメッセージが表示され、命令は待ち状態になります。 
占有したクライアントがＵＮＬＯＣＫ命令で占有を解除するまで、待ち
状態は続きます。 
待ち状態を解除したい場合は、[エスケープ]キーを押してください。 
 
 
 
 
 

【他のクライアントが占有しているファイルを読み書きした場合】【他のクライアントが占有しているファイルを読み書きした場合】【他のクライアントが占有しているファイルを読み書きした場合】【他のクライアントが占有しているファイルを読み書きした場合】
ただいま「〇〇〇〇」は 
他ステーションで使用中のため 
読み込みできません。 
そのまま待つか、［エスケープ］キーを
押してください。  
何ページを読み出しますか：〇〇〇〇〇
〇／〇 

他のクライアントが共有ファイルを使ってＳ・ＳＨ・ＰＡＧＥ
命令など、複数ページに渡って読み書きを行う命令を実行して
いる場合は、左のようなメッセージが表示され、命令は待ち状
態になります。 
実行中の命令が終了するまで、待ち状態は続きます。 
待ち状態を解除したい場合は、[エスケープ]キーを押してください。 
 

 
 

INFORMATION 

# マイツールでは、サーバの共有ファイルを全ワークステーションで読み書きできます。そのため、複数のクライアントが同時に同

じファイルの同じページを読み書きする可能性があり、修正を行って書き込んでおいたページが、別のクライアントに書き替えら

れたり、消されてしまう可能性があります。ＳＶＰ命令の後に、ＳＶＣ命令やＳＶＬ命令などを行うと、保管した内容は書きかわ

ってしまいます。後に書き込んだ人のデータは残りますが、その前の人のデータは消えてしまいます。 

そのような事態を、ＬＯＣＫ命令で防ぐ事ができます。サーバーの共有ファイルを占有（ＬＯＣＫ）すると、その人が解除（ＵＮ

ＬＯＣＫ）するまで、他のクライアントからそのファイルを読み書きできなくなります。 
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LPSETLPSETLPSETLPSET    Laser Printer Set（レーザ プリンタ セット）    
レーザプリンタの設定を変える 

! レーザプリンタを使って印刷する場合に、用紙の種類や縮小率などの設定を変更することができます。 
 

実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 必ずＰＳＥＴ命令の９番を、ご使用になるレーザプリンタの機

種に合わせてから、ＬＰＳＥＴ命令を実行してください。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＰＳＥＴ…印刷方法などを設定します。 
• ＰＬ………印刷時のレイアウトを表示します。 

 
仕事は＝ ①ＬＰＳＥＴ♪ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左の画面が表示されます。画面の右側には、現在設定されてい
る状態が表示されています。変更する番号を選択してから♪キ
ーを押します。 
★ＬＰＳＥＴ命令を変更すると、ＰＬ命令の共通部分も変更さ
れます。 
★ＰＳＥＴ命令の９番で設定した内容により、ＬＰＳＥＴ命令
の画面の内容が異なります。左の画面は、ＰＳＥＴ命令の９

番を“８４‥ＲＰＤＬ・ＳＰ１０”に設定した場合です。 
★ＬＰＳＥＴ命令を終了するときは、エスケープ]キーを押しま
す。 
★ＬＰＳＥＴ命令で設定した１～４の内容は、マイツールを終
了しても変更されません。次に起動したときは、前回設定し

た状態で始まります。ただし、ＥＮＤ命令・ＥＮＤＷ命令で

正常に終了したときだけです。 
★６～８番の内容は、マイツールを終了すると標準値に戻ります。 
 

 
 

０ 現在値を標準値に戻す    ０♪ 

 
０♪とキーを押すだけで、ＬＰＳＥＴ命令の各項目が標準の設定値に戻ります。 
 

１ トレイ          １♪ 

 
０‥トレイ自動選択 
１‥一段目 
２‥二段目 
３‥三段目 
４‥四段目 
５‥マルチ／サイド 
６‥手差し 
 

トレイ： 

印刷用紙を給紙するトレイを番号で選択します。 
格段のトレイに別々のサイズの用紙をセットしておけば、印刷の際、用紙
を使い分けることができます。標準は“１”です。 
★使用するプリンタによって、メッセージボックスの内容が異なります。 
★ＰＳＥＴ命令の９番で“100”、もしくは“110”のＧＤＩプリンタを
選択している場合、この項目は表示されません。 

 
 
 

 
 

INFORMATION 
# ＬＰ3320－ＳＰ４ｍｋⅡに省スペースユニットを取り付けた場合は、“２‥二段目”に設定してください。 

# ＬＰ2310－ＳＰ５をご使用の場合は、“２‥二段目”に設定してください。 

# ＬＰ2310－ＳＰ５、ＬＰ3320－ＳＰ４ｍｋⅡでは、“３‥三段目”までがメッセージボックスに表示されます。 

# イマジオＭＦ150では、“５‥マルチ／サイド”は表示されません。 
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２ 用紙の種類        ２♪ 

 

４‥Ａ５ 
５‥Ｂ５ 
６‥Ａ４ 
７‥Ｂ４ 
８‥Ａ３ 
 

用紙の種類 

用紙サイズの種類を、番号で選択します。 
Ａ３、Ａ４、Ａ５、Ｂ４、Ｂ５の用紙が選択できます。標準は“６”です。 
★ＰＳＥＴ命令の９番“接続プリンタ機種”が“100”、“110”に設定さ
れている場合、“０‥帳票、その他”も表示されます。 
 
 
 

 
INFORMATION 

# 使用するトレイに、設定した用紙の種類に合わせて、用紙をセットしてください。 

  

 
 

３ 用紙の方向        ３♪ 

 
１‥縦 
２‥横 
 

用紙の方向 

用紙の印刷方向を、番号で選択します。単票用紙の縦・横が選択できます。
標準は“１”です。0 
! 単票縦に設定する。                   １♪ 
! 単票横に設定する。                   ２♪ 
★ＰＳＥＴ命令の９番“接続プリンタ機種”が“100”、“110”に設定
されていて、ＬＰＳＥＴ命令の２番が“０‥帳票、その他”に設定さ

れている場合、この項目は表示されません。 
 
《縦の場合》          《横の場合》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 縮小率          ４♪ 
 

１‥等倍 
２‥88％ 
３‥80％ 
４‥75％ 
５‥70％ 
６‥67％ 
 

縮小率： 

縮小して印刷する場合の縮小率を、番号で選択します。印刷用紙よりも大
きなサイズの表を、縮小して印刷を行う場合に、88％、80％、75％、70％、
67％の縮小率が選択できます。標準は“１”です。 
! 等倍に設定する。                     １♪ 
! Ａ４→Ｂ５、11’×14’ストックフォーム→Ｂ４の縮小（88％）に設
定する。                         ２♪ 
!Ｂ４→Ａ４、Ｂ５→Ａ５の縮小（80％）に設定する。     ３♪ 
! 75％に設定する。                     ４♪ 
! 11’×14’ストックフォーム→Ａ４の縮小（70％）に設定する。 

５♪ 
! Ａ２→Ａ３、Ａ３→Ａ４、Ｂ４→Ｂ５の縮小（67％）に設定する。 

６♪ 
★ＰＳＥＴ命令の９番“接続プリンタ機種”が“100”、“110”に設定
されていて、ＬＰＳＥＴ命令の２番が“０‥帳票、その他”に設定さ

れている場合、この項目は表示されません。 
 

拝啓 

拝
啓
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INFORMATION 

# 縮小率は、表の桁数・行数に応じて、別表“印字可能桁数・行数表”を参照して設定してください。 

# 印刷する表の桁数が、設定した縮小率の印字可能桁数よりも大きい場合は、はみ出したデータは無視されて印字され

ません。 

# 印刷する表の行数が、設定した縮小率の印字可能行数よりも大きい場合は、いったん改ページを行い、はみ出したデ

ータは次の用紙に印字されます。 

# 縮小率を 80％以下に設定して印字を行うと、文字が重なって印字される場合があります。 

# オプションのフォントカートリッジＦ24Ｍ・Ｆ24Ｇを装着した状態で縮小率を 80％以下に設定して印字を行うと、自

動的にオプションフォントで印字されます。 

# “Ａ２→Ａ３”の縮小は、Ａ３用紙がセットできるプリンタでのみ可能です。 

 
 
 
 

６ 複写枚数         ６♪ 

 
複写枚数（１～99）： １～99 の数値で、複写枚数を指定します。最高 99 枚まで設定できます。

標準は“１”です。 
! １ページにつき１枚印刷する。               １♪ 
! １ページにつき 20枚印刷する。             ２０♪ 
★ＰＳＥＴ命令の９番で“100”、もしくは“110”のＧＤＩプリンタを
選択している場合、この項目は表示されません。 

 
 

INFORMATION 
# レーザプリンタは、いったん印刷を開始すると、指定した複写枚数を印字するまで、印字を中止できません。２枚以

上印字を行う場合は、試し打ちを行ってから、複写枚数の指定を行ってください。また、複写枚数の設定は、印刷ご

とに確認してください。 

 
 
 

７ 文字傾斜角        ７♪ 

 
文字傾斜角（０～45度）： ０～45 の数値で、文字の傾斜角を指定してください。０°～45°の範囲で、

右方向に文字を傾けます。標準は“０”です。 
! 文字を傾斜しない。                    ０♪ 
! 30°傾斜させる。                    ３０♪ 
★この項目が表示されるのは、ＰＳＥＴ命令の９番で“82”“83”“84”

“90”“91”のプリンタ（ＲＰＤＬモード）を選択している場合です。 
 

INFORMATION 
# 傾斜角は、用紙の縦方向に対して右方向に文字を傾けるので、３番の“用紙の方向”が縦と横とでは、文字の形が異

なります。 

# ケイ線は傾斜しません。 

# 印刷中に改ページされると、プリンタ側の設定のみ解除されます。たとえば、ＰＤ命令で複数ページを印刷した場合、

最初の１枚目は設定が有効ですが、次のページ以降からは文字は傾斜されません。 

 
 

８ 文字拡大         ８♪ 

 
文字拡大（１～８倍）： １～８の数値で、文字の拡大倍率を指定してください。最大８倍まで倍率

を設定できます。標準は“１”です。 
! 文字を拡大しない。                    １♪ 
! ５倍に拡大する。                     ５♪ 
★ＰＳＥＴ命令の９番“接続プリンタ機種”が“60”“70”“80”“81”

“82”に設定されている場合、この項目は表示されません。 
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INFORMATION 
# 倍角文字は他の等倍文字と同じ大きさで印刷されます。 

# ケイ線は、拡大倍率を設定しても、太さや位置は変わりません。また、空白行も拡大されません。 

# 通常の表を文字拡大して印字しても、正しく印刷されません。文字のみのデータを拡大するときにご利用ください。 

# 印刷中に改ページされると、プリンタ側の設定のみ解除されます。たとえば、ＰＤ命令で複数ページを印刷した場合、

最初の１枚目は設定が有効ですが、次のページ以降からは文字は拡大されません。 

 
 

９ 半角文字フォント     ９♪ 
 

１‥クーリエ 24 
２‥クーリエ 32 
３‥クーリエ 40 
４‥プレステージエリート 24 
５‥プレステージエリート 32 
６‥プレステージエリート 40 
７‥レターゴシック 24 
８‥レターゴシック 32 
９‥レターゴシック 40 
10‥ボールドフェイス 24 
11‥ボールドフェイス 32 
12‥ボールドフェイス 40 
13‥ＯＣＲ Ｂ 
14‥レタークォリティ 
 

半角文字フォント（１～14）： 

印刷に使用する半角文字のフォントを指定してください。１～14 の数値
で、半角文字フォントが選択できます。標準は“２”です。 
★24・32・40の数値は、フォントのドット数です。 

★ＰＳＥＴ命令の９番“接続プリン多機種”が“100”“110”に設定さ
れている場合、この項目は表示されません。 

★ＰＳＥＴ命令の９番“接続プリン多機種”の設定により表示される内
容が異なります。下の表を参照してください。 

 
番号 接続プリンタ機種 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 

80 ESC/P･SP5(RICOH) × ○ × × ○ × × ○ × × ○ × × ○ 
81 ESC/P･SP4Mk(RICOH) × ○ × × ○ × × ○ × × ○ × × ○ 
82 ESC/P･SP7,8(RICOH) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

83 RPDL･SP7,8(RICOH) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 

84 RPDL･SP10(RICOH) ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ × 

90 RPDL･IMAGIO MF530(RICOH) ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ × 

91 RPDL･IMAGIO MF150(RICOH) ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ × 

★ＰＳＥＴ命令の９番“接続プリン多機種”が“60”“70”に設定され

ている場合、ここでの設定は無効になります。 

 
INFORMATION 
# 40 ドットの半角文字フォントを指定した場合、40 ドットのフォントまたはフォントカートリッジを用意していない

プリンタでは、24ドットで印字されます。 

# “13‥ＯＣＲ Ｂ”に設定した場合、ＳＰ－７、ＳＰ－８以外のプリンタでは、オプションカートリッジが必要です。

カートリッジがないと、ＬＰ2310－ＳＰ５、ＬＰ3320－ＳＰ４ｍｋⅡではレターゴシックで印字されます。 

# ＰＳＥＴ命令の１番を“２‥コンパクト”に設定した場合は、半角文字フォントの設定は無視されます。また、ＰＣ

命令で印刷した場合も同様です。 

 
 
 

10 全角フォント      １０♪ 
 

１‥中明朝 24 
２‥中明朝 32 
３‥中明朝 40 
４‥ゴシック 24 
５‥ゴシック 32 
６‥ゴシック 40 
 

全角文字フォント（１～６）： 

印刷に使用する全角文字のフォントを指定してください。１～６の数値で、
全角文字フォントが選択できます。標準は“２”です。 
! 中明朝 24に設定する。                  １♪ 
! ゴシック 32に設定する。                 ５♪ 
★24・32・40の数値は、フォントのドット数です。 

★ＰＳＥＴ命令の９番“接続プリン多機種”が“100”“110”に設定さ
れている場合、この項目は表示されません。また、“80”“81”に設

定されている場合、“２‥中明朝３２”“５‥ゴシック３２”のみが
表示されます。 

★ＰＳＥＴ命令の９番“接続プリン多機種”が“60”“70”に設定され

ている場合、ここでの設定は無効になります。 
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INFORMATION 

# ゴシックを指定した場合、オプションカートリッジを用意していないと、ゴシック 24 は中明朝 24 で、ゴシック 32

と 40は中明朝 32で印字されます。 

 
 

【接続プリンタ機種が“ＳＰ【接続プリンタ機種が“ＳＰ【接続プリンタ機種が“ＳＰ【接続プリンタ機種が“ＳＰ10101010”“ＩＭＡＧＩＯ”“ＩＭＡＧＩＯ”“ＩＭＡＧＩＯ”“ＩＭＡＧＩＯ    ＭＦＭＦＭＦＭＦ530530530530・・・・150150150150”の場合】”の場合】”の場合】”の場合】    

１‥中明朝 40 
２‥中明朝 56 
４‥ゴシック 40 
５‥ゴシック 56 
 

全角文字フォント（１～５）： 

印刷に使用する全角文字のフォントを指定してください。１～５の数値で、
全角文字フォントが選択できます。標準は“２”です。 
! 中明朝 40に設定する。                  １♪ 
! ゴシック 56に設定する。                 ５♪ 
★40・56の数値は、フォントのドット数です。 

 
 

 
 
 
 

11 印字フォント      １１♪ 
 

１‥ＭＳゴシック 
２‥ＭＳ明朝 
３‥その他のフォント 
 

印字フォント（１～３）： 

印刷に使用する TrueType フォントを、番号で選択します。 
! ＭＳゴシックに設定する。                 １♪ 
! ＭＳ明朝に設定する。                   ２♪ 

! その他の TrueType フォントに設定する。          ２♪ 

★ＰＳＥＴ命令の９番“接続プリン多機種”が“100”“110”以外に設
定されている場合、この項目は表示されません。 

 
    
    
【“３‥その他のフォント”を選択した場合】【“３‥その他のフォント”を選択した場合】【“３‥その他のフォント”を選択した場合】【“３‥その他のフォント”を選択した場合】    
  下のような“TrueType フォントの選択”のメッセージボックスが表示されます。 

  
 
 

INFORMATION 
# “TrueTypeフォントの選択”でリストに表示されるのは、Windowsにインストールされているフォントですので、お

使いの環境により異なります。 

# 頭に“＠”が付く縦書き用フォントは、リストに表示されません。 

 

表示されるリストからフォントを選択します。 

マウスを使って左クリックするか、 キーで選択できます。 

反転表示しているフォントが現在選択されているフォントです。 

［ＯＫ］ボタンをマウスで左クリックすると終了します。 

［エスケープ］ボタンを左クリックすると中止します。 
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印字可能桁数・行数表（概算値）印字可能桁数・行数表（概算値）印字可能桁数・行数表（概算値）印字可能桁数・行数表（概算値）    

標準モード（ＰＳＥＴ命令の“１インチ当りの行数”が６行）で印刷する場合 

用紙＼縮小率 等倍 88％ 80％ 75％ 70％ 67％ 

Ａ３縦 
Ａ３横 

112桁  97行 

162桁  67行 

126桁 110行 

184桁  76行 

140桁 121 行 

202桁  84行 

148桁 129行 

216桁  89行 

148桁 138行 

216桁  96行 

168桁 145行 

242桁 100行 

Ｂ４縦 
Ｂ４横 

96桁  83行 

138桁  58行 

110桁  95行 

158桁  66行 

120桁 104行 

174桁  73行 

128桁 111 行 

186桁  77行 

128桁 119行 

186桁  83行 

144桁 125行 

208桁  87行 

Ａ４縦 
Ａ４横 

78桁  66行 

112桁  46行 

88桁  77行 

128桁  53行 

96桁  85行 

140桁  58行 

104桁  90行 

150桁  62行 

104桁  97行 

150桁  66行 

116桁 101 行 

170桁  70行 

Ｂ５縦 
Ｂ５横 

66桁  58行 

96桁  40行 

76桁  66行 

110桁  45行 

82桁  73行 

122桁  50行 

88桁  78行 

130桁  53行 

88桁  84行 

130桁  57行 

100桁  88行 

146桁  59行 

Ａ５縦 
Ａ５横 

52桁  47行 

78桁  32行 

60桁  54行 

90桁  36行 

66桁  59行 

98桁  40行 

70桁  63行 

104桁  42行 

70桁  66行 

104桁  45行 

80桁  71 行 

118桁  47行 

標準モード（ＰＳＥＴ命令の“１インチ当りの行数”が８行）で印刷する場合 

用紙＼縮小率 等倍 88％ 80％ 75％ 70％ 67％ 

Ａ３縦 
Ａ３横 

112桁 129行 

162桁  89行 

126桁 147行 

184桁 101 行 

140桁 161 行 

202桁 111 行 

148桁 172行 

216桁 119行 

148桁 184行 

216桁 127行 

168桁 194行 

242桁 134行 

Ｂ４縦 
Ｂ４横 

96桁 111 行 

138桁  77行 

110桁 126行 

158桁  87行 

120桁 139行 

174桁  97行 

128桁 148行 

186桁 103行 

128桁 159行 

186桁 110行 

144桁 167行 

208桁 116行 

Ａ４縦 
Ａ４横 

78桁  87行 

112桁  62行 

88桁 102行 

128桁  70行 

96桁 113行 

140桁  77行 

104桁 120行 

150桁  82行 

104桁 129行 

150桁  87行 

116桁 135行 

170桁  93行 

Ｂ５縦 
Ｂ５横 

66桁  78行 

96桁  53行 

76桁  87行 

110桁  60行 

82桁  97行 

122桁  66行 

88桁 104行 

130桁  70行 

88桁 111 行 

130桁  75行 

100桁 117行 

146桁  79行 

Ａ５縦 
Ａ５横 

52桁  63行 

78桁  42行 

60桁  71 行 

90桁  48行 

66桁  79行 

98桁  53行 

70桁  84行 

104桁  56行 

70桁  87行 

104桁  60行 

80桁  94行 

118桁  63行 

コンパクトモード（ＰＳＥＴ命令の“１インチ当りの行数”が６行）で印刷する場合 

用紙＼縮小率 等倍 88％ 80％ 75％ 70％ 67％ 

Ａ３縦 
Ａ３横 

168桁  97行 

242桁  67行 

188桁 110行 

276桁  76行 

210桁 121 行 

302桁  84行 

222桁 129行 

324桁  89行 

222桁 138行 

324桁  96行 

252桁 145行 

362桁 100行 

Ｂ４縦 
Ｂ４横 

144桁  83行 

206桁  58行 

164桁  95行 

236桁  66行 

180桁 104行 

260桁  73行 

192桁 111 行 

278桁  77行 

192桁 119行 

278桁  83行 

216桁 125行 

312桁  87行 

Ａ４縦 
Ａ４横 

116桁  66行 

168桁  46行 

132桁  77行 

192桁  53行 

144桁  85行 

210桁  58行 

156桁  90行 

224桁  62行 

156桁  97行 

224桁  66行 

174桁 102行 

254桁  70行 

Ｂ５縦 
Ｂ５横 

98桁  58行 

144桁  40行 

114桁  66行 

164桁  45行 

122桁  73行 

182桁  50行 

132桁  78行 

194桁  53行 

132桁  83行 

194桁  57行 

150桁  87行 

218桁  60行 

Ａ５縦 
Ａ５横 

78桁  47行 

116桁  32行 

90桁  54行 

134桁  36行 

98桁  59行 

146桁  40行 

104桁  63行 

156桁  42行 

104桁  68行 

156桁  45行 

120桁  71 行 

176桁  48行 

コンパクトモード（ＰＳＥＴ命令の“１インチ当りの行数”が８行）で印刷する場合 

用紙＼縮小率 等倍 88％ 80％ 75％ 70％ 67％ 

Ａ３縦 
Ａ３横 

168桁 129行 

242桁  89行 

190桁 147行 

276桁 101 行 

210桁 161 行 

302桁 111 行 

222桁 172行 

324桁 119行 

222桁 184行 

324桁 127行 

252桁 194行 

364桁 134行 

Ｂ４縦 
Ｂ４横 

144桁 111 行 

208桁  77行 

164桁 126行 

236桁  87行 

180桁 139行 

260桁  97行 

192桁 148行 

278桁 103行 

192桁 159行 

278桁 110行 

216桁 167行 

312桁 116行 

Ａ４縦 
Ａ４横 

116桁  87行 

168桁  62行 

132桁 102行 

192桁  70行 

144桁 113行 

210桁  77行 

156桁 120行 

226桁  82行 

156桁 129行 

226桁  87行 

174桁 135行 

254桁  93行 

Ｂ５縦 
Ｂ５横 

98桁  78行 

144桁  53行 

114桁  87行 

166桁  60行 

124桁  97行 

182桁  66行 

132桁 104行 

194桁  70行 

132桁 111 行 

194桁  75行 

150桁 117行 

218桁  79行 

Ａ５縦 
Ａ５横 

78桁  63行 

118桁  42行 

90桁  71 行 

134桁  48行 

98桁  79行 

148桁  53行 

106桁  84行 

156桁  56行 

106桁  87行 

156桁  60行 

120桁  94行 

178桁  63行 

 
INFORMATION 

# 設定した縮小率の印字可能桁数よりも表の桁数が大きい場合、はみ出すデータは印字されません。 

# 設定した縮小率の印字可能行数よりも表の行数が大きい場合、はみ出すデータは次の用紙に印字されます。 

# “標準モード”はＰＳＥＴ命令の１番“コンパクトモード”が“１‥標準”に設定されている状態でＰ命令などを行

うことです。“コンパクトモード”はＰＳＥＴ命令の１番“コンパクトモード”が“２‥コンパクト”に設定されて

いる状態でＰ命令などを行うことです。ＰＣ命令を使うと、コンパクトモードで印刷した場合と同じ結果になります。 

# 上記の数値は、概算値です。プリンタの設定やデータによっては、多少桁数・行数が異なる場合があります。 
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MMMM    Merge（マージ）    
Ｓ命令で並べかえたデータどうしを併合する 

! Ｓ命令であいうえお順、ＡＢＣ順などに並べかえた２つ以上のデータを、キー列の順番で１つに合わせ
ます。 

! 画面に表示中のデータや複数ページのデータ、異なるファイルのデータを併合することができます。 

 
! 併合する元のページに、結果を書き込まないでください。データの失われるおそれがあります。 
  

実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 併合するデータページは、あらかじめＳ命令で同じキー列、

同じ並べ方で並べかえておく必要があります。異なる並べ方

のデータページがあると、正しく併合できません。 
• 併合する各データページのモードは、あらかじめそろえてお

いてください。 
• 先頭ページが混在モードの場合、結果はすべて混在モードに

なります。先頭ページが漢字モードの場合には、混在モード

のページがあると処理を中止します。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• Ｓ…データを並べかえます。 
  
  
  
  
  
  

  

仕事は＝ ①Ｍ♪ 

 
併合する第１番目のページは 
［画面‥￡］： 

 

②併合するデータは３つまで指定できます。１つ目のデータページを指定
します。 
! ２～５ページまでのデータを併合する。        ２－５♪ 
! 画面のデータを併合する。                  ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
併合する第２番目のページは［終了‥
￡］： 
 

③２つ目に合わせるデータページを指定します。 
! サブページの３～８ページまでのデータを併合する。 Ｓ３－８♪ 
! 指定しない。                        ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

★指定しないとき、④は表示されません。⑤から操作してください。 

 
併合する第３番目のページは［終了‥
￡］： 
 

④３つ目に合わせるデータページを指定します。 
! ７ページを併合する。                   ７♪ 
! 指定しない。                        ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 

１番目のキー列は［終了‥￡］： 

 

⑤どの列をキー列にして併合するか指定します。 
! 表の１列目をキー列にする。                １♪ 
! キー列は指定しない。                    ♪ 
★単独指定が可能です。 

★♪キーを押すと、指定したページの順番に併合されます。その際、
⑥⑦のメッセージは表示されません。 

 

１‥文字正順 
２‥  逆順 
３‥数字小さい順 
４‥  大きい順 
５‥あいうえお正順 
６‥     逆順 
 

並べ方は（１～６）： 

⑥並べ方を番号で選択します。 
! ＪＩＳ区点コード番号の小さい順で並べる。         １♪ 
! ＪＩＳ区点コード番号の大きい順（逆順）で並べる。     ２♪ 
! 数字の小さい順に並べる。                 ３♪ 
! 数字の大きい順に並べる。                 ４♪ 
! 文字の読みの正順で並べる。                ５♪ 
! 文字の読みの逆順で並べる。                ６♪ 
★併合するデータは、Ｓ命令での指定と同じ並べ方を指定してください。
違う並べ方を選ぶと、正常に併合できません。 

 

重要重要重要重要 
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２番目のキー列は［終了‥￡］： 

 

⑦２番目のキー列を指定します。 
! ２番目のキー列を２列目にする。              ２♪ 
! ２番目は指定しない。                    ♪ 
★単独指定が可能です。 

★キー列の指定は最大５つまでです。操作は⑤からの繰り返しです。 

 
結果の書き込み先頭ページは 
［印刷‥Ｐ，画面‥￡］： 

 

⑧併合した結果をどうするか、指定します。 
! 画面に表示する。                      ♪ 
! 印刷する。                        Ｐ♪ 
! 10 ページから書き込む。                 １０♪ 
★併合したデータが１ページ内に書き込めない場合は、指定したページ
を先頭にして順に書き込みます。 

 
 

INFORMATION 

# たとえば、毎日のデータが１～30 ページ、今日のデータ

がサブの１ページにあるとします。これを１つに併合して

50 ページから書き込む。こんなことも、Ｍ命令を使えば

簡単に行うことができます。 

# 並べ方の“文字正順（逆順）”はＪＩＳ区点番号の正順（逆

順）で、“あいうえお正順（逆順）”はひらがな、カタカ

ナを読みの正順（逆順）で並べかえます。また、“あいう

えお正順（逆順）”の場合でも、漢字はＪＩＳ区点番号の

順になります。 

# 複数ページの処理中、エスケープキーを押すと一時停止し
ます。停止中に ￡ キーを押すと再開します。もう一度

エスケープキーを押すと中止します。 

# ハードディスクで大量のページを並べかえるときに、便利

な命令です。あらかじめ各ページを並べかえておいてから

Ｍ命令を実行すれば、Ｓ命令で並べかえができる何倍もの

ページを、併合して書き込むことができます。ただし、併

合するページ数と同じ量の書き込みページが必要です。 

 
 
 

 
 
Ｒ：44￠ 
①Ｍ￠ 
②￠…………併合する１番目の表には、画面の表を指定する。 
③45￠………併合する２番目の表には、45ページの表を指定する。 
④￠…………併合する表の指定を終了する。 
⑤３￠………１番目のキー列には３列目（会社名）を指定する。 
⑥１￠………並べ方は文字正順を指定する。 
⑦６￠………２番目のキー列には６列目（氏名）を指定する。 
⑧１￠………並べ方は文字正順を指定する。 
⑨￠…………キー列の指定を終了する。 
⑩￠…………結果を画面に書き込む。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 44ページ「得意先名簿３月」と、45ページ「得意先名簿４月」のデータを併合します。 

M 
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MATMATMATMAT    Matching（マッチング）    
表と表を照合して、必要な列で新しい表を作る 

! 画面の表と別のページの表を照合し、必要な列どうしを結合して新しい表を作ります。 

! 新しい表の列構成は、画面の表とページの表の列を使って自由に配置することができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 書きかえる表が漢字モードの場合、混在モードの表を照合ペー

ジに指定することはできません。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＵＰＤ……表と表を照合して条件に合うデータを書きかえます。 
• ＵＰＤＳ…複数の表と複数の表を照合して、条件に合うデータ 
      を書きかえます。 
• ＭＴＥ……複数の表と複数の表を照合して、必要な列で新しい 
      表を作ります。 

 

仕事は＝ ①ＭＡＴ♪ 

 
書きかえるのは 
［画面‥１，ページ‥２］： 

②画面の表を書きかえるのか、ページの表を書きかえるのか、番号で選択
します。♪キーを押すと、画面を指定したことになります。 
! 画面の表を元に、新しい表を作る。       １♪（または♪） 
! 指定ページの表を元に、新しい表を作る。         ２♪ 

    
【画面を選んだ場合】【画面を選んだ場合】【画面を選んだ場合】【画面を選んだ場合】    
    

                            ####    

 （画面）         （書きかえられた画面） 

    
  検索       結合 
    
    
    
    
    
    
     （ページ） 
 
    
照合するページは［裏画面‥￡］： ③画面の表と照合するページを指定します。ページは１ページだけでも、

複数ページでも指定できます。 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

★♪キーを押すと、裏画面を指定したことになります。 

 
画面のキー列は： ④画面の表の中で照合のキー列となる列を指定します。キー列は最大５つ

まで指定できます。 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★♪キーを押すと、１列目を指定したことになります。 

★キー列を複数列指定するときは、カンマ“，”やハイフン“－”で区
切って指定します。 

 
ページのキー列は： ⑤画面のキー列と対応するページのキー列を指定します。画面のキー列を

複数指定した場合、その列数だけメッセージが表示されるので、順番に
指定します。 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★♪キーを押すと、１列目を指定したことになります。 

 

 

Ｃ 

 

 

Ａ 

 

Ｂ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
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新しい表で必要な１番目の列は： ⑥画面の表と指定ページの表で、新しい表に必要な列番号を指定します。
指定が終わったら♪キーを押します。 
★列の指定方法は次のページをご覧ください。 

    
    
【ページを選んだ場合】【ページを選んだ場合】【ページを選んだ場合】【ページを選んだ場合】    
    
    

                                        ####    

    
            

    （ページ） 検索   結合  （書きかえられたページ） 
    
    
    
    
    
    
          （画面） 
    
    
書きかえるページは： ③書きかえるページを指定します。 

★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
画面のキー列は： ④画面の表の中で照合のキー列となる列を指定します。キー列は最大５つ

まで指定できます。 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★♪キーを押すと、１列目を指定したことになります。 

★キー列を複数列指定するときは、カンマ“，”やハイフン“－”で区
切って指定します。 

 
ページのキー列は： ⑤画面のキー列と対応するページのキー列を指定します。画面のキー列を

複数指定した場合、その列数だけメッセージが表示されるので、順番に
指定します。 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★♪キーを押すと、１列目を指定したことになります。 

 
新しい表で必要な１番目の列は： ⑥画面の表と指定ページの表から必要な列番号を指定します。指定が終わ

ったら♪キーを押します。 
★列の指定方法は次のページをご覧ください。 

 

 

 

 

Ｄ 

 

 

 

Ｃ 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 

Ｂ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

 

 

 

Ｄ 

 

 

 

Ｃ 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 

Ｂ 
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INFORMATION 

$ 複数ページの処理中、エスケープキーを押すと一時停止しま
す。停止中に ￡ キーを押すと再開します。もう一度

エスケープキーを押すと中止します。 

 
 
 

$ 左図のように、ページの表を書きかえます。同じキーで、デ

ータの異なる場合は、その最終キーのデータが書き込まれま

す（Ａには、１でなく３が書き込まれます）。また、キーに

対応するデータがない場合は、空白になります（Ｃに対応す

るキーがないので、空白になります）。これは、画面の表を

書きかえる場合も同様です。 

 
 
 
 
 
    （ページ）   （画面） （書きかえられたページ） 
 
 
 
 

新しい表で必要な列の指定方法 

 
     画面の表を指定ページの列で書きかえる        指定ページの表を画面の列で書きかえる  

  （画面）           （ページ）          （ページ）          （画面） 
品名 個数  品名 単価  品名 個数  品名 単価 

１列目 ２列目  品名 単価  品名 個数  １列目 ２列目 

 品名 単価  品名 個数 

 ＊１列

目 

＊２列

目 

 ＊１列

目 

＊２列

目 

  

 

 

品名 個数 単価  品名 個数 単価

（書きかえられた画面）  品名 個数 単価

  品名 個数 単価 

                                      （書きかえられたページ） 
 
新しい表で必要な列は：１♪２♪＊２♪♪         新しい表で必要な列は：＊１♪＊２♪２♪♪ 
  画面の１列目と２列目とページの２列目で           ページの１列目と２列目と画面の２列目で 

  新しい表を作ります。                    新しい表を作ります。 

 
★画面の列には“＊”マークを付けません。ページの列には“＊”マークを付けます。 

★ハイフン（－）やカンマ（，）でつないで、複数列を一度に指定することもできます。ただし、画面の列とペ 

 ージの列をまぜて指定することはできません。 

  《例》 １－３，６－９  

★オートプログラム中で列指定を行う場合は、ページの列（＊１など）の前後にダブルコーテーション（“）を 

 付けてください。 

 
 
 

  Ａ  ３ 

Ｂ  ２ 

Ｃ 

Ａ  １ 

Ｂ  ２ 

Ｃ  ３ 

  Ａ  ３ 

Ｂ  ２ 

Ｃ 
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まず 26 ページの「得意先台帳」を照合し、互いの表から必要な列だけを指定して新しい表を作ります（ここでは“会
社名”の列を追加します）。 
Ｒ：46￠ 
①ＭＡＴ￠ 
②１￠……………画面の表を書きかえる。 
③26￠……………26ページの「得意先台帳」と照合する。 
④３￠……………画面のキー列には、３列目（得意先ＮＯ）を指定する。 
⑤１￠……………ページのキー列には、１列目（得意先ＮＯ）を指定する。 
⑥１－３￠………新しい表に必要な１番目の列には、画面の１列目から３列目（年月日から得意先ＮＯ）を指定する。 
⑦＊２￠…………新しい表に必要な４番目の列には、ページの２列目（会社名）を指定する。 
⑧４－７￠………新しい表に必要な５番目の列には、画面の４列目から７列目（ＣＯＤＥから粗利益）までを指定する。 
⑨￠………………必要な列の指定を終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上で作成した表を、さらに 27 ページの「商品台帳」と照合し、必要な列だけを指定して新しい表を作ります（ここで
は、“品名”“ＧＲ”“単価”“原価”の列を追加します）。 
①ＭＡＴ￠ 
②１￠……………画面の表を書きかえる。 
③27￠……………27ページの「商品台帳」と照合する。 
④５￠……………画面のキー列には、５列目（商品コード）を指定する。 
⑤１￠……………ページのキー列には、１列目（商品コード）を指定する。 
⑥１－５￠………新しい表に必要な１番目の列には、画面の１列目から５列目（年月日から商品コード）を指定する。 
⑦＊２－３￠……新しい表に必要な６番目の列には、ページの２列目から３列目（品名からグループ）を指定する。 
⑧６￠……………新しい表に必要な８番目の列には、画面の６列目（数量）を指定する。 
⑨＊４￠…………新しい表に必要な９番目の列には、ページの４列目（単価）を指定する。 
⑩７￠……………新しい表に必要な 10番目の列には、画面の７列目（金額）を指定する。 
⑪＊５￠…………新しい表に必要な 11番目の列には、ページの５列目（原価）を指定する。 
⑫８￠……………新しい表に必要な 12番目の列には、画面の８列目（粗利益）を指定する。 
⑬￠………………必要な列の指定を終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 46ページ「売上帳」のデータと他の表を照合して、新しい表を作ります。 



●256 

MAVMAVMAVMAV    Move Average（ムーブ アベレージ）    
移動平均を求める 

! 縦（行）方向、または横（列）方向の移動平均を求めます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 小数点以下の設定は、あらかじめＤＲ命令で設定しておきます。 
• 移動平均を書き込むスペースは、あらかじめ用意しておきます。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＡＶ…平均を求めます。 

 

仕事は＝ ①ＭＡＶ♪ 

 
計算するページは［画面‥￡］： ②移動平均を求めるページを指定します。 

! 画面データの移動平均を求める。               ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

★ページを指定すると、移動平均を同じページに直接書き込みます。 

 
計算場所は 
（データの場所，書き込み場所）： 

③移動平均を求めるデータの行（または列）と、計算結果を書き込む行（ま
たは列・ワークエリア）を指定します。指定方法は次のとおりです。 

  行方向の計算… Ｌ  行番号  ，  行番号  

  列方向の計算… Ｃ  列番号  ，  列番号  
          

計算データ行・列

1 24 34  

書き込み場所

124 34  

! ４列目のデータを計算して、５列目に書き込む。   Ｃ４，５♪ 
! ６行目のデータを計算して、７行目に書き込む。   Ｌ６，７♪ 
! ４列目のデータを計算して、ワークエリアの２列目に書き込む。 

Ｃ４，Ｗ２♪ 
! ４列目のデータを計算して、４列目に書き込む。   Ｃ４，４♪ 
★複数ページを指定したときは、行方向の計算とワークエリアへの書き
込みはできません。 

 
いくつずつで平均を計算しますか 
（１～52）： 

④何行または何列ずつで移動平均を求めて、いくつずつで割るかを指定し
ます。 
 指定方法は、次のとおりです。 

 移動量（行数・列数）  ，  除数（割る数）  ，  Ｂ（ブランク指定）  

 移動量は１～52 の間で指定できます。除数・ブランク指定は省略でき
ます。 
★除数を省略すると、移動量で指定した数で移動平均を求めます。 

★ブランク指定をすると、移動量に満たない行・列は、空白になります。 

! ５行ずつを合計して、３で割って移動平均（縦方向の計算）を求める。
また、先頭行から４行目までは、空白にする。   ５，３，Ｂ♪ 
! ３列ずつを合計して、移動量（３）で割って移動平均（横方向の計算）
を求める。また、１列目と２列目は空白にする。    ３，Ｂ♪ 
! ４行ずつを合計して、移動量で割って移動平均を求める。   ４♪ 

 
INFORMATION 

# スペースは“０”として計算し、数値データ以外の文字デ

ータは無視します。 

# 計算結果（整数部）が書き込み先の桁数を超えた場合、そ

のセルを“＊”でうめます。 

# 複数ページの処理中、エスケープキーを押すと一時停止し
ます。停止中に ￡ キーを押すと再開します。もう一度

エスケープキーを押すと中止します。 

# ワークエリアは３列まであります。ワークエリアに書き込

んだ内容を知りたいときは、ＤＷ命令で確認してください。

一度ワークエリアに入れた内容をとり出すときは、Ｃ・Ｉ

ＬＷ・ＩＣＷ命令などを使います。 
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まずＤＲ命令で、小数点以下の設定を“０桁”に、計算結果を“切り捨て”に設定します。 
ＤＲ￠０￠１￠ 
 
Ｒ：47￠ 
①ＭＡＶ￠ 
②￠………………画面の表を計算する。 
③Ｃ２，３￠……２列目の移動平均を求めて３列目に書き込む。 
④12，Ｂ￠………12行ずつを合計して 12で割って移動平均を求め、先頭行から 12行目までは空白にする。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 47ページ「月別売上集計表」のデータから、移動平均を求めます。 
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MCMCMCMC    Move Column（ムーブ カラム）    
列を移動する 

! 表の中で列を移動します。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＭＬ…行を移動します。 

 

仕事は＝ ①ＭＣ♪ 

 
何列目を移動しますか： 
 

②移動する列の番号を指定します。 
! ２列目を移動する。                    ２♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

 
何列目の前に移動しますか： 
 

③移動先の列の番号を指定します。 
! ５列目の前に移動する。                  ５♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、＠指定が可能です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：６￠ 
①ＭＣ￠ 
②６￠………６列目（単価）を移動する。 
③５￠………５列目（数量）の前に移動する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 ６ページ「売上帳」の“単価”の列を、“数量”の列の前に移動します。 
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MCMCMCMCOPYOPYOPYOPY    Matrix Copy（マトリックス コピー）    
マイツールデータをタブ区切り形式でにコピーする 

! マイツールデータを Windowsのクリップボードへタブ区切り形式のテキストでコピーします。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＣＣＯＰＹ…クリップボードへデータを転送します。 
 

仕事は＝ ①ＭＣＯＰＹ♪ 

 
入力ページは［画面‥￡］： 
 

②コピーするページを指定します。 
! ５ページを指定する。                   ５♪ 
! 画面のデータをコピーする。                 ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
１‥全部 
２‥項目行と計算行 
 

出力範囲は 
（１‥全部，２‥項目行と計算行）： 

③コピーする範囲を指定します。 
! 指定したすべてのデータを指定する。            １♪ 
! 項目行と計算行のみを指定する。        ２♪（または♪） 
 
 
 
 

 
 
 
 

INFORMATION 

# 数値として認識されるデータは右寄せで、それ以外のデー

タは左寄せで出力されます。 

# 数値として認識されるデータ内のカンマ（，）は削除して

出力されます。それ以外のデータ内のカンマ（，）はその

まま出力されます。 

# 入力ページの指定で複数ページを指定した場合、出力範囲

で「２‥項目行と計算行」を選択すると、先頭ページは項

目行と計算行を、２ページ目以降は計算行のみをコピーし

ます。 

# 項目行とは、表の項目が入力された行で、行番号の右側に

白いラインが表示されている行です（ケイ線は含みませ

ん）。 

# 計算行とは「計算開始行」から「計算終了行」までの行を

いい、行番号の右側に青いラインが表示されている行です。 
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MLMLMLML    Move Line（ムーブ ライン）    
行を移動する 

! 表の中で行を移動します。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＭＣ…列を移動します。 

 

仕事は＝ ①ＭＬ♪ 

 
何行目を移動しますか： ②移動する行を指定します。 

★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、￥指定が可能です。 
 

何行目の前に移動しますか： ③行の移動先を指定します。 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、￥指定が可能です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：10￠ 
①ＭＬ￠ 
②Ｔ￠………………最終行を移動する。 
③Ｈ￠………………先頭データ行の前に移動する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

例題例題例題例題 10ページ「支店別売上表 94年」の合計行を、データの先頭に移動します。 
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MOVIE Movie（ムービー） 

動画データを再生する 
! ＡＶＩ形式の動画データを再生します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 音声付きの動画データの音声を再生する場合、お使いのパソコ

ンにサウンドボードとスピーカーが取り付けられている必要が

あります。 

 
 
 

 

仕事は＝ ①ＭＯＶＩＥ♪ 

 

ＡＶＩファイル名は： ②再生するＡＶＩファイルのファイル名を指定します。 
ピリオド（．）以下の拡張子は省略可能です。ファイルがマイツールを
インストールしたディレクトリ、およびその下の“MYBMP”以外にある
場合は、ディレクトリ名を含めて入力します。 
! “GOLF.AVI”というファイルを読み込む。      ＧＯＬＦ♪ 

! “ETC”というディレクトリにある、“ANIMAL.AVI”というファイル
を再生する。        ￥ＥＴＣ￥ＡＮＩＭＡＬ♪ 

★ディレクトリ名から指定する場合、ディレクトリ名とファイル名の前
に“￥”を付けてください。 

★マイツールをインストールしたドライブ以外のドライブから読み込
む場合は（ＣＤ－ＲＯＭドライブなど）、ファイル名の前にドライブ

名とコロン（:）を付けて、ダブルコーテション（”）で囲んでくだ

さい。 

《例》ＥドライブのＣＤ－ＲＯＭから“TENNIS.AVI”というファイルを 

   読み込む。    ”Ｅ：￥ＴＥＮＮＩＳ”♪ 
★ＡＶＩファイルのファイル名が、表に入力されていれば、マウスを使
って簡単に再生することができます。ファイル名の入力されているセ

ルを左クリックして、ファイル名が入力バーに取り込まれたら♪キ
ーを押します。 

１‥再生 
２‥逆再生 
 

再生方向は（１～２）： 

③再生する方向を指定します。 
! 通常の方向で再生する。                  １♪ 
! 逆方向で再生する。                    ２♪ 
 

 
 

【再生途中でエスケープ]キーを押した場合】 

  只今 一時停止中 
 再開 ‥実行（￡） 
 中止 ‥エスケープ 

左のようなメッセージボックスが表示されます。 
! 再生を再開する。                      ♪ 
! 再生を中止する。                  エスケープ] 
 

 
 

INFORMATION 

# ＭＯＶＩＥ命令を実行すると、専用のウィンドウが開いてＡ

ＶＩファイルが再生されます。ウィンドウ上でマウスの右ボ

タンをクリックすると、コントロールメニューが開きます。

このコントロールメニューから、ウィンドウの表示の大きさ

や音量、スピードなどを設定することができます。 

# ＡＶＩファイルのファイル名には“〇〇〇．ＡＶＩ”という

ように拡張子に“ＡＶＩ”がつきます。 

# マイツールに動画データを作成する機能はありません。 

ＡＶＩファイルの再生のみすることができます。 
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MMMMPASTPASTPASTPAST    Matrix Paste（マトリックス ペースト）    
クリップボードからタブ区切り形式のデータを取り込む 

! Windowsのクリップボードから、タブ区切り形式のテキストデータをマイツールの表形式データとして
取り込みます。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＣＰＡＳＴ…クリップボードの内容をマイツールに取り込みます。 
 

仕事は＝ ①ＭＰＡＳＴ♪ 

 
書き込み先頭ページは［画面‥￡］： 
 

②書き込み先のページを指定します。 
! ５ページを指定する。                   ５♪ 
! 画面に書き込む。                      ♪ 
★単独、連続、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
１‥タイトル行 
２‥項目行 
３‥計算行 
 

１行目は（１‥タイトル行，２‥項目
行，３‥計算行）： 

 

③コピーするデータの１行目を何にするかを指定します。 
! タイトル行にする。                    １♪ 
! 項目行にする。                ２♪（または♪） 
! 計算行にする。                      ３♪ 
 
 
 
 

１‥ピッタリ 
２‥ピッタリ＋１桁 
 

列幅調整は 
（１‥ピッタリ，２‥ピッタリ＋１）： 

 

④取り込んだ列の桁数を指定します。 
! 各列の最大桁数を列の桁数にする。             １♪ 
! 各列の最大桁数に１桁足した桁数を列の桁数にする。 

２♪（または♪） 
 

 
 
 
 

INFORMATION 

# ③で「１‥タイトル行」を指定した場合、次のように処理

されます。 

• データの１行１列目のデータをタイトルに付けます。デ
ータが半角 30 文字を超える場合は超えた分が削除され

ます。 

• データの１行目のデータは、マイツールのページの２行
目にもコピーされます。また、複数ページに書き込んだ

場合、２ページ目以降にもコピーされます。 

• データの２行目は項目行、３行目以降は計算行になりま
す。 

# ③で「２‥項目行」または「３‥計算行」を指定した場合、

タイトルは「※」と付けられます。 

# ④で「１‥ピッタリ」を指定した場合、ページの横サイズ

（１行の長さ）は各列の最大桁数の合計桁数になります。

また、④で「２‥ピッタリ＋１」を指定した場合、ページ

の横サイズ（１行の長さ）は各列の最大桁数＋１の合計桁

数になります。ただし、最小は 34桁、最大は 900桁で、

偶数の桁数で設定されます。ただし、どちらの場合も最小

は 34桁、最大は 900桁で、偶数の桁数で設定されます。 

# 項目行とは、表の項目が入力された行で、行番号の右側に

白いラインが表示されている行です（ケイ線は含みませ

ん）。 

# 計算行とは「計算開始行」から「計算終了行」までの行を

いい、行番号の右側に青いラインが表示されている行です。 
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MTMTMTMT    Move Title（ムーブ タイトル）    
ページを移動する 

! ファイルの中でページを移動させることができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 異なるファイル間でページを移動することはできません。 
• 移動元や移動先のページ番号は変わりますので、注意してくだ

さい。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＳＴ…条件を指定してページを並べかえます。 
  

 

仕事は＝ ①ＭＴ♪ 

 
移動するページは： ②現在のファイルのタイトル一覧が表示されます。 

 移動するページを指定します。 
! 表題に“売上”という文字を含むページを移動する。 

＝＊売上＊♪ 
! 支払いファイルの 10から 12ページと 15ページを移動する。 

支払い／１０－１２，１５♪ 
! ドライブＡにセットしたデータフロッピーの51から 60ページを移動
する。                   Ａ５１－６０♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

★ここでファイル名やフロッピーディスクのドライブ名のみを入力す
ると、そのファイルやデータフロッピーのタイトル一覧が表示されま

す。ページを指定すれば、表示されているタイトル一覧のファイルや

データフロッピー内でページを移動できます。 

 
何ページの前に移動しますか： ③ページの移動先を指定します。 

! １ページの前に移動する。                 １♪ 
! 50 ページの前に移動する。               ５０♪ 
! 一番最初のページの次に移動する。    最終ページ番号＋１♪ 
★単独指定が可能です。 

★②で指定したページのファイルと異なるファイルへは、移動先の指定
を行えません。 

 
 

INFORMATION 

# 移動元や移動先のページ番号が変わるのでご注意ください。 

# 異なるファイルへページの内容を移動したい場合は、ＣＯＰ

Ｙ命令でページの内容をコピーしてください。 

# 全体のページ数は変わりません。 
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①ＭＴ￠ 
②14￠………14ページを移動する。 
③２￠………２ページの前に移動する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 14ページ「住所録」を２ページに移動します。 
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MTEMTEMTEMTE    Matching Expand（マッチング エキスパンド）    
複数の表と複数の表を照合して、必要な列で新しい表を作る 

! ２つの異なる形式の表を展開して、必要な列から新しい表を作ります。 

! 新しい表の列は、元になる表の列を自由にならべかえて作ることができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 照合するページは、あらかじめキー列をＳ命令で文字正順で並

べかえておきます。 
• 先頭ページが混在モードの場合は、処理中に漢字モードのペー

ジがあっても、結果はすべて混在モードになります。先頭ペー

ジが漢字モードの場合は、混在モードのページがあると処理を

中止します。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＭＡＴ……表と表を照合して、必要な列で新しい表を作ります。 
• ＵＰＤ……条件に合うデータを照合して書きかえます。 
• ＵＰＤＳ…複数ページの条件に合うデータを照合して書きか 
      えます。 
  

 

仕事は＝ ①ＭＴＥ♪ 

 
処理するページは[画面‥￡]： ②処理するページを指定します。 

! おもて画面を指定する。                   ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
照合するページは[裏画面‥￡]： ③照合するページを指定します。 

! 裏画面を指定する。                     ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
処理するページの１番目のキー列は 
（１～○）： 

④処理するページの中で、展開のキー列となる列を指定します。キー列は、
最大５つまで指定できます。 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、条件式、＠指定が可能です。 

★♪キーを押すと、１列目を指定したことになり、次に進みます。 

★キー列を複数列指定するときは、カンマ“，”やハイフン“－”で区
切って指定します。 

 
照合するページの１番目のキー列は 
（１～○）： 

⑤照合するページの中で、展開のキー列となる列を指定します。④のキー
列の指定で複数列指定した場合は、指定した列の数だけメッセージが表
示されるので、順番に指定します。 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、条件式、＠指定が可能です。 

★♪キーを押すと、１列目を指定したことになります。 

 
新しい表で必要な１番目の列は： ⑥新しい表を作るのに必要な列を指定します。 

! 処理するページの１列目を指定する。            １♪ 
! 照合するページの１列目と２列目を指定する。    ＊１，２♪ 
! 処理するページの２列目から５列目までを指定する。  ２－５♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、条件式、＠指定が可能です。 

★照合するページの列を指定する場合は、列番号の前に“＊”または
“Ｘ”（エックス）を付けてください。 

 
結果の書き込み先頭ページは 
[印刷‥Ｐ，画面‥￡]： 

⑦作成した表をどうするか、指定します。 
! 10 ページから書き込む。                １０♪ 
! 印刷する。                        Ｐ♪ 
! 画面に表示する。                      ♪ 
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INFORMATION 

# 複数ページを処理中にエスケープキーを押すと一時停止し
ます。停止中に♪キーを押すと再開します。もう一度

エスケープキーを押すと処理を中止します。 

# 照合するページは、最大 600ページまで指定できます。 

 

 
 

新しい表で必要な列の指定方法 

下の図のような、画面の処理するページと裏画面の照合するページを使って、新しい表を作成する例を説明
します。 
①ＭＴＥ命令を実行………………………………………………………ＭＴＥ♪ 
②処理するページは、おもて画面………………………………………♪ 
③照合するページは、裏画面……………………………………………♪ 
④処理するページのキー列に２列目の“品名”を指定………………２♪ 
⑤照合するページのキー列に１列目の“品名”を指定………………１♪ 
⑥新しい表で必要な１列目は、処理するページの２列目（品名）…１♪ 
⑦２列目は、照合するページの２列目（部品名）……………………＊２♪ 
⑧３列目は、照合するページの３列目（部品名）……………………＊３♪ 
⑨４列目は、処理するページの３列目（個数）………………………３♪ 
⑩５列目は、照合するページの４列目（単価）………………………＊４♪ 
⑪列の指定を終わる………………………………………………………♪ 
⑫結果を画面に表示………………………………………………………♪ 
★ハイフン（－）やカンマ（，）でつないで、複数列を一度に指定することもできます。 

  《例》  １－３，＊１－３♪ 

★オートプログラム中で列指定を行う場合は、ページの列（＊１など）の前後にダブルコーテーション（”）

をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  <処理するページ> 

日付 品名 個数

1201 

1201 

1202 

1203 

1203 

1203 

パソコンＡ 

ワープロ 

パソコンＡ 

ワープロ 

パソコンＢ 

パソコンＣ 

10

24

8

30

5

12

 

 <照合するページ> 

品名 部品名 部品数 単価 

パソコンＡ 

パソコンＡ 

パソコンＡ 

パソコンＢ 

パソコンＢ 

パソコンＢ 

ワープロ 

ワープロ 

キーボード

ディスプレイ

本体

キーボード

ディスプレイ

本体

キーボード

本体

1

1

1

1

1

1

1

1

100,000 

200,000 

500,000 

120,000 

210,000 

550,000 

50,000 

120,000 

<新しく作られた表> 

品名 部品名 部品数 個数 単価 

パソコンＡ 

パソコンＡ 

パソコンＡ 

ワープロ 

ワープロ 

パソコンＡ 

パソコンＡ 

パソコンＡ 

ワープロ 

ワープロ 

パソコンＢ 

パソコンＢ 

パソコンＢ 

パソコンＣ 

キーボード

ディスプレイ

本体

キーボード

本体

キーボード

ディスプレイ

本体

キーボード

本体

キーボード

ディスプレイ

本体

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

10

10

10

24

24

8

8

8

30

30

5

5

5

12

100,000 

200,000 

500,000 

50,000 

120,000 

100,000 

200,000 

500,000 

50,000 

120,000 

120,000 

210,000 

550,000 

 
対応する項目がない場合は

空白になります。 
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Ｒ：48￠ 
ＲＢ：49￠ 
①ＭＴＥ￠ 
②￠………………画面の表を書きかえる。 
③￠………………裏画面の表と照合する。 
④１￠……………画面のキー列には１列目（品名）を指定する。 
⑤１￠……………照合するページのキー列には、１列目（品名）を指定する。 
⑥１－２￠………新しい表に必要な１番目の列には、画面の１列目を指定する。 
⑦＊２－３￠……新しい表に必要な２番目の列には、ページの２列目を指定する。 
⑧￠………………必要な列の指定を終了する。 
⑨￠………………結果を画面に書き込む。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 48ページ「商品個数一覧」を、49ページ「内容構成物一覧」のデータを使って展開します。 
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MTLMTLMTLMTL    Matrix to Line（マトリックス トゥ ライン）    
マトリックス表を１行１データの表にする 

! マトリックス表を１行１データの表に変更します。 

 
! 複数ページにわたって変更を行う場合の結果の書き込み先には、入力ページと同じページを指定
しないでください。 

実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 複数ページの場合、行や列の桁数を合わせておきましょう。 • 先頭ページが混在モードの場合、結果はすべて混在モードにな

ります。先頭ページが漢字モードの場合には、混在モードのペ

ージがあると処理を中止します。 

 

仕事は＝ ①ＭＴＬ♪ 

 
変更するページは[画面‥￡]： ②１行１データに変更したいマトリックス表のあるページを指定します。 

! 画面のデータを変更する。                  ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 
 

新しい１行の長さは 
（○○～900），[変更なし‥￡]： 

③新しい表のページサイズを変更する場合は、そのページの１行の桁数を
指定します。 
! １行を半角文字で 300 桁に変更する。         ３００♪ 
! 現在のページサイズと同じにする。              ♪ 
! 処理後の使用桁数に合わせる。               Ｐ♪ 
! 現在より２桁増やす。                  ＋２♪ 
! 現在より４桁減らす。                  －４♪ 
 

結果の書き込み先頭ページは 
[印刷‥Ｐ，画面‥￡]： 

④変更した結果をどうするか指定します。 
! 10 ページから書き込む。                １０♪ 
! 印刷する。                        Ｐ♪ 
! 画面に表示する。                      ♪ 
★１ページに入りきらないデータは、指定したページを先頭にして順に
書き込まれます。 

 
 

INFORMATION 

# 複数ページの処理中、エスケープキーを押すと一時停止しま
す。停止中に♪キーを押すと再開します。もう一度

エスケープキーを押すと中止します。 

# 複数ページの変更を行った結果に“画面”を選んだ場合、そ

の最終データだけが画面に表示されます。 

 

重要重要重要重要 
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Ｒ：23￠ 
①ＭＴＬ￠ 
②￠………………画面の表を変更する。 
③￠………………新しいページの横幅は、今のまま変更しない。 
④￠………………結果は画面に書き込む。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 23ページ「支店別売上表 94年」を１行１データの表に変更します。 
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NUMNUMNUMNUM    Number（ナンバー） 
行方向・列方向に連番を入力する 

! 表の行や列に、連続した番号をふることができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 複数ページを指定して表に連番をふる場合、連番を入れる行、

または列は同じ行・列になります。各ページの表のフォーマッ

トにはご注意ください。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＳＥＱ（関数）…連番付けを行います。 
 

 

仕事は＝ ①ＮＵＭ♪ 

 

連番を付けるページは［画面‥￡］： ②連番をふるページの、ページ番号を指定します。 
! １ページから５ページの表に連番をふる。       １－５♪ 
! 画面の表に連番をふる。                 ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

連番を付ける場所は： ③連番を付ける行（または列）を指定します。 
複数に渡る行（または列）を指定することもできます。 
! １列目に連番をふる。          Ｃ１♪（または１♪） 
! ４行目に連番をふる。                 Ｌ４♪ 
! １列目から４列目までに連番をふる。 

Ｃ１－４（または１－４） 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★列を指定する場合、“Ｃ”は省略可能です 

★②でページ番号を指定している場合、ただちに結果を書き込みます。 
 

 
INFORMATION 

# 連番付けを行う行（または列）の途中にケイ線がある場合、

ケイ線は無視して連番付けを続けます。 

# 複数ページに対して連番付けを行った場合は、下の図のよう

になります。 

 
                                 複数ページの同じ列に連番付けします。 
 
 
 
 

                                                      １ページ目 

 
                                                    ２ページ目 

 
                                                 ３ページ目 

 

Ａ 

７ 

８ 

９ 

Ａ 

４ 

５ 

６ 

Ａ   Ｂ    Ｃ 

１ 

２ 

３ 
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Ｒ：７￠ 
まず連番付けを行う列を挿入します。 
①ＩＣ￠ 
②Ｈ￠…………先頭列の前に挿入する。 
③５￠…………５桁の列を挿入する。 
④エスケープ……項目名は付けずに、ＩＣ命令を終了する。 
 
ＮＵＭ命令で連番付けを行います。 
①ＮＵＭ￠ 
②￠……………画面の表に連番を付ける。 
③Ｃ１￠………１列目に連番を付ける。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 ７ページ「成績集計表」に連番の列を追加して、連番を付けます。 

N 
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OCROCROCROCR    Optical Character Reader（オプティカル キャラクター リーダー） 
文字イメージを表のデータにする 

! ＢＭＰ形式の文字イメージのデータを、表データに変換します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• あらかじめ、ＢＭＰ形式の文字イメージデータを取り込まれた

表を画面に読み出しておいてください。 
• 読み取る元となる文字イメージのデータがカラーのような場合、

読み取り精度が低下する場合があります。あらかじめＢＭＳ命

令で２値化しておけば読み取り精度が向上します。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＯＣＲＳ…文字イメージを文章データにします。 
 

 

仕事は＝ ①ＯＣＲ♪ 

 

判読する列は： ②文字イメージデータが取り込まれている列を指定します。 
! ２列目の文字イメージデータを指定する。          ２♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、＠指定が可能です。

結果の書き込み場所は： ③変換した結果のデータを入力する列を指定します。 
! 文字データにして４列目に書き込む。            ４♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、＠指定が可能です。

薄い‥ 85 
普通‥128 
暗い‥170 
 

識別基準の濃さは（0～255）： 

④識別基準の濃さを数値で入力します。 
読み取る元の文字イメージデータが薄い場合は低い数値を、暗い場合は
高めの数値を指定します。 
♪キーのみを押すと 128 を指定したことになります。 
 
 

 

全ての文字‥1 
ひらがな  ‥2 
カタカナ  ‥3 
漢字      ‥4 
数字      ‥5 
記号      ‥6 
英字      ‥7 
数字記号  ‥8 
英字記号  ‥9 
 

識別文字は（すべて‥￡）： 

⑤文字の種類を番号で選択します。 
文字の種類が混在している場合は“全ての文字‥１”を選択しますが、
たとえば、文字イメージがひらがなだけの場合、“ひらがな‥２”を選
択すれば、ひらがなの認識率が向上します。 
 また、混合して指定することが可能です。 
! すべてカタカナとして認識する。              ３♪ 
! ひらがなと漢字として認識する。           ２，４♪ 
 
 
 
 
 

 
 

INFORMATION

# 文字データをイメージとして表に取り込むには、ＳＦ命令を

使います。ＳＦ命令とは、ＳＦＥ命令で作ったデザインペー

ジに合わせて、スキャナーからデータを表へ取り込みます。 

# 読み取りがうまくいかない場合は、④の識別基準の濃さを調

節してみてください。 

 

# ＢＭＳ命令は、ＯＣＲ命令で文字イメージをデータに変換す

す際の下準備などに使います。ＳＦ命令で取り込んだ文字イ

メージの背景に薄い色が付いてしまっていると、ＯＣＲ命令

での読み取り精度が低下します。このような時はＢＭＳ命令

で、背景を除去して（基準にする階調の指定で、大きい数値

を指定する）文字だけを残すことができます。 
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ＯＣＲ命令の実行例 

ＯＣＲ命令で文字イメージデータを文字データに変換するには、下のようにＢＭＰ形式の文字イメージデータが
取り込まれている表を作成しておきます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＯＣＲ命令を実行します。 

①ＯＣＲ￠ 
②１￠……判読する列は１列目を指定する。 
③２￠……結果の書き込み場所は２列目を指定する。 
④￠………識別基準の濃さは“128”にする。 
⑤￠………特に文字種を指定しない。 

 
 
 
 
 

このように２行になっている文字イメージでも、判読す

ることができます。ただし、判読した結果を入れる列の

桁数が足りないと、上のように右側から切れてしまいま

すので、注意してください。 

文字イメージを判読し、文字データとして

変換します。 

O 
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OCRSOCRSOCRSOCRS    Optical Character Reader String（オプティカル キャラクター リーダー ストリング） 
文字イメージを文章データにする 

! ＢＭＰ形式の文字イメージのデータを、文字（文章）データに変換します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 画面上に表示されている内容は書きかえられますので、必要な

データならあらかじめ書き込んでおいてください。 
• 読み取る元となる文字イメージのデータがカラーのような場合、

読み取り精度が低下する場合があります。あらかじめＢＭＳ命

令で２値化しておけば読み取り精度が向上します。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＯＣＲ…文字イメージを表のデータにします。 
 
 
 

 

仕事は＝ ①ＯＣＲＳ♪ 

判読するＢＭＰファイル名は： 
 

②文字データに変換する文字イメージデータのＢＭＰファイル名を指定
します。 
ピリオド（．）以下の拡張子は省略可能です。 
ＢＭＰファイルがマイツールをインストールしたディレクトリ、または
その下の“MYBMP”以外のディレクトリにある場合は、ディレクトリ名
を含めて入力します。 
! “TEXT.BMP”というファイルを読み込む。      ＴＥＸＴ♪ 

! “ETC”というディレクトリにある、“TEXT.BMP”というファイルを
読み込む。              ￥ＥＴＣ￥ＴＥＸＴ♪ 
★ディレクトリ名から指定する場合、ディレクトリ名とファイル名の前
に“￥”を付けてください。 

★マイツールをインストールしたドライブ以外のドライブから読み込
む場合は（フロッピードライブなど）、ファイル名の前にドライブ名

とコロン（:）を付けて、ダブルコーテションで囲んでください。 

《例》Ａドライブのフロッピーから“TEXT.BMP”というファイルを読み

込む。              ”Ａ：￥ＴＥＸＴ”♪ 
 
 

 

薄い‥ 85 
普通‥128 
暗い‥170 
 

識別基準の濃さは（0～255）： 

③識別基準の濃さを数値で入力します。 
読み取る元の文字イメージデータが薄い場合は低い数値を、暗い場合は
高めの数値を指定します。 
♪キーのみを押すと 128 を指定したことになります。 
 
 

 

全ての文字‥1 
ひらがな  ‥2 
カタカナ  ‥3 
漢字      ‥4 
数字      ‥5 
記号      ‥6 
英字      ‥7 
数字記号  ‥8 
英字記号  ‥9 
 

識別文字は（すべて‥）： 

⑤文字の種類を番号で選択します。 
文字の種類が混在している場合は“全ての文字‥１”を選択しますが、
たとえば、文字イメージがひらがなだけの場合、“ひらがな‥２”を選
択すれば、ひらがなの認識率が向上します。 
 また、混合して指定することが可能です。 
! すべてカタカナとして認識する。              ３♪ 
! ひらがなと漢字として認識する。           ２，４♪ 
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INFORMATION

# ＯＣＲＳ命令を実行すると、新しくページを作成します。こ

のとき表題には、指定したＢＭＰファイルのファイル名が付

けられます。 

# 読み取りがうまくいかない場合は、③の識別基準の濃さを調

節してみてください。 

# マイツールで、文字データをＢＭＰ形式のデータにする方法

として、ＳＦ命令があります。ＳＦ命令とは、ＳＦＥ命令で

作ったデザインページに合わせて、スキャナーからイメージ

データを表へ取り込みます。 

 
 
 
 
 

ＯＣＲＳ命令の実行例 

ＯＣＲＳ命令で文字イメージデータを文字データに変換するには、下のようなＢＭＰ形式の文字イメージデータ
が必要です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＯＣＲＳ命令を実行します。 
①ＯＣＲＳ￠ 
②SENDEN￠……ファイル名“SENDEN”を指定する。 
③￠……………識別基準の濃さは“128”にする。 
④￠……………特に文字種を指定しない。 

 
 

 

左のＢＭＰファイル SENDEN.BMPがマイツールをイン

ストールしたディレクトリにあると想定します。 

判読したＢＭＰファイルのファイ

ル名が表題になります 
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OFFOFFOFFOFFDATEDATEDATEDATE    Off Date（オフ デート）    
タイトル行に日付を表示しない 

! タイトル行（１行目）に日付を表示しないように設定します。 

 

仕事は＝ ①ＯＦＦＤＡＴＥ♪ 

 
 
 

INFORMATION 

# マイツールのインストール直後は日付が表示されるように

なっています。 

# 裏画面の日付も非表示になります。 

# 日付を非表示にしていても、Ｗ命令などでページを書き込む

と日付の情報は書き込まれます。 

# 非表示の状態でＯＮＤＡＴＥ命令を実行すると、日付を表示

できます。 

# 参照画面の日付は、ＯＦＦＤＡＴＥ命令で非表示になってい

るときにページを読み込めば非表示になり、その後、ＯＮＤ

ＡＴＥ命令、ＯＦＦＤＡＴＥ命令の実行にかかわらず非表示

の状態になります。 

 
 



277● 

ONONONONDATEDATEDATEDATE    On Date（オン デート）    
タイトル行に日付を表示する 

! タイトル行（１行目）に日付を表示するように設定します。 

 
仕事は＝ ①ＯＮＤＡＴＥ♪ 

 
 
 

INFORMATION 

# マイツールのインストール直後は日付が表示されるように

なっています。 

# 裏画面の日付も表示されます。 

# 日付が表示されている状態でＯＦＦＤＡＴＥ命令を実行す

ると、日付を非表示にできます。 

# 参照画面の日付は、ＯＮＤＡＴＥ命令で非表示になっている

ときにページを読み込めば表示され、その後、ＯＮＤＡＴＥ

命令、ＯＦＦＤＡＴＥ命令の実行にかかわらず表示の状態に

なります。 
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P Print（プリント） 
画面の内容を印刷する 

! 画面の１行目（タイトル行）から最終行までを印刷します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 印刷する前に、ＰＳＥＴ命令で現在の印刷設定を確認してくだ

さい。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＰＢ…………裏画面の内容を印刷します。 
• ＰＣ…………文字間をつめて印刷します。 
• ＰＤ…………複数ページを印刷します。 
• ＰＥ…………編集を加えて印刷します。 
• ＰＦ…………デザインページの書式に合わせて印刷します。 
• ＰＧ…………グラフを印刷します。 

 
仕事は＝ ①Ｐ♪ 

 
 

【印刷途中で【印刷途中で【印刷途中で【印刷途中で[エスケープ]キーキーキーキーを押した場合】を押した場合】を押した場合】を押した場合】 
左のようなメッセージボックスが表示されます。 
選択するボタンにマウスカーソルを合わせて、左クリックします。 
! ［再開］ボタンを左クリックすると、印刷を続行します。 
! ［中止］ボタンを左クリックすると、印刷を中止します。 
! ［やり直し］ボタンを左クリックすると、そのページの最初から印刷を
やり直します。 

 
 

INFORMATION 

# ＰＳＥＴ命令の１番（コンパクトモード）が“２‥コンパク

ト”に設定されていると、文字間隔をつめて印刷します（Ｐ

Ｃ命令で印刷した場合と同じになります）。 

# 漢字モードと混在モードとでは印刷されたときに大きさが

異なります。 

# ＰＳＥＴ命令の８番（印刷後の改頁）が“１‥しない”に設

定されていると、印刷が終了しても紙送りをしません。この

場合、紙送りはＰＦＦ命令で行ってください。 

# 印刷命令は、マイツールを起動させたとき、プリンタの電源

もＯＮの状態になっていないと、きちんと印刷できません。 

# Ｐ命令では、グラフ（帯・点・散布図・工程管理）は正常に

印刷できません。グラフの印刷は、ＰＧ命令で文字間隔をつ

めて印刷を行ってください。 

 

 
 
《印刷例》 
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PAGE Page（ページ）・Page Run（ページ ラン）・Page Cancel（ページ キャンセル）    
PRUN  
PCAN           ページ間処理を行う    
! 複数のページに対して、同じ処理を自動的に行います。 

! ＰＡＧＥでページ間処理の指定をしたあと、通常の命令を入力し、ＰＲＵＮで実行します。 

! ＰＣＡＮはページ間処理を取り消す場合に使います。 

 
! 書き込み先の指定は十分注意して行ってください。ページと同じページに書き込む場合、つまり
元のページを書きかえるときは、最大限の注意を払うようにしてください。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＲＵＮ…オートプログラムを実行します。 
 

仕事は＝ ①ＰＡＧＥ♪ 

 
同一処理するページは： 
 

②同一処理を行うページを指定します。 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
 

同じページ‥￡ 
他のページ‥先頭ページ 
書き込まない‥Ｎ 
 

結果の書き込み先は： 

③同一処理を行った結果をどうするか指定します。 
! １ページから書き込む。                  １♪ 
! 入力ページと同じページに書き込む。             ♪ 
! 書き込まない。                      Ｎ♪ 
★“Ｎ”を選んだ場合、処理を画面で見るだけです。 

★ページを指定した場合は、そのページを先頭に連続して書き込みます。 
  《例》 入力ページに、５、７、９を指定し、書き込み先頭ページで 

      １を指定すると、１から３ページに書き込みます。 

    
（ここからページモードに変わります）（ここからページモードに変わります）（ここからページモードに変わります）（ここからページモードに変わります）    

[ＰＡＧＥ]仕事は＝ 
 
 
 
 

④指定したすべてのページに対して実行する命令を入力します。通常の指
定とまったく同じです。命令は複数入れられます。 
★画面には、指定した先頭ページが表示されます。 

★ＰＡＧＥ♪と入力すると、②から操作をやり直すことができます。 

 
【ページ間処理を取り消す場合】【ページ間処理を取り消す場合】【ページ間処理を取り消す場合】【ページ間処理を取り消す場合】    

[ＰＡＧＥ]仕事は＝ ⑤ＰＣＡＮ♪ 

 
仕事は＝ 
 

⑥ページ間処理が取り消されます。 
 画面はページモードを解除して、“仕事は＝”の状態に戻ります。 

 
 
 

【ページ間処理を行う場合】【ページ間処理を行う場合】【ページ間処理を行う場合】【ページ間処理を行う場合】    

[ＰＡＧＥ]仕事は＝ ⑤ＰＲＵＮ♪ 

 
 

（ここからページ間処理を開始します）（ここからページ間処理を開始します）（ここからページ間処理を開始します）（ここからページ間処理を開始します）    

画面のページの処理を終え、入力ページの次から同じ処理を繰り返します。 

重要重要重要重要 

P 
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【実行途中で【実行途中で【実行途中で【実行途中で ｽﾄｯﾌﾟ（（（（ Ctrl ＋＋＋＋ Pause ）キーを押した場合】）キーを押した場合】）キーを押した場合】）キーを押した場合】    

エラー番号＝０ 
ＰＡＧＥコマンドを中断します 

 左のようなエラーメッセージを表示してページ間処理を中止します。 
 

 

 
 
 

仕事は＝  入力した命令をすべて終了した場合、または途中で中止した場合、通常
の“仕事は＝”の状態に戻ります。 

 
 
 
 

ＰＡＧＥ命令の流れ 

 
           ＰＣＡＮ（取消） 

 

 

“仕事は＝”   ＰＡＧＥ   入力ページ指定   マイツールの   ＰＲＵＮ   命令実行後 

 の状態           出力ページ指定   命令入力     （実行）    “仕事は＝” 

                                          の状態 

 

                   ＰＡＧＥ（やり直し） 

 
 
 

INFORMATION 

# ＰＡＧＥ命令は、複数ページに、同じ命令で同じ指定を繰

り返す場合に使います。 

# 複数ページに同じ修正、同じ計算などを行うときに便利な

命令です。 

# 実行するのは、画面が“[ＰＡＧＥ]仕事は＝”の状態に変

わってから入力された命令です。指定の順番に実行します。 

# ＰＡＧＥ命令中ではオートプログラムは使えません。また、

オートプログラム中もＰＡＧＥ命令は使えません。 

# ＰＲＵＮ命令を実行する前にエラーが発生した場合は、Ｐ

ＡＧＥ命令が中止され、“仕事は＝”の状態に戻りますの

で、もう一度、ＰＡＧＥ命令からやり直してください。Ｐ

ＲＵＮ命令の実行後にエラーが発生した場合は、エラーメ

ッセージを表示してページ間処理が中断されます。再びＰ

ＲＵＮ命令を実行すると、残りの処理を継続します。処理

を中止する場合はＰＣＡＮ命令を実行します。 

# 入力できる命令数は約 70 個です。ＰＡＧＥ命令中の内容

がロギングエリアの最大行数を超えるとＰＡＧＥ命令は

実行できません。 
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ＰＡＧＥ命令の実行例 

 
（１）50～52 ページまでの表の１列目の桁数を 10に変更します。 

仕事は＝              ＰＡＧＥ♪ 
同一処理するページは：       ５０－５２♪ 
結果の書き込み先は：        ♪ 
[ＰＡＧＥ]仕事は＝         ＣＦ♪ 
[ＰＡＧＥ]何列目の桁数を変えますか：１♪ 
[ＰＡＧＥ]新しい桁数は：      １０♪ 
[ＰＡＧＥ]仕事は＝         ＰＲＵＮ♪ 

 
 ５桁 

  $ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  10 桁 
 
 
 

（２）15～20 ページまでの金額を計算して１ページ目から書き込みます。 

仕事は＝          ＰＡＧＥ♪ 
同一処理するページは：   １５－２０♪ 
結果の書き込み先は：    １♪ 
[ＰＡＧＥ]仕事は＝     Ｃ♪ 
[ＰＡＧＥ]計算式は：    Ｃ２＊Ｃ３＝Ｃ４♪ 
[ＰＡＧＥ]計算式は：    [エスケープ] 
[ＰＡＧＥ]仕事は＝     ＰＲＵＮ♪ 

 

 

 

（“個数＊単価＝金額”を、複数ページにわたって行う） 

50 
  51 
    52  

 
 

 

 

１列目 

50 
  51 
    52 

 
 

 

 

  １列目 

 
 

 
 

 
品名 個数 単価 金額 

 

 

１列目 ２列目 ３列目 4列目 

15 
  16 
    17 
     18 
       19 

      20 
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PB Print of Backarea（プリント オブ バックエリア） 
裏画面を印刷する 

! 裏画面の１行目（タイトル行）から最終行までを印刷します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 印刷する前に、ＰＳＥＴ命令で現在の印刷設定を確認してく

ださい。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• Ｐ……おもて画面の内容を印刷します。 
• ＰＣ…文字間をつめて印刷します。 
• ＰＤ…複数ページを印刷します。 
• ＰＥ…編集を加えて印刷します。 
• ＰＦ…デザインページの書式に合わせて印刷します。 
• ＰＧ…グラフを印刷します。 

 

仕事は＝ ①ＰＢ♪ 

 
 

【印刷途中で【印刷途中で【印刷途中で【印刷途中でエスケープ]キーを押した場合】キーを押した場合】キーを押した場合】キーを押した場合】    
   
 
 
 
 
 
 
 
 

左のようなメッセージボックスが表示されます。 
選択するボタンにマウスカーソルを合わせて、左クリックします。 
! ［再開］ボタンを左クリックすると、印刷を続行します。 
! ［中止］ボタンを左クリックすると、印刷を中止します。 
! ［やり直し］ボタンを左クリックすると、そのページの最初から印刷を
やり直します。 
 
 
 

 
 

INFORMATION 

# ＰＳＥＴ命令の１番（コンパクトモード）が“２‥コンパ

クト”に設定されていると、文字間隔をつめて印刷します

（ＰＣ命令で印刷した場合と同じになります）。 

# 漢字モードと混在モードとでは印刷されたときに大きさ

が異なります。 

# Ｐ命令では、グラフ（帯・点・散布図・工程管理）は正常

に印刷できません。グラフの印刷は、ＰＧ命令で文字間隔

をつめて印刷を行ってください。 

# 印刷命令は、マイツールを起動させたとき、プリンタの電源

もＯＮの状態になっていないと、きちんと印刷できません。 

# ＰＳＥＴ命令の８番（印刷後の改頁）が“１‥しない”に

設定されていると、印刷が終了しても紙送りをしません。

この場合、紙送りはＰＦＦ命令で行ってください。ただし、

ＧＤＩプリンタをお使いの場合は設定できません。必ず１

ページごとに改ページを行います。 
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PCPCPCPC Print Compact（プリント コンパクト） 
文字間をつめて印刷する 

! 画面の１行目（タイトル行）から最終行までを、文字間隔をつめて印刷します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 印刷する前に、ＰＳＥＴ命令で現在の印刷設定を確認してく

ださい。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• Ｐ……………画面の内容を印刷します。 
• ＰＢ…………裏画面の内容を印刷します。 
• ＰＤ…………複数ページを印刷します。 
• ＰＥ…………編集を加えて印刷します。 
• ＰＦ…………デザインページの書式に合わせて印刷します。 
• ＰＧ…………グラフを印刷します。 

 
仕事は＝ ①ＰＣ♪ 

 
 

【印刷途中で【印刷途中で【印刷途中で【印刷途中で[エスケープ]キーを押した場合】キーを押した場合】キーを押した場合】キーを押した場合】 
左のようなメッセージボックスが表示されます。 
選択するボタンにマウスカーソルを合わせて、左クリックします。 
! ［再開］ボタンを左クリックすると、印刷を続行します。 
! ［中止］ボタンを左クリックすると、印刷を中止します。 
! ［やり直し］ボタンを左クリックすると、そのページの最初から印刷を
やり直します。 

 
 

INFORMATION 

# ＰＣ命令で印刷すると、ＰＳＥＴ命令の１番（コンパクト

モード）が“１‥標準”、“２‥コンパクト”のどちらに

設定されていても、印刷結果は同じです。 

# 印刷命令は、マイツールを起動させたときに、プリンタの

電源もＯＮの状態になっていないと、きちんと印刷できま

せん。 

# ＰＳＥＴ命令の８番（印刷後の改頁）が“１‥しない”に

設定してあると、印刷が終了しても紙送りをしません。こ

の場合、紙送りはＰＦＦ命令で行ってください。 

 
 
《Ｐ命令とＰＣ命令での印刷の違い》 
 
  Ｐ命令                       ＰＣ命令 
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PD Print Disk（プリント ディスク） 
複数ページを印刷する 

! 複数のページを連続して印刷します。 

! 印刷枚数を指定することもできます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 印刷する前に、ＰＳＥＴ命令で現在の印刷設定を確認してく

ださい。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• Ｐ……………画面の内容を印刷します。 
• ＰＣ…………文字間をつめて印刷します。 
• ＰＥ…………編集を加えて印刷します。 
• ＰＦ…………デザインページの書式に合わせて印刷します。 
• ＰＧ…………グラフを印刷します。 

 
仕事は＝ ①ＰＤ♪ 

 
印刷するページは[画面‥￡]： 
 

②印刷するページを指定します。 
! 画面のページを何回も印刷する。               ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
【画面を選んだ場合】【画面を選んだ場合】【画面を選んだ場合】【画面を選んだ場合】    

何枚印刷しますか 
（１～100，[１枚‥￡]）： 

 

③何枚印刷するか、指定します。 
! １枚だけ印刷する。             １♪（または♪） 
! 10 枚印刷する。                    １０♪ 
 

 
【印刷途中で【印刷途中で【印刷途中で【印刷途中でエスケープ]キーを押した場合】キーを押した場合】キーを押した場合】キーを押した場合】    
 
 
 
 
 
 

左のようなメッセージボックスが表示されます。 
選択するボタンにマウスカーソルを合わせて、左クリックします。 
! ［再開］ボタンを左クリックすると、印刷を続行します。 
! ［中止］ボタンを左クリックすると、印刷を中止します。 
! ［やり直し］ボタンを左クリックすると、そのページの最初から印刷を
やり直します。 

 
 
 
 

INFORMATION 

# ＰＳＥＴ命令の１番（コンパクトモード）が“２‥コンパ

クト”に設定されていると、文字間隔をつめて印刷します

（ＰＣ命令で印刷した場合と同じになります）。 

# 印刷命令は、マイツールを起動させたとき、プリンタの電源

もＯＮの状態になっていないと、きちんと印刷できません。 

# 複数ページを印刷する場合、指定されたページの順に印刷

します。５０，３，１０－２０と指定すると、その順に連

続して１枚ずつ印刷します。 
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PE Print Edit（プリント エディット） 
印刷範囲などを指定して印刷する 

! 行や列を指定して、必要な部分だけ印刷します。 

! 行番号をつけて印刷することができます。 

! 行と行の間にスペース行を入れて印刷することができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 印刷する前に、ＰＳＥＴ命令で現在の印刷設定を確認してくだ

さい。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• Ｐ……………画面の内容を印刷します。 
• ＰＣ…………文字間をつめて印刷します。 
• ＰＤ…………複数ページを印刷します。 
• ＰＦ…………デザインページの書式に合わせて印刷します。 
• ＰＧ…………グラフを印刷します。 

 
仕事は＝ ①ＰＥ♪ 

 
印刷するページは[画面‥￡]： ②印刷するページを指定します。 

! 画面のページを印刷する。                  ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
（画面を選んだ場合のみ、このメッセージが表示されます）（画面を選んだ場合のみ、このメッセージが表示されます）（画面を選んだ場合のみ、このメッセージが表示されます）（画面を選んだ場合のみ、このメッセージが表示されます）    

何行目を印刷しますか： 印刷する行の範囲を指定します。 
! １行目から最終行まですべてを印刷する。           ♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、￥指定が可能です。 

 
何列目を印刷しますか： ③列の範囲を指定します。 

! すべての列を印刷する。                   ♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

 
行番号を付けますか[Ｙ／Ｎ]： ④画面上にある行番号も印刷するか、イエス（Ｙ）ノー（Ｎ）で指定しま

す。 
! 行番号も印刷する。                    Ｙ♪ 
! 行番号は印刷しない。             Ｎ♪（または♪） 

 
縦線をつなぎますか[Ｙ／Ｎ]： ⑤縦線を実線で印刷するか、イエス（Ｙ）ノー（Ｎ）で指定します。 

! 実線で印刷する。                     Ｙ♪ 
! 破線で印刷する。               Ｎ♪（または♪） 

 
行間をいくつ空けますか 
（０～９，[行間なし‥￡]）： 

⑥行と行の間にいくつスペース行を入れるか、指定します。 
! 行ごとに１行のスペースを入れる。             １♪ 
! 行間を空けない。                      ♪ 
★ＰＥ命令では、印刷終了後、紙送りを行いません。紙送りはＰＦＦ命
令で行ってください。 
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【印刷途中で【印刷途中で【印刷途中で【印刷途中でエスケープ]キーを押した場合】キーを押した場合】キーを押した場合】キーを押した場合】    
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左のようなメッセージボックスが表示されます。 
選択するボタンにマウスカーソルを合わせて、左クリックします。 
! ［再開］ボタンを左クリックすると、印刷を続行します。 
! ［中止］ボタンを左クリックすると、印刷を中止します。 
! ［やり直し］ボタンを左クリックすると、そのページの最初から印刷を
やり直します。 
 
 
 
 
 

INFORMATION 

# 複数ページにわたって、印刷できます。複数ページの印刷が

終わると、画面には最後のページが表示されます。 

# 列を指定する場合は、印刷したい列の順にハイフン（－）や

カンマ（，）を使って指定してください（４－５，１，２と

指定すると、その順番に印刷します）。 

# 画面以外のページを印刷する場合、行の指定はできません。

無条件にすべての行を印刷します。 

# “縦線をつなぎますか[Ｙ／Ｎ]”のメッセージで“Ｙ”を選

ぶと実線で印刷できます。 

# ＰＳＥＴ命令の 18番（行番号印字）が“２‥する”に設定

されていても、“行番号を付けますか[Ｙ／Ｎ]”のメッセー

ジで“Ｎ”を選ぶと行番号は印字されません。 

 

# 行間を開ける場合、データ内に空白の行があると、その空白

も１行としてスペース行を入れます。スペース行は、最大９

行まで指定できます。 

# 印刷する内容が、用紙の幅を超えた場合、オーバーした列は

次の用紙に印刷します。 

# フォーマット行があるページでは、列として指定されていな

い部分（最終列よりも右側にある文字やケイ線）で、フォー

マット行以降は印刷されません。 

# ページ指定を行うとき、先頭ページがフォーマット行のない

ページの場合は、すべての行・列を印刷します。 

# １ページだけを印刷する場合は、ＰＳＥＴ命令の８番“印刷

後の改頁”が“２‥する”に設定されていても、改ページは

行われません。ＰＦＦ命令で改ページしてください。
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PERPERPERPER    Percentage（パーセンテージ）    
百分率を求める 

! 縦方向、または横方向の百分率を求めることができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 小数点以下の桁数は、あらかじめＤＲ命令で設定しておきます。

また、ＤＲ命令の設定によって、百分率の合計が 100％になら
ない場合があります。 

 

 

 

仕事は＝ ①ＰＥＲ♪ 

 
計算場所は： ②パーセント（百分率）を求める、行（または列）の番号を指定します。 

! ２列目を指定する。                  Ｃ２♪ 
! 最終行（Ｔ）を指定する。               ＬＴ♪ 
★単独指定が可能です。 

★複数の行・列は指定できません。 

 
計算の範囲は： ③指定した行（または列）の中で、計算する範囲を指定します。 

! 計算場所で指定した列の、６～10行目の百分率を求める。 
６－１０♪ 

! 全列、または全行の百分率を求める。             ♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、￥、＠指定が可能です。 

★計算場所の指定で、列を指定した場合は行の範囲、行を指定した場合
は列の範囲になります。 

 
書き込み場所は： ④計算結果を書き込む場所を指定します。指定した行（または列）の前に

計算結果が挿入されます。 
! ３列目の前に１列挿入して書き込む。            ３♪ 
! 最終行の次の行に書き込む。                 ♪ 
★単独指定が可能です。 

★計算場所の指定で列を指定した場合は列番号を、行を指定した場合は
行番号を指定してください。 

 
 

INFORMATION 

# ＰＥＲ命令を実行すると、百分率の合計欄が自動的に挿入さ

れます。 

# 挿入される行・列の先頭列または項目行に“％”が入ります。 

# 行を求める場合は“Ｌ”、列を求める場合は“Ｃ”を行番号・

列番号の頭につけてください。 

# 行と列は、同時に百分率を求められません。 

# 計算結果の整数部の桁数が、書き込み先の桁数を超えた場合、

そのセルを“＊”でうめます。 

# スペースは“０”として計算し、数値データ以外の文字デー

タは無視します。 
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あらかじめＤＲ命令で、小数点以下の桁数を“１桁”に、計算結果を“切り捨て”に設定しておいてください。 
Ｒ：５￠ 
①ＰＥＲ￠ 
②Ｃ２￠………２列目のデータの百分率を求める。 
③￠……………すべての行を計算する。 
④３￠…………３列目の前に１列追加して、結果を書き込む。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 ５ページ「売上集計」のデータの、百分率を求めます。 
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PF Print by Format（プリント バイ フォーマット） 
デザインページの書式で印刷する 

! 表のデータを決まった書式で印刷します。 

! キーを指定して合計を出したり、改ページすることができます。 

! 宛名（ラベル）印刷、請求書印刷、見積書印刷などの用途に使用します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• あらかじめデザインページとデータページを用意しておきます。 
• 印刷する前に、ＰＳＥＴ命令で現在の印刷設定を確認してくだ

さい。 
    

    

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• Ｐ……………画面の内容を印刷します。 
• ＰＣ…………文字間をつめて印刷します。 
• ＰＤ…………複数ページを印刷します。 
• ＰＥ…………編集を加えて印刷します。 
• ＰＧ…………グラフを印刷します。 

 
仕事は＝ ①ＰＥ♪ 

 
デザインページは： 
 

②デザインページのあるページを指定します。 
! 50 ページのデザインページを指定する。         ５０♪ 
★単独、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
データページは[画面‥￡]： 
 

③印刷するデータのあるページを指定します。 
! 画面のデータを印刷する。                  ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

★ページを指定すると、指定ページの先頭のページから順に印刷を始め
ます。 

 
 

【画面を選んだ場合】【画面を選んだ場合】【画面を選んだ場合】【画面を選んだ場合】    

何行目を印刷しますか： 
 

④画面の何行目から何行目までのデータを印刷するか、指定します。 
! 画面のデータすべてを印刷する。               ♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、￥指定が可能です。 

 
【印刷途中で【印刷途中で【印刷途中で【印刷途中でエスケープ]キーを押した場合】キーを押した場合】キーを押した場合】キーを押した場合】    
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左のようなメッセージボックスが表示されます。 
選択するボタンにマウスカーソルを合わせて、左クリックします。 
! ［再開］ボタンを左クリックすると、印刷を続行します。 
! ［中止］ボタンを左クリックすると、印刷を中止します。 
! ［やり直し］ボタンを左クリックすると、そのページの最初から印刷を
やり直します。 
 
 
 
 

 
INFORMATION 

# ＰＳＥＴ命令の９番（接続プリンタ機種）が、カラープリンタにセットされていると、カラー印字が行えます。ただ

し、プリンタ本体の設定がカラー対応になっていないと、カラー印字できません。 

# カラー印字は文字に対してのみ行われ、背景色は印字しません。ただし、文字が黒で、背景色が黒以外の場合は、文

字が背景色で印字されます。 
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デザインページの作り方デザインページの作り方デザインページの作り方デザインページの作り方    

ＰＦ命令のデザインページは、コントロール行と印刷行の２つに分かれます。コントロール行で印刷の方法などを
指定し、印刷行でケイ線や見出し、印刷するデータとその位置などを指定します。 
デザインページの作成の手順は、 
①Ｆ命令で表題まで入力し、 
②エスケープキーを押したあと、 
③ＥＤ命令でデザインページを作り、 
④エスケープキーを押して終了します。 
作成したデザインページは、必ずＷ命令で書き込んでください。 
デザインページの作り方は、次の解説事項にしたがってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）コントロール行 

コントロール行の先頭は“＆”を書き、そのあとの文字で印刷時の機能を指定します。 
コントロール行は、１桁目から書かれていれば、デザインページのどの行にあってもかまいません（“＊数字”
はどの桁でも可）。また印刷時、この行は印字されません。 

指定方法 意味 指定方法 意味 
＊数字 

（１～９まで） 

デザインページの横方向の終了位置を指定します。

この位置から右は何が書かれても無視します。 

数字は１から９までで、この数字の分だけ横方向

に繰り返して印刷します。 

《例》＊５の場合 

Ｆ 
（大文字で） 

改ページを指定します。 

この指定が現れたところでプリンタ用紙１ペー

ジ分送り、次の用紙から印刷をはじめます。 

  Ｅ 
（大文字で） 

デザインページの縦方向の終了位置を指定します。 

★この行から下はすべてコメントとみなされ、何も

印刷しません。 

★省略時は、印刷行の１番下が終了位置になります。

  Ｐ 
（大文字で） 

 ★省略時はページの右はしに“＊１”と書き込ん

だのと同じになります。 
 

数字 
（１～９まで） 

数字は１から９までで、指定したコントロール行

から数字の分だけ改行して印刷します。たとえば

“＆３”は、その行の位置にスペース行が３行あ

るのと同じ様に印刷します。 

 

Ｕ 
（大文字で） 

縦線をつないで印刷するときに指定します。省略

時は、縦線を破線で印刷します。 
 

ポーズモードを指定します。 

この指定が現れたところで印字を一時中断し

て、ポーズモードに入ります。 

ポーズモードで“やり直し”を指定した場合、は

じめから印字を再開して、再度ポーズ指定のとこ

ろでポーズモードに入ります。 

ポーズモードで再開を指定した場合、次の行から

印字を再開します。 

★再開を指定した場合は、それ以後のポーズ指定は

無視します。 

Ｔ 
（大文字で） 

データをすべて縦書きに印刷するときに指定し

ます。 
Ｈ 

（大文字で） 

データをすべて½圧縮印刷するときに指定しま
す。 

Ｙ 
（大文字で） 

データをすべて横書きに印刷するときに指定し

ます。 
Ｂ 

（大文字で） 

データをすべて標準（½圧縮印刷を解除）印刷す
るときに指定します。 

 

１件目 ４件目３件目 ２件目 ５件目 

   

コントロール行 

印刷行 

コントロール行 
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ＧＤＩプリンタ使用時のＴｒｕｅＴｙｐｅフォントの指定 

ＧＤＩプリンタを使用すれば、コントロール行の指定で、ＷｉｎｄｏｗｓにインストールされているTrueType
フォントを使用して印刷することができます。 
TrueType フォントを使って印刷するには、次のように指定します。 

指定方法 意味 

ＦＴ”フォント名” コントロール以降の行を、指定されたフォントで印刷します。 

ＦＴ フォント指定を解除し、コントロール以降の行をＬＰＳＥＴ命令の

11番で選択されているフォントで印刷する。 

《指定例》                     《印刷結果》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

INORMATION 
# フォントの指定は行単位で行うことができます。 

# TrueType フォントを使って印刷できるのは、ＰＳＥＴ命令の９番“接続プリンタ機種”で“100”もしくは“110”

のＧＤＩプリンタを選択している場合のみです。 

# 指定できる TrueTypeフォントは、お使いのＷｉｎｄｏｗｓにインストールされているフォントのみです。 

# フォント名は、全角・半角・大文字・小文字を区別しますので正しく入力してください。フォント名はＬＰＳＥＴ命

令の 11 番“印字フォント”から“３‥その他のフォント”を選択して確認するか、Ｗｉｎｄｏｗｓの「コントロー

ルパネル」から「フォント」を選択して確認することができます。 

 
 

（２）印刷行 

印刷行の部分で、印刷するケイ線やデータの位置を指定します。 
印刷するデータとその位置は、 ＃ 相対行番号 ， 列番号 の形式で指定します。 

相対行番号とは、データ先頭行を１として数えた番号です。通常の行番号とは異なるので注意が必要です。 
キー列指定がある場合の相対行番号は、キーが変わるたびに、１から数え直します。 
キー列は、“＃”と“相対行番号，列番号”の間に“！”マークを入れて指定します。 

 
 
《例》《例》《例》《例》    取引先をキー列にした場合の相対行番号とセル内データの位置指定です。取引先をキー列にした場合の相対行番号とセル内データの位置指定です。取引先をキー列にした場合の相対行番号とセル内データの位置指定です。取引先をキー列にした場合の相対行番号とセル内データの位置指定です。    

  取引先 品名  
相対行番号 １→ Ａ りんご （“Ａ”は＃１，１“りんご”は＃１，２） 

 ２→ Ａ みかん （“みかん”は＃２，２） 

 ３→ Ａ バナナ （“バナナ”は＃Ｔ，２）※キー列が変わる直前の相対行番号はＴ 

相対行番号 １→ Ｂ みかん （“Ｂ”は＃１，１“みかん”は＃１，２） 

 ２→ Ｂ なし （“なし”は＃２，２） 

 ３→ Ｂ いちご （“いちご”は＃３，２） 

 ４→ Ｂ バナナ （“バナナ”は＃Ｔ，２）※キー列が変わる直前の相対行番号はＴ 

相対行番号 １→ Ｃ メロン （“Ｃ”は＃１，１“メロン”は＃１，２） 

 ２→ Ｃ バナナ （“バナナ”は＃Ｔ，２） 

  キー列 

（１列目） 

２列目  

 

＆ＦＴ”ＨＧゴシック E” 
案 内 状 
 
＆ＦＴ”ＨＧ正楷書体” 
＃１，２          様 
 
＆ＦＴ 
恒例となりました、「星について語る会」 
ですが、はやいもので今回で１２回を迎 
えることになりました。 

案内状 

 
北山 春是         様 
 
恒例となりました、「星について語る会」 
ですが、はやいもので今回で１２回を迎 
えることになりました。 

$

ＬＰＳＥＴ命令の 11 番“印字フォント”で

“ＭＳ明朝”が選択されている場合。 
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《例》 キー列を指定しないで、住所一覧を印刷する。 

〒 住所 氏名 

１０２ 

２６１ 

３３６ 

東京都… 

千葉県… 

埼玉県… 

山下 昭雄 

谷村 健一  

野村 朝子 

２列目 ４列目 ６列目 

 

 キーを指定していないで、表のデータ行の１行目から、１行ずつ住所と名前を印刷します。 
 

 

《例》 取引先をキー列にして、取引先別請求書を作る。 

取引先 品名 金額 合計 

Ａ社 

Ａ社 

Ｂ社 

Ｂ社 

Ｃ社 

おにぎり 

シャケ弁当

おにぎり 

カレー弁当

オムライス

100 

500 

100 

600 

550 

 

600 

 

700 

550 

２列目 ４列目 ６列目  

 

 キー列の指定には“！”を、使います。 
 “Ｔ”を合わせて使うと、キー列ごとの最後の行の 
 データを印刷することができます。 
 

【まとめ】【まとめ】【まとめ】【まとめ】    

指定形式 意 味 

＃ 相対行番号 ， 列番号 データの相対行番号と列番号で、印刷する項目の位置を指定します。 

＃ ！ 相対行番号 ， 列番号 キー列を指定する場合に使います。 

キー列の指定は５列まで可能です。 

＃ Ｔ ， 列番号 キー列指定の場合など、相対行番号の最後は“Ｔ”で指定します。 

取引先などのキー列が変わるたびに、その取引先合計などを印刷するこ

とができます。 

＃ 相対行番号 ， 列番号 Ｒ 指定したデータを右寄せで印刷することができます。 

＃ 相対行番号 ， 列番号 Ｃ 指定したデータを中央にして印刷することができます。 

＃ 相対行番号 ， 列番号 Ｌ 指定したデータを左寄せで印刷することができます。 

＃ 相対行番号 ， 列番号 ゝ 指定したデータを横倍角で印刷することができます。 

＃ 相対行番号 ， 列番号 ゞ 指定したデータを縦倍角で印刷することができます。 

＃ 相対行番号 ， 列番号 〃 指定したデータを４倍角で印刷することができます。 

★ 左寄せ、中央寄せ、右寄せの指定と、横倍角、縦倍角、４倍角の指定は同時に行うことができます。 

ただし、倍角の指定と中央寄せ、もしくは右寄せの指定を同時に行う場合、データページの元データのある列の桁数を最

大のデータの長さの２倍にしておかないと正常に印刷されません。 

★横倍角、４倍角のマークは、印刷時にデータと重なる位置にあると、印字位置がずれてしまいます。印刷するデータがマ

ークと重ならないよう、十分間隔を取って指定してください。 

 
INFORMATION 

# キー列を指定する場合は、１つのキーで５ページ以上続いたデータページを指定しないでください。あらかじめ表の

データをＳ命令やＳＨＧ命令で整理・分類しておいてください。 

# ５ページ以上のデータページを印刷する場合、４ページ目までのデータは同一印刷用紙、同一デザインページに印刷

することができます。 

# デザインページで指定した項目が、表の中に存在しないときは印刷しません。たとえば、デザインページで＃４，２

と指定しても１、２、３行目を印刷して、キーが変わった場合、＃４，２で指定した場所は空白になります。 

# デザインページで半改行や無改行を設定する場合、半改行マークや無改行マークが、印刷するデータと重なるような

位置にあると、半改行や無改行は無視されてしまいます。半改行マークや無改行マークは、印刷するデータと重なら

ない場所に置いてください。 

# デザインページは、縦方向２ページ分までの大きさで作成することができます。大きな用紙に印刷したいときなどに

便利です。 

   請求書 
 Ｃ社    様 
  

 Ｙ 550 

   請求書 
 Ｂ社    様 
  

 Ｙ 700 

 ＃１，２ ＃１，４ 
       ＃１，６ 
 ＃１，２ ＃１，４ 
       ＃１，６ 
 ＃１，２ ＃１，４ 
       ＃１，６ 

 １０２  東京都… 
       山下 昭雄 
 ２６１  千葉県… 
       谷村 健一 
 ３３６  埼玉県… 
       野村 朝子 

$

   請求書 
 Ａ社    様 
  

 Ｙ 600 

   請求書 
 ＃！１，２ 様 
  

 ￥ ＃Ｔ，８ $ 
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①ＰＦ￠ 
②51￠………51ページ「納品書ＰＦデザインページ」のデザインページを使う。 
③50￠………50ページのデータを印刷する。 
 
 ＰＦデザインページ                  印刷結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 データページ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

例題例題例題例題 50ページ「売上帳」のデータを、51ページ「納品書ＰＦデザインページ」の書式で印刷します。 
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①ＰＦ￠ 
②53￠………53ページ「宛名印刷ＰＦデザインページ」のデザインページを使う。 
③52￠………52ページのデータを印刷する。 
④￠……………すべてのデータ行を印刷する。 
 
 ＰＦデザインページ                  印刷結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 データページ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                           上余白約 20mm、左右余白約 19mm、12 面付けのレーザー 
                           プリンタ用ラベルシールを使っています。 
                           ★お使いのプリンタによって、印刷開始位置の調整が必 
                            要な場合があります。 

 

 

例題例題例題例題 52ページ「得意先名簿」のデータを、53ページ「宛名印刷ＰＦデザインページ」の書式で印刷します。 
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PFFPFFPFFPFF    Printer Form Feed（プリンタ フォーム フィード）    
用紙を送る 

! プリンタ用紙を、セット位置から次ページの先頭位置まで紙送りします。 

! ＰＦＦ命令は、ＰＥ・ＰＦ命令・ＬＰＲＩＮ（オート）命令など、印刷後に紙送りを行わない命令で印
刷した後に使います。 

 
仕事は＝ ①ＰＦＦ♪ 

 
 

次のページの先頭に紙送りします。 
★紙送りの幅は、標準で 11インチにセットされています。 

用紙の印字先頭位置は、プリンタによって多少異なります。詳しくは、プリンタの説明書をご覧ください。 

 
INFORMATION 

# ＰＳＥＴ命令またはＳＥＴ命令の 11 番“用紙の縦幅”を変

更すると、ＰＦＦ命令で紙を送る長さが変わります。 

# ＰＴＦ命令で用紙の先頭位置を変更したとき、紙送りの先頭

位置が変わります。 

# Ｐ・ＰＣ・ＰＢ（オート命令）・ＰＧ・ＰＤ・ＰＲ・ＰＴ命

令は、印刷が終わるとＰＦＦ命令をしなくても、次のページ

の先頭位置まで紙を送ります。ただし、ＰＳＥＴ命令の８番

“印刷後の改頁”が“１‥しない”に設定されていると、印

刷が終了しても紙送りをしません。 

# レーザープリンタの場合、ＰＦ命令で印刷すると、ＰＳＥＴ

命令の８番“印刷後の改頁”を“２‥する”に設定していて

も、紙送りをしません（複数ページの場合は最後のページが

改ページされません）。このようなときに、ＰＦＦ命令を実

行して用紙を用紙を送ります。 

ただし、ＰＳＥＴ命令９番“接続プリンタ機種”が“100”、

もしくは“110”のＧＤＩプリンタに設定されている場合、

ＰＳＥＴ命令８番“印刷後の改頁”の設定にかかわらず、必

ず用紙を送ります。 
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PFGPFGPFGPFG    Print by Format Graphic（プリント バイ フォーマット グラフィック） 
イメージデータを使って書式印刷する 

! ＰＦＧＥ命令で作ったスキャナーフォーマットページをもとに、書式印刷を行います。 

! ＢＭＰ画像を入れたリ、TrueTypeフォントを使って印刷することができます。 

 
! ＰＦＧ命令を使って印刷できるのは、ＧＤＩプリンタ（Ｗｉｎｄｏｗｓ対応プリンタ）をお使いの場合ＰＦＧ命令を使って印刷できるのは、ＧＤＩプリンタ（Ｗｉｎｄｏｗｓ対応プリンタ）をお使いの場合ＰＦＧ命令を使って印刷できるのは、ＧＤＩプリンタ（Ｗｉｎｄｏｗｓ対応プリンタ）をお使いの場合ＰＦＧ命令を使って印刷できるのは、ＧＤＩプリンタ（Ｗｉｎｄｏｗｓ対応プリンタ）をお使いの場合

のみです。その他のプリンタでは、ＰＦＧ命令を使って書式印刷することはできません。のみです。その他のプリンタでは、ＰＦＧ命令を使って書式印刷することはできません。のみです。その他のプリンタでは、ＰＦＧ命令を使って書式印刷することはできません。のみです。その他のプリンタでは、ＰＦＧ命令を使って書式印刷することはできません。    

実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 印刷する前に、ＰＳＥＴ・ＬＰＳＥＴ命令の設定、およびＷｉ

ｎｄｏｗｓのプリンタの設定を確認してください。 
 
 

    

• ＰＦＧ命令を実行するには、あらかじめＰＦＧＥ命令で作った

ＰＦＧデザインページが必要になります。また、ＰＦＧデザイ

ンページに合わせたデータページも合わせて作成しておいてく

ださい。 
 

仕事は＝ ①ＰＦＧ♪ 

 

デザインページは［裏画面‥￡］： 
 

②デザインページのあるページを指定します。 
! ５ページのデザインページを指定する。           ５♪ 
! 裏画面のデザインページを指定する。             ♪ 
★単独指定、表題指定、ワイルド指定が可能です。 

データページは： 

 

③印刷するデータのあるページを指定します。 
! 10 ページのデータページを指定する。          １０♪ 
! 画面のデータページを指定する。               ♪ 
★単独指定、表題指定、ワイルド指定が可能です。 

￡‥なし 
１‥一回 
Ａ‥毎回 
 

ポーズモードは： 

④１ページ印刷するごとに、一時停止するかどうかを指定します。 
! 一時停止しない。                      ♪ 
! はじめの１回のみ一時停止する。              １♪ 
! １枚印刷するごとに一時停止する。             Ａ♪ 
 
 

 
 
【ポーズモードを設定している場合】【ポーズモードを設定している場合】【ポーズモードを設定している場合】【ポーズモードを設定している場合】    

 只今 一時停止中 
 再開 ‥￡ 
 中止 ‥エスケープ 
 

只今 仕事を一時停止しています 

④でポーズモードを設定した場合、最初の１ページ、もしくは１ページの 
印刷ごとに左のメッセージが表示されます。 
! 印刷を続ける。                       ♪ 
! 印刷を中止する。                  エスケープ] 

 
 
 

INFORMATION 

# ＰＳＥＴ命令の９番“接続プリンタ機種”を“110‥ＧＤＩ・

ＷＩＮＤＯＷＳプリンタ（カラー）”に設定してある場合カ

ラーで印刷を行えますが、プリンタ本体の設定がカラーにな

っていないとカラー印字できません。 

# ＧＤＩプリンタをお使いになる場合、主なプリンタの設定は

Ｗｉｎｄｏｗｓ側のプリンタ設定で行いますので、あらかじ

め確認しておいてください。 

 

重要重要重要重要 
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PFGE Print by Format Graphic Editor（プリント バイ フォーマット グラフィック エディター） 
ＰＦＧ命令のデザインページを作成する 

! ＰＦＧ命令で書式印刷するためのデザインページを作成します。 

! レイアウト画面を見ながら、自由なレイアウトでデザインすることができます。 
 

! ＰＦＧ命令を使って印刷できるのは、ＧＤＩプリンタ（Ｗｉｎｄｏｗｓ対応プリンタ）をお使い
の場合のみです。その他のプリンタでは、ＰＦＧ命令を使って書式印刷することはできません。    

実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＰＦＧＥ命令でデザインページを作成する時は、ＰＦＧ命令実

行時に使用するデータページのどこのデータを印刷するかを指

定する必要があります。すでにデータページがある場合は、あ 

    

らかじめ画面に読み出しておくと作業がしやすくなります。ま

た、データページがない場合は、先にデータページのフォーマ

ットを作っておきましょう。 

 

仕事は＝ ①ＰＦＧＥ♪ 

 

デザインページは［新規作成‥￡］ 
 

②すでにあるデザインページを修正する場合は、デザインページのページ
数を指定します。 
新しくデザインページを作成する場合は♪キーのみを押します。 
! 50 ページのデザインページを指定する。         ５０♪ 
! 新しくデザインページを作成する。              ♪ 
★単独、表題指定、ワイルド指定が可能です。 

 
【“新規作成”を選んだ場合】【“新規作成”を選んだ場合】【“新規作成”を選んだ場合】【“新規作成”を選んだ場合】    

表題を付けてください： 
 

デザインページに付ける表題（タイトル）を指定します。表題は全角文字
で 15字、半角文字で 30文字で付けられます。 
♪キーのみを押すと“PFG ﾃﾞｻﾞｲﾝﾍﾟｰｼﾞ”という表題が付けられます。 
! “案内状デザインページ”と表題を付ける。 案内状デザインページ♪ 
! “PFG ﾃﾞｻﾞｲﾝﾍﾟｰｼﾞ”と表題を付ける。              ♪ 

 
 

③左のメッセージボックスが表示されます。 
 選択するボタンにマウスカーソルを合わせて、左クリックします。 
! 次の操作に進む場合は、［設定］ボタンをマウスで左クリックします。 
! ＰＦＧＥ命令を中止する場合は、［エスケープ］ボタンをマウスで
左クリックします。 

★ ♪キーのみを押すと［設定］ボタンをクリックしたことになり、 
 エスケープキーを押すと中止します。 

 
 
 
  ③で［設定］ボタンを左クリックすると“デザインフォーマットパラメータ設定”ウインドウが開きます。 
  以後各種ウィンドウを開いて必要な設定を行っていきます。 
  次の手順でデザインページを完成させていきます。 

   １.“デザインフォーマットパラメータ設定”ウィンドウで用紙の大きさ、デザイン領域の位置、 
     大きさなどを設定します。 
   ２.“項目設定”ウィンドウで、デザイン内に入れる項目の位置、大きさを設定します。 
   ３.“項目範囲”ウィンドウで、各項目の基本設定を行います。 
   ４.“項目パラメータ設定”ウィンドウで、各項目の詳細設定を行います。 

  以上の操作が終わったら、デザインページを書き込むページを指定して終了です。 
 
 

重要重要重要重要 



●298 

１１１１....“デザインフォーマットパラメータ設定”ウィンドウでの設定“デザインフォーマットパラメータ設定”ウィンドウでの設定“デザインフォーマットパラメータ設定”ウィンドウでの設定“デザインフォーマットパラメータ設定”ウィンドウでの設定    
 

 “デザインフォーマットパラメータ設定”ウィンドウで
は、印刷する用紙の大きさや方向、用紙の中のデザイン
領域など、基本的な項目を設定します。 
★左の各項目の値は標準値です。 

 
 
 
 
 
 

“デザインフォーマットパラメータ設定”のウィンドウの各項目で次の設定を行うことができます。 

 デザイン設定………「デザインサイズ」でデザイン範囲の縦横の大きさを設定します。 

「幅設定」は、宛名ラベルのようにデザインを繰り返して印刷する場合の、デザインの印刷開始

位置から次の開始位置までの長さを設定します。 
 用紙…………………「用紙種類」で印刷する用紙の大きさを設定します。 をマウスで左クリックすると左側に一覧

が表示されますので、用紙の大きさを選択してください。設定できる大きさはＡ５、Ａ４、Ａ３、

Ｂ５、Ｂ４、Ｕです。“Ｕ”を指定すると、Windows のプリンタの設定で印刷を行います。ハガ

キなどに印刷する場合は、必ず“Ｕ”に設定してください。 
「用紙方向」で印刷方向の縦横を設定することができます。 
「上余白」「下余白」で、上下の余白を設定します。プリンタの印字可能領域は含みません。 

 横の繰り返し………「デザインサイズ」で設定した大きさのデザインを、横にいくつ繰り返して印刷するかを設定し
ます。宛名ラベルの印刷のように、同じデザインを繰り返す場合に指定します。 

 キー列………………データページのキー列を指定します。たとえば、請求書のように取引先ごとに改ページして印刷
したい場合、取引先のデータが入力されているデータページの列番号を入力します。 

 ねかせ印字…………ねかせ印字を「する」に設定すると、文字を 90度左に回転させて印刷を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
“デザインフォーマットパラメータ 
設定”ウィンドウの各設定の関係は、 
右のようになります。 
★右のラベル印刷のように同じデザ 

 インを２列にする場合は「横の繰 

 り返し」を“２”に設定します。 
 
 
 
 
 
 

INFORMATION 
# キー列は“デザインフォーマットパラメータ設定”ウィンドウで

は１列しか指定できませんが、実際は５列まで指定が可能です。

１列以上指定する場合は、デザインページの作成を一旦登録して

終了し、書き込んだデザインページを読み出してから、ＥＬ命令

等でキー列の項目の右側のキー列にする列列番号を入力します（左

図参照）。 

デザインサイズ 

上余白 

左余白 幅設定（横） 

幅設定（縦） 

印刷可能領域 

用紙種類（サイズ） 

キー列にする列番号を入力します 
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“デザインフォーマットパラメータ設定”ウィンドウに表示されている各ボタンの機能は、次のようになります。 

 ［登録］……………“デザインフォーマットパラメータ設定”の設定を登録し、“項目設定”ウィンドウを表示します。 
 ［レイアウト］……レイアウトウィンドウを表示します。デザインを繰り返す場合、用紙内にいくつまで入るか確認

するときに役立ちます。 
 ［標準値］…………各項目の設定値を標準値に戻します。 
 ［？］………………ヘルプを表示します。 
 ［エスケープ］……ＰＦＧＥ命令を中止して“仕事は＝”の状態に戻ります。 

 

 
“デザインフォーマットパラメータ設定”ウィンドウでデザイン領域の大きさなどを設定したら、次にデザイン領域に
配置する項目の設定を行います。 
［登録］ボタンをマウスで左クリックすると、“項目設定”ウィンドウが表示されます。 
★“項目設定”ウィンドウから“デザインフォーマットパラメータ設定”ウィンドウには戻れませんので注意してくだ
さい。 

 
 
 
 
 

２２２２....“項目設定”ウィンドウでの設定“項目設定”ウィンドウでの設定“項目設定”ウィンドウでの設定“項目設定”ウィンドウでの設定    

“項目設定”ウィンドウでは、ＰＦＧ命令実行時に印刷する各
データをそれぞれ項目として、デザイン領域内での位置と大
きさを設定します。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
★ 一度設定した領域の右下の角にマウスカーソルを合わせて左ドラッギングすれば、領域の大きさを変更することができます。 

★ また、領域内にマウスカーソルを合わせて左ドラッギングすれば、領域を移動することができます。 

 

“項目設定”ウィンドウに表示されている各ボタンの機能は、次のようになります。 

 ［登録］………………ＰＦＧＥ命令を終了し、設定した内容をページを指定して書き込むことができます。 
 ［エスケープ］………ＰＦＧＥ命令を中止して、“仕事は＝”の状態に戻ります。 
 ［？］…………………ヘルプを表示します。 
 ［全項目削除］………設定してある、すべての項目を削除します。 
 ［レイアウト］………レイアウトウィンドウを表示します。 
 

INFORMATION 
# 項目は、デザイン内に 26個まで設定することができます。 

 
 
 
“項目設定”ウィンドウで項目の位置と領域の大きさを設定したら、次に項目内に入れるものを設定します。 
設定する項目の範囲内にマウスカーソルを合わせて左クリックすると、“項目範囲”ウィンドウが表示されます。 

 

 

項目の位置と領域の大きさの指定は、マウスで行います。 

領域は、左上から右下、右上から左下というように、四角形の対角

をマウスで左ドラッギングして指定します。 

項目指定後は、項目内でマウスの右クリックを行うとその項目に対

する“項目範囲”ウィンドウが表示され、各種設定を行うことがで

きます。 
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３３３３....“項目範囲”ウィンドウでの設定“項目範囲”ウィンドウでの設定“項目範囲”ウィンドウでの設定“項目範囲”ウィンドウでの設定    

 “項目範囲”ウィンドウでは、“項目設定”のウィンドウで設定
した各項目に対する基本設定を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
“項目範囲”ウィンドウの各項目で次の設定を行うことができます。 

 項目位置……………項目の位置を設定します。「縦」で印刷可能範囲上部からの位置を、「横」で印刷可能範囲左側
からの位置を設定します。 

 項目サイズ…………項目の大きさを縦横の長さで設定します。 
 データ列……………選択されている項目にデータページのデータを印刷する場合、データページのデータのある列番

号を入力します。 

また、列番号の前にＳを付けた場合は小計、Ｔを付けた場合は合計を自動的に計算します。 

データ以外に「ケイ線」「イメージ」「文字」「計算」を入れるときは右側のボタンをマウスで

左クリックします。それぞれの内容については次の各ボタンの機能説明をご覧ください。 
 
“項目範囲”ウィンドウに表示されている各ボタンの機能は、次のようになります。 

 ［罫線］……………選択されている項目の大きさを、ケイ線（１種類のみ）で囲むように設定します。 
 ［イメージ］………選択されている項目に、ＢＭＰ形式の画像データを印刷するように設定します。 

ＢＭＰの画像を印刷する場合は“項目詳細設定”ウィンドウを開き、「イメージファイル名」の

入力欄にＢＭＰファイル名を入力します。 

 ［文字］……………選択されている項目に、固定の文字を印刷するように設定します。 
固定の文字を印刷する場合は“項目詳細設定”ウィンドウを開き、「指定文字列」の入力欄に印

刷する文字を入力します。 
 ［計算］……………選択されている項目に、データページのデータを計算した結果を印刷するように設定します。 

データの計算を行う場合は“項目詳細設定”ウィンドウを開き、「指定文字列」の入力欄に計算

式を入力します。 
 ［登録］……………設定を一時登録し“項目設定”ウィンドウに戻ります。 
 ［詳細設定］………各項目に対する、さらに詳しい設定を行います。 
 ［エスケープ］……ＰＦＧＥ命令を中止して、“仕事は＝”の状態に戻ります。 
 ［？］………………ヘルプを表示します。 
 ［項目削除］………設定中の項目を削除して、“項目設定”ウィンドウに戻ります。 
 
各項目に関するより詳細な設定は、“項目詳細設定”のウィンドウで行います。 
［各種設定］ボタンにマウスカーソルを合わせて左クリックすると、“項目詳細設定”ウィンドウが表示されます。 
 
 

４４４４....“項目詳細設定”のウィンドウ“項目詳細設定”のウィンドウ“項目詳細設定”のウィンドウ“項目詳細設定”のウィンドウ    

“項目詳細設定”ウィンドウでは、“項目設定”のウィンドウで設定した各項目に対する、より詳細な各種設定を行い
ます。 

表示されるウィンドウは、“項目範囲”ウィンドウでの設定により異なります。 

 

【項目に“罫線”が設定されている場合】 

 

 

 

 

罫線線種……罫線の線種を選択します。線種には、“実線”“点線”“破線”“一点鎖線”があります。 

線幅…………描画する先の太さを選択します。線幅には、“細”“中”“太”“極太があります。” 
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【項目に“イメージ”が設定されている場合】 

 

 

 

 

イメージファイル名………印刷するＢＭＰ形式の画像ファイルのファイル名を入力します。 

★ 入力できるのは全角文字で 15字、半角文字で 30字まで入力できます。 

 《例》$$HANA.BMP ……“HANA.BMP”というＢＭＰファイルを印刷する。 

    $@CAT.BMP  ……“CAT.BMP”というＢＭＰファイルを印刷する。 

★ ファイル名の前に“$$”を付けると、項目サイズ内でＢＭＰ画像を変倍して印刷します。“$@”を付けるとＢＭ

Ｐファイルの大きさで印刷します。 

★ ＢＭＰファイルはマイツールをインストールしたディレクトリ（標準は“MTFREE”）にないと印刷されません。 

 

【項目に“文字”または“計算式”が設定されている場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 文字サイズ…………文字の大きさを設定します。“縦”と“横”をそれぞれ指定します。 

 文字間／行間………文字と文字の間隔、行の間隔を指定します。 

 文字色………………文字の色を選択します。 

 文字位置……………項目領域内で文字の入る位置を選択します。 

 文字方向……………文字の印字方向を指定します。“縦”か“横”かどちらかを選択します。 

 フォント……………印刷時のフォントを選択します。 

 項目名………………項目に名前を付けることができます。項目名を付けておけば、作成後のＰＦＧデザインページ
で各項目を判別しやすくなります。 

 指定文字列…………項目に固定した文字列を印刷する場合は、ここに文字列を入力します。 
          項目にデータページの計算結果を印刷したい場合は、ここに計算式を入力します。 
          全角文字で 15文字、半角文字で 30文字まで入力できます。 

★ をマウスで左クリックすると左側に一覧が表示されますので、この中から設定値を選択します。 
 
“項目詳細設定”ウィンドウに表示されている各ボタンの機能は、次のようになります。 

［登録］……………設定を一時登録し、“項目設定”ウィンドウに戻ります。 
［エスケープ］……設定した内容を取り消して、“項目パラメータ設定”ウィンドウを閉じます。 
［標準値］…………“項目パラメータ設定”ウィンドウの各項目を標準値に戻します。 
［項目範囲］………“項目範囲”のウィンドウに戻ります。 
［項目削除］………設定中の項目を削除します。 
［？］………………ヘルプを表示します。 
 

INFORMATION 

# 文字データを印刷する際の“文字サイズ”の指定では、文字の横方向のサイズは半角文字が基準となっているため、全角文字で印

刷すると指定したサイズの２倍の大きさとなります。ただし、全角文字は左右に余白を持つため、“文字間／行間”の設定が“０”

であっても、文字の間隔が空いて印刷されます。 

たとえば、文字の横の大きさを６mm に設定して全角文字を印刷すると 12mm になりますが、左右に２mm の余白があると文字自体は

８mmとなり、あたかも文字間が４mm空いたような印刷結果となります。 

 

 ＡＢ  
全角文字の左右には余白があります（この余白は、文字に

より多少異なる場合もあります 
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すべての項目の設定が終わったら、“項目設定”ウインドウまで戻り［登録］ボタンをマウスで左クリックします。 
画面にＰＦＧデザインページが作成され、次のメッセージが表示されます。 
 
 

何ページに書き込みますか： 
 

デザインページを書き込むページ番号を指定します。 
! ５ページに書き込む。                   ５♪ 
★書き込み先の確認はなく、ただちに書き込まれます。 

★単独指定が可能です。 

 

INFORMATION 

# 位置や範囲などのサイズ設定は、ミリ単位、小数点以下１桁

までできます。 

# デザインページは固定フォーマットなので、列・行数サイズ変

更などを行った場合、正常な動作は保証されません。 

# 作成済みのデザインページを修正する時、デザインサイズを

変更すると、項目の設定位置が適切でなくなります。 

 
 

ＰＦＧデザインページについて 

ＰＦＧＥ命令終了後には、次のようなＰＦＧデザインページが作成されます。 
一度作成したＰＦＧデザインページの修正は、ＰＦＧＥ命令でページ数を指定して行いますが、ＥＬ・ＥＣ命令
などの入力系命令や、ＥＤ命令などで直接ページを修正することも可能です。 

 
 
 

    
 

                        
 
 

“項目パラメータ設定”ウィンドウ

で設定した値が入力されます。 

“デザインフォーマットパラメータ設定”ウ

ィンドウで設定した値が入力されます。 

“項目範囲”ウィンドウで設定

した値が入力されます。 

会社のロゴなどもＢＭＰファイ

ルとして用意しておけば、印刷

できます。 

セルの中には“$@LOGO.BMP”と

いうように、ファイル名が入力

されています。 
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ＰＦＧデザインページについて 

前ページのデザインページと下のデータページを使って、ＰＦＧ印刷で社員証を作ると…… 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         

 

固定データ“社員証”と

いう文字 
デザインサイズ 

データページの２列目の

データを印刷 

固定データ“LOGO.BMP”というＢＭＰフ

ァイル（会社ロゴ）を印刷。 

このＢＭＰファイルは“MTVIEW”のディ

レクトリにある必要があります。 
「デザイン設定」での“幅設定”

とは、デザインが繰り返される

場合の次のデザインまでの長

さ。 

データページの１列目の

データを印刷 

データページの５列目の

データを印刷 

ＢＭＰファイルが取り込

まれているので、その画

像を印刷 
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PG Print Graph（プリント グラフ） 
グラフを印刷する 

! 帯グラフ・点グラフ・散布図・工程管理グラフを印刷します。 

! グラフと表がいっしょになっていても印刷できます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 印刷する前に、ＰＳＥＴ命令で現在の印刷設定を確認してください。 
 

仕事は＝ ①ＰＧ♪ 

 
    

【印刷途中で【印刷途中で【印刷途中で【印刷途中で[エスケープ]キーを押した場合】キーを押した場合】キーを押した場合】キーを押した場合】    
左のようなメッセージボックスが表示されます。 
選択するボタンにマウスカーソルを合わせて、左クリックします。 
! ［再開］ボタンを左クリックすると、印刷を続行します。 
! ［中止］ボタンを左クリックすると、印刷を中止します。 
! ［やり直し］ボタンを左クリックすると、そのページの最初から印刷を
やり直します。 

 
 

INFORMATION 

# ＰＧ命令で印刷できるグラフは、帯グラフ、点グラフ、散布

図、工程管理グラフの４つだけです。 

# 表とグラフをいっしょに印刷する場合、全体をつめて見やす

く印刷します。 

# グラフと表を１つのページにするには、ＤＯＣ命令などでつ

ないでください。そのとき、グラフのあるページは混在モー

ドになっているので、漢字モードの表を使った場合だけは、

おもて画面にグラフ、裏画面に表を置いた状態でＤＯＣ命令

を行ってください。 

 
 
            《印刷例》《印刷例》《印刷例》《印刷例》    
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PL Print Layout（プリント レイアウト） 
印刷時のレイアウトを表示する 

! 画面データの、印刷時のレイアウトを見ます。 

! 印刷方法の設定を変更することもできます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＰＬ命令を実行すると、保存されているグラフは消去されま

す。 
    

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＰＳＥＴ……印刷方法などを変更します。 
• ＬＰＳＥＴ…レーザプリンタの設定をします。 

 

仕事は＝ 
 

①ＰＬ♪ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在ＰＳＥＴ・ＬＰＳＥＴ命令で設定されている内容で、
画面と用紙のレイアウトが表示されます。 
メッセージボックス内の項目を変更して指定の用紙サイズ
に印刷できるかなどを、確認します。 
★↑↓←→キーで画面内をスクロールさせて見ることが
できます。マウスを使ってのスクロールは行えません。 

★メッセージボックス内に表示される項目は、ＰＥＳＴ命

令の９番“接続プリンタ機種”の設定により異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
１‥コンパクト＝１ 
２‥１／２圧縮＝１ 
３‥横幅＝78 
４‥印字開始位置＝１ 
５‥用紙種類＝Ａ４ 
６‥用紙方向＝縦 
７‥縮小率＝等倍 
 

何番をセットしますか（１～７）： 

 

②印刷設定を変更するときは、変更する内容の番号を選択します。 
 終了するときは、[エスケープ]キーを押します。 
 変更した内容は、ＬＰＳＥＴ（用紙種類・用紙方向・縮小率）・ＰＳＥ 
 Ｔ・ＳＥＴ命令の共通部分も変更されます。 
★詳しくは、ＬＰＳＥＴ・ＰＳＥＴ命令の該当部分をご覧ください。 

! 文字の間隔を設定する。                  １♪ 
! 1／2圧縮（文字の圧縮）を設定する。            ２♪ 
! 用紙の横幅（桁数）を設定する。              ３♪ 
! 印刷時の印字開始桁位置を設定する。            ４♪ 
! 用紙サイズの種類を設定する。               ５♪ 
★帳票に指定すると、用紙方向は指定できません。 

★接続プリンタ機種がレーザプリンタの場合、帳票は指定できません。 
! 用紙の印刷方向を設定する。                ６♪ 
★用紙種類が単票の場合に設定できます。 

! 印刷の縮小率を設定する。                 ７♪ 
★接続プリンタ機種がレーザプリンタ以外の場合、縮小率は指定でき
ません。 

 
 

INFORMATION 

# 接続プリンタ機種によって、横幅が異なる場合があります。 

# 接続プリンタ機種がレーザプリンタ以外の場合、マイツー

ルを立ち上げ直すと、用紙種類は帳票に設定されます。 

# ＰＬ命令中は、副画面・参照画面を表示することができませ

ん。 



●306 

 

 
 
Ｒ：８￠ 
①ＰＬ￠ 
レイアウトを見ると、表の右側がはみだしてしまうことが分かります。 
 
コンパクトモードに変更してみましょう。 
②１￠……１番を変更する。 
③２￠……コンパクトモードに変更する。 
 
 ＰＬ命令実行後                    コンパクトモード変更後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例題例題例題例題 ８ページ「売上帳」を印刷する前に、指定の用紙で印刷できるかレイアウトを確認します。 
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PLAYPLAYPLAYPLAY    Play（プレイ） 
ＷＡＶＥファイルを再生する 

! マイツールの表に取り込まれている、ＷＡＶＥ形式の音声データを再生します。 
 

実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 音声データを再生するには、お使いのパソコンにサウンドカー

ドとスピーカーが取り付けられている必要があります。 

 
 

 

仕事は＝ ①ＰＬＡＹ♪ 

 

ＷＡＶファイル名は： 
 

②再生するＷＡＶＥファイルのファイル名を指定します。 
ピリオド（．）以下の拡張子は省略可能です。 
ファイルがマイツールをインストールしたディレクトリ、またはその下
の“MYBMP”ディレクトリ以外にある場合は、ディレクトリ名を含めて
入力します。 
! “OHAYOU.WAV”というファイルを読み込む。  ＯＨＡＹＯＵ♪ 

! “WINDOWS”のディレクトリにある、“DING.WAV”というファイルを
再生する。       ￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＤＩＮＧ♪ 
★ディレクトリ名から指定する場合、ディレクトリ名とファイル名の前
に“￥”を付けてください。 

★マイツールをインストールしたドライブ以外のドライブから読み込
む場合は（ＣＤ－ＲＯＭドライブなど）、ファイル名の前にドライブ

名とコロン（:）を付けて、ダブルコーテション（”）で囲んでくだ

さい。 

《例》ＥドライブのＣＤ－ＲＯＭから“BAYBAY.WAV”というファイルを 

読み込む。         ”Ｅ：￥ＢＡＹＢＡＹ”♪ 
★ＷＡＶファイルのファイル名が、表に入力されていれば、マウスを使
って簡単に再生することができます。ファイル名の入力されているセ

ルを左クリックするだけで再生されます。また、マウスでの操作は繰

り返し行うことができます。 

 

音声終了を待つ（１） 待たない（２）： 

 
 
 

③ＷＡＶＥファイル再生中に次の操作を行えるようにするかしないかを
選択します。 
! 音声再生終了まで操作を受け付けない。           １♪ 
! 音声再生中に、次の操作を行えるようにする。  ２♪（または♪） 

 
 
 
 

INFORMATION 

# ＷＡＶＥファイルとは、Windows上で標準で扱われるデジタ

ルオーディオデータで、ＰＣＭでデジタル化して記録された

ものです。ＷＡＶＥファイルのファイル名には“〇〇〇〇．

ＷＡＶ”という拡張子がつきます。 

# マイツールのＲＥＣ命令を使えば、ご自分で音声や音楽など

をＷＡＶＥ形式のファイルに保存することができます。 
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PR Print Rotate（プリント ローテート） 
画面の縦・横を入れかえて印刷する 

! 画面のデータを左方向へ 90度ねかせて印刷します。 

! 横に長い表を印刷するときに便利です。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 印刷する前に、ＰＳＥＴ命令で現在の印刷設定を確認してくだ

さい。 
• ＰＲ命令で印刷できるのは、漢字モードのページだけです。 

 
仕事は＝ ①ＰＲ♪ 

 
【印刷途中で【印刷途中で【印刷途中で【印刷途中で[エスケープ]キーを押した場合】キーを押した場合】キーを押した場合】キーを押した場合】    

左のようなメッセージボックスが表示されます。 
選択するボタンにマウスカーソルを合わせて、左クリックします。 
! ［再開］ボタンを左クリックすると、印刷を続行します。 
! ［中止］ボタンを左クリックすると、印刷を中止します。 
! ［やり直し］ボタンを左クリックすると、そのページの最初から印刷を
やり直します。 

 
 

INFORMATION 

# ＰＳＥＴ命令の14番（横書き／縦書き）の設定は無視します。 

# ＰＲ命令では、倍角設定された文字を印刷できません。通常

の文字に戻して印刷します。 

# 印刷命令は、マイツールを起動させたとき、プリンタの電源

もＯＮの状態になっていないと、きちんと印刷できません。 

# ＰＳＥＴ命令の８番“印刷後の改頁が“１‥しない”に設定

されていると、印刷が終了しても紙送りをしません。この場

合、紙送りはＰＦＦ命令で行ってください。 

# ＰＳＥＴ命令の 16番（縦ケイ線つなぎ）を２に設定してお

くと、ケイ線をつないで印刷します。 

 
≪印刷例≫≪印刷例≫≪印刷例≫≪印刷例≫    
（Ｐ命令で印刷）                       （ＰＲ命令で印刷） 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 



309● 

PROPROPROPRO    Program（プログラム）    
オートプログラムを登録する 

! 作成したオートプログラムを登録したり、削除します。 

! 登録されているオートプログラムの一覧を見たり、一覧を印刷することもできます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• オートプログラムはファイルごとに登録しますので、あらかじ

めＣＨＦ命令で現在のファイルを、登録・削除・印刷などを行

いたいファイルに切り替えておいてください。 

• Ｓファイル、およびＶ型ファイルには、オートプログラムを登

録できません。 

 

仕事は＝ ①ＰＲＯ♪ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②左のような画面が表示されます。 
 オートプログラムをどうするか指定します。 
 指定を終わる場合は[エスケープ]キーを押してください。 
! 作ったオートプログラムを登録する。         Ｅ♪ 
! 登録してあるオートプログラムを削除する。      Ｄ♪ 
! オートプログラムの一覧を印刷する。         Ｐ♪ 
 
 
 
 
 
 

 
 

【登録を選んだ場合】【登録を選んだ場合】【登録を選んだ場合】【登録を選んだ場合】    

登録するページは[画面‥￡]： 
 

③登録するページを指定します。 
! 画面を登録する。                      ♪ 
! ５ページを登録する。                   ５♪ 
! ５ページから７ページを登録する。          ５－７♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

★ページを指定すると、すぐに登録を行い②の画面へ戻ります。 

★現在のファイル以外のページは指定できません。 

 
書き込みページは： 
 

④③で“画面”を選択した場合は、オートプログラムを何ページに書き込
むか指定します。 
! 23 ページに書き込む。                 ２３♪ 
★単独指定が可能です。 

★現在のファイル以外のページは指定できません。 

 
23 ページの表題は[○○]です  

書き込んでよければ、￡キーを押してく
ださい 

⑤書き込み先の表題が表示されるので、そのページに書き込んで良いか確
認してから♪キーを押します。 
! 23 ページにある[○○]に、重ねて画面の内容を書き込む。    ♪ 
★書き込みを中止するときは、[エスケープ]キーを押します。 
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【削除を選んだ場合】【削除を選んだ場合】【削除を選んだ場合】【削除を選んだ場合】    

削除するプログラム名は： 
 

③削除するプログラム名を指定します。 
! “在庫”というプログラムを削除する。          在庫♪ 
! “売上”という文字を含んだ表題のプログラムをすべて削除する。 

＝＊売上＊♪ 
! 行番号で削除する。                     ♪ 
★表題、ワイルド指定が可能です。 

 
削除する行番号は： 
 

④③で♪キーのみを押した場合は、削除するプログラムの行番号を指定し
ます。 
! １行目を削除する。                    １♪ 
! １行目から３行目までを削除する。          １－３♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ指定が可能です。 

 

【印刷を選んだ場合】【印刷を選んだ場合】【印刷を選んだ場合】【印刷を選んだ場合】    
オートプログラムの一覧を印刷します。 
 
 

INFORMATION 

# Ｍファイルに登録できるオートプログラムは 200個までです。 

# データフロッピーに登録できるオートプログラムは 50個ま

でです。Ｆ型ファイルに登録できるオートプログラムは 100

個までです。 

# 一度登録したオートプログラムを修正した場合は、もう一度

ＰＲＯ命令で登録してください。 

# 同じプログラム名を複数個登録することはできません。同じ

プログラム名で登録すると、前に登録した同一名のプログラ

ムが取り消されます。 

# オートプログラムは、１ページに複数個作ることができます。

１ページに複数個のプログラムを作る場合には、まずそのペ

ージを読み出し、空いているスペースに新しいプログラムを

追加してから登録してください。 

# オートプログラムの削除は、登録からはずすだけなので、ペ

ージに書き込まれているオートプログラムは、そのまま残り

ます。 
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PRTPRTPRTPRT    Protect（プロテクト）    
ページにプロテクトをかけて保護する 

! 重要なデータのあるページに暗証（キーワード）を付けてデータを保護します。ページに付けられた正
しいキーワードを入力しない限り、読み出しも書き込みもできません。 

 
! キーワードを忘れてしまうと、そのページへの読み書きができなくなります。キーワードは控え
をとっておくとよいでしょう。 

 
仕事は＝ ①ＰＲＴ♪ 

 
ページ番号か、＝表題、グループ番号で
選んでください  

プロテクトするページは： 

②タイトル一覧が表示されるので↑↓キーで画面を動かしながらプロテ
クトするページを確認し、ページ番号か、表題を指定します。 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
 

 
ページ番号か、＝表題、グループ番号で
選んでください  

プロテクトするページは[終了‥￡]： 

③ほかに同じプロテクトをかけるページがあれば指定します。なければ、
♪キーを押してください。 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
 

 
 

【指定したページにプロテクトがかけられていない場合】【指定したページにプロテクトがかけられていない場合】【指定したページにプロテクトがかけられていない場合】【指定したページにプロテクトがかけられていない場合】    

新しいキーワードをつけてください： 
 

④指定したページ（画面に表示しています）に付けるキーワードを入力し
ます。 
! キーワードを“やま”とつける。             やま♪ 

 
もう一度行いますか 
[行う‥￡，終了‥エスケープ]： 

⑤♪キーを押すと、また②から繰り返します。 
 [エスケープ]キーを押すと、終了します。 

 
 
 

【指定したページにプロテクトがかけられている場合】【指定したページにプロテクトがかけられている場合】【指定したページにプロテクトがかけられている場合】【指定したページにプロテクトがかけられている場合】    

旧キーワードを入れてください 
（○種類あります）： 

 

④指定したページに付けられているキーワードを入力します。 
! すでに“やま”と付いている場合。           やま♪ 
★旧キーワードが複数個ある場合は、すべてのキーワードを入力するま
でメッセージが表示されます。 

 
新しいキーワードをつけてください： 
 

⑤新しく付け直すキーワードを入力します。 
! “かわ”と付け直す。                  かわ♪ 
! プロテクトを解除する。                   ♪ 

 
もう一度行いますか 
[行う‥￡，終了‥エスケープ]： 

⑥♪キーを押すと、また②から繰り返します。 
 [エスケープ]キーを押すと、終了します。 

 
 

重要重要重要重要 
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INFORMATION 

# キーワードは全角４文字、半角８文字以内でつけてください。 

# プロテクトをかけたページは、正しいキーワードを入れなけ

れば、読み出しも書き込みもできません。 

# キーワードの文字列内にコロン（：）やエスケープ（ＥＳＣ）

がある場合は、キーワード全体をダブルコーテーション（”）

で囲んでください。 

# プロテクトを解除したい場合は、プロテクトを解除したいペ

ージを指定し、旧キーワードを入力します。“新しいキーワ

ードをつけてください：”に対して  キーを押すとプロ

テクトは解除されます。 
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PSETPSETPSETPSET    Printer Set（プリンタ セット）    
印刷方法などを変更する 

! 現在、マイツールで設定されている印刷方法や使用プリンタを変更します。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＬＰＳＥＴ…レーザプリンタの設定をします。 
• ＰＬ…………印刷時のレイアウトを表示します。 

 
仕事は＝ ①ＰＳＥＴ♪ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左の画面が表示されます。 
画面の“現在”欄には、現在設定されている状態が表示
されます。 
変更する内容の番号を入力してから♪キーを押します。 
★９番“接続プリンタ機種”の設定により、画面の内容

は異なります。左の画面は、９番を“８４‥ＲＰＤＬ・

ＳＰ１０”に設定した場合です。 

★ＰＳＥＴ命令を終了するときは、[エスケープ]キーを
押します。 

★ＰＳＥＴ命令で設定した内容は、マイツールを終了し
てもそのまま残っているので、次に起動したときは、

前回設定した状態で始まります。ただし、マイツール

を正常に終了したときだけです。 

 
INFORMATION 

# ＰＳＥＴ命令の９～15番の内容は、ＳＥＴ命令の９～15番と同じです。 

# ＰＳＥＴ命令の９～15 番の設定を変更するとＳＥＴ命令の９～15 番の設定も変更されます。どちらでも新しく設定した

内容にしたがいます。 

 
０ 現在値を標準値に戻す   ０♪ 

入力バーに“何番をセットしますか（０～１８）”とメッセージが表示されているときに、０♪とキーを押すと、各
項目が、標準として設定されている値に戻ります。 
ただし、９番“接続プリンタ機種”のみは変更されません。 

 
 

１ コンパクトモード     １♪ 

文字の間隔を設定します 
１‥標準 
２‥コンパクト 
 

文字の間隔（１～２）： 

 

文字の間隔をつめて印刷するのか、つめないで印刷するのかを番号で選択
します。 
標準値は“１”です。 
! 文字間隔をつめない。                    １♪ 
! コンパクトに設定する。                   ２♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 

《標準で印刷》                   《コンパクトで印刷》 
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INFORMATION 

# “コンパクト”を選ぶと、常に文字の間隔をつめて印刷します。ＰＣ命令で印刷するのとまったく同じです。 

# ９番“接続プリンタ機種”で“60”“70”の ＥＳＣ／Ｐプリンタを選択している場合、２番“１／２圧縮モード”と同

時に指定できません。 

 
 
２ １／２圧縮モード     ２♪ 

文字の圧縮を設定します 
１‥標準 
２‥１／２圧縮 
 

１／２圧縮（１～２）： 

文字を圧縮して印刷するか、圧縮しないで印刷するかを番号で選択します。 
標準値は“１”です。 
! 標準に設定する。                      １♪ 
! 1/2圧縮に設定する。                    ２♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 

《標準で印刷》                   《１／２圧縮モードで印刷》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

INFORMATION 
# ９番“接続プリンタ機種”で“60”“70”の ＥＳＣ／Ｐプリンタを選択している場合、１番“コンパクトモード”と同

時に指定できません。 

 
 
３ 全体倍角モード      ３♪ 

文字の倍角印刷を設定します 
１‥標準 
２‥横倍角 
３‥縦倍角 
４‥４倍角 
 

倍角印刷（１～４）： 

 

文字の大きさを番号で選択します。 
標準値は“１”です。 
! 標準に設定する。                      １♪ 
! 横倍角に設定する。                     ２♪ 
! 縦倍角に設定する。                     ３♪ 
! ４倍角に設定する。                     ４♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 

《標準で印刷》                   《横倍角で印刷》 
 
 
 
 
 
 
 
 

《縦倍角で印刷》                  《４倍角で印刷》 
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INFORMATION 
# 倍角印刷で標準以外を指定した場合、データ中の倍角などの指定（ＥＤ命令で指定）は、すべて無視されます。 

# ケイ線も倍角印刷されます。 

 
 
 

４ 半角文字タイプ       ４♪ 

半角文字の印刷タイプを設定します 
１‥高速 
２‥高密度 
 

半角文字（１～２）： 

 

半角文字のタイプを番号で選択します。 
標準値は“１”です。 
! 高速を設定する。                      １♪ 
! 高密度を設定する。                     ２♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 
★高密度を設定して印刷すると、文字の形や密度が変わり、ボリュームの
ある文字になります。 

《高速で印刷》                   《高密度で印刷》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ 文字間ピッチ        ６♪ 

文字の間隔を設定します 
 

文字間ピッチ（０～26）： 

 

文字と文字の間隔を指定します。 
標準値は“０”です。 
! ３に設定する。                       ３♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 

《“７”で印刷》          《“14”で印刷》          《“21”で印刷》 
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７ 改行ピッチ         ７♪ 

改行の幅を自由に設定します 
13 番が０の場合のみ有効です 
 

改行ピッチ（０～120）： 

 

改行の幅（文字の上の位置から、次の行の 
文字の上の位置までの幅）を指定します。 
ここでの設定を有効にするには、13 番“１インチの行数”を“０”に設定し
ておく必要があります（ＳＥＴ命令の13番でも同じ設定ができます）。 
標準値は“20”です。 
! 25 に設定する。                    ２５♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                ♪ 

《“７”で印刷》          《“14”で印刷》          《“21”で印刷》 
 
 
 
 
 
 
 
 
★混在モード時にＰ命令で印刷したものです。 

 
INFORMATION 

# ＳＥＴ・ＰＳＥＴ命令の 13 番（１インチの行数）を“０”に設定していなければ、改行ピッチを変更しても改行の幅は

変わりません。 

# 改行ピッチが“20”のときは、13番（１インチの行数）を“６”に設定したときと同じになります。 

# 改行ピッチが“15”のときは、13番（１インチの行数）を“８”に設定したときと同じになります。 

 
 
 

８ 印刷後の改頁      ８♪ 

用紙のページ送りを設定します 
１‥しない 
２‥する 
 

印刷後の改頁（１～２）： 

印刷後に、紙送りをするか、しないかを番号で選択します。 
標準値は“２”です。 
! 改ページしない。                      １♪ 
! 改ページする。                       ２♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 

 
 

INFORMATION 
# レーザープリンタを使ってＰＥ命令で印刷する場合、印刷後の改頁を“する”に設定していても改ページされません。Ｐ

ＦＦ命令で改ページしてください。 

# ９番の“接続プリンタ機種”で“100”“110”の“ＧＤＩ・ＷＩＮＤＯＷＳプリンタ”を選択している場合は、表示され

ません。印刷を行うと、ページごとに自動的に改ページします。 
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９ 接続プリンタ機種    ９♪ 

接続されているプリンタの機種を設定
します 
 60‥ESC/P ﾄﾞｯﾄﾌﾟﾘﾝﾀ(ﾓﾉｸﾛ) 
 70‥ESC/P ﾄﾞｯﾄﾌﾟﾘﾝﾀ(ｶﾗｰ) 
 80‥ESC/P SP5(RICOH) 
 81‥ESC/P SP4Mk(RICOH) 
 82‥ESC/P SP7,8(RICOH) 
 83‥RPDL  SP7,8(RICOH) 
 84‥RPDL  SP9,10(RICOH) 
 90‥RPDL  IMAGIO MF530(RICOH) 
 91‥RPDL  IMAGIO MF150(RICOH) 
100‥GDI  WINDOWS ﾌﾟﾘﾝﾀ(ﾓﾉｸﾛ) 
110‥GDI  WINDOWS ﾌﾟﾘﾝﾀ(ｶﾗｰ) 
 

接続プリンタ機種： 

 

接続されているプリンタの機種を番号で選択します。 
はじめは“100”に設定されています。 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 
★９番の設定は、“現在値を標準に戻す”を実行しても変更されません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

INFORMATION 
# 現在マイツールに接続されているプリンタ機種を確認のうえ設定してください。 

# 違う機種を指定すると正常に印刷しません。 

# 表や文書ページなどに貼り付けられているＢＭＰファイルの画像の印刷は、“ＧＤＩ・ＷＩＮＤＯＷＳ”プリンタでのみ

行えます。 

★ 設定は「コントロールパネル」の“プリンタ”から、お使いになるプリンタのプロパティを開いて行ってください（詳
しくはＷｉｎｄｏｗｓのマニュアル、もしくはプリンタのマニュアルをご覧ください）。 

# Windows NTおよび Windows 2000の場合、“60”から“91”までのプリンタはお使いになれません。 

 
 
ＧＤＩ・ＷＩＮＤＯＷＳプリンタについてＧＤＩ・ＷＩＮＤＯＷＳプリンタについてＧＤＩ・ＷＩＮＤＯＷＳプリンタについてＧＤＩ・ＷＩＮＤＯＷＳプリンタについて    

!  “100”“110”の“ＧＤＩ・ＷＩＮＤＯＷＳプリンタ”とは、Ｗｉｎｄｏｗｓに対応したプリンタのことで
す。“ＧＤＩ・ＷＩＮＤＯＷＳプリンタ”に設定した場合、用紙サイズ、印刷方向、給紙トレイ、その他細か
い設定はＷｉｎｄｏｗｓ側のプリンタの設定で行うことになります。 
★設定は「コントロールパネル」の“プリンタ”から、お使いになるプリンタのプロパティを開いて行ってください（詳しくは

Ｗｉｎｄｏｗｓのマニュアル、もしくはプリンタのマニュアルをご覧ください）。 

! ＧＤＩ・ＷＩＮＤＯＷＳプリンタ（カラー）で黒インクのみを使って印刷する場合、ケイ線や色の付いた文字
などがグレースケールで印刷されることがあります。 

! “100”“110”の“ＧＤＩ・ＷＩＮＤＯＷＳプリンタ”に設定した場合、≪印刷情報の設定≫の画面で４番“半
角文字タイプ”、８番“印刷後の改頁”、11番“用紙の縦幅”、17“片方向印字”は表示されません。 

 
 
 
 

10 用紙の横幅        １０♪ 

用紙の横幅（桁数）を設定します 
０のときはなにも印刷しません 
 

用紙サイズ<横>（０～136）: 

 

プリンタに使用している用紙サイズ（桁数）を指定します。 
標準値は９番“接続プリンタの機種”により異なります。 
! 122桁にセットする。                  １２２♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 
★通常はプリンタ機種別に最大値を設定します。ただし、９番“接続プリ
ンタ機種”を“６０”“７０”以外に設定した場合、ＬＰＳＥＴ命令の

２～４番の値によって最大値が自動的に変更されます。 

 
INFORMATION 

# 設定した横幅を超えるデータは印刷されません。
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11 用紙の縦幅        １１♪ 

用紙の縦幅（インチ数）を設定します 
０の場合はプリンタの標準値になりま
す 
 

用紙サイズ<縦>（０，１～20，5.5）： 

 

用紙の縦幅（インチ数）を指定します。ここで設定した縦幅単位で印刷・
紙送りを行います。 
はじめは“０”に設定されています。 
! 5.5 インチにする。                   ５．５♪ 
! 11 インチにする。                    １１♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 
 
 

INFORMATION 
# “０”に設定されていると、用紙の縦幅はプリンタ側のセットに自動的に合わされます。 

# 用紙長さスイッチのないプリンタの場合は、自動的に 11 インチに設定されます。 

 
 

12 印刷開始桁位置      １２♪ 

印字開始桁位置を設定します 
 

印字開始桁位置（１～136）： 

 

印字スタート位置の設定です。印刷を始める桁位置を指定します。 
標準値は“１”です。 
! ４桁に設定する。                      ４♪ 
! 80 桁に設定する。                    ８０♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 
★指定範囲の最大値は、９番の“接続プリンタ機種”の設定により異なり
ます。 

 

《“１桁”に設定して印刷》             《“10桁”に設定して印刷》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

INFORMATION 
# 印字開始桁位置設定では、左端にどの程度の空白をとって印刷するか指定できます。 

 
 

 ■■■■■■■■■■ 
 ■■■■■■■■■■ 
 ■■■■■■■■ 
 ■■■■■■■■■■ 
 ■■■■■■■■■■ 
 ■■■■■■■■■■ 
 ■■■■■■■■ 
 ■■■■■■■■■■ 

           ■■■■■■■■■■ 
           ■■■■■■■■■■ 
           ■■■■■■■■ 
           ■■■■■■■■■■ 
           ■■■■■■■■■■ 
           ■■■■■■■■■■ 
           ■■■■■■■■ 
           ■■■■■■■■■■ 

10桁 

印刷可能範囲の１桁目 
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13 １インチの行数      １３♪ 

用紙１インチに印字する行数を設定し
ます 
０を指定した場合は７番の指定に従い
ます 
 

１インチの行数[６，８，０]： 

 

用紙の１インチ幅（スプロケット用紙の穴２つで１インチ）に何行印字す
るか指定します。 
はじめは“６”に設定されています。 
! ６行に設定する。                     ６♪ 
! ８行に設定する。                     ８♪ 
! ７番の設定によって改行する。               ０♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 

《６行で印刷》                   《８行で印刷》 
 
 
 
 
 
 
 
 

《０にして印刷（７番が“30”の場合）》       《０にして印刷（７番が“50”の場合）》 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
INFORMATION 

# 16 番の“縦ケイ線つなぎ”が“１‥しない”に設定されてもいる場合、“８（行）”に設定すると行と行の間隔が狭く

なるので、縦ケイ線はつながって印刷されます。“６行”で印刷すると縦のケイ線は破線で印刷されます。 

# “０”に設定すると、７番の“改行ピッチ”で設定されている改行幅にしたがって印刷します（０から 120までの間で自

由に設定できます）。 

 
 

14 横書き／縦書き      １４♪ 

横書き／縦書きを設定します 
１‥横書き 
２‥縦書き 
 

横書き／縦書き（１～２）： 

 

横書きで印刷するか縦書きで印刷するかを番号で選択します。 
はじめは“１”に設定されています。 
! 横書きに設定する。                     １♪ 
! 縦書きに設定する。                     ２♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 

 
INFORMATION 

# ＰＲ命令とＰＴ命令は、縦書きを指定しても無視します。 
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15 見出し行の印字     １５♪ 

見出し行の印字を設定します 

０‥しない 
１‥ページ番号 
２‥連番 
３‥ページ番号・連番 
４‥日付・時間 
５‥すべて 
 

見出し行印字（０～５）： 

 

印刷したときに、用紙の１行目右端にページ番号や印刷枚数をつけるかど
うかを番号で選択します。 
標準値は“しない”です。 
! ページ番号や連番は付けずに印刷する。            ０♪ 
! ページ番号をつけて印刷する。                １♪ 
! 連番をつけて印刷する。                   ２♪ 
! ページ番号と連番をつけて印刷する。             ３♪ 
! 日付と時間を印刷する。                   ４♪ 
! すべてを印刷する。                     ５♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 

《それぞれの印刷例》 

ページ番号 

連番 

ページ番号・連番 

日付・時間 

すべて 

PAGE: 0001

DATA: 00

DATA: 00  PAGE: 0001

DATE: 95.04.01  TIME: 11:50

DATE: 95.04.01  TIME: 11:50    DATA: 00  PAGE: 0001

 
 

INFORMATION 
# ＰＳＥＴ命令の９～15番の内容は、ＳＥＴ命令の９～15番と同じです。ＰＳＥＴ命令の９～15番を変更するとＳＥＴ命

令の９～15番も変更されます。どちらでも新しく設定した内容にしたがいます。 

 
 
 
16 縦ケイ線つなぎ      １６♪ 

縦ケイ線をつなぐか設定します 
１‥しない 
２‥する 
 

縦ケイ線つなぎ（１～２）： 

 

縦ケイ線をつないで印刷するか、つながずに印刷するかを番号で選択します。 
はじめは“する”に設定されています。 
! 縦ケイ線をつながずに印刷する。              １♪ 
! 縦ケイ線をつないで印刷する。               ２♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                ♪ 
 

INFORMATION 
# 縦ケイ線つなぎを“しない”に設定していても、13 番“１インチの行数”で“８（行）”と設定されていると、行間が

狭くなり縦ケイ線はつながって印刷されます。 

 
 
 
17 片方向印字        １７♪ 

片方向印字を設定します 
１‥標準 
２‥片方向（きれい） 
 

片方向印字（１～２）： 

 

通常の印刷をするか、片方向できれいに印刷するかを番号で選択します。
片方向を指定すると、ケイ線がずれなくなります。ただし、片方向を指定
すると印刷に多少時間がかかります。 
標準値は“１”です。 
! 通常の印刷をする。                    １♪ 
! 片方向で印刷する。                    ２♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                ♪ 
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INFORMATION 
# “片方向印字”は、９番の“接続プリンタ機種”で“100”“110”の“ＧＤＩ・ＷＩＮＤＯＷＳプリンタ”を選択してい

る場合は、表示されません。 

 
 
 

18 行番号印字        １８♪ 

行番号を印刷するか設定します 
１‥しない 
２‥する 
 

行番号印字（１～２）： 

行番号をつけて印刷するか、つけずに印刷するかを番号で選択します。 
はじめは、“しない”に設定されています。 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 

 

《行番号をつけないで印刷》             《行番号をつけて印刷》 
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PT Print Title（プリント タイトル） 
ページのタイトル一覧を印刷する 

! ページのタイトル一覧を印刷します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 印刷する前に、ＰＳＥＴ命令で現在の印刷設定を確認してくだ

さい。 
• 印刷する表題が 60ページ以上あると、60ページずつに分けて
印刷されます。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＰＴＳ………サブページのタイトル一覧を印刷します。 
 

 
仕事は＝ ①ＰＴ♪ 

 
ページ番号か、＝表題、グループ番号で
選んでください  

印刷する表題は[全体‥￡]： 

②印刷するページ番号か、ページの表題を指定します。 
! 表題すべてを印刷する。                   ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 
 
 

 

印刷する表題は[印刷開始‥￡]： 
 

③何度でも、ページや表題、グループ番号を指定できます。 
 指定が終わったら、♪キーのみを押します。 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
【印刷途中で【印刷途中で【印刷途中で【印刷途中でエスケープ]キーを押した場合】キーを押した場合】キーを押した場合】キーを押した場合】    
 
 
 

左のようなメッセージボックスが表示されます。 
選択するボタンにマウスカーソルを合わせて、左クリックします。 
! ［再開］ボタンを左クリックすると、印刷を続行します。 
! ［中止］ボタンを左クリックすると、印刷を中止します。 
! ［やり直し］ボタンを左クリックすると、そのページの最初から印刷を
やり直します。 

 
 
 
 

INFORMATION 

# ＰＳＥＴ命令の 14番（横書き／縦書き）が“２‥縦書き”

に設定されていると、縦書きされない文字があったり、不揃

いになることがあります。 

# 表題はもちろんのこと、ページの作成日やプロテクトの有無、

使っている行数・桁数・グループが印刷されます。 
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PTFPTFPTFPTF    Printer Top of Form（プリンタ トップ オブ フォーム）    
用紙の先頭位置を決める 

! ドットプリンタをお使いの場合、印刷を始める用紙の印字開始行位置（トップ オブ フォーム）を設定

します。 

! 連続帳票で印字開始位置をミシン目に合わせるときに使います。 

 
仕事は＝ ①ＰＴＦ♪ 

 
プリンタ用紙のミシン目をセットして
[￡]キーを押してください： 

②ドットプリンタのノブを回して用紙を印字開始行位置（トップ オブ 
フォーム）に合わせます。 
! 印字開始行位置をセットする。                ♪ 
! 中止する。                     エスケープ] 
★プリンタ機種によって多少位置が異なります。詳しくは、プリンタの
説明書をご覧ください。 

 
プリンタ用紙のミシン目 
（印字開始行位置）を再設定しました： 

③♪キーを押すと、左のメッセージが表示されます。 
 
 

 
 

INFORMATION 

# 次の場合、一度設定した印字開始行位置（トップ オブ フォ

ーム）が変化します。 

 ①ＰＳＥＴ命令・ＳＥＴ命令の11番（用紙の縦幅）で用紙１ペ

ージの長さを設定し直したとき（通常は11インチです）。 

 ②ＰＴＦ命令を再度実行したとき。 

 ③プリンタの電源を切ったとき。 

 ④プリンタのノブを回して用紙を動かしたとき。 

# レーザプリンタの場合、実行しても意味がありません。 
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PTS Print Title Subpage（プリント タイトル サブページ） 
サブページのタイトル一覧を印刷する 

! サブページのタイトル一覧を印刷します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 印刷する前に、ＰＳＥＴ命令で現在の印刷設定を確認してくだ

さい。 
• 印刷する表題が 60ページ以上あると、60ページずつに分けて
印刷されます。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＰＴ…………現在のファイルのタイトル一覧を印刷します。 
  

 
仕事は＝ ①ＰＴＳ♪ 

 
ページ番号か、＝表題、グループ番号で
選んでください  

印刷する表題は[全体‥￡]： 

②印刷するページ番号か、ページの表題を指定します。 
! 表題すべてを印刷する。                   ♪ 
★単独、連続、複数、混合、表題、ワイルド指定が可能です。 
 
 

 
印刷する表題は[印刷開始‥￡]： 
 
 

③何度でも、ページや表題を指定できます。 
 指定が終わったら、♪キーのみを押します。 
★単独、連続、複数、混合、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
 

【印刷途中で【印刷途中で【印刷途中で【印刷途中でエスケープ]キーを押した場合】キーを押した場合】キーを押した場合】キーを押した場合】    
 
 

左のようなメッセージボックスが表示されます。 
選択するボタンにマウスカーソルを合わせて、左クリックします。 
! ［再開］ボタンを左クリックすると、印刷を続行します。 
! ［中止］ボタンを左クリックすると、印刷を中止します。 
! ［やり直し］ボタンを左クリックすると、そのページの最初から印刷を
やり直します。 

 
 
 
 

INFORMATION 

# ＰＳＥＴ命令の 14番（横書き／縦書き）が“２‥縦書き”

に設定されていると、縦書きされない文字があったり、不揃

いになることがあります。 

# 表題はもちろんのこと、ページの作成日や使っている行数・

桁数が印刷されます。 

 
 
 

 



325● 

PULPULPULPUL    Pick Up Line（ピック アップ ライン） 
指定した行を残して、データをすべて削除する 

! 画面の表の中から必要な行だけを残して、残りのデータ行をすべて削除します。 
 

実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 指定した行以外のデータは、すべて削除されますので注意し

てください。 
• 取り出せるのは画面の表だけです。ページ指定はできません。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＤＬ…行を削除する。 
 
 

 

仕事は＝ ①ＰＵＬ♪ 

 

取り出す行は： 
 

②取り出す行の番号を指定します。 
! ８行目を取り出す。                    ８♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、条件式、￥指定が可能です。 

 
 

INFORMATION 

# ＤＬ命令とは逆に、指定した行を残し、他のデータ行すべ

てを削除します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：７￠ 
①ＰＵＬ￠ 
②Ｃ２＞＝70￠……２列目（国語）が 70以上のものを指定する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 ７ページ「成績集計表」から、“国語”の点数が 70点以上のデータだけを取り出します。 
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RRRR    Read（リード）    
指定したページを画面に読み出す 

! 指定したページ内容を画面に読み出します。 

 
! Ｒ命令を実行すると、現在画面に表示されている内容は消去され、読み出したページの内容にか
わります。必要なデータは、Ｗ命令でページに書き込んでおいてください。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＲＢ…指定したページを裏画面に読み出します。 
• ＲＢＢ…指定したページを参照画面に読み出します。 

 

 

仕事は＝ ①Ｒ♪ 

 
何ページを読み出しますか： ②画面に読み出すページ番号を指定します。 

! システムファイルの１ページを読み出す。     ＳＹＳ／１♪ 
★システムファイルの１ページ目にはメニューバー・プルダウンメニュ
ーのデータがあります。 

! 直前のＲ・ＲＢ・ＲＢＢ命令またはＷ・ＷＢ命令で指定したページと
同じページを読み出す。                  ＊♪ 
★オートプログラム中で“＊”指定を行う場合は、前後にダブルコーテ
ーション（”）を付けてください。 

! 直前のＲ・ＲＢ・ＲＢＢ命令またはＷ・ＷＢ命令で指定した、次のペ
ージを読み出す。                     ＋♪ 
! 直前のＲ・ＲＢ・ＲＢＢ命令またはＷ・ＷＢ命令で指定した、前のペ
ージを読み出す。                     －♪ 
! 次のページの内容を読み出す。                ♪ 
★♪キーのみを繰り返し押すと、次々とページを表示します。 

★ページ番号または[エスケープ]キーを押すと、“仕事は＝”の状態
に戻ります。 

★単独、表題、＋、ー、＊指定が可能です。 
 
 

【ページがプロテクトされている場合】【ページがプロテクトされている場合】【ページがプロテクトされている場合】【ページがプロテクトされている場合】    

キーワードを入れてください： 指定したページにつけられた、キーワードを入力します。 
! キーワード“88”を入れる。               ８８♪ 

 
 
 

INFORMATION 

# Ｒ命令を実行した直後であれば、ＲＶ命令で読み出す前の画

面を表示することができます。 

# Ｒ命令は、Ｔ命令中でも実行できます。 

# Ｒ・Ｗ・ＲＢ・ＷＢ・ＲＢＢ命令以外の命令の場合、ページ

指定に“＋”“－”“＊”は使えません。 

 

重要重要重要重要 
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①Ｒ￠ 
②52￠……52ページを読み込む。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 52ページ「得意先名簿」を画面に読み込みます。 

R 
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RANKRANKRANKRANK    Ranking（ランキング）    
データを集計して順位をつける 

! 行または列のデータを評価して、大きい順・小さい順に順位を求めて画面に表示します。 

! 行・列を並べかえずに順位をつけることができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＳＥＴ命令の 16 番（色指定が可能な列数）が“０”になって
いたり、すでに色指定が可能な列数だけ色がついている場合、

集計方法の指定で“５‥色付け”を選択しても、色をつけるこ

とはできません。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＢＥＳＴ…ベスト 10・ワースト 10などを求めます。 
 
 

 

仕事は＝ ①ＲＡＮＫ♪ 

 
順位を求める場所は： ②順位を求める、行（または列）の番号を指定します。 

! ２列目のデータから順位を求める。            Ｃ２♪ 
! 10 行目のデータから順位を求める。          Ｌ１０♪ 
★単独指定が可能です。 

★行番号には“Ｃ”を、列番号には“Ｌ”をつけてください。 

★複数の行・列は指定できません。 

 
１‥大きい順 
２‥小さい順 
 

並べ方は（１～２）： 

③順位を大きい順で求めるのか、小さい順で求めるのかを番号で選択しま
す。 
! 大きい順で順位を求める。           １♪（または♪） 
! 小さい順で順位を求める。                 ２♪ 
★♪キーのみは、大きい順を指定したことになります。 

 
 

１‥順位 
２‥○△×（３段階） 
３‥ＡＢＣ（指定段階） 
４‥数字（指定段階） 
５‥色付け（指定段階） 
 

集計方法は（１～５）[数字‥￡]： 

④どの集計方法でつけるのか、番号で選択します。 
! １から順に、数字で順位をつける。       １♪（または♪） 
! ○△×の記号を使い、順位を３段階に分ける。        ２♪ 
! 英文字を使い、順位を指定した段階に分ける。        ３♪ 
! 数字を使い、順位を指定した段階に分ける。         ４♪ 
! 指定した段階に分けて、背景色をつける。          ５♪ 
 
 

 
 
 

【ＡＢＣ（指定段階）を選んだ場合】【ＡＢＣ（指定段階）を選んだ場合】【ＡＢＣ（指定段階）を選んだ場合】【ＡＢＣ（指定段階）を選んだ場合】    

何段階ですか（１～26）： ⑤データを何段階に分けて順位をつけるかを、１から 26 の数字で指定し
ます。 
! ５段階（Ａ～Ｅ）に分ける。                ５♪ 
! 26 段階（Ａ～Ｚ）に分ける。              ２６♪ 

 
【数字（指定段階）を選んだ場合】【数字（指定段階）を選んだ場合】【数字（指定段階）を選んだ場合】【数字（指定段階）を選んだ場合】    

何段階ですか： ⑤データを何段階に分けて順位をつけるかを、指定します。 
! ５段階（１～５）に分ける。                ５♪ 
! 10 段階（１～10）に分ける。              １０♪ 
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【色付け（指定段階）を選んだ場合】【色付け（指定段階）を選んだ場合】【色付け（指定段階）を選んだ場合】【色付け（指定段階）を選んだ場合】    

何段階ですか（１～８）： ⑤データを何段階に色分けするかを、１から８の数字で指定します。 
! ４段階（青・緑・水色・赤）に分ける。           ４♪ 
! ８段階（青・緑・水色・赤・紫・黄・白・黒）に分ける。   ８♪ 
★１から８の数字で、次の色を使って色分けします。 

指定    使う色     
 １番目 ２番目 ３番目 ４番目 ５番目 ６番目 ７番目 ８番目 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 

青 

青 

青 

青 

青 

青 

青 

青 

 

緑 

緑 

緑 

緑 

緑 

緑 

緑 

 

 

水色 

水色 

水色 

水色 

水色 

水色 

 

 

 

赤 

赤 

赤 

赤 

赤 

 

 

 

 

紫 

紫 

紫 

紫 

 

 

 

 

 

黄 

黄 

黄 

 

 

 

 

 

 

白 

白 

 

 

 

 

 

 

 

黒 

★色の組み合わせや順番は、変更できません。 

 
書き込み場所は： ⑥集計結果を書き込む場所を指定してください。 

! ３列目に書き込む。                   Ｃ３♪ 
! 最終行の次の行（Ｔ＋１）に書き込む。     Ｌ（Ｔ＋１）♪ 

 
 
 

INFORMATION 

# 集計の対象となるのは、数値データだけです。文字や空白は

無視します。 

# 集計方法に“（指定段階）”を選んだ場合、データ行の行数

によっては、等分に分割されないことがあります。 

 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：54￠ 
①ＲＡＮＫ￠ 
②Ｃ２￠…………２列目のデータの順位を求める。 
③１￠……………大きい順に並べる。 
④１￠……………１から順に、数字で順位をつける。 
⑤Ｃ３￠…………３列目の前に１列追加して、順位を書き込む。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 54ページ「売上集計」のデータを集計して順位をつけます。 
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RBRBRBRB    Read of Backarea（リード オブ バックエリア） 
指定したページを裏画面に読み出す 

! 裏画面に、指定したページを読み出します。 

 
! ＲＢ命令を実行すると、裏画面にあったデータは消去され、読み出したページの内容にかわりま
す。必要なデータは、ＷＢ命令でページに書き込んでおいてください。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• Ｒ………指定したページを画面に読み出します。 
• ＲＢＢ…指定したページを参照画面に読み出します。 

 

仕事は＝ ①ＲＢ♪ 

 

何ページを読み出しますか： ②裏画面に読み出すページの、ページ番号を指定します。 
! システムファイルの１ページを読み出す。     ＳＹＳ／１♪ 
★システムファイルの１ページ目にはメニューバー・プルダウンメニュ
ーのデータがあります。 

! 直前のＲ・ＲＢ・ＲＢＢ命令またはＷ・ＷＢ命令で指定したページと
同じページを読み出す。                  ＊♪ 
★オートプログラム中で“＊”指定を行う場合は、前後にダブルコーテ
ーション（”）を付けてください。 

! 直前のＲ・ＲＢ・ＲＢＢ命令またはＷ・ＷＢ命令で指定した、次のペ
ージを読み出す。                     ＋♪ 
! 直前のＲ・ＲＢ・ＲＢＢ命令またはＷ・ＷＢ命令で指定した、前のペ
ージを読み出す。                     －♪ 
! 次のページの内容を読み出す。                 ♪ 
★ページ番号または[エスケープ]キーを押すと、“仕事は＝”の状態
に戻ります。 
★単独、表題、＋、ー、＊指定が可能です。 

 
 
【ページがプロテクトされている場合】【ページがプロテクトされている場合】【ページがプロテクトされている場合】【ページがプロテクトされている場合】    

キーワードを入れてください： 指定したページにつけられた、キーワードを入力します。 
! キーワード“88”を入れる。               ８８♪ 

 
 
 

INFORMATION 

# ＲＢ命令を実行した直後であれば、ＲＶ命令で読み出す前の

画面を表示することができます。 

# Ｒ・Ｗ・ＲＢ・ＷＢ・ＲＢＢ命令以外の命令の場合、ページ

指定に“＋”“－”“＊”は使えません。 

 

重要重要重要重要 
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①ＲＢ￠ 
②５￠ 
③Ｘ￠………Ｘ命令で裏画面とおもて画面を入れかえる。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 ５ページ「売上集計」のデータを裏画面に読み出し、Ｘ命令で確認します。 
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RBBRBBRBBRBB    Read Back Back（リード バック バック）    
指定したページを参照画面に読み出す 

! 指定したページの内容を参照画面に読み出します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＲＢＢ命令を実行すると、現在参照画面に読み出してある内容

は消去され、読み出したページの内容にかわります。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• Ｒ……指定したページを画面に読み出します。 
• ＲＢ…指定したページを裏画面に読み出します。 

 

仕事は＝ ①ＲＢＢ♪ 

 
何ページを読み出しますか： ②参照画面に読み出すページ番号を指定します。 

! 直前のＲ・ＲＢ・ＲＢＢ命令またはＷ・ＷＢ命令で指定したページと
同じページを読み出す。                  ＊♪ 
★オートプログラム中で“＊”指定を行う場合は、前後にダブルコーテ
ーション（”）を付けてください。 

! 直前のＲ・ＲＢ・ＲＢＢ命令またはＷ・ＷＢ命令で指定した、次のペ
ージを読み出す。                     ＋♪ 
! 直前のＲ・ＲＢ・ＲＢＢ命令またはＷ・ＷＢ命令で指定した、前のペ
ージを読み出す。                     －♪ 
★ページ番号または[エスケープ]キーを押すと、“仕事は＝”の状態
に戻ります。 

★単独、表題、＋、ー、＊指定が可能です。 

 
 

【ページがプロテクトされている場合】【ページがプロテクトされている場合】【ページがプロテクトされている場合】【ページがプロテクトされている場合】    

キーワードを入れてください： ③指定したページにつけられた、キーワードを入れてください。 
! キーワード“88”を入れる。               ８８♪ 

 
 

INFORMATION 

# Ｒ・ＲＢ・ＲＢＢ・Ｗ・ＷＢ命令以外の命令の場合、ページ

指定に“＋”“－”“＊”は使えません。 
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①ＲＢＢ￠ 
②５￠ 
画面の  アイコンを左クリックして、参照画面を表示させて確認します。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 参照画面に５ページ「売上集計」のデータを読み出します。 
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RC    Read Chaining（リード チェイニング）    
複数ページの内容をつないで１画面で表示する 

! 32000行までのデータを縦方向につなぎ１ページのデータとして扱うことができます。 

! 同一ページのデータを繰り返しつなぐこともできます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• つなぐことができるのは、同じモード、同じページサイズだけ

です。 
• 異なるファイル間のページをつなぐことはできません。 
• Ｖ型ファイルのページをつなぐことはできません。 
 

• フォーマットの異なるページを縦につないだ場合、２ページ目

以降は先頭ページのフォーマットに合わされます。その場合、

追加された行はデータ行になりません。フォーマット行の位置

の異なるページを横につないだ場合は、追加されたデータは列

として使用できません。 

 

仕事は＝ ①ＲＣ♪ 

 
つなぐページは： ②つなぐデータのあるページ番号を指定します。 

! ２ページから 100 ページまでをつなぐ。      ２－１００♪ 
! ２ページのデータを繰り返しつなぐ。       ２，２，２♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 
 

ページをつなぐ方向は 
[縦‥１，横‥２]： 

③つなぐ方向を番号で選択します。 
! 縦につなぐ。                  １♪（または♪） 
! 横につなぐ。                      ２♪ 

 
 

【ページがプロテクトされている場合】【ページがプロテクトされている場合】【ページがプロテクトされている場合】【ページがプロテクトされている場合】    

キーワードを入れてください： 指定したページにつけられた、キーワードを入力します。 
! キーワード“88”を入れる。               ８８♪ 
★この後、つなぐ方向を聞いてきます。 

★キーワードの異なるページどうしはつなげません。 

 
 

INFORMATION 

# ＲＣ命令で縦方向につなげられるページの最大は、つないだ

結果のデータ行数が 32000行までのページ数となります。 

例えば、データ行数が100行のページならば320ページまで、

縦方向につなぐことができます。 

# つないだページのデータを計算可能なデータにするには、縦

につなぐ場合と横につなぐ場合に次のような制限があるの

で注意しましょう。 

●縦につなぐときの制限 

 フォーマット文の型が同じ 

●横につなぐときの制限 

 フォーマット文の位置が同じ 

 項目名の位置と行数が同じ 

 計算開始行が同じ 

# 指定したページが、ＰＲＴ命令でプロテクト（保護）されて

いる場合は、そのページにつけられたキーワードを入れてく

ださい。 

# ＲＣ命令でつないだページを保管するときはＷＣ命令また

はＷ命令で書き込みます。この際１ページ分のページに分け

て書き込まれます。 

# ＷＦＬ命令を使えば、ＲＣ命令でつないだページを、１ペー

ジごとに保存せず、ページファイルとしてつながったままの

状態で書き込むことができます。ページファイルを読み出す

場合は、ＲＦＬ命令を使います。 

# ＲＣ命令でつないだページを解除する場合は、ＷＣ命令で書

き込むか、Ｒ命令などでページを読み出します。 
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①ＲＣ￠ 
②55-56￠ ………55 ページと 56 ページをつなげる。 
③２￠……………横につなげる。 
ＢＣ￠４￠………４列目を空白にして表を見やすくする。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 55ページ「月別売上集計表」と 56ページの帯グラフを、横につないで画面に表示します。 



●336 

REC    Record（レコード） 
ＷＡＶＥファイルを作成する 

! Ｗｉｎｄｏｗｓの標準的な音声・音楽のデータ形式である、ＷＡＶＥ形式のファイルを作成します。 
 

実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 音声データを作成する場合、お使いのパソコンにサウンドカ

ードが取り付けられている必要があります。 

 

 

仕事は＝ ①ＲＥＣ♪ 
 

作成するウエーブファイル名は： ②音声・音楽を追加、もしくは新規作成するＷＡＶＥファイルに付けるフ
ァイル名を入力します。 
! ONGAKU.WAV というファイル名で作成する。   ＯＮＧＡＫＵ♪ 
★拡張子（.WAV）は、指定しなくても自動的に付けられます。 

★ディレクトリ名を指定しない場合、マイツールをセットアップしたデ
ィレクトリの下の“MYBMP”のディレクトリに作成されます。 

★ディレクトリ名から指定する場合、ディレクトリ名とファイル名の前
に“￥”を付けてください。 

《例》“MUSIC”というディレクトリに“JAZZ.WAV”というファイル名

で書き込む。         ￥ＭＵＳＩＣ￥ＪＡＺＺ♪ 
 

１‥追加作成 
２‥新規作成 
 

作成方法は： 

③既存のファイルに追加するか、新しく作成するか、番号で選択します。 
! 既存のファイルに追加する。          １♪（または♪） 
★②で指定したファイル名が存在しない場合、新しく作成します。 
! 新規に作成する。                     ２♪ 

 
 

録音時間は（単位：秒） 
［￡：最大（〇）］： 

④録音する時間を秒数で入力します。 
録音時間を入力すると、ただちに録音が開始されます。 
サウンドカードのマイク端子につなげたマイク、もしくは外部端子につ
なげた再生機器などから音声を入力してください。 
★（〇）の部分には、書き込み先のディスク容量から計算された最大録
音可能時間が表示されます。 
! 20 秒間録音する。                   ２０♪ 
 

 

ただいま録音中です。 録音中は、左のメッセージが表示されます。 
途中で録音を中止するには[エスケープ]キーを押します。 

 
 

 

録音を終了しました。 
録音時間は〇〇秒です。 

録音が終了すると、左のメッセージが表示されます。 

 
 

INFORMATION 

# サウンドカードとは、パソコン上でデジタル音声を再生・

録音するために必要な拡張ボードです。 

# 録音時のサンプリング条件は、お使いのサウンドカードの

ミキサーの設定に準拠します。 

# ＷＡＶＥファイルの作成サイズの上限は、4096Ｍバイトです。 

# フロッピーディスクやＭＯディスク（光磁気ディスク）な

ど、読み書き速度の遅いメディアに録音すると、音飛びな

どの現象が生じます。ＷＡＶＥファイルはハードディスク

などに作成するようにしてください。 

# ＷＡＶＥファイルは、ＰＬＡＹ命令で再生することができます。 
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RFRFRFRF    Reformat（リフォーマット）    
表のフォーマットを、指定した表に合わせる 

! フォーマット文の異なる表を、複数ページにわたって、同じフォーマットに合わせます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• フォーマットを合わせられるのは、フォーマットページと集計

するページの項目名の一致するものだけです。フォーマットペ

ージにない項目名の列は、書き込み先の表に挿入されません。 

• フォーマットページの列幅が小さい場合、はみ出してしまうデ

ータは、左側から順に削られます。 

 

仕事は＝ ①ＲＦ♪ 

 
集計するページは[画面‥￡]： ②フォーマットを合わせるページを指定します。 

! 画面のデータのフォーマットを整える。            ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
フォーマットページは[裏画面‥￡]： ③基になるフォーマットの入ったページを指定します。 

! 裏画面の表を基にする。                   ♪ 
! 10 ページの表を基にする。               １０♪ 
★単独指定が可能です。 

★フォーマット文のないページを指定すると、処理を中止します。 

 
書き込み先頭ページは： ④フォーマットを合わせた表を、何ページから書き込むかを指定します。 

! 11 ページから書き込む。                １１♪ 
! ドライブＡのデータフロッピーの９ページから書き込む。  Ａ９♪ 

 
 

INFORMATION 

# フォーマットページにデータが入力されている場合は、後ろ

にデータを追加していきます。 

# 複数ページを処理中にエスケープキーを押すと一時停止し
ます。停止中に ￡ キーを押すと再開します。もう一度

エスケープキーを押すと処理を中止します。 
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Ｒ：57￠ 
①ＲＦ￠ 
②￠…………画面のページのフォーマットを変更する。 
③52￠………52ページのフォーマットに合わせてデータを追加する。 
④￠…………結果を画面に書き込む。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 52 ページの「得意先名簿」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 57ページ「得意先名簿追加分」のフォーマットを、52ページ「得意先名簿」に合わせます。 
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RFLRFLRFLRFL    Read of Pagefile（リード オブ ページファイル） 
ページファイルを読み出す 

! 指定したページファイルを画面に読み出します。 
 

! ＲＦＬ命令を実行すると、現在画面に表示されている内容は消去され、読み出したページの内容
にかわります。必要なデータは、Ｗ命令でページに書き込んでおいてください。 

 

仕事は＝ ①ＲＦＬ♪ 
 

読み出すファイル名は： ②画面に読み出すページファイルの、ファイル名を指定します。 
! “MEIBO”というページファイルを読み出す。   ＭＥＩＢＯ♪ 
★ページファイルは、マイツールをインストールしたディレクトリの下
の“MYFILEX”のディレクトリに書き込まれます。それ以外のディレ

クトリやドライブに書きこんだページファイルを読み込む場合は次

のように指定します。 

  《例》 “ETC”というディレクトリにある“MEIBO”というページフ 

      ァイルを読み出す。    ￥ＥＴＣ￥ＭＥＩＢＯ♪ 
      Ａドライブのフロッピーに書き込んだ“MEIBO”というペー 

      ジファイルを読み出す。  ”Ａ：￥ＭＥＩＢＯ”♪
 
 

INFORMATION 

# ページファイルとは、拡張されたページやＲＣ命令などでつ

なげられたページを、つながったままの状態で保存すること

ができる形式のファイルです。 

# ページファイルは、Ｒ命令でも読み出すことができます。ま

た、各命令でのページ指定時に、通常のページと同様に指定

することができます。ただし、ＥＦ命令、ＤＦ命令でデータ

ページとして指定することはできません。 

# ページファイルは、ＷＦＬ命令で画面のページにファイル名

を付けて書き込むか、ＦＩＬＥＸ命令の“ファイル作成”で

作ります。 

# ページファイルの一覧はＦＩＬＥＸ命令で見ることができ

ます。 

# 読み出したページファイルはマイツールのデータページと

変わりません。Ｗ命令で通常のページに書き込むこともでき

ます。 

# ページファイルにはＰ型とＸ型があります。詳しくはＷＦＬ

命令、ＦＩＬＥＸ命令をご覧ください。 

 

 
 
 

 

重要重要重要重要 
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RLOGRLOGRLOGRLOG    Read Loging（リード ロギング）    
これまで使った命令やデータを画面に読み出す 

! ＲＬＯＧ命令を実行した時点からさかのぼって、入力した命令やデータを画面に表示します。 

! １行につき１命令単位で表示されます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＲＬＯＧ命令を実行すると、現在画面に表示されている内容は

消去されます。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＤＳ…画面分割して、幅画面にロギングエリアを表示します。 

 

仕事は＝ ①ＲＬＯＧ♪ 

 
 

INFORMATION 

# １行につき１命令（操作の最初から最後まで）ずつ表示され

ます。ＲＬＯＧ命令を含めて、74 個前までの実行履歴を表

示します。 

# 実行履歴の保存される場所をロギングエリアといい、ＲＬＯ

Ｇ命令はロギングエリアの内容を画面に読み出すものです。

ロギングエリアの内容をすべて消去する場合は、ＢＬＯＧ命

令を使います。 

# オートプログラムを作るときや、これまでの手順を確認する

ときに便利です。 

# マイツールを終了すると、保管していたこれまでの命令やデ

ータはすべて消えてしまいます。 

 

# ￡ キーは“：”と、エスケープは“ＥＳＣ：”と表示さ
れます。また、間違えて入力したものも、そのまま表示され、

エラーを起こした個所は“★：”と表示されます。 

# これまで入力した命令やデータは、ＲＬＯＧ命令を使わなくと

も （ Ctrl ＋
）キーを使って入力バーに呼び出す

ことができます。 （ Ctrl ＋ ）キー

では、入力した命令やデータを１つずつ入力行に呼び戻しま

す。 （ Ctrl ＋ ）キーでは、１つの

命令単位で入力したものを入力バーに呼び戻します。 

# ＲＬＯＧ命令で画面に表示した内容は、空白ページにＥＤ命

令で書き込んだ状態と同じですから、そのままＷ命令で保存

することができます。 

 
 
 

 
 
まず、ＢＬＯＧ命令でロギングエリアの内容を消去します。 
ＢＬＯＧ￠ 
 
次にいくつかのコマンドを実行します。 
Ｔ￠ エスケープ Ｒ：５￠ ＡＣＭ￠Ｃ２，４￠＋￠ ＤＲＣ￠￠ 
 
ＲＬＯＧ命令でロギングエリアの内容を読み出します。 
①ＲＬＯＧ￠ 
 
 実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例題例題例題例題 いくつかの操作を行った後、ロギングエリアの内容を読み出します。 
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ROCROCROCROC    Rotate Column（ローテート カラム）    
列のデータを縦方向にずらす 

! 画面の表の列のデータを、上方向もしくは下方向にずらします。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• フォーマット行のないページでは実行できません。 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＲＯＬ…行のデータを横方向にずらします。 

 

仕事は＝ ①ＲＯＣ♪ 

 
何列目をずらしますか： ②ずらす列の、列番号を指定します。 

! ５列目のデータを１行分ずらす。              ５♪ 
! すべてのデータを１行分ずらす。         ♪（またはＡ♪） 
! ５列目のデータを３行分ずらす。         ５，５，５♪ 
! ４列目と５列目を１行分ずらす。           ４，５♪ 
! ２列目と５列目を２行分ずらす。      ２，５，２，５♪ 
! １列目から４列目までを３行分ずらす。    

１－４，１－４，１－４♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

 
ずらす方向は［上‥１，下‥２］： ③上にずらすか、下にずらすか番号で選択します。 

! 上にずらす。                       １♪ 
! 下にずらす。                  ２♪（または♪） 
! ６行目だけをのぞいて下へずらす。         ２，Ｎ６♪ 
! ６行目と７行目をのぞいて上へずらす。    １，Ｎ６，７♪ 
! ６行目から９行目までをのぞいて下へずらす。  ２，Ｎ６－９♪ 

 
何列目をずらしますか： ④他にもずらす列があれば、その列の番号を指定します。 

 ②からの操作方法と同様です。 
 なければ[エスケープ]キーを押します。 

 
 
 

INFORMATION 

# １列でも複数の列でも、上下にずらすことができます。何行

分ずらすかは、列指定のときにその回数だけカンマ（，）で

つないでください。 

# 各列の項目名はずらさずにデータだけをずらします。 

# 横に引かれたケイ線は無視してデータだけをずらします。 

# スケジュール表の修正などに便利です。 

# 表の中にずらしたくない部分があるときは、“Ｎ”（Ｎｏｔ

－無視）指定を使います。 

# ２度目以降の“何列目をずらしますか：”、“ずらす方向は：”

のメッセージで ￡ キーのみを押すと、前回の指定と同じ

になります。 
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94 年 10 月に、誤って 94年９月のデータを入力してしまったため、そこから後の各月のデータが一つずつずれてしまい
ました。これをＲＯＣ命令を使って修正します。 
 
Ｒ：58￠ 
①ＲＯＣ￠ 
②２￠………………２列目のデータを一行分だけずらす。 
③１，12－Ｔ￠……12行目から最終行までを、上にずらす。 
④エスケープ…………ＲＯＣ命令を終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 58ページ「月別売上集計表」の、ずれたデータを、ＲＯＣ命令で修正します。 
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ROLROLROLROL    Rotate Line（ローテート ライン）    
行のデータを横方向にずらす 

! 画面の表の行のデータを、右方向もしくは左方向にずらします。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• フォーマット行のないページでは実行できません。 
• ずらした時に、列の桁数よりデータの文字数のほうが大きい場

合、はみ出した部分は左側から削られます。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＲＯＣ…列のデータを縦方向にずらします。 
• ＭＬ……行を移動します。 

 

仕事は＝ ①ＲＯＬ♪ 

 
何行目をずらしますか： ②ずらす行の、行番号を指定します。 

! ６行目のデータを１列分ずらす。              ６♪ 
! すべてのデータ行を１列分ずらす。       ♪（またはＡ♪） 
! ６行目のデータを３列分ずらす。          ６，６，６♪ 
! ７行目と８行目を１列分ずらす。            ７，８♪ 
! ７行目と９行目を２列分ずらす。        ７，９，７，９♪ 
! ７行目から９行目までを２列分ずらす。     ７－９，７－９♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、￥指定が可能です。 

 
ずらす方向は[左‥１，右‥２]： ③左にずらすか、右にずらすか番号で選択します。 

! 左にずらす。                       １♪ 
! 右にずらす。                 ２♪（または♪） 
! １列目をのぞいて右へずらす。            ２，Ｎ１♪ 
! １列目と３列目をのぞいて右へずらす。      ２，Ｎ１，３♪ 
! １列目から５列目までをのぞいて右へずらす。   ２，Ｎ１－５♪ 

 
何行目をずらしますか： ④他にもずらす行があれば、その行を指定します。 

 ②からの操作方法と同様です。 
 なければ[エスケープ]キーを押します。 

 
 
 

INFORMATION 

# １行でも複数の行でも、左右にずらすことができます。何列

分ずらすかは、行指定のときにその回数だけカンマ（，）で

つないでください。 

# 縦に引かれたケイ線は無視してデータだけをずらします。 

# スケジュール表の修正などに便利です。 

# 表の中にずらしたくない部分があるときは、“Ｎ”（Ｎｏｔ

－無視）指定を使います。 

# ＲＯＬ命令では、項目行もずらすことができます。ただし、

すべてのデータをずらす指定（ ￡ キーのみを押す）の場

合、項目行は対象となりません。 

# ２度目以降の“何行目をずらしますか：”“ずらす方向は：”

のメッセージで ￡ キーのみを押すと、前回の指定と同じ

になります。 
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Ｒ：59￠ 
①ＲＯＬ￠ 
②４，４，４￠……４行目のデータを３列分ずらす。 
③１，Ｎ１￠………１列目を除いて、左にずらす。 
④エスケープ…………ＲＯＬ命令を終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 59ページ「商品別売上計画」の、１月から始まる項目行を、４月から始まる項目行に変更します。 
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RUN Run（ラン） 
オートプログラムを実行する 

! ＰＲＯ命令で登録したオートプログラムや、画面上のオートプログラムを実行します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 画面上のプログラムを実行する場合は、ＰＲＯ命令で登録さ

れている必要はありませんが、画面の内容を変えるようなプ

ログラムを実行すると、プログラム自身が消えてしまいます

ので注意してください。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＰＡＧＥ…ページ間処理を行います。 
  

 

仕事は＝ ①ＲＵＮ♪ 

 
プログラム名は： ②ＰＲＯ命令で登録済みのオートプログラム名を指定します。 

! “在庫”というプログラムを実行する。          在庫♪ 
! 画面に表示中のプログラムを実行する。            ♪ 
★画面上に複数のプログラムが存在する場合は、先頭のプログラムが実
行されます。 

 
【実行途中で【実行途中で【実行途中で【実行途中で ｽﾄｯﾌﾟ（（（（ Ctrl ＋＋＋＋ Pause ）キーを押した場合】）キーを押した場合】）キーを押した場合】）キーを押した場合】    
 
 
 

③オートプログラムの実行をどうするか、マウスで選択します。 
! 実行を中止する場合は、［中止］ボタンを左クリックします。 
! ポーズモード（停止状態）にする場合は［ポーズ］ボタンを左クリッ
クします。 
★ポーズモードにすると、実行中のオートプログラムを入力バーに１ス
テップずつ表示し、♪キーを押すごとに命令の内容を１つずつ実行す
ることができます。 

ポーズモードを抜けるには ｽﾄｯﾌ（゚ Ctrl ＋ Pause ）キーを押してから、

［再開］または［中止］を選択します。 

! オートプログラムの実行を再開する場合は、［再開］ボタンを左クリ
ックします。 
! オートプログラムを一時中断し、他の命令を実行する場合は、［手入
力］ボタンを左クリックします。 
★他の命令を実行後、ＣＯＮＴ♪と入力すると、ふたたび③のメッ
セージが表示されます。 

★命令の途中で止めたとき［手入力］ボタンは表示されません。 

 
 

INFORMATION 

# オートプログラムとは、マイツールの命令の実行手順をペ

ージに書き込んでおき、いろいろな仕事を自動的に行うも

のです。命令を組み合わせて作っていけばいいので、自分

の仕事に合った、自由度の高いプログラムを作成すること

ができます。 
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RVRVRVRV    Recovery（リカバリ） 
１つ前の画面に戻す 

! 命令を実行したために前の画面が新しい画面に変わってしまったようなとき、実行前の画面に戻します。 

 

仕事は＝ ①ＲＶ♪ 

 
 
 

INFORMATION 

# ＤＬ命令やＤＣ命令などでデータを削ってしまったり、誤っ

て現在表示中の画面を消してしまったときなどに威力を発

揮します。 

# Ｄ命令、ＤＰ命令、Ｐ命令（印刷関係の命令）、ＳＥＴ命令

（ＳＥＴ関係の命令）、Ｗ命令を行った後にＲＶ命令を実行

しても、それはリカバリしません。ひとつ前に行った命令に

ついてリカバリします。 

《例》 ＤＬ：25￠ＤＰ：20：１￠ＲＶ￠ 

# ＤＬ命令で 25行目を消してから、ＤＰ命令で 20行１列目を

表示させたような場合にＲＶ命令を行うと、ＤＰ命令前の画

面ではなく、ＤＬ命令前の画面を表示します。 

 

# ＳＥＴＣ命令で、“Ｗ命令実行時のリカバリ”をセットして

おくと、誤ってＷ命令で書き込み先の内容を消してしまって

も、ＲＶ命令で画面に表示させることができます。ただし、

ページ拡張時やＷＣ命令を使って書き込んだ場合は、最初の

１ページのみを表示します。 

# 誤ってＲＶ命令を入力した場合は、もう一度ＲＶ命令を行っ

てください。 

# Ｃ命令中、途中の計算結果をＳＶ命令で保存しておけば、Ｒ

Ｖ命令でその内容を表示できます。 

# ＲＶＯＦＦ（オート命令）状態のときは、ＲＶ命令を実行す

ることはできません。オートプログラム中にＲＶ命令を実行

する場合はＲＶＯＮ命令を入れてください。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
Ｒ：30￠ 
ＤＣ￠ 
２－４￠…………２列目から４列目までの列を削除します。 
 
①ＲＶ￠…………削除する前の状態に戻します。 
 
 ＲＶ命令実行前                    ＲＶ命令実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例題例題例題例題 30ページ「商品別地区別売上高」の２列目から４列目までを削除してから、削除前の状態に戻します。 
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SSSS    Sort（ソート）    
データを並べかえる 

! 番号順、あいうえお順、ＡＢＣ順、数の小さい順、大きい順など、必要に応じて自由にデータを行単位
で並べかえることができます。 

! 画面に表示しているデータ、または指定したページのデータを並べかえることができます。 

 
! 並べかえの処理中にエラーが発生した場合に、並べかえるページと結果の書き込み先のページが
重なっているとデータが壊れます。並べかえるページと結果の書き込み先のページは、なるべく

重ねて使用しないでください。

実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 先頭ページが混在モードの場合は、並べかえるページに漢字モ

ードのページがあっても、結果はすべて混在モードになります。

先頭ページが漢字モードの場合は、混在モードのページがある

と、処理を中止します。 
• フォーマット文の異なるページを並べかえると、桁ずれを起こ

します。並べかえる前に、ＣＦ命令で桁数をそろえておいてく

ださい。 
• 先頭ページと２ページ目以降のページサイズが異なっていて、

各ページのデータ件数に差があると、処理ができない場合があ

ります。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＳＨＧ…キーページに合わせて検索・整理します。 
 

 

仕事は＝ ①Ｓ♪ 

 

並べかえるページは［画面‥￡］： ②並べかえたいページを指定します。 
! ２ページから５ページまでのデータを並べかえる。   ２－５♪ 
! 画面のデータだけを並べかえる。               ♪ 
! ２ページ、５ページ、７ページを並べかえる。   ２，５，７♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
１番目のキー列は［終了‥￡］： ③どの列をキー列にして並べかえるのか、基準となる列の番号を指定します。 

! 表の１列目をキー列にする。                １♪ 
! キー列は指定しない。                    ♪ 
★単独指定が可能です。 

★キー列の説明は、後述の「キー列‥行単位の並べかえ」をご覧くださ
い。 

 
１‥文字正順 
２‥  逆順 
３‥数字小さい順 
４‥  大きい順 
５‥あいうえお正順 
６‥     逆順 
 

並べ方は（１～６）： 

④並べ方を番号で選択します。 
! ＪＩＳ区点コード番号の小さい順に並べかえる。       １♪ 
! ＪＩＳ区点コード番号の大きい順（逆順）に並べかえる。   ２♪ 
! 数字の小さい順に並べかえる。               ３♪ 
! 数字の大きい順に並べかえる。               ４♪ 
! あいうえおの順に並べかえる。               ５♪ 
! おえういあの順に並べかえる。               ６♪ 
 

 

２番目のキー列は［終了‥￡］： ⑤さらにキー列を指定する場合は、次に基準となる列の番号を指定します。 
! 次のキー列に２列目を指定する。              ２♪ 

! ２番目のキー列は指定しない。                ♪ 

★単独指定が可能です。 

★並べかえのキー列は５つまで指定することができます。２つ以上、キ
ー列を指定する場合は、“キー列”の指定と“並べ方”の手順を繰り

返してください。 

S 

重要重要重要重要 
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結果の書き込み先頭ページは 
［印刷‥Ｐ，画面‥￡］： 

⑥並べかえた結果をどうするか指定します。複数ページを並べかえた場合、
その結果を、指定したページを先頭にして順に書き込みます。 
! 10 ページから書き込む。                １０♪ 
! 印刷する。                        Ｐ♪ 
! 画面に表示する。                      ♪ 

 
 

INFORMATION 

# 漢字を“文字正順”、“文字逆順”で並べかえる順序は、Ｊ

ＩＳ区点コードに基づいているので注意しましょう。必ずし

も、あいうえお順にはなりません。 

相沢 
池谷 
海老原 
大兼 
加藤 

あ 
い 
え 
お 
か 

 
 
$ 

加藤 
海老原 
相沢 
大兼 
池谷 

か 
え 
あ 
お 
い 

   １列目を文字正順で並べかえると 

# “あいうえお正順”“あいうえお逆順”は、ひらがな・カタ

カナが混じっていても、あいうえおの正順・逆順で並べかえ

ます。また文字タイプは、ひらがな、全角カタカナ、半角カ

タカナが正順になります（あ→ア→ｱ）。ひらがな・カタカ

ナ以外の文字はＪＩＳ区点コード順で並べかえます。 

 

い 
あ 
ア 
え 
ウ 

 
 
$ 

あ 
ア 
い 
ウ 
え 

１列目をあいうえお正順で並べかえると 

# 複数の異なるファイルのページを並べかえる場合は、ファイ

ルごとのページをＳ命令で並べかえてから、Ｍ命令で併合し

ます。 

# 複数ページを並べかえた結果に“画面”を選んだ場合、その

最初のデータだけは画面に表示しますが、他のデータは消え

てしまいます。 

 
 
 
 
●並べかえるときの注意・制限●並べかえるときの注意・制限●並べかえるときの注意・制限●並べかえるときの注意・制限    

 ページ数 注意 制限 
① １～サブページのページ数＋60 !データ量がサブページに書き込め

る範囲内であれば、書き込むこと

ができます。 

３ページ以内の並べかえの場合に

だけ、並べかえる前の先頭ページ

が裏画面に書き込まれます。 

!４ページ以上並べかえる場合は、

ワークエリアのデータと参照画面

のデータが消えてしまいます。 

 

② サブページのページ数＋61～サ

ブページのページ数×２＋60 

!サブページに入っている内容はす

べて消えてしまいます。ただし、

データ量により、一部のデータが

残る場合があります。 

!並べかえた結果の書き込み先にサ

ブページは指定できません。 

③ サブページのページ数×２＋61

～サブページのページ数×４ 

!並べかえに指定したページの内容

とサブページの内容は、すべて消

えてしまいます。 

!なるべく書き込み先頭ページに、

並べかえで指定した先頭ページを

指定してください。 

!必要なデータはあらかじめ他のフ

ァイルやフロッピーにコピーして

おいてください。 

!並べかえに指定するページは、連

続していなければなりません。 

!ＳＥＴ命令で指定した予備行数は

無視されます。 

!並べかえた結果の書き込み先にサ

ブページ、画面、Ｐは指定できま

せん。 

 

★サブページは、最大 2000ページまで作れます。 

★Ｓ命令での最大処理ページ数は 8000ページです。 
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●複数ページのデータを並べかえてつなぐ 
 Ｓ命令で複数ページを並べかえて書き込むと、指定したページを先頭につめて書き込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●ページごとに並べかえる 
 各ページごとに並べかえた結果を書き込む場合は、ＰＡＧＥ命令と組み合わせて、ページ単位でＳ命令を 
 実行します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

キー列・行単位の並べかえ 
 

①キー列とは？ 
並べかえの基準になる列のことをいいます。 
どの列を基準に、行単位でデータを並べかえるのか列番号で指定します。 
 
②行単位で並べかえるとは？ 
下記の並べ方の例のように、１列目をキー列にして並べかえると、２列目以降のデータもいっしょに並べかえ
られます。 

１列目 ２列目  １列目 ２列目 

４ 

２ 

３ 

ＡＢＣ 

ＤＥＦ 

ＧＨＩ 

 

$ 
２ 

３ 

４ 

ＤＥＦ 

ＧＨＩ 

ＡＢＣ 

   数字の小さい順に並べかえると… 

★キー列に同じ内容の行が複数個あった場合、並べかえを行うと、内容は同じでも、行の順序が入れ替わる

ことがあります。 

 
③２～５番目のキー列は？ 
キー列は、５列まで指定することができます。 
指定された順番に、優先順位が決まります。 

１ ２ ３  １ ２ ３ 

男

女

男

女

Ｂ 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 

180 

150 

165 

170 

 

$ 
男 

男 

男 

女 

Ａ 

Ｂ 

Ｂ 

Ａ 

165 

170 

180 

150 

  １番目のキー列…１列目（文字逆順） 

  ２番目のキー列…２列目（文字正順） 

  ３番目のキー列…３列目（数字小さい順） 

★１番目のキー列の指定でまず男と女を並べかえます。２番目のキー列の指定で、さらに男のＡとＢを並べか
えます。３番目のキー列の指定で数字の小さい順に並べかえます。 

 

Ｂ 
Ｂ Ｂ 

Ａ 
Ｂ 

Ｂ 
Ａ 
Ａ 

Ｂ 
Ｂ 
Ｂ 
Ｂ 

Ａ 
Ａ 
Ａ 
Ｂ 

$

Ｂ 
Ｂ Ｂ 

Ａ 
Ｂ 

Ｂ 
Ａ 
Ａ 

$

Ｂ 
Ｂ Ａ 

Ｂ 
Ｂ 

Ａ 
Ａ 
Ｂ 
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Ｒ：60￠ 
①Ｓ￠ 
②￠………画面のデータを並べかえる。 
③３￠……１番目のキー列には、３列目（会社名）を指定する。 
④１￠……並べ方は、文字正順を指定する。 
⑤６￠……２番目のキー列には、６列目（氏名）を指定する。 
⑥１￠……並べ方は、文字正順を指定する。 
⑦２￠……３番目のキー列には、２列目（登録日）を指定する。 
⑧３￠……並べ方は、数字小さい順を指定する。 
⑨￠………キー列の指定を終了する。 
⑩￠………結果を画面に書き込む。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 60ページ「得意先名簿」を、“会社名”“氏名”の文字正順、“登録日”の日付順で並べかえます。 
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SCSCSCSC    Shift Center（シフト センター）    
データをセンタリングする 

! 指定した列の項目名とデータを、各列内の中央に寄せます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• フォーマット行のないページでは実行できません。 
    

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＳＬ…データを左に寄せます。 
• ＳＲ…データを右に寄せます。 

 

仕事は＝ ①ＳＣ♪ 

 
何列目を中央に寄せますか： ②データを中央に寄せる列の、列番号を指定します。 

! すべての列のデータを中央に寄せる。     ♪（またはＡ♪） 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

 
 

INFORMATION 

# データといっしょに、列の項目名も中央に寄せます。 

# ケイ線の列を指定しても、ケイ線は変化しません。 

  

  

# データを左に寄せるならＳＬ命令、右に寄せるならＳＲ命令

を使います。 

# Ｎ指定はできません。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：10￠ 
①ＳＣ￠ 
②￠……………すべての列を中央寄せにする。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 10ページ「支店別売上表 94年」のデータを中央寄せにします。 
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SEPASEPASEPASEPA    Separate（セパレート） 
列を分離する 

! 表の中の１列を、複数の列に分離します。 
 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＣＦＰ……指定した列の分離・結合を行う 
 

仕事は＝ ①ＳＥＰＡ♪ 
 

何列目を分離しますか： ②分離する列を指定します。 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

★♪キーを押すとすべての列を指定したことになり、１列目から順に
分離することができます。 

 

今０列設定 あと残りは○桁です  

１列目の桁数は 
（０～○○，［終了‥￡］）： 

③色のついた列を分離します。必要な桁数を１列分ずつ指定します。 
! ８桁の列を５桁と３桁に分離する。 ５♪３♪（または５：３♪） 
! この列はそのままで次の列指定へ移る。            ♪ 
★Ｆ命令と同様に、“＊”や“／”を使った指定もできます。 

★②で複数の列を指定した場合、１列分の指定が終わると次の列の指定
に移ります。 

 ♪キーのみを押すと、分離せずに次の列へ移ります。指定した列の
分離を終了すると、“仕事は＝”に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
Ｒ：９￠ 
①ＳＥＰＡ￠ 
②１￠…………１列目（年月日）を分離する。 
③２￠…………“年”を２桁にする。 
④２￠…………“月”を２桁にする。 
⑤２￠…………“日”を２桁にする。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 ９ページ「売上帳」の“年月日”の列を“年”“月”“日”の３列に分離します。 
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SETSETSETSET    Set（セット）    
ページの大きさやモードなどを設定する 

! 現在、マイツールで設定されている状態を変更することができます。ただし、すでに作成したページで
は、モード・１行の長さ・ページ内の行数を変えることはできません。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＳＥＴＣ…マウスの移動速度やブザー音などを調整します。 

 

仕事は＝ ①ＳＥＴ♪ 

 
 
 
 
 

左の画面が表示されます。 
画面の右端には、現在設定されている状態が表示されます。 
変更する番号を選択して♪キーを押します。 
! ＳＥＴ命令を終了するときは、[エスケープ]キーを押します。 
! ＳＥＴ命令で設定した内容は、マイツールを終了してもそのま
ま残っているので、次に起動したときは、前回設定した状態で
始まります。ただし、マイツールを正常に終了したときだけで
す。 

 
 
 

 
 
 
 
 

００００    現在値を標準値に戻す現在値を標準値に戻す現在値を標準値に戻す現在値を標準値に戻す   ０♪ 

入力バーに“何番をセットしますか（０～16）”とメッセージが表示されているときに、０♪とキーを押すと、各
項目が、標準として設定されている値に戻ります。 
ただし、８番“シリアル《ＲＳ－２３２Ｃ》、”９番“接続プリンタ機種”は変更されません。 

 
 

INFORMATION 
# 10～13番の標準値は、接続プリンタ機種ごとに異なりますので、９番の値によって設定されます。 

# ０番で標準値に戻すと、ＰＳＥＴ命令中の共通部分（９～15番）も自動的に変更されます。 

 

 
 
 

１１１１    モードモードモードモード           １♪ 

１‥混在 
２‥漢字 
 

ページのモード（１～２）： 

 

これから作成するページのモードを、番号で選択します。 
標準値は“１”です。 
! 混在モードにする。                    １♪ 
! 漢字モードにする。                    ２♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                ♪ 
★すでに作成済みの表のモードを変更するには、設定後にＣＴＰ命令を
実行します。 
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２２２２    １行の長さ《桁数》１行の長さ《桁数》１行の長さ《桁数》１行の長さ《桁数》     ２♪ 

１行の長さ（34～900）： 

 

これから作成するページの１行の長さ（桁数）を設定します。 
標準値は“170”です。 
! 100 桁にする。                    １００♪ 
! 500 桁にする。                    ５００♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                ♪ 
★設定した１行の長さ、つまり桁数を設定します。 

★１行の長さを 34 桁に、色指定を“０”に設定すると、ページの行数

は自動的に 252行に設定されます。また色指定を“16”に設定すると、

171 行に設定されます。 

★すでに作成済みの表の大きさを変えるには、設定後にＣＰＳ・ＣＰＳ
Ｌ命令を実行します。 

        １行の長さ 

 

 

                   行 

                   数 

 

 

１行の長さ  34 100 150 170 500 900 
行数 171  78  55  50  18  10 

★ ＳＥＴＣ命令の 10 番でページが拡張に設定されていると、行数がこの表の値

とは異なります。 

 
 
 

３３３３    ページ内の行数ページ内の行数ページ内の行数ページ内の行数       ３♪ 

ページ内の行数（９～171）： 

 

これから作成するページのページ内の行数を設定します。 
標準値は“50”です。 
! 55 行にする。                     ５５♪ 
! 10 行にする。                     １０♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                ♪ 
★設定した行数によって“１行の長さ《桁数》”が変化します。 

 
 

４４４４    ページ内の予備行数ページ内の予備行数ページ内の予備行数ページ内の予備行数    ４♪ 

ページ内の予備行数（０～100）： 

 

処理結果をページに書き込む際に、ページに設ける予備行数を指定します。 
標準値は“０”です。 
! ５行にする。                       ５♪ 
! 10 行にする。                     １０♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                ♪ 
! Ｓ・ＳＨ命令などで結果を書き込む際、１ページに書ききれないと自
動的に次のページに書き込みます。このとき、予備行数を設定してい
ないとページいっぱい使ってしまって、後からデータの追加ができま
せん。予備行数を設定しておくと、その行数だけ残して次のページか
ら書き込みます。予備行数はページの行数を超えて設定することはで
きません。 
★ページ内行数の 1/2を超える予備行数を設定した場合、超える分は無
視されます。ただし、Ｓ命令の書き込み結果の場合は、データ行数の

1/2が予備行数になります。 

★結果の書き込み先に画面を指定した場合は、予備行数の設定は無視さ
れます。 

 

 

     ページ 
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５５５５    ケイ線の色ケイ線の色ケイ線の色ケイ線の色         ５♪ 

０‥黒色 
１‥青色 
２‥緑色 
３‥水色 
４‥赤色 
５‥紫色 
６‥黄色 
７‥白色 
 

ケイ線の色（０～７）： 

画面に表示するケイ線の色を番号で選択します。 
標準値は“３”です。 
! 現在の設定のまま変更しない。                ♪ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

６６６６    『仕事は＝』の入力モード変更『仕事は＝』の入力モード変更『仕事は＝』の入力モード変更『仕事は＝』の入力モード変更 ６♪ 

１‥英数 
２‥変更なし 
 

『仕事は＝』の入力モード（１～２）： 

 

命令実行中に設定した入力モード（ひらがな、カタカナなど）を、「仕事
は＝」の状態に戻ったときに、自動的に英数モードに変更するか、変更し
ないかを、番号で選択します。 
標準値は“１”です。 
! モードを英数に変える。                  １♪ 
! モードを英数に変えない。                 ２♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                ♪ 
 
 
 

８８８８    シリアル《ＲＳー２３２Ｃ》シリアル《ＲＳー２３２Ｃ》シリアル《ＲＳー２３２Ｃ》シリアル《ＲＳー２３２Ｃ》  ６♪ 

１‥タブレット 
２‥通信 
 

ＲＳ－232Ｃ（１～２）： 

 

パソコン本体のシリアル（ＲＳ－232Ｃ）に接続するものを、番号で選択
します。 
標準値は “２”です。 
タブレットの接続に設定する。                 １♪ 
通信用ケーブルの接続に設定する。               ２♪ 
現在の設定のまま変更しない。                  ♪ 
★タブレットが使える機種については、ＴＡＢ命令をご覧ください。 

★何も接続しない場合は、“２‥通信”に設定してください。 

 
 
 
 

９番“接続プリンタ機種”、10 番“用紙の横幅”、11 番“用紙の縦幅”、12 番“印刷開始桁位置”、13 番“１イ

ンチの行数”、14番“横書き／縦書き”、15番“見出し行の印字”の設定は、ＰＳＥＴ命令と同じです。 

ＰＳＥＴ命令の該当部分をご覧ください。 
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16161616    色指定が可能な列数色指定が可能な列数色指定が可能な列数色指定が可能な列数   １６♪ 

色指定が可能な列数（０～50）： 

 

色指定できる列数を設定します。 
標準値は“９”です。 
! ０列にする。                       ０♪ 
! 20 列にする。                     ２０♪ 
!現在の設定のまま変更しない。                ♪

 
 

  １行の長さ 34 100 150 170 500 900 
 ペ 色指定可能列数が０のとき 252 92 62 55 19 10 

 ｜    〃    ９のとき 171 78 55 50 18 10 

 ジ    〃    10 のとき 165 77 55 49 18 10 

 内    〃    20 のとき 123 66 49 44 17 10 

 行    〃    30 のとき 97 58 44 41 17 9 

 数    〃    40 のとき 81 52 41 37 16 9 

     〃    50 のとき 69 47 37 35 15 9 

★色指定可能列数を減らすと、その情報部分をデータエリアとして使用できるた

めに、行数は増えます（ただし、２番の“１行の長さ”は変わりません）。 

★設定した列数によって、“ページ内の行数”が変化します。 

 
 

INFORMATION 
# １行の長さを“34”、色指定が可能な列数を“０”に設定すると、ページ内の行数を最大の 252行にすることができます。

ただし、ワークエリアは 180行までしか扱えないために、Ｃ・ＡＣＭ命令などでワークエリアを使用する場合は、180行

を超える部分は消えてしまいますから、注意してください。 

# “色指定が可能な列数”の設定を“０”にして表を作成したとき、ＳＥＴＰ・ＳＨＵ命令などで色を指定できません。 

# 作成済みの表の色指定可能列数を変更する場合には、ＳＥＴ命令の 16番で変更後、ＣＰＳ・ＣＰＳＬ命令を実行します。 
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SETCSETCSETCSETC    Set Convenience（セット コンビニエンス）    
マウスの移動速度やブザー音などを調整する 

! 現在マイツールで設定されているプルダウン表示の方法や、マウスの移動速度、ブザー音の有無などを
調整することができます。 

! Ｗ命令（書き込み）のときに消してしまったページを、ＲＶ命令（リカバリ）で読み出す指定などがで
きます。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＳＥＴ……ページの大きさやモードなどを設定します。 
• ＳＥＴＤ…キーボードやかな漢などを設定します。 

 

仕事は＝ ①ＳＥＴＣ♪ 

 
 
 
 
 
 
 
 

左の画面が表示されます。 
画面の右端には、現在設定されている状態が表示されます。 
変更する番号を選択して♪キーを押します。 
! ＳＥＴＣ命令を終了するときは、[エスケープ]キーを押します。 
! ＳＥＴＣ命令で設定した内容は、マイツールを終了してもその
まま残っているので、次に起動したときは、前回設定した状態
で始まります。ただし、マイツールを正常に終了したときだけ
です。 

 
 

 
 
 
 
 
００００    現在値を標準値に戻す現在値を標準値に戻す現在値を標準値に戻す現在値を標準値に戻す   ０♪ 

入力バーに“何番をセットしますか（０～１５）”とメッセージが表示されているときに、０♪とキーを押すと、
各項目が、標準として設定されている値に戻ります。 
ただし、５番“音声ガイダンス”、15番“マウスモード”は変更されません。 

 
 
 

１１１１    プルダウン表示プルダウン表示プルダウン表示プルダウン表示      １♪ 

１‥消える 
２‥残る 
 

プルダウン表示（１～２）： 

メニューバーの各部分をマウスで左クリックすると、そのプルダウンメニ
ューが表示されます。左ボタンを離すと、通常は表示中のプルダウンメニ
ューは消えてしまいます。 
左ボタンを離したとき、プルダウンメニューを残しておくか、消すかを番
号で選択します。 
標準値は“２”です。 
! “消える”にセットする。                  １♪ 
! “残る”にセットする。                   ２♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 

 
 

INFORMATION 
# プルダウンメニューを残した場合、次の操作を行うか、エスケープキーを押すまで、そのプルダウンメニューは表示され
たままです。 
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２２２２    マウスの移動速度マウスの移動速度マウスの移動速度マウスの移動速度       ２♪ 

マウスの移動速度（１～10）： マウスカーソルの速度を指定します。数が小さいほど遅くなり、大きいほ
ど速くなります。はじめは“５”にセットされています。 
! 一番遅くする。                       １♪ 
! 通常にする。                        ５♪ 
! 一番早くする。                     １０♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 
 

INFORMATION 
# マウスの移動速度は、Ｗｉｎｄｏｗｓのコントロールパネルにある「マウス」の“動作”でも設定できますが、マイツー

ル側の設定が優先されます。コントロールパネルの設定を変更しても、マイツールをお使いになるとＳＥＴＣ命令での設

定に変更されます。 

 
 
 

４４４４    ブザー音ブザー音ブザー音ブザー音          ４♪ 

０‥無し 
１‥有り 
 

ブザー音（０～１）： 

間違った命令や入力を行ったときに鳴る、ブザー音の有無を番号で選択し
ます。 
標準値は“１”です。 
! ブザー音を鳴らさない。                   ０♪ 
! ブザー音を鳴らす。                     １♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 

 
 
 

５５５５    音声ガイダンス音声ガイダンス音声ガイダンス音声ガイダンス       ５♪ 

１‥しない 
２‥する 
 

音声ガイダンス（１～２）： 

機能実行時に処理内容を音声で説明する音声ガイダンスを、使用するかど
うかを番号で選択します。 
はじめは“１”に設定されています。 
! 音声ガイダンスを使う。                   ０♪ 
! 音声ガイダンスを使わない。                 １♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 

 
INFORMATION 

# 音声ガイダンスを使うには、お使いのパソコンにサウンドカードが装着されている必要があります。 

# 音声ガイダンスされる機能は、おもにクイックメニューから実行する機能です。すべての機能で音声ガイダンスされるわ

けではありません。 

 
 
 

６６６６    『仕事は＝』の入力モード変更『仕事は＝』の入力モード変更『仕事は＝』の入力モード変更『仕事は＝』の入力モード変更 ６♪ 

１‥英数 
２‥変更なし 
 

『仕事は＝』の入力モード（１～２）： 

命令実行中に設定した入力モード（ひらがな、カタカナなど）を、“仕事
は＝”の状態に戻ったときに、自動的に英数モードに変更するか、変更し
ないかを、番号で選択します。 
! モードを英数に変える。                  １♪ 
! そのままにしておく。                    ２♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 

 
INFORMATION 

# ＳＥＴＣ命令の６番を変更すると、ＳＥＴ命令の６番も変更されます。どちらも新しく設定した内容にしたがいます。 
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７７７７    変換行での数字の変換変換行での数字の変換変換行での数字の変換変換行での数字の変換   ７♪ 

１‥しない 
２‥する 
 

変換行での数字の変換（１～２）： 

数字を入力したときに、直接入力バーに表示するか、入力した数字を変換
行に表示して、変換ができるようにするかを番号で選択します。 
標準値は“１”です。 
! “しない”にセットする。                  １♪ 
! “する”にセットする。                   ２♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 

 
 
 

９９９９    Ｗ命令実行時のリカバリＷ命令実行時のリカバリＷ命令実行時のリカバリＷ命令実行時のリカバリ  ９♪ 

１‥しない 
２‥する 
 

Ｗ命令実行時のリカバリ（１～２）： 

たとえば、画面のデータを１ページにＷ命令で書き込んだ場合、１ページ
にあった内容は画面のデータに書き変わります。ＲＶ命令でも元に戻すこ
とはできません。ここで、“する”を設定すれば、誤ってＷ命令でデータ
を書き換えてしまっても、ＲＶ命令で表示できます。 
標準値は“２”です。 
! “しない”にセットする。                  １♪ 
! “する”にセットする。                   ２♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 

 
INFORMATION 

# “する”にセットしても、Ｗ命令実行直後にＲＶ命令を行わなければ、もとのデータは表示できません。 

# ページ拡張時、またはＲＣ命令でページをつないでいる場合は、書き込み先頭ページだけをリカバリします。２ページ目

以降はリカバリできません。 

# “する”にセットした場合、Ｗ命令の実行時間が 1.5倍ほど長くなります。 

 
 
 

10101010    ページの拡張ページの拡張ページの拡張ページの拡張       １０♪ 

１‥固定 
２‥拡張 
３‥指定拡張 
 

ページの拡張（１～３）： 

マイツールの１ページは、基本的に 170 桁×50 行となっていますが、そ
のページサイズを超えて使うことができます。通常は、“１‥固定”（170
桁×50行）に設定されています。 
“２‥拡張”にすると３ページ分までの大きさを１ページとして扱えます。
３ページ以上に設定する場合は“３‥指定拡張”を選択してページ数を指
定します。 
標準値は“１”です。 
! “固定”にセットする。                   １♪ 
! “拡張”にセットする。                   ２♪ 
! ページ数を指定して“拡張”にセットする。          ３♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 

【“３‥指定拡張”を選択した場合】【“３‥指定拡張”を選択した場合】【“３‥指定拡張”を選択した場合】【“３‥指定拡張”を選択した場合】    

現在の指定拡張ページ数は〇ページで
す 
 

指定拡張（１～１２０）： 

何ページまで拡張するか、ページ数を指定します。最大 120 ページまで指
定することができます。 
標準値は“１”です。 
! 10ページまで拡張する。                   １♪ 
! 120ページまで拡張する。                  ２♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 
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INFORMATION 
# “２‥拡張”に設定すると、“３‥指定拡張”のページ数が３ページに設定されます。 

# ページ拡張設定後にＦ命令で作られる表は、指定されたページ数分を１ページとして扱えるようになります。ただし拡張

されたページを書き込むときには、データを書き込めるだけの複数ページが必要となります。複数ページに分れたページ

を再び１ページとして扱うにはＲＣ命令でページをつなげます。 

# ＷＦＬ命令を使えば、２ページ以上に拡張されたページを、つながった状態のまま書き込むことができます。 

# 拡張されたページのデータ数の最大は、32000行です。したがってデータの行数によって、実際に拡張できる最大ページ

数が異なります。 

 

 

12121212    ＢＭＰファイルの表示ＢＭＰファイルの表示ＢＭＰファイルの表示ＢＭＰファイルの表示      １２♪ 

１‥しない 
２‥カラー 
３‥モノクロ 
 

ＢＭＰファイルの表示（１～３）： 

表や文書内など、ページに取り込まれているＢＭＰファイル名の、画像を
表示するかどうか、また、カラーで表示するかモノクロで表示するかを番
号で選択します。 
標準値は“２”です。 
! 画像を表示しない。                     １♪ 
! 画像をカラーで表示する。                  ２♪ 
! 画像をモノクロで表示する。                 ３♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 

 
 

13131313    スクロールバーの表示スクロールバーの表示スクロールバーの表示スクロールバーの表示      １３♪ 

１‥しない 
２‥する 
 

スクロールバーの表示（１～２）： 

マイツールウィンドウの右側に表示されている垂直スクロールバーと、下
側に表示されている水平スクロールバーを表示するかどうかを、番号で選
択します。 
標準値は“２”です。 
! スクロールバーを表示しない。                １♪ 
! スクロールバーを表示する。                 ２♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 

 
 

14141414    バルーンヘルプの表示バルーンヘルプの表示バルーンヘルプの表示バルーンヘルプの表示      １４♪ 

１‥しない 
２‥する 
 

バルーンヘルプの表示（１～２）： 

ツールバーの各ボタンにマウスカーソルを合わせたときに、バルーンヘル
プを表示するかどうかを、番号で選択します。 
標準値は“２”です。 
! バルーンヘルプを表示しない。                １♪ 
! バルーンヘルプを表示する。                 ２♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 

15151515    マウスモードマウスモードマウスモードマウスモード                      １５♪ 

１‥Ｍ４互換 
２‥標準 
 

マウスモード（１～２）： 

マウスを使ってクイックメニューを表示したり、範囲を指定してからツー
ルバーのボタンで処理するなど、オブジェクト指向オペレーションをする
かどうかを、番号で選択します。 
標準値は“２”です。 
! Ｍ４互換にする（オブジェクト指向オペレーションをしない）。 １♪ 
! オブジェクト指向オペレーションにする。           ２♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                 ♪ 
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SETDSETDSETDSETD    Set Device（セット デバイス） 
キーボードやかな漢などを設定する 

! お使いになっているキーボードのタイプの設定や、かな漢などの設定を行います。 
    

実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＳＥＴ……ページの大きさやモードなどを設定します。 
• ＳＥＴＤ…マウスの移動速度やブザー音などを設定します。 

 

仕事は＝ ①ＳＥＴＤ♪ 

 
 
 
 
 
 
 

左の画面が表示されます。 
画面の右端には、現在設定されている状態が表示されます。 
変更する番号を選択して♪キーを押します。 
! ＳＥＴＤ命令を終了するときは、[エスケープ]キーを押します。 
! ＳＥＴＤ命令で設定した内容は、マイツールを終了してもその
まま残っているので、次に起動したときは、前回設定した状態
で始まります。ただし、マイツールを正常に終了したときだけ
です。 
 
 

 
 
 

１１１１    キーボードの種類キーボードの種類キーボードの種類キーボードの種類     １♪ 

１‥コンパクトキーボード 
２‥その他のキーボード 
 

キーボードの種類は（１～２）： 

お使いのパソコンの、キーボードの種類を番号で選択します。 
! “コンパクトキーボード”にセットする。          １♪ 
! “その他のキーボード”にセットする。           ２♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                ♪ 
 

 
INFORMATION 

# キーボードの設定は、セットアップのときに指定しますので、設定が正しければ変更する必要はありません。 

 

２２２２    文字入力確定方法文字入力確定方法文字入力確定方法文字入力確定方法     １♪ 

１‥実行キーで入力 
２‥実行キーで確定 
 

文字確定入力方法は（１～２）： 

文字入力時の確定方法を、番号で選択します。 
! “実行キーで入力”にセットする。             １♪ 
! “実行キーで確定”にセットする。             ２♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                ♪ 

 
INFORMATION 

# “文字入力確定方法”は、Windows の日本語入力システムに「日本語自動変換システム」をお使いの場合のみ表示され、

設定することができます。 

# “１‥実行キーで入力”を選択すると、キーボードから文字を入力した（文字を変換した）後に￠キーを押すと、ただち

にその内容を実行（もしくは入力）します。“２‥実行キーで確定”を選択すると、文字を入力をした後に￠キーを押す

と、一度入力バーに取り込まれます。 

 
３３３３    画面背景色画面背景色画面背景色画面背景色              ３♪ 

１‥背景黒（標準） 
２‥背景白 
 

画面背景色は（１～２）： 

画面の背景色を、番号で選択します。 
! “背景黒（標準）”にセットする。             １♪ 
! “背景白”にセットする。                 ２♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                ♪ 
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INFORMATION 

# “２‥背景白”に設定すると、ＳＥＴ命令、ＳＥＴＰ命令、ＣＯＬＯＲ命令での“黒”は“白”として扱われます。 

# Ｆ行の色はＳＥＴ命令の５番“ケイ線の色”で変更してください。作成済みの表でＦ行の色を変更する場合は、ＳＥＴ命

令の５番“ケイ線の色”で変更した後、ＣＰＳ命令またはＣＰＳＬ命令で変更できます。 

# 背景色を白に設定したときの白の明るさを“４ 画面背景色白の時の輝度”で設定できます。 

 
４４４４    画面背景色白の時の輝度画面背景色白の時の輝度画面背景色白の時の輝度画面背景色白の時の輝度  ４♪ 

白の輝度（１～５）： 背景色を白に設定したときの白の輝度（明るさ）を設定します。 
１～５までの５段階で設定できます。“１”が最も明るく、“５”が最も
暗くなります。 
! “１”にセットする。                   １♪ 
! “５”にセットする。                   ５♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                ♪ 

 
INFORMATION 

# ここでの設定は、“３ 画面背景色”で“２‥背景白”が選択されているときに有効です。 

 
５５５５    文字設定文字設定文字設定文字設定                           ５♪ 

１‥マイツール標準 
２‥Windows 標準 
 

文字の設定は（１～２）： 

キーボードから長音やマイナス記号を入力したとき、データとして処理す
る文字を設定します。 
! “マイツール標準”にセットする。            １♪ 
! “Windows 標準”にセットする。              ２♪ 
! 現在の設定のまま変更しない。                ♪ 

 
INFORMATION 

# “１‥マイツール標準”に設定すると、マイツールの標準文字設定になります。 

# “２‥Windows標準”に設定すると、長音やマイナス記号をそのまま入力・表示・出力します。ただし、この場合従来の

マイツールとの互換がなくなります。 

# 入力した文字とデータとして入力される文字の関係は下の表のようになります。 

 

No. 入力文字 名称 全角・半角 設定 データ 画面表示 印刷時 出力時注１ 解析時注 2 

マイツール標準 ②に変換 ②に変換注 3 ④に変換 ⑥として処理 
① ー 長音 全角 

Windows標準 入力した文字 ⑤として処理 

マイツール標準 ④に変換 
② ― 記号長 全角 

Windows標準 
入力した文字 入力した文字注 3

入力した文字 
⑥として処理 

マイツール標準
③ ‐ 

記号短 

（ハイフン） 
全角 

Windows標準 
入力した文字 

マイツール標準 ②に変換 ②に変換注 3 ④に変換 
④ － マイナス 全角 

Windows標準 入力した文字 入力した文字注 3 入力した文字 
⑥として処理 

マイツール標準 ⑥に変換 ⑥に変換注 4 ⑥に変換 ⑥として処理 
⑤ ｰ 長音 半角 

Windows標準 入力した文字 

マイツール標準
⑥ - マイナス 半角 

Windows標準 
入力した文字 入力した文字注 4 入力した文字 

マイツール標準 そのまま そのまま 注 3、4 そのまま 注 5 
ＳＨＵ命令で置換した場合 

Windows標準 そのまま そのまま 注 3、4 そのまま 注 5 

※ 注１：ＳＰＵＴ、ＣＰＵＴ、ＭＣＯＰＹ命令などでの出力時です。 

※ 注２：計算式中のマイナス記号やページや列指定時のハイフンの処理です。 

     ⑤として処理されるとエラーになります。 

※ 注３：前の文字が全角ひらがな、全角カタカナの場合、全角長音（ー）で印字されます。 

※ 注４：前の文字が半角カタカナの場合、半角長音（ｰ）で印字されます。 

※ 注５：Windows標準になります。 
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SETMSETMSETMSETM    Set Menu（セット メニュー）    
プルダウンメニューの内容を変更する 

! プルダウンメニューの内容を変更して登録できます。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令 

• ＣＭＤ…命令を登録します。 
• ＢＴＮ…命令などを登録したボタンを表示する。 

 

 

仕事は＝ ①ＳＥＴＭ♪ 

 
１‥仕事は＝のメニュー 
２‥命令中のメニュー 
３‥Ｃ命令中のメニュー 
 

登録するのは（１～３）： 

②変更して登録するプルダウンメニューの種類を、番号で選択します。 
! “仕事は＝”のときのプルダウンメニューを登録する。 
                    １♪（または♪） 
! 命令実行中のプルダウンメニューを登録する。        ２♪ 
! Ｃ命令中のプルダウンメニューを登録する。         ３♪ 
 

 
登録するページは［画面‥￡］： ③変更したプルダウンメニューの書き込まれているページを指定します。 

! 10 ページのメニューを登録する。            １０♪ 
! 画面に表示しているメニューを登録する。            ♪ 

 
 
 

INFORMATION 
# プルダウンメニューの   の部分は変更できません。 

# ＳＹＳ／１、ＳＹＳ／２、ＳＹＳ／３の各ページの表フォー

マットは、基本的に変更できません。ただし、“登録命令”

の列と“命令”の列が対になっていれば、追加したり削除し

たりできます。また、データ行数を 18行以上にすることは

できません。 

# “登録命令”のデータを修正する際に、データの最後に“＆”

をつけておけば、マウスで指定するとすぐに実行します。

“＆”を付けないと、データが入力行に表示されるだけです。 

# ＳＹＳ／１ページの表題を変えて書き込み直すと、“仕事は

＝”のメッセージを変更することができます。 

# メニューバーの項目（[基本]など）を変更・追加する場合、

メニューバーの１行を超えて指定することはできません（あ

まり長い項目名にしたり、項目数を増やしすぎたりはできま

せん）。 

# プルダウンメニューで表示させる文字に、マイツール外字以

外の外字、および 115区以降の外字を使用すると、正しく表

示されません。 
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SETPSETPSETPSETP    Set Page Atribute（セット ページ アトリビュート）    
画面に固定する行や列、またはデータに付ける色を設定する 

! 指定した行や列を、画面上で動かないように固定することができます。 

! 指定した行や列、またはセルの色を変更します。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令 

• ＳＨＵ…データを検索して、条件に合うデータを書きかえます。 
 
 

 

仕事は＝ ①ＳＥＴＰ♪ 

 
１‥行の固定 
２‥列の固定 
３‥色の指定 
 

設定するのは（１～３）： 

②設定する内容を、番号で選択します。 
! 画面に行を固定する。                   １♪ 
! 画面に列を固定する。                   ２♪ 
! データに色を付ける。                   ３♪ 

 
 
 

【行の固定を選んだ場合】【行の固定を選んだ場合】【行の固定を選んだ場合】【行の固定を選んだ場合】 

何行目まで固定しますか 
（１～○○，[解除‥￡]）： 

③何行目まで固定するか指定します。 
! ５行目までを画面に固定する。               ５♪ 
★単独指定が可能です。 

★最高 20行まで固定できます。最終使用行数が 20以下の場合は、最終

使用行を除く行数まで固定できます。 

! 行の固定を解除する。              ♪（または０♪） 
 
 

【列の固定を選んだ場合】【列の固定を選んだ場合】【列の固定を選んだ場合】【列の固定を選んだ場合】 

何列目まで固定しますか 
（１～○○，[解除‥￡]）： 

③何列目まで固定するか指定します。 
! ２列目までを画面に固定する。               ２♪ 
★単独指定が可能です。 

★最高で画面内に表示される最終使用列を除く列数まで固定できます
（ただし、各列の合計が 70桁までです）。 

! 列の固定を解除する。              ♪（または０♪） 
 
 

【色の指定を選んだ場合】【色の指定を選んだ場合】【色の指定を選んだ場合】【色の指定を選んだ場合】 

何行目に色を付けますか： ③色を付ける行の、行番号を指定します。 
! すべてのデータ行を指定する。               Ａ♪ 
! すべての行を指定する。                    ♪ 
（ただし、次に行う列指定で♪キー以外を指定した場合、行範囲は項目行
とすべてのデータ行になります。） 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、￥指定が可能です。 

 
何列目に色を付けますか： ④色を付ける列の、列番号を指定します。 

! すべての列を指定する。                  Ａ♪ 
! １桁目から最終桁までを指定する。              ♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

 



365● 

０‥黒色 
１‥青色 
２‥緑色 
３‥水色 
４‥赤色 
５‥紫色 
６‥黄色 
７‥白色 
 

文字の色は（０～７）： 

⑤文字に付ける色を、番号で選択します。 
! 通常の白色の文字にする。                  ♪ 
! 現在と同じ色にする。                   ＊♪ 

 
 
 
 
 
 
 

 
０‥黒色 
１‥青色 
２‥緑色 
３‥水色 
４‥赤色 
５‥紫色 
６‥黄色 
７‥白色 
 

背景の色は（０～７）： 

⑥背景に付ける色を、番号で選択します。 
! 通常の黒色の背景色にする。                  ♪ 
! 現在と同じ色にする。                   ＊♪ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

INFORMATION 

# 行を固定すると、表を上下にスクロールしても、固定した

行はいつも画面に表示されています。 

# 列を固定すると、表を左右にスクロールしても、固定した

列はいつも画面に表示されています。 

# 大きな表の場合、項目行や項目の列などを固定して見ると

便利です。 

# ＥＤ命令中は、固定行・固定列は削除されます。 

# 行や列の固定を外すときは、行・列指定のときに、 ￡ キ

ーまたは０（ゼロ） ￡ を入力します。 

# ケイ線の色は、この命令では変更できません。ＳＥＴ命令

を使ってください（ただし、ケイ線の背景色はＳＥＴ命令

でも変更することはできません）。 

# 条件に合うデータの色を変える場合は、ＳＨＵ命令を使い

ます。 

 



●366 

 
 

 
 
Ｒ：60￠ 
①ＳＥＴＰ￠ 
②２￠……………列を固定する。 
③３￠……………３列目までを画面に固定する。 
マウスや キーを使って、列が固定されていることを確認してください。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                            画面を右方向へスクロールしても、３列目までは固定し 
                            て表示されます。 

 

例題例題例題例題 60ページ「得意先名簿」の３列目まで、画面に固定します。 
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SETXSETXSETXSETX    Set X（セット エックス）    
フォーマット行やデータ行を変更する 

! 画面のフォーマット行やデータ行、また最終行を変更します。 

! ＥＤ命令で作った文書を、表データに変更したいときなどにも使用します。 

 

仕事は＝ ①ＳＥＴＸ♪ 

 
１‥フォーマット行 
２‥計算開始行 
３‥計算終了行 
４‥最終使用行 
 

変更するのは（１～４）： 

②変更する内容を、番号で選択します。 
 変更が終わったら[エスケープ]キーを押して終了します。 
! フォーマット行を変更する。                １♪ 
! データ行の先頭を変更する。                ２♪ 
! データ行の最後を変更する。                ３♪ 
! ページ内で使っている行の最後を変更する。         ４♪ 
 

 
 

【“１‥フォーマット行”を選んだ場合】【“１‥フォーマット行”を選んだ場合】【“１‥フォーマット行”を選んだ場合】【“１‥フォーマット行”を選んだ場合】    

フォーマット行は： ③フォーマット行にする、行の番号を指定します。 
 指定が終わると②へ戻ります。 
! 12 行目をフォーマット行にする。            １２♪ 
★単独指定が可能です。 

 

    
【“２‥計算開始行”を選んだ場合】【“２‥計算開始行”を選んだ場合】【“２‥計算開始行”を選んだ場合】【“２‥計算開始行”を選んだ場合】    

計算開始行は： ③先頭データ行にする、行の番号を指定します。 
 指定が終わると②へ戻ります。 
! 16 行目を計算開始行にする。              １６♪ 
★単独指定が可能です。 

 
    
【“３‥計算終了行”を選んだ場合】【“３‥計算終了行”を選んだ場合】【“３‥計算終了行”を選んだ場合】【“３‥計算終了行”を選んだ場合】    

計算終了行は： ③最終データ行にする、行の番号を指定します。 
 指定が終わると②へ戻ります。 
! 20 行目を計算終了行にする。              ２０♪ 
★単独指定が可能です。 

 
    
【“４‥最終使用行”を選んだ場合】【“４‥最終使用行”を選んだ場合】【“４‥最終使用行”を選んだ場合】【“４‥最終使用行”を選んだ場合】 

最終使用行は： ③最終使用行にする、行の番号を指定します。 
 指定が終わると②へ戻ります。 
! 40 行目を最終使用行にする。              ４０♪ 
★単独指定が可能です。 

★最終使用行を指定すると、指定した行から次の行以降のデータがすべ
て削除されます。ＳＥＴＸ命令終了後は、通常どおりデータを入力す

ることができます。 
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SFSFSFSF    Scarnner Format（スキャナー フォーマット） 
スキャナーで、データをイメージとして取り込む 

! スキャナーを使って文字や絵などを読み込み、マイツールの表にイメージデータとして取り込みます。 
    

! ＳＦ命令を実行するには、ＴＷＡＩＮ対応のスキャナーが必要となります。ＳＦ命令を実行するには、ＴＷＡＩＮ対応のスキャナーが必要となります。ＳＦ命令を実行するには、ＴＷＡＩＮ対応のスキャナーが必要となります。ＳＦ命令を実行するには、ＴＷＡＩＮ対応のスキャナーが必要となります。    

    

実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＳＦ命令を実行するには、あらかじめＳＦＥ命令で作ったＳ

Ｆデザインページが必要になります。また、ＳＦデザインペ

ージに合わせたデータページもあらかじめ作成しておいてく

ださい。 

 

 

 

仕事は＝ ①ＳＦ♪ 

 
 

デザインページは［裏画面‥￡］： 
 

②デザインページのあるページを指定します。 
! ５ページのデザインページを指定する。           ５♪ 
! 裏画面のデザインページを指定する。             ♪ 
★単独指定、表題指定、ワイルド指定が可能です。 
 

書き込みページは［画面‥￡］： 

 

③読み取った結果を書き込む、先頭ページを指定します。 
! 10 ページのデータページから書き込む。         １０♪ 
! 画面のデータページを指定する。               ♪ 
★単独指定、表題指定、ワイルド指定が可能です。 
 

スキャナーの準備はよろしいですか 

 

④スキャナーの準備を確認して、よければ♪キーを押します。 
! 読み取りを開始する。                    ♪ 
! 中止する。                     エスケープ] 
★スキャナーの準備ができていない場合、「準備ができていません」と
メッセージが表示されます。スキャナーが正しく接続されているかな

どを確認してから、もう一度やり直してください。 

 
 
 
 
 

INFORMATION 

# ＳＦ命令は、スキャナーで原稿から写真や文字を読み取り、表の中に取り込みます。取り込まれたものはＢＭＰ形式のイメージデ

ータなので、読み取ったものが文字の場合、そのままではデータとして意味はありません。その後の加工としてＯＣＲ命令を使え

ば、文字イメージのデータを表データとして変換することができます。 

 

 
 

重要重要重要重要 
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ＳＦ命令のデータの流れ 

ＳＦ命令では、次のように読み取ったイメージデータを表に取り込みます。 
 
                            ３枚目の読み取り原稿 

 
 
 
                   ２枚目の読み取り原稿 
 
 
 
     １枚目の読み取り原稿 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    データページ 

品名 品名 型番 型番 価格 価格 

テレビテレビテレビテレビ     ＴＸ－０２２５ＴＸ－０２２５ＴＸ－０２２５ＴＸ－０２２５   ５８，０００５８，０００５８，０００５８，０００     

クーラークーラークーラークーラー     ＭＭ－２１４ＳＭＭ－２１４ＳＭＭ－２１４ＳＭＭ－２１４Ｓ   ８９，０００８９，０００８９，０００８９，０００     

ビデオビデオビデオビデオ     ＳＮ－５５９２ＳＮ－５５９２ＳＮ－５５９２ＳＮ－５５９２   ５０，８００５０，８００５０，８００５０，８００     

 
 
 
   取り込まれたデータは、イメージデータ、そこでＯＣＲ命令を実行します。 
 
 
 
 
 

    データページ 

品名 品名 型番 型番 価格 価格 

テレビテレビテレビテレビ    テレビ ＴＸ－０２２５ＴＸ－０２２５ＴＸ－０２２５ＴＸ－０２２５  TX-0225 ５８，０００５８，０００５８，０００５８，０００    58,000 

クーラークーラークーラークーラー    クーラー ＭＭ－２１４ＳＭＭ－２１４ＳＭＭ－２１４ＳＭＭ－２１４Ｓ  MM-214S ８９，０００８９，０００８９，０００８９，０００    89,000 

ビデオビデオビデオビデオ    ビデオ ＳＮ－５５９２ＳＮ－５５９２ＳＮ－５５９２ＳＮ－５５９２  SN-5592 ５０，８００５０，８００５０，８００５０，８００    50,800 

 
 
 
              文字データとして変換されます。 

 
注文書 

 
品名 ビデオ 
型番 ＳＮ－５５９２ 
価格 ５０，８００ 

 

 
注文書 

 
品名 クーラー

型番 ＭＭ－２１４Ｓ

価格 ８９，０００

 

 
注文書 

 
品名 テレビ

型番 ＴＸ－０２２５

価格 ５８､０００

 

ＯＣＲ命令を実行するとＯＣＲ命令を実行するとＯＣＲ命令を実行するとＯＣＲ命令を実行すると  
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SFE Scaner Format Editor（スキャナー フォーマット エディター） 
スキャナーフォーマットページを作成する 

! ＳＦ命令を実行する際に必要な、スキャナーフォーマットページを作成します。 

! 実際に読み取る原稿をレイアウト画面で見ながら、読み取る部分の指定や各種設定を行うことができま
す。 

 
! ＳＦＥ命令を実行するには、ＴＷＡＩＮ対応のスキャナーが必要となります。    

    

実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• お使いのパソコンに、ＴＷＡＩＮ対応のスキャナーが正しく

接続されていることを確認してください。 

    

 

 

仕事は＝ ①ＳＦＥ♪ 

 
 

デザインページは［新規作成‥￡］ 

②すでにあるデザインページを修正する場合は、デザインページのページ
数を指定します。 
新しくデザインページを作成する場合は♪キーのみを押します。 
! 50 ページのデザインページを修正する。         ５０♪ 
! 新しくデザインページを作成する。              ♪ 
★単独、表題指定、ワイルド指定が可能です。 

 
【“新規作成”を選んだ場合】【“新規作成”を選んだ場合】【“新規作成”を選んだ場合】【“新規作成”を選んだ場合】    

表題を付けてください： デザインページに付ける表題（タイトル）を指定します。表題は全角文字
で 15字、半角文字で 30文字で付けられます。 
♪キーのみを押すと“SP ﾃﾞｻﾞｲﾝﾍﾟｰｼﾞ”という表題が付けられます。 
! “案内状デザインページ”と表題を付ける。 案内状デザインページ♪ 
! “ＳＦデザインページ”と表題を付ける。            ♪ 

 
 
 

③“スキャナーパラメータ設定”ウィンドウが表示されます。 
 スキャナーで原稿を読み取る前に、原稿サイズなどを設定します。 

 
 
 
 
 
 
“スキャナーパラメータ設定”ウィンドウの各項目で次の設定を行うことができます。 

 原稿の種類…………読み取る原稿の大きさを設定します。 をマウスで左クリックすると左側に一覧が表示されます

ので、用紙の大きさを選択してください。設定できる大きさはＡ６、Ａ５、Ａ４、Ｂ５、Ｂ６、

ＦＲＥＥ、ＨＡＧＡＫＩ（普通ハガキ）、ＨＡＧＡＫＩ２（往復ハガキ）です。“ＦＲＥＥ”を

指定すると、自由に大きさを指定することできます。下の入力欄に入力してください。 
 原稿サイズ………「原稿種類」で設定した用紙の実際の大きさが表示されます。「原稿種類」で“ＦＲＥＥ”を選択

した場合は、自由な数値を入力することができます。ただし、スキャナーで読み取れるサイズ以

上の大きさを指定しても無視されます。 

 
 原稿起点……………原稿の読み取り開始位置を設定します。 をマウスで左クリックすると左側に一覧が表示されま

すので、起点を選択してください。右下、右上、左下、左上を選択できます。 
 原稿の向き…………読み取る原稿の縦横の向きを設定します。 
 

重要重要重要重要 
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“スキャナーパラメータ設定”ウィンドウに表示されている各ボタンの機能は、次のようになります。 

 ［読取実行］………設定を完了して、スキャナーから読み取りを開始できる状態にします。 
 ［標準設定］………各項目の設定値を標準値に戻します。 
 ［エスケープ］……ＳＦＥ命令を中止して“仕事は＝”の状態に戻ります。 

 ［？］………………ヘルプを表示します。 
 
 
“スキャナーパラメータ設定”ウィンドウで［読取実行］ボタンを左クリックすると、次のメッセージが表示されます。 
    

原稿を読み取ります。原稿をセットして
ください［ＯＫ‥￡］： 
 
 
④スキャナーに原稿をセットして♪キー

を押すと、読み取りを開始します。 
 [エスケープ]キーを押すとＳＦＥ命令を中止して、“仕事は＝”の状態
に戻ります。 
★モノトーン（100dpi）、等倍で読み取ります・ 

 
 
  原稿の読み取りが正常に終了すると、“項目設定”ウィンドウが開き、ウィンドウ内には読み取った原 
  稿の画像が表示されます。 
  以後、各種ウィンドウを開いて必要な設定を行っていきます。 
  次の手順でデザインページを完成させていきます。 

   １.“項目設定”ウィンドウで、読み取り項目の位置、大きさを設定します。 
   ２.“項目位置”ウィンドウで、各項目の基本設定を行います。 
   ３.“各種設定”ウィンドウで、各項目の詳細設定を行います。 

  以上の操作が終わったら、デザインページを書き込むページを指定して終了です。 
 
 

１１１１....“項目設定”ウィンドウでの設定“項目設定”ウィンドウでの設定“項目設定”ウィンドウでの設定“項目設定”ウィンドウでの設定    

“項目設定”ウィンドウでは、ＳＦ命令実行時に読み取る各データをそれぞれ
読み取り項目として、原稿サイズ内での位置と大きさを設定します。 
★左の画面は、例として③で「原稿種類」を“Ａ５”、「原稿の向き」を“横”
に設定して、ＦＡＸ注文票を読み取った場合です。 

★“項目設定”ウィンドウの大きさは、「原稿種類」の大きさと、「原稿の
向き」の設定により変わります。 

 
“項目設定”ウィンドウが表示されたら、マウスを使って読み取り項目の位
置と大きさを設定します。 

 
 
 
 

         # 
 
 

 
 
 
 
 
★ 一度設定した領域の右下の角にマウスカーソルを合わせて左ドラッギングすれば、領域

の大きさを変更することができます。 

★ また、領域内にマウスカーソルを合わせて左ドラッギングすれば、領域を移動すること 

                     ができます。 

 

 

 

項目の位置と領域の大きさの指定は、マウスで行います。 

領域は、左上から右下、右上から左下というように、四角形の対角

をマウスで左ドラッギングして指定します。 

項目指定後は、項目内でマウスの右クリックを行うとその項目に対

する“項目位置”ウィンドウが表示され、各種設定を行うことがで

きます。 
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“項目設定”ウィンドウに表示されている各ボタンの機能は、次のようになります。 

 ［登録］………………ＳＦＥ命令を終了し、設定した内容をページを指定して書き込むことができます。 
 ［エスケープ］………ＳＦＥ命令を中止して、“仕事は＝”の状態に戻ります。 
 ［全面指定］…………原稿全面を項目の領域として指定します。 
 
 
 
“項目設定”ウィンドウで読み取り項目の位置と領域の大きさを設定したら、“項目位置”ウィンドウを開いて、設定
を行います。 
設定する読み取り項目の領域内にマウスカーソルを合わせて左クリックすると、“項目位置”ウィンドウが表示されま
す。 
 
 
 

２２２２....“項目位置”ウィンドウでの設定“項目位置”ウィンドウでの設定“項目位置”ウィンドウでの設定“項目位置”ウィンドウでの設定    

“項目位置”ウィンドウでは、ＰＦＧ命令実行時に印刷する
各データをそれぞれ項目として、デザイン領域内での位置と
大きさを設定します。 

 
 
 
 
 
 
“項目位置”ウィンドウの各項目で次の設定を行うことができます。 

 項目位置……………読み取り項目の位置を設定します。「縦」で読み取り原稿サイズ上部からの位置を、「横」で左
側からの位置を設定します。 

 項目サイズ…………読み取り項目の大きさを、縦横の長さで設定します。 
 代入する列…………ＳＦ命令を実行したときに、選択されている読み取り項目のデータを、データページのどの列に

入力するかを設定します。 

★「仕上げ寸法」には、選択されている読み取り項目内の総ドット数が表示されます。 

★「総文字数」には、選択されている読み取り項目で読み取り可能な文字数（あくまで目安です）が表示されます。 

 

“項目設定”ウィンドウに表示されている各ボタンの機能は、次のようになります。 

 ［登録］………………設定を一時登録し“項目設定”ウィンドウに戻ります。 
 ［各種指定］…………各読み取り項目に対する、さらに詳しい設定を行います。 
 ［エスケープ］………新たに設定した内容を取り消して、“項目設定”ウィンドウに戻ります。 
 ［？］…………………ヘルプを表示します。 
 ［削除］………………設定中の項目を削除して、“項目設定”ウィンドウに戻ります。 
 
 
 
 
各項目に関するより詳細な設定は、“各種設定”のウィンドウで行います。 
［各種指定］ボタンにマウスカーソルを合わせて左クリックすると、“各種設定”ウィンドウが表示されます。 
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３３３３....“各種設定”ウィンドウでの設定“各種設定”ウィンドウでの設定“各種設定”ウィンドウでの設定“各種設定”ウィンドウでの設定    

 “各種設定”ウィンドウでは、“項目位置”ウィンドウで設
定した各項目に対する各種設定を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
“各種設定”ウィンドウの各項目で次の設定を行うことができます。 

 DPI（ﾄﾞｯﾄ/ｲﾝﾁ） …データ読み取り時の解像度を設定します１～1400dpiの範囲で設定できます。 
 倍率（％）…………データ読み取り時の倍率を設定します。１～100％の範囲で設定できます。 
 タイプ………………データ読み取り時の画像タイプを設定します。 をマウスで左クリックすると左側に一覧が表示

されますので、画像タイプを選択してください。設定できる画像タイプはフルカラー、グレース

ケール、モノトーンです。読み取る原稿に合わせて設定してください。 

 明るさ（％）………データ読み取り時の明るさの補正度数を設定します。-100～100％の範囲で設定できます。“０”

が標準で、マイナス値が高いほど暗く、プラス値が高いほど明るく補正されます。 
 項目名………………読み取り項目に名前を付けることができます。項目名を付けておけば、作成後のＳＦデザインペ

ージで各項目を判別しやすくなります。 

 角度…………………データ読み取り時の角度を設定します。０°45°90°270°が設定できる角度です。 
 
“各種設定”ウィンドウに表示されている各ボタンの機能は、次のようになります。 

 ［標準値］…………各項目の設定値を標準値に戻します。 
 ［登録］……………設定を一時登録し“項目位置”ウィンドウに戻ります。 
 ［範囲指定］………“項目位置”ウィンドウに戻ります。 

 ［項目削除］………設定中の項目を削除して、“項目位置”ウィンドウに戻ります。 
 ［？］………………ヘルプを表示します。 
 
 
すべての読み取り項目の設定が終わったら、“項目設定”ウインドウまで戻り、［登録］ボタンをマウスで左クリック
します。画面にＳＦデザインページが作成され、次のメッセージが表示されます。 
 

何ページに書き込みますか： デザインページを書き込むページ番号を指定します。 
! ５ページに書き込む。                   ５♪ 
★書き込み先の確認はなく、ただちに書き込まれます。 

★単独指定が可能です。 

 
 
 

INFORMATION 
$ ＳＦ命令を使って実際に読み取れるのは、スキャナーの性能による最大サイズまでです。したがって“スキャナーパラメ

ータ設定”ウィンドウで「原稿の種類」をそれより大きく設定しても、スキャナーの最大読み取りサイズ以上は読み取る

ことはできません。 

$ “項目位置”ウィンドウで「代入する列」を指定しなかった場合（スペース）、ＳＦ命令で実際に読み取ったデータは、ＢＭＰ

ファイルとしてマイツールをインストールしたディレクトリに保存されますが、データページには書き込まれません。 

$ “各種設定”ウィンドウで“フルカラー”やＤＰＩを 500以上に設定した場合、読み取り速度が遅くなります。ＳＦ命令

では、指定した項目をひとつずつスキャンしていきます。 
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ＳＦＥ命令の実行例 

次のようなＦＡＸ注文票をスキャナーで読み取って、表へイメージデータを取り込むためのＳＦデザインページ
の作成方法を順を追って説明します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 書き込み先にするデータページ 
 
 
 
 

   ＦＡＸ注文票 
 
 
 
①ＳＦＥ￠ 
②￠………………新しくデザインページを作成する。 
③ＦＡＸ注文票デザインページ￠……デザインページの表題を“ＦＡＸ注文票デザインページ”と付ける。 
④“スキャナーパラメータ設定”で次のように設定します。 

「原稿種類」を“Ａ５”にする。 
「原稿の向き」を“横”にする。 
 
 
 
設定が終わったら、［読取実行］ボタンをマウスで
左クリックします。 
 
 
 

 
⑤スキャナーの準備ができていることを確認し、読み取る原稿をセットして、♪キーを押します。 
⑥読み取りが終了し、“項目設定”ウィンドウが表示されたら、次のように設定します。 

 
読み取り項目の領域を設定します。 

 
“品名”“発注者住所”“発注者 TEL”“発注者氏名”

それぞれ 
の右側の記入欄に合わせて、読み取り項目を設定します。 

 
マウスを使って読み取り項目とする範囲の、左上の部分

から 
右下の部分までを左ドラッギングします。 
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⑦読み取り項目の位置と大きさを設定し終わったら、“氏名”の右側に作った項目の中でマウスを右クリックし、

“項目位置”ウィンドウを表示します。 

“氏名”はデータページの２列目に入れるの
で、「代入する列」に“２”と入力します。 
 
 
 
 
 
終わったら［各種指定］ボタンを左クリック
します。 
 

 
⑧“各種指定”ウィンドウが表示されます。 

文字を取り込むので「タイプ」を“モノトー
ン”に設定し、「項目名」にデータページの
項目名と同じ“品名”と入力する。 
 
 
 
終わったら［登録］ボタンを左クリックしま
す。 
 

 
⑨“項目設定”ウィンドウに戻ります。 

“発注者住所”の右側に設定した項目の中にマウスカーソルを合わ
せ右クリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
⑩“項目位置”ウィンドウが表示されます。 
 後は⑦～⑨と同様の操作で、それぞれを以下のように設定します。 
! “発注者住所”の右側の項目は、「代入する列」を“４”、「タイプ」を“モノトーン”、「項目名」を“発
注者住所”と設定します。 
! “発注者 TEL”の右側の項目は、「代入する列」を“６”、「タイプ」を“モノトーン”、「項目名」を“発
注者 TEL”と設定します。 
! “発注者氏名”の右側の項目は、「代入する列」を“８”、「タイプ」を“モノトーン”、「項目名」を“発
注者氏名”と設定します。 
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⑪すべての項目の設定が終わったら、“項目設定”ウインドウで［登録］ボタンを左クリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
⑫画面に作成されたＳＦデザインページが表示されます。書き込み先のページ数を指定して、デザインページを
保存します。 
 以上でＳＦＥ命令を終了しました。 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 一度作成したＳＦデザインページの修正は、ＳＦＥ命令でページ数を指定して行いますが、ＥＬ・ＥＣ命令な 
 どの入力系命令や、ＥＤ命令などで直接ページを修正することも可能です。 

“項目位置”ウィンドウで設定し

た値が入力されます。 

“各種設定”ウィンドウで設定し

た値が入力されます。 
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SGETSGETSGETSGET    Sequential File Get（シーケンシャル ファイル ゲット）    
他のファイルをマイツールデータに変換する 

! 他の形式で作成したファイルを読み込み、マイツールのデータとして、指定したページに書き込むこと
ができます。 

 

仕事は＝ ①ＳＧＥＴ♪ 

 
ドライブを指定しない場合はドライブ
【Ａ】から読み込みます  

入力ファイルのファイル名は： 

②変換するファイル名を入力します。 
★ファイル名は、主ファイル名と、ピリオド（．）と、拡張子からなり
ます。 

 《例》ＮＥＷＦＩＬＥ．ＤＡＴ など 
      ８文字以内     拡張子

 

★ドライブＡ以外から読み込む場合は、ドライブ名とコロンをつけて、
ダブルコーテーションで囲んでください。 
また、ディレクトリも指定する場合は、ディレクトリ名、ファイル名
の前に“￥”を付けます。 

 《例》“Ｃ：ＮＥＷＦＩＬＥ．ＤＡＴ” 

    “Ｃ：￥ＤＡＴＡ￥ＲＥＡＤＭＥ．ＴＸＴ” など 
★英数、カタカナなど、全角・半角の両方を持つ文字は、全角文字で入
力しても半角文字として処理されますので、ファイル名にこれらの文
字を全角で使用しているファイルは読み込めません。 

 
１‥マイツール形式 
２‥一般データ（可変長） 
３‥一般データ（固定長） 
５‥カンマ区切りデータ 
７‥文書データ（可変長） 
12‥一般データ（可変長）追加形式 
13‥一般データ（固定長）追加形式 
15‥カンマ区切りデータ 追加形式 
 

入力ファイルの形式は： 

③変換するファイルのファイル形式を、番号で選択します。ファイル形式
については、次ページ「入力ファイル形式について」をご覧ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

フォーマットの文は 
（Ｆ＝ｎ，ｎ，～の形で）： 

④③で“２”、“３”、“５”を選択した場合のみ、マイツールデータに
するときのフォーマット文を入力します。フォーマット文を入れずに♪

キーを押すと列がないものとみなします。 
★③で“１”、“７”、“12”、“13”、“15”を選択した場合は、こ
の操作はありません。 

 
１行の長さは（○○～900）： ⑤画面に表示される（ ）内の範囲で、桁数を指定します。 

 ♪キーを押すと、自動的に最小値をとります。 
★“12”、“13”、“15”の形式の場合は、この操作はありません。 

 

ページ内の予備行数は（０～○○）： ⑥入力ファイルがマイツールの１ページ内に収まらない場合、ここで指定
した行数分だけ空けて、次のページから続けて書き込みを行います。 
 ♪キーを押すと、“０”を指定したことになります。 

 
書き込み先頭ページは［画面‥￡］： ⑦変換したファイルを書き込む、先頭ページ番号を指定します。 

 ここから変換が始まります。 
★[エスケープ]キーを押すと一時停止します。♪キーを押すと再開、も
う一度[エスケープ]キーを押すと中止します。 

 

ピリオド 
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入力ファイル形式について 

 
１‥マイツール形式１‥マイツール形式１‥マイツール形式１‥マイツール形式    

データボックスなどで出力したものから表を作ります。 
《例》 

１ Ｆ＝10，5…（０Ｄ）16（０Ａ）16 ←フォーマット行（半角大文字） 

２ 品名，単価，…（０Ｄ）16（０Ａ）16 ←項目行 

３ りんご，200，50，… 

        ： 

        ：                 データ行 

        ： 

ｎ バナナ，300…（０Ｄ）16（０Ａ）16（1Ａ）16 

★各データの間はカンマ“，”（２Ｃ）16で区切ってください。 

 

★変換後は、すべて混在モードになります。 

 
 
２‥一般データ（可変長）２‥一般データ（可変長）２‥一般データ（可変長）２‥一般データ（可変長）    

読み込んだデータを計算開始行からマイツールデータにします。 

《例》 

１ りんご 200…（０Ｄ）16（０Ａ）16 

２ みかん 150…（０Ｄ）16（０Ａ）16 

        ： 

        ： 

        ： 

ｎ バナナ 300…（０Ｄ）16（０Ａ）16（１Ａ）16 

★ファイルのデータは元のままの形式で書き込みます。 

 

★１レコードは（０Ｄ）16（０Ａ）16で終わってください。 

★終了は（１Ａ）16で終わってください。 

★変換後は、すべて混在モードになります。 

 
 
３‥一般データ（固定長）３‥一般データ（固定長）３‥一般データ（固定長）３‥一般データ（固定長）    

読み込んだデータを計算開始行からマイツールデータにします。 

★固定長タイプを選択すると、Ｆ文の有無によって１行の長さが変わります。 

 ・Ｆ文を指定した場合………列数の合計 

 ・Ｆ文を指定しない場合……ページの横のサイズ 

★ＳＧＥＴ命令終了時に、エラー番号 12のエラーメッセージが表示されることがあります。その場合は、

最後のページを書き込んでいないので、確認のうえ、Ｗ命令で書き込んでください。 

★変換後は、すべて混在モードになります。 

 
 
５‥カンマ区切りデータ５‥カンマ区切りデータ５‥カンマ区切りデータ５‥カンマ区切りデータ    

読み込んだデータを計算開始行からマイツールデータにします。 

★カンマ区切りデータとはＣＳＶ形式のデータのことです。データベースソフトのデータファイルをマイツ

ールデータに変換するときに指定してください。 



379● 

《例》 

１ りんご，200（０Ｄ）16（０Ａ）16 

２ みかん，150（０Ｄ）16（０Ａ）16 

        ： 

        ： 

        ： 

ｎ バナナ，300，…（０Ｄ）16（０Ａ）16（１Ａ）16 

★ファイルのデータは元のままの形式で書き込みます。 

 

★１レコードは（０Ｄ）16（０Ａ）16で終わってください。 

★終了は（１Ａ）16で終わってください。 

★変換後は、すべて混在モードになります。各データの間はカンマ“，”（２Ｃ）16で区切ってくだ

さい。 

★データにカンマ“，”（２Ｃ）16が含まれる場合は、ダブルコーテーション（”）（22）16で囲ん

でください。 

 
 
７‥文書データ（可変長）７‥文書データ（可変長）７‥文書データ（可変長）７‥文書データ（可変長）    

《例》） 

１ ＳＧＥＴ 他のファイルを～ （０Ｄ）16（０Ａ）16 

２ ・他の形式で作成した～ （０Ｄ）16（０Ａ）16 

        ： 

        ： 

        ： 

ｎ 行います。（０Ｄ）16（０Ａ）16（１Ａ）16 

 

★１レコードは（０Ｄ）16（０Ａ）16で終わってください。 

★終了は（１Ａ）16で終わってください。 

★変換後は、すべて混在モードになります。 

★読み込んだデータを２行目からマイツールデータにします。 

 
1 [ＸＸＸＸＸＸＸ]   92.12.01   混Ｌ＝ 

2 ＳＧＥＴ 他のファイルを～ 

3 ・他の形式で作成した～ 

        ： 

        ： 

        ： 

n 行います。 

 
 
 
12121212‥一般データ（可変長）追加形式‥一般データ（可変長）追加形式‥一般データ（可変長）追加形式‥一般データ（可変長）追加形式    

読み込んだデータを、書き込みページのフォーマットにしたがって追加します。 

★１レコードは（０Ｄ）16（０Ａ）16で終わってください。 

★終了は（１Ａ）16で終わってください。 

★フォーマット文の入力はありません。 

★１行の長さの入力はありません。 

★計算終了行の後から追加します。ページがいっぱいの場合、次のページから続けて書き込みます。 

★漢字モードの場合、処理できません。 
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13131313‥一般データ（固定長）追加形式‥一般データ（固定長）追加形式‥一般データ（固定長）追加形式‥一般データ（固定長）追加形式    

読み込んだデータを、書き込みページのフォーマットにしたがって追加します。 

★固定タイプを選択すると、Ｆ文の有無によって１行の長さが変わります。 

 ・Ｆ文がある場合……列桁の合計 

 ・Ｆ文がない場合……ページの横のサイズ 

★ＳＧＥＴ命令終了時に、エラー番号 12のエラーメッセージが表示されることがあります。その場合は、

最後のページを書き込んでいないので、確認のうえ、Ｗ命令で書き込んでください。 

★フォーマット文の入力はありません。 

★１行の長さの入力はありません。 

★計算終了行の後から追加します。ページがいっぱいの場合、続けて次のページから書き込みます。 

★漢字モードの場合、処理できません。 

 
 
15151515‥カンマ区切りデータ追加形式‥カンマ区切りデータ追加形式‥カンマ区切りデータ追加形式‥カンマ区切りデータ追加形式    

読み込んだデータを、書き込みページのフォーマットにしたがって追加します。 

★１レコードは（０Ｄ）16（０Ａ）16で終わってください。 

★終了は（１Ａ）で終わってください。 

★フォーマット文の入力はありません。 

★１行の長さの入力はありません。 

★計算終了行の後から追加します。ページがいっぱいの場合、次のページから続けて書き込みます。 

★漢字モードの場合、処理できません。 
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SHSHSHSH    Search（サーチ）    
データを検索する 

! 指定した条件に合うデータだけを、行単位・列単位・ブロック単位で探し出すこと（検索）ができます。
また、検索する件数を指定することもできます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 検索を終了すると、元の表は裏画面に残ります。また、複数ペ

ージの検索を行ったときは、その最終ページだけが裏画面に残

ります。 
• 複数ページを検索する場合、先頭ページの桁数に合わせるので、

桁数からはみ出したデータは削られます。 
• 先頭ページが混在モードの場合は、検索ページ中に漢字モード

のページがあっても、結果はすべて混在モードになります。先

頭ページが漢字モードの場合は、検索ページ中に混在モードの

ページがあると処理を中止します。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＳＨＤ…データを検索して元データから削除します。 
• ＳＨＧ…キーページに合わせて検索します。 
• ＳＨＵ…データを検索して書きかえます。 
• ＤＳＨ…重複しているデータを検索します。 
  

 

仕事は＝ ①ＳＨ♪ 

 
検索するページは［画面‥￡］： ②検索するページを指定します。 

! 画面のデータだけを検索する。                ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
１番目の検索条件式は［終了‥￡］： ③検索する条件を指定します。 

! １列目で“売上”というデータの行を探す。    Ｃ１＝売上♪ 
! ２列目で、100 より大きいデータがある行を探す。 

Ｃ２＞１００♪ 
! ３列目の最小値の行を探す。            Ｃ３＃Ｓ♪ 
! 列に関係なく、“売上”という文字がある行を探す。＝＊売上＊♪ 
! １列目で、文字の色が“赤”で、背景色が“白”のデータがある行を
探す。                   Ｃ１＝＃赤，白♪ 
! 検索する件数を１件にする。             ＄＝１♪ 
★件数指定について、詳しくは次ページをご覧ください。 

 

２番目の検索条件式は［終了‥￡］： ④他の検索条件を指定します。 
! ３列目の中で、１から 100 までのデータがある行を探す。 

Ｃ３＃１－１００♪ 
! 検索条件の指定を終わる。                  ♪ 
★検索条件は５つまで指定できます。 

結果の書き込み先頭ページは 
［印刷‥Ｐ，画面‥￡］： 

⑤検索したデータをどうするのか指定します。 
! 10 ページから書き込む。                １０♪ 
! 印刷する。                        Ｐ♪ 
! 画面に表示する。                      ♪ 
★検索条件式で最小値または最大値を指定した場合、１ページ分しか書
き込みません。また、“Ｐ”を指定しても画面に表示した分だけを印

刷します。 

 
INFORMATION 

# 検索条件式は、半角文字で 100文字、全角文字で 50文字以

内で指定してください。 

  

# 複数ページの検索中、エスケープキーを押すと一時停止しま
す。♪キーを押すと再開、もう一度エスケープキーを押す
と中止します。 
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件数指定について 

検索条件式の指定で、＄＝〇（件数）♪とすると指定した件数だけ検索して処理を終了します。 
１～５番目のどこで指定してもかまいません。この指定は、条件指定の数には含まれません。 
 
 

検索条件の｢ＡＮＤ｣と｢ＯＲ｣について 

 
 

商品 単価 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ａ 

10 

20 

30 

40 

70 

１列目  ２列目 

（Ｃ１） （Ｃ２） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カラー検索について 

ＳＥＴＰ・ＳＨＵ命令で色をつけた表のデータを、文字の色や背景色から検索することができます。 

 Ｃ列番号＝＃文字の色，背景色 

の形で指定してください。 
検索できる色は、黒・青・緑・水色・赤・紫・黄・白の８色です。指定は漢字１文字で指定します。水色は
“水”と指定します。 
 

 
①“ＸＸ番目の条件は：”で入力する５つまでの条件は、すべて 
 ＡＮＤを意味します。 
 《例》商品Ａで単価が 40円以上のもの 

    １番目の条件は：C1=A 

    ２番目の条件は：C2>=40 

 
②指定列内でのＯＲ条件は｢，｣で区切ります。 
 《例》商品ＡまたはＣのもの 
    １番目の条件は：C1=A,C 

 
③各列間のＯＲ条件は｢！｣を使います。 
 《例》商品Ａか、単価が 30円以上のもの 
    １番目の条件は：C1=A!C2>=30 

商品 単価 

Ａ 70 

商品 単価 

Ａ 

Ｃ 

Ａ 

10 

30 

70 

商品 単価 

Ａ 

Ｃ 

Ｄ 

Ａ 

10 

30 

40 

70 
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ワイルド指定 

複数ページの表題指定や、検索関係の条件式に使います。データの一部分だけ指定して、その文字（文字列）
を含むすべてのデータを検索することができます。｢＊｣は文字数に関係なく検索し、「？」は１文字分とし
て検索します。 
 

指定方法 意味 例 
売上＊ 売上で始まるすべてのデータ 売上表、売上データ、売上 

＊売上 売上で終わるすべてのデータ ２月売上、自動車売上、売上 

＊売上＊ 売上という文字を含むすべてのデータ ２月売上表、売上伝票、売上 

売上？ 売上の後ろに、１文字何かあるデータ 売上表 

？？売上 売上の前に、２文字何かあるデータ ２月売上、現金売上 

＊売上？ 売上の後ろに、１文字付くすべてのデータ ２月売上表、売上比 

＊？＊ ？を含むすべてのデータ  

＊＊＊ ＊を含むすべてのデータ  

 
 
 

３つの検索方法 

ＳＨ命令の検索では、「行単位の検索」「列単位の検索」「ブロック検索」の３つの検索を行うことができ
ます。 
★５つまでの検索条件で、「行単位の検索」「列単位の検索」「ブロック検索」の３つの指定を混ぜて指定

することはできません。 

 
《行単位の検索》《行単位の検索》《行単位の検索》《行単位の検索》    
条件に合うものが含まれる行を、選び出します。 
次の例題を参照してください。 

 
 
 

 
 
Ｒ：14￠ 
①ＳＨ￠ 
②￠……………………画面のデータを検索する。 
③Ｃ３＝東京＊￠……住所が“東京”で始まる人を検索する（ワイルド検索）。 
④￠……………………検索条件式の指定を終了する。 
⑤￠……………………結果を画面に書き込む。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 14ページ「住所録」のデータから、住所が東京都の人を検索します。 
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《列単位の検索》《列単位の検索》《列単位の検索》《列単位の検索》    
条件に合うものが含まれる列を、選び出します。 
次の例題を参照してください。 

 
 
 

 
 
Ｒ：37￠ 
①ＳＨ￠ 
②￠………………………画面のデータを検索する。 
③Ｌ10＞100000￠………Ｅ営業所の売上が、100,000 以上の列（月）を検索します。 
④￠………………………検索条件式の指定を終了する。 
⑤￠………………………結果を画面に書き込む。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

《ブロック単位の検索》《ブロック単位の検索》《ブロック単位の検索》《ブロック単位の検索》    
条件に合うデータを含むブロックを、選び出します。 
ブロック指定の場合は、条件の前に“Ｂ”をつけます。次の例題を参照してください。 

 
ブロックの作り方 

ブロック検索をする前に、まずブロック分けしなければなりません。各ブロックは、横ケイ線で分けます。 
たとえば、52ページ「得意先名簿」の表を取引先別でブロック分けするなら、Ｓ命令で取引先名で並べかえ、取
引先ごとに横ケイ線を引きます。実際のブロック分けは次の例題を参照してください。 
★横ケイ線はＤＲＬ命令、もしくはＡＣＭＣ命令で引きます。 

★１列目の１桁目に横ケイ線または交点があれば、それをブロックのマークとみなします。 

 ブロック分け実行前                  ブロック分け実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

例題例題例題例題 37ページ「営業所別上半期売上比較」のデータから、Ｅ営業所の売上が 100,000 以上の月を検索します。 
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Ｒ：52￠ 
検索の前にデータを得意先ごとに並べかえ、ケイ線を引いてブロック分けしておきます。 
①Ｓ￠ 
②￠……………………………画面のデータを並べかえる。 
③３￠…………………………１番目のキー列には、３列目（会社名）を指定する。 
④１￠…………………………並べ方は文字正順を指定する。 
⑤６￠…………………………２番目のキー列には、６列目（氏名）を指定する。 
⑥１￠…………………………並べ方は文字正順を指定する。 
⑦￠……………………………キー列の指定を終了する。 
⑧￠……………………………結果を画面に書き込む。 
⑨ＡＣＭＣ￠ 
⑩￠……………………………画面のデータを計算する。 
⑪３￠…………………………１番目のキー列には、３列目（会社名）を指定する。 
⑫￠……………………………キー列の指定を終了する。 
⑬￠……………………………計算場所は指定しない。 
⑭Ｌ￠…………………………キーごとにケイ線行を挿入する。 
⑮￠……………………………結果を画面に書き込む。 
 
ＳＨ命令でブロック検索を行います。 
①ＳＨ￠ 
②￠……………………………画面のデータを検索する。 
③ＢＣ２＞＝1995.0401￠…２列目（登録日）が、1995.0401（1995 年４月１日）以降のデータを検索します。 
④￠……………………………検索条件式の指定を終了する。 
⑤￠……………………………結果を画面に書き込む。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

例題例題例題例題 52ページ「得意先名簿」のデータをブロック分けし、登録日が 1995 年４月１日以降のデータを含むブロ
ックを検索します。 
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条件の指定方法 

ここでは、行単位の検索方法を例にとって説明していますが、列単位・ブロック単位も同様に指定することがで
きます。 

 
条件の指定方法 例 

列挙指定 指定したデータを選ぶ 

 Ｃ列番号＝データ 

 Ｃ列番号＝データ，データ，データ 

 Ｃ列番号＝Ｃ列番号 

★データは数値、文字を混合してもかまいません。

★データは 20個まで指定できます。 

 

Ｃ１＝15（１列目が 15のものを選ぶ） 

Ｃ２＝りんご，みかん，バナナ 

 （２列目が、りんごかみかんかバナナのものを選ぶ） 

Ｃ１＝Ｃ２（１列目と２列目の内容が等しいものを選ぶ） 

 注：ＮＯＴ指定と列挙指定は、同時に指定できません。 

範囲指定 指定範囲内の数値を選ぶ 

 Ｃ列番号 ＃下限－上限 

 Ｃ列番号 ＃下限－上限，下限－上限 

★範囲は 10組まで指定できます。 

★最小値をＳ、最大値をＬで表せます。 

 

Ｃ２＃１ー99（２列目が１以上 99以下のものを選ぶ） 

Ｃ３＃１－10，100－200 

 （３列目が１以上 10以下、または 100以上 200以下のもの

を選ぶ） 

Ｃ４＃Ｓ－50（４列目が 50以下のものを選ぶ） 

大小指定 数値の大小を比較して選ぶ 

 Ｃ列番号 比較演算子 データ 

 Ｃ列番号 比較演算子 Ｃ列番号 

 比較演算子 データ 

 比較演算子 Ｃ列番号 

★比較演算子 

 ＞より大きい、＜より小さい 

 ＞＝以上、＜＝以下 

★数値以外のデータは文字コードで比較します。

 

Ｃ３＜100（３列目が 100未満のものを選ぶ） 

Ｃ３＜＝100（３列目が 100以下のものを選ぶ） 

Ｃ１＞Ｃ２（１列目の数値が２列目より大きいものを選ぶ） 

Ｃ３＞＝Ｃ４（３列目の数値が４列目以上のものを選ぶ） 

＞50（50より大きいものを選ぶ） 

＞Ｃ１（１列目の数値より大きいものを選ぶ） 

ＮＯＴ指定 指定したデータ以外のものを選ぶ 

 Ｃ列番号＜＞データ 

 Ｃ列番号＜＞Ｃ列番号 

Ｃ４＜＞０（４列目が０以外のものを選ぶ） 

Ｃ１＜＞Ｃ２（１列目と２列目が異なるものを選ぶ） 

ＯＲ指定 指定した条件のどれか１個以上合うも 

     のを選ぶ 

条件式！条件式 

★条件式を“！”でつないでＯＲ（または）条件
にします。 

★条件は 20個までです。 

Ｃ２＝１，２，３！Ｃ３＞５！５＝東京，大阪，広島 

 （２列目が１、２、３のものか、３列目が５より大きいも

のか、５列目が東京、大阪、広島であるものを選ぶ） 

文字検索 指定した文字を含むものを選ぶ 

 Ｃ列番号＝＊文字列＊ 

 ＝＊文字列＊ 

Ｃ１＝売上＊ 

 （１列目に、“売上”で始まる文字があるものを選ぶ） 

Ｃ２＝＊売上＊ 

 （２列目で、“売上”という文字が入っているものを選ぶ）

＝＊売上＊またはＣ＝＊売上＊ 

 （“売上”という文字が入っているものを選ぶ） 

文字検索 ページ内のすべての文字について、指定 

     した文字を含む行を選ぶ 

 Ｓ＝＊文字列＊ 

★ＥＤ命令で作成した、フォーマット行のないペ

  ージの検索は、この指定方法を使います。 

★フォーマット行のある行の場合、隣の列にまた

  がっているデータでも検索します。 

Ｓ＝売上 

 （ページ内全部から、“売上”という文字だけの行を選ぶ）

売上という文字を含む行の検索は、Ｓ＝＊売上＊です。 

 特殊文字を検索する場合は、ダブルコーテーション（”）

で囲んでください。（Ｓ＝“＊！＊”など） 

 注：フォーマット行のないページの検索は、文字検索しか 

   できません。 

 



387● 

 

条件の指定方法 例 

カラー検索 文字や背景の色から選ぶ 

 Ｃ列番号＝＃文字の色，背景色 

 Ｃ列番号＝＃文字の色 

 Ｃ列番号＝＃，背景色 

★ＳＥＴＰ・ＳＨＵ命令などで色をつけたデータ
を検索するには、この指定方法を使います。 

★文字の色、背景色の色は漢字１文字で指定します。

 注 水色は“水”と指定してください。 

 

Ｃ１＝＃白，赤 

 （１列目で文字の色が赤、背景色が白のデータを選ぶ） 

Ｃ２＝＃青（２列目で文字の色が青のデータを選ぶ） 

ＣＴ＝＃，水（最終列で背景色が水色のデータを選ぶ） 

最小値・最大値 最小値・最大値を選ぶ 

（ＳＨ命令のみ） 

 Ｃ列番号＃Ｓ 

 Ｃ列番号＃Ｌ 

★数値以外のデータは検索できません。 

 注：検索中の画面のスクロールはしません。 

   検索指定は、無視されます。 

★ブロック検索時には、最小値・最大値の指定は
できません。また、最小値と最大値を同時に指

定することもできません。 

 

Ｃ１＃Ｓ（１列目の最小値のものを選ぶ） 

Ｃ２＃Ｌ（２列目の最大値のものを選ぶ） 

★最小値・最大値の指定では、検索条件の順番によって結
果が異なる場合があります。 

Ｃ１＃Ｓ 

Ｃ２＝東京（最小値の中の東京を検索する） 

Ｃ１＃Ｓ（東京の中の最小値を検索する） 

 
 

INFORMATION 
# 検索する文字列中にダブルコーテーション（”）があるときは、前後に中カッコ（｛ ｝）をつけてください。 

# 《例》“Ａ”という文字を検索するときに、｛”Ａ”｝のように指定します。 

 
 
 
 
 

ＳＨ命令とＳＨＤ命令の違いＳＨ命令とＳＨＤ命令の違いＳＨ命令とＳＨＤ命令の違いＳＨ命令とＳＨＤ命令の違い    

ＳＨ命令……条件に合うデータを選び出して新しい表を作りますが、元の表はそのままの状態で残ります。 

ＳＨＤ命令…条件に合うデータを元の表から削除します。 
      抜き出した条件に合うデータと、残ったデータとで２つの表を作ることができます。 
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SHDSHDSHDSHD    Search & Delete（サーチ アンド デリート）    
データを検索して、元データから抜き出す 

! 指定した条件に合うものだけを、行単位および列単位で探し出すこと（検索）ができます。また、ブロ
ック単位で探し出すこともできます。ＳＨ命令と違うのは、選んだ必要なデータと残ったデータとで、

新しい２つの表を作ることです。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• “検索するページは：”のメッセージでページ指定を行うと、

指定したページのデータは書きかえられてしまいます。いっ

たん書きかえが行われると、データの修復はできません。ペ

ージ指定は、書きかえられてもかまわないデータかどうかを

確認してから行ってください。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＳＨ……データを検索します。 
• ＳＨＧ…キーページに合わせて検索します。 
• ＳＨＵ…データを検索して書きかえます。 
• ＤＳＨ…重複しているデータを検索します。

 

仕事は＝ ①ＳＨＤ♪ 

 
検索するページは［画面‥￡］： ②検索するページを指定します。 

! 画面のデータだけを検索する。                ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

★ページを指定すると、指定したページのデータは書きかえられます。
ご注意ください。 

 
１番目の検索条件式は［終了‥￡］： ③検索する条件を指定します。 

! １列目で、“売上”というデータ行を探す。    Ｃ１＝売上♪ 
! ２列目で、100 より大きいデータがある行を探す。 

Ｃ２＞１００♪ 
! 列に関係なく、“売上”という文字がある行を探す。  ＝＊売上＊ 
! 条件を指定しない。                      ♪ 

 
２番目の検索条件式は［終了‥￡］： ④他の検索条件を指定します。条件がなければ、♪キーを押します。 

! ３列目の中で、１から 100 までのデータがある行を探す。 
Ｃ３＃１－１００♪ 

! 検索条件の指定を終わる。                  ♪ 
★検索条件は５つまで指定できます。 

★条件の指定方法は、ＳＨ命令の表をご覧ください。 

 
結果の書き込み先頭ページは 
［印刷‥Ｐ，画面‥￡］： 

⑤検索したデータをどうするか、指定します。結果の書き込みページを指
定した場合、検索したページと同じページ数を指定ページから書き込み
ます。 
! 10 ページから書き込む。                １０♪ 
! 印刷する。                        Ｐ♪ 
! 画面に表示する。                      ♪ 
★複数ページの検索を行ったときに“画面”を選んだ場合、その最終の
データだけを画面に表示します。 

 
 

INFORMATION 

# 条件の指定方法は、ＳＨ命令の表をご覧ください。列検

索・ブロック検索については、ＳＨ命令と同様です。 

# 最小値・最大値の指定はできません。 

# 条件に合うデータ（元表から削除したデータ）は必ず画面

に表示されます。それ以外のデータは裏画面に残ります。

また、複数ページ検索を行った場合は、その最終ページだ

けが裏画面に残ります。 

# 複数ページの検索中、エスケープキーを押すと一時停止し
ます。停止中に ￡ キーを押すと再開します。もう一度

エスケープキーを押すと中止します。 
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Ｒ：14￠ 
①ＳＨＤ￠ 
②￠……………………画面のデータを検索する。 
③Ｃ３＝東京＊￠……住所が“東京”で始まる人を削除する（ワイルド検索）。 
④￠……………………検索条件式の指定を終了する。 
⑤￠……………………結果を画面に書き込む。 
おもて画面には削除されたデータが書き込まれ、裏画面には削除後の元データが書き込まれます。Ｘ命令などで確認し
てください。 
ここでは画面のデータを指定していますが、検索するページを指定すれば、指定したページから検索条件にあうデータ
は削除され、削除したデータが画面に書き込まれます。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 裏画面に残るデータ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

ＳＨ命令とＳＨＤ命令の違いＳＨ命令とＳＨＤ命令の違いＳＨ命令とＳＨＤ命令の違いＳＨ命令とＳＨＤ命令の違い    

ＳＨ命令……条件に合うデータを選び出して新しい表を作りますが、元の表はそのままの状態で残ります。 

ＳＨＤ命令…条件に合うデータを元の表から削除します。 
      抜き出した条件に合うデータと、残ったデータとで２つの表を作ることができます。 

 
 

 

例題例題例題例題 14ページ「住所録」のデータから、住所が東京都の人を削除します。 
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SHGSHGSHGSHG    Search & Gather（サーチ アンド ギャザー）    
キーページに合わせて検索整理する 

! あらかじめ用意したキーページのキーと一致するデータを検索し、キーページの並び方に合わせてデー
タを整理します。 

 
! ＳＨＧ命令を実行すると、サブページのデータを消去します。必要なデータがある場合は、他の
ファイルやフロッピーへコピーしてください。 

実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• あらかじめキーページを用意しておきます。 
• 異なるフォーマットの複数ページを検索整理した場合、先頭ペ

ージの桁数にそろえられます。 
    

類似命令類似命令類似命令類似命令 
• ＳＨ……データを検索します。 
• ＳＨＤ…データを検索して元データから削除します。 
• ＳＨＵ…データを検索して書きかえます。 
• ＤＳＨ…重複しているデータを検索します。

 

仕事は＝ ①ＳＨＧ♪ 

 
検索するページは［画面‥￡］： ②検索するページを指定します。 

!画面のデータだけを検索する。                ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
キーページは： ③何ページの表に合わせて検索、整理するか、そのページ番号を指定します。 

! 10 ページに入っている表に合わせる。          １０♪ 
★単独指定が可能です。 
★指定したキーページの、１列目に合わせて整理します。キーページの
１列目には、縦ケイ線を引かないようにしましょう。 

 
画面のキー列は： ④整理する表（画面に出ています）の何列目を、キーページの１列目に合

わせるか指定します。 
! 画面の１列目を、キーページの１列目に合わせる。      １♪ 
★単独指定が可能です。 

 
結果の書き込み先頭ページは 
［印刷‥Ｐ，サブページ‥￡］： 

⑤検索、整理したデータをどうするか、指定します。 
! 11 ページから書き込む。                １１♪ 
! 印刷する。                        Ｐ♪ 
! サブページに書き込む。                    ♪ 
★サブページに書き込む場合は、ページ番号で指定できません。サブの
１ページから書き込まれます。♪キーを押して書き込んでください。 

 
 

【結果の出力先にページ番号を入れた場合】【結果の出力先にページ番号を入れた場合】【結果の出力先にページ番号を入れた場合】【結果の出力先にページ番号を入れた場合】    

キーが変わるたびにページを変えます
か？［Ｙ／Ｎ］： 

キーが変わるたびにページを変えるか、変えないか、指定します。 
! キーが変わるたびに、ページを変えて書き込む。       Ｙ♪ 
! ページを変えないで、結果を指定ページから書き込む。 

Ｎ♪（または♪） 
 

重要重要重要重要 
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INFORMATION 

# ＳＨＧ命令は、たとえば講演の出席者を｢名簿の役職順｣にま

とめたり、売り上げを｢曜日別｣に整理したり、固定資産の計

算などに使うと便利です。 

# キーページとして使えるのは１ページだけです。キーページ

の１列目を基準にするので、縦ケイ線は引かないでください。 

# 結果の出力先に“印刷”を選んだ場合、キーごとにページを

分けることはできません。 

# キーページにないデータは検索されません。 

# キーページに、ケイ線やブランク（空白）だけの行がある場

合にも検索します。 

# 検索した結果が、サブページのページ数を超える場合、検索

整理はできません。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：８￠ 
①ＳＨＧ￠ 
②￠……………画面のデータを検索する。 
③24￠…………24ページ「得意先名簿」をキーページに指定する。 
④３￠…………画面の３列目をキー列に指定する。 
⑤￠……………結果をサブファイルに書き込む。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 キーページとなる「得意先名簿」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

例題例題例題例題 ８ページ「売上帳」のデータを、得意先コードで整理します。 
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SHTSHTSHTSHT    Search Title Name（サーチ タイトル ネーム）    
表題をグループに分ける 

! ページ番号や表題などでタイトル一覧を検索し、グループ化します。 

! グループは４つまで分けることができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• Ｓファイル、およびＶ型ファイルのタイトルはグループ化でき

ません。 
• インデックス型ファイルのページは、グループ化できません。 

 

仕事は＝ ①ＳＨＴ♪ 

 
ページ番号か、＝表題、グループ番号で
選んでください  

グループ化するページは： 

②タイトル一覧が表示されます。↑↓キーで画面を動かしながらグルー
プ化するページを確認し、ページ番号か、表題を指定します。 
! ２ページから５ページまでの表題を、グループ化する。 ２－５♪ 
! ドライブＡにセットされているデータフロッピーの表題を検索しグ
ループ化する。                      Ａ♪ 
! すでにグループ番号１にグループ化されているページを、指定する。

Ｇ１♪ 
! 売上という文字を含むすべての表題を、グループ化する（ワイルド指
定）。                      ＝＊売上＊ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

★表題の検索方法には、ワイルド指定（“？”や“＊”）が使えます。 
 

ページ番号か、＝表題、グループ番号で
選んでください 
 

グループ化するページは［終了‥￡］： 

③他にも、同じグループにするページがあれば、②と同様に指定します。
指定を終了する場合は、♪キーを押します。 
! グループ化のページ指定を終わる。              ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
グループ番号は［１，２，３，４］： ④指定したページをどのグループにするか、番号で選択します。 

! １（Ｇ１）のグループにする。               １♪ 
 

グループ名をつけてください ⑤指定したグループに付ける、グループ名を入力します。また、すでに指
定してあるグループ分けを外したいときは、♪キーを押します。グルー
プ名は、半角で４文字、全角で２文字以内でつけます。 
! “売上”というグループ名をつける。            売上♪ 
! 前に付けたグループ名を消す。                ♪ 

 
もう一度行いますか 
［行う‥￡，終了‥エスケープ］： 

⑥他にもグループ分けするか、これでグループ分けを終わるか指定します。 
! 次のグループを作る。                    ♪ 
★この場合、②からの操作を繰り返すことができます。 

! グループ分けを終わる。               エスケープ] 
 
 

INFORMATION 

# グループ化されているタイトルのあるファイルをインデッ

クス型に設定すると、グループ化の指定は解除されます。イ

ンデックス型を解除しても、グループ化の情報はもとに戻り

ません。 

# すでにグループ化されているもの、（たとえばＧ１）に、新

しくページを追加する場合は、“グループ化するページ

は：”のメッセージで、追加ページといっしょにもう一度“Ｇ

１”を指定してください。“Ｇ１”を指定せずに、グループ

化すると、以前“Ｇ１”にグループ化したものが消えてしま

います。 
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SHUSHUSHUSHU    Search & Update（サーチ アンド アップデート）    
データを検索して、条件に合うデータを書きかえる 

! 指定した条件に合うデータを更新することができます。 

! 指定した条件に合うデータの色を変えることができます。 

! データの更新は、自動でも、手作業で確認しながらでも行うことができます。 

! データ中の１文字だけを、更新することができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• “検索するページは：”のメッセージで、複数ページを指定

すると、検索後、元のデータを書きかえてしまいます。書き

かえてもよいデータかどうかを確認してからページを指定し

てください。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＳＨ……データを検索します。 
• ＳＨＧ…キーページに合わせて検索します。 
• ＤＳＨ…重複しているデータを検索します。 
• ＳＨＤ…データを検索して元データから削除します。

 

仕事は＝ ①ＳＨＵ♪ 

 
検索するページは［画面‥￡］： ②検索するページを指定します。 

! 画面のデータだけを検索する。                ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
１番目の検索条件式は［終了‥￡］： ③検索する条件を指定します。 

! １列目が“売上”というデータの行を探す。    Ｃ１＝売上♪ 
! ２列目に、100 以上のデータがある行を探す。 Ｃ２＞＝１００♪ 
! 列に関係なく、“売上”という文字がある行を探す。＝＊売上＊♪ 
! 検索する条件は指定しない。                 ♪ 
★検索条件の指定方法は、ＳＨ命令をご覧ください。 

 
２番目の検索条件式は［終了‥￡］： ④他の検索条件を指定します。条件がなければ♪キーを押します。 

! 検索条件の指定を終わる。                  ♪ 
★検索条件は５つまで指定できます。 

 
書きかえは一度に行いますか 
［一度に‥Ｙ／一行ずつ‥Ｎ］： 

⑤検索したデータを一度に修正・着色するのか、一行ずつ確認しながら修
正・着色するのかを指定します。 
! 検索したデータを一度に修正する。             Ｙ♪ 
! 一行ずつ確認しながら修正する。        Ｎ♪（または♪） 
★検索条件を指定した場合は、条件にあった行のデータについて修正・
着色します。指定しない場合は、すべての行について修正・着色がで

きます。 

 
 

【Ｙを選んだ場合】【Ｙを選んだ場合】【Ｙを選んだ場合】【Ｙを選んだ場合】    

    《データ修正》《データ修正》《データ修正》《データ修正》    
★文字の指定方法は、後述の「書きかえる列（または文字データ）の指定方法」をご覧ください。 

どの列を書きかえますか 
（文字修正や着色も可能）： 

⑥検索条件に一致した行の中で修正したいデータのある列、または修正し
たい文字を指定します。 
! ２列目を修正する。                    ２♪ 
! “エンピツ”という文字を修正する。        ＄エンピツ♪ 
! すべての列を修正する。                  Ａ♪ 
単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。
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新しいデータは： ⑦⑥で指定した列や文字を何に書きかえるか指定します。 
! “コンパス”に変える。               コンパス♪ 
★♪キーのみを押すと、指定した列や文字はスペースに変わります。 

 

どの列を書きかえますか 
（文字修正や着色も可能）： 

⑧他に修正した列や文字があれば⑥～⑦と同様に指定します。修正の指定
を終える場合は♪キーを押します。 
! ４列目を修正する。                    ４♪ 
! 修正を終わる。                        ♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★⑥～⑦の手順を繰り返し、“データ修正”および“着色”合わせて５
種類の書きかえの指定ができます。 

 
 
    《着色》《着色》《着色》《着色》    
★色の指定方法は、後述の“書きかえる列（または文字データ）の指定方法”をご覧ください。 

どの列を書き書きかえますか 
（文字修正や着色も可能）： 

⑥検索条件の中で、色を変えたい列を指定します。 
! ２列目の色を変える。                  ２＃♪ 
! すべての列の色を変える。                Ａ＃♪ 
!行の色を変える。                     ＃♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

 
０‥‥黒 
１‥‥青 
２‥‥緑 
３‥‥水色 
４‥‥赤 
５‥‥紫 
６‥‥黄 
７‥‥白 
 

文字の色は［白‥￡］： 

⑦文字につける色を番号で選択します。 
! 普通の白色の文字にする。           ７♪（または♪） 
! 現在と同じ色にする。                   ＊♪ 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
０‥‥黒 
１‥‥青 
２‥‥緑 
３‥‥水色 
４‥‥赤 
５‥‥紫 
６‥‥黄 
７‥‥白 
 

背景の色は［黒‥￡］： 

⑧背景につける色を番号で選択します。 
! 普通の黒色の背景色にする。          ０♪（または♪） 
! 現在と同じ色にする。                   ＊♪ 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
どの列を書きかえますか 
（文字修正や着色も可能）： 

⑨他に着色する列があれば⑥～⑧と同様に指定します。着色を終わる場合
は♪キーを押します。 
! ３列目の色を変える。                  ３＃♪ 
! 修正を終わる。                        ♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
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【Ｎを選んだ場合】【Ｎを選んだ場合】【Ｎを選んだ場合】【Ｎを選んだ場合】    

書きかえの種類は 
［置換‥Ｒ，削除‥Ｄ，変更なし‥Ｓ］： 

⑥検索条件に一致した行を１行ずつ青い網をかけて表示します。この行の
変更の方法を指定します。 
! 現在青い網のデータを修正（または色付け）する。      Ｒ♪ 
! 現在青い網の１行を削除する。               Ｄ♪ 
! 何もしないで、次の検索行へ移る。        Ｓ♪（または♪） 

 
 

    《置換（データ修正）》《置換（データ修正）》《置換（データ修正）》《置換（データ修正）》    

どの列を書きかえますか 
（文字修正や着色も可能）： 

⑦⑤で“Ｙ”を選んだときと同様に、修正したい列や文字データを指定し
ます。 
! ３列目を修正する。                    ３♪ 
!“エンピツ”という文字を修正する。        ＄エンピツ♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
 

新しいデータは： ⑧⑦で指定した列や文字を何に書きかえるか、指定します。 
! “コンパス”に変える。               コンパス♪ 

 
どの列を書きかえますか 
（文字修正や着色も可能）： 

⑨現在青い網がかかっている行の他の列や文字を変更する場合は、⑦と同
様に指定します。次の検索行へ移る場合は、♪キーを押します。 
! ４列目を修正する。                    ４♪ 
! 修正を終わる。                        ♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★♪キーを押さない限り、同じ行の修正を繰り返します。 

 
 

 《置換（着色）》《置換（着色）》《置換（着色）》《置換（着色）》    

どの列を書きかえますか 
（文字修正や着色も可能）： 

⑥⑤で“Ｙ”を選んだときと同様に、色を変えたい列や文字を指定します。 
! ３列目の文字に色をつける。               ３＃♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

 
０‥‥黒 
１‥‥青 
２‥‥緑 
３‥‥水色 
４‥‥赤 
５‥‥紫 
６‥‥黄 
７‥‥白 
 

文字の色は［白‥￡］： 

⑦文字に付ける色を番号で選択します。 
! 普通の白色の文字にする。           ７♪（または♪） 
! 現在と同じ色にする。                   ＊♪ 

 
 
 
 
 
 
 

 
０‥‥黒 
１‥‥青 
２‥‥緑 
３‥‥水色 
４‥‥赤 
５‥‥紫 
６‥‥黄 
７‥‥白 
 

背景の色は［黒‥￡］： 

⑧背景に付ける色を番号で選択します。 
! 普通の黒色の背景色にする。          ０♪（または♪） 
! 現在と同じ色にする。                   ＊♪ 
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どの列を書きかえますか 
（文字修正や着色も可能）： 

 
 
 
⑨現在青い網がかかっている行の他の列

や文字を変更する場合は、⑥と同様に指定します。次の検索行へ移る場
合は、♪キーを押します。 
! ４列目を修正する。                    ４♪ 
! 修正を終わる。                        ♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★♪キーを押さない限り、同じ行の修正を繰り返します。 

 
 
 

書きかえる列（または文字データ）の指定方法 

分類 指定方法 例 意味 

列のデータ修正 列番号 ２ ２列目を変える 

文字修正 ＄文字列 

列番号＄文字列 

＄エンピツ 

２＄エンピツ 

エンピツという文字をすべて変える 

２列目のエンピツという文字を変える 

着色 ＃ 

列番号＃ 

＃ 

３＃ 

行の色を変える 

３列目の色を変える 

ケイ線修正 縦ケイ線（｜） 

横ケイ線（￣） 

＄｜ 

＄￣ 

縦ケイ線を変える 

横ケイ線を変える 

 
 
 

INFORMATION 

# 検索条件の指定方法は、ＳＨ命令の表をご覧ください。た

だし、最小値・最大値指定、件数指定はできません。 

# ＳＨＵ命令では、“１番目の検索条件式は：”で、 ￡ キ

ーを押して検索条件指定をしなかった場合、全データの

列・文字について修正・着色を行うことができます。 

# 列検索はできませんが、ブロック検索はできます。詳しい

ブロック検索の説明は、ＳＨ命令をご覧ください。 

# 複数ページの処理中、エスケープキーを押すと一時停止し
ます。停止中に ￡ キーを押すと再開します。もう一度

エスケープキーを押すと中止します。 

# 文字列を修正する際、元の文字列の長さより短い文字列を

入れると、左側に空白が補われます。長い場合は、入れた

文字列の後ろが削られます。 

# “新しいデータは：”のメッセージで、 ￥ キーや ＠
キーを使うと、前の行または前の列と同じデータを続けて

入力することができます。また、データの一部分だけを修

正したい場合は、 バックタブ （ 　 Shift ＋ Tab ）

キーを使うと便利です。 
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Ｒ：61￠ 
①ＳＨＵ￠ 
②￠………………………画面のデータを検索する。 
③Ｃ６＝ﾌｧｲﾙ￠…………６列目が“ﾌｧｲﾙ”のデータを検索する（“ﾌｧｲﾙ”の文字は半角で入力してください）。 
④￠………………………検索条件の指定を終了する。 
⑤Ｙ￠……………………データを一度に書きかえる。 
⑥９￠……………………９列目のデータを書きかえる。 
⑦1000￠…………………新しいデータは“1000” 
⑧￠………………………書きかえる列の指定を終了して、書きかえを実行する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
Ｒ：61￠ 
①ＳＨＵ￠ 
②￠…………………画面のデータを検索する。 
③￠…………………検索条件は指定しない。 
④Ｙ￠………………データを一度に書きかえる。 
⑤＄平行定規￠……“平行定規”という文字を書きかえる。 
⑥製図定規￠………“製図定規”という文字に書きかえる。 
⑦￠…………………書きかえるデータの指定を終了して、書きかえを実行する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題

例題例題例題例題

61ページ「売上帳」のデータを検索して、“ファイル”の単価のみを“1000”に書きかえます。 

61 ページ「売上帳」の、“平行定規”というデータを“製図定規”に書きかえます。 
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Ｒ：61￠ 
①ＳＨＵ￠ 
②￠………………………画面のデータを検索する。 
③Ｃ10＞150000￠………10列目（金額）が“150000”以上のデータを検索する。 
④￠………………………検索条件の指定を終了する。 
⑤Ｙ￠……………………データを一度に書きかえる。 
⑥＃￠……………………行の色を変える。 
⑦２￠……………………文字の色を緑にする。 
⑧￠………………………背景の色は黒にする。 
⑨￠………………………書きかえ（色付け）の指定を終了して、書きかえ（色付け）を実行する。 
★金額が“150,000”以上のデータの行の文字が、緑色に変わります。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 61ページ「売上帳」の、“金額”が“150000”以上のデータに色を付けます。 
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SIMSIMSIMSIM    Simulation（シミュレーション）    
データを修正してから、計算式にしたがって再計算する 

! あらかじめ作っておいた計算式にしたがって、データの修正と再計算を繰り返し行います。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 表の下に、あらかじめＥＤ命令で書き込んだ計算式が必要です。 

 

仕事は＝ ①ＳＩＭ♪ 

 
何行目からデータを入れますか： ②データを修正する、行の番号を指定します。 

! 10 行目からデータを入れる。              １０♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、＠指定が可能です。 

 
何列目からデータを入れますか： ③データを修正する、列の番号を指定します。 

! ２列目からデータを入れる。                ２♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、＠指定が可能です。 

 
データは： ④データを入力します。 

 複数のセルのデータを修正する場合は、データを入れた後、↑↓←→
キーを押してブロックカーソルを移動します。 
! “144”と修正して、→キーで次の修正位置までブロックカーソルを
移動する。                     １４４→ 
★同じ手順で、何個所でもデータの修正ができます。 

! データを入力した後、♪キーを押すと計算を始めます。 
 

計算が終了しました 
［続行‥￡，終了‥エスケープ］： 

⑤再計算を終わりました。もう一度再計算を行うか、終了するか指定します。 
! ふたたび新しくデータを入れて、再計算を行う。         ♪ 
★この場合、②からの操作を繰り返すことができます。また、行と列の
指定で♪キーのみを押すと、同じ位置から入力することができます。 
! 再計算を終了する。                 エスケープ] 

 
 

INFORMATION 

# 計算式は、ＥＤ命令やＩＬ命令を使って表の下に作ってくだ

さい。ＳＩＭ命令は、計画を立てたりするときに使うと便利

です。 

# 複数データの修正はデータ入力後に ￡ キーを押さず、

キーでカーソルを移動して行ってく

ださい。  キーを押すと、再計算を行います。 

# エスケープキーを押すまで、何度でも再計算を行うことがで
きます。 

# 計算する項目や列によって、小数点や計算結果の指定が異な

る場合、ＤＲ命令を使って指定します。 

# 計算式は、Ｃ命令で使う式とまったく同じです。また、Ｃ命

令で使える関数もすべて使えます。 

# 計算結果（整数部）が書き込み先の桁数を超えた場合、その

セルを“＊”でうめます（“＊”は最大 18まで表示します）。 

# 入力するデータ内にコロン（：）やエスケープ（ＥＳＣ：）

がある場合は、データ全体をダブルコーテーション（”）で

囲んでください。 

# 計算式部分にＳＴＯＰ文を書いておくことができます。その

場合は、ＳＴＯＰ以下の式や指定はすべて無視されます。 
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ＳＩＭ計算式の作り方 

ＳＩＭ計算式は、再計算したい表の下に、ＥＤ命
令やＩＬ命令で作ります。 
Ｃ命令で使う式と同じ要領で作ってください。各
計算式の後には“：（コロン）”を書き込んでく
ださい。また、ＳＩＭ計算中で、ＡＣＭ・ＩＣＭ・
ＤＣＭ・ＤＲの４つの命令が使えます。 
62 ページ「売上帳」の 14～15 行目にある計算式
は、３列目（数量）と４列目（単価）を乗算して
５列目（金額）に書き込み、次に先頭データ行（Ｌ
Ｈ）から最終データ行の前の行（Ｌ（Ｔ－１））
までをすべて加算し、最終データ行の最終列のみ
（ＬＴ，Ｔ）に書き込むものです。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 
Ｒ：62￠ 
①ＳＩＭ￠ 
②６￠……………６行目からのデータを修正する。 
③３￠……………３列目（数量）からのデータを修正する。 
④300  ………数量を“300”に修正する。 
⑤560￠ …………単価を“560”に修正して、再計算を実行する。 
⑥エスケープ………ＳＩＭ命令を終了する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

例題例題例題例題 62ページ「売上帳」のデータを修正して、再計算します。 
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コントロール行とコメント行 

ＳＩＭ命令の計算式部分には、再計算の方法を指定するコントロール行と、注釈（コメント）を書いておくコメ
ント行の２つを入れることができます。 
★コントロール行は“＊Ａ”、“＊Ｏ”、“＊Ｌ”の３種類です。また、行頭“＊”の次に任意の文字を入れ

てコメントを書くことができます（コントロール指定以外の行頭の“＊”は、その行すべてをコメントとみ

なします）。 

 
 

コントロール行の指定方法 

コントロール行は、それぞれ次のように機能します。 
★コントロール行は、計算式部分のどこにあっても構いません。ただし、ＳＴＯＰ文がある場合はそれ以前で

指定してください。 

★コントロール行は、複数個指定できません。 

★ブロックカーソルの移動方向は、“データは［→］：”のように、メッセージの後ろに矢印の向きで表示さ

れます。 Ａｌｔ ＋ （ Ａｌｔ ＋ Ｆ５  Ｆ６  Ｆ７  Ｆ８ 、ただし、下方向に移動する場

合は、 Ａｌｔ ＋ Ctrl キーを押しながら Ｆ６ キーを押します）キーを押すと、矢印の方向がかわりデータ

入力後のブロックカーソルの移動方向を指定できます。 

 
１データ修正ごとに再計算を繰り返す－＊Ａ１データ修正ごとに再計算を繰り返す－＊Ａ１データ修正ごとに再計算を繰り返す－＊Ａ１データ修正ごとに再計算を繰り返す－＊Ａ    

計算式部分に“＊Ａ”を指定すると、データをひとつ修正するごとに、再計算を行うことができます。 
! データ入力後 ￡ …再計算後、ブロックカーソルが移動し、次のデータ入力待ちになります。 
★この操作を繰り返し行います。 

! エスケープキーを押すと、ＳＩＭ命令を終了します。 
 
 
複数データを繰り返し修正後に再計算する－＊Ｏ複数データを繰り返し修正後に再計算する－＊Ｏ複数データを繰り返し修正後に再計算する－＊Ｏ複数データを繰り返し修正後に再計算する－＊Ｏ    

計算式部分に“＊Ｏ”を指定すると、データを次々に修正してから再計算を行うことができます。 
! データ入力後 ￡ …データを修正すると、ブロックカーソルが移動します。 
★この操作を繰り返し行います。 

! エスケープキーを押すと、再計算を行いＳＩＭ命令を終了します。 
 
 
複数データを修正して再計算複数データを修正して再計算複数データを修正して再計算複数データを修正して再計算を繰り返す－＊Ｌを繰り返す－＊Ｌを繰り返す－＊Ｌを繰り返す－＊Ｌ    

計算式部分に“＊Ｌ”を指定すると、データを次々に入力して再計算したあと、同じ手順で再計算を行うこと
ができます。 
データ入力後 ￡ …データを修正すると、ブロックカーソルが移動します。 
★この操作を繰り返します。 

! エスケープキーを押すと再計算後、行の指定に戻り、続けて位置指定から操作が行えます。もう一度エスケープ
を押すと、ＳＩＭ命令を終了します。 
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Ｒ：63￠ 
①ＳＩＭ￠ 
②12￠ ……………12行目からのデータを入力する。 
③２￠………………２列目（品名）からのデータを入力する。 
④Ａ４用紙￠………品名“Ａ４用紙”を入力する。 
⑤20￠ ……………数量“20”を入力する。 
⑥580￠……………単価“580”を入力する。 
⑦￠…………………金額は入力しない。 
⑧バインダー￠……品名“バインダー”を入力する。 
⑨30￠ ……………数量“30”を入力する。 
⑩360￠……………単価“360”を入力する。 
⑪エスケープ…………計算を行って、ＳＩＭ命令を終了する。 
コントロール行に“＊Ｏ”が書かれているので、通常のデータ入力と同じように ￡ キーを使って次々とデータを入力
することができます。 
エスケープキーを押すことで再計算を行い、ＳＩＭ命令を終了します。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 63ページ「見積書」にデータを入力し、ＳＩＭ式にしたがって計算します。 
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SLSLSLSL    Shift Left（シフト レフト）    
データを左に寄せる 

! 指定した列の項目名とデータを、各列内の左に寄せます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• フォーマット文のないページでは実行できません。 
    

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＳＣ…データをセンタリングします。 
• ＳＲ…データを右に寄せます。 

 

仕事は＝ ①ＳＬ♪ 

 
何列目を左に寄せますか： ②データを左へ寄せる、列の番号を指定します。 

! ２列目のデータを左に寄せる。               ２♪ 
! すべての列のデータを左に寄せる。        ♪（またはＡ♪） 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

 
 
 

INFORMATION 

# データをいっしょに、列の項目名も左に寄せます。 

# ケイ線の列を指定しても、ケイ線は変化しません。 

# Ｎ指定はできません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：６￠ 
①ＳＬ￠ 
②￠…………すべてのデータを左寄せにする。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 ６ページ「売上帳」のデータを左寄せにします。 
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SPUTSPUTSPUTSPUT    Sequential File Put（シーケンシャル ファイル プット）    
マイツールデータを他のファイルに変換する 

! マイツールで作成したデータを、他の形式のファイルに変換し、指定したファイル名で出力します。 

 

仕事は＝ ①ＳＰＵＴ♪ 

 
入力ページは［画面‥￡］： ②変換するデータのページ番号を指定します。 

 ♪キーのみを押すと、画面のデータを変換します。 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
出力ファイルのファイル名は： ③変換後のファイルにつけるファイル名を入力します。 

★ファイル名は、主ファイル名と、ピリオド（．）と、拡張子からなり
ます。 

 《例》ＮＥＷＦＩＬＥ．ＤＡＴ など 
      ８文字以内     拡張子

 

★ドライブＡ以外から書き込む場合は、ドライブ名とコロンをつけて、
ダブルコーテーションで囲んでください。 

また、ディレクトリも指定する場合は、ディレクトリ名、ファイル名

の前に“￥”を付けます。 

 《例》“Ｃ：ＮＥＷＦＩＬＥ．ＤＡＴ” 

    “Ｃ：￥ＤＡＴＡ￥ＲＥＡＤＭＥ．ＴＸＴ” など 

★英数、カタカナなど、全角・半角の両方を持つ文字は、全角文字で入
力しても半角文字として処理されますので、ファイル名にこれらの文

字を全角で使用することはできません。 

 
１‥マイツール形式 
２‥一般データ（可変長） 
３‥一般データ（固定長：区切りあり） 
４‥一般データ（固定長：区切りなし） 
５‥カンマ区切りデータ 
６‥カンマ区切りデータ（""付き） 
７‥文書データ（可変長） 
 

出力ファイルの形式は： 

④出力するファイルのファイル形式を、番号で選択します。 
 変換が開始されます。 
★[エスケープ]キーを押すと一時停止します。♪キーを押すと再開、も

う一度[エスケープ]キーを押すと中止します。 

 
 
 
 

ピリオド 
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出力ファイル形式について 

★レコード長の最大値は 900です。 

★行単位の終了位置を示すコードは（０Ｄ）16（０Ａ）16です。 

★ファイルの終了位置を示すコードは（１Ａ）16です。 

★固定長タイプを選択すると、Ｆ行の有無によって、変換される範囲が次のように変わります。 

• フォーマット行がある場合…最終列まで 

• フォーマット行がない場合…ページ横サイズまで 

★変換するデータの範囲は、計算開始行から計算終了行までです。 

《例》 

1：[ＤＡＴＡ] 

2：Ｆ＝5,12,6,4 

3： 

4：CODE品名     単価 個数 

5： 

6：0101 りんご    200 50 

7：0102みかん    150 

   ： 

   ： 

   ： 

n：0999パイナップル 1200 60 

 ： 

 
 
１‥マイツール形式１‥マイツール形式１‥マイツール形式１‥マイツール形式    

１ TL＝ＤＡＴＡ（0D）16（0A）16 ←タイトル行 

２ CS=170（0D）16（0A）16 ←ページ横サイズ 

３ HN=1（0D）16（0A）16 ←項目行数 

４ F=5,12,6,4（0D）16（0A）16 ←フォーマット行 

５ CODE,品名，単価,個数（0D）16（0A）16 

６ 0101,りんご，200，50（0D）16（0A）16 

７ 0102,みかん，150（0D）16（0A）16 

        ： 

        ：  

        ： 

ｎ 0999,パイナップル，1200,60（0D）16（0A）16 

 
２‥一般データ（可変長）２‥一般データ（可変長）２‥一般データ（可変長）２‥一般データ（可変長）    

 
１0101 りんご     200 50（0D）16（0A）16 

２0102みかん     150（0D）16（0A）16 

   ： 

   ： 

   ： 

ｎ0999パイナップル 1200 60（0D）16（0A）16（1A）16 

 
３‥一般データ（固定長：区切りあり）３‥一般データ（固定長：区切りあり）３‥一般データ（固定長：区切りあり）３‥一般データ（固定長：区切りあり）    

 
１0101 りんご     200 50（0D）16（0A）16 

２0102みかん     150  （0D）16（0A）16 

   ： 

   ： 

   ： 

ｎ0999パイナップル 1200 60（0D）16（0A）16（1A）16 
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４‥一般データ（固定長：区切りなし）４‥一般データ（固定長：区切りなし）４‥一般データ（固定長：区切りなし）４‥一般データ（固定長：区切りなし）    

★３と同様ですが、行単位の終了位置・ファイルの終了位置を示すコードがつきません。 

 
 
５‥カンマ区切りデータ５‥カンマ区切りデータ５‥カンマ区切りデータ５‥カンマ区切りデータ    

 
１0101,りんご,200,50,…（0D）16（0A）16 

２0102,みかん,150,40,…（0D）16（0A）16 

   ： 

   ： 

   ： 

ｎ0999,パイナップル,1200,60,…（0D）16（0A）16（1A）16 

★データの中のカンマは除いて出力します。 

 
 
６‥カンマ区切りデータ（６‥カンマ区切りデータ（６‥カンマ区切りデータ（６‥カンマ区切りデータ（""""""""付き）付き）付き）付き）    

 
１0101,"りんご",200,50,…（0D）16（0A）16 

２0102,"みかん",150,40,…（0D）16（0A）16 

   ： 

   ： 

   ： 

ｎ0999,"パイナップル",1200,60,…（0D）16（0A）16（1A）16 

★数値データの中からカンマは除いて出力します。 

 
 
７‥文書データ（可変長）７‥文書データ（可変長）７‥文書データ（可変長）７‥文書データ（可変長）    

《例》 
 
1 [XXXXXXX]  92.12.01  混Ｌ＝ 

2 ＳＧＥＴ 他のファイルを～ 

3 ・他の形式で作成した～ 

   ： 

   ： 

   ： 

n 行います。 

 

 

 

１ＳＧＥＴ 他のファイルを～ （0D）16（0A）16 

２・他の形式で作成した～ （0D）16（0A）16 

   ： 

   ： 

   ： 

ｎ行います。（0D）16（0A）16（1A）16 

★変換するデータの範囲は、２行目から最終行までです。 
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SRSRSRSR    Shift Right（シフト ライト）    
データを右に寄せる 

! 指定した列の項目名とデータを、各列内の右に寄せます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• フォーマット行のないページでは実行できません。 
    

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＳＣ…データをセンタリングします。 
• ＳＬ…データを左に寄せます。 

 

仕事は＝ ①ＳＲ♪ 

 
何列目を右に寄せますか： ②データを右に寄せる、列の番号を指定します。 

! ３列目のデータを右に寄せる。               ３♪ 
! すべての列のデータを右に寄せる。       ♪（またはＡ♪） 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

 
 

INFORMATION 

# データといっしょに、列の項目名も右に寄せます。 

# ケイ線の列を指定しても、ケイ線は変化しません。 

# Ｎ指定はできません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：21￠ 
①ＳＲ￠ 
②２－６￠…………２列目（キャンペーン地）から６列目（前キャンペーン地）までのデータを右寄せにする。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 21 ページ「キャンペーン日程」の、“キャンペーン地”“担当者”“前キャンペーン地”のデータを右
寄せにします。 
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STSTSTST    Sort Title（ソート タイトル）    
条件を指定してページを並べかえる 

! 指定したページを、表題や作成日などをキー列にして、並べかえます。 

 
! ＳＴ命令を実行するとＳファイルのページが消去されます。必要なデータがある場合は、あらか
じめ他のファイルやフロッピーへコピーしてください。 

実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 並べかえるページがＳファイルのページ数×100 より多い場合、

ＳＴ命令は実行できません。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＭＴ…ページを移動します。 

 

仕事は＝ ①ＳＴ♪ 

 
並べかえる表題は［全体‥￡］： ②タイトル一覧が表示されます。 

 並べかえるファイル名、またはページを指定します。 
! 現在のファイルのページをすべて並べかえる。          ♪ 
! ２から５ページと 10ページを並べかえる。   ２－５，１０♪ 
! “支払い”ファイルのページをすべて並べかえる。    支払い♪ 
! ドライブＡにセットしたデータフロッピーのページを並べかえる。 

Ａ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

★ページの指定には、ワイルド指定やグループ指定が便利です。 

★Ｓ（サブファイル）、ＳＹＳファイルは指定できません。 

★ファイル名を指定すると、そのファイルのタイトル一覧を表示します。 
 

１番目のキー列は［終了‥￡］： ③タイトル一覧が表になって表示され、サブファイルの１ページから書き
込まれます。 
 どの列をキー列にして並べかえるのか、基準となる列の番号を指定しま
す。 
! 表の２列目（表題）をキー列にする。            ２♪ 
! キー列は指定しない。                    ♪ 
★単独指定が可能です。 
★キー列について詳しくは、Ｓ命令の説明をご覧ください。 

 
１‥文字正順 
２‥  逆順 
３‥数字小さい順 
４‥  大きい順 
 

並べ方は（１～４）： 

④並べ方を１、２、３、４の中から選びます。 
! ＪＩＳ区点コード番号の小さい順に並べかえる。       １♪ 
! ＪＩＳ区点コード番号の大きい順（逆順）に並べかえる。   ２♪ 
! 数字の小さい順に並べかえる。               ３♪ 
! 数字の大きい順に並べかえる。               ４♪ 
 
 

 
 

２番目のキー列は［終了‥￡］： 
 

⑤さらにキー列を指定する場合は、次に基準となる列の番号を指定します。 
! 次のキー列に３列目（作成日）を指定する。         ３♪ 
! ２番目のキー列は指定しない。                ♪ 
★単独指定が可能です。 
★並べかえのキー列は５つまで指定することができます。２つ以上、キ
ー列を指定する場合、“キー列”の指定と“並べ方”の手順を繰り返

してください。 

★キー列の指定を終えると、ページの並べかえを行います。 

 
INFORMATION 

# 並べかえるページは、100ページ分ずつサブファイルの１ペ

ージから順に書き込まれます。 

# ＳＴ命令は、空白ページを抜かしたり、作成日の順に並べか

えるのに便利です。 

重要重要重要重要 
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 ★実際に例題を実行すると、マスターファイルのページ番号がずれてしまいますのでご注意ください。 
  また、Ｓ（サブ）ファイルにあるデータが消されますので、必要なデータがあれば他のファイルにコピーして 
  おいてください。 
 
①ＳＴ￠ 
②１－100￠………１ページから 100 ページを並べかえる。 
③２￠………………キー列に２列目を指定する。 
④２￠………………並べ方は“文字逆順”を指定する。 
⑤￠…………………キー列の指定を終了し、並べかえを実行する。 
 
 ＳＴ命令実行前のタイトル一覧             ＳＴ命令実行後のタイトル一覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 マスターファイルの１から 100 ページまでを、表題をキー列にして並べかえます。 
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STATSTATSTATSTAT    Statistics（スタティステクス）    
データを集計して分析値を求める 

! 指定した表のデータの標準偏差・平均偏差・合計・件数・根２乗計・平均・最大値・最小値・標本偏差
を求めます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 小数点以下の設定は、あらかじめＤＲ命令で設定しておきます。 
• 複数ページを指定する場合、指定する各ページのフォーマット

文や項目名の内容が一致していないと、正しく計算できません。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＡＶ…平均を求めます。 
• ＴＬ…縦・横の合計を求めます。 

 

仕事は＝ ①ＳＴＡＴ♪ 

 
集計するページは［画面‥￡］： ②集計するデータのある、ページを指定します。 

!３ページのデータを指定する。               ３♪ 
!画面のデータを指定する。                  ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
集計する列は： ③どの列を計算して集計するのか、列の番号を指定します。 

! すべての列を計算する。                  Ａ♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★指定した列以外は削除されます。 

 
 
 

INFORMATION 

# 結果は画面に表示されます。書き込み先の指定はできません。

必要な場合は、Ｗ命令で空きページに書き込んでください。 

# １列目には、自動的に８桁の列が挿入され、各行の項目名が

入力されます。ただし、ページ内に８桁以上の余裕がない場

合は挿入されません。 

# 空欄（スペース）は、データを“０”と見なして計算します。 

# 数値以外の文字データは消去されます。 

# 最大 200列まで指定できます。 

# 計算結果を表示する欄は、計算する列の桁数に合わせて作ら

れます。計算結果が収まるよう桁数にご注意ください。収ま

らない場合は“＊”でうめられます。 

# 表の横の長さがページサイズいっぱいになる場合は、１列目

の“標準偏差”などの文字は入りません。 

# 複数ページを計算中にエスケープキーを押すと一時停止し
ます。停止中に ￡ キーを押すと再開します。もう一度

エスケープキーを押すと処理を中止します。 

 
 
 

偏差値の求め方偏差値の求め方偏差値の求め方偏差値の求め方    

テストなど得点が、標準と比べてどの程度のレベルなのかを判断する目安として、よく偏差値が用いられます。 
偏差値は、ＳＴＡＴ命令で求めた標準偏差の値を使って計算することができます。 
偏差値を求める公式は、次のようになっています。 
 

   
（得点－平均点）

標準偏差
×10＋50＝偏差値  
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ＤＲ命令で、小数点以下の桁数を“１”に、計算結果を“四捨五入”に設定します。 
ＤＲ￠１￠１￠ 
 
Ｒ：64￠ 
①ＳＴＡＴ￠ 
②￠………………画面のデータを集計する。 
③３－８￠………３列目から８列目のデータを集計する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 64ページ「成績表」のデータを集計し、て各種分析値を求めます。 
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SVSVSVSV    Save（セーブ）    
画面の内容を一時的に保管する 

! 計算中や編集中に、画面を一時的に保管します。保管した画面を呼び出すときはＲＶ命令を使います。 

 

仕事は＝ ①ＳＶ♪ 

 
 
 

INFORMATION 

# 計算途中や編集途中のデータを、画面ごと一時的に保管する

ことができます。 

# ＳＶ命令で画面の内容を保管し、何か命令を実行した後ＲＶ

命令を実行すると、ＳＶ命令を実行した時の画面に戻すこと

ができます。ただし、ＲＶ命令を実行する前に何か命令を実

行してしまうと、戻すことはできません。 
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SVCSVCSVCSVC    Save Column（セーブ カラム）    
列の内容を保管する 

! 画面の指定した列を、一時的に保管します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＳＶＣ命令を実行すると、ＳＶＬ命令やＳＶＰ命令で保管され

ている内容は消去されます。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＳＶＬ…行を保管します。 
• ＳＶＰ…セルを保管します。 

 

仕事は＝ ①ＳＶＣ♪ 

 
何列目を保管しますか： ②保管する列の番号を指定します。 

! ８行目を保管する。                     ８♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

 
 

INFORMATION 

# ＳＶＣ命令とＬＤＣ命令はペアで使います。ＳＶＣ命令で列

の内容を保管したら、ＬＤＣ命令で読み出します。 

# 縦ケイ線を保管することもできます。 

  

# ＳＶＣ命令の後に、ＳＶＬ命令やＳＶＰ命令を行うと、保管

した内容は消えてしまいます。 

# マイツールを終了すると、保管した列の内容は消えてしまい

ます。 

 
 
 
 

 
 
まずＳＶＣ命令で、64ページの２列目を保存します。 
Ｒ：64￠ 
ＳＶＣ￠２￠………………２列目を保存する。 
 
７ページ「成績集計表」のデータをすべて削除し、空白行を挿入します。 
Ｒ：７￠ 
ＤＬ￠Ａ￠ ＩＬＳ￠￠￠  
 
保存した列をＬＤＣ命令で画面に読み出します。 
①ＬＤＣ￠ 
②１￠………………１列目に読み出す。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 64ページ「成績表」の列を保存して、７ページ「成績集計表」の列に読み出します。 
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SVLSVLSVLSVL    Save Line（セーブ ライン）    
行の内容を保管する 

! 画面の指定した行を、一時的に保管します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＳＶＬ命令を実行すると、ＳＶＣ命令やＳＶＰ命令で保管され

ている内容は消去されます。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＳＶＣ…列を保管します。 
• ＳＶＰ…セルを保管します。 

 

仕事は＝ ①ＳＶＬ♪ 

 
何行目を保管しますか： ②保管する行の番号を指定します。 

! 10 行目を保管する。                   １０♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、￥指定が可能です。 

 
 

INFORMATION 

# ＳＶＬ命令とＬＤＬ命令はペアで使います。ＳＶＬ命令で行

の内容を保管したら、ＬＤＬ命令で読み出します。 

# ＳＶＬ命令の後に、ＳＶＣ命令やＳＶＰ命令を行うと、保管

した内容は消えてしまいます。 

# マイツールを終了すると、保管した行の内容は消えてしまい

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：10￠ 
すべての列のデータを中央寄せにして、ＳＶＬ命令で項目行を保存した後、すべてのデータを右寄せに戻します。 
ＳＣ￠ ￠ ＳＶＬ￠４￠ ＳＲ￠ ￠ 
 
保存した項目行をＬＤＬ命令を使って画面に読み出します。 
①ＬＤＬ￠ 
②４￠…………４行目に読み出す。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 10ページ「支店別売上表 94年」の右寄せになっているデータの、項目行だけを中央寄せにします。 
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SVPSVPSVPSVP    Save Point（セーブ ポイント）    
セルの内容を保管する 

! 画面の指定したセルを、一時的に保管します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＳＶＰ命令を実行すると、ＳＶＣ命令・ＳＶＬ命令で保管され

ている内容は消去されます。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＳＶＣ…列を保管します。 
• ＳＶＬ…行を保管します。 

 

仕事は＝ ①ＳＶＰ♪ 

 
何行目を保管しますか： ②保管するセルのある、行の番号を指定します。 

! 10 行目にあるセルを保管する。             １０♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、￥指定が可能です。 

 
何列目を保管しますか： ③保管するセルのある、列の番号を指定します。 

! すでに指定した 10行目の、１列目にあるセルを保管する。  １♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、＠指定が可能です。 

 
INFORMATION 

# ＳＶＰ命令とＬＤＰ命令はペアで使います。ＳＶＰ命令でセ

ルを保管したら、ＬＤＰ命令で読み出します。 

# 保管できるのは１セルだけです。 

# ＳＶＰ命令の後に、ＳＶＬ命令やＳＶＣ命令を行うと、保管

したセルが消えてしまいます。 

# マイツールを終了すると、保管したセルの内容は消えてしま

います。 

 
 
 
 
 

 
 
まずＳＶＰ命令で、64ページ「成績表」の 13行２列目のセルのデータを保存します。 
Ｒ：64￠ ＳＶＰ￠13￠２￠ 
 
Ｒ：７￠ 
保存したセルをＬＤＰ命令で画面に読み出します。 
①ＬＤＰ￠ 
②６￠…………６行目を指定する。 
③１￠…………さらに１列目を指定して、読み出すセルを確定する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 64ページ「成績表」の“伊藤恵子”を、７ページ「成績集計表」に読み出します。 
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TTTT    Title（タイトル）    
タイトル一覧を表示する 

! ハードディスク内のファイルやデータフロッピーに入っているページの、タイトル一覧を見ることがで
きます。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＴＳ…サブページのタイトル一覧を画面に表示します。 

 

仕事は＝ ①Ｔ♪ 

 
見たい表題は（ページ番号，＝表題，
［↑，↓，エスケープ］）： 

②見たい表題のページ番号か、グループ指定、ワイルド指定を行ってくだ
さい。 
 ↓キーや、♪キーを使って見ることもできます。 
 [エスケープ]キーを押すと終了します。 
! 21 ページから 40ページまでの表題を見る。          ♪ 
! 80 ページ以降の表題を見る。              ８０♪ 
! “売上”という文字を含むページの表題を見る。  ＝＊売上＊♪ 
! グループ１に入っているページの表題を見る。       Ｇ１♪ 
! 表題のつけられているページだけ見る。        ＝？＊♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
 

【指定したページの表題だけを見る場合】【指定したページの表題だけを見る場合】【指定したページの表題だけを見る場合】【指定したページの表題だけを見る場合】    
! 20 ページから 30ページまでと、40ページの表題を見る。……２０－３０，４０♪ 
! グループ３に入っている表題を見る。……………………………Ｇ３♪ 
★もう一度、ページ番号を１つ指定すると、またそれ以降のすべての表題を見ることができます。 

★↑↓キーで、指定したページ内をスクロールさせて見ることができます。 

 
 

【データフロッピーの目次を見る場合】【データフロッピーの目次を見る場合】【データフロッピーの目次を見る場合】【データフロッピーの目次を見る場合】    
! Ｔ♪の後Ａ♪を押すと、ドライブＡにセットされているデータフロッピーの目次を見ることができます。 
★Ｔ♪は、現在使用しているファイルまたはドライブの目次が表示されます。 

★Ｔ♪Ａ♪は、データフロッピー（ドライブＡにセットした）の目次の表示です。 

 
 
 

INFORMATION 

# Ｔ命令を終了して“仕事は＝”に戻っても、画面にはタイト

ルが表示されています。前の画面を見る場合はＤ命令を使い

ますが、そのままＷ命令を使うと、前の画面を書き込みます。 

# Ｔ命令中に、Ｒ命令とＷ命令が使えます。 

  

# Ｔ命令は、 キーで１行ずつ、 ￡ キーで１画面

ずつスクロールさせることができます。また、  Ｆ10
（ Ctrl ＋ Ｆ10 ）キーでスクロールモードを切り替える
と、 キーで１画面ずつスクロールさせることが

できます。 
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TABTABTABTAB    Tablet Set（タブレットセット）    
ファンクションタブレットに言葉や命令を登録する 

! ファンクションタブレット上に設定されている命令を、自由に付け替えることができます。 

! 命令だけでなく、頻繁に使うデータ（文字や数字）を登録することができます。 

! 自分の好きな命令やデータを登録するには、はじめに登録用の表を作ります。 

 ★ファンクションタブレットをお使いになれる機種は限定されます（INFORMATION参照）。 

 
 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＳＥＴ命令の８番（シリアル）を“１‥タブレット”にセッ

トしてから、ＴＡＢ命令をお使いください。 
• ＴＡＢ命令を実行する前に、必ず使うデータを画面に読み出

しておいてください。    

• TAB命令の実行には、ファンクションタブレット タイプF1、
およびタブレット接続ケーブル タイプN2が必要です。 

 

 

仕事は＝ ①ＴＡＢ♪ 

 
１‥標準 
２‥画面表示中の内容 
３‥画面表示中の内容（２列）  
タブレットの内容は： 

タブレットの使い方を選んでください。よく使うデータを登録する場合は、
画面に登録するデータを作ってから指定しましょう。 
! タブレットに同梱のシートに書かれている、標準でセットされた命令
を、そのまま使う。                    １♪ 
! 自分で作ったデータページの１列目の内容を登録する。    ２♪ 
! 自分で作ったデータページの２列目の内容を登録する。    ３♪ 

 
 
 

INFORMATION 

# ＥＮＤ命令でマイツールを終了させると、タブレットに登

録した内容（データや命令）は消えてしまいます。タブレ

ットに使う表は、必ずＷ命令でページに書き込んでおいて

ください。 

# 標準でセットされたタブレットの内容は、一部だけを書き

かえるといったことはできません。 

# 表の１列目のデータが 56 行に満たないときは、登録され

ていない場所のタブレットのキーを押しても、無視されま

す。 

# ファンクションタブレットが使える機種は、330R、350R、

250Rです（1998年 5月現在）。 

 
 
 
 
 

タブレットに、自分で使いたいデータや命令を登録するには 

Ｆ命令で登録用の表を作成します。 
 

ＴＡＢ１ ＴＡＢ２ 

Ａ １ 

Ｂ ２ 

Ｃ ３ 

Ｄ ４ 

Ｅ ５ 

        ：              ： 

       １列目            ２列目 

 
１列は 70桁（半角文字で 70文字、全角文字で 35文字）まで登録することができます。 
データ数は 56個（56行）までです。それ以上のデータは無視されます。 
ケイ線も無視されます。 
タブレットに登録されるのは、ＴＡＢ命令で“２”もしくは、“３”を選んだ場合で次のようにかわります。 

T 
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“２‥画面表示中の内容”を選んだ場合 

“ＴＡＢ１”の列のデータだけがタブレットに登録されます。 
“ＴＡＢ１”の列のデータを“仕事は＝”の状態で使うことができます。 
 
“３‥画面表示中の内容”を選んだ場合 

“ＴＡＢ１”と“ＴＡＢ２”の列のデータがタブレットに登録されます。 
“ＴＡＢ１”の列のデータを“仕事は＝”の状態で使うことができます。 
“ＴＡＢ２”の列のデータを命令中（“仕事は＝”以外）で使うことができます。 
★２列目のデータがないときは、１列目のデータを命令中で使うことができます。 

 

タブレットには、登録用の表のデータが次のように登録されます。１個目から 48 個目までのデータは、タブレ
ットの１行目から８行目に６個ずつ左から登録され、49個目から 56 個目までのデータは、タブレットの右端の
列に登録されます。 

 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 49

７ ８ ９ 10 11 12 50

13 14 15 16 17 18 51

19 20 21 22 23 24 52

25 26 27 28 29 30 53

31 32 33 34 35 36 54

37 38 39 40 41 42 55

43 44 45 46 47 48 56

 

次のような登録用の表の場合、ＴＡＢ１のデータは、図のようにタブレットに登録されます。 
 
 《登録用の表》            《タブレット》 

ＴＡＢ１ ＴＡＢ２

Ａ １ 

Ｂ ２ 

Ｃ ３ 

Ｄ ４ 

Ｅ ５ 

！ ６ 

Ｆ ７ 

： ： 

： ： 

： ： 

。 48 

＋ 49 

 － 50 

＊ 51 

／ 52 

， 53 

． 54 

？ 55 

＿ 56 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ ！ ＋

Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ ＃ ー

Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ ＄ ＊

Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ ％ ／

Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ ＆ ，

Ｚ ＝ ￣ ｜ ￥ ＠ ．

［ ］ ｛ ｝ （ ） ？

＜ ＞ ・ ‘ 、 。 ＿
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タブレットの使用例 

 

●入力の簡略化に使う●入力の簡略化に使う●入力の簡略化に使う●入力の簡略化に使う    

名簿や住所録を作成するときに、47都道府県を登録しておけば、いちいち入力する手間が省けます。 
 
登録用の表                     タブレット 
 

県名  
北海道＆  
青森県＆  
岩手県＆  
宮城県＆  
秋田県＆  
山形県＆  
福島県＆  
茨城県＆  
：  
：  

 
 
 
★都道府県の他に、取引先や商品名などを登録しておくと便利です。 

★データの最後に“＆”を付けておけば、データの入力と♪キーの入力を登録したことになります。 

 

 

 

●命令の簡略化に使う●命令の簡略化に使う●命令の簡略化に使う●命令の簡略化に使う    

オートプログラムやセミオートを登録しておき、仕事の流れにそって誰にでも使えるように図式化します。 
 
登録用の表                     タブレット 
 

仕事は＝  
  
  
  

RUN:社会保険料記入修正＆  
  
  

RUN:人事基礎台帳修正＆  
  
  

DC：27-T:PC:X:DC:4-26:PC&  
  
：  

 
 
 
★ひとつひとつの仕事の手順を細かく分けておけるので、長いオートプログラムを作る必要がありません。 

★仕事に合わせて、いくつかの登録表とシートを用意して使い分ければ、仕事の効率化につながります。 

★２列目に簡単な計算式や、決まりきった額（控除額）などを登録しておくこともできます。 

 

 

北海道 青森県 岩手県 宮城県 秋田県 

福島県 茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 

東京都 神奈川 新潟県 富山県 石川県 

山梨県 長野県 岐阜県 静岡県 愛知県 

     

 

人事基
礎台帳

  社会保

険料記

入修正

 

 人事基

礎台帳

修正

 人事基

礎台帳

印刷

 

給与 
計算 

  控除額 

修正 

 

 給与 

台帳 

作成

超過勤

務時間

記入

  

賞与 
計算 

  給与 

計算 

 



●420 

TCTCTCTC    Total with Control（トータル ウィズ コントロール）    
小計・総計を求める 

! 複数ページの小計・総計を求めます。表の中に小計行・総計行を書き加えたり、小計ごとにページをか
えたり、あるいは小計行と総計行だけを抜き出して表を作ったりすることができます。 

! 指定した列、またはそれを除いた列の小計・総計を求めることができます。キー列を指定した場合、列
内の項目が変わるごとに小計行を挿入します。 

 
! 複数ページの小計・総計を求める場合、結果の書き込み先には入力ページと同じページを指定し
ないでください。データの失われるおそれがあります。 

実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 計算するページは、あらかじめキー列をＳ命令で並べかえてお

くか、ＳＨＧ命令で検索整理しておきます。 
• ＴＣ命令を実行すると、裏画面の内容は消去されます。 
• 先頭ページが混在モードの場合は、結果はすべて混在モードに

なります。先頭ページが漢字モードの場合には、混在モードの

ページがあると処理を中止します。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＴＬ…縦・横の合計を求めます。 
  

 

仕事は＝ ①ＴＣ♪ 

 
計算するページは[画面‥￡]： ②小計・総計を求めるページを指定します。 

! 画面のデータの小計を指定する。               ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
１番目のキー列は[終了‥￡]： ③どの列をキー列にして小計を求めるのか、列の番号を指定します。 

! 表の１列目をキー列にする。                １♪ 
! キー列は指定しない。                    ♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

 
２番目のキー列は[終了‥￡]： ④さらにキー列を指定する場合は、次に基準となる列の番号を指定します。

これ以上キー列を指定しないときは、♪キーを押します。 
! 次のキー列に２列目を指定する。              ２♪ 
! キー列の指定を終了する。                  ♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★小計のキー列は、５つまで指定することができます。 

 
小計行の挿入‥Ｉ，ＩＩ（キー列表示） 
改ページ  ‥Ｐ，ＰＰ（キー列表示） 
計のみ   ‥Ｔ，ＴＴ（キー列表示） 
計行なし  ‥ＫＴ 
 

計算方法は： 

⑤小計の求め方を指定します。Ｉ、Ｐ、Ｔを選ぶと、キー列の同一項目名
を省略して表示します。ＩＩ、ＰＰ、ＴＴを選ぶと、キーの項目名を省
略せずにそのまま表示します。ＫＴを選ぶと、キー列の同一項目を１行
にまとめて合計だけを表示します。 
 Ｉ、ＩＩ、Ｐ、ＰＰ、Ｔ、ＴＴ、ＫＴの後ろに列の指定がない場合は、
すべての列について計算します。 
! キーの内容が変わるたびに、小計を出す。          Ｉ♪ 
! ５列目だけの小計を出す。              Ｉ，５♪ 
! 小計を求め、１番目のキーごとにページをかえる。      Ｐ♪ 
! 小計と総計を抜き出した表をつくる。            Ｔ♪ 
! ５列目を除いて、小計と総計を抜き出した表を作る。 Ｔ，Ｎ５♪ 
! キーごとに計算して、小計・総計行は挿入しない。     ＫＴ♪ 
★キーの項目名を省略せずに表示する場合は、それぞれＩＩ・ＰＰ・Ｔ
Ｔを使って、同様に指定してください。 

重要重要重要重要 
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結果の書き込み先頭ページは 
[印刷‥Ｐ，画面‥￡]： 

⑥計算結果をどうするか指定します。 
! 10 ページから書き込む。                １０♪ 
! 印刷する。                        Ｐ♪ 
! 画面に表示する。                      ♪ 
 

 
 
 

INFORMATION 

# 計算結果は画面に、元の表は裏画面に残ります。ただし、複

数ページの場合、裏画面に残るのは、元の表の最終ページに

なります。 

# スペースは“０”として計算し、数値データ以外の文字デー

タは無視します。 

# 単価や個数など、小計や総計を求める必要がない列がある場

合は、Ｎ（ＮＯＴ）指定が便利です。 

# ＩとＰを選んだ場合、小計行には“＝”が入れられます。あ

とから、自分用の見出しに修正してください。 

# 計算結果（整数部）が書き込み先の桁数を超えた場合、その

セルを“＊”でうめます。 

# 計算結果の小数点以下は、上から順に出会ったデータの小数

点以下の桁数に合わせて表示されます。たとえば、最初のキ

ーに小数点以下２桁を持つデータが、２番目のキーに小数点

以下５桁を持つデータがあった場合、最初のキーの小計の小

数点以下の桁数は２桁に、２番目以降のキーでは５桁となり

ます。また、小数点以下の無意味な部分（末尾に付加されて

いる“０”）はデータとして認められません。 

# 複数ページの処理中エスケープキーを押すと一時停止しま
す。停止中に ￡ キーを押すと再開します。もう一度

エスケープキーを押すと中止します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：65￠ 
①ＴＣ￠ 
②￠…………………画面のデータを集計する。 
③３￠………………１番目のキー列には、３列目を指定する。 
④￠…………………キー列の指定を終了する。 
⑤Ｉ，10，12￠……小計行を挿入して、10列目（金額）と 12列目（粗利益）だけを集計する。 
⑥￠…………………結果を画面に書き込む。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 65ページ「売上帳」のデータの、得意先ごとに小計と総計を求めます。 
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TFTFTFTF    Title File（タイトル ファイル）    
ファイル一覧を表示する 

! ファイル名の一覧を表示します。 

 

仕事は＝ ①ＴＦ♪ 

 
 

 
 
 
 
 

ファイル一覧が表示されます。 
! 下方向へスクロールする。               ↓ 
! 上方向へスクロールする。               ↑ 
! 10 番目のファイルを先頭にして表示する。     １０♪ 
! ファイル一覧の表示を終了する。        [エスケープ] 
★インデックス型ファイルは、ドライブの欄の右端に“Ｉ”が表
示されます。 
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TIMETIMETIMETIME    Time（タイム）    
時刻の表示や変更を行う 

! 現在の時刻を表示させることができます。 

! セットされている時刻を、変更することができます。 

! セットした時刻に、命令やオートプログラムなどを実行することができます。 

 
仕事は＝ ①ＴＩＭＥ♪ 

 
１‥時刻変更 
２‥時刻表示 
３‥タイマーセット 
 

選択するのは（１～３）： 

②時刻を変更するのか、表示させるのか、タイマーをセットするのかを番
号で選択します。 
! 時刻を変更する。               １♪（または♪） 
! 時刻を表示する。                     ２♪ 
! タイマーをセットする。                  ３♪ 
 

 
【時刻変更を選んだ場合】【時刻変更を選んだ場合】【時刻変更を選んだ場合】【時刻変更を選んだ場合】    

現在の時刻は 18時 45 分 20 秒です  

時刻を入れてください 
（時．分．秒の順で）： 

③時刻を入力します。 
! 午後７時に変更する。           １９．００．０♪ 
! 現在設定されている時刻を変更しない。            ♪ 
★セットするときには、時と分と秒の間にピリオド（．）を入れてくだ
さい。ピリオドの代わりに、ハイフン（－）やスラッシュ（／）など

も使えます。 

 
【時刻表【時刻表【時刻表【時刻表示を選んだ場合】示を選んだ場合】示を選んだ場合】示を選んだ場合】    

現在の時刻は 15時 25 分 50 秒です ③現在の時刻がリアルタイムで表示されます。 
 １秒経過するたびに、“ピッ”という音が鳴ります。 
 [エスケープ]キーを押すと、“仕事は＝”の状態に戻ります。 

 
【タイマーセットを選んだ場合】【タイマーセットを選んだ場合】【タイマーセットを選んだ場合】【タイマーセットを選んだ場合】    

現在の時刻は 15時 25 分 50 秒です  

何時何分何秒より処理を開始しますか： 

③タイマーセットの時刻を指定します。 
! 午後５時 30分にセットする。       １７．３０．００♪ 

 
 
 

 
実行する内容は： ④セットした時刻がきたときに、実行する内容を指定します。 

! “売上”というオートを実行する。   ”ＲＵＮ：売上：”♪ 
★タイマーセットを行って待機中は、他の命令を受け付けません。 

★途中で、[エスケープ]キーを押すと、“処理を中止しますか[Ｙ／

Ｎ]：”のメッセージが表示されます。中止するときはＹ♪（または
♪）、続行するときはＮ♪とキーを押します。 

★実行する内容にコロン（：）やエスケープ（ＥＳＣ：）がある場合は、
全体をダブルコーテーション（"）で囲んでください。 

 
 

INFORMATION 

# 時刻は 24 時間法で表示されます。（例：午後３時 25 分 50

秒は 15時 25分 50秒） 

# ＴＩＭＥ命令で時刻の変更を行うと、システムの時刻も変更

されます。 

# 時刻の指定では、時と分と秒の間にコロン（：）を入れて指

定することもできます。ただし、コロン（：）を使って時刻

を指定する場合は、全体をダブルコーテーション（"）で囲

んでください。 
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TLTLTLTL    Total（トータル）    
縦方向・横方向の合計を求める 

! 縦方向、横方向の合計を求めます。 

! 同時に縦・横両方の合計も求めることもできます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 小数点以下の桁数は、あらかじめＤＲ命令で設定しておきます。 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＴＣ…小計・総計を求める。 

 

仕事は＝ ①ＴＬ♪ 

 
合計を求める範囲は： ②合計を求める範囲を指定します。 

! 縦方向・横方向両方のすべての合計を求める。         ♪ 
! 縦方向のすべての合計を求める。              Ｌ♪ 
! 横方向のすべての合計を求める。              Ｃ♪ 
! ２列目から最終列（Ｔ）までの合計を求める。    Ｃ２－Ｔ♪ 
! ６行目から最終行（Ｔ）までの範囲で、２列目だけの合計を求める。 

Ｌ６－Ｔ，２♪ 
! １列目から最終列（Ｔ）までの範囲で、最終行だけは求めない。 

Ｃ１－Ｔ，ＮＴ♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、条件式指定が可能です。 

 
 

INFORMATION 

# 縦または横方向の合計は、指定された範囲の次の行・列に合

計欄を追加して書き込みます。 

# 合計欄は自動的に作られますので、前もって作っておく必要

はありません。 

# 計算結果の整数部の桁数が、書き込み先の桁数を超えた場合、

そのセルを“＊”でうめます。 

# スペースは“０”として計算し、数値データ以外の文字デー

タは無視します。 

 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：66￠ 
①ＴＬ￠ 
②￠…………縦方向および横方向のすべての合計を求める。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 66ページ「支店別売上表 94年」のデータの、縦方向および横方向のすべての合計を求めます。 
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TMTMTMTM    Total Matrix（トータル マトリックス）    
縦軸、横軸を指定してマトリックス表を作る 

! 今ある表の２つの列を縦軸、横軸に指定して、新しいマトリックス集計表を作ります。 

! 集計方法には①項目別の数値集計、②項目別のデータ発生件数の集計、③横項目に範囲を指定したデー
タ発生件数の集計、④横項目に範囲を指定した数値集計、⑤スケジュール表などに使う文字集計、⑥指

定した列の範囲を指定した数値集計の６つの種類があります。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認 
• 先頭ページが混在モードの場合は、集計中に漢字モードのペ

ージがあっても、結果はすべて混在モードになります。先頭

ページが漢字モードの場合、混在モードのページがあると処

理を中止します。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＴＭＴ…３次元マトリックス表を作ります。 
 
 

 

仕事は＝ ①ＴＭ♪ 

 
集計するページは［画面‥￡］： ②集計するデータのあるページを指定します。 

! 画面のデータを集計する。                  ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
縦軸は何列目ですか： ③マトリックス表の縦軸にする、列の番号を指定します。 

! １列目を縦軸にとる。                   １♪ 
! 縦軸はとらない。                      ♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、＠指定が可能です。 
★♪キーのみを押した場合、データの合計件数だけのマトリックス表
を作ります。 

 
横軸は何列目ですか： ④マトリックス表の横軸にする、列の番号を指定します。 

! ２列目を横軸にとる。                   ２♪ 
! 横軸はとらない。                      ♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、＠指定が可能です。 
★集計方法の“２‥件数”、“３‥範囲別件数”、“４‥範囲別数値”
は、ここで指定した列をデータ列として集計します。 

 
１‥数値    ４‥範囲別数値 
２‥件数    ５‥文字集計 
３‥範囲別件数 ６‥範囲別数値（指定列） 
 

集計方法は（１～６）： 

⑤集計方法を番号で選択します。 
! データ列を指定して、その数値集計をする。         １♪ 
! 横軸に指定した列のデータ発生件数を、項目別に集計する。 

２♪（または♪） 
! 横軸に指定した列のデータ発生件数を、ある範囲に分けて集計する。 

３♪ 
! 横軸に指定した列の数値を、ある範囲に分けて集計する。   ４♪ 
! データ列を指定して、その文字データを縦・横にあてはめたマトリッ
クス表を作る。                      ５♪ 
! データ列を指定して、その数値をある範囲に分けて集計する。 ６♪ 

 
 

【数値、または文字集計を選んだ場合】【数値、または文字集計を選んだ場合】【数値、または文字集計を選んだ場合】【数値、または文字集計を選んだ場合】    

集計するのは何列目ですか： ⑥集計する数値、または文字データの列を指定します。 
! ３列目のデータを集計する。                ３♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、＠指定が可能です。 
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【範囲別件数、または範囲別数値、範囲別数値（指定列）を選んだ場合】【範囲別件数、または範囲別数値、範囲別数値（指定列）を選んだ場合】【範囲別件数、または範囲別数値、範囲別数値（指定列）を選んだ場合】【範囲別件数、または範囲別数値、範囲別数値（指定列）を選んだ場合】    

範囲を指定してください 
（初めの値，分割数，増分）： 

⑥横軸に指定した列をある範囲ごとに集計するので、その範囲を“初めの
値，分割数，増分”で指定します。 
! 初めの値を 100、分割数を４、増分を 10にする。 

１００，４，１０♪ 
★例のように指定すると、100未満、110未満、120未満、120以上、の
４項目に分けて集計します。 

★分割数は最大 32までです。 

★増分にマイナスの指定を行うことができます。 

★“６”の範囲別数値（指定列）の場合は、このあと集計するデータの
列を指定します。 

 
【範囲別数値（指定列）を選んだ場合】【範囲別数値（指定列）を選んだ場合】【範囲別数値（指定列）を選んだ場合】【範囲別数値（指定列）を選んだ場合】    

集計するのは何列目ですか： ⑦集計する数値、または文字データの列を指定します。 
! ３列目のデータを集計する。                ３♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、＠指定が可能です。 

 

新しい１行の長さは 
（○○～900，［変更なし‥￡］）： 

⑧集計結果のマトリックス表のページサイズを変更する場合は、そのペー
ジの１行の桁数を指定します。 
! １行を半角文字で 300 桁に変更する。         ３００♪ 
! 集計データの最初のページサイズと同じにする。        ♪ 
! 処理可能な最小のページサイズにする。           Ｐ♪ 

 
 

INFORMATION 

# データの種類が多すぎたり、指定した範囲の分割数が多く

て、集計結果の表がページ内に収まらない場合、はみだし

た分のデータは“その他”として集計されます。それを防

ぐ場合は、“新しい１行の長さは：”で１行の桁数を調整

してください。また１行の桁数を変えることで、意図的に

“その他”の項目を作ることもできます。 

# 複数ページの処理中、エスケープキーを押すと一時停止し
ます。停止中に ￡ キーを押すと再開します。もう一度

エスケープキーを押すと中止します。 

# ＴＭ命令実行後、できた表の横軸の桁数（第２列から最終

列まで）は、集計方法（１～６）により異なります。 

 ①集計方法が、“１”“４”“６”の場合 

 ａ：集計対象列の桁数＋モード（漢字モードは４桁、混

在 

   モードは２桁） 

 ｂ：横軸の列の桁数 

 ★ａとｂのうち、大きい方が新しい桁数となる。 

 ②集計方法が“２”の場合 

 集計対象列（横軸の列）の桁数が新しい桁数となる。 

 ③集計方法が“３”の場合 

 横軸の列の桁数＋モード（漢字モードは２桁、混在モー

ドは１桁）の数値が新しい桁数となる。 

 ④集計方法が“５”の場合 

 横軸の列の桁数と集計対象列の桁数のうち、大きい方が

新しい桁数となる。 
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Ｒ：67￠ 
①ＴＭ￠ 
②￠…………画面のデータを集計する。 
③３￠………縦軸には３列目（支店名）を指定する。 
④４￠………横軸には４列目（商品群）を指定する。 
⑤１￠………数値を集計する。 
⑥８￠………８列目（金額）の数値を集計する。 
⑦￠…………１行の長さは変更しない。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：67￠ 
①ＴＭ￠ 
②￠…………画面のデータを集計する。 
③３￠………縦軸には３列目（支店名）を指定する。 
④４￠………横軸には４列目（商品群）を指定する。 
⑤２￠………件数を集計する。 
⑥￠…………１行の長さは変更しない。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題

例題例題例題例題

67ページ「商品売上帳」を、支店別商品群別で金額を集計します。 

67 ページ「商品売上帳」を、支店別商品群別で売上件数を集計します。 



●428 

 
 

 
 
Ｒ：67￠ 
①ＴＭ￠ 
②￠…………………画面のデータを集計する。 
③３￠………………縦軸には３列目（支店名）を指定する。 
④６￠………………横軸には６列目（数量）を指定する。 
⑤３￠………………範囲別件数を集計する。 
⑥５，４，５￠……初めの値を“５”、分割数を“４”、増分を“５”にする。 
⑦￠…………………１行の長さは変更しない。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：67￠ 
①ＴＭ￠ 
②￠…………………画面のデータを集計する。 
③３￠………………縦軸には３列目（支店名）を指定する。 
④６￠………………横軸には６列目（数量）を指定する。 
⑤４￠………………範囲別数値を集計する。 
⑥５，４，５￠……初めの値を“５”、分割数を“４”、増分を“５”にする。 
⑦￠…………………１行の長さは変更しない。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題

例題例題例題例題

67ページ「商品売上帳」を、支店別数量別で販売回数を範囲で集計します。 

67 ページ「商品売上帳」を、各支店の商品の販売数量を範囲別で集計します。 
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Ｒ：68￠ 
①ＴＭ￠ 
②￠…………画面のデータを集計する。 
③１￠………縦軸には１列目（曜日）を指定する。 
④２￠………横軸には２列目（現場）を指定する。 
⑤５￠………文字集計を指定する。 
⑥３￠………３列目（氏名）を集計する。 
⑦￠…………１行の長さは変更しない。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：67￠ 
①ＴＭ￠ 
②￠……………………………画面のデータを集計する。 
③３￠…………………………縦軸には３列目（支店名）を指定する。 
④７￠…………………………横軸には７列目（単価）を指定する。 
⑤６￠…………………………範囲別数値（指定列）を集計する。 
⑥100000，３，200000￠……初めの値を“100000”、分割数を“３”、増分を“200000”にする。 
⑦８￠…………………………８列目（金額）の数値を集計する。 
⑧￠……………………………１行の長さは変更しない。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題

例題例題例題例題

68ページ「現場ローテーション」を、曜日別の各現場のローテーション表を作成します。 

67 ページ「商品売上帳」を、支店別で単価の範囲を指定して金額を集計します。 
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TMTTMTTMTTMT    Total Matrix Three（トータル マトリックス スリー）    
縦軸・第２縦軸・横軸を指定して、三次元マトリックス表を作る 

! 今ある表から縦軸・第２縦軸・横軸に指定して、新しい三次元マトリックス集計表を作ります。 

! 集計方法には①項目別の数値集計、②項目別のデータ発生件数の集計、③スケジュール表などに使う文
字集計の３種類があります。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 先頭ページが混在モードの場合は、集計中に漢字モードのペ

ージがあっても、結果はすべて混在モードになります。先頭

ページが漢字モードの場合は、混在モードのページがあると

処理を中止します。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＴＭ…縦軸・横軸を指定して、マトリックス表を作ります。 
 
 

 

仕事は＝ ①ＴＭＴ♪ 

 
集計するページは[画面‥￡]： ②集計するデータのあるページを指定します。 

 複数ページの集計もできます。 
! 画面のデータを集計する。                  ♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
縦軸は何列目ですか： ③マトリックス表の１番目の縦軸にする、列の番号を指定します。 

! １列目を縦軸にとる。                   １♪ 
! ２列目を縦軸にとる。                   ２♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、＠指定が可能です。 

 
第２縦軸は何列目ですか： ④マトリックス表の２番目の縦軸にする、列の番号を指定します。 

! ２列目を縦軸にとる。                   ２♪ 
! ３列目を縦軸にとる。                   ３♪ 

 
横軸は何列目ですか： ⑤マトリックス表の横軸にする、列の番号を指定します。 

! ３列目を横軸にする。                   ３♪ 
! ４列目を横軸にとる。                   ４♪ 

★単独、Ｈ・Ｔ、＠指定が可能です。 
 

１‥数値 
２‥件数 
３‥文字集計 
 

集計方法は（１～３）： 

⑥集計方法を番号で選択します。 
! 集計に指定した列の数値を集計する。            １♪ 
! 横軸に指定した列の項目別に、集計に指定した列のデータ発生件数を
集計する。                        ２♪ 
! 横軸に指定した列の項目別に、集計に指定した列の文字データを縦・
横に当てはめたマトリックス表を作る。           ３♪ 

 
集計するのは何列目ですか： ⑦集計する数値、または文字データの列を指定します。 

! ３列目のデータを集計する。                ３♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、＠指定が可能です。 

 
現在の桁数は○○です  

新しい１行の長さは 
（〇～900，[変更なし‥￡]）： 

⑧集計結果のマトリックス表のページサイズを変更する場合は、そのペー
ジの１行の桁数を指定します。 
! １行を半角文字で 300 桁に変更する。         ３００♪ 
! 集計データの最初のページサイズと同じにする。        ♪ 
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INFORMATION 

# データの種類が多すぎて、集計結果の表がページ内に収ま

らない場合、はみ出した分のデータは“その他”として集

計されます。それを防ぐには、“新しい１行の長さは：”

のメッセージで行の長さを調整してください。また、これ

を利用して、意図的に“その他”の項目を作ることもでき

ます。 

# 列の指定で ￡ キーのみの指定は行えません。必ず列番

号を指定してください。 

# 複数ページを集計中にエスケープキーを押すと一時停止
します。停止中に ￡ キーを押すと再開します。もう一

度エスケープキーを押すと処理を中止します。 

# ＴＭ命令実行後、できた表の横軸の桁数（３列目から最終

列まで）は、集計に指定した列の桁数が新しい桁数となり

ます。 

# 横軸の列の桁数と、集計に指定した列の桁数のうち、大き

い方が新しい桁数となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｒ：67￠ 
①ＴＭＴ￠ 
②￠ ……………画面のデータを集計する。 
③３￠ …………縦軸には３列目（支店名）を指定する。 
④１￠ …………第２縦軸には１列目（月）を指定する。 
⑤４￠ …………横軸には４列目（商品群）を指定する。 
⑥１￠ …………数値を集計する。 
⑦８￠ …………８列目（金額）の数値を集計する。 
⑧￠ ……………１行の長さは変更しない。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 67 ページ「商品売上帳」のデータから、各支店が何月にどの商品群をいくら販売したか、その金額を三
次元集計します。 
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TPTPTPTP    Total Page（トータル ページ）    
複数ページの同位置のセルの数値を計算する 

! 複数のページにわたって、同位置にあるセルの数値を四則演算します。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 小数点以下の桁数は、あらかじめＤＲ命令で設定しておきま

す。 
• 各ページの同じ行、同じ列にある数値を計算するので、行数

や列数が違っていると思いどおりに集計できません。各ペー

ジの表のフォーマットをすべて統一してから計算してくださ

い。 

• 計算結果、新しくできる表の表題、フォーマット、項目行な

どはすべて、先頭ページと同じです。したがって、各ページ

のフォーマットが異なる場合、先頭ページの行・列からはみ

出したデータは無視され、小さい場合は、不足するセルには

“０”が入っているものとして計算します。 

 

仕事は＝ ①ＴＰ♪ 

 
計算するページは［画面‥￡］： ②計算するデータのあるページを指定します。 

! １から３ページまでの、同位置のセルを加算する。   １－３♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

★♪キーを押して画面を選んだ場合、なにも計算しません。 

 
計算の種類は［＋，－，＊，／］： ③計算の種類を指定します。 

! ページの先頭から順に、加算を繰り返す。     ＋♪（または♪） 
! ページの先頭から順に、減算を繰り返す。          －♪ 
! ページの先頭から順に、乗算を繰り返す。          ＊♪ 
! ページの先頭から順に、除算を繰り返す。          ／♪ 

 
結果の書き込みページは 
［印刷‥Ｐ，画面‥￡］： 

④計算した結果をどうするか指定します。 
! 10 ページに書き込む。                 １０♪ 
! 印刷する。                        Ｐ♪ 
! 画面に表示する。                      ♪ 

 
 

INFORMATION 

# スペースは“０”として計算し、数値データ以外の文字デ

ータは無視します。 

# 計算結果（整数部）が書き込み先の桁数を超えた場合、そ

のセルを“＊”でうめます。 

# 複数ページの処理中、エスケープキーを押すと一時停止し
ます。停止中に ￡ キーを押すと再開します。もう一度

エスケープキーを押すと中止します。 

 
                                 １ページ目から３ページ目までの 
                           10     同位置のセルを加算する。 

 

    １ページ目                  ＋ 

 
                           20 

 

    ２ページ目                  ＋ 

 

                           30 

 

    ３ページ目                  ∥ 

 

                           60 

 

    出力先 
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まずＤＲ命令で、小数点以下の桁数を“３桁”に、計算結果を“四捨五入”に設定しておきます。 
ＤＲ￠３￠１￠ 
 
①ＴＰ￠ 
②10-11￠……10ページから 11ページのデータを集計する。 
③／￠…………最初のページを、指定したページで次々に除算する。 
④￠……………結果を画面に書き込む。 
★結果は倍率になります。これをパーセント（％）に直すには、小数点以下を調節してから、全体に 100を掛けます。 

 
 実行前（10ページ「支店別売上表 94年」）      実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （11 ページ「支店別売上表 93年」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

例題例題例題例題 10 ページ「支店別売上表 94 年」と、11 ページ「支店別売上表 93 年」のデータから、各支店の前年同月
比を求めます。 
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TRPTRPTRPTRP    Transpose（トランスポーズ）    
行と列を入れ替える 

! 表の縦の内容を横に、横の内容を縦に入れ替えます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 行と列を入れ替えた結果、表ページのサイズを超えてしまっ

た場合は、その時点で入れ替えを中止します。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＸＹ…項目行を指定して、表の行と列を入れ替えます。 

 

仕事は＝ ①ＴＲＰ♪ 

 
 

INFORMATION 

# 行と列のデータ数が等しくなくても、入れ替えることがで

きます。 

# ケイ線が引かれていても、行列の入れ替えに問題はありま

せん。 

# ＴＲＰ命令を行う場合、縦と横のデータ数によって次のよ

うな表を作ります。 

 
 
 
①縦項目（Ａ、Ｂ、Ｃ）と横項目（イ、ロ、ハ）の数が同じとき、 

（元の表）           （入れかえた表） 

 イ ロ ハ   Ａ Ｂ Ｃ 

Ａ 1 2 3  イ 1 4 7 

Ｂ 4 5 6 $ ロ 2 5 8 

Ｃ 7 8 9  ハ 3 6 9 

 
 
②縦項目（Ａ、Ｂ）より、横項目（イ、ロ、ハ、ニ）の数のほうが大きいとき、 

（元の表）              （入れかえた表） 

 イ ロ ハ ニ   Ａ Ｂ   

Ａ 1 2 3 4 $ イ 1 5   

Ｂ 5 6 7 8  ロ 2 6   

      ハ 3 7   

      ニ 4 8   

 
横項目の多い分だけ、新しい表に行を増やします。 
 
 
③横項目（イ、ロ）より、縦項目（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）の数のほうが大きいとき、 

（元の表）            （入れかえた表） 

 イ ロ   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

Ａ 123456 1234  イ 123456 1000 2000 300 

Ｂ 1000 100 $ ロ 1234 100 20 3 

Ｃ 2000 20     

Ｄ 300 3     

 
縦項目の多い分だけ、新しい表に列を増やします。その際、新しく作る“Ｃ”と“Ｄ”の列は“Ａ”“Ｂ”
の中で一番大きい有効桁数になります。 
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Ｒ：５￠ 
①ＴＲＰ￠ 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 ５ページ「売上集計表」の、行と列を入れかえます。 
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TSTSTSTS    Title Subpage（タイトル サブページ）    
サブページのタイトル一覧を表示する 

! サブページのタイトル一覧を表示します。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• Ｔ………現在のファイルのタイトル一覧を画面に表示します。 
 

仕事は＝ ①ＴＳ♪ 

 
見たい表題は（ページ番号，＝表題，
[↑，↓，エスケープ]）： 

②見たい表題のページ番号か、ワイルド指定などを行ってください。 
 ↓キーや♪キーを使って見ることもできます。 
★↑↓キーで何度でもスクロールして、表題を見ることができます。 

[エスケープ]キーを押すと終了します。 
 
 

【指定したページの表題だけを見る場合】 
! ５から 15ページまでと、20ページの表題を見る。５－１５，２０♪ 
★サブページの場合は、グループ指定はできません。 

★↑↓キーで、指定したページ内をスクロールして見ることができます。 

 
INFORMATION 

# ＴＳ命令を終了して“仕事は＝”に戻っても、画面にはタイ

トルが表示されています。前の画面を見る場合はＤ命令を使

います。そのままＷ命令を行うと、前の画面を書き込みます。 

# ＴＳ命令中に、Ｒ命令とＷ命令が使えます。 

# スクロールモードの切り替えは、Ｔ命令と同様です。 

 



437● 

UNITUNITUNITUNIT    Unit（ユニット） 
複数の列を結合する 

! 表の中の連続した複数の列を、ひとつの列に結合します。 
 

実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 結合できるのは、連続している列です。はなれた列をひとつの

列に結合することはできません。 
• 複数の列を結合する場合、指定する列の合計が漢字モードでは

150 桁、混在モードでは 300 桁を超えると処理できません。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＣＦＰ……指定した列の分離・結合を行う 

 

 

仕事は＝ ①ＵＮＩＴ♪ 

 

何列目を結合しますか： 

 

②結合する列を指定します。 
! １列目から３列目を結合する。            １－３♪ 
! 全体を結合する。               ♪（またはＡ♪） 
★連続、Ｈ・Ｔ、Ａ指定が可能です。 

★連続していない列は結合できません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
Ｒ：６￠ 
①ＵＮＩＴ￠ 
②３－４￠………３列目と４列目を結合する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 ６ページ「売上帳」の、“NO”の列と“得意先名”の列を結合します。 

U 
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UNUNUNUNLLLLOCKOCKOCKOCK    UNLOCK（アンロック）    
共有ファイルの占有を解除する 

! ＬＯＣＫ命令で設定した、共有ファイルの占有を解除します。 

! 占有を解除すると、他のクライアントの待ち状態が解除されます。 

! 占有ファイルの占有は、ＬＯＣＫ命令で行います。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 一回の操作で占有を解除できるファイルはひとつだけです。複

数のファイルの占有を解除する場合は、ＵＮＬＯＣＫ命令を繰

り返してください。 

 
 

 

仕事は＝ ①ＵＮＬＯＣＫ♪ 

 
②共有ファイル一覧が表示されます。 
 現在占有されているファイルには、ファイル一覧の“ＬＯＣＫ”欄に占有しているステーション（クライアント）名
が表示されます。 
! ＥＩＧＹＯＵファイルの占有を解除する。  ＥＩＧＹＯＵ♪ 
★他のクライアントが占有しているファイルは解除できません。 

 
仕事は＝ ③占有が解除されると、“仕事は＝”の状態に戻ります。 

 

 

 

INFORMATION 

# 他のクライアントで命令の実行を待機していた場合は、解除と同時に命令が実行されます。 
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UPDUPDUPDUPD    Update（アップデート）    
表と表を照合して、条件に合うデータを書きかえる 

! 他の表のデータを使って、キーの一致したデータを変更します。変更の種類には、データの修正、四則
演算、大小の選択、元の表の演算などがあります。 

! 逆に、キーの一致しないデータに対してマークをつけることができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 小数点以下の桁数は、あらかじめＤＲ命令で設定しておきます。 
• 書きかえる列にキー列は指定しないでください。 
• 先頭ページが混在モードの場合は、集計中に漢字モードのペー

ジがあっても、結果はすべて混在モードになります。先頭ペー

ジが漢字モードの場合は、混在モードのページがあると処理を

中止します。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＵＰＤＳ…複数ページにわたって、条件に合うデータを照合し 
      て書きかえます。 
• ＵＰＭ……表と表を照合して、条件に合うデータを集計する。 

 

 

仕事は＝ ①ＵＰＤ♪ 

 
書きかえるのは 
［画面‥１，ページ‥２，複数‥３］： 

②画面とページのどちらの表を変更するか、番号で選択します。 
! 画面の表のデータを変更する。         １♪（または♪） 
! 指定ページの表のデータを変更する。            ２♪ 
! 複数ページの表を、複数ページの表と照合して変更する。   ３♪ 

 
【画面、もしくは複数を選んだ場合】【画面、もしくは複数を選んだ場合】【画面、もしくは複数を選んだ場合】【画面、もしくは複数を選んだ場合】    

●画面の場合                     ●複数の場合 

 画面        書きかえられた画面        書きかえるページ   書きかえられたページ 

    

                            ####    

    
    
    照合       変更 
                                照合     変更    
    
    
    
    
    
    
      照合ページ                      照合ページ 
    
    

書きかえるページは［画面‥￡］： ③複数を選んだ場合、書きかえや演算などを行って変更する複数ページの
番号を指定します。 
 画面を選んだ場合はこのメッセージは表示されません。次からの操作を
行ってください。 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

★♪キーのみを押すと、裏画面を指定したことになります。 

    

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｂ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ａ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｂ 

Ａ 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

Ｃ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

Ｃ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 
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照合するページは［裏画面‥］： ④画面（または書きかえるページ）と照合するページを指定します。 
 ページは１ページだけでも、複数ページでも指定できます。 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

★♪キーのみを押すと、裏画面を指定したことになります。 
 

画面のキー列は： ⑤画面（または書きかえるページ）の表の中で照合のキー列となる列を、
指定します。キー列は最大５つまで指定できます。 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★キー列を複数列指定するときは、カンマ“，”やハイフン“－”で区
切って指定します。 
★♪キーのみを押すと、１列目を指定したことになります。 

 
ページのキー列は： 
 

⑥画面（または書きかえるページ）のキー列と対応するページのキー列を、
指定します。 
 画面（または書きかえるページ）のキー列を複数指定した場合、その列
数だけメッセージが表示されるので、順番に指定します。 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★♪キーのみを押すと、１列目を指定したことになります。 

 
Ｒ‥置 換 《演算》 
Ｍ‥最大値 ＋‥加算 
Ｎ‥最小値 －‥減算 
Ｃ‥計 算 ＊‥乗算 
Ｕ‥マーク ／‥除算 
 

書きかえの種類は［終了‥￡］： 

⑦キー列を照合した結果が一致している行について、このあとにどのよう
な処理をするか、指定します。 

 
 
 
 
 
 

 
 

《Ｒ，Ｍ，Ｎ，＋，－，＊，／を選ぶと‥》《Ｒ，Ｍ，Ｎ，＋，－，＊，／を選ぶと‥》《Ｒ，Ｍ，Ｎ，＋，－，＊，／を選ぶと‥》《Ｒ，Ｍ，Ｎ，＋，－，＊，／を選ぶと‥》    

ページの何列目を使いますか： ⑧指定ページの表の中で、書きかえ処理に使うデータの列番号を指定しま
す。 

 
画面の何列目を書きかえますか： 
 

⑨画面（または書きかえるページ）の表の中で、書きかえるデータの列番
号を指定します。 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★⑦で指定した処理で変更されたデータは、ここで指定した列に書き込
まれます。 

 
Ｒ‥置 換 《演算》 
Ｍ‥最大値 ＋‥加算 
Ｎ‥最小値 －‥減算 
Ｃ‥計 算 ＊‥乗算 
Ｕ‥マーク ／‥除算 
 

書きかえの種類は［終了‥￡］： 

⑩キー列の照合結果が一致した行について、まだ変更するものがあれば、
⑦と同様に指定します。 
 他に変更するものがなければ、♪キーを押します。 

 
 
 
 
 

 
 

《Ｃを選ぶと‥》《Ｃを選ぶと‥》《Ｃを選ぶと‥》《Ｃを選ぶと‥》    

計算式は： 
 

⑧キー列の照合結果が一致した行に対して行う、計算式を入力します。 
 Ｃ命令で使う計算式と同じです。 
! ２列目と３列目の合計を、４列目に書く。 Ｃ２＋Ｃ３＝Ｃ４♪ 
★ただし、ＡＣＭやＤＲなどの命令は使えません。また、行・マトリッ
クス・ワークエリアに関する式は使えません。 
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Ｒ‥置 換 《演算》 
Ｍ‥最大値 ＋‥加算 
Ｎ‥最小値 －‥減算 
Ｃ‥計 算 ＊‥乗算 
Ｕ‥マーク ／‥除算 
 

書きかえの種類は［終了‥￡］： 

⑨キー列の照合結果が一致した行について、まだ変更するものがあれば、
⑦と同様に指定します。他に変更するものがなければ、♪キーを押し
ます。 

 
 
 

 
 

《Ｕを選ぶと‥》《Ｕを選ぶと‥》《Ｕを選ぶと‥》《Ｕを選ぶと‥》    

ページの何列目にマークを付けますか： 
 

⑧キーが一致しなかった場合、ページの表に印をつけて書き込みます。ど
の列に印をつけるか指定します。 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★書き込み禁止のプロテクトをかけたＶ型ファイルの場合でも書き込
みます。 
★画面（または書きかえるページ）のデータにはマークはつきません。 

 
マークは： ⑧指定した列につける印を入力します。 

! “マーク”という印を入れる。             マーク♪ 
 

Ｒ‥置 換 《演算》 
Ｍ‥最大値 ＋‥加算 
Ｎ‥最小値 －‥減算 
Ｃ‥計 算 ＊‥乗算 
Ｕ‥マーク ／‥除算 
 

書きかえの種類は［終了‥￡］： 

⑩キー列の照合結果が一致した行について、まだ変更するものがあれば、
⑦と同様に指定します。 
 他に変更するものがなければ、♪キーを押します。 

 
 
 
 
 

 
 
 

【ページを選んだ場合】【ページを選んだ場合】【ページを選んだ場合】【ページを選んだ場合】    
 ページ          書きかえられたページ 
    
    

                                        ####    

    
    

    照合 
            変更 
    
    
    

    画面 

    
    

書きかえるページは［裏画面‥￡］： 
 

③書きかえや演算などを行って変更するページ番号を、指定します。 
 複数ページの指定も可能です。 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

★裏画面を指定した場合は、ページには何も書き込まれません。 

 

 

Ｃ 

 

 

Ｂ 

Ａ 

Ｄ 

Ｆ  

 

Ｃ 

 

 

Ｂ 

Ａ 

Ｄ 

Ｆ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
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画面のキー列は： 

 

④画面の表の中で照合のキー列となる列を、指定します。 
 キー列は最大５つまで指定できます。 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★♪キーのみを押すと、１列目を指定したことになります。 
★キー列を複数列指定するときは、カンマ“，”やハイフン“－”で区
切って指定します。 

 
ページのキー列は： 
 

⑤画面のキー列と対応するページのキー列を、指定します。 
 画面のキー列を複数指定した場合、その列数だけメッセージが表示され
るので、順番に指定します。 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★♪キーのみを押すと、１列目を指定したことになります。 

 
Ｒ‥置 換 《演算》 
Ｍ‥最大値 ＋‥加算 
Ｎ‥最小値 －‥減算 
Ｃ‥計 算 ＊‥乗算 
Ｕ‥マーク ／‥除算 
 

書きかえの種類は［終了‥￡］： 

⑥キー列を照合した結果が一致している行について、このあとにどのよう
な処理をするか、指定します。 

 
 
 
 
 
 

 
 

《Ｒ，Ｍ，Ｎ，＋，－，＊，／を選ぶと‥》《Ｒ，Ｍ，Ｎ，＋，－，＊，／を選ぶと‥》《Ｒ，Ｍ，Ｎ，＋，－，＊，／を選ぶと‥》《Ｒ，Ｍ，Ｎ，＋，－，＊，／を選ぶと‥》    

ページの何列目を使いますか： ⑦画面の表の中で、書きかえ処理に使うデータの列番号を指定します。 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 

 
画面の何列目を書きかえますか： 
 

⑧指定ページの表の中で、書きかえるデータの列番号を指定します。 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★⑥で指定した処理で変更されたデータは、ここで指定した列に書き込
まれます。 

 
Ｒ‥置 換 《演算》 
Ｍ‥最大値 ＋‥加算 
Ｎ‥最小値 －‥減算 
Ｃ‥計 算 ＊‥乗算 
Ｕ‥マーク ／‥除算 
 

書きかえの種類は［終了‥￡］： 

⑨キー列の照合結果が一致した行について、まだ変更するものがあれば、
⑥と同様に指定します。 
 他に変更するものがなければ、♪キーを押します。 
 
 
 
 

    
    
《Ｃを選ぶと‥》《Ｃを選ぶと‥》《Ｃを選ぶと‥》《Ｃを選ぶと‥》

計算式は： 

 
 
 
 
 
 
 

⑦キー列の照合結果が一致した行について、指定ページ中で行う計算式を
入力します。 
 Ｃ命令で使う計算式と同じです。 
! 指定ページの２列目と３列目の合計を、４列目に書く。 

Ｃ２＋Ｃ３＝Ｃ４♪ 
★ただし、ＡＣＭやＤＲなどの命令は使えません。また、行・マトリッ
クス・ワークエリアに間する式は使えません。 
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Ｒ‥置 換 《演算》 
Ｍ‥最大値 ＋‥加算 
Ｎ‥最小値 －‥減算 
Ｃ‥計 算 ＊‥乗算 
Ｕ‥マーク ／‥除算 
 

書きかえの種類は［終了‥￡］： 

⑧キー列の照合結果が一致した行について、まだ変更するものがあれば、
⑥と同様に指定します。 
 他に変更するものがなければ、♪キーを押します。 
 
 
 
 

 
 
《Ｕを選ぶと‥》《Ｕを選ぶと‥》《Ｕを選ぶと‥》《Ｕを選ぶと‥》    

画面の何列目にマークを付けますか： 
 

⑦キーが一致しなかった場合、画面の表に印をつけます。どの列に印をつ
けるか指定します。 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★ページのデータにマークはつきません。 

 
マークは： ⑧指定した列につける印を入力します。 

! “＊＊＊”という印をつける。            ＊＊＊♪ 
 

Ｒ‥置 換 《演算》 
Ｍ‥最大値 ＋‥加算 
Ｎ‥最小値 －‥減算 
Ｃ‥計 算 ＊‥乗算 
Ｕ‥マーク ／‥除算 
 

書きかえの種類は［終了‥￡］： 

⑨キー列の照合結果が一致した行について、まだ変更するものがあれば、
⑥と同様に指定します。 
 他に変更するものがなければ、♪キーを押します。 

 
 
 
 
 

 
 
 

INFORMATION 

《処理の種類と意味》 

$ 書きかえようとする表のデータをもとのデータ、書きかえに

使用する表のデータを新しいデータとして下記の処理を行

います。 

種類 意味 
Ｒ 

Ｍ 

 

Ｎ 

 

Ｃ 

Ｕ 

 

＋ 

－ 

＊ 

／ 

もとのデータを消して、新しいデータに書きかえる。 

もとのデータと新しいデータのうち、大きい方を

選ぶ（最大値）。 

もとのデータと新しいデータのうち、小さい方を

選ぶ（最小値）。 

書きかえる表の中で計算する。 

一致しなかったデータについて、照合する表の指

定した列に印をつける。 

もとのデータに新しいデータを加える（累算）。 

もとのデータから新しいデータを引く（累算）。 

もとのデータに新しいデータを掛ける（累算）。 

もとのデータを新しいデータで割る。（累算） 

$ 書きかえの処理は全部で５回指定できます。 

$ 計算（Ｃ）・演算（＋、－、＊、／）結果や、最大値（Ｍ）、

最小値（Ｎ）が書きかえる列の桁数より大きすぎた場合は、

そのセルを“＊”でうめます。 

$ スペースは“０”として計算し、数値データ以外の文字デー

タは無視します（マーク以外）。 

$ “Ｕ”を選ぶと、照合するデータの表にマークを入れること

ができます。もとの表のデータには影響しません。 

$ 複数ページの処理中、エスケープキーを押すと一時停止しま
す。停止中に ￡ キーを押すと再開します。もう一度

エスケープ  キーを押すと中止します。 

$ 小数点以下や四捨五入などは、あらかじめＤＲ命令で指定し

てください。 

$ オートプログラム中で“＊”を指定する場合は、＊の前後に

ダブルコーテーション（"）をつけてください。 
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Ｒ：69￠ 
①ＵＰＤ￠ 
②１￠…………画面の表を書きかえる。 
③26￠…………26ページ「得意先台帳」と照合する。 
④３￠…………画面のキー列には、３列目（得意先ＮＯ）を指定する。 
⑤１￠…………ページのキー列には、１列目（得意先ＮＯ）を指定する。 
⑥Ｒ￠…………ページのデータで画面のデータを書きかえる。 
⑦２￠…………ページの２列目（会社名）を使って書きかえる。 
⑧４￠…………画面の４列目（会社名）を書きかえる。 
⑨￠……………書きかえの指定を終了して、書きかえを実行する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
26 ページの画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 69ページ「売上帳」を画面に読み出し、26ページ「得意先台帳」と照合して書きかえます。 

 



445● 

 
 

 
 
Ｒ：69￠ 
①ＵＰＤ￠ 
②１￠……………画面の表を書きかえる。 
③27￠……………27ページ「商品台帳」と照合する。 
④５￠……………画面のキー列には、５列目（商品コード）を指定する。 
⑤１￠……………ページのキー列には、１列目（商品コード）を指定する。 
⑥Ｒ￠……………ページのデータで画面のデータを書きかえる。 
⑦２￠……………ページの２列目（品名）を使って書きかえる。 
⑧６￠……………画面の６列目（品名）を書きかえる。 
⑨Ｒ￠……………ページのデータで画面のデータを書きかえる。 
⑩３￠……………ページの３列目（商品グループ）を使って書きかえる。 
⑪７￠……………画面の７列目（商品グループ）を書きかえる。 
⑫Ｒ￠……………ページのデータで画面のデータを書きかえる。 
⑬４￠……………ページの４列目（単価）を使って書きかえる。 
⑭９￠……………画面の９列目（単価）を書きかえる。 
⑮Ｒ￠……………ページのデータで画面のデータを書きかえる。 
⑯５￠……………ページの５列目（原価）を使って書きかえる。 
⑰11￠……………画面の 11列目（原価）を書きかえる。 
⑱￠………………書きかえの指定を終了して、書きかえを実行する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
27 ページの画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 69ページ「売上帳」を画面に読み出し、27ページ「商品台帳」と照合して書きかえます。 
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Ｃ  

  

  

Ｂ  

Ａ  

Ｄ  

Ｆ  

  

  

Ｃ  

  

  

Ｂ  

Ａ  

Ｄ  

Ｆ  

UPDSUPDSUPDSUPDS    Update Sequential（アップデート シーケンシャル）    
複数の表と複数の表を照合して、条件に合うデータを書きかえる 

! 他の複数にわたるページのデータを使って、キーの一致した複数ページのデータを、変更することがで
きます。変更の種類には、データの修正、四則演算、大小の選択、元表の演算などがあります。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 小数点以下の桁数は、あらかじめＤＲ命令で設定しておきます。 
• 書きかえるページと照合するページのデータは、あらかじめＳ

命令で文字正順に並べかえておいてください。 
• 先頭ページが混在モードの場合は、集計中に漢字モードのペー

ジがあっても、結果はすべて混在モードになります。先頭ペー

ジが漢字モードの場合は、混在モードのページがあると処理を

中止します。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＵＰＤ…表と表を照合して、条件に合うデータを書きかえます。 
• ＵＰＭ…表と表を照合して、条件に合うデータを照合して書き 
     かえます。 

 
 
 

 

仕事は＝ ①ＵＰＤＳ♪ 

 
書きかえるページは［画面‥￡］： ②書きかえるページを指定します。 

 ページは１ページだけでも、複数ページでも指定できます。♪キーを
押せば、画面の表が選択されます。 
! 画面の表のデータを書きかえる。               ♪ 
! ２ページの表のデータを書きかえる。            ２♪ 
! ３から５ページの表のデータを書きかえる。      ３－５♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 ページ            書きかえられたページ 

 
 
 

           # 
 
 
                   変更 

          照合 

 
 
 
 
 
 
 
          ページ 

 
 

照合するページは［裏画面‥￡］： ③②で指定したページと照合するページを指定します。 
 ページは１ページだけでも、複数ページでも指定できます。♪キーを
押せば、裏画面の表が選択されます。 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

★最大 600ページまで指定できます。 

 

  

  

Ｃ  

  

  

Ｂ  

Ａ  

Ｄ  

Ｆ  
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書きかえるページのキー列は： ④書きかえるページの表の中で照合のキー列となる列を、指定します。 
 キー列は最大５つまで指定でできます。 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★♪キーを押すと、１列目を指定したことになります。 
★キー列を複数指定するときは、カンマ“，”やハイフン“－”で区切
って指定します。 

 
照合するページの１番目のキー列は： ⑤書きかえるページのキー列と対応するページのキー列を、指定します。 

 書きかえるページのキー列を複数指定した場合、その列数だけメッセー
ジが表示されるので、順番に指定してください。 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★♪キーを押すと、１列目を指定したことになります。 

 
Ｒ‥置 換 《演算》 
Ｍ‥最大値 ＋‥加算 
Ｎ‥最小値 －‥減算 
Ｃ‥計 算 ＊‥乗算 
      ／‥除算 
 

書きかえの種類は［終了‥￡］： 

⑥キー列の照合した結果が一致している行について、このあとにどのよう
な処理をするのか、選択します。 

 
 
 
 
 
 

    
    
【Ｒ，Ｍ，Ｎ，＋，－，＊，／を選んだ場合】【Ｒ，Ｍ，Ｎ，＋，－，＊，／を選んだ場合】【Ｒ，Ｍ，Ｎ，＋，－，＊，／を選んだ場合】【Ｒ，Ｍ，Ｎ，＋，－，＊，／を選んだ場合】    

ページの何列目を使いますか： ⑦照合するページの表の中で、書きかえ処理に使うデータの列番号を指定
します。 

 
 

画面の何列目を使いますか： ⑧書きかえるページの表の中で、書きかえるデータの列番号を指定します。 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、＠指定が可能です。 
★⑥で指定した処理で変更されたデータは、ここで指定した列に書き込
まれます。 

 
Ｒ‥置 換 《演算》 
Ｍ‥最大値 ＋‥加算 
Ｎ‥最小値 －‥減算 
Ｃ‥計 算 ＊‥乗算 
      ／‥除算 
 

書きかえの種類は［終了‥￡］： 

⑨キー列の照合結果が一致した行について、まだ変更するものがあれば、
⑥と同様に指定します。 
 他に変更するものがなければ、♪キーを押します。 

 
 
 
 
 

 
 

【Ｃを選んだ場合】【Ｃを選んだ場合】【Ｃを選んだ場合】【Ｃを選んだ場合】    

計算式は： ⑦キー列の照合結果が一致した行について、書きかえるページ中で行う計
算式を入力します。計算式は、Ｃ命令と同じです。 
! 書きかえるページの２列目と３列目の合計を、４列目に書く。 

Ｃ２＋Ｃ３＝Ｃ４♪ 
★ただし、ＡＣＭやＤＲなどの命令は使えません。また、行・マトリッ
クス・ワークエリアに関する式は使えません。 
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Ｒ‥置 換 《演算》 
Ｍ‥最大値 ＋‥加算 
Ｎ‥最小値 －‥減算 
Ｃ‥計 算 ＊‥乗算 
      ／‥除算 
 

書きかえの種類は［終了‥￡］： 

⑧キー列の照合結果が一致した行について、まだ変更するものがあれば、
⑥と同様に指定します。 
 他に変更するものがなければ、♪キーを押します。 

 
 
 

 
 
 

INFORMATION 

$ フォーマット文のないページは、書きかえるページには指定

できません。 

《処理の種類と意味》 

書きかえようとする表のデータをもとのデータ、書きかえに

使用する表のデータを新しいデータとして下記の処理を行

います。 

種類 意味 
Ｒ 

Ｍ 

 

Ｎ 

 

Ｃ 

＋ 

－ 

＊ 

／ 

もとのデータを消して、新しいデータに書きかえる。 

もとのデータと新しいデータのうち、大きい方を

選ぶ（最大値）。 

もとのデータと新しいデータのうち、小さい方を

選ぶ（最小値）。 

書きかえる表の中の計算をする。 

もとのデータに新しいデータを加える（累算）。 

もとのデータから新しいデータを引く（累算）。 

もとのデータに新しいデータを掛ける（累算）。 

もとのデータを新しいデータで割る（累算）。 

$ 書きかえの処理は全部で５回指定できます。 

$ 計算（Ｃ）・演算（＋、－、＊、／）の結果や、最大値（Ｍ）、

最小値（Ｎ）が書きかえる列の桁数より大きすぎた場合は、

そのセルを“＊”でうめます。 

$ スペースは“０”として計算し、数値データ以外の文字デー

タは無視します。 

$ 複数ページの処理中、エスケープキーを押すと一時停止しま
す。停止中に ￡ キーを押すと再開します。もう一度

エスケープキーを押すと中止します。 

$ オートプログラム中で“＊”を指定する場合は、＊の前後に

ダブルコーテーション（"）をつけてください。 
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この例題を実行すると 70、71 ページのデータは書きかえられてしまいます。 
必要であれば、別のページにコピーしておいてください。 
 
①ＵＰＤＳ￠ 
②70－71￠………70，71 ページの「売上帳」を書きかえる。 
③72－73￠………72，73 ページの「商品構成台帳Ａ／Ｂグループ」と照合する。 
④５￠……………書きかえるページのキー列には、５列目（商品コード）を指定する。 
⑤１￠……………照合するページのキー列には、１列目（商品コード）を指定する。 
⑥Ｒ￠……………72，73 ページのデータで 70，71 ページを書きかえる。 
⑦２￠……………ページの２列目（品名）を使って書きかえる。 
⑧６￠……………画面の６列目（品名）を書きかえる。 
⑨Ｒ￠……………72，73 ページのデータで 70，71 ページを書きかえる。 
⑩３￠……………ページの３列目（商品グループ）を使って書きかえる。 
⑪７￠……………画面の７列目（商品グループ）を書きかえる。 
⑫Ｒ￠……………72，73 ページのデータで 70，71 ページを書きかえる。 
⑬４￠……………ページの４列目（単価）を使って書きかえる。 
⑭９￠……………画面の９列目（単価）を書きかえる。 
⑮￠………………書きかえの指定を終了して、書きかえを実行する。 
 
 実行前の 70ページ「売上帳」              実行後の 70ページ「売上帳」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 照合する 72ページ「商品構成台帳 Aグループ」      照合する 73ページ「商品構成台帳 Bグループ」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

例題例題例題例題 70，71ページ「売上帳」を、72，73 ページ「商品構成台帳Ａ／Ｂグループ」と照合して書きかえます。 
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UPMUPMUPMUPM    Update Master（アップデート マスター）    
表と表を照合して、条件に合うデータを集計する 

! ２つの表を照合して、条件の一致した列のデータを指定した方法で集計します。 

! 売上伝票のデータを使って、売上表や在庫表を書きかえることができます。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• 小数点以下の設定は、あらかじめＤＲ命令で設定しておきます。 
• 複数ページを指定した場合、先頭ページが混在モードの場合

は、集計中に漢字モードのページがあっても、結果はすべて

混在モードになります。先頭ページが漢字モードの場合は、

混在モードのページがあると処理を中止します。 

 

仕事は＝ ①ＵＰＭ♪ 

 
照合するページは［画面‥￡］： 
 

②照合するデータが入ったページを指定します。 
! 画面のデータを使って集計する。               ♪ 
! ２から５ページと 10ページを使って集計する。 ２－５，１０♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
書きかえるページは［裏画面‥￡］： ③照合して、書きかえる表の入ったページを指定します。 

! 裏画面の表を書きかえる。                  ♪ 
! ６ページの表を書きかえる。                ６♪ 
★単独、連続、複数、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

★ここで指定したページが、書きかえられます。 
★裏画面を指定すると、書きかえは行われません。 

 
縦軸にあたる列は： ④照合するページの表の中で、書きかえる表の縦軸（キー列）にあたる列

を指定します。 
! 縦軸は２列目。                      ２♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、＠指定が可能です。 

 
横軸にあたる列は： ⑤照合するページの表の中で、書きかえる表の横軸（項目行）にあたる列

を指定します。 
! 横軸は３列目。                      ３♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、＠指定が可能です。 

 
データ列は： ⑥照合するページの表の中で、縦軸と横軸のデータが一致した場合に、書

きかえに使うデータの入った列を指定します。 
! データ列は４列目。                    ４♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、＠指定が可能です。 

 
書き込み先のキー列は： ⑦書きかえる表のキー列を指定します。 

! キー列は２列目。                     ２♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、＠指定が可能です。 
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１‥数量＋ 
２‥数量－ 
３‥件数＋ 
４‥件数－ 
 

集計方法は（１～４）： 

⑧条件が一致した場合の集計方法を、番号で選択します。 
 データ列のデータが数値データの場合は“数量”を、文字データの場合
は“件数”を指定します。 
! 現在のデータにデータ列の数値を足す。           １♪ 
! 現在のデータからデータ列の数値を引く。          ２♪ 
! 現在の件数にデータ列の件数を足す。            ３♪ 
! 現在の件数からデータ列の件数を引く。           ４♪ 

 
 

INFORMATION 

# 結果の書き込み先指定はできません。結果は、“書きかえ

るページは：”で指定したページに書き込まれます。 

# マスター集計するページの表に、合計の行・列がある場合

は、合計を計算して結果を書き込みます。 

# 複数ページを処理中にエスケープキーを押すと一時停止
します。停止中に ￡ キーを押すと再開します。もう一

度エスケープキーを押すと処理を中止します。 
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Ｒ：74￠ 
ＲＢ：75￠ 
①ＵＰＭ￠ 
②￠……………画面の表で照合する。 
③￠……………裏画面の表を書きかえる。 
④３￠…………縦軸にあたる列には、３列目（支店名）を指定する。 
⑤４￠…………横軸にあたる列には、４列目（商品群）を指定する。 
⑥８￠…………データ列には、８列目（金額）を指定する。 
⑦２￠…………書き込み先のキー列には、２列目（支店名）を指定する。 
⑧１￠…………集計方法には、“数量＋”を指定する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 照合する 75ページの「重点管理商品マスター」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例題例題例題例題 74ページ「商品売上帳」を、75ページ「重点管理商品マスター」と照合して集計します。 
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VOICEVOICEVOICEVOICE    Voice（ボイス） 
文章データを音声で読み上げる 

! ＥＤ命令で作成した文章データやテキストデータを、音声で読み上げます。 
 

実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＶＯＩＣＥ命令を実行するには、お使いのパソコンにサウンド

ボードとスピーカーが取り付けられている必要があります。 
• データ行の文字データは読み上げることはできません。表のデ

ータを読み上げる場合はＶＳＰ命令を使ってください。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＶＳＰ…表のデータを音声で読み上げる 
 

 

仕事は＝ ①ＶＯＩＣＥ♪ 

 

音声データの入力は［ページから‥１，
キーボードから‥２］： 

②音声で読み上げるデータの入力を、ページからにするかキーボードから
にするか、番号で選択します。 
! ページの文字データを音声で読み上げる。          １♪ 
! キーボードから入力した文字を音声で読み上げる。      ２♪ 

 
【ページを指定した場合】【ページを指定した場合】【ページを指定した場合】【ページを指定した場合】    

何ページを読み上げますか 
［画面‥￡］： 

③読み上げるデータのあるページを指定します。 
! ３ページの文章を読み上げる。               ３♪ 
★単独、連続、複数、混合、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
【キーボードを指定した場【キーボードを指定した場【キーボードを指定した場【キーボードを指定した場合】合】合】合】    

音声データは： ③キーボードから読み上げるデータを入力します。 
! “あいうえお”と読み上げる。          あいうえお♪ 
! “せんきゅうひゃくきゅうじゅうご”と読み上げる。 １９９５♪

 

音声データは 
［￡のみで音声出力開始］： 

④続けて読み上げるデータがある場合、データを入力します。 
♪キーのみを押すと読み上げを開始します。 
★読み上げを終了すると、④から操作が繰り返されます。 
★読み上げを終了する場合[エスケープ]キーを押します。 

 
 
 

INFORMATION 

# 漢字・ひらがな・カタカナ。数字・英文字を読み上げます。 

# 下の記号は次のように読み上げられます。 

• ％……パーセント 

• ＆……アンド 

• －……マイナス 

• ＋……プラス 

• ￥……円 

• ＜……小なり 

• ＞……大なり 

 上記以外の記号は読み上げません。 

# 外字は読み上げることはできません。 

# タイトル行やフォーマット文は読み上げません。 

# 数値は位取りして読み上げます。ただし、位取りできるのは

20桁（千京）までです。 

# 数値に付いているカンマ（，）は読み飛ばします。 

# 数値にピリオド（．）が付いていると小数点と判断し、ピリ

オドを“てん”と読み、小数点以下を数値読みにします。 

 

 

V 
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Ｒ：20￠ 
①ＶＯＩＣＥ￠ 
②1￠…………ページの内容を読み上げる。 
③￠……………画面のページを読み上げる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 20ページ「キャンペーン通知」の内容を、音声で読み上げます。 

ページの文章が音声で読み上げられます。 

“★”や倍角記号（$）などの外字などは読み上げ

ません。 

エスケープキーを押すと、読み上げを中止します。 
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VSPVSPVSPVSP    Voice Speach（ボイス スピーチ） 
表のデータを音声で読み上げる 

! 表の中に入力されている文字データを、セル単位で音声で読み上げます。 
    

実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認    

• ＶＯＩＣＥ命令を実行するには、お使いのパソコンにサウン

ドボードとスピーカーが取り付けられている必要があります。 
• あらかじめ読み上げるデータのある表を、画面に読み出して

おいてください。 
• フォーマット文のない文章データはＶＳＰ命令では読み上げ

られません。ＶＯＩＣＥ命令を使ってください。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＶＯＩＣＥ…文章データを音声で読み上げる 
 
 
 
 

 

仕事は＝ ①ＶＳＰ♪ 

 

読み上げる行は： 
 

②読み上げるデータのある行の、行番号を指定します。 
! ６行目から 12行目までのデータを読み上げる。    ６－１２♪ 
! すべてのデータ行を読み上げる。               ♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、￥指定が可能です。 

 

読み上げる列は： 
 

③読み上げるデータのある列の、列番号を指定します。 
! 指定した行の４列目を読み上げる。             ４♪ 
! すべての列を読み上げる。                  ♪ 
★単独、連続、複数、混合、Ｈ・Ｔ、Ａ、条件式、￥指定が可能です。 

  
 
【読み上げ中に【読み上げ中に【読み上げ中に【読み上げ中に[エスケープ]キーで中止した場合】キーで中止した場合】キーで中止した場合】キーで中止した場合】    
  左のメッセージボックスが表示されます。 

! 読み上げを再開する場合、［再開］ボタンをマウスで左クリックします。 
! 読み上げを中止する場合、［中止］ボタンをマウスで左クリックします。 

 
 
 

INFORMATION 

# フォーマット行のない表は、データの読み上げはできません。 

# 漢字・ひらがな・カタカナ・数字・英文字を読み上げます。 

# 下の記号は次のように読み上げられます。 

• ％……パーセント 

• ＆……アンド 

• －……マイナス 

• ＋……プラス 

• ￥……円 

• ＜……小なり 

• ＞……大なり 

 上記以外の記号は読み上げません。 

# 外字は読み上げることはできません。 

# タイトル行やフォーマット文は読み上げません。 

# 数値は位取りして読み上げます。ただし、位取りできるの

は 20桁（千京）までです。 

# 数値に付いているカンマ（，）は読み飛ばします。 

# 数値にピリオド（．）が付いていると小数点と判断し、ピ

リオドを“てん”と読み、小数点以下を数値読みにします。 

# 読み上げを開始すると、指定した範囲の中で行方向に読み

進みます。また、指定した範囲と読み上げ中のセルに色が

付けられます。 

 

 

 

 

読み上げ中のセル 

読み上げを指定した範囲 
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VTVTVTVT    Vertical Total（バーチカル トータル）    
データを時系列で集計する 

! 指定したページの中で、キー列・キー行と一致しているものを探し出して新しい表を作ります。 

! 月ごとにまとめられた売上表の中から、特定の営業所のデータを取り出して、時系列でデータを見るの
に便利です。 

 
実行前の確認実行前の確認実行前の確認実行前の確認

• 複数ページを集計する場合、表の形式を先頭ページのフォーマッ

ト文に合わせるので、桁数からはみ出したデータは削られます。 
• 行の集計を複数ページにわたって行う場合、先頭ページより

も列数の多い表があると、はみ出す列は削られます。 

• 先頭ページが混在モードの場合は、集計中に漢字モードのペ

ージがあっても、結果はすべて混在モードになります。先頭

ページが漢字モードの場合は、混在モードのページがあると

処理を中止します。 
 

仕事は＝ ①ＶＴ♪ 

 
集計するページは[画面‥￡]： 
 

②集計するページを指定します。 
! 画面のデータを集計する。 
! ２から５ページと 10ページを集計する。     ２－５，１０♪ 
★単独、連続、複合、混合、グループ、表題、ワイルド指定が可能です。 

 
１‥行 
２‥列 
 

集計するのは： 

③行と列のどちらを集計するのかを指定します。 
! 行を集計する。                      １♪ 
! 列を集計する。                ２♪（または♪） 

 
 

 
 

【行を選んだ場合】【行を選んだ場合】【行を選んだ場合】【行を選んだ場合】    

集計行は： ④集計の基準となる行を指定します。 
! 10 行目を指定する。                   １０♪ 
! 先頭データ行を指定する。                  ♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、￥指定が可能です。 

 
キー列は： 
 

⑤基準となる行と照合する列（キー列）を指定します。 
! ３列目をキー列にする。                  ３♪ 
! 先頭列をキー列にする。                   ♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、＠指定が可能です。 
★集計行とキー列の交わったところの内容が表題になります。 

 
 

【列を選んだ場合】【列を選んだ場合】【列を選んだ場合】【列を選んだ場合】    

集計列は： 

 

④集計の基準となる列を指定します。 
! 10 列目を指定する。                   １０♪ 
! 先頭列を指定する。                     ♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、＠指定が可能です。 

 
キー行は： 
 

⑤基準となる列と照合する行（キー行）を指定します。 
! ４行目（項目行）をキー列にする。             ４♪ 
! 計算開始行（Ｈ）をキー列にする。        Ｈ♪（または♪） 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、￥指定が可能です。 
★集計列とキー行の交わった欄の内容が、新しい表の表題になります。 
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キー列は： 

 

⑥新しい表に組み込む列（キー列）を指定します。 
! ３列目をキー列にする。                  ３♪ 
! 先頭列をキー列にする。                   ♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、＠指定が可能です。 

 
INFORMATION 

# 集計の結果は画面に表示されます。 

# キー列・キー行の内容と一致する行・列だけが、新しい表

に組み込まれます。 

# 複数ページを集計中に、エスケープキーを押すと一時停止
します。停止中に ￡ キーを押すと再開します。もう一

度エスケープキーを押すと処理を中止します。 

 
 
 

 
 
①ＶＴ￠ 
②76－78￠………76ページから 78ページまでの表を集計する。 
③２￠……………列を集計する。 
④２￠……………２列目（４月）を集計する。 
⑤４￠……………キー行には、４行目（項目行）を指定する。 
⑥１￠……………キー列には、１列目を指定する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                            76～78 ページの各支店別売上表 
 
 

 

例題例題例題例題 76ページから 78ページまでの、支店別の売上集計表から“４月”の売上を商品別月別で集計して、新し
い表を作ります。 

 

 



●458 

 
 

 
 
 
①ＶＴ￠ 
②76－78￠………76ページから 78ページまでの表を集計する。 
③１￠……………行を集計する。 
④６￠……………６行目を集計する。 
⑤１￠……………キー列には、１列目を指定する。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                            76～78 ページの各支店別売上表 
 
 

 

 

例題例題例題例題 76ページから 78ページまでの、支店別の売上集計表から“パソコン”の売上を支店別月別で集計して、
新しい表を作ります。 
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WWWW    Write（ライト）    
指定したページに画面の内容を書き込む 

! 画面の内容を指定したページに書き込み、保存することができます。 

 
! Ｗ命令を行うと、書き込み先の内容はすべて消去され、画面の内容に書きかえられます。書き込
むときは十分に注意しましょう。 

! データが１ページ以上あるときにＷ命令を行うと、複数ページに書き込みます。 

! サブページを指定すると、表題の確認を行わずそのまま書き込みます。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＷＣ……ＲＣ命令でつないだページを、指定したページに書き込みます。 
• ＷＦＬ…ページファイルを書き込みます。 

 

仕事は＝ ①Ｗ♪ 

 
何ページに書き込みますか： ②画面の内容を何ページに書き込むか、指定します。 

! 23 ページに書き込む。                 ２３♪ 
! サブの１ページに書き込む。               Ｓ１♪ 
! 現在のファイルの一番はじめにある空白ページに書き込む。  Ｂ♪ 
! ドライブＡのフロッピーの５ページに書き込む。      Ａ５♪ 
! メニューバー・プルダウンメニューを変更して、システムファイルの
２ページに書き込む。              ＳＹＳ／２♪ 
! 直前のＲ・ＲＢ・ＲＢＢ命令またはＷ・ＷＢ命令で指定したページと、
同じページに書き込む。                  ＊♪ 
★オートプログラム中で“＊”指定を行う場合は、前後にダブルコーテ
ーション（"）をつけてください。 

! 直前のＲ・ＲＢ・ＲＢＢ命令またはＷ・ＷＢ命令で指定した、次のペ
ージに書き込む。                     ＋♪ 
! 直前のＲ・ＲＢ・ＲＢＢ命令またはＷ・ＷＢ命令で指定した、前のペ
ージに書き込む。                     －♪ 
! 現在のファイルの先頭空きページに書き込む。        Ｂ♪ 

 

〇ページの表題は［○○○］です 
 

書き込んでよければ［￡］キーを押して
ください 

③書き込み先の表題が表示されるので、そのページに書き込んでよいか、
確認します。 
! 23 ページに、画面の内容を書き込む。             ♪ 
! 書き込むのを中止する。               エスケープ] 
★エスケープキーを押すと、“仕事は＝”の状態に戻ります。 

★ページが拡張されている場合やＲＣ命令でつないでいる場合は、指定
ページから複数ページにわたって書き込みます。画面には、複数ペー

ジの表題が表示されるので、書き込んでよければ♪キーを押してくだ
さい。 

 
 

【ページがプロテクトされている場合】【ページがプロテクトされている場合】【ページがプロテクトされている場合】【ページがプロテクトされている場合】    

キーワードを入れてください： 指定したページにつけられた、キーワードを入力します。 
! キーワード“88”を入れる。               ８８♪ 

 
 
 
 
 

W 

重要重要重要重要 
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INFORMATION 

# あらかじめＳＥＴＣ命令で“Ｗ命令実行時のリカバリ”を

設定してからＲＶ命令を行えば、消した内容を画面に表示

させることができます（Ｗ命令実行直後）。ただし、ペー

ジ拡張時、またはＲＣ命令でページをつないでいる場合に

は、最初の１ページだけ画面に表示します。 

# サブページは、メモ帳のつもりで、とりあえず書き込んで

おくのに便利です。もちろん保存しておきたい内容は、デ

ータフロッピー内のページやファイルのページに書き込

んだほうが良いでしょう。 

# 書き込み先に指定したページがプロテクト（保護）されて

いる場合は、正しいキーワードを入れるまで書き込むこと

ができません。 

# 書き込み先に、使っていないページや表題のつけられていな

いページを指定した場合、表題欄には何も表示されません。 

# Ｗ命令は、Ｔ命令中にも使うことができます。 

# Ｒ命令、Ｗ命令、ＲＢ命令、ＷＢ命令、ＲＢＢ命令以外の

命令の場合、ページ指定に“＋”“－”“＊”は使えませ

ん。 
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WBWBWBWB    Write of Backarea（ライト オブ バックエリア） 
裏画面を指定したページに書き込む 

! 裏画面のページを、指定したページに書き込みます。 
 

! ＷＢ命令を行うと、書き込み先の内容はすべて消去され、裏画面の内容に書きかえられます。書
き込むときは十分に注意しましょう。 

 

仕事は＝ ①ＷＢ♪ 

 

何ページに書き込みますか： ②裏画面の内容を何ページに書き込むか、指定します。 
! 23 ページに書き込む。                 ２３♪ 
! サブの１ページに書き込む。               Ｓ１♪ 
! 現在のファイルの一番はじめにある空白ページに書き込む。 Ｂ♪ 
! ドライブＡのフロッピーの５ページに書き込む。      Ａ５♪ 
! メニューバー・プルダウンメニューを変更して、システムファイルの
２ページに書き込む。              ＳＹＳ／２♪ 
! 直前のＲ・ＲＢ・ＲＢＢ命令またはＷ・ＷＢ命令で指定したページと、
同じページに書き込む。                  ＊♪ 
★オートプログラム中で“＊”指定を行う場合は、前後にダブルコーテ
ーション（"）をつけてください。 

! 直前のＲ・ＲＢ・ＲＢＢ命令またはＷ・ＷＢ命令で指定した、次のペ
ージに書き込む。                     ＋♪ 
! 直前のＲ・ＲＢ・ＲＢＢ命令またはＷ・ＷＢ命令で指定した、前のペ
ージに書き込む。                     －♪ 

! 現在のファイルの先頭空きページに書き込む。        Ｂ♪ 
 

〇〇ページの表題は［〇〇〇］です 
 

書き込んで込んでよければ［￡］を押し
てください： 

③書き込み先の表題が表示されるので、そのページに書き込んでよいか、
確認します。 
! 書き込みを行う。                      ♪ 
! 書き込むのを中止する。               エスケープ] 
★エスケープキーを押すと、“仕事は＝”の状態に戻ります。 

★ページが拡張されている場合やＲＣ命令でつないでいる場合は、指定
ページから複数ページにわたって書き込みます。画面には、複数ペー

ジの表題が表示されるので、書き込んでよければ♪キーを押してくだ
さい。 

    
【ページがプロテクトされている場合】【ページがプロテクトされている場合】【ページがプロテクトされている場合】【ページがプロテクトされている場合】    

キーワードを入れてください： 指定したページにつけられた、キーワードを入力します。 
! キーワード“88”を入れる。               ８８♪ 

 
 

INFORMATION 

# あらかじめＳＥＴＣ命令で“Ｗ命令実行時のリカバリ”を設

定してからＲＶ命令を行えば、消した内容を画面に表示させ

ることができます（Ｗ命令実行直後）。ただし、ページ拡張

時、またはＲＣ命令でページをつないでいる場合には、最初

の１ページだけ画面に表示します。 

# サブページは、メモ帳のつもりで、とりあえず書き込んでお

くのに便利です。もちろん保存しておきたい内容は、データ

フロッピー内のページやファイルのページに書き込んだほ

うが良いでしょう。 

# 書き込み先に指定したページがプロテクト（保護）されてい

る場合は、正しいキーワードを入れるまで書き込むことがで

きません。 

# 書き込み先に、使っていないページや表題のつけられていな

いページを指定した場合、表題欄には何も表示されません。 

# Ｒ命令、Ｗ命令、ＲＢ命令、ＷＢ命令、ＲＢＢ命令以外の命

令の場合、ページ指定に“＋”“－”“＊”は使えません。 

 

重要重要重要重要 
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WCWCWCWC    Write Chaining（ライト チェイニング）    
ＲＣ命令でつないだページを、指定したページに書き込む 

! ＲＣ命令でつないだデータを、指定ページから書き込むことができます。 

 
! ＷＣ命令を行うと、書き込み先の内容はすべて消去され、画面の内容に書きかえられます。書き
込むときは十分に注意しましょう。 

類似命令類似命令類似命令類似命令    

• Ｗ………指定したページに画面の内容を書き込みます。 
• ＷＦＬ…ページファイルを書き込みます。 

 
仕事は＝ ①ＷＣ♪ 

 
書き込み先頭ページは： ②つないだ結果を何ページから書き込むか、指定します。 

! 50 ページから書き込む。                ５０♪ 
 

○ページの表題は[○○○]です 
○ページの表題は[○○○]です 
 

書き込んでよければ 
[￡]キーを押してください： 

③書き込み先の表題が表示されるので、そのページに書き込んでよいか確
認してから、♪キーを押します。 
! 内容を書き込む。                      ♪ 
! 書き込むのを中止する。               エスケープ] 
★書き込み先のページの表題がすべて表示されます。ただし、ページ数
が８ページ以上になる場合は、最初の６ページと最後の１ページの表
題だけが表示されます。 

 
 

【ページがプロテクトされている場合】【ページがプロテクトされている場合】【ページがプロテクトされている場合】【ページがプロテクトされている場合】    

キーワードを入れてください： 指定したページにつけられた、キーワードを入力します。 
! キーワード“88”を入れる。               ８８♪ 
 

 
 

INFORMATION 

# Ｗ命令でも同様にページへ書き込むことができます。 

# Ｗ命令やＷＣ命令でページに書き込むと、つながれていたペ

ージは１ページ単位で切りはなされます。 

# データの少ないページでも、最終ページにはデータのない内

容が書き込まれます。 

# サブページに書き込むこともできます。サブページへ書き込

むと、表題の確認を行わずそのまま書き込みます。 

# ＷＦＬ命令を使えば、ページをつなげた状態のままのページ

ファイルとして書き込むことができます。 

# 書き込み先に指定したページがプロテクト（保護）されてい

る場合は、正しいキーワードを入れるまで書き込むことがで

きません。 

# 何も書き込まれていないページや表題のつけられていない

ページを指定した場合、表題欄には何も表示しません。 

# ＳＥＴ命令で、“Ｗ命令実行時のリカバリ”が“する”にセ

ットしてあれば、ＷＣ命令実行直後にＲＶ命令を行って最初

の１ページを表示することができます。 

 

重要重要重要重要 
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WFLWFLWFLWFL    Write Pagefile（ライト ページファイル） 
ページファイルへ書き込む 

! 画面上のページを、ページファイルに書き込みます。 
 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• Ｗ………指定したページに、画面の内容を書き込みます。 
• ＷＣ……ＲＣ命令でつないだページを、指定したページに書き込みます。 

 

仕事は＝ ①ＷＦＬ♪ 

 

書き込むファイル名は： ②書き込むページファイルに付ける、ファイル名を入力します。 
! “MEIBO”とファイル名を付ける。         ＭＥＩＢＯ♪ 
★ファイル名として付けることのできない文字があります。詳しくは
「INFORMATION」をご覧ください。 

★ページに付けられている表題とファイル名は別のものです。ページの表
題はそのまま残ります。 

★ページファイルは、マイツールをインストールしたディレクトリの下の
“MYFILEX”のディレクトリに書き込まれます。それ以外のディレクト

リやドライブに書きこむ場合は次のように指定します。 

《例》 “ETC”というディレクトリに“MEIBO”というファイル名を付け 

    て書き込む。         ￥ＥＴＣ￥ＭＥＩＢＯ♪ 
    Ａドライブのフロッピーに“MEIBO”というファイル名を付けて 

    書き込む。          ”Ａ：￥ＭＥＩＢＯ”♪ 

 
 

パックしますか 
［Ｙ‥する／Ｎ‥しない］： 

③書き込むページファイルをパックするかどうかを指定します。 
パックとは、表の中にＢＭＰ、ＷＡＶＥ、ＡＶＩファイルのファイル名
が取り込まれているとき、表データといっしょにこれらのデータも圧縮
してページファイル内に書き込むことです。 
! パックして書き込む。                   Ｙ♪ 
! パックしないで書き込む。                 Ｎ♪ 
 
 

【新しいファイルの場合】【新しいファイルの場合】【新しいファイルの場合】【新しいファイルの場合】    

［〇〇〇］は新規ファイルです。  

書き込んでよければ実行キーを押して
下さい： 

④②で入力したファイル名が表示されます。 
! 新しく書き込む。                      ♪ 
! 書き込むのを中止する。               エスケープ] 
 
 

 
 
【既存のファイルの場合】【既存のファイルの場合】【既存のファイルの場合】【既存のファイルの場合】    

［〇〇〇］は既存ファイルです。  

上書きしてよければ実行キーを押して
下さい： 

④②で入力したファイル名がすでに存在する場合、左のように表示されま
す。 
! 上書きして書き込む。                    ♪ 
! 書き込むのを中止する。               エスケープ] 
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INFORMATION 

# ページファイルとは、拡張されたページやＲＣ命令などでつ

なげられたページを、つながったままの状態で保存すること

ができる形式のファイルです。 

# 書き込んだページファイルはマイツールをインストールし

たディレクトリの下の“MYFILEX”のディレクトリに、ファ

イル（マイツールのＦＩＬＥ命令で作られるファイルではな

く、ひとつのデータファイル）として保存されます。 

# ページファイルに付けるファイル名として、次の文字を半角

で付けることはできません。 

 ． ， ／ ＊ ” ： ； ＜ ＞ ＋ ＝ ￥ ｜  

★ 全角文字であれば付けることができます。また、スペー

スは半角、全角どちらでも付けることはできません。 

# 書き込んだページファイルは、ＲＦＬ命令で画面に読み出し

ます。 

# ページファイルの一覧はＦＩＬＥＸ命令で見ることができ

ます。 

# ページファイルは各命令のページ指定時で、通常のページと

同様に指定することができます。ただし、ＥＦ命令、ＤＦ命

令でデータページとして指定することはできません。 

# ＢＭＰファイル、ＷＡＶＥファイル、ＡＶＩファイルがペー

ジに取り込まれている（ファイル名が書き込まれている）場

合、そのページをＣＯＰＹ命令でフロッピーにコピーしても、

ＢＭＰファイルなどのファイルそのものはコピーされませ

ん。 

 ＢＭＰファイルなどをいっしょに書き込みたい場合は、ＷＦ

Ｌ命令でページファイルとして書き込み、パックを“する”

にします。 

# パックしたページファイルはＰ型のページファイルとなり、

ＦＩＬＥＸ命令で見るとファイル名の右側に“ＭＹＰ”と表

示されます。パックしないページファイルは、Ｘ型のページ

ファイルとなり、ファイル名の右側に“ＭＹＸ”と表示され

ます。この“ＭＹＰ”“ＭＹＸ”はファイルにつけられる拡

張子でもあります。 
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WINEXEWINEXEWINEXEWINEXE    Windows Execute（ウィンドウズ エグゼキュート） 
アプリケーションを起動する 

! マイツール上から、Ｗｉｎｄｏｗｓのアプリケーションを起動します。 

 

仕事は＝ ①ＷＩＮＥＸＥ♪ 

 

コマンドは［￡：explorer.exe］： ②起動するアプリケーションの、プログラム名を入力します。 
 ＥＸＥ形式であれば、カンマ（．）以下の拡張子は省略可能です。 
 ♪キーのみを押すとファイルマネージャが起動します。 
! Ｗｉｎｄｏｗｓのペイントブラシを起動する。 ＰＢＲＵＳＨ♪ 
! エクスプローラを起動する。                 ♪ 
“WINDOWS”のディレクトリまたはその下の“SYSTEM”以外のディレクト
リにあるプログラムを起動する場合は、ディレクトリ名を含めて入力し
ます。 
 この場合、ディレクトリ名とファイル名の前に“￥”を付けてください。
《例》 “TOOL”というディレクトリにある、“DEMO.EXE”というプロ 

     グラムを起動する。     ￥ＴＯＯＬ￥ＤＥＭＯ♪ 
マイツールをインストールしたドライブ以外のドライブからプログラム
を起動する場合は、ファイル名の前にドライブ名とコロン（：）を付け
て、ダブルコーテーションで囲んでください。 

 《例》 ＥドライブのＣＤ－ＲＯＭから“DEMO.EXE”というプログラム 

     を起動する。          ”Ｃ：￥ＤＥＭＯ”♪ 
 

INFORMATION 

# Windowsのディレクトリにあるプログラムには、たとえば次

のようなものがあります。 

• 電卓（calc.exe） 

• メモ帳（notepad.exe） 

• ペイント（pbrush.exe） 

• ＣＤプレーヤー（cdplayer.exe） 

• ワードパッド（write.exe） 

# “コマンドは：”のメッセージで、プログラム名の後にファ

イル名を付けて指定すれば、プログラムを起動すると同時に

ファイルを開くこともできます。ただし、そのファイルが編

集可能なプログラムである場合に限ります。 

 《例》 ペイントの起動と同時に“CAT.BMP”というＢＭＰ 

     ファイルを編集する。 

       PBRUSH CAT.BMP と入力します。 

  ★“CAT.BMP”というＢＭＰファイルがマイツールをイン 

   ストールしたディレクトリ（標準で“MTFREE”）、も 

   しくはその下の“MYBMP”のディレクトリにある場合で 

   す。その他のディレクトリにある場合はディレクトリ 

   名から指定する必要があります。 

# Windowsの機能で“アプリケーションとの関連付け”がされ

ている拡張子の付けられたファイルであれば、“コマンド

は：”のメッセージで、そのファイル名を入力すれば、関連

付けされたアプリケーションを起動してから、ファイルを開

くことができます。 

 《例》 “WAV”という拡張子が“sndrec32.EXE（サウンド 

     レコーダー）”というプログラムに関連付けされ 

     ている場合。 

      BAYBAY.WAV と入力すると、サウンドレコーダ 

     ーが起動し “BAYBAY.WAV”のファイルを編集（再 

     生）することができます。 

★ “BAYBAY.WAV”というＷＡＶＥファイルがマイツール 

 をインストールしたディレクトリ（標準で“MTFREE”） 

 もしくはその下の“WAVE”のディレクトリにある場合で

す。その他のディレクトリにある場合はディレクトリ 

名から指定する必要があります。 
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XXXX    Exchange（エクスチェンジ）    
おもて画面と裏画面とを入れかえる 

! おもて画面の内容を裏画面に移し、裏画面の内容をおもて画面に表示します。 

 

仕事は＝ ①Ｘ♪ 

 
 
 

INFORMATION 

# 作りかけの表や参考用の表を裏画面に移しておき、おもて

画面と裏画面を見くらべながら効率的に仕事ができます。 

# Ｘ命令は、ＣＭＰ・ＩＣＢ・ＩＬＢ・ＤＯＣ・ＤＯＣＲ命

令の際によく使います。 

 

# 次の命令を使うと、裏画面に保存しておいた内容は消えて

しまいます。注意しましょう。ＡＣＭＣ・ＣＮＣ・ＣＰＳ・

ＣＰＳＬ・ＣＴＰ（モード変更）・ＢＥＳＴ・ＤＦ・ＤＳ

Ｈ・ＥＦ・Ｇ（帯・点・散布図・工程管理）・ＭＡＴ・Ｍ

Ｔ・ＭＴＥ・ＭＴＬ・ＲＦ・Ｓ・ＳＨ・ＳＨＤ・ＳＨＧ・

ＴＣ・ＴＭＴ・ＵＰＤ・ＵＰＤＳ・ＵＰＭ・ＶＴ・ＸＹ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
わかりやすくするために、まずＤＳ命令で画面を分割しておきます。 
ＤＳ￠１￠￠￠ 
 
続けておもて画面と裏画面にデータを読み出します。 
Ｒ：５￠ 
ＲＢ：６￠ 
 
Ｘ命令で、おもて画面と裏画面を入れかえます。 
①Ｘ￠ 
★Ｘ命令をくり返し行うと、おもて画面と裏画面のデータが交互に入れかわるのがわかります。 

 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

X 

例題例題例題例題 おもて画面と裏画面を交互に表示します。 
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XYXYXYXY    X Y Change（エックス ワイ チェンジ）    
項目行を指定して、表の行と列を入れかえる 

! 表の行と列を入れかえて、新しい行数・列数・桁数の表にします。 

! 項目行にする列が、選択できます。 

! 行と列を入れかえた結果、行数・列数が足りなくなるようなときでも、ページサイズを変更してページ
に収まるようにします。 

 
類似命令類似命令類似命令類似命令    

• ＴＲＰ…行と列を入れかえます。 

 

仕事は＝ ①ＸＹ♪ 

 
何列目を項目行にしますか： ②行と列を入れかえた表の、項目行にする列の番号を指定します。 

! １列目を項目行にする。            １♪（または♪） 
! ３列目を項目行にする。                  ３♪ 
★単独、Ｈ・Ｔ、条件式、＠指定が可能です。 
★♪キーのみを押した場合、処理可能な先頭列をとります。 

 
 

INFORMATION 

# 行と列のデータ数が等しくなくても、入れかえることができ

ます。 

# ケイ線が引かれていても、行列の入れかえに問題はありません。 

# ＴＲＰ命令と異なり、入れかえの結果、データが削られるよ

うなことはありません。 

# 入れかえの結果、空白（スペース）になる行・列は、削ります。 

# ＸＹ命令を行う場合、縦と横のデータ数によって、次の①～

③のような表を作ります。 

 
 
①縦項目（Ａ、Ｂ、Ｃ）と横項目（イ、ロ、ハ）の数が同じとき。 

<元の表>            <入れかえた表> 

 イ ロ ハ   Ａ Ｂ Ｃ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

1 

4 

7 

2 

5 

8 

3 

6 

9 

 
$ 

イ 

ロ 

ハ 

1

2

3

4

5

6

7 

8 

9 

 ↑ 
 項目行にする列 
 
②縦項目（Ａ、Ｂ）より、横項目（イ、ロ、ハ、ニ）の数の方が大きいとき。 

<元の表>               <入れかえた表> 

 イ ロ ハ ニ   Ａ Ｂ 
Ａ 1 2 3 4 $ イ 1 5 
Ｂ 5 6 7 8  ロ 2 6 
      ハ 3 7 
      ニ 4 8 

 ↑ 
 項目行にする列 

★横項目の多い分だけ、新しい表に行を増やします。また、縦項目の数に合わせて列を削ります。 
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③横項目（イ、ロ）より、縦項目（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）の数の方が大きいとき。 

<元の表>               <入れかえた表> 

 イ ロ   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
Ａ 123456 1234 $ イ 123456 1000 2000 200 
Ｂ  1000  100  ロ  1234 100  20  3 
Ｃ  2000  20       
Ｄ   200   3       
 ↑ 
 項目行にする列 

★縦項目の多い分だけ、新しい表に列を増やし、列幅はデータに１桁足した桁数になります。また、横項目
の数に合わせて行を削ります。 

★入れかえの結果、表がページのサイズを超えてしまった場合は、ページサイズを変更して、ページに収ま
るようにします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
Ｒ：10￠ 
①ＸＹ￠ 
②１￠…………１列目を項目行にする。 
 
 実行前                        実行後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

例題例題例題例題 10ページ「支店別売上表 94年」の、表の行と列を入れかえます。 



    

    

PART2 
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エラーメッセージと対策………………………………470 
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マイツール命令早見表…………………………………490 
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    エラーメッセージと対策エラーメッセージと対策エラーメッセージと対策エラーメッセージと対策    
 
エラーの原因と、対策の説明です。 
マイツールを使用しているときに、間違った操作や間違った入力をすると、エラー番号とエラーメッセージが画面に表
示されます。該当部分をご覧ください。 
★使う命令によって、多少違った表現のメッセージが表示されることがあります。 

★オートプログラム実行中にはメッセージ中にエラーのある行番号を表示します。 

 

 

０ ○○○という命令はありません 
入力した命令はありません。 

または、入力した計算式の演算子、カッコ（ ）、関数

の使い方に誤りがあります。 

 

２ 命令が実行できません 

バージョンが違うため、この命令は使えません。 

 

６ ディスク領域がいっぱいです 

命令やプログラムを実行するためのディスクメモリー

が足りません。ＦＩＬＥ命令で不要なページ数を減らし

て、もう一度実行してください。 

 

10 ●○ドライブのフロッピーが違います 
  ●○ドライブの［ファイル名］が見つかりません 

ドライブにセットしたフロッピーが違います。 

ドライブＡ（またはＢ）にはデータフロッピーを入れて

ください。 

 

11 ○ドライブの入出力エラーです 

フロッピーディスクドライブまたはハードディスクド

ライブの入出力エラーが発生したとき、エスケープキーを

押しました。 

 

12 ○ドライブの［○○ページ］が読めません 

正しくページやファイルが読み込めませんでした。 

もう一度やり直してもメッセージが表示される場合、そ

のページは使用しないでください。 

 

13 ○ドライブの［○○ページ］が書けません 

正しくページやファイルが書き込めませんでした。 

もう一度やり直してもメッセージが表示される場合、そ

のページは使用しないでください。 

 

15 ●領域が足りないので初期化できません 
  ●フォーマット中エラー発生 

システムのフォーマットを行ってください。不良セクタ

ーの表示が出なかったら、もう一度ＩＮＩ命令を行って

ください。不良セクターが表示された場合はマイツール

のデータフロッピーとしては使用できません。 

22 『￡』のみの入力はできません 

命令実行中や処理を選択する場合など、なんらかのデー

タを必要とするものでは、 ￡ キーのみでは実行でき

ません。適切なデータを入力してください。 

 

23 『￡』以外の入力はできません 

処理を続行する場合は、必ず ￡ キーを押してくださ

い。 

 

24 入力された指定はできません 

区分、番号、値などその命令の入力データには指定でき

ないものを入力しました。または、命令実行後にその命

令の入力データの制限を超えたものを入力しました。 

使っている命令をもう一度確認してください。 

 

26 入力が範囲外です 
  ●正しい行（列）番号を入力してください 
  ●正しい値を入力してください 

指定された行や列の番号が１より小さかったり、最大行

や最大列を超えているか、または表の中のデータではな

い部分の行や列を指定しています。 

《例》 

ＡＣＭ、ＴＬなど計算関係の命令では計算可能な行は項目行

の次（通常６行目）からです。 

確認後、もう一度入力してください。 

 

28 行（列）の指定が誤りです 

行列指定で、間違った行または列を指定しました。 

確認後、もう一度入力してください。 

 

30 指定されたファイル名はありません 

指定されたファイル名は登録されていません。 

確認後、もう一度入力してください。 

 

32 指定されたファイルは使用中です 

ＳＨ命令などで指定したＶ型の入力ファイルと同じフ

ァイルを書き込み先に指定しました。 

ＰＡＧＥ命令で指定したＶ型ファイルと同じファイル

にページ間処理の命令の書き込み先の指定をしました。 
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40 ページ指定に誤りがあります 

! 数字以外の指定、グループ番号１～４以外の指定、

１－Ｓ３などの指定、Ｗ命令以外でＢの指定などを

行いました。 

! Ｒ・Ｗ命令以外で＋、－、＊を指定しました。 

! Ｔ命令でＲ・Ｗ命令以外の命令を指定しました。 

! 固定（Ｆ）型ファイルに対してファイル名のみを指

定したか、または可変（Ｖ）型ファイルに対して部

分指定をしました。 

! ＰＡＧＥ命令で出力指定した可変（Ｖ）型ファイル

（またはページ）に対して読み書きしようとしまし

た。 

! インデックス型ファイルでは、グループ指定はでき

ません。 

 

41 ページ番号が大きすぎます 

最後のページ数よりも大きい値を指定しました。 

確認後、もう一度入力してください。 

 

42 ページ数が多すぎます 

! ＲＣ命令などで、指定可能なページ数よりも多いペ

ージを入力しました。 

! Ｒ命令などで、複数のページを指定しました。 

! 確認後、もう一度入力してください。 

 

43 ページが見つかりません 

検索指定（＝○○）かグループ指定（Ｇ１～Ｇ４）をし

たとき、該当するページがありませんでした。 

確認後、もう一度入力してください。 

 

46 ●空きページがありません 処理を中止します 
  ●空きページがありません 

フロッピーの最終ページまで書き込んでしまい、これ以

上書き込めません。不要なページを削除してください。 

《例》 

１．Ｗ命令で空きページに書き込もうとしましたが、空きページが

ありませんでした。不要ページを削除するか、不要ページに書き

込んでください。 

２．Ｓ・ＳＨ・ＷＣ命令などで複数ページにわたる結果を書き込む

途中に、最終ページを超えてしまいました。または、指定された

書き込みページの範囲を超えてしまいました。書き込み先頭ペー

ジ番号か、書き込みページの範囲を変更してください。 

 
47 書き込み先が不足です 

Ｓ・ＣＯＰＹ・ＰＡＧＥ・ＧＥＤなどの命令で、データ

を書き込む際、データが最終ページを超えてしまいます。

書き込み先頭ページを変更してください。 

 

48 ページが連続していません 

連続していないページを指定しました。 

ハイフン（－）を使って指定してください。カンマ（，）

は使えません。 

50 ●入力されたキーワードに誤りがあります 
  ●キーワードのエラーです（○○） 

画面に出る内容（○○）の番号ごとに下記の原因がある

ので、ＰＲＴ命令でキーワードを削除するか、変更して

ください。 

20＝入力ページの先頭にキーワードがないのに、それ

以降のページにキーワードがあります。 

21＝入力ページの先頭のキーワードと、それ以降のキ

ーワードが違います。 

30＝出力ページの先頭にキーワードがないのに、それ

以降のページにキーワードがあります。 

31＝出力ページの先頭のキーワードとそれ以降のキ

ーワードが違います。 

（注）ただし、途中にキーワードのないページがあっ

てもかまいません。 

 

52 指定されたファイルにはページがありません 

ページが１つもないファイルを指定しました。 

確認後、もう一度入力してください。 

 

54 指定されたファイルは処理できません 

! 可変ファイルまたはフロッピーファイルのページ数

は変更できません。 

! Ｓ・Ｍ・Ａ・Ｂ・Ｃのファイル、ＣＨＦ命令で指定

されているファイル、ＰＡＧＥ命令で指定されてい

るファイルはファイル名をかえたり、内容を空白に

したり、削除することはできません。 

! 固定ファイルはプロテクトできません。 

! プロテクトがかけられているページがあるファイル

を削除することはできません。 

! インデックス型ファイルは、プロテクトやグループ

指定できません。 

 
55 ページファイルは指定できません 

拡張されたページや、ＷＦＬ命令で書き込んだファイル

は指定できません。 

 

56 指定されたドライブは削除することはできません 

指定されたドライブに、ファイルが登録されています。

ファイルを削除して、再実行してください。 

 

58 ＲＶＯＦＦ中なのでＲＶ命令は使えません 

ＲＶＯＮ命令を実行してください 

 

59 漢字モードのページは処理できません 

書き込みページが漢字モードの場合はＳＧＥＴ命令を

実行することはできません。ＣＴＰ命令で混在モードに

変更してください。 



 

●472 

60 モードが合わないため処理を中止します 

実行中の命令では使えないモードのページを使ってい

ます。各命令の注意にしたがって、ＣＴＰ命令でモード

の変更をしてください。 

《例》 

１．ＳやＳＨなど検索関係の命令で、漢字モードの複数ペー

ジを処理中、混在モードのページが現れました。全部ど

ちらかのモードに統一してください。 

２．ＤＯＣ・ＤＯＣＲ命令などでは漢字モードのページに混

在モードのデータは入れられません。モードを統一して

ください。 

 

62 グラフィックページなので処理できません 

この命令では、グラフィックページを指定できません。 

 

64 処理できる行または列がないので入力された命令
は使えません 

フォーマット行のないページやデータ行がないページ

では列を指定する命令や計算、検索関係の命令は使えま

せん。 

《例》 

ＭＣ・ＩＣ・ＥＣや計算、検索関係の命令は、ページの中に

表があってもフォーマット行（Ｆ＝10,8,8など）がなければ

処理できないので、ＣＦＡ命令などで、フォーマット行を挿

入してください。 

 

66 このページは行または列がいっぱいです 
  これ以上行や列を増やすことはできません 

指定されたページの行または列がページサイズでいっ

ぱいのため、これ以上行や列を増やせません。不要な行

や列を削除したり、ＣＰＳ命令でページサイズを変更し

てください。 

《例》 

ＩＬ命令やＩＣ命令で行や列を挿入している場合は、ＤＬ命

令やＤＣ命令で不要な行や列を削除してから行ってください。 

 

67 横方向にページを結合中なので入力された命令は
使えません 

ＲＣ命令で横方向にページを結合中は、入力された命令

は使えません。 

結合中に使えない命令については、ＲＣ命令をご覧くだ

さい。 

 
68 ページを結合中なので入力された命令は使えませ
ん 

ＲＣ命令で複数ページを結合中なので、入力された命令

は使えません。ＷＣ命令で書き込んでしまうか、Ｒ命令

で他のページを読み出すなどしてください。 

結合中に使えない命令については、ＲＣ命令をご覧ください。 

 

69 拡張モードの時にＬ指定はできません 

拡張モードの場合は入力された指定はできません。 

ＳＥＴＣ命令で固定モードに変更してください。 

70 データが多すぎるので処理を中止します 

データ数の上限を超えているので、処理を２回に分ける

か、表から不要なデータを削除してデータ数を減らして

ください。 

《例》 

ＤＯＣ命令で結合した結果、ページ内におさまらない行があ

った場合、処理を中止します。２つの表の不要な行を削除し

て、再実行してください。 

 

71 指定された行または列が見つかりません 

表の中にない行または列を指定しています。 

確認してください。 

 

72 キー列の指定が誤りです 

画面で指定したキー列数と合いません。 

確認後、もう一度入力してください。 

 

73 照合するページのキー列の○○行目が文字正順に
なっていません 

ＭＴＥ・ＵＰＤＳ命令で、照合するページに指定したキ

ー列のデータが、文字正順で並べかえてありません。Ｓ

命令で並べかえてから実行してください。 

 

74 これ以上色をつけることはできません 
  １行につけられる色は 50列までです 

１行につけられる色（階調）は 50 列までです。指定さ

れた場所に、51列以上色をつけることはできません。 

《例》 

ＳＥＴＰ命令で色指定をするとき、１行に 50までしか色はつ

けられません。 

 

75 ●奇数桁の列があるので変更できません 
   偶数桁にしてください 
  ●半角の文字または連続していない半角スペース 
   があるので変更できません 

奇数桁の列は偶数桁に、半角文字は全角文字に、奇数個

のスペースは偶数個のスペースに変えてください。 

 

76 始値，分割数，増分のいずれかの指定に誤りがあ
ります 

“初めの値，分割数，増分”の指定が誤っています。 

《例》 

100から 20ずつ、５段階に分ける場合は、“100， ５，20”

と指定します。 

 

78 指定した桁数が小さいため新しい表が作れません 

ページの横方向の長さが少なくて新しい表ができませ

ん。新しい表の１行の長さを指定し直してください。 
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80 フォーマット行より上か、項目行が多すぎるので
入力された命令は使えません 

フォーマット行より上にたくさんのデータがあったり、

項目行が何 10 行にもわたるような状態で、１ページ分

を超えている場合、入力された命令は使えません。ＤＬ

命令などで不要な行を削除してください。 

 

190 プリンタの設定に誤りがあります 

ＰＳＥＴ命令の接続プリンタ機種の設定が、ご使用のプリ

ンタの機種と一致しているか確認してください。一致して

いない場合は、プリンタ機種の設定を変えてください。 

 

191 コントロールコードの指定に誤りがあります 

コントロールコードの指定が誤っています。 

“ＰＣＯＮ”で指定できるコントロールコードは 16 進

で 00～ＦＦまでの２桁以内の数字です。 

 

195 データページのモードが合いません 
   データページのモードを統一してください 

ＰＦ・ＤＦ命令で複数ページを処理中、先頭データペー

ジとモードが違うページが現れました。ＣＴＰ命令で全

部どちらかのモードに統一してください。 

 

300 計算式に誤りがあります 

入力された計算式の演算子、（ ）、関数の使い方など

が違っています。 

 

301 『＝』がありません 
   または 右辺式に誤りがあります 

計算式に“＝”がありません。 

計算式を書いた場合、必ず“＝”を入れてください。 

または、計算式の右辺が誤っています。 

確認後、再入力してください。 

 

302 計算場所指定に誤りがあります 

計算場所指定が誤っています。 

《例》 

Ｃ３＊Ｃ４＝Ｃ５，Ｎなどは指定できません。 

 

303 『（』と『）』が正しく対応していません 
  または演算子を２つ以上連続して指定しています 

入力された計算式のカッコ（ ）、演算子の使い方を誤

っています。 

カッコ（ ）は対応して使ってください。演算子は“＊”

以外、２つ以上続けて指定できません。 

 

304 行・列・マトリックス指定に誤りがあります 

行や列、マトリックスの指定が誤っています。 

《例》 

ＬＡ＋ＬＢ＝ＬＴのように、行番号が入るところに無意味な

文字は使えません。 

305 行・列番号の指定が誤っています 

規定の範囲外の行・列を指定しました。 

確認後、もう一度入力してください。 

 

306 定数項の指定に誤りがあります 

数値でない項や、数値であっても桁数が大きすぎる項が

あります。または、ＹＭＤ関数で“日付”として認めら

れない文字列を使っています。 

数値に直すか、または桁数を 35 桁より下に修正してく

ださい。 

 

307 Ｃ（列）とＬ（行）の混じった計算式は使えませ
ん 

１つの計算式に、Ｃ（列）とＬ（行）は混ぜて使えませ

ん。 

《例》 

Ｃ５＊Ｃ６＝Ｌ12などは使えません。 

 

308 左辺式と右辺式が適合していません 

左辺式と右辺式が適合していません。 

行・列・ワーク列を含む計算式では、右辺式でマトリッ

クスを指定することはできません。またＭＴＲ式では右

辺の指定はできません。右辺でマトリックスを指定した

場合、計算場所指定はできません。 

 

309 連続指定・特殊関数の計算式に誤りがあります 

連続指定、特殊関数の計算式に誤りがあります。 

行・列・ワーク列以外の項を含んでいるか、第１項と第

２項の項の種類が違っています。 

または、左辺の項数が２つ以上です。 

 

310 関数式に誤りがあります 

関数名のつづり間違いか、Ｃ命令では使えない関数名を

使っています。 

一般関数、特殊関数、カウント関数、ストリング関数な

ど、関数名をもう一度確かめてください。 

または、カッコ［ ］の位置が間違っています。 

 

312 行方向または『Ｗ』指定の計算はできません 

ＡＣＭＣ命令やＭＡＶ命令の複数ページを指定した場

合は、行方向への計算や、ワークエリアに書き込むこと

はできません。 

 

319 ●ＡＣＭ命令の書式に誤りがあります 

ＳＩＭ命令の書式の中で、ＡＣＭ命令の部分に誤りがあ

ります。修正後、もう一度やり直してください。 

 

 ●ＤＲ命令の書式に誤りがあります 

ＳＩＭ命令の書式の中で、ＤＲ命令の部分に誤りが

あります。修正後、もう一度やり直してください。 
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 ●ＩＣＭ命令の書式に誤りがあります。 

ＳＩＭ命令の書式の中で、ＩＣＭ命令の部分に誤り

があります。修正後、もう一度やり直してください。 

 

 ●ＤＣＭ命令の書式に誤りがあります 

ＳＩＭ命令の書式の中で、ＤＣＭ命令の部分に誤り

があります。修正後、もう一度やり直してください。 

 

320 書き込み先頭ページの指定に誤りがあります 

! Ｓ命令実行時の書き込み先頭ページのエラーです。 

! 入力ページ数がサブページのページ数＋47 ページ以

上のときに、書き込み場所としてサブページを指定

しました。サブページのページ数×２＋47 ページ以

上の並べかえでは、書き込み先頭ページは入力先頭

ページと同じか、それより小さくしてください。 

 

321 項目行が多すぎるので処理を中止します 

入力先頭ページの項目行が多すぎます。ＤＬ命令などで

不要な項目行を削除するか、入力先頭ページを変更して

ください。 

 

322 入力ページの指定に誤りがあります 
   連続したページを指定してください 

連続したページを指定しなければならない入力で、連続

していないページを指定しています。ページの内容を移

して連続させてください。 

《例》 

Ｓ命令で 72ページ以上の処理をする場合、入力ページの指定

は１－72など、連続ページにかぎります。 

１－70，80，81などは実行できません。 

 

324 入力件数が多すぎるため処理を中止します 

Ｓ命令で並べかえることのできる最大件数を超えまし

た。 

! 横の長さが大きく異なるページは、処理できないこ

とがあります。 

 

326 エラー発生，処理を中止します 

入力と出力の件数が合いませんでした。 

Ｓ命令で並べかえている途中で、データが壊れました。 

 

330 検索条件式に誤りがあります 

検索条件式の書式が違います。 

正しい書式を入力してください。 

 

332 ＳＨＵの検索条件では使用できません 

ＳＨＵ命令で列検索の指定を行いました。 

ＳＨＵ命令では、列検索はできません。 

 

334 最初の検索条件と違います 

１番目で指定した検索条件式と違ったものを指定しま

した。 

《例》 

１番目…Ｓ＝＊売上＊ 

２番目…Ｃ１＞＝10など 

もう一度入力してください。 

 

336 左辺と右辺が違います 

左辺と右辺で、列指定と行指定を混ぜて指定しました。 

確認後、もう一度入力してください。 

 

338 書きかえの指定が違います 

ＳＨＵ命令の“どの列を書きかえますか：”のメッセー

ジで、データのない列を指定したり、誤った指定を行い

ました。 

 

352 『＠＠』は１列目には使用できません 
   項目とそのデータを入力してください 

バランスグラフにする表の“＠＠”は先に指定した列と

同じデータを使う場合の記号なので“１番目の項目は”

で“＠＠”のある列を指定することはできません。はじ

めに指定する列には項目名とそのデータを必ず入れて

ください。 

 

354 マイナスのデータは最下行以外に書くことはで
きません 

バランスグラフにする表は、マイナスのデータは最下行

以外に書くことはできません。ＭＬ命令などでマイナス

のデータを移動してください。 

 

356 各列の合計値が一致しません 

バランスグラフにする表の指定した列ごとの合計が一

致していません。一致するように修正してください。 

《例》 

①１番目に指定した列の合計と、２、３番目に指定した列の

合計が違っています。 

②“＠＠”は、表中の左隣と同じデータではなく、先に指定

した列と同じデータになるので注意してください。 

 
358 データが多すぎるので、入力された指定はできま

せん 

データ数の上限を超えているので、入力された指定はで

きません。データ数を減らして、もう一度実行してくだ

さい。 

《例》 

ＸＹグラフのデータ数が多すぎるので、値表示ができません。 

 

402 『ＣＭＤ』は登録できません 

ＣＭＤ命令で半角文字のＣＭＤは登録できません。 

他の名前で登録してください。 
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403 登録する名前にスペースおよび［"］，［：］は
使えません 

ＣＭＤ命令で登録する名前に、スペースや［"］［：］

は使えません。 

もう一度、登録し直してください。 

 

404 この名前はすでに登録されています 

この名前はすでにＣＭＤ命令で登録してあります。 

名前を変えて登録するか、古い名前を削除してから登録

し直してください。 

 

410 このページには同じ名称のプログラムが複数あ
ります 

プログラム名を変更するか、前のプログラムを削除して

ください。 

 

412 登録エリアに空きがありません 

不要なプログラムを削除してください。 

 

423 ログエリアの容量を超えたため、ＰＡＧＥ命令は 
   キャンセルされました 

ＰＡＧＥ命令中に実行される命令や指定がロギングエ

リアの最大行数を超えたため、ＰＡＧＥ命令を続けるこ

とはできません。 

もう一度、はじめから入力してください。 

 

425 ページの書き込みは１ページだけです 

ＰＡＧＥ命令中に画面のデータが１ページを超えた場

合、書き込むことはできません。 

《例》 

拡張モード時に、ＣＰＬ命令などでデータが１ページ分を超

えました。 

 

450 指定部分以外に『＊』があります 
 『＊』を削除してください 

指定部分の最初の行ではないのに、行の左端に『＊』が

あります。『＊』を削除してください。 

 

452 指定が 100 を超えています 
   100 以内におさめてください 

指定できる列は 100までです。書き込む列の数を減らし

てください。 

 

453 指定が 100 を超えています 
   100 以内におさめてください 

コード指定かコード表が多すぎます。 

コード指定数、コード表ページ数の最大は 100までです。 

 

454 書き込みページにない列を指定しています 

書き込みページに存在していない列を指定しています。 

書き込みページの列番号を確認してください。 

456 同じ列番号を何度も指定しています 

１つの指定部分で同じ列番号を複数回指定しています。

どちらかの列指定を削除するか、変更してください。 

 

458 形式指定部分の書式に誤りがあります 

形式指定部分の書式が間違っています。 

形式指定部分のデータの形式を指定する式を正しく書

きかえてください。 

 

460 画面指定部分にない列を指定しています 

形式指定部分で画面指定部分に書かれていない列を定

義しています。 

画面指定部分で列を指定するか、形式指定部分の対応す

る式を削除してください。 

 

462 画面指定部分が一画面におさまっていません 
   一画面内におさめてください 

画面指定部分で入力画面を定義するときに一画面にお

さまりきらないような入力画面を定義しています。 

画面指定部分を書きかえて、画面におさまるようにして

ください。 

 

464 条件指定部分の書式に誤りがあります 

条件指定部分の書き方が間違っています。 

条件を指定する、それぞれの式を正しく書きかえてくだ

さい。 

 

466 自動挿入項目に誤りがあります 

自動計算指定部分で自動挿入項目ではない項目につい

て計算式を定義しています。あるいは、同じ項目に対し

て複数の計算式を定義しています。あるいは、コード入

力式を定義しています。 

自動挿入項目に対して以外の計算式やコード入力式は

削除してください。 

 

467 コード書式に誤りがあります 

ＣＯＤＥ［Ｃ１，２，３］＝Ｃ４の書式で書いていませ

ん。または、指定した列がありません。 

正しい書式に直してください。 

 

468 ページのモードが合いません 

書き込みページとデザインページまたは、コード表のペ

ージのモードが合いません。 

 

470 形式指定部分が複数あります 
   １ヶ所にまとめてください 

形式指定部分が複数個あります。 

形式指定部分を１ヶ所にまとめてください。 
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472 条件指定部分が複数あります 
   １ヶ所にまとめてください 

条件指定部分が複数個あります。 

条件指定部分を１ヶ所にまとめてください。 

 

474 自動計算指定部分が複数あります 
   １ヶ所にまとめてください 

自動計算指定部分が複数個あります。 

自動計算指定部分を１ヶ所にまとめてください。 

 

476 画面指定部分で列を指定していません 

画面指定部分で列指定が一つもありません。 

入力画面として使えるように列の指定を行ってくださ

い。 

 

478 形式指定部分がありません 

形式指定部分がありません。 

画面指定部分に合わせて、形式指定部分をつくり、書き

込みページに合わせて、データの形式を定義してくださ

い。 

 

480 形式指定部分での列の指定が足りません 

形式指定部分での列の定義が足りません。 

画面指定部分で指定したすべての列について、データの

形式を定義してください。 

 

482 自動計算指定がありません 
   計算式を指定してください 

自動挿入項目の指定があるのに、自動計算指定部分があ

りません。 

自動計算指定部分を書き込み、計算式を定義してくださ

い。 

 

484 条件指定の数が多すぎます 
   ５つ以内に減らしてください 

条件が多すぎます。 

条件指定部分での条件指定の式を減らしてください。 

条件は最大５つまでです。 

 
486 自動挿入項目がありません 

自動計算指定部分で計算式やコード入力式が定義され

ていない自動挿入項目があります。 

すべての自動挿入項目に計算やコード入力式を定義し

てください。 

 

488 デザインページの横サイズが足りません 

デザインページの横幅が小さすぎます。 

横方向のサイズを広げてください。 

490 デザインページが作成できません 

データページに誤りがあるため、ＤＦ命令で簡易デザイ

ンページが作成できません。データページを確認してく

ださい。 

 

500 ページの指定に誤りがあります。 

ＲＣ命令でつなぐことができるのは、縦方向に 200ペー

ジ以内、横方向に６ページ以内です。 

確認後、もう一度入力してください。 

 

502 接続するページのモードやサイズが違っていま
す 

接続するページ間で、ページのモードやページのサイズ

（行数や１行の桁数）が違っていると接続できません。

ＣＴＰ命令でモードを変更したり、ＣＰＳ命令でページ

のサイズをそろえてください。 

 

503 ページの指定に誤りがあります 

ＲＣ命令でつないだページをＷＣ命令で書き込むとき、

書き込めないページを指定しました。 

《例》 

ＲＣ命令で３ページをつないでファイルの最終ページから書

き込もうとすると、書ききれないのでこのエラーが表示され

ます。 

 

504 ＲＣ命令でつなげることのできる行数を超えま 
   した 

ＲＣ命令でつなげることのできる行数を超えました。ま

たは項目行が大きすぎるのでつなげることができませ

ん。ＤＬ命令などで不要な行を削除するか、つなげるペ

ージを変更してください。 

 

505 画面の表はつながれていません 

ＲＣ命令で接続していない通常のページに対して、ＷＣ

命令を実行することはできません。 

 

506 フォーマット行より上か、項目行が多すぎるので 
   書き込めません 

フォーマット行より上か、項目行が１ページ分を超えて

いるので書き込めません。 

または、書き込み先にページを指定しました。ＤＬ命令

などで不要な行を削除してください。 

 

507 ６ページ以内に分割できません 

横に接続したページについて、ＷＣ命令を実行する前に、

列の追加をしたり、列の桁数や構成などを変えたため、

ＷＣ命令で各ページに分割すると、つないだ数を超えま

した。ＤＣ命令で不要な列を削除したり、ＣＦ命令やＣ

ＦＡ命令で、列の桁数を変更してください。 

 



 

477● 

508 列の合計が 300 を超えています 

横に接続した結果、列の合計が 300を超えました。 

ＤＣ命令で不要な列を削除して、列の合計が 300以内に

おさまるようにしてください。 

 

510 ○列目の大きさが分割後のページ幅を超えてい 
    ます 

○列の桁数がページ幅を超えています。 

ＣＦ命令やＣＦＡ命令で列を小さくするか、ＲＣ命令を

行う前の各ページの幅をＣＰＳ命令で変更してから行

ってください。 

 

511 フォーマット行に誤りがあるので書き込めませ
ん 

横に接続したページのフォーマット行に誤りがありま

す。 

フォーマット行を削除するか、ＣＦＡ命令などで正しい

フォーマット行を作成してから書き込んでください。 

 

624 オーバーフローです 

Ｚ変数に-2147483647 から 2147483647 の範囲を超える

データを代入しようとしました。 

代入するデータを範囲内に納めてください。 

 

800 オート命令の構文エラーです 

ＦＯＲ・ＮＥＸＴ・ＣＯＮＴＩＮＵＥ・ＢＲＥＡＫ・Ｉ

Ｆ・ＥＬＳＥ・ＥＮＤＩＦ・ＤＡＴＡ・ＲＥＳＴＯＲＥ・

ＯＮ・？・ＧＯＴＯ・ＧＯＳＵＢ・ＲＥＴＵＲＮ・ＳＴ

ＯＰ・ＥＳＣの書き方が間違っています。修正してくだ

さい。 

 

810 プログラムの終わりにＳＴＯＰがありません 

プログラムが“ＳＴＯＰ：”で終わっていません。 

プログラムを“ＳＴＯＰ：”で終了するようにしてくだ

さい（ＳＴＯＰはいくつ書いてもかまいません）。 

 

815 パラメータの最後に｢：｣（コロン）がありません 
   あるいは｢"｣（ダブルコーテーション）の対応が 
   正しくとれていません 

一行は必ずコロン（：）で終わり、一行内のダブルコー

テーション（"）の数は偶数個でなくてはなりません。 

★ただし、空白行とラベル行（コメント行）には、必要

ありません。 

 

820 変数名に誤りがあります 

使用できる変数は、Ｚ０～Ｚ100、Ｒ０～Ｒ100、Ｖ０～

Ｖ50、Ｔ０～Ｔ１です。 

また、Ｔ変数への代入はできません。 

 

822 計算式に誤りがあります 

計算式は、Ｃ命令のものとは、書き方が違います。 

824 計算式のオーバーフローです 

計算式が複雑すぎて結果を求めることができません。途

中結果を一時変数などに入れるなどして計算式を単純

化してください。 

 

830 ラベルが不適当です 

ＧＯＴＯ文などのラベルが不適当です。ラベルはアスタ

リクス（＊）ではじまる文字列でカンマ（，）、ダブル

コーテーション（"）、コロン（：）、スペース（ ）

は使用できません。 

 

832 飛び先のラベルが見つかりません 

ＧＯＴＯ文などの飛び先のラベルがありません。 

 

834 飛び先のラベルが複数個あります 

ＧＯＴＯ文などの飛び先のラベルが複数個あります。 

 

839 ＭＡＮＵモード中はＲＵＮ命令は使えません 

ＭＡＮＵモードを解除してください。 

 

840 ＲＵＮの入れ子が 10個を超えています 

プログラム中にＲＵＮ命令を書いて“入れ子”にできる

のは 10個までです。 

 

841 画面実行は一度だけです 

ＲＵＮ命令で画面を指定できるのは１回だけです。 

 

842 ＩＦ文 ＧＯＳＵＢ文 ＦＯＲ文の入れ子が 30 
   個を超えています 

ＩＦ・ＧＯＳＵＢ・ＦＯＲの“入れ子”が 30 個を超え

ています。 

 

844 オート命令の使い方が不適当です 

ＮＥＸＴ文・ＣＯＮＴＩＮＵＥ文・ＢＲＥＡＫ文・ＲＥ

ＴＵＲＮ文・ＥＬＳＥ文・ＥＮＤＩＦ文などの使い方が

不適当です。 

《例》 
１．ＦＯＲ文がないのにＮＥＸＴ文が現れました。 
２．ＦＯＲ～ＮＥＸＴのループ外でＣＯＮＴＩＮＵＥ文・Ｂ

ＲＥＡＫ文が現れました。 
３．ＧＯＳＵＢ文で飛んだ先ではないのに、ＲＥＴＵＲＮ文

が現れました。 
４．ＩＦ文がないのに、ＥＬＳＥ文やＥＮＤＩＦ文が現れま

した。 

 
846 ＦＯＲ ＩＦに対するＮＥＸＴ ＥＮＤＩＦな 
   どが見つかりません 

ＦＯＲ文に対するＮＥＸＴ文、ＩＦ文に対するＥＮＤＩ

Ｆ文が見つかりません。 
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850 ％を読みだすべきデータがありません 

“％”で使って呼びだすデータがありません。 

データを作ってください。 

 

890 この命令はオートプログラム中では使用できま 
   せん 

オートプログラム中には使用できない命令を使用した

場合に表示されます。 

 

895 指定されたプログラムが見つかりません 

指定したプログラムは登録されていません。 

確認後再指定してください。 

 

1650 音声合成の処理が正しく行えません 

ＷＡＶファイルが見つかりません。または他のアプリケ

ーションで使用中です。 

ＷＡＶファイルを確認して、もう一度実行してください。 

音声合成に必要なメモリが足りません。 

現在使用していない他のアプリケーションを終了して

ください。 

 

1660 音声合成に必要な辞書が読めません 

音声合成に必要な辞書ファイルが見つかりません。 

辞書ファイルを確認してください。 

 

1700 辞書が読み込めません 

ＯＣＲ・ＯＣＲＳ命令で必要な辞書ファイルが見つかり

ません。 

 
1705 ファイルが見つかりません 

指定したＢＭＰファイルが見つかりません。 

ファイル名が間違っていないか、確認してください。 

 

1800 ファイルが見つかりません 

ＰＬＡＹ命令で指定したＷＡＶファイルが見つかりま

せん。ファイル名が間違っていないか、確認してくださ

い。 

 

1850 ファイルが読み込めません 

ＢＭＰファイルが正しく読み込めません。 

ＢＭＰファイルを確認してください。 

 

1855 正しく書き込めません 

ディスクがいっぱいで、正しく書き込めません。 

不要なファイルを削除してください。 

 

1860 処理を中止します 

ＢＭＰファイルを扱うためのメモリが足りません。 

現在使用していない他のアプリケーションを終了して

ください。 

1900 プリンタデバイスにエラーが発生しました 

プリンタ側でエラーが発生しました。 

プリンタを確認して、設定し直してください。 

Ｗｉｎｄｏｗｓプリンタに設定している場合、Ｗｉｎｄ

ｏｗｓ側の通常使うプリンタの設定が、ご使用のプリン

タとあっているか確認してください。 

 

1905 デザインが指定の用紙に入りきりません 

印字した結果が、指定した用紙内に収まりません。 

用紙を変更するか、デザインページを変更するかしてく

ださい。 

 

1910 デザインページの全体設定が正しく設定されて
いません 

デザインページの全体設定部分に誤りがあります。 

デザインページを見直してください。 

 

1915 デザインページの項目列が正しく設定されてい
ません 

デザインページの項目列部分に誤りがあります。 

デザインページを見直してください。 

 

1920 デザインページに誤りがあります 
   最大件数は、1000 件までです 

デザインページのデータ行数は、最大 1000件までです。 

データ行数を減らして、もう一度実行してください。 
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用語解説用語解説用語解説用語解説    
 
 
 

記号・英字記号・英字記号・英字記号・英字 
 

    ＠＠＠＠    

①データを入力しているときに、同じ行に同じ内容のデ
ー 
 タを入れなければならないことがあります。 
  ＠  ￡ とキーを押すと、同じ行の１つ左のデータと 
 同じものを入力できます。 

ｅｆｇｈ   
         # 
ｅｆｇｈ ｅｆｇｈ  

 ＠を入力すると、同行前列のデータが入力されます。 
②“＠項目名”で列を指定することができます。 
 ＠数量＊＠単位＝＠合計 
 

    ￥￥￥￥    

①データを入力しているとき、同じ列に同じ内容のデー
タ 
 を入れなければならないことがあります。 
  ￥  ￡ とキーを押すと、同じ列の１つ上の行のデー 
 タと同じものを入力します。 

     
ａｂｃｄｅ  $ ａｂｃｄｅ  
   ａｂｃｄｅ  

 ￥を入力すると、前行同列のデータが入力されます。 
②行を指定する場合、 
   ￥  データ  ￡  
         指定する行の任意の列の内容 
 とキーを押すと、その内容の列を含む行を指定するこ
とができます。 
 

    －（ハイフン）－（ハイフン）－（ハイフン）－（ハイフン）    

ページや行、列などを指定するときに、最初の数値と最
後の数値をハイフン記号（－）でつなぐことによって、
連続した数値の中間の数値を省略することができます。
また、数値のマイナスや減算記号として使うこともでき
ます。 
 

    ，，，，（カンマ）（カンマ）（カンマ）（カンマ）    

カンマはデータの区切りを意味する記号です。複数の行、
複数の列を指定するときなどに使います。 
また、数字を３桁ごとに区切るカンマは、値の大きい数
値を見やすくします。カンマは数値の計算には影響を与
えません。 
 

 
 

：（コロン）：（コロン）：（コロン）：（コロン）    

セミオート機能やオートプログラムでよく使う記号です。
表示される各メッセージごとに入れる命令やデータをコ
ロンでつなげば、一連の操作をまとめて入力することが
できます。 
つまり、コロンは ￡ キーと同じ働きをするわけです。
コロンをデータとして入力する場合は、前後をダブルコ
ーテーション（"）で囲んでください。 
 

    （二重矢印）キー（二重矢印）キー（二重矢印）キー（二重矢印）キー    

今までキーボードから入力した命令やデータを、順に入
力行に呼び出すことができます。 

キーを押すと、最後にキーボードから入力した命令
やデータから順番に表示されます。目的のところを行き
すぎたときは、 キーで戻すこともできます。 

キーを押すと、命令単位で順に表示され、 キー
で戻ります。 

キーで表示させることのできる命令
やデータは、ロギングエリアに保存されているものと同
じです。 
上記はコンパクトキーボードの場合で、それ以外のキー
ボードの場合、 Ctrl ＋ キーを押すと、
同じ働きをします。 
 

    ￡￡￡￡（実行）キー（実行）キー（実行）キー（実行）キー    

キーボードには、 ￡ というキーがあります。命令やデ
ータを入力した後に押すのが ￡ キーです。つまり ￡

とは命令やデータの入力を実行させるという意味です。 
また、マイツールではほとんどの命令が、条件など指定
せずに ￡ キーだけで行うことができます。これを“と
りあえず機能”と呼びます。 
桁数を指定せずにとりあえず表を作っておく、とりあえ
ず表題をつけておくといったことが可能です。後から使
いやすいようにいくらでも修正すればよいという目的で
作られました。 
 

    Ａ（Ａ指定）Ａ（Ａ指定）Ａ（Ａ指定）Ａ（Ａ指定）    

ＤＣ命令やＤＬ命令などで、列や行の指定をするときに
用います。“Ａ”は“ＡＬＬ”の略です。“すべて”を
対象とするという意味です。 

Ａ   と押すだけで、すべての列あるいは、すべての
行を指定したことになります。また“～以外”という指
定をするには、Ｎ指定を行います。 
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    ＡＶＩファイルＡＶＩファイルＡＶＩファイルＡＶＩファイル    

Ｗｉｎｄｏｗｓで標準的に扱われる動画データのファイ
ルです。ファイルの拡張子が〇〇〇．ＡＶＩであること
からこう呼ばれます。 
動画だけでなく音声データも記録することができます。 
マイツールでは、ＭＯＶＩＥ命令でＡＶＩファイルを再
生することができます。 
 

    Ｂ（Ｂ指定）Ｂ（Ｂ指定）Ｂ（Ｂ指定）Ｂ（Ｂ指定）    

Ｗ命令で Ｂ   と指定すると、空いている最初のペー
ジ（番号の一番小さいページ）に自動的に書き込むこと
ができます。“Ｂ”は“ＢＬＡＮＫ”（空白）の略です。 
 

    ＢＭＰファイルＢＭＰファイルＢＭＰファイルＢＭＰファイル    

画像データの保存形式のひとつで、Ｗｉｎｄｏｗｓで最
も標準的に扱われるファイルです。ファイルの拡張子が
〇〇〇．ＢＭＰであることからこう呼ばれます。 
マイツールでは、ＢＭＰＲ命令でＢＭＰファイルを表示
することができます。 
 

    ｄｐｉｄｐｉｄｐｉｄｐｉ    

１インチに含まれるドットの数をあらわすための単位で
す。プリンタの解像度などを表現するための目安として
使われます。数値が大きいほど、解像度が高くなります。 
 

    ＧＤＩプリンタＧＤＩプリンタＧＤＩプリンタＧＤＩプリンタ    

Ｗｉｎｄｏｗｓによって管理される、ビットマップデー
タだけを印字するためのプリンタです。 
プリンタ本体にはフォントや描画コマンドを持たず、Ｗ
ｉｎｄｏｗｓから出力されるビットマップデータだけを
印字します。 
 

    Ｈ（Ｈ指定）Ｈ（Ｈ指定）Ｈ（Ｈ指定）Ｈ（Ｈ指定）    

行、列などを指定するとき、とくに数字で指定しなくて
も、Ｈでデータの先頭行や先頭列を指定することができ
ます。“Ｈ”は“ＨＥＡＤ”の略です。“Ｈ＝はじめ”
と覚えてください。また、“Ｈ＋１”は先頭から一つ後
ろの番号を意味し、“Ｈ－Ｔ”は“ＨからＴまで”の意
味で、すべての行、またはすべての列の範囲を表します。 
“Ｈ＝はじめ”に対して、最後は“Ｔ”で表します。 
 

    Ｋ（Ｋ指定）Ｋ（Ｋ指定）Ｋ（Ｋ指定）Ｋ（Ｋ指定）    

ＤＣ命令やＤＬ命令で、ケイ線だけを一度に消すときに
使います。“Ｋ”は“ケイ線”の略です。 
 

    Ｌ（Ｌ指定）Ｌ（Ｌ指定）Ｌ（Ｌ指定）Ｌ（Ｌ指定）    

「一番大きい数値」を意味する記号として使います。
“Ｌ”は“ＬＡＲＧＥ”の略です。 
検索の範囲を指定するとき、“100－Ｌ”と指定すると、
100 以上の数値を指定したのと同じ働きをします。ＳとＬ
を同時に使って、“Ｓ－Ｌ”とすると、すべての数値の
意味になります。 
 

    Ｎ（Ｎ指定）Ｎ（Ｎ指定）Ｎ（Ｎ指定）Ｎ（Ｎ指定）    

計算などで行や列の指定をするときに用います。 
“Ｎ”は“ＮＯＴ”の略です。 
たとえば、Ｃ１－３，Ｎ１４￡と押すと、“１列目から
３列目のデータの中で、14 行目だけは無視する”と指定
したことになります。 
 

    ＰＣＭＰＣＭＰＣＭＰＣＭ    

アナログ音源をデジタル音源に変えるための、変調方式
の一つです。 
アナログ音声の音量や音の高低を、周波数や波長の数値
データ（デジタルデータ）に変換して記録し、それをア
ナログ音声に戻して再生します。 
 

    Ｓ（Ｓ指定）Ｓ（Ｓ指定）Ｓ（Ｓ指定）Ｓ（Ｓ指定）    

「一番小さい数値」を意味する記号として使います。 
“Ｓ”は“ＳＭＡＬＬ”の略です。 
検索の範囲を指定するときに、“Ｓ－100”と指定する
と、100 以下の数値を指定したのと同じ働きをします。 
“Ｓ”と“Ｌ”は、数値の範囲を指定する場合に使う
ことができます。 
 

    Ｔ（Ｔ指定）Ｔ（Ｔ指定）Ｔ（Ｔ指定）Ｔ（Ｔ指定）    

行、列などを指定するときは、とくに数字でなくても
“Ｔ”だけで最終行、最終列を指定することができます。
“Ｔ”は“ＴＡＩＬ”の略です。 
“Ｔ＝おしまい”と覚えてください。 
また“Ｔ－１”は最終から１つ前、“Ｔ＋１”は最終か
ら後ろの番号を意味し、“Ｈ－Ｔ”は“ＨからＴまで”
の意味で、すべての行、またはすべての列の範囲を表し
ます。 
 

    ＴｒｕｅＴｒｕｅＴｒｕｅＴｒｕｅ    ＴｙｐｅフォントＴｙｐｅフォントＴｙｐｅフォントＴｙｐｅフォント    

Ｗｉｎｄｏｗｓが使用しているフォントで、拡大・縮小
してもぎざぎざにならないという特長を持っています。 
 

    ＷＡＶＥファイルＷＡＶＥファイルＷＡＶＥファイルＷＡＶＥファイル    

Ｗｉｎｄｏｗｓにおいて、デジタル音声データを記録す
るための標準的なファイル形式です。 
アナログ音声をＰＣＭでデジタル化して記録します。 
ファイルの拡張子は○○○．ＷＡＶです。 
マイツールでは、ＰＬＡＹ命令でＷＡＶＥファイルを再
生することができます。 
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あ行あ行あ行あ行 
 

    移動平均移動平均移動平均移動平均    

売上率などを求めるときに使います。 
過去 10ヶ月の売上率を求めるときなどは、月によって変
動しているデータを、前後の月でならす（平均化する）
ことによって、上昇しているのか、下降しているのかが
分かります。 
 

    インデッインデッインデッインデックス型ファイルクス型ファイルクス型ファイルクス型ファイル    

キー列のデータの最大・最小を、インデックスとしてタ
イトル一覧に表示したファイルのことです。インデック
スがついているため、通常のファイルよりも検索速度が
速いのが特長です。 
 

    裏画面裏画面裏画面裏画面    

１ページ分のデータページを、一時的に保管しておく場
所が“裏画面”です。バックエリアとも呼びます。裏画
面はそのままではみることはできませんが、Ｘ命令を使
うと、おもて画面と裏画面の内容が入れかわります。た
だし画面分割中は、副画面に表示させてみることができ
ます。 
 

    エスケープエスケープエスケープエスケープ    

“エスケープ”は“逃げる”とか“抜け出す”といった
意味です。 
“仕事は＝”で間違った命令を実行してしまったときに、
エスケープキーを押すと、その命令が取り消されて“仕事
は＝”の状態に戻すことができます。ただし、命令によ
っては、取り消すことのできない場合もあります。 
実行中の命令を中断・終了するときにもエスケープキーを
使います。 
また、キーを押し間違えたときにエスケープキーを押すと、
打っている途中の文字を全部消すことができます。 
 変換 キーを使った漢字変換のときなどは、ひらがなに
戻すこともできます。 
 

    オートプログラムオートプログラムオートプログラムオートプログラム    

同じことの繰り返しや、よく使うにもかかわらず手順の
複雑な仕事は、手順を登録しておいて、自動的に行える
ようにしておくと便利です。 
マイツールでは、このように登録した手順のことをオー
トプログラムと呼びます。 
命令や指示およびデータの一部分を、あらかじめ用意し
て、オートプログラムとしてＰＲＯ命令で登録すると、
それ以降は、ＲＵＮ命令とプログラム名を入力するだけ
で使えます。 
 
 

か行か行か行か行    
 

    カーソルカーソルカーソルカーソル    

文字を打てる位置を示すマークを“カーソル”と呼びま
す。つまり、ペン先の役割をするのが“カーソル”です。 
カーソルには次の種類があります。 
カーソル…………………画面の入力行にある緑色の点滅 

           マーク。 
ブロックカーソル………入力関係命令（Ｅなど）を使った 

            際に入力可能な行列を示す白い 

                      四角形。 

カーソル(ＥＤ命令時)…ＥＤ命令を行った際に表示され 

           る緑や水色のマーク。 

マウスカーソル…………画面に表示している“ ”マー 

           ク。 

           このカーソルのみは、マウスで移 

           動させる。 

カーソルは、 キーやマウスで移動さ
せます。 
 

    書き込む書き込む書き込む書き込む    

Ｗ命令で画面の内容を保存することを、“書き込む”と
いいます。書き込む命令には、ＰＡＧＥ・Ｓ・ＳＨ・Ｗ
Ｃ命令などがあります。 
 

    漢字モード漢字モード漢字モード漢字モード    

画面のタイトル行に“漢”と表示されているページを“漢
字モード”のページといいます。 
漢字モードでは、半角の文字は使えません。使えるのは
全角文字だけです。半角の文字を使いたい場合は、ＣＴ
Ｐ命令で“混在モード”のページに変えてください。 
 

    画面（おもて画面）画面（おもて画面）画面（おもて画面）画面（おもて画面）    

マイツールで、表を作ったり文章を作ったり編集などの
作業を行うところが“画面”です。フロントエリアとも
呼びます。なお、画面分割を行ったときは、画面のこと
を操作画面と呼んでいます。マイツールには、他にも裏
画面（バックエリア）やロギングエリア、ワークエリア
と呼ばれる画面がありますが、単に画面と呼んだときは、
この“画面”（フロントエリア）を指します。 
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    画面分割画面分割画面分割画面分割    

マイツールでは、ＤＳ命令やマウスを使って、画面を２
つに分けることができます。 
画面は、上下にも左右にも分けられます。上下に分けた
場合、下に位置するのが通常の画面（操作画面）で、上
の画面は“副画面”と呼びます（“副画面”参照）。左
右に分けた場合は、左側が通常の画面、右側は“副画面”
になります。ＤＳ命令を使えば、分割方向（上下・左右）、
分割幅、副画面に表示する内容をまとめて指定できます。
マウスの場合はメニューバーの を使って指定します。 
 

    キー列キー列キー列キー列    

ＡＣＭＣ命令、Ｓ命令、ＭＡＴ命令などで使います。 
キー列とは、並べかえ（Ｓ命令）などを行うときの基準
となる列のことです。どの列を基準にするのか、その列
番号で指定します。 
 

    行番号行番号行番号行番号    

画面の左側に並んでいる数字のことで、行の番号を示し
ます。行の指定は、行番号で行います。 
 ￥ キーを使って行を指定することもできます。 
 

    繰り越し演算繰り越し演算繰り越し演算繰り越し演算    

数値の先頭から順に計算を繰り返します。 
現金出納帳の差し引き残高を求めたり、売上の累計を求
めたりするのが代表的な繰り越し演算の例です。 
ＡＣＭ・ＡＣＭＣ命令で使います。 
 

    グラフ画面グラフ画面グラフ画面グラフ画面    

グラフを表示する画面のことをグラフ画面と呼びます。 
グラフ画面は、縮小・拡大・変形および移動することが
できます。 
また、グラフ画面の内容は、ＢＭＰＷ命令でＢＭＰファ
イルとして保存することができます。 
 

    グループ番号グループ番号グループ番号グループ番号    

命令によっては、複数のページを指定できるものがあり
ます。その際、ページ番号を入力するかわりに、グルー
プ番号を“Ｇ１”“Ｇ２”のように指定できます。Ｇは
グループを表しています。グループ番号はＳＨＴ命令で
つけます。 
たとえば、Ｇ４と入力すると、グループ番号４にあては
まるページすべてを入力したのと同じ意味になります。 
Ｔ命令でタイトル一覧をみると、グループ番号をつけた
ページをみることができます。 
 

    ケイ線ケイ線ケイ線ケイ線    

表の枠などの線を“ケイ線”と呼びます。 
マイツールでは、ＤＲＣ・ＤＲＬ命令で縦・横のケイ線を引
きます。また、ＥＤ命令中は、プルダウンメニューの“ケイ
線モード”、“ケイ線描画”で引くことができます。 

    桁数表示桁数表示桁数表示桁数表示    

“列番号表示”中に、 Ｆ９ （ Ctrl ＋ Ｆ９ ）キーを押
して表示するのが、“桁数表示”です。 
 Ｆ９ （ Ctrl ＋ Ｆ９ ）キーを押すたびに、“列番号表
示”と“桁数表示”、“累計桁数表示”を切りかえます。 
マウスを使う場合は、 のプルダウンメニューから選ん
でください。 
 

    更新更新更新更新    
もとからあるデータを、新しいデータに置きかえること
を“更新”といいます。 
マイツールでは、ＳＨＵ命令やＵＰＤ命令などで、古い
データを新しいデータに“更新”できます。 
 

    固定行・固定列固定行・固定列固定行・固定列固定行・固定列    

大きな表の場合、データのすみずみまでみようとしてス
クロールすると、項目名が入力されている行や列はみえ
なくなってしまいます。 
そこで、ＳＥＴＰ命令で必要な行や列を固定してしまえ
ば、スクロールしても常に指定行、列を画面に表示して
おくことができます。ＳＥＴＰ命令で固定した行や列を
“固定行、固定列”と呼びます。 
 

    混在モード混在モード混在モード混在モード    

画面のタイトル行に“混”と表示されているページを“混
在モード”のページといいます。混在モードの場合は、
半角文字と全角文字の両方が使えます。 
混在モードのページを漢字モードに変える場合には、Ｃ
ＴＰ命令を使います。 
 

    コントロールパネルコントロールパネルコントロールパネルコントロールパネル    

Ｗｉｎｄｏｗｓにおいて、システム上の周辺機器（プリ
ンタやマウスなど）や各種設定（画面の色やデザインな
ど）を管理するためのプログラムです。 
コントロールパネルを起動し、表示されるアイコンの中
から設定したいものを選択して設定を行います。 
設定終了後にすぐに反映されるものと、Ｗｉｎｄｏｗｓ
を再起動しないと設定が反映されないものとがあります。 
 
 

さ行さ行さ行さ行    
 

    再計算再計算再計算再計算    

一度計算したデータに対して、数値や計算式を変えてふ
たたび計算し直すことをいいます。 
ＳＩＭ命令で行うことができます。 
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    サウンドカードサウンドカードサウンドカードサウンドカード    

パソコン上で、デジタル音声を再生・録音するために必
要な拡張ボードです。 
ＰＬＡＹ命令でＷＡＶＥ形式の音声データを再生する場
合や、ＭＯＶＩＥ命令で音声つき動画の音声を再生する
にはサウンドカードとスピーカーがパソコンに装着され
ている必要があります。 
 

    参照画面参照画面参照画面参照画面    

参照画面は、 ｲﾆｼｬﾙ （ Ctrl ＋ Ｆ11 ）キーやマウスを使
って、画面に表示させることができます。 
参照画面に表示させる内容は、ＲＢＢ命令を使って読み
出します。 
 

    “仕事は＝”“仕事は＝”“仕事は＝”“仕事は＝”    

マイツールのもっとも基本的なメッセージです。 
画面の入力バーに表示されます。 
マイツールは 190 以上の命令（コマンド）で仕事をしま
すが、そのほとんどの命令は“仕事は＝”のメッセージ
表示中に入力しなければなりません。 
 

    四則演算四則演算四則演算四則演算    

計算の中で、もっとも基本的な、加算・減算・乗算・除
算の４つを四則演算といいます。 
四則演算の各記号（＋、－、×、÷）を演算子と呼びま
すが、マイツールでは“＋”、“－”、“＊”、“／”
の記号を使います。乗算、除算の演算子は表示が違うの
で注意しましょう。 
 

    集計集計集計集計    

集計とは多くのデータを集め、加算などの計算を行って、
データの意味を明確にとらえられる形に変換すること。
合計というと、数字を加算する意味合いだけですが、集
計は表の形のデータを各項目ごとに合計するといった、
高度な内容を含んでいます。 
 

    照合照合照合照合    

２つの表を比べて、同じ内容を持つ項目だけをまとめて
１つの表にすることを“照合”といいます。 
マイツールでは、ＭＡＴ命令で複数の表を１つの表に“照
合”します。 
 

    初期化（フォーマット）初期化（フォーマット）初期化（フォーマット）初期化（フォーマット）    

市販のフロッピーディスクは、そのままでは使えません。
読み出し、書き込みできるようにするのが“初期化”で
す。 
マイツールでは、ＩＮＩ命令やＣＰＤ命令の中でこの操
作を行っています。 
初期化は、フロッピーディスクを購入して初めて使うときに
１回だけ行ってください。それ以降は必要ありません。 

    スクロールスクロールスクロールスクロール    

マイツールでは、画面に表示されるのは、ページの一部
分だけです。そのために、画面に表示されていない部分
をみるためには、表示される範囲を動かす必要がありま
す。この操作をスクロールといいます。 
スクロールは、 やマウスを使って自
由に行うことができます。また、データを画面のはじま
で入力すると、画面が自動的にスクロールします。 
 

    セルセルセルセル    

データを書き込むための一つの欄のことをいいます。マ
イツールの表は、縦と横に広がっていますから、行番号
と列番号で指定します。 
指定した行番号と列番号の一致したところが、指定した
セルの番号になります。 
 

    挿入・修正・削除挿入・修正・削除挿入・修正・削除挿入・修正・削除    

挿入とは表や文章の中に、新しく行や列、文字などを書
き加えることです。もとの内容にデータを追加すること
ができます。もとの内容を変えてしまうことは、修正あ
るいは訂正と呼びます。 
また、すでにある行や列、文字を消してしまうことは削
除といいます。 
 

た行た行た行た行    
 

    タイトル一覧タイトル一覧タイトル一覧タイトル一覧    

各ページのタイトル（表題）一覧、つまり目次のことで
す。タイトル一覧はＴ命令を使って見ることができます。 
タイトル一覧には、それぞれページの表題・データ作成
日・使用行数・桁数・グループ分け・キーワードの有無・
インデックス（インデックス型ファイルのみ）が表示さ
れています。 
 

    タイトル行タイトル行タイトル行タイトル行    

画面上にある“表題”の行をタイトル行といいます。タ
イトル行には、“表題”と“データ作成日”、“漢字・
混在モードの区別”、そして“ページサイズ”が表示さ
れます。 
 

    ダブルコーテーションダブルコーテーションダブルコーテーションダブルコーテーション    

マイツールでは、：（コロン）のあるデータを入力する
ときなど、ダブルコーテーション（”）で囲みます。 
ダブルコーテーションをつけないで：（コロン）を入力
すると、 ￡ キーを押したことになります。 
 

    データ行データ行データ行データ行    

表のデータが入っている行です。 
データ行の行番号表示の右となりには、水色の帯が表示
されます。 
データ行は、この水色の帯で判別することができます。 
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    テンキーテンキーテンキーテンキー    

メニューバーの から［テンキー］を選択すると、テン
キーが表示されます。テンキーの表示は、マウスを使っ
て通常のテンキーと同様の入力ができます。 
 

    電卓電卓電卓電卓    

メニューバーの から［電卓］を選択すると、電卓が表
示されます。電卓のキーをマウスで左クリックして四則
演算が行えます。計算結果は、［Ｅ］で入力行に取り込
むことができます。また、［♪］キーを一度左クリック
すると、ドレミの音階をつけて音楽の演奏ができます。 
 

    ドライブドライブドライブドライブ    

フロッピーディスクドライブやハードディスクドライブ
などの記憶装置を略してドライブと呼んでいます。 
システム上やマイツールの命令で、データを読み書きす
る時に、ドライブの指定をすることがあります。 
アルファベットでドライブを指定する場合、フロッピー
ディスクはＡ（またはＢ）、ハードディスクに内蔵され
ているドライブはＣです。また内蔵されているドライブ
以外に、外部ドライブも接続することができます。 
ただし、お使いのパソコンにより異なる場合もあります。 
 
 

な行な行な行な行    
 

    入力バー入力バー入力バー入力バー    

“仕事は＝”“データは：”などのメッセージが表示さ
れる部分を、入力バーと呼びます。 
命令やデータをマイツールに入力する部分です。 
 
 

は行は行は行は行    
 

    ハードディスクハードディスクハードディスクハードディスク    

マイツールには、記憶装置として、フロッピーディスク
とハードディスクがあります。 
ハードディスクはフロッピーディスクに比べて、記憶容
量が多いことと、読み書きのスピードが速い点が特長で
す。 
 

    範囲指定範囲指定範囲指定範囲指定    

ＥＤ命令で、各機能を実行する範囲を指定することがで
きます。この機能を範囲指定と呼びます。 
範囲を指定することにより、自動スクロールなどの機能
が働き、日本語ワープロとして使う場合、より操作が容
易になります。 
 

    半角・全角半角・全角半角・全角半角・全角    

文字には半角文字と全角文字があります。 
半角文字は、アルファベット・数字・カタカナに使うこ
とができます。 
全角文字は、すべての文字・記号が使えます。 
 

    バイトバイトバイトバイト    

半角１文字分を“１バイト”といいます。 
マイツールでは１ページに半角文字で約8500文字を書き
込むことができます。つまり、１ページの容量は約 8500
バイトであると表現できます。 
ただし、ページを拡張している場合は、ページ数分容量
がふえます。 
 

    バックアップバックアップバックアップバックアップ    

予備を作ることを“バックアップ”といいます。 
データフロッピーは大切なものです。なるべくバックア
ップをとっておきましょう。 
バックアップはＣＰＤ命令を使って行います。また、ハ
ードディスク内のページも定期的にバックアップをとる
ようにしましょう。 
 

    左寄せ（左づめ）左寄せ（左づめ）左寄せ（左づめ）左寄せ（左づめ）    

データを列内で左側に寄せることをいいます。 
Ｅ・ＥＣ命令など入力関係の命令を実行中は、 タブ
（ Tab ）キーを押すと、データを左づめで入力でき
ます。また、右寄せのデータを左側に寄せるには、ＳＬ
命令を使います。 
セル内のデータが文字列の場合は、ＳＬ命令で列内の内
容を左側にそろえると見やすくなります。 
逆に数字は右にそろっている方が見やすくなります。右
に寄せる命令はＳＲ命令です。 
 

    表題表題表題表題    

タイトル行に表示される、ページのタイトルのことです。
表題は、作成したデータの内容がすぐわかるように全角
15文字（半角なら 30文字）以内で簡潔につけましょう。 
また、オートプログラムの場合は、表題がオートプログ
ラム名になるので、入力が簡単でわかりやすい表題にし
ましょう。 
 

    ファイルファイルファイルファイル    

パソコンで扱う、データの１つのまとまりをファイルと
呼びます。 
マイツールではページの集まりをファイルとしており、
“売上”ファイルとか、“集計”ファイルというように
内容に応じてファイルを分けておくと整理がしやすくな
ります。 
ファイルの作成や変更はＦＩＬＥ命令で行います。 
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    ファンクションキーファンクションキーファンクションキーファンクションキー    

 Ｆ１ から Ｆ16 （ Ｆ１ から Ｆ12 ）までのキーをファ
ンクションキーと呼びます。 
 Ｆ１ から Ｆ８ までのファンクションキーには、ＦＫＳ
命令で全角 20 文字（半角なら 40 文字）以内のデータや
セミオートを登録することができます。 
よく使うデータやセミオートを登録しておけば、ファン
クションキーを押すだけで効率的に仕事ができます。 
また、ＥＤ命令実行時にはファンクションキーでプルダ
ウンメニューを表示させることができます。 
 

    フォーマット行フォーマット行フォーマット行フォーマット行    

表の２行目にある“Ｆ＝……”のことをフォーマット文とい
います。フォーマット文のある行がフォーマット行です。 
フォーマット行には、表の列の桁数と列数が表示されま
す。フォーマット文を消してしまうと、計算・検索など
はできなくなるので注意しましょう。フォーマット行の
作り直しは、ＣＦＡ命令で行います。 
 

    副画面副画面副画面副画面    

上下に分割したときは上の画面、左右に分割したときは
右の画面を“副画面”と呼びます。 
副画面には、おもて画面・裏画面・タイトル一覧・ワー
クエリア・ロギングエリア・ファイル一覧を表示させる
ことができます。 
副画面に“おもて画面”または“裏画面”を表示してい
る場合、Ｅ・ＥＬ・ＥＣ・ＥＲ・ＩＣ・ＩＬ命令などで
マウスを使って、副画面のデータなどを画面の入力行へ
移すことができます。ＥＤ命令のときは、画面のカーソ
ル位置へ移します。 
 

    フロッピーフロッピーフロッピーフロッピー    

フロッピーとは、フロッピーディスクの略です。 
マイツールでは、ＩＮＩ命令で専用のデータフロッピー
を作成し、ページの読み書きを行います。 
★フロッピーは消耗品です。バックアップをとるようにし 

 ましょう。 

 

    ブロックブロックブロックブロック    

ある範囲（四角形）をブロックと呼びます。 
特にＥＤ命令実行中、編集する範囲を指定するときに、
対角となる２点を、ブロックの始点・ブロックの終点と
呼んでいます。 
 

    プロテクトプロテクトプロテクトプロテクト    

重要なデータは、他人にみられないように、そして内容
をうっかり消してしまわないようにしたいもの。 
そこで、プロテクト!!日本語でいうと“保護する”こと。
ＰＲＴ命令で自分だけにしかわからない暗証（キーワー
ド）をつけて、ページの内容を保護します。 
★暗証を忘れてしまうと、そのページを読み出せなくなる 

 ので、ご注意ください。 

    プロテクトタブ（ライトプロテクトタブ）プロテクトタブ（ライトプロテクトタブ）プロテクトタブ（ライトプロテクトタブ）プロテクトタブ（ライトプロテクトタブ）    

フロッピー（3.5 インチフロッピーディスク）には、書き
込み禁止の状態に変えられるスライドスイッチがついて
います。このスイッチを、プロテクトタブ（ライトプロ
テクトタブ）といいます。 
プロテクトタブが開いた状態（穴があいている状態）が
書き込み禁止、プロテクトタブが閉じている状態（穴が
閉じた状態）では、書き込み可能になります。 
 

    変換行変換行変換行変換行    

画面の最下行を変換行と呼びます。 
変換行では、漢字の変換を行うことができます。キーボ
ードから入力した読みは、いったん変換行に表示され、
 変換 キーで漢字に変わります。 
 

    変数変数変数変数    

変数とは、計算結果などの数値や、文字列を一時的に保
存し、必要な時に取り出すことができる、いわば引き出
しのようなものです。変数はオートプログラムで使用し
ます。 
変数を使用することで、高度なオートプログラムを作成
することができます。 
 

    ページサイズページサイズページサイズページサイズ    

１ページの大きさは、はじめに縦 50行、横 170 桁（半角
文字）で設定されています（画面ではその一部しかみる
ことができません）。この縦横の比率をＳＥＴ命令で自
由に変更してページのサイズを作ることができます。 
すでに作ってしまったページのサイズを変える場合はＣ
ＰＳ命令を使ってください。マイツールでは、１ページ
に半角文字で約 8500 文字を書き込むことができます。 
 

    ページファイルページファイルページファイルページファイル    

１ページの大きさは、上の「ページサイズ」で書かれて
いるように、50行 170 桁が基本です。 
ページの拡張を行えば、最大 32,000 のデータ行を持つ表
を画面上で扱うことができるようになります。しかしこ
の大きな表をＷ・ＷＣ命令でページに書き込むと、１ペ
ージ分ごとに分けて書き込まれます。 
これをページファイルとして保存すれば、常にページが
つながった状態のままで読み書きができるようになりま
す。 
大量のデータを常にひとつの表として扱いたい場合は、
ページファイルとして保存しておくと便利です。 
ページファイルは、ＲＣ命令でつなげられるページ数と
同じで、最大 120 ページ分（約３万行）までの大きさで
作ることができます。 
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    ページ番号ページ番号ページ番号ページ番号    

ツールバーの下の画面左上隅に表示されている数字のこ
とです。 
書き込まれているページを画面に読み込んだ場合、その
ページ番号が表示されます。 
また、画面に表示されているページがマスターファイル
のページであれば“Ｍ”が、サブファイルの場合は“Ｓ”
がページ番号の前に表示されます。 
 
 

ま行ま行ま行ま行    
 

    マウスマウスマウスマウス    

画面のスクロールや命令の選択、命令実行中の選択など
は、なるべくキーボードを使わないで、手軽に操作でき
るようにしたいものです。マウスがこれを行います。 
通常、選択は左ボタン、スクロールは右ボタンで行いま
す。 
 

    マトリックス集計マトリックス集計マトリックス集計マトリックス集計    

マトリックス集計とは、バラバラのデータを、ある共通
の要因でまとめて１つの表にし、縦・横からみて一目で
わかりやすい表にすることです。 
ＴＭ・ＴＭＴ命令で行うことができます。 
 

    右寄せ（右づめ）右寄せ（右づめ）右寄せ（右づめ）右寄せ（右づめ）    

データを列内で右側に寄せることをいいます。ＳＲ命令
を使います。右寄せすると、データの桁数がみやすくな
ります。左に寄せる命令はＳＬ命令です。 
 

    命令命令命令命令    

マイツールに、いろいろな仕事を命じるときに使う言葉
です。コマンドとも呼びます。 
マイツールには 190 以上の命令がありますが、それぞれ
の命令名は主に英単語の頭文字をとってつけられていま
す（“Ｒ”は“Ｒｅａｄ”、“Ｗ”は“Ｗｒｉｔｅ”な
ど）。 
 

    メッセージボックスメッセージボックスメッセージボックスメッセージボックス    

命令実行中、操作に関するメッセージがワクで囲まれて
表示されることがあります。これをメッセージボックス
と呼びます。 
 
 

や行や行や行や行    
 

    予備行数予備行数予備行数予備行数    

ＡＣＭＣ・ＥＦ・ＴＣ・Ｓ・ＳＨ・ＳＨＧなどの命令で
結果を指定ページに書き込む場合、１ページに書ききれ
ないと自動的に次のページに書き込みます。 
このとき、ページいっぱいにデータを書き込んでしまう
と、後でデータの追加などができなくなります。 
そこで、予備行数を設定しておけば、予備行数分だけは
残して次のページに書き込むので、後からデータを追加
することができます。予備行数の設定はＳＥＴ命令で行
います。 
 

    読み出す（呼び出す）読み出す（呼び出す）読み出す（呼び出す）読み出す（呼び出す）    

データフロッピーやハードディスク内に保存しておいた
データを、画面に表示させることを“読み出す”といい
ます。読み出す命令には、Ｒ命令などがあります。 
 
 

ら行ら行ら行ら行    
 

    リセットリセットリセットリセット    

実行中のアプリケーションが、何らかの原因で正常に動
作しなくなったとき、この操作を行います。 
リセットは、  ＡＬＴ キーと Ctrl キーを押しながら、
 Delete キーを押します。 
一度リセットすれば、操作中のアプリケーションのみを
強制的に終了し、Ｗｉｎｄｏｗｓに戻ることができます。 
Ｗｉｎｄｏｗｓまでも動作しなくなった場合は、もう一
度リセットを行います。この場合パソコンの電源をいっ
たん切り、再び入れ直した状態になります。 
ただし、アプリケーション実行中にリセットを行うと、
データを破壊するおそれがありますので、非常の場合以
外は決して行わないでください、 
 

    累計桁数表示累計桁数表示累計桁数表示累計桁数表示    

 Ｆ９ （ Ctrl ＋ Ｆ９ ）キーを押して表示するのが“累
計桁数表示”です。１列目から順に各列の合計桁数を表
示します。マウスを使う場合は、 を指定してから選ん
でください。 
 

    列番号列番号列番号列番号    

画面上部にある数字のこと。列の番号を表します。わか
りやすいように奇数番号の列番号は反転して表示されま
す。列の指定は、必ず列番号で行います。列を表示して
いないときは、桁数を表示します。 
また、 Ｆ９ （ Ctrl ＋ Ｆ９ ）キーやマウスを使って、
列番号表示を各列の“桁数表示”と“累計桁数表示”に
変えることもできます（「桁数表示」「累計桁数表示」
参照）。 
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    ロギングエリアロギングエリアロギングエリアロギングエリア    

マイツールでは、キーボードから入力した命令やデータ
をロギングエリアに保存しています。 
ロギングエリアは、ＲＬＯＧ命令、もしくは入力バーの
“仕事は＝”の部分をマウスで左クリックすることでみ
ることができます。 
命令やデータを 74個までみることができます。 
画面分割を行って副画面に表示させることもできます。 
 
 

わ行わ行わ行わ行    
 

    ワークエリアワークエリアワークエリアワークエリア    

データを、一時的に保管しておくところが“ワークエリ
ア”です。ワークエリア内には、３つの保管場所（Ｗ１・
Ｗ２・Ｗ３）があり、それぞれにデータを 180 個まで保
管できます。ＤＷ命令を使うと、ワークエリアをみるこ
とができます。 
★ワークエリアを使うことができる命令 

 ＤＷ・Ｃ・ＡＣＭ・ＭＡＶ・ＩＣＷ・ＩＬＷ 

 

    ワイルドカードワイルドカードワイルドカードワイルドカード    

検索関係の命令で、文字の一部を指定して、その一部を
含んだデータすべてを選び出すのが“ワイルドカード”
です。 
ワイルドカードで使う記号には“＊”と“？”がありま
す。 
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指定方法一覧 

マイツールの命令実行中、ページや行、または列を指定するとき、単に数字で指定するだけでなく、英文字や記号を使
って指定することができる場合があります。 
指定するものによってはとても便利なので、大いに活用してください。 
 
【ページの指定方法の種類】【ページの指定方法の種類】【ページの指定方法の種類】【ページの指定方法の種類】    

指定方法 指定例 意味 メッセージ例 
単独指定 １ １ページを指定する 何ページを 
連続指定 １－３ １、２、３ページを指定する 読み出しますか： 
複数指定 １，３，５ １、３、５ページを指定する  
混合指定 １，５－７，９ １、５、６、７、９ページを指定する  
グループ指定 Ｇ１（２、３、４） グループ１（２、３、４）に設定されているページ

を指定する 

並べかえるページは 
［画面‥￡］ 

表題指定 ＝売上帳 表題が“売上帳”のページを指定する  
ワイルド指定 ＝売上＊ 表題が“売上”で始まるページを指定する  
 ＝＊売上＊ 表題に“売上”という文字が入っているページを指

定する 

検索するページは 
［画面‥￡］ 

 ＝？？？売上 表題が何か３文字ではじまり、その後に“売上”と

つくページ 

 

★ グループは、あらかじめＳＨＴ命令で設定しておく必要があります。ページにつけられたグループは、Ｔ命令で確認できます。 

★ サブファイルやＶ型ファイルのページにグループを設定することはできません。 

★ 表題指定やワイルド指定はＲ命令時にも使うことができますが、指定した条件に合うページが複数あるとエラーになります。 

★ 表題指定やワイルド指定でカタカナ・数字などの文字を指定する場合や、半角・全角の文字、英文字を指定する場合は半角・全角・大

文字・小文字などは区別されますので、正しく入力してください。 

! 異なるファイルのページを直接指定する方法異なるファイルのページを直接指定する方法異なるファイルのページを直接指定する方法異なるファイルのページを直接指定する方法    
 上記の指定方法でページを指定した場合、ＣＨＦ命令で設定されている現在のファイル（カレントファイル） 
 のページを処理します。 
 現在のファイル以外のファイルにあるページを指定したい場合は、ＣＨＦ命令で現在のファイルを変更する 
 か、次のような形式で指定を行います。 

    ファイル名／ページ指定 

    《例》 ＳＡＭＰＬＥ／１０……“ＳＡＭＰＬＥ”というファイルの 10ページ 
        売上／＝４月売上………“売上”というファイルの“４月売上”という表題のページ 
 ★指定するファイルが“Ｍ（マスターファイル）”“Ｓ（サブファイル）”“Ａ（フロッピードライブ）”であれば“／”は省 

  略可能です。ただし、グループ指定、表題指定、ワイルド指定を行う場合には省略できません。 

 
【特殊なページの指定方法】【特殊なページの指定方法】【特殊なページの指定方法】【特殊なページの指定方法】    

指定方法 意味 指定できる命令 備考 
Ｂ指定 先頭の空白ページを指定する Ｗ・ＷＢ命令 マイツール起動直後の、ページの読み

＋指定 直前に読み出しや書き込みを行ったペ

ージの次のページを指定する 

Ｒ・Ｗ・ＷＢ命令 出しや書き込みを行っていない状態 

で指定すると、エラーになります。 

－指定 直前に読み出しや書き込みを行ったペ

ージの前のページを指定する 

Ｒ・Ｗ・ＷＢ命令  

＊指定 直前に読み出しや書き込みを行ったペ

ージを指定する 

Ｒ・Ｗ・ＷＢ命令  

★ Ｖ型ファイルのページにＢ指定でページを書き込むことはできません。 

★ 上記の指定方法は、ページファイルに対しては無効です。たとえば、ＲＦＬ命令でページファイルを読み込んだ後にＲ命令で“＊指定”

を行っても、ＲＦＬ命令実行前に読み書きを行ったページが読み込まれます。 

★ Ｂ指定は、上記「異なるファイルのページを直接指定する方法」と同じ指定が可能です。 

 《例》 Ａ／Ｂ………………Ａドライブのデータフロッピーの、先頭の空白ページを指定する。 

     ＳＡＭＰＬＥ／Ｂ…“ＳＡＭＰＬＥ”というファイルの、先頭の空白ページを指定する。 
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【行・列の指定方法の種類】【行・列の指定方法の種類】【行・列の指定方法の種類】【行・列の指定方法の種類】    

指定方法 指定例 意味 メッセージ例 
単独指定 １ １行（列）目を指定する 何行目を削除しますか 
連続指定 １－３ １、２、３行（列）目を指定する （〇～〇）： 
複数指定 １，３，５ １、３、５行（列）目を指定する  
混合指定 １，５－７，９ １、５、６、７、９行（列）目を指定する 何列目を削除しますか 
Ｈ・Ｔ指定 ６－Ｔ ６行（列）目から、最終行（列）までを指定する （〇～〇）： 
 Ｈ－Ｔ データの先頭行（列）から、最終行（列）までを指

定する 

 

 １０－（Ｔ－１） １０行（列）目から、最終行（列）の１行（列）前

までを指定する 

 

Ａ（全体）指定 Ａ データのすべて行（列）を指定する  
行の範囲指定 Ｌ６－１０ ６行目から 10行目までを指定する 合計を求める範囲は： 
列の範囲指定 Ｃ１－４ １列目から４列目までを指定する  
部分指定 Ｌ６－10，２ ６行目から 10行目までの２列目を指定する  
 Ｃ１－４，８ １列目から４列目までの８行目を指定する  
Ｎ（not）指定 Ｌ６－10，Ｎ９ ９列目を除く、６行目から 10行目までを指定する  
 Ｃ１－10，Ｎ４－５ ４、５行目を除く、１列目から10列目までを指定する  
 
 
【条件式による行・列の指定方法】【条件式による行・列の指定方法】【条件式による行・列の指定方法】【条件式による行・列の指定方法】    

指定例 意味 メッセージ例 
Ｃ１＝″″ １列目がスペースの行を指定する 何行目を削除しますか 
Ｌ６＝″＊売上＊″ ６行目のデータに“売上”という文字が入っている

列を指定する 

（〇～〇）： 

Ｃ１＝″？？？売上″ １列目のデータに、何か３文字ではじまりその後に

“売上”という文字のある行を指定する 

何列目を削除しますか 
（〇～〇）： 

Ｃ３＜１０ ３列目が１０未満の行を指定する  
Ｌ４＝１０ ４行目が１０の列を指定する  
Ｃ３＜１０＆Ｃ４＜５０ ３列目が１０未満で、かつ４列目が５０未満の列を

指定する 

 

Ｌ４＜１０！＃赤，白 文字の色が“赤”で、背景の色が“白”のデータを

指定する 

１番目の検索条件式は 
［終了‥￡］ 

Ｃ１＝＃水 文字の色が“水色”のみ指定する  
Ｃ１＝＃，赤 背景の色が“赤”のみ指定する  
 
 
【その他の行・列の指定方法】【その他の行・列の指定方法】【その他の行・列の指定方法】【その他の行・列の指定方法】    

指定例 意味 メッセージ例 
￥合計 “合計”という文字が、いずれかのセルに入力され

ている行 

何行目を削除しますか
（〇～〇）： 

＠単価 “単価”という文字が、項目行に入っている列を指

定する 

何列目を削除しますか 
（〇～〇）： 

★ “￥”“＠”は計算式中に使うこともできます。 

《例》 ￥小計＋￥消費税＝￥合計，１０……“小計”という文字のある行と、“消費税”という文字のある行を加算して、“合計”

という文字のある行の 10列目のみに書き込む。 

★ “＠”で指定した場合、項目行以外に入力されていると対象になりません。 

★ 条件にあてはまる行、または列が複数ある場合、該当する先頭の行、または列のみが処理されます。 
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マイツール命令早見表マイツール命令早見表マイツール命令早見表マイツール命令早見表    

命令 処理概要 ページ 

ＡＣＭ 累計を求める 16 

ＡＣＭＣ 条件を指定して累計を求める 18 

ＡＤＤ Ｖ型ファイルにペ―ジを追加する 21 

ＡＶ 平均を求める 22 

ＢＣ 列のデ―タだけを空白にする 23 

ＢＥＳＴ ベスト１０、ワ―スト１０などを求める 24 

ＢＦＬ イメージデータなどのファイル一覧を作成
する 

26 

ＢＧＳ ＢＭＰ形式の画像データをグレースケール
に変換する 

28 

ＢＬ 行を空白にする 30 

ＢＬＯＧ ロギングエリアの内容を消去する 31 

ＢＭＰＲ ＢＭＰファイルを読み出す 32 

ＢＭＰＷ ＢＭＰファイルを書き込む 33 

ＢＭＳ ＢＭＰ形式の画像データを２値化する 35 

ＢＲ 指定した範囲のセルを空白にする 37 

ＢＴ ペ―ジの内容を空白にする 38 

ＢＴＮ 命令などを登録したボタンを表示する 39 

Ｃ 四則演算・関数計算を行う 42 

ＣＡＬＥ カレンダ―を作成する 60 

ＣＣＯＰＹ クリップボ―ドへデ―タを転送する 63 

ＣＦ 列の桁数を変更する 64 

ＣＦＡ すべての列の桁数を変更する 67 

ＣＦＰ 指定した列の分離・結合を行う 69 

ＣＧＥＴ ＣＳＶ形式のファイルをマイツールデータ
に変換する 

71 

ＣＨＦ 現在のファイルを変更する 72 

ＣＭＤ 命令を登録する 74 

ＣＭＰ おもて画面と裏画面のデータを比較して色
をつける 

76 

ＣＮＣ 条件ページの条件と一致した行を計算する 79 

ＣＯＰＹ ページの内容を別のページにコピーする 81 

ＣＰＡＳＴ クリップボ―ドからデ―タを取り込む 83 

ＣＰＣ 列の内容を複写する 85 

ＣＰＤ データフロッピーやファイルをコピーする 86 

ＣＰＬ 行の内容を複写する 88 

ＣＰＰＢ 裏画面の指定したセルの内容を、おもて画面
の表に複写する 

89 

ＣＰＲ 指定した範囲の内容を複写する 91 

ＣＰＲＢ 裏画面の指定した範囲の内容を、おもて画面
の表に複写する 

92 

ＣＰＳ ペ―ジサイズを変更する 94 

ＣＰＳＬ ページサイズを行数で変更する 96 

ＣＰＵＴ マイツールデータをＣＳＶ形式のファイル
に変換する 

97 

ＣＴ 表題を変更する 98 

ＣＴＰ 文字タイプやページのモードを変更する 99 

Ｄ 画面の先頭を表示する 101 

ＤＡＴＥ 日付を変更する 102 

ＤＡＴＥＭＹ マイツール上での日付を変更する 103 

ＤＣ 列を削除する 104 

ＤＣＭ 数値のカンマを削除する 105 

ＤＦ デザインページを使って、データの検索や修
正を行う 

106 

ＤＦＬ イメージ、音声、動画などのファイルを削除する 119 

ＤＩＡ 画面のページ情報を表示する 121 

ＤＩＦ デ―タの変位を求める 122 

ＤＬ 行を削除する 124 

ＤＯＣ おもて画面の下に裏画面を結合する 125 

ＤＯＣＲ おもて画面の上に裏画面を結合する 126 

ＤＯＳ ＤＯＳに移行する 127 

ＤＰ 指定したセル位置から表示する 128 

ＤＲ 小数点以下の桁数や端数処理を設定する 129 

命令 処理概要 ページ 

ＤＲＣ 縦ケイ線を引く 131 

ＤＲＬ 横ケイ線を引く 132 

ＤＳ 画面分割の設定を変更する 133 

ＤＳＨ 重複しているデ―タを抜き出す 135 

ＤＷ ワークエリアを表示する 137 

Ｅ 表にデ―タを追加する 138 

ＥＣ 列方向にデータを入力する 139 

ＥＤ ワ―プロとして使う 140 

ＥＦ デザインペ―ジを使って表にデ―タを入れる 158 

ＥＬ 行方向にデータを入力する 168 

ＥＮＤ マイツ―ルを終了する 169 

ＥＮＤＷ Ｗｉｎｄｏｗｓを終了する 170 

ＥＰ 指定したセルにデータを入力する 171 

ＥＲ 指定した範囲のセルにデータを入力する 172 

Ｆ 新しく表を作る 173 

ＦＩＬＥ ファイルの作成や変更を行う 175 

ＦＩＬＥＸ ページファイルを作成したり変更する 186 

ＦＫＳ ファンクションキ―に登録する 189 

ＦＳ 用紙サイズを指定して表を作る 191 

Ｇ デ―タをグラフにする 193 

ＧＥＤＲ ＤＯＳ版マイツールのＧＥＤ命令で作成し
た絵を読み出す 

220 

ＨＥＬＰ マイツールヘルプの目次を表示する 221 

ＩＣ 表に列を挿入して、データを入力する 226 

ＩＣＢ 裏画面の列を指定して、おもて画面に挿入する 228 

ＩＣＭ 数値の３桁ごとにカンマを挿入する 229 

ＩＣＳ 表にスペ―ス列を挿入する 230 

ＩＣＷ ワークエリアのデータを、画面の列に挿入する 231 

ＩＬ 表に行を挿入して、データを入力する 233 

ＩＬＢ 裏画面の行を指定して、おもて画面に挿入する 234 

ＩＬＳ 表にスペ―ス行を挿入する 235 

ＩＬＷ ワークエリアのデータを、おもて画面の行に
挿入する 

236 

ＩＮＩ デ―タフロッピ―を初期化する 238 

ＬＤＣ ＳＶＣ命令で保管してある列を読み出す 240 

ＬＤＬ ＳＶＬ命令で保管してある行を読み出す 241 

ＬＤＰ ＳＶＰ命令で保管してあるセルを読み出す 242 

ＬＯＣＫ 共有ファイルを占有する 243 

ＬＰＳＥＴ レ―ザ―プリンタの印刷方法を設定する 244 

Ｍ Ｓ命令で並べかえたデ―タどうしを併合する 250 

ＭＡＴ 表と表を照合して､必要な列で新しい表を作る 252 

ＭＡＶ 移動平均を求める 256 

ＭＣ 列を移動する 258 

ＭＣＯＰＹ マイツールデータをタブ区切り形式でコピ
ーする 

259 

ＭＬ 行を移動する 260 

ＭＯＶＩＥ 動画デ―タを再生する 261 

ＭＰＡＳＴ クリップボードからタブ区切り形式のデー
タを取り込む 

262 

ＭＴ ペ―ジを移動する 263 

ＭＴＥ 複数の表と複数の表を照合して､必要な列で
新しい表を作る 

265 

ＭＴＬ マトリックスデ―タを１行１デ―タにする 268 

ＮＵＭ 列方向・行方向に連番を入力する 270 

ＯＣＲ 文字イメージを表のデータにする 272 

ＯＣＲＳ 文字イメージを文章データにする 274 

ＯＦＦＤＡＴＥ タイトル行に日付を表示しない 276 

ＯＮＤＡＴＥ タイトル行に日付を表示する 277 

Ｐ 画面の内容を印刷する 278 

ＰＡＧＥ・   

ＰＣＡＮ・ ペ―ジ間処理を行う 279 

ＰＲＵＮ   
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ＰＢ 裏画面を印刷する 282 

ＰＣ 文字間をつめて印刷する 283 

ＰＤ 複数ペ―ジを印刷する 284 

ＰＥ 印刷範囲などを指定して印刷する 285 

ＰＥＲ 百分率を求める 287 

ＰＦ デザインペ―ジの書式で印刷する 289 

ＰＦＦ 用紙を送る 295 

ＰＦＧ イメ―ジデ―タを使って書式印刷する 296 

ＰＦＧＥ ＰＦＧ命令のデザインペ―ジを作成する 297 

ＰＧ グラフを印刷する 304 

ＰＬ 印刷時のレイアウトを表示する 305 

ＰＬＡＹ ＷＡＶファイルを再生する 307 

ＰＲ 画面の縦・横を入れかえて印刷する 308 

ＰＲＯ オ―トプログラムを登録する 309 

ＰＲＴ ページにプロテクトをかけて保護する 311 

ＰＳＥＴ 印刷方法などを設定する 313 

ＰＴ ページのタイトル一覧を印刷する 322 

ＰＴＦ 用紙の先頭位置を決める 323 

ＰＴＳ サブページのタイトル一覧を印刷する 324 

ＰＵＬ 必要な行のみ抜き出して、それ以外の行を削
除する 

325 

Ｒ 指定したペ―ジを画面に読み出す 326 

ＲＡＮＫ デ―タを集計して順位をつける 328 

ＲＢ 指定したページを裏画面に読み出す 330 

ＲＢＢ 指定したペ―ジを参照画面に読み出す 332 

ＲＣ 複数ページの内容をつないで、１画面で表示
する 

334 

ＲＥＣ ＷＡＶファイルを作成する 336 

ＲＦ 表のフォーマットを、指定した表に合わせる 337 

ＲＦＬ ペ―ジファイルを読み出す 339 

ＲＬＯＧ これまで使った命令やデ―タを画面に読み
出す 

340 

ＲＯＣ 列のデ―タを縦方向にずらす 341 

ＲＯＬ 行のデ―タを横方向にずらす 343 

ＲＵＮ オ―トプログラムを実行する 345 

ＲＶ １つ前の画面に戻す 346 

Ｓ デ―タを並べ替える 347 

ＳＣ データをセンタリングする 351 

ＳＥＰＡ 列を分離する 352 

ＳＥＴ ページの大きさやモードなどを設定する 353 

ＳＥＴＣ マウスの移動速度やブザ―音などを調整する 357 

ＳＥＴＤ キーボードやかな漢などを設定する 361 

ＳＥＴＭ プルダウンメニューの内容を変更する 363 

ＳＥＴＰ 画面に固定する行や列、またはデータにつけ
る色を設定する 

364 

ＳＥＴＸ フォ―マット行やデ―タ行を変更する 367 

ＳＦ スキャナ―で、データをイメージとして取り
込む 

368 

ＳＦＥ スキャナーフォーマットページを作成する 370 

ＳＧＥＴ 他のファイルをマイツ―ルデ―タに変換する 377 

ＳＨ デ―タを検索する 381 

ＳＨＤ データを検索して、元データから抜き出す 388 

ＳＨＧ キ―ペ―ジに合わせて検索・整理する 390 

ＳＨＴ 表題をグループに分ける 392 

ＳＨＵ データを検索して、条件に合うデータを書き
かえる 

393 

ＳＩＭ データを修正してから、計算式にしたがって
再計算する 

399 

ＳＬ デ―タを左に寄せる 403 

ＳＰＵＴ マイツ―ルデ―タを他のファイルに変換する 404 

ＳＲ デ―タを右に寄せる 407 

ＳＴ 条件を指定してページを並べかえる 408 

ＳＴＡＴ デ―タを集計して分析値を求める 410 
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ＳＶ 画面の内容を一時的に保管する 412 

ＳＶＣ 列の内容を保管する 413 

ＳＶＬ 行の内容を保管する 414 

ＳＶＰ セルの内容を保管する 415 

Ｔ タイトル一覧を表示する 416 

ＴＡＢ ファンクションタブレットに言葉や命令を
登録する（Ｍｒ.シリーズ） 

417 

ＴＣ 小計・総計を求める 420 

ＴＦ ファイル一覧を表示する 422 

ＴＩＭＥ 時刻の表示や変更を行う 423 

ＴＬ 縦方向・横方向の合計を求める 424 

ＴＭ 縦軸・横軸を指定してマトリックス表を作る 425 

ＴＭＴ 縦軸・第２縦軸・横軸を指定して、三次元マ
トリックス表を作る 

430 

ＴＰ 複数ページの同位置のセルの数値を計算する 432 

ＴＲＰ 行と列を入れかえる 434 

ＴＳ サブページのタイトル一覧を表示する 436 

ＵＮＩＴ 複数の列を結合する 437 

ＵＮＬＯＣＫ 共有ファイルの占有を解除する 438 

ＵＰＤ 表と表を照合して、条件に合うデータを書き
かえる 

439 

ＵＰＤＳ 複数の表と複数の表を照合して、条件に合う
データを書きかえる 

446 

ＵＰＭ 表と表と照合して、条件に合うデータを集計
する 

450 

ＶＯＩＣＥ 文章デ―タを音声で読みあげる 453 

ＶＳＰ 表のデータを音声で読みあげる 455 

ＶＴ デ―タを時系列で集計する 456 

Ｗ 指定したペ―ジに画面の内容を書き込む 459 

ＷＢ 裏画面を指定したページに書き込む 461 

ＷＣ ＲＣ命令でつないだページを、指定したペー
ジに書き込む 

462 

ＷＦＬ ペ―ジファイルを書き込む 463 

ＷＩＮＥＸＥ アプリケーションを起動する 465 

Ｘ おもて画面と裏画面を入れかえる 466 

ＸＹ 項目行を指定して、表の行と列を入れかえる 467 

 

 

オート命令一覧表オート命令一覧表オート命令一覧表オート命令一覧表（アルファベット順）（アルファベット順）（アルファベット順）（アルファベット順）    
オート命令（オートプログラム中に使える命令）の中には、“仕
事は＝”の状態でも使えるものがあります。ここでは、“仕事
は＝”の状態で便利に使うことのできるオート命令をご紹介し
ます。 
 
命令 処理概要 

ＢＥＥＰ ブザーをならす 

ＣＬＳ 画面を消去する 

ＣＯＮＴ オートプログラムの手入力を解除する 

ＤＰＯＦＦ 画面表示を静止させる 

ＤＰＯＮ 画面表示の静止を解除する 

ＬＤＰＢ 保管してあったセルを裏画面に読み出す 

ＬＰＲＩＮ 文字列を印刷する 

ＭＡＮＵ オートプログラムを一時中断する 

ＰＲＩＮＴ データを表示する 

ＲＶＯＦＦ リカバリ機能を中断する 

ＲＶＯＮ リカバリ機能を再開する 

ＳＣＬＤＳ 列表示（スケール）を変更する 

ＳＶＰＢ 裏画面のセルを一時保管する 

ＴＲＯＦＦ トレースモードを解除する 

ＴＲＯＮ トレースモードを設定する 

ＷＩＮＤＯＷ 参照画面やグラフ画面を表示する 
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